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第1節　本論文の目的

　本論文の軍記は、今ffの子どもの造形的な活動にかかわる教育が、必ずしも、子ど

もの論理に基づいたものではなく、子どもの期待にそえないとの認識から、子どもの

行為の実際をとらえるとともに、子どもたちひとりひとりの論理による多様な活動が

可能になる図画工作・美術教育の論理を構築し、その実践化を図ることにある。

　今Eの子どもの造形的な活動にかかわる教育の多くは、「制度」1としての大人の嘆

術」の枠組等の影響が強く、子どもたちの造形的な活動は、その表現の形式、方法な

どが形式化、画一化されて、子どもたちひとりひとりの論理による造形的な活動は成

り立ちにくい状況に置かれていると考えられる。そのなかにあって、小学校学習指導

要領（図画工作）において、「造形遊び」が全学年に位置付けられるなど、子どもの

論理が生かされる配慮がなされてはいるが、その実際は、「制度」としての大人の「美

術」の枠組や基準のなかにあって、子どもの論理による行為は成り立ってはいない。

したがって、そこでは子どもたち飼々の存在性そのものが保障されているとはいえず、

今日の子どもと教育の問題の改善や解決に関与することはできないと考える。

　そこでは子どもひとりひとりの感覚や思考など、個々の論理の立ち上がりは保障さ

れることはなく、固定化された「制度」としての大人の「美術」の枠組や基準によっ

て一般化されるとともに、他とのとりかえ可能なものとされ、子どもたちのく私一生

＞2の意味は謡われることはなく、軽視ないし排除されることになっている。

　そのことは四目のいじめや学級崩壊等の問題の根底の意味にかかわるものでもある

と考えられる。つまり、子どもひとりひとりの存在性は認められていないため、子ど

ものく私一生〉の意味が保障されず、その多様性の立ち上がりが保障されていないと

ころでは、表層的な多様性にとどまるとともに、本来の多様性の意味は隠蔽され、子

ども個々のく私一生〉の論理とともに、その子の存在そのものも保障されることはな

い。そのような状況において、無視され、隠蔽されている子どもたちひとりひとりの

く私一生〉の論理とともに、そのかけがえのない存在の意味を立ち上げることを保障

することのできる美術教育の論理を構築し、その実践化を図ることは緊急の課題であ

ると考える。
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　このため、まず、子どもたちひと：りひとりの論理による行為を規制している「制度」

としての大人の「美術」の問題性をとらえ返すこととする。　嬬渡」という固定化し

た論理に基づく枠組や基準は、子どもひとりひとりのく私一生〉の意味を画一化し、

隠蔽しているといえると考えられることから、「制度」としての大人の「美術」のカ

テゴリーの一つである「彫刻」を例として取りあげ、それをロザリンド・クラウスの

開かれた場の展開の論理等をもとにとらえ返し、「制度」としてのカテゴリーの問題

性を明らかにする。

　その上で、そのクラウスの開かれた場の展開の論理と、子どもひとりひとりの論理

の成り立ちを可能にするものとして構想された「造形遊び」の論理との共通性や違い

を明らかにするとともに、子どもの実際の授業等における開かれた場における活動を

観察・記述し、分析・考察を加え、子どもひとりひとりの論理による開かれた場にお

ける閉じることのない多様な〈意味生成〉の行為の意味をとらえ返していくこととす

る。

　さらに、そのような子どもひとりひとりの論理に基づく閉じることのない〈意味生

成〉の行為を、子どもひとりひとりの存在の根拠である身体性によるく意味生成〉の

行為とともに、子どものく私一生〉、すなわち、〈身体の深み〉のかけがえのなさを

立ち上げ、新たなく私一生〉をつくり、つくりかえ、つくり続ける行為の過程に意味

があるものとしてとらえ返すこととする。つまり、従来のあらかじめイメージした作

品としての結果よりも、その〈意味生成〉の「過程」の意味に着目することとし、常

に自己の行為のつどごとに立ち表れるく何ごとか一意味〉にもかかわり、その多様な

関係性によって、新たな行為とともに意味をつくりだすという、従来の教育にみられ

るような、課題、発想、計画、スムーズな実行・実現という一方向的な在り方とは異

なるく意味生成〉の行為の在りようこそが、子どもの造形的な活動の論理なのではな

いかと考え、明らかにすることとした。

　そのような子どもの造形的な活動の論理を、身体論や記号論、言語論などの新しい

成果を援用してとらえ返すとともに、造形的な活動にかかわる授業を実践したり、関

与的に観察したりして、それを記述・分析し、考察することを通して、子どもたちひ

とりひとりの論理に基づく多様な活動を可能にする造形・美術教育の論理を構築し、

実践化を図ることを目指すこと：とする。

　なお、研究の過程においては、常に、子どものく意味生成〉の行為が成り立つ場に

立ち合うようにすることとする。そして、子どもの活動の状況を参観授業などに参加

し、観察・記述、分析・考察を加えながら論を進めるとともに、造形的な活動にかか
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わる授業を実践し、そこでの子どもの活動の記録をもとに、そこで展開する〈意味生

成〉の行為の成り立ちとその過程の在りようをもとに論理化して、それを試論とし、

それを検証しながら、子どもの造形的な論理と展開の論理の構築を目指すこととする。
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第2節　本論文の構成

　本論文は、以下の4章によって構成している。

　第1章「造形的な活動の可能性」では、子どもの造形的な活動の可能性を明らかに

し、実践化するには、子どものく私一生〉に基づく行為の成り立ちを規制している「制

度」としての大人の「美術」の問題性に対して自覚的に向き合う必要があるとの認識

から、　「制度」の意味を解体するために、実践の場の開かれた展開の論理といえる、

ロザリンド・クラウスの展開の論理をその手がかりとして提示し、それをもとに考察

することとする。そこでは、「美術」という「制度」によって露定化された膨刻」

というカテゴリーに対する考え方を、ロザリンド・クラウスの展開の論理によって解

体し、媒体やカテゴリーの意味に制限されない開かれたものとしてとらえ返し、「立

体造形1というより開かれた考え方を提示し、子どもの造形的な活動の論理の構築の

基本的な考え方を明らかにする。

　その際、近代性の構造によってつくられた9制度」がもつ制度性の問題、すなわち、

窮屈な枠組や基準によって無視あるいは排除される状況にあった、子どものく私一生

〉に基づく行為を実現可能にする場として構想された「造形遊び」との関係について

も明らかにすることとする。すなわち、「造形遊び」の論理は、　「彫刻」をクラウス

の論理によってとらえ返すことで、開かれたものとされた「立体造形」の論理以上に、

子どもの論理に近いと考えられ、それを明らかにすることとする。また、子どもの論

理による造形的な活動の論理の可能性を探るために、丸山圭三郎の「〈生〉の円還運

動」の論理を援用してギ造形遊び」の論理の再検討も併せて行うこととした。

　第2章「造形的な活動のく意味一過程〉」では、子どもの造形的な活動の「過程」

の在りようと、その〈意味〉を問うことによって、子どもたちの造形的な活動は、多

様な関係性による多義的で多方向的な行為を目指し、より開かれたく意味生成〉空間

へ展開するとともに、その「過程」において、そのつどごとの薪しいく意味〉を立ち

表していることを明らかにすることとしている。

　また、その「過程」におけるく意味〉を立ち表す多様な論理的な構造についても、

クラウスの展開の論理の構造図を手がかりに、独自のモデルを考案し、それによって

考察することとする。さらに、子どもの行為の過程では、ジュリア・クリステヴァの

言述のように、例えば、囲いのうちに外を設定することによって中心をずらし、多義

的で多方向的な行為の領域へと開かれ、その行為のつどごとに新しい何かとしてのく

意味〉をつくりだしていくことになり、そこには「制度」というような固定化された
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ものは存在しないことをみることにする。しかし、このような子どもの行為の在りよ

うを教育実践につなげるようにするためには、行為のたびに立ち表れる限りないく意：

味〉の意味と、その立ち表れの、決して固定的でない構造をとらえるために、クラウ

スの論理的構造の考え方に基づいて「論理化」を行ない、そこでつくりだされたもの

をテクストとしてとらえ、クリステヴァのテクスト論を援用してく意味生成〉の在り

ようについて考察する。

　そこで立ち表れるく意味〉は、テクストの表層と深層との動的な関係性から生成さ

れる開かれたものであるとともに、その〈意味生成〉の主体もまた、その表層と深層

を同時に生きる「過程」にある主体であると考え、そこに「造形遊び」の論理が函指

した、〈原一私〉を根拠としたく私〉の成り立ちの可能性について論述する。

　それは、自らのく身体の深み〉へと降りることによって他なるものと出会い、その

あいだで規制されることのない多様な相互作用、相互行為によって、表層との関係を

つくりかえ、新たなく私〉にとっての意味の生成・展開に開かれていく存在であると

とらえ、〈意味生成〉の在りようを「差異と反復」の論理を援用してとらえ返すこと

にする。そこでの反復とは薪たに差異化する展開であり、生成する展開であって、同

じことが繰り返されることはなく、それは、丸山の〈生〉の円還運動の論理に通じる

とともに、　「造形遊び」の論理に通じるものであると考えられ、そのことについても

論究する。

　以上のような考えをもとに造形的な活動にかかわる授業、すなわち、規制のない開

かれた場における実践をし、子どもたちが自ら〈意味〉をつくりだすようにするため

に必要な、〈場や状況〉及び教師のかかわりについても考察し、明らかにすることと

する。

　第3章「子どもの造形的な活動の論理」では、子どものく私一生〉を根拠とする〈

意味生成〉の行為の立ち上がりを可能にする多様な造形的な活動は、子ども個々のく

身体性〉の働きによるものであるとの考えから、まず、そのく身体性〉の意味につい

て考察する。

　そして、その意味としてのく身体性〉の働きによる造形的な活動においてつくりだ

される〈意味〉の意味と、その生成と「過程」の意味をとらえ返し、子どもの存在の

根拠としてのく深層の意昧〉を立ち上げる子どもの造形的な活動の論理と意味につい

て考察することにする。

　なお、ここでとりあげるく身体性〉とは、心身の分けられることのない統合体のこ

とであり、子どもひとりひとりのく私一生〉の存在性を保障するものであるとともに、
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モーリス・メルm＝ポンティによってく肉〉といわれるく生〉の多様性の領域へと開

かれ、かかわり、かかわられる存在として、〈対象や他者〉へと開かれているものと

とらえることとする。

　そして、ここでとらえ返された意味でのく身体性〉の働きによって、〈対象や他者

〉との、規制されることにないかかわり合いが可能になり、多様な展開と多義的なく

意味〉の立ち表れの可能性を含みつつ、子どもひとりひとりのく私一生〉による、す

なわち、〈エUス〉としてのく意味生成〉の行為が成り立つものであると考える。

　その考えをもとに、小学校において造形的な活動にかかわる授業を実践し、それを

記述・分析し、検証したうえで、子どもの造形的な活動の論理の試論を提示すること

とする。

　第4章「子どもの造形的な活動の展開」では、前章までの考察に基づいて、子ども

の造形的な活動の論理の展開の問題について考察する。すなわち、子どもたちはどの

ような関係性によって新しい〈意味〉を立ち上げ、生成しているのか。それを可能に

するためにどのような活動の場や状況を構想する必要があるのか。さらには、教師は

そのような子どもたちの活動に対してどのようにかかわっていくことが必要なのかな

どについて、考察の上で授業を構想し実践する。

　そして、そこにおける子どもの活動をビデオ・カメラ等で記録し、それをもとにそ

の行為を成り立たせる関係性をとらえるように独自に考案したトランスクリプトにし

て、そこで展開するく意味生成〉の行為の成り立ちと、その「過程」の在りようを分

析・考察するとととともに、他の授業などにおける子どもの行為についても同様に扱

うこととする。そして、子どもの造形的な活動の論理と、その展開の論理の試論を構

築するとともに、それを検証しながら、子どもたちひとりひとりのく私一生〉の論理

に基づく多様な活動が可能にする造形・美術教育の論理の構築と実践化の在り方を明

らかにすることにする。
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注及び引用文献

1本論で用いる糊度」とは、実体化した言語によって作られた一義的な意味や価値のことで

　ある。それは、本来、暫定的な約束事として柔軟なものであるが、やがて惰性化して固定化

　し、一種の強劇力と化す。そこでは、さまざまな差異は捨象され、一義化された論理に同一

　化することを強捌されるため、〈私一生〉の多様性が保証されることはない。また、綱度」

　とは、言語をその源泉とするため、我々の日鴬から切り離される問題ではない。それは、我々

　ひとりひとりのく生〉の外部にあるというよりも、むしろく生〉に対する規制性として、実
　体化した表層部分にあるといえる。したがって、固定化した言語による二項対立的な否定は、

　薪たな固定化を生むとして、〈生〉の表屡部分における次の新しい1制度1の源泉となる。

　ここで必要なのは、そのような「制度」に対する否定ではなく、その意味に対する自覚であ

　り、そのうえでの実践の論理の構築であると考える。主に次の文献参照。丸山圭三郎，『文化

　のフェティシズム』勘草書房1984、『フmティシズムと快楽』，紀伊国屋：書店，1986、及び『言

　葉とは何か』，夏黒書房

2本論文で用いる〈〉は、とりかえることのできない深みを根拠にして生きる一般化できない

　ものを表す。たとえばく私〉とは、とりかえることのできない深みを根拠にして生きる一般

　化できないく私〉のことであり、第3章において述べる〈身体の深み〉におけるく生〉の多

　様性を生きるく私〉のことであって、その意味でく私一生〉と表記することとした。そのこ

　とから、〈私〉のく意味〉や、〈感じ〉やく考え〉、〈行為〉ということのとりかえのでき

　なさも理解できよう。また、「」は、とり換えることのできる表層のみを生きざるをえない

　一般化されたものを表す。たとえばi私」とは、その表層において圏定化され、〈私〉の生

　きる根拠を隠蔽された存在といえる。また、「綱度」とは、その本来的な柔軟性と切り離され

　て固定化された意味や価値を表わす。なお、以上のことは、西野範夫，呼どもたちがっくる
　学校と教育　第5回　子どものく身体と想像力〉と造形活動」，（『美育文化』，美育文化協会）、

　及び「子どもたちがっくる学校と教育　第32露　状況を生きる子どもと造形遊び」（『美育文

　化』，美育文化協会，1999．VOL49　NO．4）等によるものである。
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第1章

造形的な活動の可能性

第1節　　「展開された場」の理論の意味

1　造形的な活動の開かれた論理へのアブm一チ

　現在の学校教育における美術教育の状況をとらえ返してみたとき、これまでに数多くの

優れた実践がなされてきたことは確かなことである。しかし、一方では学習指導要領等に

代表されるような明文化された嗣度」のもとにおかれ、意味や価値が一義化された閉塞

的な状況の中に閉じ込められ続けてきたことも確かなことであるといえる。

　従来の美術教育における子どもの造形的な活動の扱いないし在り方は、子どもの論理に

基づいているとはいえない。すなわち、子どもが自己の可能性を立ち上げるはずの行為が

画一化された在り方に陥っており、今艮の子どもの問題に対応できないと考えられる。こ

の子どもの論理を軽視する要因や意味等について考察し、社会や教育等の在り方は、子ど

もの存在の根拠であるく身体性〉の意味を隠蔽し、子どもひとりひとりのく私一生〉のく

感じ〉やく考え〉、〈行為〉の多様性を規制することになる。

　そのことから、現在の小学校及び中学校等における美術教育の状況や構造をとらえ返し

たとき、そこに「制度」の制度性という問題を見いだすことができる。学習指導要領等に

代表されるような明文化されたものは「言語」によって形成されたものである。そして、「言

語」は、我々のあらゆる文化的営為の源泉であり、あらゆる文化的惰性態とでもいうべき

「制度」の源泉といえるものであって、ここで「綱度」とは実体化した「書語」であると

いえる。

　また、本来「糊度」とは恣意的なものとして柔軟なものであったはずだが、それは、や

がて避けることのできない一種の強制力になり得るものでもあったといえる。つまり、「制

度」の制度性という規制性は、我々が言語を有する限り決して逃れることのできないもの

である。

　したがって、ここで問題とは、そのような「制度」に対して否定的に関与するというこ

とではなく、イデオロギーと化す危険性を孕む「制度」の制度性に対する自覚化ないし相
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対化であり、それを閉じることのない円環の運動に開いていくことであると思われる。な

ぜならば、一方の極に停滞し、他方の極を捨象することは硬直化した状況を招くほかはな

く、また、「制度」の制度性に対する二項対立としての実体論的な否定は、そのように否定

することによって、新たな「制度」を生みだすことにしかならないからである。

　以上のような考え方に立って、まず「制度1の制度性の問題を、モダニズムにおける「彫

劾概念の中に見いだし、それをポスト・モダニズムにおける「展開された場」という論

理構造によってとらえ返し、その質的転換による新たな可能性への展開の必要性を示唆し

たロザリンド・クラウス（krauss，Rosalind）の理論をとり上げることにする。

　クラウスの理論は、子どもたちが展開する造形的な活動の意味の可能性について多くの

示唆を与えてくれると考え、その「展開された場」という考え方に基づいて、教育的文脈

において固定化された「彫刻」概念を解体するとともに、その質的転換を図るために「立

体造形」という考え方を提示することを試みたい。

　その際、その考え方の教育的な可能性を検討するために、「制度」の問題を子どもひと

りひとりのく私〉のく生〉の意味からとらえ返したといえる、西野範夫による「造形遊び」

の論理をとり一上げ、その意味について考察することとする。

　さらに、「造形遊び1の論理が示す、子どもの造形的な活動のテクスト的なく意味〉生

成性の可能性を明確にするために、丸山圭三郎による「生の円環運動の論理、及びジュ

リア・クリステヴァ（Kristeva，　Julia）によるテクストに関する論理等をとり上げ、「造形遊

び」の論理をとらえ返すことにする。そのうえで、「立体造形」という考え方をとらえ返す

とともに、その教育的な可能性について考察することとし、既成の造形教育をとらえ返す

手がかりとすることにする。
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2　ロザリンド・クラウスの場の論理

（1）論理的に「展開された場」

　クラウスは展開された場」の論理によって、モダニズムにおいて「制度］化され固定

化された「彫刻」のとらえを解体し、より柔軟に論理的にとらえ返すことを試みている。

　クラウスは、それをフェルディナン・ド・ソシュール（Saussure，　Ferdinand　de）による

言語理論に則り、事物の意味や価値：、観念というものを歴史主義的モデルに、何らかの特

殊な発展や歴史の結果に求めるべきではなく、時間上のある所与の時点に共時的に現われ

る体系の函数1としてとらえるという立場から提案している。つまり、クラウスは、芸術作

品における意味や価値というものの特権性を否定し、それをある共時的な構造2の函数とし

てとらえ返すことで、あらゆる芸術の形式の超歴史性を「制度」として批判し、その歴史

性ないし人為性を開らかにしたのである。

　そのことから、クラウスは四刻とは歴史的に限定されたカテゴリーであって、普遍的

なそれではない」3として歴史主義的モデルを解体する。それは、膨劾と呼ばれる何も

のかがあらかじめ存在していて、その形式の普遍性ないし超歴史性によってそのカテゴリ

ーの存在が保障されるということではなく、ある暫定的な約束事によって「彫刻」という

カテゴリーが形成（区分け）されてはじめて何ものかが「彫刻」として存在を開始すると

いうことである。4

　暫定的な約束事といえる共時的な体系というモデルにおいていえば、「彫刻」と名指され

続けてきたものが四刻」であり続けてきた理由は、肯定的な根拠をもたない構造的同一

性に起因するといえる。クラウスは、それを人間の雷語活動における「置蜘と喩名」

の機能に求めている。このことについて、ソシュールは次のように述べている。

言語には差異しかない（中略）それだけではない＝差異といえば、いっぱんに積極的

納期を予想し、それらのあいだに成立するものであるが、言語には積極的辞項のない

差異しかない。所記をとってみても能記をとってみても、言語がふくむのは、言語体

系に先立って存在するような観念でも音でもなくて、ただこの体系から生じる概念的

差異と音的差異とだけである．一個の記号のうちにどのような観念または音的資料が

あるかということは、それがどのようなぐあいに他の記号に取りまかれているかとい

うことに比べて、あまり重要でない．その証樋には、辞項の価値は、ひとが意昧にも

音にも触れることなしに、たんにそれに隣りした他のなにがしの辞項が変更をうけた
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ということだけで、変更しうるのである（後略）．5

以上のソシュールの言下にもとづいて、クラウスは次のように述べている。

ソシュールは、差異というものが一般に、比較された二つの実体項の函数だとされる

点に着目し、これと反対に、言語にあっては「実体項なしにもろもろの差異だけがあ

る1と主張した。この実体項の決定的な破棄によってソシュールは、意味を音声（な

いし語）と、語がそのラベルとなる事物との相互関係から結果するものとして理解す

る道を塞いだのである。そうではなく、ソシュールにおいて意味は、一個月体系全体

の結果、ある特定の語、例えば、〈岩〉という語を、〈石〉〈小石〉〈丸石〉＜岩石

〉〈めのう〉〈鉱石〉……などの多数の選択ないし代用可能な語群の代わりに、駆使

するのを可能にする体系の結果と見倣されるようになった。この置換の体系の中で行

う選択は、尺度や、専門的な精通度（地質学の）や、生き生きとした感情や、言葉の

正確さや一般性において、はなはだ異なった一群の語彙に合わせて想定された一つの

系列全体を示しているのである。相互に関係し合った差異の一体系があるのであり、

〈岩〉という語がこの体系に入るためには、〈岩〉という語は、ただ単に、足元の一

塊の物体に縛り付けられていてはだめなのである。意味はある特定の事物のラベルで

はないし、その像でもない。意味とは、構造主義者にとって、置換の体系の結果なの

である。6

　ある記号（語）の意味とは、そのときに選択されていない諸項によって決定され、そう

した辞項として定立されるものであり、そこで「彫刻」とは、特定の、ア・プリオリなも

のではないということになろう。なお、そこで、膨刻」が膨劾であるということは、

ア・プリオリな何ものかとして措定されたものとの実体的な関係において成立するもので

はない。それは歴史的に限定された暫定的で特殊な約束事、すなわち共時体系の在りよう

によるものといえる。

　クラウスの方法論は、芸術（彫刻）作晶を一個の有機体とみなし、その膨刻である」

ことの意味を、その根拠たるカテゴリーの普遍性を立証するための系統樹の構築や起源の

確定に還元するものではない。それは、芸術（彫刻）作晶を一個の構造とみなし、その意

味（「～でなく／～でもない」というような固有の実体的な自己岡一性を有さない、否定的
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な差異の対立化によって可能とされるもの）を、その根拠としての共時的な構造の函数と

して理解しようとするものであるといえよう。7

　また、そのことは、芸術（彫刻）作晶における意味の根拠としての共時的な構造（形式）

を、非求心的な諸断片8としてとらえることにより、それぞれの共時的な「彫刻」における

構造の非連続的な歴蔓についての思考へのアプローチの可能性を示したものであるといえ

るだろう。

　そのようなとらえ方は、ポスト・モダニズムにおける「生産の視座」としての「論理的

構造］9という視座をもたらし、実践空間の論理を「意味」が対象化された特定の媒体との

直線的で固定的な実体性の関係から、論理的操作という流動的で非固定的な関係へと開放

するということになる。

　また、「展開された場」とは、その論理的条件がモダニズムの枠内では記述できない状況

における論理であり10、クラインの群といわれる展開理論によって論理的に展開されたも

のでもあるといえる。そこでは、その場を条件付け、構成する各地点はすべて論理的に導

出することが可能とされるものである。

　そして、実践はその場に対する論理的操作によって規定されつつ、そこではあらゆる横

断的・交錯的な活動も論理的なものとして保障され、そのことが、モダニズム的気質に隷

属する、あらゆる固定的な諸関係から、さまざまな実践を解放するといえる11。

　なお、クラウスは、ポスト・モダニズムという文脈は、モダニズムという文脈から歴

史的断絶」12を経て展開されたものに他ならないという。また、ジャンーフランソワ・リ

オタール（Lyotard，　Jean　Francois）によれば、ポスト・モダニズムとは、「未来完了のパラ

ドクス」13という形容でもって語られるものであるという。そのことについてリオタ・一一一ル

はさらに次のことを述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プレザンタシオン
ポストモダンとは、モダンの内部において、提示像そのもののなかから「提示しえ

ないもの」をひきだすような何かのことだろう。14

なお、守中高明はポスト・モダニズムについて、リオタールによる味来（post）完了

（mode）のパラドクス！を引きつつ、次のように述べている。

「ポストモダン」における「ポスト」が示しているのは、下る様式から別の様式への

12



目的論的な進化｝発展ではなく、或るパラダイムの別のパラダイムへの止揚の運動で

もない。そうではなく、この接頭辞は、何であれ既存の諸ルールによっては支配され

ず解釈されないような咄来事」の生起が開く時間、すなわち、それ以後はじめて新

たなルールが確立したということになるであろうような咄来事」が開く時間を表現

している。15

　そのうえで、守中は、「己れの内部には解消できない外部性の刻印を帯びた作晶・主体・

記号の生成に『モダン』が己れの内部を差し出すとき、その不可能な領域を流れる時間が

『ポストモダン』と形容され得るわけである」16と述べている。

　また、リオタールは「ポストモダン」とは、この味解完了のパラドクス」にしたがっ

て理解されるべきであるとして次のように述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プレザンタシオン
ポストモダンとは、モダンの内部において、提示像そのもののなかから「提示しえ

ないもの」をひきだすような何かのことだろう。不可能なものへのノスタルジーを共

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フォルム
有することを許すような趣味のコンセンサスの上にたってよい形式からもたらされる

なぐさめを、拒絶するもの。新しいさまざまな提示を、それを楽しむためにではなく、

「提示しえないもの」がそこに存在するのだとより強く感じさせるために、たずねも

とめるもの。ポストモダンのアーティストや作家は、哲学者としての立場に立たされ

ている。彼が書くテクスト、彼が作りあげる作品は、理論上、すでに存在する諸規則

によって支配されてはおらず、そのテクスト、その作晶にたいして既知のカテゴリー

を適用することによる、規定的判断によっては、判断されえない。これらの規則やこ

れらのカテゴリーこそ、その作晶あるいはテクストが探し求めているものなのだ。し

たがって、アーティストならびに作家は、規則をもたないまま、aura　6t6飯t「これ

からなしとげられているであろうもの、できあがってみてはじめてわかるもの」【前未

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヴェント
剰の諸規則を確立するために、仕事をするわけだ。そこから、作品とテクストは事件

としての諸特性をもっことになるのであり、またそこから、それらがその作者自身に

とってはあまりにもおくれてやってくるということになるのであり、あるいはおなじ

ことだが、それらの作晶化［mise　en　oeuvre】は、つねにあまりにも早くはじまるという

ことになる。「ポストモダン」は、未来（p◎st）完了（mode）のパラドクスにしたが

って理解されるべきだろう。17
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　このことから、ポスト・モダニズムという文脈を単なる時代区分の問題に還元すること

自体が、依然としてモダンの文脈の内部（目的論的な進化一発展の図式の中）に閉じ込め

られたままであるといえるとともに、そのような問題設定は、既存の諸ルールに束縛され

た文法に則って成立しているといえる。

　例えば守申は、「己れの内部には解消できない外部性の刻印を帯びた作晶・主体・記号の

生成に『モダン』が己れの内部を差し出すとき、その不可能な領域を流れる時間が『ポス

トモダン』と形容され得るわけである」と述べている。

　そこでいわれている「外部性」という概念を実体的にとらえてしまうと、ポスト・モダ

ニズムの意味するものは実体化し、モダニズムにおける進化一一発展の図式上に延長され、

その問題設定の圏内に拘束されてしまうことになる。

　リオタールのいう「未来完了のパラドクス」を理解するためには、そのような実体的な

見方を除去する必要があり、「外部性」とは実体的にあるものの外側に位置しているものと

してではなく、「内なる外」であるものとしてとらえられなければならない。したがって、

それは諸規則の手の届かぬ実体的な「外」ではなく、諸規則が解体されると岡時に薪たに

生成される関係性における内在的な「外」であると考えられる。

　そうであるとすれば、ポスト・モダニズムという文脈は、モダニズムの文脈に対する「不

可能性」、あるいは「外部性」ということになり、その意味でモダニズムの文脈からは決定

的な断絶を蒙ることになる。なお、その断絶は歴史的なものであるとともに社会的なもの

でもあり、また文化的なものを蒙ったものともいえよう。

　しかし、ポスト・モダニズムという文脈は実体的なf外部性1ないし断絶ということで

はない。なぜならば、f外部性」を実体化するということは、ポスト・モダニズムの意味を

単なる時代区分の問題にするということになり、依然としてモダニズムの圏内に、あるい

はモダニズムの諸規則のうちにとらわれていることになるからである。また、モダニズム

の文脈は、あくまでも進化一発展のプログラムといえるものであり、ある固有の起源をも

つ系統樹の構築の歴史に他ならないと思われるからである。

　そのことについてクラウスは、次のように述べている。

歴史主義に深く根差していたグリンバーグの方法は、芸術の領域を、時間を超越する

と周時に、絶え問なく変化するものと見倣している。ということは、一方ではある一
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定の事、すなわち芸術それ自体k徐冷、彫刻、傑作などが、普遍的で超歴史的な形式

だということであり、しかも同時に、これらの形式の命が、まさに生き物と同じよう

に、絶え間ない再生に依存しているということが断書されることになる。18

　ここでいうポスト・モダニズムという文脈は、モダニズムという文脈の内在的な外部に

生起した、それとは金く異質で別様な文脈であるということができ、クラウスによれば、

モダエズムを限界づける諸条件は、論理的に決定付けられた裂開を被っているということ

になる。19

　また、このクラウスの考えに基づくならば、それ自身の自律化及び純粋化を企てたモダ

ニズム彫刻は、純粋な否定性として経験されていくことで、そうではないものでしか位置

付けることのできない何ものかとして現れるようになり20、彫刻は、純粋な否定性、つま

り排除の組み合わせというリミットとしての形式に導かれることになる21。

　クラウスによれば、彫刻とは、モダニズムのリミットにおいて一個の肯定性であること

をやめ、非一風景に非一一建築を加えたものから帰結するカテゴリーという排除の語彙の組

み合わせの総計として、そうではない二つのものの間に特権的な中問項として宙吊りにな

ったものであるとしている。23

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非　　葬
　したがって、それは共時的な構造の　　　　　　　　1　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建　‘風

瀬瀬篠灘籍　∵
される鵬実体としては不在であ　　∀・

り、その構造（モダニズム彫刻のリミ　　　　　　　　　髪

ット）を構造化している諸項に対する　　　モダェズム彫刻のリミットの図22

論理的な操作によってっくりだされる事後的な関係項であるということになる。

　そして、そこでのカテゴリーの在りようは、絶対的で普遍的なものとしてではなく、あ

る歴史的に限定された揚や状況に応じて、そのつどごとに形成されうる論理的な関係性か

ら立ち上がってくる手がかりとして開かれているものということもできるだろう。

　そのことは、クラインの群における展開理論24に従って、四つの論理的な場へと「リミ

ット」として収束するのではなく、ポスト・モダニズムにおける「展開された場」へと、

そのま象展開されていくものでもあると考えられる。

　なお、クラウスは、モダニズムにおける様々な媒体の純粋性と独立性とを要請する論理
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は、二つのもののあいだに形成された中性的なものとしての中間項に特権を与えてしまっ

たとしてモダニズムの限界をみている。このことは、展開された場」が、論理的に保障す

る複合的なものは、ポストールネサンス美術の閉域においては排除されてきたということ

があげられるとしている。25

　また、そのような論理は、歴史主義的な方法論によって支えられ、進化のモデルあるい

は起源・実父の確定というカテゴリーの拡大にかかることでもある。もちろん、この歴史

主義的な方法論とは、絵画、彫刻などを普遍的で超歴史的な形式においてとらえるととも

に、それらの形式を生き物の命と同じように、絶え間なく再生するものとしてとらえよう

とするものである。そのことは異質な統一体間の関係について思考することを認めず、様

式の一貫性や形式の整合性といった概念から解放したりもしないということである。すな

わち、そこには、彫刻という普遍的なカテゴリーが存在してしまうことになる。

　一方、クラウスによる方法論は、彫刻をはじめ、あらゆる普遍的なカテゴリーや形式を

認めず、膨劾とは共時的な構造によるものであるとし、「彫刻」が名指す彫刻とは、特

定のア・プリオリなものではないということになる26。つまり、ポスト・モダニズムとい

うモダニズムとは断絶され、そこで成立していたル・一一・・ルが解体されるようなところにおい

ては、「彫刻」というカテゴリーは普遍的なものではなく、「展開された場」という暫定的

な論理構造をかたちづくる一つの項として位置付けられることになるのである。

　この「展開された場」とは、子どものく私一生〉の論理に基づく行為の多様な展開を規

剃する糊度」としての「彫刻」というカテゴリーの意味を解体し、より柔軟なものへと

開いていくことの手がかりとなるといえる。

（2）論理的構造と展開論理

　クラウスは、ポスト・モダニズムにおける「展開された場」という「論理空間」におけ

る彫刻というカテゴリーは、特権的にその存在が保障されているものとしては理解されな

いとしている。

　なぜならば、それは、彫刻というモダニズムのカテゴリーがその間で宙吊りになってい

る一組の対立関係を論理的に展開することによって生み出されるものだからである。それ

は論理的に「展開された場」を構造化する文化的決定因子、すなわち、「風景」、「非一風景」、

「建築」、「非一建築」に対する論理的操作によって、等しい権利をもって定立される函数

としての四つの可能的な地点のひとつにすぎないものとして理解される。そのことについ
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てクラウスは次のように述べている。

それらは一つの宇宙ないし文化的空間の一部分であり、その中で彫刻は単にそれとは

別の一部分をなしているだけである。それは私たちの歴史主義的精神が考えるように

岡じあのではない。それらの目的と快楽は、まさにそれらが対立し異なっているとい

うことにある。27

エクスバンヂイドコツィ　ルド

展開された場はこうして、彫刻というモダニズムのカテゴリーがその聞で宙昂りに

なっている一組の対立関係を問題化することによって生み出される。そしていったん

そうした：事態が起こり、この展開に沿って考えることが可能になると、他に一論理的

に一三つのカテゴリーを想定することができることになる。三つのどれもが、この場

自体の一条件をなし、また三つのどれもが彫刻には同化不能である。何故なら見ての

とおり、彫刻はもはやそうではない二つのものの問の特権的な中間項ではなく、他の

異なった仕方で構造化された可能匪が存在する、一個の場の外周上の単なる一項にす

ぎないからだ。こうしてこれら別の諸形態について考える「許可」が得られたのであ

る。28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所一構築
　このようにクラウスは、この「展開さ　　　　　・　／〈＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風景’　　　　　　＼建築…・…・…………。…………。……蒼芝合曲

れた場」への展開を、モダニズムのリミ　　　　／／＼　　〆＼＼

一クラインーれる展梅島（↓×＼／　

理論に基づいて実践した。　　　　　　　　　　集風景＼　　　プ腱築……“響’…………’”’…帖的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼　　／／
　それは、ある一組の二元体（a，b）　　　　　　　　覇

におけるその最初の対立関係（a－b）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構造図29
を鏡像化しつつ、矛盾関係を成立させる

項（a：非一a，bl非一b）を対極に写像し、そうすることで生まれるもうひとつの軸

（非一a一非一b）及びそれぞれの対角線上の項（a：非一b，b：非一a）を合わせて

論理的に展開されたもの、すなわち同時に四元の場をもつ構造体（a：非一b：非一a：

b）に変換するというものであった。

　そのことを、この本頁構造図でいえば、ある一組の二元体、すなわち「風景」、腱築」

におけるその最初の対立関係、「風景」一騰築」を鏡像化しっっ、矛盾関係を成立させる
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項、「風景」一「非一風景」、「建築」一「非一建築」を対極に写像し、そうすることで生ま

れるもうひとつの軸、「非一風景」一「非一建築」、及びそれぞれの対角線上の項「風景」

一「非一建築」、「建築」一「非一風景」を合わせて、論理的に展開された、岡時に四元の

場をもつ構造体、「風景」一「非一建築」一「非一風景」一「建築」に変換するというもの

であった。

　そのことから、そこでは、それぞれの地点において、すなわち「風景」一階築」では

「場所一構築」、「風景」一「非一風景」ではf印付けられた場所」、「建築」一「非一建築」

では「公理構造」、そして「非一風景」一「非一建築」では即刻」というフィールドが生

み出され、保障され、そこでの実践のフィールド（場）はすべて論理的に導出され、保障

されることになる。

　以上のような論理展開は、先のポスト・モダニズムに対する見解からとらえ返せば、「内

なる外」を読もうとする號み」3eの実践によるといえるものであると考える。なぜなら

ば、ポスト・モダニズムとはモダニズムの内在的な外部を読もうとする「未来完了のパラ

ドクス」における独特の文法であると思われるからである。したがって、ここでは、クラ

ウスによる「展開された場」はモダニズムのジミットに対する一種の「読み」によって成

立したものであるとしてとらえ返すことにする。

　さて、そのようにして導き出された構造は、それが一種の「読み」における論理展開に

よって形成されたものである以上、何らかの実体性の枠内で「読む」ことはできない。し

たがって、そのシステムを構造化している諸二項は自存的実体としてのそれではなく関係

的存在であるということになる。31

　また、そのシステムは、ソシュールによる「体剰の概念との関係においてとらえるこ

とができると思われる。

　例えば、、丸山圭三郎は「体系」についてソシュールの論理をとらえ返しながら、「意義と

か概念なるものはそもそも自存していない」とするとともに、欄係の世界においては個は

存在し得ないのである」として、「体系」（ないし構造）における「個」と「全体」との関

係32について次のように述べている。

＜体系systさme＞とは（中略）、全体があってはじめて個が存在するものであり、そこ

では独立した個々の要素が寄り集まって全体を作るのではなく、全体との関連と、他

の要素との相互関係のなかで、はじめて個の意味が生ずるような体系なのである。出
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発すべきは常に全体からであり、全体は個の算術的総和ではない。ラングを構成する

諸要素は、その共存それ自体によって相互に価値を決定しあっている。価値：は対立か

ら生じ、関係の網の演に生れる。33

このことについてソシュールは次のように述べている。

価値の観念は（中略）、辞項というものをたんにある音とある概念とが合一したものだ

くらいに考えることの、大きな誤りであることを教える．そのように定義することは、

それが部分をなす体系からそれを切り離してしまうことになる；それは、下平から始

め、それらを加え合せて体系を構成しうるかのように思うことである、じじつはその

反対で、連帯的全一体から発して、その包含する要素を分析によってえなければなら

ないのである．34

言語は一つの体系であり、その予予はことごとく連帯的であり・そこでは一一一S￥項の価

値は他のものの岡時的現前からのみ生じる（後略）35

　このことから、「体系」をかたちづくる諸要素は、その共存自体によって相互に価値を

決定し合っているため、それぞれの「価値は対立から生じ、関係の網の目に生れる」とい

うことになる。つまり、この橿開された場」、すなわち構造36を構造化している文化的決

定因子という差異の対立によって、この場自体を条件付ける各地点は、それぞれの意味を

生み出す（カテゴリー化される）ことになる。

　しかし、同時にそこでは元の対立させられた差異は、その他に三つの異なった仕方で対

立することを許可されているため、潜在的には四つの地点が同時に存在しうることになる。

そして、それら諸地点同士の「場」というひとつの大きな構造における潜在的な対立関係

によって、それぞれの地点の他の地点に対する意味（カテゴリー）が決定されることにな

る。

　したがって、各カテゴリーにおける諸作晶の意味は、文化的空間内の諸項霞に対する論

理的操作37によって、すなわち「展開された場」という構造の函数として、あるいはネガ

ティヴなものとして理解されるといえよう。つまり、「展開された場」における「彫刻」と

は、「論理的構造」の視座によってもたらされ、それは彫刻からその特権的な意味を奪い、
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それをひとつの場の周縁の一項として、他の構造を持った可能な三つの項と関係付けられ

ることによってしか意味をもちえない。

　クラウスによれば、そこでは歴史主義的精神が「彫刻」の起源としたり、あるいはモダ

ニズムの論理においては許容されなかった複合的なものは、膨劾とは異なった仕方で構

造化されて（潜在的には岡時的に）存在しうる論理的なものとしてとらえられることにな

る。それらは歴史主義的な方法論が策定する「彫劾の初期の、あるいは退化、ないしは

変種としての形式ではないのである。そのことについてクラウスは次のように述べている。

それらは一つの宇宙ないし文化的空間のr・一一・r・・部分なのであり、その中で彫刻は単にそれ

らとは別の一部分をなしているだけなのである。38

　外開された場」という論理構造においては、それだけで成り立つような個は存在しな

い。したがって、「彫刻」とは「展開された場Gをかたちづくる他の項との関係において決

定されることになる。

　以上のようなポスト・モダニズムにおける論理的に駿州された場」は、媒体の意味と

実践空間の論理に対して、その本質的な構造変換を要請することになる。このことは、「展

開された場」においては、「彫刻」という固定化された枠組みないし基準は解体されるため、

子どもたちひとりひとりのく私一生〉の論理に基づく行為の立ち上りを保障することにつ

ながるといえる。
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3　媒体の意味と実践空間の論理

（1）　媒体の意味

　クラウスの理論は、ポスト・モダニズムにおける「生産の視座」としての「論理的構造」

という視座をもたらし、実践空間の論理を「意味」が対象化された特定の媒体との実体的

な関係から、論理的操作という関係性へと開放するといえるものであった。そのことは、

媒体における媒介という竹下を記号概念からとらえ返してみればより明確なものとなろう。

ここでは、ひとつの媒体をひとつの記号、すなわち、ソシュールのシ・一一：：　・・39として「読

む」ことにする。

　丸山によるソシュール解釈に基づくならば、シーーニュとは、まず「記号」といえ、それ

はその外部に指差すべき指向対象を有する「記号」とは異なり、表現（シニフィアン）と

意味（内容1シニフィエ）とを同時に備えた二重の存在としてのく記号〉である。

　シーニュにおいては、その意味自体は、記号の外部にあらかじめ存在するのではなく、

記号が意味をもち、その意味が外界に投影されてく指向対象r6f6rent＞を区切るというこ

とである。40ここでいうく記号〉、すなわちシーニュとは、あらかじめ存在するとされた

実体としての対象に貼り付けられたラベルではなく、それ自体が意味を有し、形成すると

いえるものである。

　また、それが担う意味、二次的なものとして区：切られること：になる指向対象とは、その

意味ではあらかじめ決められたものではなく、シV一　：ユの出現によってつくりだされたも

のとしてとらえられることになろう。そうであるとすれば、シーニュが指差す対象とは、

シーニュによってつくりだされた非在のもの、すなわちシーニュによって名指される前に

は、今、それとしてあるものではない。それは、シーニュとの関係においてはオリジナル

であることを立証することができないものであり、シーニュそれ自体も、〈記号〉という

コピーである。

　しかし、それはオリジナルなきコピーであって、シーニュとは、ある「体系」の函数と

してあることによって意味を有し、それがある非在の指向対象に対する代理・代役であり

続けるようなもの、すなわち、その再現＝表象（媒介）の条件が非在に基礎付けられた三

差的なものであるということになる。

　また、それが媒介するものはもとのオリジナルで固有な対象、絶対的な何ものかではな

く非在の指向対象であって何ものも名指さないものといえる。ただし、シニフィアンと、

シニフィエとが別々にあって、それぞれが実体的に結合されることによってシーニュが形
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成されるわけではなく、シーニュの両面としてのシニフィアンとシニフィエは、シ同日ュ

の画定とともに生れ、互いの存在を前提とすることでしか存在しない。

　また、先に「体系」について述べたように、関係の世界においては個は存在せず、その

シー一　：ユは、個としては、「関係の産物に過ぎず、個の担うく意義sign圭6catio識〉は体系の

もつ〈価値valeur＞の派生物」41ということになる。

　したがって、シーニュとは、それ自体においては、差異として四四的なものであり、シ

ーニュそれ自体が意味を有し、形成するのではなく、体系における、函数としてあること

によって、それははじめて意味を有し、形成する。

　モダニズムというカテゴリーないし媒体の自律：化を罠指すそのプWグラムは、クラウス

にならえば、一方ではプレ・モダンにおけるモニュメント　42においてそうであったとされ

るカテゴリー及び媒体の透明性、すなわち憶味」のア・プリオリ性を解体するとともに、

その本質的な不在性を明らかにするものであった。

　しかし、他方では、その自律化への意思が逆にカテゴリー及び媒体の本質的な不在性へ

の中心化をもたらすことになり43、結果としてはシーニュが自存的な個と化し、シニフィ

アン44がシニフィエ45に対して透明化してしまう危険性を残すものともいえる。モダニズム

とは、そのことによって、そこに「意味」のア・プリオリを遺棄することになり、その発

端において、それ自身の「内なる外」に開かれる可能性をもちながら、その「内」として

のプログラム、すなわち、カテゴジーの普遍性をより普遍的なものとして形成するための

系統樹の構築という強制力によって最後の転回点を踏み越すことができなかったものとい

うことになる。

　以上の点を踏まえたうえでクラウスは、モダニズムの、内在的な外部としてのポスト・

モダニズムの文脈における媒体の意味への「読み1において、シーニュの本来的な意味を

とらえ返したといえる。

　なぜならば、クラウスは、シーニュにおいて、その非在の現前化としての共時的な構造

に対する函数性を認め、それをある非在の指向対象に対する代理・代役であり続けるもの、

すなわち、その再現鐘表象（媒介）の条件が非在に基礎付けられた示差的なものであると

ともに、それが媒介するものは、もとのオリジナルで固有な対象、絶対的な何ものかでは

なく非在の指向対象であるとしているからである。

　また、クラウスは、それは何ものも名指さないものであるとしてとらえ返すことによっ

て、そのことを転回点とする媒体の意味の質的転換とそれに伴う実践空間の論理の質的転
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換の意味を、「展開された場」という「論理的構造」において提示したといえる。

　そのことを言い換えると、ひとつの媒体をひとつの記号（ソシュールのいうシーニュ）

としてとらえた場合、モダニズムというコンテクストにおける実践は、特定のカテゴリー

にかかわる特定の媒体との関係において定義されていたと考えられる。つまり、その媒体

の背後に何がしかのア・プリオリな意味をもたず、意味はそれ自身のうちに充満するので

ある。

　なお、モダニズムについて、クレメント・グリーンバーグ（Greenberg，Clement）は次の

ように述べている。

ある規範そのものを批判するために一それを破壊するためにではなく、その権能の

及ぶ領域内で、より一層それを強固に確立するために一その規範に独自の方法を用

いることにある。46

　グリーンバーグは、芸術にとってまた個々の芸術（ジャンル）にとって削減し得ないよ

うに作用する本質を決定すること47を自己一批判の目的とし、それが成すべき仕事を、別

の芸術のメディウムから借用していると思われる効果、または別の芸術のメディウムに貸

していると思われる効果でも、各々の芸術の諸効果から除去することが自己一批判の仕事

となったとしている。asそのことについてグリーンバーグは次のように述べている。

呈示され明らかにされなければならないことは、芸術一般においてのみならず、各々

の個別な芸術において、独自のまた肖ij減し得ないようなものとは何か、ということで

あった。各々の芸術は、それ自身に固有のものである諸々の営為を通じて、それ自身

に固有であり独占的であるような諸々の効果を限定しなければならなかった。こうす

ることによって、各々の芸術は、その権能の及ぶ領域を狭めることになったのは確か

であろうが、しかし同時に、かえって一層安泰にこの領域を所有することになったの

であろう。各々の芸術の権能にとって独自のまた特有の領域とは、その芸術のメディ

ウムの本性に独自のもの全てと一致するということがすぐ明らかになった。別の芸術

のメディウムから借持していると思わしき、または別の芸術のメディウムが借用して

いると思わしきどんな効果でも、ことごとく各々の芸術の諸効果から除去することが

自己一批判の仕事となった。それによって各々の芸術は「純粋」になり、その純粋
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さ」のなかに、その芸術の自立の保証と同様、その質の諸基準の保証が見いだされよ

う。「純粋さ」とは、自己一限定のことを意味し、また諸芸術における自己一批判の

企てとは徹底的な自己一限定のそれとなったのである。リアリズム的でイリュージョ

ニズム的な芸術は、技巧を隠蔽するために技巧を用いてメディウムの本質を隠してき

た。モダニズムは、芸術に注意を向けさせるために芸術を用いたのである。49

　グリーンバーグは、芸術の各カテゴリーにおける各媒体から、プレモダンにおいてそれ

が担っていたような透明な機能を剥奪しようとして、何かそれ以外のもの、すなわち、媒

体それ自体の本質とは何ら関係のないア・ブリオリな意味や出来事や物語などを再現篇表

象することを否定・排除し、それ固有の要素（本質）によって、自足した表現、すなわち

媒体それ自体の純粋化・自律化を目指していたといえる。

　クラウスによれば、彫刻というカテゴリーにおいては、媒体はその本質的なノマド性と

かかわる「基部のフェティッシュ化によって、彫刻は台座を降りつつそれを自らに吸収し、

現実の場所から立ち去る。そして、それ自身の素材の表象によって、あるいは、構築のプ

uセスによって、彫刻はそれ自身の自律性を描き出す戸。ものとされ、基部（台座）は、

本質的に運搬可能なもの、彫刻の神経組織そのものの中に統合された作品の無場所1生を印

付けるものと定義されるようになったという。51

　そのことからクラウスは、抽象としてのモニ＝メント、あるいは純粋に印付けるものな

いし基部としてのモニュメントとされるモダニズム彫刻は、その無場所性を、それ自身に

固有の要素（物理的なレヴェルでの素材・構築のプmセス）を表象することで、基部とし

て空間の現実性（地面）の中に（諸断片として）印付けるものとして自律的に組織された

ものであるとしている。52

　しかしながら、それ自身の自律化及び純粋化を企てたモダニズム彫刻は、クラウスによ

れば、1950年以降はますます純粋な否定性として経験され始めることになる。また、そこ

ではポジティヴな内容が定義しにくく、そうではないものによってしか位置付けることの

できない何ものかとして現われてくることになるという。53

　モダニズム彫刻が内包する論理は、その完全に輯制した状態に入り、彫刻は聴粋な否

定性、つまり排除の組み合わせ」54というリミットたる形式に導かれると：される。クラウ

スによれば、そのことは、モダニズム彫刻のリミット、すなわち「～でなく／～でもない」

の加法ということになる。この場合「非一風景プラス非一建築」という図式（形式ないし
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構造）は、作られたものと作られたものではないもの、文化的なものと自然的なものの間

の厳密な対立関係、あるいは境界を示す55とともに、彫刻というカテゴリーが一個の肯定

性であることをやめ、先の形式（構造）から帰結するものとなったとされる。

　それは彫刻芸術という形式の所産、また、彫刻作晶の意味は、排除の組み合わせの総計、

すなわち中性項として、「そうではない二つのもの」の間に、特権的な中間項として宙吊り

となったときのみ在り得ることを示しているとされ、近代彫刻の論理は自己解体に至った

ということである。

　そこでは近代彫刻の論理をポジティヴなものとして規定することのできる論理が崩壊

し、論理的に不在という形式においてでしか規定することができなくなったということに

なる。そして、そこでのシー一」：ユとしての媒体とは、その背後に超越的な意味をもちえな

いといえる。

　丸山によれば、シーニュとは本来自存的な個ではなく関係態であり、この場合「彫刻」

と名指される媒体それ自体が含む意味は、むしろ空洞でなければならないという。なぜな

らば、ここでの媒体が示しうる意味とは累差的なものでなければならず、例えば、それは

風景でもなく建築でもないというその狭間、すなわち、そうではない二つのものの問の対

立関係56を表わすために用いられるようなものだからである。

　また、クラウスによれば、モダニズムの文脈はそれを許容せず、モダニズムというコン

テクストは複合的なものを排除し、自らの形式の独立性ないし純粋1生を確立しようとする

ものであるという。

　そのことは必然的に記号の透明性を要求することにつながるとともに、記号の実体化を

招くことにもなり、袋小路に入り込むことになろう。なぜならば、そこで媒体をひとつの

記号としてとらえ返せば、そのとき媒体は透明なものとして自らの有する意味を、自らの

背負う特定の形式牲へと透過させなければならないからである。

　したがって、モダニズムの文脈とは、媒体によって膨劾を語るために膨劾が名

指す何ものか、つまり恥骨」のカテゴリーを特権i化することになってしまったといえる。

　そのような解釈はシニフィアンをシニフィエに対して、ある意味ではルポルタージュ言

語のように透明化させ、モダニズムのコンテクストにおいてシーニュを自存的な個として

存在させる危険性を残すことになる。また、シーニュがそれ自体で自存するということは、

シ四丁ュの存在自体がア・プリオリなものにならねばならず、媒体の担う自存的な意殊（概

念）がシニフィエとして、その相対面であるシニフィアンが自存的な形態として互いに必
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然性を伴って合一すると考えられる。

　したがって、そこではシニフィエが超越的概念化、すなわち普遍的なものと化す（錯覚

される）ため、シニフィアンは透明化し、それに対するラベルとなり、このコンテクスト

における媒介（再現：表象）の御題は、透明なラベル化したシニフィアンが、ある固有の

ア・プリオリな対象としてのシニフィエを名指してそれを呼び出す（再現：表象する）こ

とになる。

　そこでは、形式の函数としての膨刻」が、逆に中1酎ヒされてしまうことになると思わ

れる。57したがって、モダニズムにおける実践空間の論理は、媒体それ自体との関係によ

って実践が定義付けられるとともに媒体の意味にかかわって組織されるといえよう。

　なお、ここでいう実践とは、その媒体が媒介する（あるいは再現鉱表象する）その背後

の何らかの意味、例えば「彫劾というモダニズムのカテゴリーそれ自体の特権性・自存

性・自己充足性を反映したもののことであり、そのことを根拠とした実践者のその特定の

媒体に対する専門性を生むことになるといえる。

　したがって、実践は一義的・一方向的なものとして方向付けられるため、その論理も固

定的なものとなり、新しい「意味」をつくりだすことはできないことになる。このことは、

カテゴリー及び媒体の意味が固定化されたところでは、子どもたちの活動は一義化・一方

向化され、新しいく意味〉をつくりだすことはできないということである。

（2）論理的操作としての実践空間の論理

　前項（1）に述べたようなモダニズムの状況に対して、クラウスによって提案された曝

開された場」の論理が保障する各カテゴリーの意味はア・プリオリなものではない。それ

は論理空間としての文化的空間内の諸項目に対する論理的操作、また、「展開された場」と

いう構造の函数として理解されるものである。

　したがって、「彫刻」とは、「論理的構造」という視座によってもたらされる歴史的に限

定されたもの、あるいは特権的ではないもの、また、「展開された場」という、ひとつの場

の周縁の一項として他の構造を持つ論理的にはそれと岡時に実現されることが可能である

他の三つの項と関係付けられることでしか意味をもちえないとして理解されるものであっ

た。

　それは単独で孤立してあるとして理解されるものではなく、あるひとつの場を、他の諸

項とともに形成することによってはじめて自らの固有の意味を得ることができるといえる
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ものである。そして、そのことは、必然的に媒体の意味と実践空間の論理の相連動する質

的転換を要請するといえるものでもある。

　クラウスは、ポスト・モダニズムの実践空間の論理は、特定の媒体による指図は受けず

に、文化的諸項目に対する論理的操作との関係によってのみ定義されるとして次のように

述べている。

ポストモダニストの実践空間の論理が、素材を土台とする所与の媒体の定義をもとに

して構成されるものではなく、またそのために素材の知覚から構成されるものでもな

いことか明らかである。そのかわりに、それは文化的状況内部の対立として感じられ

る、諸項目の宇宙から構成されているのだ。58

　「展開された場」という輪理的構造1においては、モダニズムにおいてそうであった

ように、実践はある特定の媒体との既定的な関係（実体性の関係）において決定されるの

ではない。それは、ある文化的状況内の文化的諸項目に対する論理的操作との関係、すな

わち関係性の関係において決定され、そこでの媒体＝シーニュとは、ネガティヴな差異で

しかない関係的存在であるものとしてとらえられる。

　なぜならば、問題にされているのは透過しうるものとしての媒体という記号に対する専

従的な実践の在りようではないからである。したがって、そのような文脈における媒体＝

シーニュの意味とは、それが帰属する差異の体系の函数であり、そこで媒介とは何らかの

実体に対するラベルではなく、関係（非在の現前化）においてしか語られないものである

とともに、そこでシーニュの意味とは関係性としての関係において語られるものである。

　丸山によれば、シーニュとは、非在の函数であり、ある平野の指向対象に対する代理・

代役であり続けるもの、すなわち文化の網の目を通してはじめて存在する解釈としての差

異といえるものであり、その意解は選択されていない諸項によって決定されるような辞項

として定立されるものである。59そのことから、それは再現＝表象（媒介）の条件が非在

に基礎付けられたオリジナルなきコピーであるといえるのである。

　同時にシーニュとは、本来示差的なもの、差異しか示さないものであるため、媒体＝シ

ーニュ自体が担う意味も中空的で示差的なもの、それ自体は何らかの固有の意味を有さな

いものとして考えられる。

　なお、媒体をシーニュとみなすスタンスにおいては、媒介（再現瓢表象）の条件は非在
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に基礎付けられ、媒体＝シーニュが意味をもち得たとしても、それは差異の体系の函数と

してであるといえる。それが媒介するものは、もとのオリジナルで固有な対象、絶対的な

意味・概念ではなく、あらかじめ実質を備えた指向対象とはなり得ない特定の一対一に対

応するような関野の指向対象である。

　なぜならば、いかなる（もとの）指向対象（絶対的な意味・概念）も存在しないのであ

り、指向対象とは個としてのシ口引ュが生み出すのではなく、〈連辞・連合〉という関係

の網の目が反映してくモノ〉がくコト〉化されるからである。60

　このことについて、丸山は、「体系」とは全体があってはじめて偶が存在するものであ

り、そこでは独立した個々の要素が寄り集まって全体を作るのではなく、全体との関連と、

他の要素との相互関係の中で、はじめて個の意味が生ずるもののことであるとしている。

　また、丸山は、そこで意味について、ラングを構成する諸要素は、その共存それ自体に

よって相互に価値を決定し合っているとしている。そこでは価値は対立から生じ、関係の

網の目に生れることになるため、実体として孤立したものではなく、体系の函数、〈連辞・

連合〉関係においてとらえられるものであるといえる。〈連辞・連合〉関係とは、意味の

作用的側面にかかる二つの異なった次元における関係の在りようのことであるといえる。

　このことについて、ソシュールは次のように述べている。

言語辞項問の関係と差異は、二つの分明な区域のなかで展開する；そのおのおのはあ

る秩序の価値の産出者である．これら二つの秩序の対立はそのおのおのの性質をさら

によく理解させる．それはわれわれの精神活動の二つの形式に対応し、これらは二つ

とも言語の生にとって欠くことのできないものである．一方、話線のなかで、語はそ

れらの連繋のカによって、かのこ個の要素を一時に発音することをゆるさない・言語

を線的特質（中略）にもとつく関係を、それらのあいだに取りむすぶ．要素は言の連

鎖の上に順ぐりに配列される．このような・支えとして拡がりをもつ結合は、これを

統合（syntagme（中略））（旧辞：引用者注）と称することができる．統合はそれゆえ

つねに二個以kの接踵単位からなる（後略）．統合内におかれるときは、辞項はそれに

先行するもの、後続するもの、もしくはその双方と、対立することによってはじめて

価値をえる．他方、話線のぞとで、なんらか共通のものを示す語は、記憶のなかで連

合し、かくしてそこに多種多様な関係のむすばれる語群ができあがる．（中略）それら

は支えとして拡がりをもたない；その座は脳のなかにある；それらは、かの各人のう
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ちに言語を組み立てる内部の財宝の一部をなす．われわれはこれを連合関係（rapport

ass㏄iatiOとよぼうと思う．統合関係は顕在である；それは実効のある系列のうちに

ひとしく現前する二個以上の辞項にもとつく．これに反して、連合関係は陰在的記隠

系列のうちに潜在する西下をつなぐ．この二重の観点からすれば、言語単位は建築物

の一定部分、たとえば柱に比べることができる；これは、一一方、それの支える台輪と

ある関係をなしている；このひとしく空間中に現前する二個の単位の配備は、統合関

係を想わせるものがある；他方、その柱がドリア式であるとすれば、それは脳裡に他

の様式（イオニア式、コリント式、など）との比較をよびおこす．これらは空間中に

現前していない要素である：この関係は連合的である．61

また、丸山は次のようにも述べている。

第一の関係は、顕在的な〈旧辞関係rapport　syntagrnatique＞と呼ばれる。話された

（または書かれた）言葉は、時間的（または空間的）に線状の性質をもっており、そ

の言湾内に現われた個々の要素は、他の要素との対比関係におかれではじめて差異化

され意味をもつ。フランス語であれば、“temps”がf時間」か「学割か（中略）は、

すべてその前後関係によってしか決められない。このように個々の語のもつ意味と機

能を決定する第一の関係は、与えられた一定のコンテクスト内で直接観察されるもの

であり、ソシュールはこの結合グループをく連辞〉と呼んだ。（中略）第二の関係は、

各要素と体系全体との関係で、その場に現われる可能性をもちながらも常に顕在化す

るとは限らない潜在的関係である。例えばenseignemont（教え）という語から連想

されるすべての語群がその関係に属するのであって、一つには意味内容と形態の類似

からenseigner（教える）（中略）など、二つには同じく意味内容と形態の類似による

が、・mentという語尾からの連想としてamement（武装）、　rendement（収益）など、

次には意味内容のみによる連想としてinstruction（教育）（中略）など、最後に形態

のみによる連想としてc16ment（寛大な）（中略）などがそれである。これらの語は現

実の文には現われないイメージであり、ソシュールはこれを〈連合関係rapport

ass㏄iatif＞と呼び、（中略）連合関係には（申略）無数の意識的・無意識的連想の絆

が存在する。右の二つの関係は、建築物の苛えからも説明されるであろう。ある寺院

の構成要素である、たとえなドーリや式の柱は、一方では柱という点でその寺院を作
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っている他の要素一土台とか屋根とか壁など一一との関係（顕在・対比）から価値を生

じ、他方ではドーリや式という形式の点で他のイオニや式、コリント式の柱との関係

（潜在・対立）から価値を生ずるのである。顕在している事象に精神が連合する他の

諸事項との関係は、潜在系列、記憶によって形成された系列、想起の系列であり、顕

在的事象同士が作る連鎖すなわち連辞とは対照的である。（中略）指向対象は個として

のシーニュが生み出すのではなく、〈連辞・連合〉という関係の網の目が反映して〈

モノ〉がくコト〉化されるのであった。（中略）まことに存在するということは関係づ

けられること」という存在論的基盤しかあり得ず、シニフィアン、シニフィエは、シ

ーニュと同時発生的であり、体系の産物であるところの関係学価値以外の何ものでも

ない。62

　シーニュとは、本来何ものをも指差さない（名指さない）のであり、シニフィアン、シ

ニフィエはシーニュと同時発生的であり、体系の産物であるところの関係的価値以外の何

ものでもないため、それらを実体としてとらえたり、二つのものの合一がシーーニュである

と考えたりすることは、記号＝シーニュの本質的非記号1生という特質を損なうことになる。

　ポスト・モダニズムという文脈においては「彫刻」というカテゴリーは特権的なもので

はなく、構造的に導出可能な形態の「展開された場」を条件付ける、その外周上の単なる

一項にすぎない。このコンテクストにおいては、記号ニシーニュ＝媒体の附差的な性格が

映し出されるため、それが何らかの特権的なカテゴリー一一．（「彫刻」）との関係において定義

されたり、実践が組織されたりすることもありえないということになる。

　クラウスによれば、ポスト・モダニズムの論理空間において問題とされるのは、文化的

諸項目に対する論理的操作、すなわち対立化の構造であって、特定の媒体＝シ一山ュへの

かかわりが問題とされているのではないという。

　したがって、そこでは、所与の場が構造化する四つの地点のどこにおいても、異なった

媒体、例えば「写真、本、壁の上の線、鏡、あるいは彫刻そのもの」63などの使用が可能

となる。また、一人の作家が彼の探求する地点を次々に変えていったとしても、それは論

理的であり、カテゴリーは実体的なものではなく、媒体の使用に関する制限もない。論理

的に展開された場においては、実体的な関係性はありえず、そこでは、「制度」という規制

性は事後的なものとしてあるということになる。このため、そこでの実践としての論理的

操作とは、カテゴリーや媒体におけるモダニズム的な制約から自由なものとして組織され
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るのである。

　なお、ハル・フォスター（Foster，　Hal）の言にならえば、「芸術は、そこでは媒体ではなく、

『文化的項目』へと導かれる構造によって理解される」e4ことになり、クラウスの方法論

は、ここに根拠を置くものであるといえよう。以上のことから、ポスト・モダニズムにお

ける実践とは、特定の媒体やそれが示すカテゴリーとの関係に固定されることなく、あら

ゆる組み合せにおいて実現可能なものである。

　クラウスによる「展開された場」の論理とは、論理的操作としての実践空間の論理とし

て、子どもの造形的な活動の論理の構築にとって欠くことのできないものであるといえる。
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4　立体造形の論理

　中学校学習指導要領65及び指導書β6（平成元年度版）にみられるノモス的状況への迎合の

傾向は、クラウスの方法論によって徹底的に糾弾された歴史主義的な方法論から帰結する

ものとしてとらえることができると考える。

　なぜならば、そこでは、芸術における各カテゴリーは不朽の形式が生み出した普遍的・

超歴史的範疇とみなされ、一個の芸術作品は一個の有機体としてその連続的なプロセスが

語られることになると思われるからである。そこでは、諸芸惣作晶は固定化・硬直化した

価値観の下で生産され、必然的にその意味も固定化・硬直化したア・プリオリなものへと

送り返されること：になる。

　クラウスが批判したのは、そのような不朽なものとしての形式の存在と、シーニュ、す

なわちカテゴリー及び諸媒体が名指すもののア・プリオリ性である。そのためにクラウス

は、非求心的な諸構造＝諸断片における意味の函数性、非外皮性という考え方を伴う「論

理的構造」の視座によって、普遍的、超歴史的な形式という考え方の非実体性、無根拠性、

共時性、歴史性ということを明らかにした。67

　そのような方法論がもたらした意味における共時的な構造の視座は、ポスト・モダニズ

ムというモダニズムとは決定的な断絶を被った、その内なる外としての文脈における生産

の視座、すなわち学理的構造」としての「展開された場」という論理空間をもたらすこ

とになる。そして、「彫刻1という特定の媒体との関係から切り離された「彫刻」にかかる

形式の完全なる共時的論理性と、その意味の共時控すなわち共時的な構造の函数性とを保

障する。

　このようにクラウスの理論は「彫刻1という論理的（ないし構造的）にもたらされる特

定の媒体による一切の指図を受けない論理的操作としての実践（制作活動）を、その論理

性において保障するのである。

　以上のことから、現行（平成元年度版）の学習指導要領及び指導書に著されている彫刻

に関する教育の内容が閉鎖的なものであるといえよう。なお、このようにとらえればF立

体造形」の概念がクラウスによって提案された「展開された場」の論理に基づくものであ

り、「立体」という概念は彫刻という概念あるいはそれが規定するものが解体ないし弁証法

的な止揚の運動によって、霞的論的に進化・発展して成立するものを意味しているのでは

ないということになる。

　また、「展開された場」においては、陽」を構成する諸カテゴリーは自明なものではな
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く、むしろ構造的ア・ポステリオリ（事後的）なものになるといえるとともに、実践も特

定の媒体との実体的な関係によって定義されるものではない。そこで問題になるのは、あ

くまでも文化的状況内の諸項目に対する論理的操作であり、それが構造化する諸領域を横

断しながら様々な媒体を用いて制作活動を展開することは論理的なものであるということ

である。

　したがって、「立体」という概念が意味するのは、単にそのうちの一箇所に固定化され

るものではなく、「展開された場」という論理構造ないし場そのものとして、絶えず横断し

交錯しながら展開されるものであり、絶えず中’酎ヒを拒みながら展開される何ものかであ

る。

　なぜならば、クラウスによる、「展開された捌とは、共時体として「読まれ」るべきも

のであり、その各地点のそれぞれにおいてもそれらの固定化はありえないと思われるから

である。さらに儂醐された場」とは、モダニズムのリミットにおけるある不在性にかか

る形式（非一風景十非一建築）が、クラインの群と呼ばれる展開理論において論理的に展

開されることによって成立したものである。

　そのとき雪空」は、その帳開された捌それ自体を条件付けるものとして、別の、

異なった構造をもった可能な項をも含む場の周縁に位置するひとつの項にすぎないとして

カテゴリー化されることになる。68そこでの膨刻」というカテゴリーは、それを可能に

している構造が同時に他のカテゴリtrをも可能にする資格において可能なものである。

　そこでは「彫劾の他に三つの可能的なカテゴリーが保障されている。しかし、そのと

きの「彫刻」とは、その可能的な他の三つのカテゴリーの同時的な顕在化の不可能性によ

って保障されているといえるものである。したがって下刻」というカテゴリーは「文化

的諸項目」に対する「論理的操作」にかかわって他の可能的なカテゴリーの何れかへ変換

されることになるだろう。

　ここでいうカテゴリーとはア・プリオリなものではなく、「論理的操作」という行為にか

かわって成立するア・ポステリオリなものである。なぜならば、ア・プリオリな何ものか

（カテゴリー）に収敏することはモダニズムの論理の圏内にとどまることに他ならないか

らである。

　「彫刻」とは、他の可能性を含みつつ成立する「場」の一条件ないし一地点としての「甲

骨理」であり、普遍的に膨刻」であるわけではない。したがって、「立体」とはそのような

論理的に「展開された場」における可能的な在りよう、すなわち、そのような論理構造そ
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のものを意味するものであるといえる。69

　なお、その「展開された場」という論理空間の含む意味をより可能的にとらえ、それを

示すために、ここではあえて「立体」という名称を用いることにする。

　そのような論理的操作の意味するものは、先に、媒体をシーニュにおいてとらえ返した

際に述べた、その非記号性に基づく反記号学的実践ということでもある。それは既成の要

素の再分配活動による新たな差異化活動のことであり、既成の構造を構成する要素の再分

配・再結合の操作による新しい意味の生成ということになる。70クラウスによって提案さ

れた「展開された場」の構造も、そのようにして展開されるといえるものとしてとらえら

れよう。

　しかし、そのようにして一種の出来事として生起したく意味〉は、それが人為的な構造

化の函数である限り、ノモス化すなわち固定化ないし惰性化を逃れることはできないとい

う点に留意しなければならない。

　なぜならば、媒体の持つ意味が示差的なものでしかないとしても、実践レヴェルに対す

る構造レヴェルでの解釈が「展開された場」という地図に還元される限り、その位相にお

いてはく意味〉とは、固定化され対象化されてしまうからである。

　クラウスの理論は、論理的構造の視点に基づいて、形式というものの普遍性を解体する

とともに、ポスト・モダニズムにおける実践空間の論理を、意味が対象化された特定の媒

体との関係から論理的操作（構造化しつつある行為）との関係へと開くものである。

　それは、また、論理的構造というひとつの地図作成に関する理論であって、その地図自

体の暫定性に対する書及や、その地図が示す各地点において事後的に意味が対象化される

媒体に対する言及を行なうものではなく、クラウスの理論は立体造形の論理の基礎理論に

はなり得ても、それだけでは十分とはいえないのである。したがって、クラウスの理論は、

ポスト・モダニズムという文脈における具体的な状況を論理的構造という生産の視座に還

元して理解しようとするものであった。

　クラウスが提案した「展開された場」の論理構造は、ソシュールのいう体系の概念にお

いてとらえ返すことが可能なものでもある。それは共時態とのあいだに見いだすことがで

きるものであり、それは時間上のある所与の地点において措定されるものとして、そこに

は必然的に通時態との動的な関係性を見いだすことも可能であるということができよう。

　共時態とは、先のクラウスの理論、及び丸山による言語に関する理論からも明らかなよ

うに、時間上のある所与の時点において切り取られた断面ともいえる「体痢のことであ
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る。これに対し、通時態とは、そのような共時態の「外部jといえるものであり、共時態

において、その構造内に括られることのなかったもののことである。

　なお、それは聴る主体の意識をすり抜ける出来事、構造を突き動かす動的な側面」71

としてとらえられるものでもあって、静的ともいえる共時態に対して、その安定的な構造

の変換を追る、外部のとどまることのない動きともいうべき何ものかであるともいえる。

つまり、そこには潜在的な可能性として、新たなく意味〉の生成にかかるテクスト的な空

間への通路が潜んでいるといえる。なぜならば、新たなく意味〉の生成にかかるテクスト

的な空間とは、共時態と通時態との不断の「解体一構築Jともいうべき運動のなされるた

びに形成され、展開されるものとしてとらえられるからである。

　そのことはく私一生〉の外から「制度」として強制されることのない場において、自ら

のく生〉を根拠として立ち表れるもの、すなわち、固定化したり、ひとつのところにとど

まることなく、新たな関係を生成、展開しつづけ、新たな〈意味〉を生成しながら、展開

しつづけることができる；場ないし空問のことを意味している。

　また、それは、静態としての共時態72に対し、動態としての通時態73がかかわることによ

って、静態としての共時態において実現されている構造それ自体のつくりかえが起るとい

える。つまり、静態としての共時態が、動態としての通時態によって、分節化の関係の網

の目が壊され、そのつくりかえがなされる。そこでは、それまでにはなかった関係性が形

成されることになり、新たなく意味〉の生成・展開の在りようを見ることができることに

なる。

　なお、新たなく意味〉の生成にかかるテクスト的な空間への通路とは、その共時態と通

時態との動的な関係性において見いだされるものであると考える。このことから、「展開さ

れた場」の論理に基づいて、新たなく意味〉の生成にかかるテクスト的な空間へのつなが

りの可能性をくみっつ、欝欝概念の脱構築において「立体造形」としてとらえ返してい

くために、新たな〈意味〉の生成にかかるテクスト的な空間の在りようを保障していると

いえる「造形遊び」の論理について考察し、そこに可能性を見いだしていくことが必要と

なるであろう。「立体造形」とは、開かれた場の論理にもとつくものとして、子どもの造形

的な活動の論理の構築の手がかりとなると考えられる。

　そこで以下においては、教育的文脈において、響町」の制度性を磁び」の概念を基軸

としながら、子どもたちがっくりだしたくもの〉を一種のテクストとして、子どもの側か

らとらえ返すことにする。
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第2節　「造形遊び」の論理

1　「造形遊び」の意味と論理

（1）　「造形遊び」の行為の意味

　f造形遊びが位置づけられた背景の中で最も重要なことは、当時（昭和52年度現在：

引用者注）の教育では、子どもたち一人ひとりの、その子らしい造形表現の在りようが失

われていたことだった」74と西野範夫は述べる。

　そこには、ア・プリオリなものとしてとらえられた対象の意味や価値への、再現＝＝表象

を賃とするような固定的な価値観のもとに、子どもたちの造形的な活動を窮屈なものにし

てきた状況があったという。つまり、そこでは、子どもたちの活動があらかじめ設定され

た枠組みの中に入れられ、変更することのできないものとして方向付けられていたといえ

る。

　西野は、そのことについて、当時の造形美術教育の実状として、「指導内容の過多」、「指

導過多と結果主義（作声主義）」、「子どもたちの立場の無視」という三つをあげている。7認

まず、第一の「指導内容の過多」について、そこには、大人の社会や文化を基準とし、そ

こから逆算して、必要と思われるものを順を追うようなかたちで内容として細かく示す考

え方があったということである。76つまり、その時点における出発点は子どもの側にはな

く、すでに硬直化し惰性化してしまっている大人の側にあったのである。

　そのような「指導内容の過多」の主たる要因は、近代祉会の構造ともいえる効率主義や

合理主義の考え方であるといえる。77つまり、近代社会ないし近代性の構造とは、「正確さ」

のもとに、「より速く」、「より多く」をめざして計画を立て、その計画にとって異物となる

ものは排除することによって、そのプログラムを遂行しようとするものだからである。

　したがって、そこでは「教え込み」といわれる画一的で、一斉的な指導78が行われざる

をえず、学習の内容も統一され、題材、テーマ、材料、表現、方法、製作に要する時間等

にしても、どの子どもにも同一なものとして扱われることになり、その結果についても、

あらかじめ決められた基準にしたがって判定ないし順序が付けられていた。79

　そこでは、子どもたちひとりひとりの感じることや考えること（発想や構想すること）、

形式や方法、つまりは、色や線などまでが、その子のく私〉のく生〉の意味から乖離した

ものとして、あらかじめその外に設定された、客観的な表現に集中させられることになっ

たといえる。そのことから西野は、そこでは子どもたちの個々性、すなわち、よさの発揮
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の場や機会が極端に狭められ、個々性が奪われる結果を招いてしまうと述べている。80

　また、第二の「結果主義（作晶主義）と指導過多」の問題について、大人の造形美術の

再現篇表象にとどまる表現から強い影響を受けた作晶や基準があって、そのための技術的

な指導が大半となっていたとしている。81つまり、ある向かうべき方向が設定され、そこ

に子どもたちの指向や感覚は押し込められてしまい、子どもたちの主体性は奪われてしま

う。したがって、〈私〉が考え、感じ、〈私〉の方法でやってみるということの楽しさを

味わうことも奪われてしまうことになるとともに82、そこでく私〉とは「成長することも

つくられることもない対象となり、そこではく私〉もく他者〉も存在できない」83という

ことになる。

　以上に述べたような子どもたちにとって聞題となる状況においては、第三の「子どもた

ちの立場の無視」の問題という徹底した子どもたちの個々性の排除が行われる危険1生が大

きいことが指摘されている。84それは、本来、有能である子どもたちを「無能者」である

が如く扱っていたということであり85、そのようなところでは、必然的に多くの子どもた

ちの立場が無視されることになる。86

　その背景には近代の構造的な問題があるといえる。そこでは、子どもたちひとりひとり

の個々性が、その個々性それ自体において重視されるのではなく、その外側に設定された

ある到達目標的なものに、より効率的で合理的に達することができるために、そのことに

基づいて数値化されたものが子どもたちひとりひとりの個々性であるとされ、重視される

ことになる。また、子どもたちは大人に劣るものとしての「無能者」87とされ、そこに「教

え込み」が成立することになる。これらのことから、子どもたちひとりひとりのく私〉の

く生〉の意味は無視されることになるのである。

　「造形遊び」とは、以上に述べたような、当時の造形美術教育の状況を改善するために、

そして、教え込みの根拠ともなる子どもを「無能者」としてみる見方を外して、子どもた

ちひとりひとりが秘める可能性を実現するために提案されたものであった。それは、効率

主義や合理主義といった近代の思考を背景とした画一的な指導によって排除され、抽圧さ

れてきたとされる子どものく私一生〉を取り戻すための方策と：して提示されたものである

といえる。また、「造形遊び」とは、「制度」による下棚がより少ない場において、子ども

たちひとりひとりが自らのく生〉を根拠として立ち上げる、とどまることのない意味生成

の行為を保障しようとするものである。

　西野はf造形遊び」を、子どもの論理による新しいく意味一かたち〉をつくりだす子ど
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もたちの表現の行為を保障することであるとともに、子どもの可能性を可能な限り生かす

ようにすることであるとし、そこに見いだされる意味生成の行為としての子どもたちの行

為の在りようについて次のように述べている。88

子どもたちは、つくりながら、その自分がつくりつつあるものなどとの相互作用（働

きかけ一働きかけられる）によって、そこに、はじめのイメージとは異なる、薪しい

く意味一かたち〉のイメージをえがき、それをつくりだそうと試みます。その試みの

中でも、つくりだしつつあるものとの相互作用によって、さらに薪しいく意味一かた

ち〉のイメージをえがき、それをつくりだしたりしていくという閉じることのない行

為の姿をみることができます。それはまさに子どもたち一人一人が自分のかけがえの

なさとしてのく私〉の可能性を発揮し、〈私〉を立ちしげ、〈私〉をつくり、つくり

かえ、自らを育てているく生きる〉過程であるといえるものです。89

　「造形遊び」とは、このような、子どもたちの造形による相互作用において生成・展開

される行為の在りようを保障するものであるとともに、子どもたちひとりひとりがかけが

えのないく私〉の可能性を発揮し、今を生きることを保障するものと考えられる。

　このことは、人間の生きるということを、経験という環境（世界）とのとどまることの

ない相互作用の生成・展開としてとらえ返したジョン・デューイ（Dewey，　John）の考え

につながるものである。デューイは、生きること（生命）の本質を「回る環境の中で営ま

れる、単に環境の中で営まれるばかりでなく、また環境があるために営まれ、環境との相

互作用によって営まれる」goものであるとして次のことを述べている。

経験とは有機体とその環境との相互作用のことである。そして、この環境は物的であ

るとともに人間的な環境であり、周囲の地域的状況ならびに伝統や制度などの要：素を

も含んだ環境である。有機体はそれ自身の先天的および後天的体制によって、この相

互作用に一役を演ずる力を備えている。自我は環境に働きかけるとともに、環境の働

きかけを受ける。が、この受動は命なき蜜蝋に刻印が捺されるようなものではなく、

有機体が反作用し反応する仕方に基づくものである。人間の寄与が、実際に生起する

事柄を決定する一因となっていないような経験はない。有機体は力であって、透かし

絵のような物ではない。91
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　デューイは、そのうえで、物的及び社会的環境に属する事物や事件は、人聞的な関係の

中に入ることによって変形され、また入間（生物）は自己にとってそれまで外的であった

事物と交わることによって変化し発展するとしている。92このことは、人間は、環境（世

界）との相互作用において、自らにとっての環境（世界）の意味を更新するとともに、自

らのく生〉の在りようを更新し発展させることができるということである。

　このことを「造形遊び」の意味からとらえ返すと次のことがいえるだろう。子どもたち

は、自分がっくりだしつつあるものや材料等との相互作用において、自分のかけがえのな

さとしてのく私〉の可能性を発揮し、〈私〉を立ち上げるとともに新しいく意味〉をつく

りだし、つくり、つくりかえることを通して、自らを育て、今を〈生きる〉ことができる

存在であり、「造形遊び」はそのような子どもたちのく私〉のく生〉の意味を保障しようと

するものである。つまり、「造形遊び」とは、子どもたちのとどまることのない世界との造

形による相互作用において、新しいく意味〉とともに自分の〈生〉の在りようをつくり、

つくりかえていくという、〈いま・ここ〉における経験の生成・展開を保障しようとする

ものであると考えられる。

　以下では、そのような「造形遊び」が提案される背景となった近代性の意味についてみ

ていくとともに、そのことから、「造形遊び」の意味をとらえ返していくことにする。

（2）子どものく私〉と近代性の構造

　今村仁司は、近代性の構造を「生産中心主義」93とするとともに、その特質を、エコノ

ミーとテクノロジーという、古代や中世では異質で相容れない二つの要素がひとつに合体

することそれ自体に認め94、その接合の「親和九を産み出す条件として「機械論的世界

像」、「生産主義ts　＝・計算主義的理性」、「進歩時間論」の三つをあげている。95

（一）機械論的世界像一古代のテクネーに代る近代テクノmジーを生んだのは、機械論

である。世界全体を数量的に処理する世界了解図式があってはじめて、近代特有のテ

クノロジーが生れた。

（二）生産主義的＝計算的理性一生産主義的＝計算的理注一主観性を原理として「世界

を構築する」という生産的・・es成的な精神が、近代理性の方法主義を支える。

（三）進歩時聞論一未来を先取りして計算しつつ、計画を立て実行するという行為は、
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未来に向かって前進し、進歩する時間意識を含む。単に前方を望むだけでなく、決断

して成果を蓄積するのが、近代の進歩と発展の時間意識である。96

　今村は、テクノUジーの「革新」、エコノミーの「成長と発展」という観念と現実は、以

上に述べた近代性の構成要素に支えられているという。つまり、第一野伏ρ7（17世紀と18

世紀。政治の面では絶対主義の時代と呼ばれ、国民国家が形成された。経済的には重商主

義の時代と呼ばれ、国民経済が形成され、それはフランス革命によって終焉し、第二近代

へと開かれていくことになる）は、これらの要素を別々に創造してきたのである。

　第二近代98（19世紀と20世紀を含む。第一近代の国民国家と国民経済の枠を受け継ぎ、

内容をブルジョワ的市民の経済と政治につくりかえてしまうとされる。つまり、資本主義

的経済システムを中心として確立されたもの）は、それらを有機的に総合し、ひとつの巨

大なマシーンへと構築したという。99そのことについて今村は次のように述べている。

それは同時に、この近代の社会マシーンを正当化するイデオロギーを生み、西欧と非

西欧とを間わず、近代性の理想化が行われたのも、第二近代であった。10。

　今村は、そのうえで我々の現実を第二近代に認め、我々の現実は第二近代の最先端にな

っているとして、「過渡期とは、前時代の勢力が絶頂に達する時期でもある」101と述べてい

るように、そこでは「機械論や「進歩の時間意識」が最も強力に発現してくることにな

る。

　それは、すべてを「物」として扱う傾向をもつ「近代の原理」の、最も強力なかたちで

の発現であり、そこでは、人間も自然もより強力に「物」化されることになるため、我々

ひとりひとりのく私〉は、効率主義、及び合理主義の名のもとに、より一層分断化され、

画一化されてしまうことになるといえる。しかし、今村が指摘するように、我々は近代性

という問題を、清算主義的に断罪することはできないし102、無批判的に肯定するわけにも

いかない。103つまり、近代原理の世界化、地球人類の近代世界への全面包摂が急速に進む

ことは避けられないとしている。104

　また、そのことは中村雄二郎も指摘しているように、近代合理主義と呼ばれるものは、

外部にあるものとして批判してこと足りるには、すでにあまりに我々の内部に入りこみす

ぎているといえるのである。195近代のもたらした負の遺産はそれとして明確にしなければ
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ならない。

　なぜならば、それなしでは西野のいう子どものく私一生〉を取り戻すことは不可能であ

ると思われるからである。すなわち、子どものく私一生〉は分断されたものとして「物

的にはと：らえられないからである。

　今村によれば、近代の精神構造の特徴は、原理をつくり、根拠を立て体系化していくと

いう方法的「企て」であると同時に106、その内部に「遺物排除的な性格」を持つものでも

あるとされる。1。7つまり、「方法主義」の文脈においては、その「企て」の枠に収まりきら

ないものは排除され、存在しないものとして処理されるのである。108そのことについて今

村は次のように述べている。

近代は「正確さ」というものに病的にとりつかれた時代である。とくに精神の場合、

あいまいさがあると不安でしかたがなく、哲学でも科学でも精密さを追及した。近代

科学では正確さが最前面に出ている。その正確さの最たるものが数学である。したが

って、近代科学は数学的科学であることを宿命づけられ、哲学もまた数学をモデルと

したため、原理や根拠から出発して首尾一貫した体系をつくることが学問の理念とす

ら思われた。人々はその理念にしたがって純粋なる世界を構築し、その純粋性がまた

真理の保障であるという思い込みが強かった。しかし、人間の現実には、またおそら

くは自然の現実にも、純粋なる存在など存在しない。真実のあり方というのはおそら

く雑種的だろうと思う。その雑種的コンクリートネス（conc℃eteぬess・具体的なもの）

を視野におさめるには、正確さをある程度犠牲にせざるをえない。むしろ真実を守る

ためには、近代的な意味での正確さをギブアップする覚悟を持つべきかもしれない。

109

　このように今村は、「近代」はi正確さ］というものに病的にとりつかれた時代であり、

あいまいさを排除し、純粋なる世界を構築しようと「企む」110という。そして、そのこと

が一政治レヴェルではあるが一いわゆる管理システムや全体主義を開花させる発露

になると指摘している。なぜならば、管理とは、いっさいをひとつの原点に集約するよう

な形ですべての個物を岡化させていくことであり111、画一主義や統制とは、そのあらわれ

に他ならないからであるという。112

今村は、そのことを政治的文脈におけるものであるとして指摘するが、それは単に政治
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にとどまらず、教育的文脈に対しても同様の指摘を待つことができる。つまり、学校教育

の場が、そして教師が、さらにはそれらをとりまく行政等の在りようが、体系主義や方法

主義で固まれば、必然的に現実的な複雑さと雑種1生が排除されてしまう。113

　なぜならば、「モダンは、非モダンがあってはじめてモダンになるという特質を持ってい

る」114のであり、そのことは排除の問題として、さまざまな人間の同一化、非同一化の分

類基準を作り上げていくことに他ならないからである。115

　そのことは中村が指摘する俳理性！なるものの「秩序」における疎外ということにも

当てはまるものであろう。116非理性なるものは、秩序が秩序として成立するためにはその

纏まりから一旦は排除される外部である。

　なお、それは浅田彰のいう構造主義における構造が、その成立にあたり、そこに収まり

きらなかった過剰としての外部をスケープゴートとして排除するという構図と類推的なも

のであるということができよう。117

　そのことは、中村は「人間は誰でも、生まれながらにして平等に理性を持ち、その理性

は唯一の普遍的なものである」118とし、デカルトによって定式化されたとされる「理性の

自律性と普遍性」11噂すなわち近代的理駐の想定に基づくものであるという。そのような想

定なしには、民主主義の原理も多数決の原理も成り立ちえないのであり、社会的な人間の

自由や権利の平等も成り立たないということになるのである。120

　しかし、中村はまた、その理性がいま、どこまで普遍的であり、どこまで人間社会の原

理でありうるかが問われているという。121なぜならば、ひとは現存する秩序の持つ擬似的

な普遍性に気づき、価値の多元性を鋭く意識するとき、どうしても理性の裏側にある非理

性や狂気に着目せざるをえないからである。122また、狂気と狂気ならざるものとを分けて

区別する原理は相対的なものであり、そのように相対的な分割の原理は人間によって設定

された制度的なものである123。つまりく狂気〉とは、人問の根源的自然として、理性によ

って区別され、限定され、抑圧されるものとしてとらえることができる。124

　そのことから、我々はその「制度」の制度性、すなわちその分割線の恣意性ないし無根

拠1生を自覚するとともに相対化し、単なる理性の否定、及び非理1生の復権を唱えるのでは

なく、単なる理性と非理性の交替にとどまらない両者の柔軟で流動的な関係を取り戻す必

要があるといえる。なお、中村は、このことにかかわって次のように述べている。

理性と秩序の支配が強まり、とくにそれらが形式化され、自己目的化するとき、狂気
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はそれらによって閉じこめられて、本来持ちえた働きと創造性を失うのである。それ

と同時に、狂気を閉じこめた理性や秩序も、硬直化した貧しいものになっていくであ

ろう。というより、理性や秩序が形式化したり自己閉的化したりしていくのは、理性

や秩序がその始源においてともにあった狂気や無意識や想像力との豊かな結びつき

を失った結果でもあるのである。125

　このように理性と非理性を分断し、一方が他方を排除ないし抑圧することは、偏に秩序

を強化すること、あるいは負的な意味での狂気を強化することにしかならない。なお、そ

のこと：とかかわって、西野はく私〉について次のように述べている。

子どもたちも、私たちも、〈私〉となる可能性をもって生れてきた。そして私たちは、

自分の感じ方や考え方、判断の仕方などの根拠となるものをもって生まれてきている。

（乳牛）そのような根拠となるものの実現に向かいつつある存在、あるいは実現した

存在を、ここでは、〈私〉と言うことにする。126

　また、加藤典洋は「世界を引き受けるとはどういうことか」127、あるいは「『人間として』

という意識を人はどのようにしてもつようになるのか」128、人はいかにして社会化し責任

を自覚していくのかという問いにおいて示した〈原一私〉と「社会化された私」との関係

129
ﾉついて次のように指摘している。

　私が社会化されていく、あるいは社会性をもちうるようになるためにはく原一私〉がそ

の核ないし根拠になっていなければならないときに示されるそのく原一私〉、あるいは

「『私』の中にはそう簡単に社会的な函数として還元できないもの、『社会化しえない私』

がある。そして、それこそが『私』の本質である」130と述べている。

　また、西野は〈私〉について次のように述べている。

ここに書うく私〉とは、（中略）〈原一私〉が、社会（他者）とかかわり、〈原一私

〉を失わず、それを根拠に社会との通路をもち、町会性を一体化した存在のことであ

る。131

西野は、それが実現されるためには、絶えずそのく原一私〉を根拠にして思考・行為し、
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社会（他者）にかかわり、かつ、かかわりをうけ、それを能動的に統合・融合していくこ

とが必要であり、そのうえで私たちがく生きる〉ということは、そのく原一私〉が、生き

つづけるく私〉をつくりながら、そのつくりっつあるく私〉を根拠として、今を生きつづ

けることであると述べている。132

　そのことを、近代の問題からとらえ返せば、西野がいうく私〉とは、単に理性ないし秩

序によって排除され、抑圧されてきた何ものか、すなわち非理性的なもののみをさしてい

るのではないということは明らかであろう。もちろん、加藤がいうように、「無意識的部分」

にいる〈原一私〉は、秩序の強制力のもとに圧迫されてはいる。133

　しかし、〈私〉とは単なるその復権によるものではない。それは「〈原一私〉を根拠と

したく私〉」であり、「〈原一私〉を根拠としたく私一社会〉」である。134そして、それは、

「仮りの私」135の制度性（ないし表層性）を自覚するとともに解体し、そのことによって

く原一私〉を立ち上げ、〈原一私〉を立ち上げるとともにく社会（他者）〉との関係をつ

くりだし、〈私〉の今をく生きる〉ことのできるく私〉ということである。

　しかし、冒頭に引用した西野の言は、「造形遊び」が提案されて20年近くを経ようとし

ている今日に至っても実現されていない。その理由としては、「造形遊び」の論理が、何ら

かの固定的な定式を求められたり、従来の図式の申に押し込められたりして、正当に理解

されてこなかったということがあげられよう。

　近代の孕む問題からとらえ返せば、それは、いっさいをひとつの原点に集約するような

形ですべての個物を同化させていく生産主義的ないし管理主義的思考による画一主義や

管理と統制」への無反省であるとともに、子どもの立場の無視ということになろう。それ

は近代の問題に関連するものであり、その根本には「文化のフェティシズム」の強制力に

対する無自覚ということがあると考えられる。

　なお、我々が立脚しているF文化のフェティシズム」とは、実質的には無根拠でありな

がら、一且惰性化すると手がつけられない程に硬直化の一途を辿る。そのことを自覚し、

相対化しなかったために、「遊び」本来の概念は曲解されるとともに、低学年時代の「お遊

び」のレヴェルとしての理解にとどまる結果を招くことになったといっても過言ではない。

つまり、そこでの「遊び」とは、仕事や真面目、学習などといったものに相対するものと

してとらえられ、その「人間の固定的な概念を切り崩す可能性としてのく遊び〉」136とい

う意味は、その「文化のフェティシズム」の強制力のために失効してしまっていたといえ

るのである。
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　さて、その「造形遊び」の根本概念である「遊び」とは、西野の指摘するように、個の

内部からの生き生きとした衝動に支えられながら、固定された概念や状況を拓くものであ

るとともに、個々性を発揮して新しい状況や意味をつくりだし続ける活動であるといえる。

137つまり、普般、我々が無自覚でいる、あらゆる事象のフェティッシュ化現象を相対化（自

覚）し、それを解体するとともに新しい状況や意味をつくりだすものとして考えることが

できるだろう。

　そのうえで、西野は、そのようなF遊び」の概念のもつ教育的な意義を、それが主体的

な活動であるとともに、人間の成長の基礎的段階における経験の最：も重要で理想的在りよ

うという点に求める。138

　そのことから、西野は、〈造形的な遊び〉を子供たち自身がつくりだすことによって、

はじめてその意義があるというF造形遊び」の概念を提示することになる。139つまり、「造

形遊び」とは、子どもたちひとりひとりが、彼等の独自の諸感覚を可能な限り働かせて、

材料などを生かして新しいくかたち〉をつくることを通して、新しいく意味〉をつくりだ

す行為を保障しようとするものである。140

　そして、そのような「造形遊び」の保障する行為は、その場、その時、そこに存在する

ものたちとの多様なかかわり合いとして成立するものでもある。141したがって、それに対

する解釈は、そのつどごとに成立するものとしてしかあり得ないことになる。

　また、その論理は子どもたちの活動の函数として、それに比例するように多様に展開さ

れることになる。そのために、その多様な活動の在りようのすべてを秩序立て、定式化し、

一般化してしまうことはできない。

　なぜならば、例えばAという場（空間）でなされた行為に対して成立した解釈は、他の

Bという場（空間）でなされた行為に対しては成立しないからであり、「造形遊び」の論理

は、自らが制度であるということに自覚的なものであるため、それを定式化し、体系付け

ることはできないからである。

　そうした点を踏まえたうえで、西野は「造形遊び」を次のように定義している。

「造形遊び」をあえて定義するならば、子どもたちが自分の可能性としての有能さ、

例えばものなどを感じ、関わり、そしてなにごとかを手がけ、そこにとりあえずの、

あるイメージをつくりだすものを存在させ、それをテクストとして関わり、さらに新

たな意味を生産ないし生成するテクスト的な意味空間における限りない意味生成の
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活動のことである。142

　以上に示したような定義に従うならば、そこに、〈意味〉の生成にかかるテクスト的な

空間に関する論理、すなわち丸山圭三郎による「生の円環運動」の論理との結節点を見い

だすことが必要になるといえるだろう。なぜならば、それは先に述べた「文化のフェティ

シズム」の強制力を相対化し、我々の本来的なく生〉の在りようを、とどまることのない

意味生成のテクスト的な空問において保障し、取り戻そうとする試みといえるからである。

　子どものかけがえのないく私〉の意味は、近代性の構造によって排除されていたといえ

る。「造形遊び1とは、そのような〈私一生〉の本来的な流動性を、造形によるテクスト的

な意味空間において取り戻し、発揮することを保障するものであると考えられる。

（3）子どものく私〉とく生〉の円環運動

　丸山圭三郎は、フェルディナン・ド・ソシュールの言説に基づいて、事物の意味や価値、

及び観念のア・プリオリ性を否定している。つまり、丸山は、事物の意味や価値、及び観

念というものは言葉の産物であり、その逆ではないという。すなわち、言葉とは実在する

ものに対して付されたラベルではないというのである。

　丸山によれば、人間は言葉を通して外界を区切り、それを有意味的に関係付けることに

よって世界を意味連関的な関係の網のRにおいて認識するということである。それを特定

（共時的な）集団における共岡主観的なレヴェルにおいてみた場合、その特定集団におけ

る世界観、すなわち文化、より厳密にいえば特定共時的な文化として理解されうることに

なり、事物の意味や価値、及び観念；とは、その関係の網の目の産物であって、そのア・プ

リオリ性とはひとつの錯覚である。

　丸山によれば、そのような意味や価値、文化というものの根源は、広義の言葉＝・　nトバ、

すなわち非在の現前化能力としてのうンガージュに求められることになるとしている。

　人間とは、コトバ、すなわちランガージュをもったことによって、内なる自然ないし本

能図式が壊れ、カオスを生ぜしめ、その連続体であるカオスを、みずから有意味的にゲシ

ュタルト化ないし分節化して生きることを余儀なくされた動物であるということになる。

他の動物からみれば、そのような過剰としてのコトバによる過剰としての世界、すなわち、

ヒトの本能図式には描かれていなかった非在の現前化としての「文化」をつくりだし、そ

こに生きるしかない動物である。143
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　ランガージュとは、その本能図式には描かれていなかったヒト特有の自我意識を作る根

源であって、時・空意識を始め想像力、エロティシズムなどを生み出す非在の現前化能力

とされるものである。

　ランガージュによってつくられる特定集団における世界観とは、その集団内に共通のコ

ード（約束：事）とでも呼べるようなものであり、我々はその中で、その集団が承認した共

通の言語を通して、お互いにコミュニケーションをとりながら日常的な管下生活を営んで

いるといえる。しかし、そのコード（約束事）は、逆にいえば、我々を規制する一種の「欄

度」でもあるということになる。

　丸山は、ランガージュによって、未だ意味を有さない連続体としての世界、すなわちカ

オスを分節する際に生まれる根源的な分節言語としてのシーニュ144は、連続体を不連続化

する差異化としての出来事として生じ、その発生のレヴェルにおいては一切の指向対象、

すなわち固定的な意味をもちあわせてはいないものとする。つまり、発生のレヴェルにお

けるコトバとは、我々の日常における言葉とは違って、何かその先にあるものを一義的に

指差したりはしない、コードなき差異である。

　しかし、そのコードなき差異としてのコトバも、特定集団内における社会生活の維持等

の理由により、硬直化すなわちノモス化して特定のコードに登録され、我々を逆に支配す

る社会制度としてのうングを形成することになるのである。

　したがって、ラングとは、ランガージュの能力によって分節されて存在を開始した世界

が惰性化して、逆に我々の生を規制するものと化したランガージュのことであるといえ、

それぞれの共同体に生きるひとりひとりの無限とも思われる生体験に見出される差異が捨

象され、構造的同一性で括られた結果存立する物象化の世界であり、人間を規制し支配す

るものとして機能するものであるといえる。

　以上、丸山が述べるように、ラングというものとうンガージュというものがあるのでは

なく、我々はその二つの位相の中に同時に吟、ここ！において生きていることを意味し

ている。つまり「今、ここ」において発生状態にあるランガージュは、すでにラング化す

る種を宿しているし、象徴は常に擬似信号化する宿命にある。

　そこには、ラングからラング化されないランガージュへと降りていく運動も、また起き

ているというのである。このように言葉とは、その本質においては両面価値的なものであ

る。

　丸山は、我々の意識は系統発生的にも個体発生的にも言葉と共起的である145と述べてい
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るが、そのことはコトバの両面価イ爵生とかかわるものであり、特定のコードに登録された

コトバと共起する意識を表層意識、コードなき差異としてのコトバと共起する意識を深層

意識として考えることができる。

　ラングのレヴェルにおいては、我々の言語＝：意識は、社会的に登録済みの既成の意味の

完全な支配下にあるために、その言語＝意識すなわち表層の意識に映った外界は、厳然と

独立した実体の世界として、必然性を装って我々に現前してくることになる。つまり、我々

は我々が自らつくった文化（世界）に、逆に支配されていることになり、丸山は、そのよ

うな事態を物象化現象と呼んでいる。それが、不可避的に我々のく生〉を規制する「文化

のフェティッシュ化現象1146の成立の機構である。

　以kのことから、我々人間には、常にすでに物象化された、ノモスとしての文化（世界

観）の支配する状況の中で生きているだけではなく、同時に流動的で未だノモス化されて

いない文化、すなわち、ノモス化されていないコトバ；コスモスの中でも、「今、ここ」に

おいても、コトバ化＝コスモス化されることによって生じる外部としての（コトバ化以前

のものとしての）カオスの中でも生きているということができる。

　そして、我々人間のもつ本源的な能力であるランガージュによってつくられるコスモス

は、そのノモス化された極である表層意識においては透明な記号を、未だノモス化されて

いない極である深層意識においては不透明な非記号をもつ。なお、その幅が広義の言葉、

例えば個別言語と未だ1一ド化されない多義的シンボルの存在を明らかにする147ものであ

る。

　また、そのレヴェルにおいては、ランガージュは、単に狭義の言葉についてのみではな

く、「身振る、歌う、描く、彫る、話す、書くjなどの一切のシンボル化能力とそれによる

根源的な分節化活動としてとらえ返されることにもなる。つまり、「従来の狭義の言葉はも

とより、所作、音楽、絵画、彫刻といった全ての表出活動」において、多義的シンボルと

一義的シグナル、エネルゲイアとエルゴン、出来事と構造、祝祭と労働、非日常と目常、

反秩序と秩序、母と父という両極がコスモスを構成し、この二つのポールが、本源的にく

不透明な非記号〉を生み出す動きと、コード化したく透明な記号〉の沈殿とを表わすこと

になる。148

　そのことから、根源的な分節言語であるシーニュは、たとえ物象化の作用により一義的

なコミュニケーーション言語としてノモス化する宿命を負わされていても、それが排除され

ることによって一義性を成立させる外部としてのコードなき差異でもあるということがで
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きる。なぜならば、それらは別々に存在する実体ではなく、嗣時にその表層と深層におい

て存在するといえるからである。

　そして、それは吟、ここ」においても意識の表層において生じる裂け目を通した外部、

すなわち構造（内部）の産物としての外部との（垂直的な）対話の可能性を含む「労働」

149 ﾆしてもとらえられる。

　その対話の可能性とは、クリステヴァがいうように、自らを言語にとって異質なものに

すること15G、一義的な定式が成立するに際して排除された無数の外部による拡散を目的と

した定式への「侵犯j151の可能性のことであり、そのように言語を勝訴」に変えること

で、我々はある対象をテクストとみなすことができるようになる。152つまり、言語をH常

的なコミュニケーション・レヴェルにおいてはとらえることのできないコードなき差異に

変えることによって、ある対象をテクストとみなすことができるようになるのである。

　そして、そのような見方は、ソシュールによるシーニュの解体の過程153によって示唆さ

れた複数のランガージュの存在によって保障され、従来の狭義の言葉はもとより、所作、

音楽、絵画、彫刻といったすべての表出活動に認められることになるのである。

　なお、ここでは、クリステヴァによって言語のレヴェルにおいて創出されたものとして

の「テクスト」概念を援用しているが、直接的な考察の対象は言語ではないため、それを

テクスト的なものとして示すことにする。

　そのことは、言葉が、その本質においてはシンボル化能力とその諸活動、すなわち人間

に特有の象徴化ないし差異化の能力によって実現されたものであり、その他のあらゆる表

現・表出活動一般に通閉しうるものとしている丸山の見解によるものである。154それは、

書語の構造解明に端を発するものの、言語以外の他の意味実践（有表意活動ともいえるも

の）をもその射程に入れるとともに、単なる明示的なその伝達的レヴェルを超え、そこか

らはみ出された諸々の意味形成の実践の在りようを、記号的なレヴェル（形式）において

とらえていこうとするクリステヴァの記号論の文脈155にあるということができる。

　テクストとは、ある特定の定式なしには成立し得ないものではあるが、その定式も固定

化されたものではなく、破壊され、侵犯されるために存在するといえるものである。

　それは「門門のとりわけて定位された構造」であり、「無限の産出が固執する意味産出点」

としての無限の能記を印付ける標識という「点としての無限」である。156つまり、テクス

トとは「文法によってコード化されたコミュニケーションの書語活動ではない」157とされ

るものである。そのことについてクリステヴァはさらに次のように述べている。
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この労働は、まさに、既成の言説の諸法劉を再吟味し、新たなる言説をさまざまに聞

きとることができるような実り豊かな土壌を提示する。言語の文法カテゴリーを再編

成し、意味の規則を手直しして、言語にかかわるタブーに触れること、それはまた祉

会と歴史にかかわるタブーに触れることでもある。158

　そこで設定されることになる「最小の意味機能」とは、「文jすなわち「主語一一述語」関

係ではなく「テクスト的シークエンス」であるということになる。159なぜならば、そこで

は既成の主述関係は無効になっているとはいかないまでも、絶対化されていないからであ

り、テクストにおいては「記号の内部にあって記号を包みこみ、記号によって自らの所法

則を確定してゆく産出一発芽の過程一」160がなされ、したがって「そこに構造があるとし

てもずれのある副産物としてのみ生じてくるにすぎない」　161ことが可能となるからである。

　また、テクストとは、それが言語による以上、「主語一述語」関係に基づいた「文」とし

て伝達的な意味作用の側面をもつものに他ならず、したがって、そこで設定される最小の

意味機能とは「文」ということになろうが、テクストとは、記号の内部にあって記号を包

みこむものであり162、ある定式に対して「もろもろあもう呑とろゐ甲南」163を切り開くも

のである。

　したがって、そこで設定される最小の意味単位とは、単にひとつの文に限定されること

はなく、例えば「ひとつの語、ひとつづきの語、名詞文、一パラグラフ、『ナンセンス』な

どとして現われることができる」164のであり、そこにおいては意味生産にかかる「二重の

地」165を認めることができる。なお、それについてクリステヴァは次のように述べている。

あらゆる言表を産み出し、拭い消す、生成的かっ破壊的雷語、そして伝達の表面を切

り開いて、それによって覆われている意味労働へと向かうためには、なんとかしてこ

の言語を捕え〔騙し取ら〕なくてはならない。166

　以上のように、それ白身のうちに自己完結することはないといえるテクスト性とは、丸

山によるシーニュの概念にも換書できるものと思われる。なぜならば、シーニュとは人間

の表層意識において物象化された姿と、深層意識において固定化されず限定もされない流

動的なコードなき差異という姿をともに有するといえるものだからである。
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　さらに、我々の意識は言葉の発生と共起的なものであり、我々の意識の向かう方向次第

で、コスモスの聖と俗の間の往復運動を行なうこと（ゲシュタルトの反転）ができるだけ

でなく、コスモスの発生（ゲシュタルトの組替え）の現場に降り立つことが可能になると

いうことができる。つまり、我々の実践の在りよう、すなわち「対話」を実践することによ

って、ノモスとノモス外との往復（円環）運動（むしろ一種の弁証法的運動）だけでなく、

コスモスとカオスとの共起的な往復（円環）運動を行なうことも可能となる。

　丸山は、コスモスの発生167という、根源的な意味生成（分節化、差異化）の現場は、「力

の場」、すなわち「形を絶えず突き崩す動きと、動きを絶えず形とするカの舞台」であり、

そこで起きる出来事とは、同時に形であり動きであるとしている。168

　さらに、テクストの概念が示すように、定式がそれを排除することによって成立する、

その背後の深層意識の言葉、すなわちコードなき差異とは、制度化される以前のメロディ、

リズム、所作という、シーニュにして非シーニュ、単線にして複線、線状にして非線状、

不連続にして連続、非可逆にして可逆という相矛盾する双面を有しているものである。169

　したがって、そこで生成された意味は、明確な分節線をもたないために固定化すること

はなく、絶えず図と地を反転させながら増殖していくものとして考えることができるだろ

う。

　そのような根源的な差異化活動を行なうのは、共同主観の中で均一・等質化された意識

的自我だけではない。それは「生きられるもの」という共同性に回収される以前の個々人

に特有のく生〉を個人的・独自的体験として生き、絶えず共同主観的価値とのギャップを

埋めきれず、そのはざまを浮遊するもう一人の身体的個体であり、私的幻想の担い手とし

ての、アノニム（匿名）な何ものかとしての私であるということになる。170

　それは、〈私〉（〈原一私〉をその根拠とするく私〉）によるく私〉（〈原一私〉をそ

の根拠とするく私〉）独自の世界の解釈と新たな意味付けということである。したがって、

そこには特定の固定的な共通的コードは存在しないということができる。そのことについ

て丸山は次のように述べている。

構造が変わることは確かなことだが、それはある絶対的真理への漸近的アプローチと

しての進歩史ではなく、非三尉的的・不連続的変化である。同時にその主体も、もは

や骨脂主観的な主体ではなく、アノニムな存在でしかない。171
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パラダイム変換は、突然変異的に起こる。その担い手はアノニムな何者かである。何

故アノニムか。その運動主体は主観／客観國式が成立する以前の心身未分の個体であ

り、吟、ここ」でも意識的自我の底に潜んでいるエスであり、下意識の私的幻想の担

い手だからである。意識的反省の次元において飼我は存在せず。問我とも呼ぶべき問

主観的主体しかないということは言うまでもあるまい。この間我にとっての言語とは

ラングであり、共同幻想としての価値体系である。しかしいかなる個体においても、

その個人的・特殊な生の原体験がそっくりそのまま共岡主観の網の下で等質化・均一

化されることはあり得ない。（申略）砂地の上にかけられた網の讐えで言えば、なるほ

ど区切られた影は等質のように見えても、その影が落ちる砂自体は一粒一粒異質なの

である。私たちは意識界でこそエスを自我化して（つまりは私的幻想を共同幻想化し

　　　　　　　　あやう
て）文化に同調し、危い自我のアイデンティティを保障しようと試みてはいても、そ

の夢や無意識界においてはカオスが荒れ狂い、ともすればこれが目常の世界にまで溢

　　　　　　　　　　　　　　　みわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　と　わ
れ出ようとする。（中略）ヒトがく身分け〉のゲシュタルトの上にく言分け〉というゲ

シュタルトを重ね書きしたためにこれをずらし、破綻せしめたように、今度はく意識

〉のゲシュタルトの上にく無意識〉の分節を重ねることによって線状的言語をポリフ

ォニー化し、これを刻々とずらしているのかも知れない。172

　このように、我々は、ある対象をテクストとみなし、そこでの「対話」173という行為に

よって根源的な意味生成の現場である「カの場」に降り立つことまでもが可能になると丸

山は述べている。

　丸山の主張は、そこからの回帰と、二度と同じ位置にはとどまらない絶えざる差異化と

しての永続回帰運動という「生の円環運動」174といえる。つまり、言語を有し、社会的な

生活を営む我々にとっては、ノモスのレヴェルにとどまりっづけることも、また、コスモ

ス発生の現場、あるいはカオスにのみとどまりつづけることも狂気に他ならないため、共

同主観的な主体の壊乱する意味生成の最深部に降り立ったとしても、我々はそこから露常

の表層部に回帰してこなくてはならないのである。

　丸山は、一方の極に停滞し、他方の極を捨象することは、いずれにしても狂気に他なら

ないからであるため、その円環の運動によってこそ、対象化を悪とみなしてそれを否定す

るというイデオロギーの作用を自：覚するとともに相対化し、それを肯定して、対象化を行

いつつ解体し、再び対象化へと向かうという始源も終極もない反復の過程に、人間の生を
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解放できるという。

　そこに、「造形遊び」との共通性をみることができる。それは、子どもたちの造形による、

そして、子どもたちの論理的操作による永続反復としてのく意味生成〉を保障しようとす

る論理であるということができよう。〈私〉（〈原一私〉をその根拠とする〈私〉）によ

るく私〉独自の世界の解釈と意味付けであるとして、子どもたちがっくりだし、定位した

二重の地をもつものをひとつのテクスト的なものとしてとらえ、それにかかわり、それら

の変形や更新、解体や再構成などの行為を展開することによって、新しいテクスト的なも

のをつくり出しつづける子どもたちの造形によるく意味生成〉の在りようを保障しようと

する論理であるといえる。

　以上のように「造形遊び」とは、子どもたちの行為の函数として、多義的な造形の在り

ようを保障しようとしている論理として解釈されるべきであり、そこにおいて、子どもた

ちがっくり出したものは陥えず変化する波動のひとつの痕跡以外の何ものでもない」175

ということができる。

　言い換えれば、「造形遊び」とは、固定化することを拒み、不断につくり、つくりかえら

れるものとして、子どもたちひとりひとりのく私〉において実現される、造形による円還

する運動としての意味生成の活動を保障する論理であると考えられる。つまり、それは子

どものく私一生〉の流動性によって実現される意味生成の三門運動を保障する論理である

といえる。
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2　「造形遊び」の論理と制度

（1）立体造形概念の解体

　第1節においては、クラウスによる展開された場」の論理176に基づいて膨刻」概念、

及び美術教育の文脈における彫刻に関する教育の質的転換の試みとしての「立体造形」177

という考え方を提示し、その教育的な可能性について考察した。

　「展開された場」の論理とは、クラウスが、ポスト・モダニズムというコンテクストに

おける膨刻」の在りようを理解するために、「展開された場における彫刻」において提案

した論理構造である。それはモダニズムというコンテクストに対して媒体の意味と実践空

間の論理の意味の質的転換を要請するといえるものである。そこでの実践は、特定の媒体

ないしそれが代行するカテゴリーに従属するかたちで組織されるのではなく、曝開され

た場」における論理的操作によって組織されるものである。

　したがって、そこでは固定的なカテゴリーは存在せず、それは事後的なものとされ、横

断的・錯綜的な実践の論理が保障されることになるといえる。また、その構造図は、クラ

インの群と呼ばれる展開理論に基づいている。それは、ある一組の二元体におけるその：最

初の対立関係を鏡像化しっっ、矛盾関係を成立させる項を対極に写像し、そうすることで

生まれるもうひとつの軸、及びそれぞれの対角線上の項を合わせて論理的に展開され、同

時に四元の場をもつ構造体に変換するというものである。

　「立体造形」とは、「彫刻」という概念を越え、「展開された場」という論理空間が保障

する媒体の意味の恣意性とそれに伴なう実践空間の論理の転換によって可能とされるあら

ゆる横断的・交錯的な行為の展開の在りようを保障しようとするものである。それは、あ

る特定の普遍的とされるカテゴリーへと透過し、そのようにして背後の超越的なものを反

映することがそれ自体の有する意味であるとされる媒体の意味の根本的な反転である。す

なわち、対象の再現＝表象としてとらえ返された媒体の意味と、それにかかわる、特定の

普遍的とされるカテゴリーに根拠付けられた特定の媒体との一方向的で固定的な関係にお

いて組織される実践空間の論理の根本的な転換である。

　そして、それは特定のカテゴリーというものを解体し、その成立の論理的事後性を明ら

かにする論理空間における文化的諸項目に対する、あるいはシーニュすなわち示差的なも

のとしての媒体に対する論理的操作としてとらえ返された実践空間の論理によって可能と

されるあらゆる横断的・交錯的な行為の展開の在りようを保障しようとするものである。

クラウスの理論はそこまでは語っていないが、「展開された場」の論理が提案する「生産の
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視座」、すなわち、媒体の意味と実践空間の論理の質的転換ということは、以上のような「読

みj178を可能にするものであると考えられる。

　なお、「読み」とは、丸山の言語理論、及びクリステヴァによるテクスト論を踏まえ、

ある構造（体系）が成立するに際して排除することになった、その構造の成立に潜在的に

関係し、その深層の意味をとらえようとする試みである。

　そのことから、「立体造形」の論理とは、表象が実体化された世界の必然性の根拠を剥ぎ、

そこに「一筋の鉛直線」179を穿ち、その下層に存在している多様な意味の生成する世界と

の往復運動、すなわち「生の円環運動」を可能とする通路を保障しようとするものである

ととらえ、そこに「造形遊び」の論理との共通性を見いだした。

　しかし、そのことはまた「立体造形」という考え方の体系化の困難さという問題をもた

らすことにもなる。なぜならば、それは「造形遊び」の論理と同様に子どもたちのく私〉

を回復させ、そのく生〉の深み、すなわちく原一私〉からく私〉を立ち上げていこうとい

う教育的な意義を有するものだが、それは同時に、体系化の困難さという問題を必然的に

その内に孕むことになるといえるからである。

　したがって、その困難さの問題の本質的な意味をとらえる必要性が生じることになるが、

そのためには「造形遊び」の論理のより本質的な意味をとらえることが必要である。その

ような地平から出発するのであれば、「立体造形」という考え方は、それが「造形遊び」の

論理と胃底しているといえる以上、すべての「造形的な活動の視点からとらえ返される

ことが必要になるのである。

　そのため、ここではその視点を「立体造形」からすべての造形的な活動へと拡げ、その

うえで「造形遊び」の論理を分析的に検討することなどを通して、その困難さや可能性に

ついて考察するとともに、意味や価値が一義化される地平、すなわち「制度」の制度性に

対して自覚的であろうとする美術教育を支える論理について考察することにする。

　ここで必要なのは、「制度」というものに対して否定的に関与するような議論を展開す

ることではない。なぜならば、「制度」とは、人為的な営為による恣意的で暫定的な約束事

であると同時に、我々が言語を介して社会生活を営んでいくうえでは避けることのできな

い一種の強制力だからである。つまり、言語で「制度」を否定するということは新たな「制

度」を産み出すことになってしまい、自身に孕む問題性に対してはいつまで経っても到達

できないように思われるからである。

　したがって、ここで必要なのは、そのような「制度」自体を否定する議論ではなく、制
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度」自体の持つそのイデオロギー的な性格に対して自覚的に向き合う実践の方向について

の議論ではないかと考える。立体造形概念の解体とは、子どもの造形的な活動の論理の成

り立ちと展開を、より柔軟で多様なものとしてとらえるためになされるものである。

　以下においては、意味や価値が一義化される在り方に対して自覚的であろうとする美術

教育を支える論理とは、どのようなものであるのかについて、先の提示と併せて考察する

ものとする。

（2）　「造形遊び」の論理性

　「造形遊び」は、制度としての美術の影響のもとに画一的な指導によって排除され抑圧

されてきたとされるく私〉、すなわち「〈原一私〉を根拠としたく私〉」、あるいは「＜原

一私〉を根拠としたく私一社会＞1180を取り戻すという考え方、つまり「仮りの私」181の

制度性を解体し、〈原一私〉を立ち上げるとともにく社会（他者）〉との関係を立ち上げ、

〈私〉の今をく生きる〉ことのできるく私〉を取り戻すという考え方として提示されたも

のである。

　それは、固定された概念や状況を開くとともに、個々性を発揮して処しい状況や意味を

つくりだし続けるものとしての磁び」の概念をその基軸とし、「制度」の制度性を、子ど

もひとりひとりのく私〉のく生〉の深み、すなわちく原一私〉から問い返そうとするもの

といえよう。182

　したがって、それは子どもひとりひとりのく私〉がく原一私〉をかかわらせつつ行う造

形的な活動、つまり、自らのく生〉（深み）との対話の可能性を規制する固定的な価値観

に疑聞符を付し、相対化しようとする試みであるといえる。

　しかし、そのような試みは、西野のいうところの「遊納の概念がその証左となってい

るように、それ自身の姿でさえも固定化することを許さないものであり、本質的に自らの

姿をも相対化することを自らに要求するものでもあるために、ある困難さをその内に抱え

込まざるをえないといえる。

　そのことは、それが提案されてから20余年を経た現在に至っても正当に理解されず、

それを理解するための何らかの固定的な定式が要求されつづけていることからも明らかで

ある。

　西野が「造形遊び」の論理を構想していくうえで根拠としているもののひとつは「遊び」

の概念である。それは、固定化された状況や意味、普段我々が無自覚になっているあらゆ
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る事象のフェティッシュ化現象、すなわち、意味や価値の惰性化的現象を相対化し、それ

を解体するとともに新しい状況や意味をつくりだしつづけることとしてとらえることがで

きるだろう。

　「造形遊び」とは、その「遊び」の概念にも明らかなように、その場、その時、そこに

存在するものたちとの多義多様なかかわり合いから、固定的な状況や意味を解体するとと

もに新しい意味をつくりだしつづけることとして、そのつどごとに成立し得るものである

ということができるだろう。つまりf造形遊び」とは、子どもたちの多様な造形的な活動

にかかわって、そのつどごとに成立するといえる、絶えず自らを相対化しようとするもの

であり、そのようにしてでしか自らを立ち上げることができないものである。

　なぜならば、「遊び」は、それ自身の姿でさえも圏定化しないからである。したがって、

そのような行為に対する解釈も、そのつどごとに成立するものとしてしかあり得ないとい

うことになろう。つまり「造形遊び」とは、子どもたちの多義多様な活動の函数として、

自らの姿をも相対化することでしか自らをつくりだせないため、必然的に「造形遊び」を

形成する理論はそれに比例するように多義多様に展開されることになる。

　したがって、そのすべてを秩序立て、定式化し、一般化してしまうことはできないこと

になる。そして、「造形遊び」に対して何らかの固定的な定式を要求するということは、そ

の真意から離れしていくということに他ならないということになる。

　以上のことを、記号論的なレヴェノi／83からとらえ返してみれば、子どもたちのそれぞれ

の行為に対して成立するそれぞれの解釈は、それぞれのケーースにおける「造形遊び」のモ

デル（定式）を形成する理論として考えられることになる。つまり、「造形遊び」とは本質

的にその意味が固定化されることを拒む、「文化のフェティッシュ化現象」に対する自覚的

な実践を保障しようとするものでもある。

　そのことから、「造形遊び1の論理は、単に「造形遊び」に、そのつど、具体的な姿を与

える形式化のための、モデル形成のための理論によって生きているものではなく、モデル

形成という形式化によって排除された、外部をもカバーする理論によって生きていること

になろう。

　以上のように「造形遊び」を保障する理論は、モデルを産出する理論であると同時に、

モデルを形成する理論を産出する理論でもあるため、それを体系化しようとすれば必然的

にメタ・レヴェルへと移行せざるをえないということになり、それが「造形遊び」の論理

が孕んでいる函難さであるといえる。このことは、クリステヴァによって定義された記号
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論に通平するものである。

記号論は、そのつど、自己の対象かっ／またはモデルのたえざる評価を行ない、これ

らのモデル（したがってそのモデルを借りてきた科学）を批判し、（普遍の真理の体系

としての）自己を批判するということである。記号論は、諸科学とつねに進行中の理

論的過程の交錯であって、一科学として、ましてや科学そのものとして固定されない。

それは開かれた探求の道であって、自らに言及する、いいかえれば自己批判を行なう、

不断の批判なのである。記号論は体系として呪え立つことなく、自己にモデルを与え

る（自らを考える）ことのできる思考のタイプである。しかし、この自己への回帰は

循環ではない。記号論的探求とは、（中略）ただ自分自身がイデオロギー的行為である

ことのみを公式に認め、そのことを否定し、あらためて出発しなおす、そうした探求

なのである。（申略）それゆえ、いかなる記号論も、記号論の批判としてしか形成され

ない。184

　記号論は、体系となることなく、モデルと理論の形成の場として、自らに異を立てるこ

とのできるものである。185

　「造形遊び」も同様に、子どもたちの多様な造形的な活動にかかわって、その暫定的な

それぞれの局面、すなわち共時態においてモデル及びそのモデルを形成する理論を成り立

たせ、体系となることなく、絶えず自らに異を立て、そのつどごとにあらためて、自らを

つくりだしつづけていこうとするものであるといえる。

　しかし、西野は、以上に述べた困難さを踏まえたうえで「造形遊び」の論理について次

のように述べている。それは、〈私〉（〈原一私〉をその根拠とする〈私〉）による〈私

〉独自の世界の解釈と意味付けとして、子どもたち自らが、自らのつくり出したものを一

種のテクストとしてとらえ、それを変形したり、解体したり、再構成したりする行為を展

開することによって、不断に新しいテクストをつくりだしつづける、そのような子どもた

ちの造形による意味生成の在りようを保障しようとするものである。186

　それは「制度」の制度性を、子どもたちひとりひとりのく私〉のく生〉の重層的な在り

ようによって解体するとともに、新たなく意味〉として不断に生成し、展開しつづけてい

こうとするものであると考えられるのである。

　以上のように「造形遊び」は、内在するメタ・レヴェルにおける理論による被保障的性

58



格と、それとかかわる「文化のフェティシズム」の強制力に対する無自覚ということから、

「遊び」の概念は曲解され、当初、西野が期待していたようには理解されてこなかったと

いうことができよう。

　そこで磁び」は、仕事や学習などといったものに対比してとらえられてしまったため

に、その僧階の固定的な概念を切り崩す可能性としてのく遊び＞18？という意味は、そのy文

化のフェティシズム」の強制力のために失効し、低学年時代のお遊びのレヴェルとしての

理解にとどまるという結果を招くことになったといえよう。つまり、「造形遊び」が低学年

時代のお遊びのレヴェルとしての理解にとどまるという結果を招くことになったのは、そ

の論理に内在する繊細で、両開価値的な言説188が「文化のフェティシズム」の強制：カの下

で定式と履き違えられ続けてきたためであるということができよう。

　そこには「制度」の制度性189という問題が潜んでいるため、「造形遊び」の論理の本質を

明確にとらえるためには、「制度」の制度性という問題、すなわち、「文化のフェティシズ

ム」という問題を本質的な意味においてとらえる必要があるということになろう。

　なぜならば、「造形遊び」の困難さとは、「制度」の制度性、すなわち「文化のフェティ

シズム」の強制カへの自覚をその転回点として別の体系化の可能性へと飛躍しうるものと

して考えられるからである。そのことをより理解するには「肝腎」をめぐる問題としてと

らえ返すことも必要であろう。

　なお、「制度」とは「言語」の問題と不可分であり、また「言語」とは、一面においては

避けることのできない綱度」化への種子をもつものではあるが、他面においては広く（コ

トバとしての）言語活動として、すなわち差異としての差異を生む差異化の活動として、

我々のく生〉から湧出するといえるものである。

　なぜならば、それは我々人間にとってのコスモロジーの源泉であると同時にフェティシ

ズムの源泉でもあり、それは主体、及びその世界の成立と不可分なものとして、その根源

にあると考えられるからである。したがって、子どもの論理に基づく造形的な活動を保障

しようとする「造形遊び」の論理とは、体系化を拒み、絶えずっくり、つくりかえられる

ものなのである。

（3）　「制度」と「言語」

①「制度」と「言語」の過剰性

　ここでは、「言語」を本質的に両面価値的なものとしてとらえ返すとともに、あらゆる文
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化的な営為の源とする視点に基づき、我々ひとりひとりのく私一生〉と「制蜘にかかる

諸問題をとらえ返すためにフェルディナン・ド・ソシュールの言語理論をより発展的にと

らえ返したといえる丸山圭三郎の言語理論をとりあげる。そのうえで、ジュリア・クリス

テヴァによるテクスト概念もとりあげることにする。

　丸山は、「言葉」とは次のようなものとしてとらえることができるとしている。それは、

その発生のレヴェルにおいては固定的な意味を全くもっていないものであるが、発生と同

時に固定的な意味を有することを義務付けられているものである。1goつまり、「雷葉」とは、

丸山によって両面価値的なものとして定義され、我々の文化の創造の根源に据えられるこ

とになる。「言葉」が世界を分節し、意味を与え、それぞれに特有の世界観を創造するとい

うのである。

　丸山にとって「文化」とはy非在の現前以外の何ものでもない。191「言葉」が両面価

値的なものである以上、それによってつくられた「文化」すなわち世界観が、R常的なコ

ミュニケーション・レヴェル192において特定のコードと化して沈殿するように惰性化して

固定的な「制度」と化し、我々を支配するようになるという事態は避けられない。我々は

「言葉」によって人為的恣意的につくられた「制度」を、ア・プリオリなものとして錯覚

する状況の中に閉じ込められているのである。それが「文化のフェティッシュ化現象」で

ある。

　「文化」とは、「シンボル化能力の産物193として本能の図式には書かれていなかったも

の、人間だけが過剰として生み出したといえるものである。194なお、その「過剰」につい

て丸山は、人間はランガージュの所有によって動物とは断絶し、二つの質を異にする構造、

すなわち種のゲシュタルトと文化のゲシュタルトの中に生きているというところから出発

しようとするものであるとしている。195

　種のゲシュタルトとは、「身分け構造」196のことであり、それは四物一般がもつ生の機

能による種独自の外界のカテゴリー化であり、身の出現とともに世界が地と図の意味分化

をとげ、それにかかわる身の方も世界を介して分節される構造」197のことである。そのこ

とについて、丸山は次のように述べている。

そこでは身体的個体は定位されても自我はなく、雷語以前一すなわち言語による「主

客二分」以前一の感覚濡運動的分節が行われる。人間を含めた一切の動物は、この本

能に基づく目的連関が作りあげる網の鼠によって沸々と湧出するくピュシスphysis
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〉の生成運動を過不足なく掬いあげ、生存のために有用／無用、有害／無害、等々を

弁別し、安全な道を選び取っているのである。198

　丸山は、弔問だけがそのような本能の図式に加えてもうひとつのゲシュタルトを糧剰

物としてもってしまったという。その「過剰物」とは、「文化」の根拠としての「シンボ

ル化能力とその活動という広い意味での書葉によるゲシュタルト、すなわち「言分け構

造」のことである。199

　ランガージュとは、「言分け構造」をつくりだす「起動因としての力」200に他ならないと

し、人間は、ランガージュによってシンボルを生み出し、そのシンボルによって過去と未

来を作り、吟、ここ」という時・空を超え、非在の現前を知り、そのことによって「文化」

を形成するという。2⑪1

　そのことについて、丸山が「文化というものは、そもそも本能図式にはなかった『過剰』

としてのシンボル形態によって、産み出された共同幻想なのではないか」202と述べている

ように、「文化」とは「コトバによってつくられた世界像のゲシュタルト」203以外の何もの

でもない。

　丸山は、1過剰」である第一理由として、それが「身の延長だからである」と述べている

2G4l間は、ポジティヴな世界をゲシュタルト化する身分けに加えて、ネガティヴな差異に

基づく平俗の世界を言分けるからであり205、そのことは動物一般にはない「現在、過去、

未来」といった時間概念、及び「背後のあそこ」と「前方のあそこ」といった空間概念を

生み出すからであると述べている。

　第二に、それが生物体としての人間にとっては存在しなかったく意味＝現象〉を、文字

通り身の延長である人工的道具によって拡大生産するからであると述べている。2。6つまり、

人間は道具を介在させることによってはじめて存在するといえる極大・極小のものを、自

らにとってのく意味躍現象＞2。7とすることができるというのである。そのことについて、

丸山は次のように述べている。

我々人間にとって、森羅万象は常に何らかの意味を担った現象すなわちく意味瓢現象

〉として環出していることは確かなように思われる。またこの〈意味＝現象〉は、ま

ず意味をもたぬ対象が知覚され、ついでこれに何らかの意味が付与されるといったも

のではなく、知覚されるものは聖篭た意味であり対象であって、この二つが不可分で

61



あることも確かであるようだ。我々にとっては、端的にく意味置現象〉以外の事物は

知覚されず、存在しないと言ってよいだろう。しかし、ここでいう意味とは、単に言

語的なもの（瓢語彙的意味と機能的意味）を指しているのではない。現に我々は、名

も知らぬ事物を知覚し、意味のわからぬ物音に反応する。言語としての意味をもたぬ

雑音も、それが非定常音の場合なら五万ヘルツを超えない限り、また定常音の場合な

ら二万ヘルツを超えない限り、人間にとっては立派なく意味置現象〉であるために聞

こえていることを忘れてはなるまい。このように〈意味瓢現象〉は、時にく意味＝音

〉であり、〈意味躍形〉であり、〈意味瓢色〉であり、〈意味瓢味〉、〈意味＝契〉、

〈意味瓢感覚〉等々という形をとって現出する。〈意味瓢現象〉というタームで用い

　　　コ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レドベン

られる意味とは、人間という動物の〈生への関与性〉のことであり、狭義の意味を

もたぬ現象でもそれが我々に知覚されるのは、その現象が我々の〈生への関与性〉を

もつ限りにおいてなのである。2。8

　これが第一次分節としてのく身分け〉である。しかし、人間は、そのような本能の図式

に加えてもうひとつのゲシュタルト、すなわち〈書分け〉を「過剰」としてもっており、

そのことから生物体としての人間にとっては存在しなかったく意味＝現象〉をもっことに

なってしまったという。20噂したがって、人間は、純粋な〈身分け〉のレヴェルではなく、

つねにすでに〈言分け〉られたく言分けられた身〉を生きざるをえない存在である。

　また、そのことについて丸山は「言葉はそれ自体がひとつの過剰であると同時に、過剰

なく意味＝現象〉をもちたいと願う欲望の源でもあるのだ」210と述べ、嗜分け構造」の「過

剰性」、「非自然性」ゆえに、人間は「生物学的欲求」を失い、「文化的欲望」を生み出すこ

とになったとしている。211その欲望について丸山は次のように述べている。

〈言分け構造〉は、〈身分け構造〉が破綻して自然との問にできた空隙を埋めるため

に案出された「ホモ・デメンス用の松葉枕ではなく、非自然的な欲望の源泉であり、

これをもったが故に本能の歯車が狂い出し、徐々に、そしてある時点からは急速に、

〈身分け構造〉の破綻をきたしめたのであった。212

欲望は欲求と違い、必要：ないし欠乏を補うことによって充足されるようなものではなく、

非本能的なものであるとともに「過剰」なものである。そして、欲望とは、その根源にあ
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るのはコトバであり、そのような「過剰なるもの」としての「コトバの産物とされる〈

自我〉の欲望ということになる。213

　丸山は、〈自我〉について、血や肉や骨から構成されている一個の袋ではないとし214、

また、我々人間がコトバによってっくりだした文化のゲシュタルトであるとともに、我々

人間のひとりひとりのく生〉にとって、つねにすでに作られた秩序あるいは構成された構

造として与えられているラングにおいてコトバが担っている三者の意味」215によるとし

ている。

　なぜならば、それは、「社会・文化的象徴界に生みおとされた幼児の意識の冒覚めはコト

バの習得と共起的であり、そのコトバがく自我〉という概念に根拠を与える」216からであ

り、我々は、その出生時も含めて、つねにすでに社会的な存在として「文化化」217されて

いるからである。そのことについて丸山は次のように述べている。

幼児は（中略）、本能の破綻したヒト特有の未熟腔故に、生のエネルギーを身体によ

ってのみゲシュタルト化できない存在である。そのために、幼児は他者のコトバによ

　　み
って身と外界とを同時に分節しっっ意識を獲得し、次第に自我を形成するほかはない。

218

　幼児は、他者のコトバを習得することによって、本能を破綻させた人間に特有の規範な

いし基準としてのゲシュタルトを形成するといえる。そうしなければ人問に特有の文化化

された世界を生きることはできないということになる。219

　自我がコトバによるものである以上、実体としてあるものではなく、あらかじめ確固た

る自己同一性を備えた自分と他人という実体が、契約を結んでひとつの関係に入るという

ものでもない220。それは「関係」があってはじめて生じるものである。そこで確認される

自我は、一方で、我々の意識の表層に位置するとされるものでもあり、そこで自我を形成

するコトバとは、社会コードとしてのうングということになる。

　なぜならば、「言語（ラング）とはいわばコギト的自我と既成の一義的意味が関わりあっ

ている世界」221であり、自我は「表層意識において他者との同一・19iによってのみ形成され

る」222ものとされるからである。そして、我々の意識の表層は、物象化したコトバすなわ

ちラングによって形成されているのである。

　それは、流動的で非固定的な意識の深層の「複数の“私”である自己」223からの突き上
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げに対する自らの二一性の確保を自己間一性の錯視によってかろうじて保っている「他者」

であるということ：ができる。

　コトバはランガージュとして、人間の意識の表層（ラング）においてと同じように、深

層においても活動しており、それは制度化される以前の表出行為でもあり、表現と意味が

共起的である身振りやメロディー、リズムと通害するコトバであり、複数の自己と多義的、

流動的な意味がかかわり合う世界である。224

　そのようなコトバにおける深層においては、特定の指向秦野をもたない多義的シンボル

として、絶えず図と地を反転させながら動き戯れているのである。

　したがって、そこでは自我としての主体は壊乱し、逆に限りないく主体の多様化と生成

〉の動きが生みだされることになる。225つまり、「複数のく私〉』とは、表層意識において

こそ非合理的存在ではあるが、デカルト的理性を基準にしてのみ非合理的なものであって

226 A深層意識においては多様化された主体としてのく私〉とされるのである。227

　丸山は、それを丁丁化以前の私的なものであって、「私的幻想」228の領域と呼び、そこに

はく規制するもの〉としての主語く我〉とく規制されるもの〉としての述語く思う〉の関

係は成立しないという。229つまり、「表層におけるノエマ的自／他の境界線が取り外され、

両者は分離されつつ融合し、融合しつつ分離される」230ところの、「過程にある主体」231の

みが成立することになる。

　このことについて丸山は「すべての人間は内部の他者に語りかけ、また同時にコトバと

いう他者によって自我を形成していく」232と述べている。

　井筒俊彦も、コトバの本質的な意味をその第一次性としての、あらゆる存在（文化）と

それに応じる意識の生成という点に求め、両者の重層的な在りように着目し、「自我」と「自

己」の関係について書及している。

　井筒は、人間の真の実存的中心を意識の深層における「自己」に求めるが、それが近代

以降の機械論的な世界というカオスに対する数量化によって形成される均一的な世界像が

もたらすレヴェルにく生〉の中心が置かれてしまうとき、人間実存の中心は「自己］から

遊離して、実存の表層の活動の中心点としての噛我」に置かれることになるとしている。

233ｻこで我々ひとりひとりのく生〉の意味はすべて均一化されてしまうことになる。この

ことについて井筒は次のように述べている。

生の日常性のレベルにおいて主役を演じる主体性は、（中略）噛我」、つまりセルフ
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から区別された意味でのエゴであります。噛我」の働きを中心とする日常的生活世

界においては、人は、自分自身、および自分が主体的に関わり合ういろいろな客観的

事物の存在性について疑間を抱かない。つまり、自分と世界とが、現に自分の見たり

考えたりしているのとは本当はまるで違ったものなのではないか、などということは

思ってもみない。234

　目常生活世界では人聞のものの見方も、感じ方も均一化され画一化されていくことにな

る。235そして、エゴが猛威をふるう世界には、セルフに基づく深層的間主観性の統一態の

成立の余地は残されていないことになる。236人間実存の中心としての深層における噛己」

とは、自分以外の他のすべての人々、他の一切の存在者と自分とがじかに触れ合い、そこ

に「緊密な間主観的統一態が即座に成立することを可能にする枢要な原理」でもある。237

　自我は、人聞が「一個の充全な人格」として存立するためにはなくてはならないもので

ある。それは実存の深み、すなわちセルフと直結していなければならない。そうでなけれ

ば、人間は噛己疎外、自己喪失」に陥ることになる。238このことについて井筒は次のよ

うに述べている。

エゴは、「自己」という多層多重構造のごく一部、つまりその表層領域であるにすぎ

ません。（中略）「自己」それ自体には、それぞれが根本的に異なる仕方で機能する幾

つかの異なったレベルがある。そうであればこそ、存在の多層構造に応じることがで

きるのです。「自己」の全体のみが、すなわち己れの深さと広さとを徹底的に自覚し

た意識のみが、多面的存在リアリティの無限の広さと、測り知れぬ深さとの全貌を正

しく見通すことができる。存在の世界は果てしなく広く、底なしに深い。噛己」も

また果てしなく広く、底なしに深いのです。239

　「自己」とは、コトバによる分節化に基づく、意識の表層と深層、及びそれに伴う世界

の存在構造、すなわち文化の存在構造の多層多重性の全部を「観想的に一挙に自覚した主

体性」のことなのである。240

　ところで、「自我」とはコトバの産物であり、他の動物一般と共通するような本能による

行動規範というものではない。人間は、「言分け構造」という過剰なものをもったために、

本能による行動規範としての「身分け構造」が破綻し、つねにすでに「言分けられた身」
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を生きざるをえないのである。したがって、純粋な「身分け構造」のレヴェルを設定する

ことができず、人間は、純粋な生物学的欲求はなく、すべて文化的欲望であるということ

になったという。

　竹田青嗣は、エロス論的な立場から、噛我は『欲望』である」241とするとともに、エロ

ス（欲望）は、世界を「構造化」し「秩序化」する原理であるという。2t12

　竹田は、このエロス原理を分節の根源であり、「世界」を秩序づけ、構造化する「当のも

の」である243として、この原理によって成立する人間の世界を、認識された「世界」では

なく、殊わわれているものとしての『世界』」、つまり、「快苦」、嘆醜」、「よし悪し」（善

悪）といった価値的世界に他ならないとしている。244そのうえで、噛我iと「欲望」につ

いて次のように述べている。

噛我」とは、唯界」のありようを「快苦」、「よし悪し」、「美醜1として（つまりエ

ロス的世界として）感じ取るカとしての「幻想的身体」であり、そのようなものとし

てひとつの「欲望」なのである。245

　竹田は、自我とは、単なる「関係の意識」246（主観的な自己、及び対他的な関係につい

ての意識）ではなく、「なによりもまず、エロス的な『欲劉」247、すなわち、世界に「感

応」しているものであり、その憾応」の意識こそが「関係」の概念を呼び寄せることに

なるという。248そのことによって人間の身体は幻想化されていくことになる。

　竹田は、人間の欲望は、幼児期におけるような生理的身体から自我の領域へと移ってい

き、エロスは、「自己自身のなかに自分の『アイデンティティ』を確立すること」249に密接

にかかわることになるのであるとしている。そのような自我の欲望は、必ずしも身体と対

立するものではなく、自我自身が人間にとっての独自のく身体性〉を形成することになる

という。250したがって、人間の身体は、単なる生理的な身体ではありえないのである。251

　また、竹田は「欲望」の本質は撃墜の安定」にあるというよりも、iただエロス的な存

在可能」という点に認められることになるとしている。252なぜならば自我は、世界に感応

し、関係の意識、すなわち「物語」を欲望するが、それは自我の安定のために、その完全

なる充足が不可能であるがゆえに嘘の物語」253を欲望しつづけるのではなく、欲望する

のは、エロス的審級（美しいもの、エロティックなもの、よいもの）として現われるから

であるということになる。254つまり、「欲望」は、「自我の安定」というゴールに到達しな
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いということで「果てしないもの」であるのではなく、つねに新たなエロス的強度に向か

うことが可能であるからである。255

　そのことから、人間の欲望は「『自我』の欲望」であり、それは「『自我感情』、つまり『わ

たしが何物であるかということ』についての自己確認の意識が、人間にとってもっとも重

要なエロス的原理だということにほかならない」256ということになる。

　以上のことは、丸山の「言分けられた身」の概念につながるものでもあるといえる。丸

山は、〈身分け・言分け〉理論は擬似発生論的仮説であるとして257、人間存在とはく言分

けられた身〉であって、権利的存在として立てたく身分け構造〉は、つねにすでに変形さ

れ、破綻していると述べ258、人間の置かれた世界分節は二重分節構造であるとしている。

　人間とは「今、ここ」において、〈身分け構造〉とく言分け構造〉と後者の物象化した

意識であるくノモス＞259によって縦に貫かれている存在であり、〈身分け〉られつつく言

分け〉られ、〈言分け〉られつつく身分け〉られて存在するものである260ということにな

る。そして丸山は、そこに「欲動」261の発生をみようとする。

　以上に述べたように、人間存在において確認できるのはく言分けられた身〉だけであり、

「欲動とは、文化的欲望によって生理的欲求の図式が壊れたため生じたカオス、すなわ

ち人間の破綻した本能のゲシュタルトによっては掬いきれない「生のエネルギー」として

262 Aその「破綻した〈身分け構造〉」263から生まれるのである。

　したがって、「欲動とは、「ヒト特有のデフォルメされた生のエネルギーのことであり、

動物一般に見出される〈本能〉ではない」264ということになり、人間が〈言分け構造〉と

いうゲシュタルトをもってしまったために、〈身分け構造〉という本能のゲシュタルトが

破綻し、その破綻したく身（〈言分けられた身〉）〉の裂け目から噴出する「生のエネル

ギー」のことである。それはく言分けられた身〉の網の目によっては掬いきれないもので

あって、文化的欲望によって生理的欲求の図式が壊れたために生ずるものであるともいえ

よう。265

　丸山は、ランガ・一一L一ジュをもつ以前には、〈身分け構造〉が過不足なく掬ってくれていた

自然が、文化の網では掬い切れないカオスとして存在し始め、これが日常の生活にまで氾

濫する266として、その発生における「過剰」なものとしてのコトバ、すなわちコスモス（ラ

ンガージュ）との共起性を指摘している。

　したがって、動物に存在しないカオスやエスや無意識が人間においてのみ発生したのは、

コスモス（〈言分け構造〉）が生じて自我や意識を生み出し、〈身分け構造〉を破壊した
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瞬間からであるということになる。267丸山は、そのようなコスモス及びそれと共起するカ

オスとをひとつの連関するものとみなして、それをくカオスモス〉と呼んでいる。268

　なお、宇波彰はこのことについて次のような指摘をしている。

カオスとコスモスは、カオスモスとなってはじめて関係性が成立する。概念がそれぞ

れ孤立している状態が実体論の世界であり、概念が相互に干渉し、浸透しているのが

関係論の世界である。実体論は、関係性を設定しないものである。269

　この指摘のように、丸山はあらゆる実体論を退りぞけ、カオスとコスモスを、実体的な

順序性においてとらえられるものではないとしている。そして、〈カオスモス〉の関係性

について、丸山は次のように述べている。

「今、ここ」でこそカオスが絶えずコスモス化されていても、カオスはコスモス以前

にあったものではない。カオスはコスモスの産物であり、しかもカオスが再びコスモ

ス化されることによって新たにカオスが登場するという円環運動が起きている．〈外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ノン　サヴオワリル
部〉はく内部〉の産物として共起し（瓢カオスモスの概念）、（中略）〈非篇知〉自

体がコトバの産物であって、実体的なア・プリオリではない。27。

そのようにして生じたカオスは、欲動の形をとって無意識から噴出することになるとい

う。そのことについて、丸山は次のように述べている。

意識野でこそ人間はこのエスを文化の網で自我化し、丁丁化して〈自我〉のアイデン

ティティを保とうとするが、その夢や夢想、無意識界においてはく私的幻想〉が荒れ

狂い、ともすれば日常のく平岡幻想〉の世界にまで溢れ出ようとする。〈私的幻想〉

の領域というのは、かくの如く下から噴き上がる〈欲動〉と、上から抑圧されて下り

てくるもろもろのく欲望〉の集積場にほかならないのである。271

丸山は、カオスとは分節化以前の連続体であり、いまだ意味化されない生の動き、ある

いはまた、絶えず〈形〉になろうとするく力〉のことであるという。272

　ここで「カオスとは分節化以前の連続体である」とはいっても、論の便宜上のものであ
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り、本質的には、分節化され、コスモスが生まれることによってはじめて発生するもので

ある。「制度」とは「言語」に基づくものとして過剰であるため、固定化し子どもたちひと

りひとりのく私一生〉の意昧を規制するが、そのカオスとしての両義性が保障されるとき

く私一生〉の意味は柔軟なものとして発揮されることになる。

②カオスモスの運動

　前項①で述べたように、過剰なものとしてのコトバとは、本来的に両義的なものである

ため、そこから生まれるあらゆる人間の文化もまた両義的なものであるといえる。そのこ

とは、さらに人間存在の両義性を意味しているともいえる。人間のく生〉とは、ひとつの

ところに固定されることなく、柔軟で相互浸透的な関係性において不断に動いているもの

であると考えることができる。

　コスモスとは、その発生のレヴェルにおいては、〈生〉のエネルee“一一一がコトバによって

絶えず図と地に二分されながらも、本来的にはとどまることのないくコードなき差異〉が

戯れる流動的文化のことである。273他面でそれはくノモス〉として、動きつつあるゲシュ

タルトが停って物化され、制度化されたもうひとつの文化の世界を意味するものでもある

といえる。274

　しかし、両者が別々に存在しているのではなく、コトバとしてのコスモスにはノモス化

された部分と、未だノモス化されていない部分とが相対的、同時的にあるということにな

る。

　丸山は、以上のことにかかわらせっつ、先に述べたその本質的な過剰性の意味に基づい

て、＝トバと意識は共起的で不可分なものであるとし、次のように述べている。

コトバとともに生れるのは、非本能的意識の一切、すなわち自他意識、時間空間意野

生と死の意識、エmティシズムとしての性の意識、等々がそれであり、人間にあって

はコトバの習得と意識の発生・発達とは同時進行的現象であって、この二つは表裏一

体を成しているのである。275

　そのうえで、丸山は「『コトバによって身が分節され、事物が存在を開始する』というテ

ーゼは、単に『コトバがカテゴリーを生み出す』という認ue　：存在論的な働きを意味する

にとどまらない」276として、人間における平門の現前化能力としてのコトバの習得と意識
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の発生・発達との岡時的進行性を指摘している。277

〈言分け〉られた時・空のなかに生みおとされる子供は、個体発生と社会発生とを同

時に実現していく。つまり子供は、生活にかかわる認識上の総合を文化のただなかで

行なうことになるのである。278

子供の意識の目：覚めはコトバの習得に一致し、コトバのみがく自我〉という概念に根

　　　　　　　　　　　　　　　　　みわ
拠を与える。これは三時に、個体がく身分け構造〉に対して距離と自律性をもつに至

る事態でもあるのだ。より正確にぽ吟、ここ」での私たちの身にく畔菅け〉られた

過剰なく意味鷺現象〉群が沈殿し、そのために侵蝕された身が、外界をあたかもコト

　　　　　みわ
バ以前にく身分け〉ているかのように錯覚させられている、と言うべきかもしれない。

279

　丸山は、そのようなmトバと共起する意識には停滞し硬直化した表層の意識と、流動的

な関係の網である深層の意識の二層が相対的に存在するとし280、その「表層意識・深層意

識の総称であるコトバと共起的なく意識〉は、全体として＜a・conscient＞とも呼ぶべき無

構造のく欲動〉に対立する」281としたうえで、「この連続的なカオス、不可知的な他者こそ

が、語の本来の意味での『意識を欠く状態』すなわちく無意識〉なのではあるまいか」282

と述べているように、連続体としてのカオスは、いまだ意味化されないく生〉の動き、あ

るいは、絶えずく形〉になろうとするくカ〉ともいわれるものである。

　カオス篇無意識は、コトバ＝：意識の登場以前から、すでに存在しているという実体的な

ものでも、本能残基でもない。それはあくまでも「コトバが生み出した産物であり、内部

と共起する外部」283としてとらえられる。

　コトバの習得と意識の発生とが共起的であるならば、ノモス化されたコスモスと、ノモ

ス化されないコスモスとは、それぞれ表層の意識と深層の意識として、ともに人間の意識

と身体を縦に貫くものであるということができる。284つまり、コトバとは「制度」として

表層の意識に働くとともに、コードなき差異として、すなわち特定の指向対象や固定的な

意味をもたない多義的象徴として、深層の意識に働くといえるものである。

　そのコードなき差異は、いまだ身分け的にも書分け的にもく意味瓢現象〉たり得ない、

「シーニュ化を求めて彷濁する意味可能体」というく生〉の動き285において、形を絶えず
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つき崩す動きと、動きを絶えず形とするカの舞台において発生するものであり、そこにコ

スモスの組み替えが起こる國があるということができる。286

　そのことは「文化のフェティシズム」に対して自覚的な実践の在りようを提示するとい

えるものであり、丸山がいうように、系統発生的にも個体発生的にも、ヒトのく身〉はく

言〉によって壊される経過をたどり、〈身〉がく言分け〉られるたびに生物学的な本能図

式の裂け目は大きくなってカオスが増大し、私たちはそのカオスを再び〈言分け〉ていか

ねばならない。287

　我々がノモスの中にのみ住まうことも狂気であり、意味＝現象以前の連続体としてのカ

オスにのみ住まうことも狂気に他ならず、そこでは「シーニュ化を求めて彷灯する意味可

能体」というく生〉の動き、あるいは形を絶えずつき崩す動きと、動きを絶えず形とする

カの舞台において発生するコードなき差異によるコスモスの組み替え、すなわち、新しい

く意味〉を生成するということであるといえる。

　したがって、「文化のフェティッシュ化現象」、すなわち「制度」の制度性に対して自覚

的になるためには、それを二項対立的な枠組みにおいて否定するのではなく、門渡」の

我々の〈生〉にとって不可避的な宿命をfカの場」において解体し、新たなく意味生成〉

へと変換することが必要となるのである。

　人間は「過剰」としての「コトバ」をもったがゆえに、自らの本能図式を破壊するとと

もに他の動物にはないカオスを生ぜしめ、そのカオスに形を与え、分節化を行なわなけれ

ば生きていくことのできない存在になったといえる。

　したがって、人間にとっての「過剰」なもの（非自然的なもの）の獲得こそが「制度」

の吟、ここ」における起源であり、自らの在りように対して自覚的にならなければなら

ないということになる。でなければ、我々のく生〉は硬直化し、自らの薪しいく生〉を生

きるということはできないということになるであろう。

　我々は、自己の自：覚的な実践の在りようによっては、rl・一ド化され、ノモス化されたコ

スモスと、未だコード化されない、ノモス化されていないコスモスと、未だ分節化されて

いないカオスとの同時的な往復運動（対話）を行うことが可能になるということができる。

　そのことは、例えばコミュニケーション・レヴェルにある一義的とされる制度化された

「言葉」に切れ目を入れ、それをそれ自身にとって異質で、コミュニケーション・レヴェ

ルにおいてとらえることのできないコードなき差異に変えることによって、ある対象をテ

クストとみなすことができるようになるといえよう。
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　そのことは、狭義の「言葉1はもとより、研作」や「音楽」、「絵画」、「彫刻」等々とい

ったすべての表出・表現活動にも認められるものである。

　それは、丸山によるソシュール解釈における記号（シーニュ）に対する五段階にわたる

解体の過程（「五罪階にわたるシーニュのd6construction」）へのf読み」において示唆さ

れているといえる。288

　第一に言葉＝実在（意味）のラベルという言語観の解体、第二に門葉＝意味としてのシ

ーニュの自存性の解体、第三に関係の第一次性の解体、第四に差異の解体、第五に人称的

な主体の解体（言語的な分節化による固定性から匿名性へ）という一連の過程を指すもの

である。そのことについて丸山は次のように述べている。

第一の解体の対象とされたく指標Anzeichen＞としての言語記号が、物象化したノモ

ス（蹴ラング・・特定共時態としての個別文化）内のものであるとすれば、第二の段階

のく表出Ausdruck＞としての記号はむしろ本来的な言葉の姿であり、その性質はコ

ード内関係態となるものではあっても（第三段階）、あくまでも非実体でしかなく（第

四段階）、それがまずはくコードなき差異〉として発生する場が第五段階であった。289

　ソシュールは「mゴスの平静9。」を破棄するために、指標としての記号的な意味におけ

るコトバをシーニュへと解体するとともに、シーニュそれ自体の自存性を解体するために、

「関係の第一次性jを提示したことになる。

　関係の第一次性も、先の記号（シーニュ）と岡様に解体され、そして、体系の一次性・

実体性の否定とともにシーニュそのものの存在が否定され291、「言語には差異しかないll　292

ことになるのである。そのようなテーゼもまた静態的な視点に過ぎず293、本質的にはく動

き〉としての差異化現象だけしかないことになる。294

　そこでは、「初源的な動き」として、その合目的性は否定され、意識的運動主体（合目的

的、主述的、線状的、排除的、自己二一的なものとしての主体）は解体されることになる。

　以上のことから、「〈言分け構造〉と言う名のコスモス（＝ランゲージza・＝＝人間文化）の

幅」295及び「その流動性」が明らかになり、コスモスの両極の存在が明らかになる。

mスモス内にあるノモスの反対の極である記号発生の場にあっては、表現と内容を切

り離すことのできないく不透明な存在〉としてのコトバが生れる。人間の視線はこの
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コトバを通りこしてその先にある意味や事物を見ているのではない。人はこのコトバ

を見ているのであり、視線はコトバ自身の肉体の中にとどまる。ここでは発話情況で

起きるく出来事きv6nement＞を通して、それまで未分節であったくモノ〉がコトバと

いう干肉現象を通して差異化され、〈コト〉化されるのである。296

　ランゲージ＝・・＝コスモスは、その両極に透明な記号と不透明な非記号とを同時にもちう

るもの、すなわち同時的な出来事と構造、多義的シンボルと一義的シンボルの重層的併存

として考えられる。その位相において、それは人間に特有の非在の現前化能力として、必

然的に「身振る、歌う、描く、彫る、話す、書く」といった一切のシンボル化能力とその

活動を指し示しうるものであると解することができる。

　そこでの、すべての有意的活動には、発生時におけるコトバの在りようである未だコ・・一

ド化されない差異としての（未だ特定の指向対象を有さない）多義的シンボルがある。そ

れはコスモスの生成過程における「絶え間なく動く波動であり、相互的に戯れる差異群」

297ﾅあるとともに、常に不安定であり完結されることのないく交感〉の極と、硬直化した

コード内の対立のもとで機能するく伝達〉の極があり、我々は同時に両者の中に生き、両

者の問を往復していることになる。298それは「生の円環運動」の論理につながるのである。

　テクストとは、ある特定の定式なしには成立し得ないものであり、その定式も固定化さ

れたものではなく、排除された外部によって破壊され、侵犯されるために存在するといえ

る。それは、「主語一述語」関係というような文法によって、線状的ないし因果的に規制さ

れたりすることのない言語活動のことであるとともに、そこからはみ出る活動のことでも

あり、言語内において「書語にかかわるタブーに触れること」によって実現される言語活

動のことである。

　そこで設定される「最小の意味機能」299は、「主語一述語」関係ではなく「テクスト的シ

ークエンス」30。であり、そこで設定される最小の意味単位とは、単にひとつの文に限定さ

れることはなく、ひとつの語、ひとつづきの語、名詞文、一パラグラフ、「ナンセンス」な

どとして現われることができるものである。301

　パラグラムとは、クリステヴァによって噛然一社会、法一革命、個人一集団、諸階級

一階級闘争、線的一面的歴史（中略）の組み合わ也が「非一排除的な対立の対をなして

いて、そこでは対話的な関係とつねに繰り返される『侵犯』とが働いている」302とされる

ものである。
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　同じように原田邦夫は「いわばある言説にみられる二重の記載のこと（中略）すなわち

通常の言語記号の分節を用いた記載（「グラム」）と、それに並行しているがそれとはまっ

たく別な分節に従った記載（「パラグラム」）とを同時に読み取れる言説の特質」3。3のこと

であるとする。

パラグラマチスムは、その出発点として、ひとつないしいくつかの文字（ないしは音

素、ただしここでは表現ではなくて弁別標識である）によって具体的に表わされてい

る最小の意味機能を設定する。この「機能」は、ひとつのテクスト的シークエンスと

して展開され（活動し）、その限界に文を置くことはできないのである。こういう観点

からみれば、瞳鎖」も、「意殊を産む鎖」ももはやない。なぜなら並置される「単位」

というものはないのだから。それとは逆に、文字が、フェノーテクストによってジェ

ノーテクストに与えられる「物質的支柱」となる。より適切にいえば、意味を産む過

程の集束（「能記のとりわけて定位された構造」）、無限の産出が固執する意味産出点と

なるのである。3。4

　それは「言語のうちで生じるがゆえに、言語をとおしてしか理解しえない実践」305であ

り、「主体とそのコミュニケーション構造」306それ自体のうちにおいて「社会にとって有用

な旧説（中略）が拗圧しているもの、すなわち主体とそのコミュニケ・一一一ション構造をはみ

出した過程の存在（後略）」307をとらえようとする実践である。そこにおいては、意味生産

にかかるヒ重の地」308を認めることができる。

　そのことは「あらゆる言表を産み出し、拭い消す、生成的かつ破壊的言語、そして伝達

の表面を切り開いて、それによって覆われている意味労働へと向かうためには、なんとか

してこの言語を捕え〔騙し取ら〕なくてはならない」3。9というクリステヴァの言にみるこ

とができる。

　テクストとは、その実相面（表層面：現象面）においてそうであるとされるような生産

物ではなく、二重の地をもった生産性であり、それ自身のうちに自己完結することはない

といえるものである。クリステヴァは、そのテクストにおける「二重の地」ということに

関して、「対話」ということと「対立するものの併存」という考え方を提示しつつ、そのあ

らわれとしての「詩的雷語」をとりあげ次のように述べている。
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詩的野営は、テクスト内部の空間においても、もろもろのテクストからなる空間にお

いても、「二重」になっているのである。ソシュールのいう詩のパラグラム（「アナグ

ラム」）は、6から皇へと拡がっている。すなわちこのパラグラムの領域には「lj（定

義、「真」）は存在しない。ということは、定義、規定、等号（「＝”」）、そして能記一所

記という（階層のある）垂直区分を仮定する記号の概念そのものといったものは、詩

的言語に適用されるわけにはゆかない、ということを意味する。詩的言語は、無限に

拡がる組み合せであり、結合なのであるから。310

言語の構造にさえ刻印されている社会コードの拒絶、社会コードからの自由を求める

常軌を逸した言語素材との接合、詩的言語とは享楽がコードを変革することのみを視

野にいれてコードに身を委ねる場にほかならない。詩的言語は、だから言語構造と語

る主体の形成のなかに否定性を、破断をもたらす。このような「言語」は実践として

読みとらねばならない。言語に固有の体系とともにそしてそれを突き抜けて、主体が

こうむる危険と社会総体のなかに積み上げる賭け金の方に向けて。つねにセミオティ

ックである欲動の侵入、それが否定性の契機、リズムによる意味構造の炸裂、主体の

流動化だ。シンボル秩序のなかへのセミオティックの配置、それが境界、言表行為、

意味作用の時点をなす。弁証法により切り離しえないこの二つの運動は、詩的言語を

いかなる実践の理論をも再考させずにはおかない実践にしているのだ。311

　テクストとは、単なる法的なものでも、侵犯的側面を強調したものでもなく、あくまで

も「o－2」の論理312、社会の禁止、例えば神、法、定義をその限界とはしていない「二

重の地をもち、言語の社会的コードにおいて逆説的に発動してくるもののことである。

それゆえに言語の社会的コードに身を委ね、それを否定するとともに、侵犯し、表層の言

語の秩序に切れ目を入れ、「異質のもの」313との対話の可能性を開くことによって立ち現わ

れる「特有の対象」314である。それは、我々の意識や〈生〉（深み）における根源的なく

意味〉の生起する場との対話の可能性が開示される空間ということもできる。

　丸山によるシ田下ュのとらえ返しによって明らかになった、ランガージュ篇コスモスの

本来的な意味に基づくならば、我々の実践の在りようによって、コスモスの聖と俗の問の

往復運動を行なうこと（ゲシュタルトの反転）ができるとともに、コスモスの発生（ゲシ

ュタルトの組替え）の現場に立つことも可能となる。
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　そのような位相においては、ノモスとノモス外との往復（円環）運動（むしろ一種の弁

証法的運動）だけでなく、コスモスとカオスとの共起的な往復（円環）運動を行なうこと

も可能となろう。mスモスの発生という、根源的な意味の生成（分節化、差異化）される

現場は、「力の場」、すなわち「形を絶えず突き崩す動きと、動きを絶えず形とするカの舞

台」であり、そこで起きる出来事とは、同時に形であり動きでもあるとされるものである。

　テクストの概念が示すように、定式がそれを排除することによって成立する、その背後

の、深層意識の言葉すなわちコードなき差異とは、制度化される以前の根源的なメロディ、

リズム、所作としてとらえ返されるものでもある。そのため、そこで生成された意味は、「0

－2」の論理において振動し、「対話」に開かれ、そこで固定化することなく展開していく

ことになるといえる。

　丸山は、そのような根源的な差異化活動を行なうのは、分断された自我としての豊岡主

観的な供同化された）主体ではなく、その深層にあり、共岡化以前のその人独自の交換

することのできないく生〉を生きているといえる私的幻想の担い手（自我をも含みこんだ

ものとしての自己）としての、アノニムな何ものかとしてのく私〉ということになるとし

ている。

　丸山の根源的な主張は、ある対象をテクストとみなし、そこでの「対話」（ある対象をテ

クストとみなすこと）という行為を通して、根源的な意味生成の現場にまで降り立つこと

によって、それだけにと

どまるのではなく、そこ

からの回帰と、絶えざる

差異化活動である永続回

帰運動としてのく生の円

環運動〉にかかるそれで

あるといえる。3ユ6

　丸山は、円環運動によ

ってこそ対象化を悪とみ

なしてそれを否定するよ

うなイデオロギーの作用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く生の一諾運動〉モデノゾ15

を自覚するとともに相対

化し、それを肯定して、対象化を行いつつも解体し、再び対象化へと向かうという始源も
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終極もない反復の過程に人間のく生〉を解放できるとしている。

　それは、一方の極に停滞し他方の極を捨象すること、すなわち硬直化した構造の内部と

いうノモス化されたコスモスにのみとどまることも、そして、その構造が成立するに際し

て排除された外部というカオスにのみ浮遊することも、〈生〉の在りようから乖離した狂

気になるのである。

　したがって、我々がそのような狂気へと至る途から逃れるには、あらゆる「過剰」なる

ものの獲得にかかわる限り、無根拠な「制度」を自覚し、それをテクスト的な実践を通し

て、意味生成の根源に位置付け、肯定し続けていく運動が要請されることになる。

　このことから、子どもたちが展開する造形的な活動は、〈生〉の流動性によるテクスト

的な実践、すなわちカオスモスの運動であるということができる。

（4）テクストとしての「造形遊び」

　「造形遊び」の論理は、子どもたちがっくりだしたくもの〉を一種のテクストとみなす

ものであり、そこで成される実践を対話的な行為ととらえるものといえる。そのようなテ

クストにかかわる実践には、丸山の言う絶えざる差異化としての円還運動へと開かれる可

能性が秘められており、その論理は子どもたちが展開する造形的な活動の閉じることのな

い展開を保障しようとするものであるといえる。

　「造形遊び」の論理とは、子どもひとりひとりのく生〉の本来的な重層性が発揮され、

その活動がとどまることのない円還運動に開かれ、展開されるとき、「制度jを解体し、薪

たな「意味」として構築していくプロセスの中から可能性として立ち上がってくるもので

あると考える。嗣時に、それにかかわる大人のく生〉の本来的な重層性が発揮され、その

かかわりの活動などがとどまることのない円還運動に開かれ、展開されるときにもいえる

ことであり、そのことは、「制度」の制度性への自覚することによって、その困難さから可

能性へと転換するものといえる。

　丸山の書語理論によれば、「制度jとはコトバの闇題と不可分なものである。したがって

「制度」とは、重層的なものとしてとらえ返されたものが、その表層において硬直化した

ものに他ならない。コトバとは、硬直化した相と流動的な相とを岡時に内包する両面価値

的なものとしてとらえ返されるだけでなく、そのコトバによる分飾以前の連続体としての

カオスとの、動的で相互浸透的な関係性において理解されるものといえる。

　また、コトバとは我々の意識と共起するものである。我々の意識は、コトバの本来的な
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両義性にかかわって、硬直化した相と流動的な相とを、その表層と深層に同時に内包する

だけではなく、それ以前の無意識との動的で重層的な関係性において理解されるものでも

ある。つまり、コトバとは、我々の意識の端緒と連関しながら、その発生のレヴェルにお

いては「制度」化以前のものといえるが、惰性化して固定化することによって、逆に我々

のく生〉の在りようを規制するギ制度」となるものでもある。

　そのことは通史的な起源の問題だけを意味しているのではない。なぜならば、それは、

我々のくいま・ここ〉でのく生〉における起源の問題といえるものだからである。つまり、

コトバは、「制度」化するとき、岡時に我々のく生〉の深みから湧出する「制度」化以前の

コードなき差異といえる。

　したがって、我々がくいま・ここ〉における「制度」化の起源を見極めるとともに、そ

れを、我々ひとりひとりのく生〉の重層的な在りようを根拠とする、とどまることのない

円環運動の中で解体一構築することができれば、「造形遊び」の論理とは、我々ひとりひと

りのく生〉の在りようの中に、そのつどごとに可能性として立ち上がってくるものである

と考えることができる。

　そのような、とどまることのない解体一構築としての円還運動においては、子どもたち

がっくりだしたくもの〉は、子どもたち自らによる自らのく生〉の深みとの対話において、

そのつどごとに残されたものとしてとらえ返すことができると考える。それは、「絶えず変

化する波動の一つの痕跡以外の何ものでもない」317のであり、それをテクストとしてとら

え返すことを意味する。

　以上のことから、「造形遊び」の論理とは、「絶えず変化する波動」においてとらえ返さ

れる子どもたちによる「〈もの〉をつくりだす」行為のひとつひとつにかかわって成立す

るといえるものであり、子どもたちによるひとつひとつの一種の構造化的な行為に対する

二線も、そのつどごとに成立するものといえる。

　なお、そのことは、クリステヴァによって定義された記号論に通じるものであると考え

る。したがって、子どもたちの具体的な活動にかかわって成立するそれぞれの解釈（定式）

は、子どもたちがっくりだしたくもの〉と同様に、テクストとしてとらえられなければな

らない。

　また、具体的な状況に対する解釈項としての「造形遊び」とは、それ自身がそのつどご

とに新たなものとして成立することを意味しているといえる。「造形遊び」とは、とどまる

ことなく、つくり、つくりかえられているものであると同時に、子どものく生〉にとって
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も、また我々大人のく生〉にとっても一回性のものであるといえる。

　以上に述べたように、ある函数的な解釈項として成立するF造形遊び」という考え方は、

絶対的な根拠への同一化をあらゆる意味において拒否するとともに、それぞれが互いに異

なりながらも、そのことにおいてのみ陶じ」ものであって、「造形遊び」を体系化するこ

とはできない。なぜならば、そこでは、あるひとつの消失点に収束するのではなく、それ

ぞれが中心であり、そうであるからこそ、互いに異なるという異質性についてしか桐じ」

ということができないからである。

　ここにいう桐じ」とは、少なくともそのひとつ前に成立した「造形遊び」とは異なる

もうひとつの「造形学的の成立という意味であり、それぞれの子どもたちによる具体的

な活動の状況に対応するかたちで成立する「造形遊び」とは、解釈のレヴェルからみれば

一種の「制度」である。しかし、それが子どもたちのく生〉の在りように対する、読み手

側のく生〉の在りようからの解釈であれば、そのひとつ前に成立した「造形遊び」という

「制度］を成立させつつも、それを解体し、再び「造形遊び」という、それとは異なるも

うひとつの「制度1を成立させ、肯定し続けなければならないといえるものである。

　したがって、そのような文脈においてこそ、互いに異なりながらも「同じ」ものとして

形成される「造形遊び」が成立するといえる。それは、子どもたちがっくりだしたくもの

〉を、子どものく生〉における「絶えず変化する波動の一つの痕跡以外の何ものでもない」

として、読み手のく生〉において解釈することであり、子どもたちがっくりだした〈もの

〉のひとつひとつと対応するようなかたちでくもの〉をつくりだす行為をとらえていくこ

とである。そのことが、本章における具体的な状況に対する解釈項としての「造形遊び」

の考え方であった。

　では、そのひとつひとつのくもの〉をつくりだす行為とは具体的にどのようなものとし

てとらえられるのか。そのことは、子どもたちにとっての新しいく意味生成〉を可能にす

る状況とはどのようなものとしてとらえることができるのかという問いと同義である。

　そして、そのことについて考え、応えることは、新しい〈意味生成〉のひとつひとつに

対応して成立する「造形遊び」という函数的な解釈項の指し示すものの在りようを明確に

するということに他ならない。

　ここで、「造形遊び」の意味について、ロザリンド・クラウスによって提案された「展開

された場」という論理構造を援用して考察を進めることとする。

　クラウスによる構造國の考え方は、一種の組み合せに関する展開理論によって成立した、
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ある具体的な状況に対するひとつの解釈として「読む」318ことができる。ここでは、「造形

遊び」という解釈を可能にする〈もの〉をつくりだす行為を、諸媒体を組み合せることと

して仮定し、それらの組み合せによって展開される諸々の状況に対するひとつの解釈とし

てそれを援用することにする。

　例えば、ある二つの、互いに異なる媒体（A、B）が組み合せられて、何ものか（C）

がっくりだされるという場合を想定してみる。その組み合せば、それぞれの否定の形（非

一A、非一B）を含めて、四つ存在することになる（A十B、A十非一A、　B＋非一B、

非一A十非一B）。

　そして、その組み合せの何れかによってっくりだされたもの（C＝・　c1）を一種のテク

ストとみなせば、そこには、さらに読みかえられ、かつ、つくりかえられる何らかの意味

群（c2、　c　3、　c　4）が存在することになる。

　その際、そのテクストの成立に際して次のことがいえる。

　四つの組み合せのうちのひとつが実現されるに際して、その実現された面から排除され

ることで、そのひとつの組み合せを実現させたものを、他の可能性としての三つの組み合

せとする。とすれば、先に実現された組み合せが、例えば、組み換えられたりすることで、

その排除された組み合せ（外部）のいずれかが実現され、そこにまた新しいテクストが生

成されると仮定することができる。

　この場合、実現されたAとBの組み合せを＜A＋B＞とし、そのようにしてつくりださ

れた一種のテクストを〈C・・c1＞とすれば、排除されることでその組み合せを実現させ

たものは、残りの＜A＋｝P　一A＞、＜B＋非一B＞、〈非一A＋非一B＞となる。さらに、

それぞれはその潜在性としてのテクスト＜c2＞、＜c3＞、〈c4＞であって、先に実

現された＜C・・c1＞という＜A＋B＞の組み合せによるテクストが、つくりかえられ、

順次に〈C・＝c2＞、〈C＝＝c3＞、＜C＝c4＞という新しいテクストとして生成され

る可能性をもっているということである。なお、その場合も、それぞれの組み合せが実現

される場合に際し、他の組み合せが、それぞれその外部となる。

　さらに、二つの媒体の組み合せによって生み出されたテクストに、また別の媒体が組み

合せられる場合を想定してみても、そのようにしてつくりだされる〈もの〉も、また一種

のテクストとみなせば、そこにも、先と同様の関係が成り甥っことになるだろう。そのよ

うにして、テクストを紡ぐ組み合せの網霞は、不断に増殖し重層化していくと考えられる。

　子どもたちの活動が「絶えず変化する波動であるとすれば、以上のような関係は、絶
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えず更新されながら展開されていくことになり、自らがっくりだしたくもの〉ですら、次

のつくりだされるくもの〉のための一媒体となるということができよう。

　以上のような考え方は、子どもたちの活動の意味を理解するためのひとつの手掛かりに

は違いないが、子どもたちの具体的で多義的な活動のすべてを語り尽くすことはできない。

また、そのような事例を一般化することもできない。そのことは、「造形遊び」の論理が内

包する困難さが解消されることはないということでもある。

　なぜならば、我々の〈生〉の在りようにかかわるコトバの両面価値性によって、我々は

ある対象をテクストとみなすことが可能であり、子どもたちひとりひとりに成立する「造

形遊び」の考え方もテクストの機能を担っているため、その本来の意味の実現はその考え

方を読む人の読みの実践の在りように期待される他はないといえるからである。

　「造形遊び］の論理とは、自らが「制度」であることに自覚的であろうとする理論によ

って保障されていなければならない。そのために体系化の困難さを内包した両面価値的な

言説であると言わざるを得ないということになる。

　しかし、「造形遊び」の論理が孕むそのような困難さを、円環運動の論理から顧みれば、

逆にその可能性が明らかになる。そのことは我々のく生〉の本来性において立ち上がる可

能性へと開かれているということである。

　「造形遊び」によって示されるく意味生成〉の活動は、子どもたちひとりひとりにとっ

ては、自らのく生〉の重層性が保障する円還運動によって実現されるものであると考えら

れる。そして、それにかかわる大人にとっても、自らのく生〉の本来的な重層性が保障す

る円還運動によって実現されるものでなければならない。

　したがって、子どもたちひとりひとりのく生〉の在りようと、それにかかわる大人のく

生〉の在りようの本来的な重層性が保障する円還運動において、ともに「制度」を解体し、

新たなく意味〉として構築していくプロセスの中から可能性として立ち上がってくるもの

であると考えられる。

　それは、「仮りの私」の制度性を自覚するとともに解体し、〈原一私〉を立ち上げ、同時

にく社会（他者’）〉との関係を立ち上げ、〈私〉の今をく生きる〉ことのできるく私〉を

つくり、つくりかえていくというとどまることのない下智運動において立ち上がってくる

可能性であるともいえよう。

　したがって、本節における「造形遊び」の論理の困難さに対する検討は、その可能性に

対する逆説的な検討でもあった。
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このように本章においては、意味や価値が一義化される「制度」に対して自覚的であろ

うとする美術教育を支える論理について、「造形遊び」の論理の意味をとらえることを通し

て考察してきた。

その論理は、実体化された一義的な意味や価値によって形作られた世界の必然性の根拠

を、その下層に存在している多義的な意味生成の世界との往復運動、すなわちく生〉の円

環運動を可能とする通路をつけることによって解体し、新たなく意味〉としてつくり、つ

くりかえていくということを保障するものであるといえる。「造形遊び］の論理が示してい

たように、そのことを問題にすることは、体系化によってはその意味を理解できないとい

う点において困難なものであった。

　そのような困難さは、同時にその可能性を示すものでもある。「造形遊び」の論理が孕

む困難さとは、「制度」の剃度性への自覚によって、困難さから可能性へと転換するものと

いえる。

　以上のことから、「造形遊び」の論理と同様に、画一化によって排除されているく子ど

も〉ひとりひとりの、そして我々〈おとな〉ひとりひとりのく私一生〉を取り戻すことに

おいて、その教育的な意義が理解される論理は体系化の困難さを背負うものであるといえ

る。それは、意味や価値の一義性ということを問題とし、そのような地平に閉じることな

く多様な意味や価値の生成の行為を保障しようとする論理の在りようともいえる。

　そのような論理は、それ自身の姿でさえも、そのつどごとに更新するため、一義化して

固定化するものではないといえる。したがって、そのような論理を理解し実践することは、

小学校及び中学校における美術教育はもちろんのこと、f教育」という営みそのものを再考

していくうえで避けて通ることはできないといえる。

　「造形遊び」の論理とは、子どものく私一生〉の論理に基づいた造形的な活動の可能性

を保障しようとするテクスト的な実践によって理解され展開される必要がある。そのこと

が、子どもたちの展開する造形的な活動の可能性をより蘭かれたものにすると考える。
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りようを可能性として読むことを企図したものである。そのことはまた、この場合、モダニズ

ムというコンテクストの内在的な外部を、その可能性においてとらえようとするものであると

いうこともできる。

丸山圭三郎，『文化のフェティシズム』，勤草書房，1984，p．197
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同上，p218、及びpp，6465参照。いわゆる再現＝＝＝表象の論理である。クラウスは次のように述
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彫刻の論理は、＝e二　zメントの論理と切り離すことができないと思われる。この論理の力によって、一一個

の彫刻は記念すべき一個のm現＝＝褒象となるのである。それは特定の場所に置かれて、その場所の意味や

効用について象徴的な語調で語るのだ。（中賂）つまり特定の場所にあって、特殊な意味／出来事を印付

けるものである。こうして彫刻は、再現＝表象と印付けの論理と連動して機能するために、通常、形象的

で垂直的である。そして台座は環実の場所と再現＝表象記号との仲介者として重要な役割を果たしている。

os

モニュメントのもつ垂直性は、その再現一表象の場が現実界から独立したものであることを宣

雪するとともに、それは「伝統的に、台座の薩立性が、作品を地面より持ち上げるという通過

儀礼と、現実的なものの空間からの作品の隔絶」を意図して導入されるものである。「芸術的に

決定されていないもの一地歴一と、決定されているもの一彫刻一の問の根本的対立によって生

み出された領域の中に」、あるいは、むしろその根本的対立を生み繊す一つの契機としての領域

の中にあるのが台座であるということもできるだろう。

本論でも述べたことだが、モダニズム彫刻はi台座を降りつつそれを自らに吸版し、現実の場

所から立ち去る。そしてそれ自身の素材の表象によって、あるいは、構築のプロセスによって、
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彫刻はそれ自身の自律性を描き出す」（クラウス，『オジジナリティと反復』，p．219）ものとされ、

本論後述のグリーンバーグによるモダニズムの文脈に沿ってそのカテゴリー一（ないしメディウ

ム）の純粋化を潤指したといえよう。しかし、クラウスが指摘するように、それは、牒回すべ

きある種の観念的空間、時間的・空間的再現：：：：表象の企てから切り離された領域、豊かで新し

く、暫くの間は有益に掘り起こすことのできる鉱脈を持った」（同上，p．219）のであるが、「今世

紀の初頭から開かれたこの鉱脈は有限なそれだったのであり、一九五〇年頃には枯渇し始め」

（岡上，p219）、1ますます純粋な否定性として経験され始めた」（同上，p．219）のである。もっ

とも、それはプレ・モダンの、そしてモダニズム初期の彫刻におけるモニュメントの論理の完

全に転倒した状態に入り、「純粋な否定性、つまり擁除の組み合わせ」（同上，p．220）となったた

め、本論でも述べているように、それはその時点において「展開された場」へと変換されうる

といえるものであると思われるが、クラウスに倣えば、「複合的なものは、イデオ撒ギー的に禁

じられることによって、書ってみればポストールネサンス美術の閉域というものから排除され

てきたll（岡上，p　222）のであり、また、「さまざまな媒体の純粋性と独立性（そしてそれ故、断

与の媒体の中で専門家が必然的に特権化される）のモダニズム的要請」（同上，p．225）から、「純
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は差異の対立化によってしか決定されないものだからである。
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LECTLueES’；　VOA，1974，　p．2（グリーンバーグ，前掲「モダニズムの絵画」，p．45）

ibid，p。2（岡上書，p．45）

Krauss，‘1艶吻彦㎜ε加伽伽浸η4∂ゴ乃秘泌Zうθ伽ゆ劾．夢㎡伽！4剛か0加飽
an　d　Oth　er　Modernist　MPtks’；p．280（クラウス，前掲書，p．219）

thid，p．280（岡上，p．219）

ibid．　，p．　280（同上，p．219）

ibid　，p．280　（同上，p．219）

ibid．，p．282（同上，p．220）

ibid，p．282（同上，p．221）

thid．，p．284，（同i二，p．222）

乃f4，p．288（同上，p．225）

ロザリンド・クラウス，室井尚訳「彫葵とポストモダンー展開された場における彫刻1，

ハル・フォスター編室井尚＋吉岡町所，『反響学一ポストモダンの諸相』，野草書

房，1987，P．79

丸叫前掲書pp．166・167参照。

同」ヒ，p．200

Saussure，‘bo脚ぬ伽gαお癩召θ8窃θ励’；p．170（ソシュール，前掲書，pp．172・173）

丸山，前掲書，pp．198・200参照

KraUSS／続ゆ紐θ必伽伽磁飽4伽虹・π～θ伽i　laZi’ty　of　th　e　Avan　0　Garde
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躍dO猿研躍b伽赫踊8’lp．288（クラウス，前掲書，p．225）

Foster，　Hal．，　‘｛7／heAnti－Aesthetie　ESSAYS　ONPOS7M40PEew　CULTLU｛rE’；　BAY

PRESS，1983，p．　x血（ハル・フォスタr室井旧訳，　f序文／ポストモダニズム」，ハル・

フォスター編室井尚＋吉岡洋訳，il反美学一一ポストモダンの諸相』，勤草書

房，1987，p，10）

『中学校学習指導要領』，文部省平成元年3月

『中学校指導書　美術編』，文部省，平成元年7，月

KraUSS，‘翫α加㎜面伽伽磁瞬げ飽戴・％θ伽蜘ぬン（）fthe　Avant－Garde
卿dO訪礎細b（伽鋭踊5／lp．1（クラウス，前掲書，pp．9・14参照。）1賜d，p．288

　（pp．215・226参照。）

Foster，‘TkeAn　ti－Aesthetic　ESSAYS　ONPOSIZMO　OEZI｛rN　CblLTUreE’1　p．　38（ロザ

リンド・クラウス，室井尚訳，膨刻とポストモダンー展開された場における彫刻」，ハ

ル・フォスター編室井尚＋吉岡洋訳，『反美学一ポストモダンの諸相乱勤草書
房，1987，p．75）

その展開された場」にかかる論理の性質上、それが保障する実践空間の論理は「立体」から、

さらに「造形的な活動全般」へとその射程が広げられうるし、そのような考察は子どもたちの

造形的な活動をとらえ返すことにおいても不可欠なものであるということができよう。

丸山圭三郎，『カオスモスの運動』講談社，1991，pp．64・79参照。

丸山圭三郎，『言葉とは何か』，p．176

共時的な体系と詞義である。それはコード化された差異の網の羅によって組織されている。

通時態とは、コードなき差異が発生し戯れる＝スモスの深層の領域ともいえるもののことであ

る。あるいはジュリア・クリステヴァによる「ジェノーtテクスト」といえるものでもあろう。

西野範夫，「子どもたちがっくる学校と教育　第14回　造形遊びの再定義（4）教育

の基礎としての造形遊びの新しい可能性」，『美育文化7月号』，美育文化協会p．51

西野範夫，「子どもたちがっくる学校と教育　第11回　造形遊びの再定義（1）造形

遊びの位置づけの背景と経緯にみる意味」，『美育文化　4月号』，美育文化協会，p。54

同上，p。54

同上，p．54

周上，p．54

岡上，p．55

同上，p．55

同上，P．55

同上，p．55

同上，p．55

同上，P．55

同上，P．56

同上，p．55

同上，P．52

西野範夫編著，『改訂　小学校学習指導要領の展開　図画工：前編』，明治図書，1999，

pp．41－42参照。

同上，p．42

Dewey，John．，Art　as　Experienee　in　［［he　Latey　Works　1925－1953　Volume　10　，

Southern皿baois　University　Press，1987，pp．18－19（ジョン・デューイ，鈴木康司訳

『芸術論　経験としての芸術』春秋社，1969，p．14）

thid．　，p．25　1　（1司上，p．272）

ibid．　，p．25　1（同上，p．272参照。）

今村仁司，『近代性の構造』講談社，1997，p．40

岡上，P．48

同上，p．48
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96 ｯ上，p．48
97 ｯ上，pp．45・46

98@「計上，pp．46－47

99 ｯ上，P．49
100@同上，P．49
101 ｯ上，P．49
102 ｯ上，p．53
1G3
ｯ上，p53

104 @同上，P．52
105 ?ｺ雄二郎，『感性の覚醐，岩波書店，1975，p．vi
lo6 ｡村，前掲書，p．55
107 ｪ上，P，55
108 ｨ上，p．55参照。
109
ｯ上，P．56

110 ｪ上，pp．55・56
111 @同上，P．57
112 ｯ上，p．57
113 ｯ上，p．57
114 ｪ上，PP．50・51
115 ｯ上，p．203
116 ?ｺ，前掲書，p．227
117 �c彰，『構造と力』，動草：書房，1995，pp．118・119参照。
118 ?ｺ，前掲書，p．227
119 ｯ上，p，227
120 @同上，p．227
121
ｯ上，p227

122 ｯ上，p．230
123 ｯ上，pp．230・231
124 ｯ上，pp．236－237
125@嗣上，pp．236・237
126 ｼ野範夫，「子どもたちがっくる学校と教育　第12回　造形遊びの再定義（2）可能

　性としての造形遊びの点描」，『美育文化　5，月号』，美育文化協会，p．56
127 ﾁ藤典洋『戦後を戦後以後、考える』，岩波書店，1998，p．33
128@同上，p．33
129
ｪ上，pp．47・58参照。

130 ｯ上，p．15
131
ｼ野範夫，「子どもたちがっくる学校と教育第29回　〈私一子ども〉を立ちあげる

　造形遊び」，『美育文化　10月号』美育文化協会，p．55
132 ｯ上，p．54
133 ﾁ藤，前掲書p50参照。
134 ｼ野，前掲「子どもたちがっくる学校と教育　第29回　く私一子ども〉を立ちあげる

　造形遊び」，p．55
135 ｯ上，p．56
136 ｼ野範夫，「子どもたちがっくる学校と教育第11回　造形遊びの再定義（1）造形

　遊びの位置づけの背景と経緯にみる意味」，『美育文化　4月号』美育文化協会，p．58
137 ｯ上，P．59
138 ｼ野範夫，「造形的な遊びの意義一H一」，『大学美術教育学会誌　第18号　1986』，
　男ijfill］，P．6

87



139
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141

㌶
媚

144

145

1es

同上，P．10

西野，前掲書「子どもたちがっくる学校と教育　第14回造形遊びの再定義（4）教

育の基礎としての造形遊びの新しい可能閏，p．54

西野範夫，「子どもたちがっくる学校と教育　第13回　造形遊びの再定義（3）意味

生成の可能空間としての遊び」，『美育文化　6月号』，美育文化協会，p．58

岡上，P．59

丸山によれば、コスモスとは、人聞の存在喚趨機能であるランがL一一・ジュによって有意味的にゲシュタルト化

された（非在の現前化としての）時・空の世界のことであり、生のXネル壊乱が言葉によって絶えず図と地

に二分されながらも、本来的にはとどまることのない認一ドなき差異が戯れる流動的文化であり、この動き

つつあるゲシュタルトが停って物化され、綱度化されたもうひとつの文化の面であるラングの世界がノモス

である。しかし、丸山のいうカオスとは、それがexスモスに先行する原初的な存在ではない。丸由によれば、

ヒトがヒトとなる以前には完全であったはずの身分け構造の網によって、生のエネルギーは完全に分節され

掬い上げられていたものと仮定されるが、ヒトはヒトとなってしまったが故に、つまり、言葉をもってしま

ったが敏にその身分け欝造は磯凝し、入間は、言分けられた身の網によっては掬い切れない生のエネルギー

によって、さらにその身が醤分けられることになる。つまり、コスモスによって身が壊れない限りカオスは

生まれないのであり、その意味においてカオスとは認スモスと共起するものである。そして、連続体として

のカオスは、未だ意味化されないく生〉の動きであり、それは絶えず形になろうとする：カともいえるもので

ある。そこにコスモスの組み替えが趨こる國がある。つまり、訟スモスと共起する外部としてのカオス、〈

生〉のエネルIF’・一一が＝スモスの組み替えの原動力となる。その担い手は共岡主観の中で均一・等質化された

意識的自我ではなく、生きられるものを個人的・独自的体験として生き、絶えず共岡空観的価値とのギャッ

プを埋めきれず、そのはざまを浮遊するもう一人の身体：的個体、私的幻想の担い手としての、アノニム（匿

名）な僧者かである。つまり、「今、ここ」でこそ、カオスが絶えずコスモス化されていても、カオスR体は

ニスモスの産物であり、しかもカオスが再びコスモス化されることによってしか新たなカオスは生じないと

いう円環の運動がその位相において起きているのである。また、コスモスによって身が壊れない限りカオス

が生まれないのと同様に、コスモスの内部においても、その深層意識にあっていまだノモス化されない流動

的文化の力は、ノモスをかいくぐり、ノモスの抑圧に抵抗することによって、はじめて生まれ、より強いも

のとなる。しかし、その位相における開環の運動は、＝スモスの組み替えにまでは至らない。それはコスモ

スの反転を可能とするにとどまるのである。〈丸山，『文化のフェティシズム』、『生命と過剰』参照。）

それは、コード化される以前の差異ということであり、〈生〉をく言分け〉る根源に

おいて立ち現れてくるものである。

丸山圭三郎，『欲動』，弘文堂，1992，p．67参照。

本文に後述するが、丸山はそのことについて次のように述べている。

これは、本能の生理的ゲシzaタルトにはそもそも描かれていなかった丁丁物に意味を与える人間の意識

（時間・空問意識、蔓意識、死生観、黒地心、エロティシズムなど）の発生と、その意識が生み鋤す文化

内の一一eeの関係（人と人、事物と事物、現象と現象）が物化され、擬似自然化される事態をさしており、

商晶、貨幣、縫子にとどまらず、動物としての二大本能である食生活や性行為までがく二曲〉となって、

これを崇拝する人間を支配するさまにほかならない。（『フェティシズムと快楽』，紀伊国屋書
ilEi，1986，pp．164－165　（x　ti　一x　hi））

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

本章、第2節第2項（3）参照。

丸山圭三郎，『文化のフェティシズム』，勤気書房，1984，p．223
　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　ノKristeva，　Juha．，‘‘Σηαε6ωτ乙κη’；　Editions　du　Seuil，1969，p．9（ジュリア・クリステ

ヴァ原田邦夫訳，『記号の解体学［才賢イオチケコ1』，せりか書房，1994，p．7）

泌羅，P．9（同上，P．7）

thid　，p．232（同上，p．187）ibid．，p．115（岡上，p、1◎9参照。）

丸山による見解については、丸山，『文化のフェティシズム』，pp．220－237等を参照。また、クリ

ステヴァによる記号論、ないし記号分析の文脈については、クリステヴァ，中沢新一・原田邦夫・

松浦寿夫・松枝i到訳，朧号の生成論〔セメイオチケ］2』，せりか書房，ig94，pp．　9　一25等を参照、

丸山，前掲『文化のフェティシズム』，177・219参照。及び第2節第2項（3）参照②。

丸山，前掲『文化のフェティシズム』，pp．220－237参照。

クリステヴァ前掲『記号の生成論［予熱イオチケ］2』，1994，pp．9・25参照。

Kristeva，”Zηuε　Lct」r　crct　’；p。232（クリステヴァ，前掲『記号の解体学［セメイオチケ］

1』「，pp．186494参照。）

茄戴，P．11（同上，P．11）
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158茄戴，P．11（同上，P，11）

159thid　，p．232（同上，p．186参照。）

三60 @thid，茎｝．218　（「司上，p．165）

161 獅?ﾚp．218〈同上，p，165）

162ibld，p．219（同上，P．166）
1e3@2：bid　，p，222　（高上，p，17◎）

1641湿4，p221（同上，p．170）

165∫叛4，p．223（同上，p．173）

166ibid，p．223（同上，p．173）

Is7
高P44参照。

i68 ﾛ山，前掲『文化のフェティシズム』，p．249、あるいは丸山圭三郎，『欲動』，弘文堂：，

　　1992，pp．174175
169 ﾛ山，蔑掲『文化のフェティシズム』，p．251
179 ｯ上，pp．242・243、及びpp．248・251参照。
171 w上，P．217』

エ72 ｯ上，pp．218・219

17e我々の身体と意識を縦に貫いているとされる表層と深層、そして無意識のあいだをとどまるこ

　　となく絶えず往還し、新しい意味をつくりだそうとする行為のことであるといえる。
174 {章、第2節第2項（3）、及びく4）参照。
i75 ﾛ出圭三郎，『生命と過剰』，河出書房新社，1988，p27Q

176Krauss／挽⑳如r樋勲θ伽磁愚痴戴・伽0痛烈切歯θ滋賜ロか6泌由
　　韻d「o誼研！協由㎜幼瀦5’lpp．276・290（クラウス前掲『オリジナリティと反

　　復』，pp215・226）

エ？7本論において述べたクラウスによる「展開された場」の考え方に基づいて、学校教育の文脈に

　　おける「彫刻」にかかわる教育の質的転換を図るために提案したものである。なお、本論でも

　　述べるように、ここでは「立体造形1という考え方の膣形遊び1の論理への通鷹性という見
　　解をもとに、その考察の視点を「立体造形」から「造形的な活動全体」へとひろげ、深めてい

　　こうとするものである。
178@「読み」とは、本論の後半において考察されるテクスト概念と関連したものである。つまり、

　　一義的な意味の伝達というような＝ンセンサスにおいて成立している（表層の）テクストにお

　　ける意味分節の下層に潜在しているものとして想定された、それとは違う（深層の）意味分節

　　の在りようを可能性として読むことを企図したものである。

179Kristeva〆Σημε乙ωτ屯κ茄p．10（クリステヴァ，前掲『記号の解体学〔二面イオチケユ

　　2g　，p．lo）

18。 ｼ野範夫，「子どもたちがっくる学校と教育　第29回　く私一子ども〉を立ちあげる

　　造形遊び」，『美育文化　IO　E号』，美育文化協会，p．55、及び加藤典洋，『戦後を戦後以

　　後、考える臨岩波書店，1998，pp．47・58参照。
131@同上，P．56
182 ｼ聾範夫，「子どもたちがっくる学校と教育第11回　造形遊びの再定義（1）造形

　　遊びの位置づけの背景と経緯にみる意味」，『美育文化　4月号』美育文化協会，p．59

’183ここではクリステヴァの文脈に則っている。
184@クリステヴァ，前掲『記号の解体学〔セメイオチケ］1』，pp．37・38
185 ｯ上，p．39
186 泱?ﾍ、「子どもたちがっくる学校と教育　第13回　造形遊びの再定義（3）意味生成の可能空

　　間としての遊び」（『美育文化　6月号』，美育文化協会，p．58）において次のように述べている。

造形遊びをあえて定義するならばX孕どもたちが露分の可能性としての麿能さ、例えばものなどを感じ、

開わり、そしてなにごとかを手がけ、そ1＝にとりあえずの1あるイメーージをつくりだすものを存在させ、

それをテクストとして関わり、さらに親たな意味を生産ないし生成するテクスト的な意味窒間における限

りない意味生成の活動のことである。
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18？ ｼ野前掲「子どもたちがっくる学校と教育　第11回　造形遊びの再定義（1）造形

　　遊びの位置づけの背景と経緯にみる意味」，p．58
188
{論で詳しく述べるが、それは言語の本質的な両面緬値性によるものである。丸山によれば、

　　言語とはシ山畑ュとして、その発生のレヴェルにおいては固定的な意味を有していない多義的

　　シンボルとしてのコードなき差異といえるものであるが、それは同時にコ・一一ド化して沈澱化（＝

　　ノモス化）し、圏定化する宿命を：負わされているものでもある。
189
{論において詳しく述べるが、それは言語の両面出隅的な性格と不可分なものであり、言語の

　　不可避的なコ・一ド化すなわち固定化に由来するといえるものである。
19。 送ｯの両面価値性、及び文化の本来的に意陳ずるところは、ランガージュ、すなわち＝トバの

　　意味において理解することができるだろう。ランガージュとは、より厳密にいえば、「ヒト特有

　　の自我意識を作る根源であって、時・空意識をはじめ想像力、エロティシズムなどを生み出す

　　く非在の現前〉化能力であるとともに、〈分節言語〉を典型とする文化の諸活動」のことであ

　　り、あるいは「『身振る、歌う、描く、彫る、話す、書く』一切のシンボル化能力とその港動を

　　指しているばかりか、夢もしくは無意識ないし前意識的過程の実践」（文化）のことである。そ

　　れは広義のコトバ、すなわち「〈コトバlangage＞！（丸±圭三郎，『フェティシズムと快楽』，

　　紀伊国屋書店，1994，p．161）、あるいは「不透萌なく対象としての識トバlangage－object＞と透明

　　なく道具としての＝トバlangage－inStrument＞！（丸山圭三郎，『文化のフェティシズム』勘草

　　書房，1996，p．221）の問における流動性、「多義的シンボルと一義的シグナル」、「出来事と構造」、

　　　「反秩序と秩序」といった両極（文化）の同時的な併存を包含するといえるものである。した

　　がって、1文化」とは「もともと本能の図式には書かれていなかったもの、人問だけが過醐とし

　　て生み出した」（同上，p，81）ではあるが、以上に述べたランガージュの在りように基づけば、「文

　　化」とは、それが惰性化し硬直化することによってノモスと化してしまうことは避けられない

　　ことであるにせよ、そもそも恣意的なものであり、また流動的なものであるということができ

　　る。
191
ｻのことについて丸山は『フェティシズムと快楽』（紀伊等量書店，1994）において次のように

　　述べている。「文化というものは、そもそも本能図式にはなかった『落魚』としてのシンボル形

　　態によって、産み出された共同幻想なのではないか1（p．31）。つまり、文化とは「コトバによ

　　ってつくられた世界像のゲシュタルト」（p．24）であり、その根拠となるものは非在の現前掛盤

　　力としてのうンガージュである。それは、その本能図式には描かれていなかったヒト特有の自

　　我意識を作る根源であって、時・空意識を始め想像力、エUティシズムなどを生み［llす能力、

　　すなわち根源的なロスモロジー形成のシンボル化能力のことである。文化の根源はランゲージ

　　ュによって実現された非雍：の現前であって、それが不可避的に滞って惰性化したものがラング

　　という節度1であるが、根本的にそれは根拠のないもの、つまり「過剰」な「幻想」である。

　　丸由はそのようにして文化のフェティッシュ性を明らかにしている。
192 @コミュニケーション・レヴエルとは、制度としてのうングによるものであり、一義的な意味の

　　伝達・交換に対するコンセンサスのレヴェルのことである。丸山に倣えば、それは共同主観的

　　なレヴェルともいえるだろう。
！93 ﾛ山，前掲『文化のフェティシズム』，1996，p．81
194 ｯ上，p．81
195 ﾛ叫前掲『カオスモスの運動』，p．11
ig6
ﾛ山が「身分け」の概念を借用したところの市川浩は、そのことについて次のように述べてい

　　る。

〈身分け〉は、身によって世界が分前化されると周時に、世界によって身自身が分節化されるという両義

的・共起的な事態を意味します。その根源には、われわれが自己組織化する存：在だということがあります。

自己組織化にとって意味のあるもの・ないもの、自己組織体にとってのさまざまの価値という分籐が徴界

に生まれます。自己組織也の過程で、自己を組織化（中略）のための情報をとらえる感覚が成立します。

そこで身が晃る能力をもつということは、味える世界が分節化されるということです。われわれが見る能

力をもたなければ、世界の分節化はすっかりちがったものになるでしょう。それは見える次元を欠いた、

匂う世界、触れる世界、闘こえる世界などの複合です。またわれわれの見に無意識のレヴエルがあるとい

うことは、無意識のレヴェルで分節化される世界（中略）があるということですeわれわれは意識的レヴ

ェルのみならず前意識的あるいは無意識的レヴェルでも分野的風景を生きています。そして無意識的風景

によってもわれわれの身は分節化され、養われています。ことに対飽関係においては、この身分けの両義

性がもっとも鮮明に環われます。他者を分節化することは、身を自己として分節化することであり、身を
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自己として分節化することは、他なるものを他者として分節することにほかなりません。しかし、これは

ものとの関係においても、動物との関係においてもあることです。ものや動物との、ことば以前のかかわ

りを通して、われわれはそれぞれのレヴェルで自己を把握し、他を把握しています。意識レヴェルの自己

だけが自己なのではありません。（三州浩，『〈身〉の構造』麿土社，1997，pp．11・12）

　　以上の指摘は、人聞における身体砿虜二元論におけるそれではない）と世界との出会いを考

　　えるうえでも、併せて他者との出会いを考えるうえでも重要な指摘であるといえる。
197 ﾛ山，前掲『カオスモスの運動』，p．12
198 ﾛ山，前掲『文化のフェティシズム』，p．72
199 ﾛ山，前掲『カオスモスの運動』，p．106参照。
20。 ﾛ山，前掲『文化のフェティシズム』，p．l12
201 ﾛ山，前掲『カオスモスの運動』，p．12
2e2 ﾛ山，前掲『フェティシズムの快楽』，p．31
2G3 ｯ上，p．24
204 ﾛ山圭三郎，前掲『生命と過剰』，p．174参照。
205

206

207

208

209

210

211

212

213

同上，p．175

岡上，p．175

そして、そのような壊れた〈身分け構造〉」から「欲動が生まれる（岡上，p．114）そのうえ

で、丸山は、人間はその〈言分けられた身〉において湧出する欲動すなわちカオスを新たに言

分けずには生きてはいけないのであり、壊された網の囲によっては掬いきれない生のエネル

ギーとしてのく欲動〉の力が、身を薪たに言分ける原動力となる（中略）このときくコードな

き差異〉としての薪しい意味＝現象が登場し、コスモスのゲシュタルトの組み替えが起こる」

（川上，p．116）としている。

丸山，前掲『カオスモスの運動』，pp。101402

同上，p．107

同上，P．111

丸山，前掲『カオスモスの運動』，pp．12－13

同上，P。13

丸山前掲『生命と過調』，p．181なお、フmイトは、その第二局所論において噛我」と「超

自我」（例えば「自我とエス」においては、「超自我」とはXディプス・コンプレックスの崩壊

に伴なう「父との同一化の強化」であるとされる。それはエディプス・コンプレックスに支配

されている性的な発展段階における帰結として「沈澱」したもの、あるいは自我理想ともいわ

れるものであり、「良心として、あるいは無意識的な罪責感として、強力に自我を支配すること

になる」ものである）とを区別しているが、丸山によれば、それらは「ともに表層意識におい

て他者との同一化によってのみ形成されるく自我〉」（丸山，r欲動』，p．68）であるということ

になる。

214 ﾛ山，前掲『生命と過剰』，p．36
215 ﾛ山圭三郎，『欲動』，弘文堂，1992，p．110
216@岡上，P．110
217 ﾛ山，前掲『生命と過剰』，p。39
218 ﾛ山，前掲『欲動』，pp232・233
219 ＜泣香＜|ンティ，国士元・鯨岡峻訳『意識と言語の獲得』，みすず書房，1993，p．43メルロ＝ポ

　　ンティは次のように述べている。

幼児にとって大入は、世界にあっていっそう威厳のあるもの、つまり万物の尺度に少しずつなってゆきま

す。幼児にとって大人は、幼児自身のもっとも本質的な自我をあらわすようになります。次いで幼児は、

部分的摸倣を通じて独自の表象を身に引き受けてゆくのです。こうした部分的模倣は、幼児がおのれのう

ちに他者を認めていることの徴でしょう。記者は、三界と幼児のあいだの普遍的媒介者なのです。

220 ﾛ山，前掲『生命と過剰』，p．36
221 ﾛ山，前掲『欲動』，p．135
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222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

同上，p．68

同上，p．180

同上，p．135

丸山，前掲『生命と過剰』，p．229

同上，p．230

同上，p．230

同上，p．142

同上，p232

同上，p．233

同上，p．233及び西川，前掲『クリステヴァ』，p．140，なお、これは「過程にある主体」

（sujet　en　proces）としてKdsteva，‘ILa■re’vlution　du　langage、poe’tique’；　p．37（クリ

ステヴァ，前掲『詩的言語の革命』，p．31）参照。

同上，p，234

井筒俊彦，『意味の深みへ』，岩波書店，1985，pp．14・15

同上，p．28

同上，p．14

以上，p17

同上，p．15

同上，p．16

同上，p．40

同上，p．40

竹田青嗣，『エロスの世界像』講談社，1997，p．134

以上，p．17

同上，p．18

同上，p．18

同上，p．138

同上，p．135

同上，p．129

同上，p．129

同上，p，137

同上，p，137

同上，p．137

同上，pユ39

同上，p．131

同上，p．139

同上，p．140

同上，p．141

丸山，前掲『生命と過剰』，p．186

同上，p．189

同上，p．190

同上，p．190

その際、丸山は、フロイトによる「欲動」概念をとらえ返している。フロイトは、まず「欲動とその運命」（中

山口訳、『自我論集』所収，筑摩書房，1999）において、欲動の本質を「刺激の源泉が有機体の内部に由来する

ものであることと、恒常的な力として現れることにある」（p．15）として、その特徴を「逃走行動によって回

避できない」（pユ5）ということに求め、それを「精神的なものと身体的なものの境界概念として考えられる」

（p．18）と述べている。それは「有機体の内部から発生する」（p．16）ものであり、そのような「内的な欲動

刺激は、持続的に刺激を供給し続けるのであり、これから逃れることはできない」（p．17）のである。また、

それは「体内から発して精神に到達する刺激の心的代表であり、精神的なものが身体的なものと結びついて

いるために、精神的なものに要求される仕事の大きさの尺度とみられる」（p．18）ことになるものである。中

山元によれば、「心的代表は、体内から心的な装置に与えられる刺激が、心的装置において表現されたもの」
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262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

（p．18・訳注）であるということになる。つまり、欲動とは精神的なものと身体的なものとの境界概念であ

るから、身体的な刺激は心的な装置において表象として表れるということとされる。したがって、その源泉

は身体の内部に求められることになる。なお、フロイトは「欲動のく源泉〉とは、一つの器官または身体の

一部において発生する身体的なプロセスである。この身体的なプロセスの刺激が、心的な生において欲動に

よって代表されるのである」（p．20）と述べている。そのうえで、そのような欲動のく目標〉は、「欲動の源

泉における刺激状態を除去することによってもたらされる満足」（p．18）であるとされ、欲動がその目標を達

成するために必要とされるものがく対象〉である。それは「欲動にとっては非常に変動しやすいものであり、

本来は欲動と結びついているものではなく、満足をもたらす上で適切なものであるために利用されるにすぎ

ない」（p．19）ものであり、それは「欲動が存在している間に経験する〈運命〉において（中略）、任意に、

かつ頻繁に取り替えられることがある」（p．19）とされるものである。つまり「欲動」とは、「身体的なもの

から発生し、心的なものに働きかける」（p．21）、「力」（p．18）であるといえよう。丸山は、その「力」のこ

とを「異動関係（エネルギー充填、運動要因）」（丸山，『欲動』，p．220＞としている。また、フロイトは、欲

動というものが「身体的なものから発生し、心的なものに働きかける」ものであると考え、その欲動にさま

ざまな質の相違を認めるが、根本的にはく原欲動〉としての「自我欲動または自己保存欲動」と「性欲動

に還元することができるという（p．22）。そして自我欲動は、個体の維持、また性欲動は種の維持をその目的

とするものとされるが、フロイトはその両者の密接な関係について次のように述べている。「性欲動は、最初

に登場する際には、まず自己保存欲動に依託されて現れ、その後にはこの欲動から次第に離れる。対象選択

にあたっては、自我欲動によって示された道筋をたどる。性欲動の一部は、自我欲動に最後まで結びついて

いて、自我欲動にリビドー的な成分を提旧する」（pp．24・25）。そのうえで、フロイトは「快楽原則の彼岸」

において、そのような両者の分離の困難さから、「自我欲動と性欲動を対立させるのではなく、性の欲動と死

の欲動を対立」（p．183）（なお後者の性の欲動とは生の欲動のことである）させることになるとしている。

「生の欲動」とは「万物を維持するエロス」（p．182）であり、「死の欲動」とは「生命のない状態を再現しよ

うとする」（pp．169・170）とされるものである。

同上，p．174

丸山，前掲『欲動』，弘文堂，1992，p．173

同上，『欲動』，p．174

同上，p．174なお、丸山は自身の「欲動」に関する論とフロイトのそれとを比較検討し、その共通点を第一

に、「〈欲動〉とく本能〉を同一視しないこと」（丸山，『欲動』p．222）であり、第二に「欲動とはそのまま

のかたちでは不可知物である」（同上，p．225）という点に認める。つまり人間には「死の欲動」があるという

ことであり、また「フロイトにおけるく欲動〉が、本来、意識的（私たちの表層意識）でも無意識的（私た

ちの深層意識）でもなく、心的活動の中にはいかなる場も占めないこと、心的活動の回路に入るのは、その

く表象＝代理〉でしかないこと」（同上，p．225）、その「不可知物の代理概念」（同上，p．225）すなわち「体内

性の刺激が心的表現ないしは心的現象となる欲動記載のための、媒介としての表象群」（同上，p．225）が、丸

山自身のいう「深層意識のコトバ」と通底するからである。また、丸山は自身の論とフロイトのそれとの相

違点を、第一にフロイトのく欲動〉概念をめぐる「実体論的発想」（同上，p．226）に、第二にその発想の「実

体論的二項対立」（同上，p．231）に求める。フロイトは〈欲動〉を「器質的なものと解し、狭義の動物はおろ

か一切の有機体にも共通する生物学的概念と考えたふしがある」（同上p．226）とともに、「愛／飢、自我／

性欲、自体愛／賢士愛、生の欲動／死の欲動はもとより、その対立概念は、自由エネルギー／拘束エネルギ

ーや、一次過程／二次過程、快感原則／現実原則（中略）等々」（同上，pp．231－232）というように、その二

元論的発想には枚挙にいとまがないとされる。そのことから、丸山は前者に対しては、「私たちにあっては、

〈欲動〉という外部は、コトバの宇宙という内部と共起的であり、決して生物界、物質界一般の根源的存在

ではない。（中略）この概念は、〈言分けられた身〉という特殊な身体をもつヒトに限って有効性をもつもの

であり、コトバがもう一つの器官であるという意味でのみ、心身的なのである」（同上，p，228）と述べ、また

後者に対しては、例えば「〈生の欲動〉とく死の欲動〉も、またそれぞれの原理とみなされるく結合・拘束

〉とく分離・解放〉も（中略）、ヴェクトルの違いがあるだけで実は同一なる生の円環運動の一契機として位

置づけられねばならない」（同上p．232）と述べ、その実体論的とみなされかねない発想を批判している。な

お、併せて注260参照。

丸山，前掲『カオスモスの運動』，p．14

同上，p．115

宇波については、「関係性の思想と生の円環構造」，『情況丸山圭三郎一カオスモス

の哲学』所収，情況出版，1994．1参照。また、丸山については、丸山，『欲動』，p．176参

照。

丸山圭三郎，「関係性の思想と生の円環構造」，階況丸山圭三郎一カオスモスの哲
学』所収，情況出版，1994．1

丸山，前掲『欲動』，p．176

丸山，前掲書『カオスモスの運動』，p．115　また、丸山は、以上のような見解から、フロイトのいう無意識と

の相違性について言及している。「自我とエス」においては、フロイトのいう「無意識」とは、「それ自体に
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272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

おいてはどうしても意識化することができないもの」（p，207）であり、それは「抑圧」（p．207）に起因する

といえるものである。そこで「無意識」とは記述的には、「前意識」と「無意識」の二つの「無意識的なもの」

を考えることができるとされる（p．207参照）。「前意識」とは、「潜在的ではあるが、意識化することが可能

なもの」（p．207）である。また、「抑圧」とは「自我」から生み出されるものである（p．210＞。ここでフロイ

トにとっての自我とは、それぞれの個人における「心的なプロセスの一貫性のある組織」（p．210）のことで

あり、これに意識が結びつき、「精神のすべての部分的なプロセスを制御し、夜は眠りに入るものの、絶えず

夢を検閲」、すなわち「抑圧」することになる（p．210）。つまり「心の一定の営みは抑圧によって、意識から

だけではなく、その他の種類の価値や活動からも排除される」（p．210）のである。（例えば「掬圧」にはく原

抑圧〉、本来の抑圧、及び抑圧されたものの回帰ということが考えられる（pp．54・69参照）。原抑圧とは、

フロイトによれば「欲動の心的な（表象）代表を意識に取りこむことを拒む1（p．54）ということであり、そ

の「欲動代表が無意識の中に存続し、派生物を構成し、さらに結びつきを形成すること」（p．55）になる。つ

まり、欲動代表はそこで無意識の核となるといえるものである。また、本来の抑圧とは「抑圧された代表の

心的な派生物や、別の場所で発生し、連想によって結びつくようになった思考傾向に関連したもの」（p54）

であり、丸山はそれを「無意識の表象群を意識系から閉め出す過程」（丸山，『欲動』，p．198）としている。

また、抑圧されたものの回帰とは、抑圧されたもの、あるいは派生物が「欲動代表とかけ離れているか、歪

められているために、意識の検閲を通過」（フロイト，「自我とエス」前掲書『自我論集』所収p．56）してく

る過程であるといえよう。）そのことから、フロイトは「分析を行なう際には、抑圧によって排除された営み

が自我に対立するのであり、精神分析の課題は、自我が抑圧されたものに直面することを妨げるこうした抵

抗を除去することにある」（pp．210・211）と述べることになる。そのことはまた、丸山がいうように、「私た

ちにとってく無意識〉そのものは対象化不可能でも、その形成物の対象化は十分に可能」（丸甑『欲動』，p．61）

であるということにつながる。例えば、「翻訳」という発想である。先のフロイトの言にもあるように、自我

（意識系）は、自らの安定のために、それが排除したものを、睡眠中であっても、そのままのかたちでは意

識化できないように検閲を張るのであるが、その排除された無意識的なものは、自らの検閲の目をごまかそ

うとして偽装・歪曲を行なって、「夢思想を夢内容へと変容させる」（同上，p．60）のであり（その変容の主な

ものは「圧縮」と「置き換え」である。）、したがって、「直接認識不可能な夢思想を知るためには、夢内容と

いうテクストがどのように原テクストである夢思想を翻訳しているか、つまりは夢の作業の変容過程を逆に

たどることが唯一の方策として提起される」（同上p．61）ことになるといえる。しかし、丸山は、そのよう

なフロイトの考えに問題がないわけではない。丸山によれば、「フロイトにあっては、理性に代わるもうひと

つの根拠として〈無意識〉を実体論的に措定する危険性がないとは言えない」（同上，p．62）からであり、「＜

無意識〉が表象＝代理するというく欲動〉自体の実体性が大きな問題として残ってしまう」（同上，p．62）と

されるからである。丸山によるところの「無意識」とは不可知物としてのカオス、あるいは欲動であるのに

対し、フロイトによる「無意識」は、その下層に欲動が想定されてしまっているということであろう。欲動

の表象＝代理は、丸山によれば、すでに「コトバ」であり「意識」である。

丸山，前掲『欲動』，pp．174・175

同上，p172

同上，p172

同上，p67

同上，p．67

同上，p．67

丸山，前掲『生命と過剰』，pp．187・188

丸山，前掲『欲動』，p．16

同上，p．67

同上，p．70

同上，p．70　丸山によれば、フロイトにおける無意識に対する「形而上学的思考」は、「無意識を〈コトバ〉

として捉えた」（同上，p．63）ジャック・ラカンによって乗り越えられたとされる。つまり「無意識はコトバ

のように構造化されている」（同上，p．63）ということである。ラカンの業績は「翻訳される原テクストを実

体として措定するのではなく、これまたもう一つのくコトバ〉という関係態として措定したところに見出さ

れる」（同上，p．63）ということになる。丸山は「ラカンにとってのコトバはソシュール用語のシニフィアン

であり、意識レベルにおいてこそそれが担っているかに錯覚されるシニフィエ（意味）は、無意識のレベル

には存在しない。無意識においては、絶えずシニフィアンからシニフィアンへと移される備給の置き換えと

圧縮によって生ずるコトバの連鎖があるのみで、このコトバのもつ意味は、シニフィアンが表象＝代理する

不可知のく欲動〉」（同上，p．65）であると述べている。しかし、そのような「無意識のコトバ」は「深層意

識のコトバ」であるという。それは、この注の冒頭に述べたような、「コトバと意識は共起的であり不可分で

ある」という彼の立場に起因するものである。なぜならばフロイトやラカンの考える「欲動」の表象代理

は「すでにコトバであり、意識である」（同上，p．70）ということになるからである。丸山においては、「深層

意識のコトバ」こそが、圧縮と置き換え、メタファーとメトニミーにおいて、「コードなき差異」として動き

戯れるとされるものである。そのことから、フロイトのいうところの「エス」すなわち、自我が「未知の統

御できない力によって『生かされている』」（フロイト，「自我とエス」，p．220）というときにその自我を「生
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かしている」とき、あるいはその両者間に明確は境界線はないものの、噛我は、あたかもそれが塞分の意志

であるかのように、エスの意志を行動に移すしかない」（同上，p223）ときにその自我を突き動かしている当

のものは、「無意識」ではなく、丸霞のいう「深層意識に動く複数に分裂したく自己〉」（丸由，『欲動島p．68）

に近いものであるということになる。したがって、原挿圧ないし掬圧による無意識（あるいはUCス）は、丸

由においては、深層意識の一部、すなわち「下意識！いうことになる。それは「抑圧された魑人の欲望の集

積であり、uaトバをもつ生物のいわば個体発生のプロセスから生ずる」（岡上，p．68）ものである。下意識と

は、「文化の秩序によって追い出されたもろもろの欲望集積場であると引時に、破綻した種のゲシ・・タルトで

あるく身分け構造〉から瞳出する歓動の場でもある」（丸山，『カオスモスの運動乱p．三9＞とされる。深層意

識には、丸山によって「潜意識と呼ばれるものもある。それは係統発生のプロセスから生じた原体験の
継承であり、欄体が属している大なり小なりの集団（家族・社会・民族〉の記憶の堆積物」（丸山，『欲動』，p．69）

であるとされるものである。なお、併せて注260も参照。

同上，p．70

岡上，P　173

丸山，前掲『生命と過剰』，p．244

同上，P244

丸山，前掲『欲動』，p．175

丸山，前掲『文化のフェティシズム』，p．223参照。

同上，pp．220・221

同上，P．201

同上，p．212

同上，p21δ

岡上，p．215

1刻下，P．215

同上，p．220

同上，p．221

岡上，p．240

同上，p．225

図上，P．186

同上，p．186参照。

同上，p．170

同上，P．109

クリステヴァ，前掲『記号の解体学〔セメイオチケ］1』，p．364（訳者あとがき）
304 @∠ろメと1，p。232　（同上，p．186）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ305@K　isteva，」ミ選a．，‘触掘事ゾ召伽血加縄βpo動＠ロθグl　E（近もions　d疑Se疑丑，1974，p．13

　　　（クリステヴァ，前掲『詩的言語の革命　第一部　理論的前提』，p．6）

306ibid　，p．14（同上，p．6）

3。7ibid．，p．14（同上，p．6）

3。8Kristeva，“　27？uε　Lωt　eykr7i）’；p．223（クリステヴァ，前掲『記号の解体学［セメイオチ

　　ケ］1』，p．173）
309 @茄戴，p．223（隅上，p．173）

310泌戴，p。89（同上，p．67）　また、クリステヴァのいうところのギ詩的言語」に関して次の文を引

　　期しておく。なお、これは『詩的言語の革命』の「原書の裏表紙に掲げられた」・K：の書名のあ

　　る短文」であり、同書の翻訳者、原懸邦夫の訳によるものである。

311クリステヴァ，前掲『詩的言語の革命　第一部理論的前提』，p．341

312Kristeva，‘Za下顎1召伽ぬ勧騨卵．ρ06的潔θ’；pp．68－74（同上，pp．66・72参照。）

313Kぬsteva，漉ημε乙ω㍑κ勃lp9（クジステヴァ，前掲『記号の解体学［凹目イオチケ］1』，p．7＞

　　なお、ここでいう「異質のもの」とは、畷質性」ないし「外」ということでもある。伽風pB8

　　　（出鉱，P．27参照）。

314thid，P．9（同上，P．8）

315 ﾛ山圭三郎，『ホモ・モルタリス』，河出書房新社，1992，p、143より転載。
316@丸山は、ジ生の円環運動のモデル」を提趨するに際し、フロイトのいう「掬圧」を亡いながら説明する。まず
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　　　「原掬圧1といわれるものとは、注53でも述べたように、それは欲動代表の意識からの閉め出しであり、

　　すなわち抑圧があることによって、その欲動代表は無意識の中に存続し、無意識の核となる（それは丸山の

　　いうところの深層意識のことである）。そのようにして形成された無慧識内の欲動表象やその派生物が意識系

　　にのぼろうとすることを阻止しようとするものが「本来の掬圧！といわれるものである。また、そのように

　　して無意識内に挿圧されたものを意識野にのぼらせ、そうすることによって「抑えられていた反応を除去す

　　る」（丸山，『カオスモスの運動島p．247＞ことがカタルシスとされ、それが「挿圧されたものの回帰」個

　　上，p247）ということになる。それぞれを便宜的に、抑圧1、挿圧2、擁圧3とすれば、錦圧2とは、「諸々

　　の欲望を表層意識から閉め出すノモス儲からの隔離・防衛手段であると岡時に、これを蒙る個体側から見れ

　　ば、ノモス側からの逸脱・解放行為でもある」（岡上，pp．247・248）ということになり、また抑圧3とは「心

　　の底に欝積した情動を解放するかに見えても、実は深層意識における流動的なゲシュタルトを拘束し、表層

　　意識に回帰させ実体視させるく物象化〉のプロセスでもある」（同上，p．248＞ということになる。：丸山のいう

　　ところの「生の円環運動」とは、そのような「ノモスからの逸脱と物象化によるノモスへの回帰」（岡上，p248＞

　　によって組織されるものではない。それだけではF〈正常なるもの〉としての規範（コード）を確認させ強

　　化させ麗に陥る」個上ρ．25①ことになってしまう。そのことから、丸山は、撫圧1の失敗による〈俳除〉

　　という概念を用いる。撲除とは、もともとく抑圧〉より強いく棄却〉、〈否定〉より根底的なく否認〉とし

　　てフロイトによって提起されたものであるとされるが、ラカンによってく俳除〉とされることになるもので

　　ある（同上，pp．250・252）。それは、基本的知覚記号（すなわち欲動代表〉が「ランガージュの外に放棄され

　　ること」（岡上，pp、251・252）であり、「そのようにして否認されたシニフィアンは翻体の無意識（；筆者の深

　　層意識）」（岡上，p．252）にも組み込まれないことになる。そのような状況は、「深層意識以前であり、＜言分

　　けられた身〉の発生の現場に起きるくコードなき差異〉以前、複数の自己登場以前のもの」（丸山，『欲

　　動』，p．195）とされる。丸由のいう「生の跨環運動」とは、この位相からの回帰である。そこでなされるこ

　　とになるのは、深層意識の最下部における生のエネル￥’一一との濱接的な対縛による欲動の「昇華1であり、「い

　　ま、ここ」としての端緒におけるカオスの言分け、コスモスの組み替えということである。以上のことから、

　　　1生の円環運動」とは、四つの：否定的契機によるものである。排除や捧圧は防衛規舗ではなく、それは単に

　　狂気をもたらすものとしてとらえられることになる。そうではなく、「欝除がなければ昇華はなく、いわゆる

　　抑圧（擁圧2）がなければ物象化もカタルシスも起きない」（丸山，『カオスモスの運動』，pp．252－253＞ので

　　あり、それらの爾義性が失われるとき、狂気が生まれることになるのである。そのことは、「生の円環運動

　　を提起するに当たり、「防衛されるべき自我を前提としないからであり、防衛されてアイデンティティを保つ

　　　“私”を決して正常な人間存在とは考えないからである」（丸山，『欲動』，p．200）という丸由の串発点によ

　　るものである。
317 ﾛ山，前掲『生命と過剰』，P．270
318 高P78参照。
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第2章

造形的な活動のく意味一過程〉

第1節　造形的な活動の〈意味〉の問い

1　造形的な活動のく意味〉

　子どもたちが展開する多様な造形的な活動を保障し得る美術教育の論理を構築するた

め、前章において検討したロザリンド・クラウスの理論を精緻化するとともに、子どもの

造形活動の〈意味〉とその論理について考察することにする。

　子どもの造形的な活動のく意味〉を問うことによって、それが一義的で一方向的なもの

にとどまるものではなく、「ありとあらゆるサンスの氾濫する多方向性＝多義性の領域」1

へと開かれた多様なものであることを明らかにできるのではないか。

　ここで問おうとしている〈意味〉とは、子どもたちの造形活動の多様な展開によってつ

くりだされる何ものかとしてとらえられたもののことである。つまり、〈意味〉とは、固

定的で他とのとり換え可能な何かのことではなく、子どもたちの造形活動におけるその場

その時のひとつひとつにおいて、はじめてつくりだされる何かのことである。

　それは、存在しなかったものが、〈私一生〉にとって重要な意味をも？て、存在するよ

うになったもののことである。それはく私一生〉にとって重要なものとして存在してはい

るが、未だ固定化されていない価値的な在りようということもできるとともに、過程（プ

ロセ）において立ちあがると同時に突き返されるコードの、不断に開かれた在りようのこ

とでもあるといえる。

　過程とは、ジュリア・クリステヴァによってプロセprecbs（仏語）、すなわち「訴訟＝

過程」、「審ff　・一過程」とされるもののことである。それは固定化され、他とのとり換え可

能とされたもの（〈意味〉）を、それ以前ともいえる「多義性＝他方向性の領域」から絶

えず侵犯（審判）するということである。2

　西川直子は、過程（プロセ）とは、意味生成過程pr㏄6s　de　s塘n槍anceにこでいうく

意味〉生成過程）という文脈において用いられるものであって、「意味にかかわる〈法〉を

めぐる訴訟」3のことである‘1：する。〈法〉とは、一義性を保障するというようなコードを
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意味する。そのことから過程とは、不断に新しい秩序（コード）、すなわち新しいく意味〉

（定立相ないし定式）をつくりだそうとする対話関係的運動であるということができる。

　クリステヴァの言に基づいて〈意味〉をとらえ返すならば、それは「囲いに内在する『外』

一これがないからどの囲いも囲いにとどまっているのだ一を設定する」4ことによって

みえてくる何ものか、そして「囲いの中心を狂わせ、複数で、異質の宇宙のあいだでの過

程の弁証法」5として開かれていく何ものかとしてとらえられたもののことであるといえる。

つまり、〈意味〉とは、その「外」へと、すなわち「多方向性＝多義性の領域」へと開か

れたものとして、それ自身において完結する一義的なものではないものとしてとらえられ

た何ものかのことである。

　〈意味〉の多義性あるいは「外」ということを措定できるのは、浅田彰によれば、それ

は、我々はつねにすでに象徴秩序の中にいるのではなく、つねにすでに「象徴秩序一カオ

ス複合体」の申にいるということができるからであるという。6

　我々の日常生活において欠くことのできない意味の一義性の地平は、その下層（深層）

に未だ一義化されていない多義的なく意味〉群を同時に携えた複合体であるとともに、そ

の深層によって絶えずその一義性が解体されつつあるものである。

　また、「外」とは、そのような一義性のレヴェルに同時に併存はするが、そこにそのすべ

てを回収されたりすることのない「多方向性＝多義性の領域」を換言した「内なる『外』」

のことであり7、「内」（先のクリステヴァの言によれば「囲い」）に対する実体としてある

ものではない。むしろ、「内にして外」、あるいは「内であることにおける外」といえる二

重の関係性において、「内」（「囲い」）の意味を、動的な関係性に開かれたものとして保障

するといえ、つねに二重の動きを認めるσ読む」）ことができるということになる。

　このことについて、丸山圭三郎は「すべてのものごとは、同時に二つのヴェクトルをも

って動いている」8という。つまり、「内」であるとか、あるいは「外」というような、あ

らかじめ方向付けられ、固定化されるようなものは存在しないことになる。

　以上のように考えるならば、子どもたちの活動が一義的で一方向的なものにみえるとし

ても、それは、その深層の「志津」であり、単なる「見せかけ」ではないということがで

きる。

　「制度」の制度性という避けることのできない閥題は、人間の有する言語と密接に関係

しているといえ、それは広義のコトバにおけるきわめて書語的な問題としてとらえること

ができる。
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　なぜならば、言語とは、避けることのできない「制度」化、すなわちノモス化という固

定化ないし惰性化への方向性を孕みつつ、我々の意識と共起するものであり、その端緒に

おいては、差異としての差異（コーtドなき差異）を生む差異化の活動において（〈私〉の

存在の根拠ともいえるその深みにおいて）湧出してくるといえるからである。それは、我々

ひとりひとりのく生〉の在りようから乖離したところにある問題として扱われるものでは

ない。

　したがって、我々ひとりひとりのく私〉の存在の根拠ともいえる、〈生〉の在りよう（深

みの存在）に基づく、あるいは、f対話」9をとおした制度」の制度性への自覚と糊度」

という「囲い］の中心をずらし、外部との対話による薪しいく意味〉の生成の過程を問う

問題として扱う必要がある。

　「制度1の調度性への無自覚に埋没することは、子どもたちの造形活動におけるひとつ

ひとつの過程の意味を、あらかじめ設定された固定的な枠組みの下に等質化させ、他との

とり換え可能なものとしてしまうことであるといえる。そのような状況下においては、子

どもたちひとりひとりの、そして、相互問の行為の意味を理解すること：は不可能となり、

ひとりひとりのく私〉のく生〉の多様性をとらえるということも不可能となる。

　なぜならば、そのつどごとに成立する行為とは、そのつどごとに成立する場や状況とい

う、そのつどごとに特有の関係性において成り立ち、他とのとり換え不可能なものとして

のく意味〉を生みだすものだからである。

　また、行為によって生みだされる〈意味〉を、「外」と「内」との関係の過程という動

的なものとしてとらえることによって、〈意味〉が成立するひとつひとつの過程は開かれ

ることになり、同じものであるということはない。なお、それを可能とする行為もまたそ

うであるといえる。その行為は、我々ひとりひとりのくTA　一一生〉の意味において成立して

いるのである。

　我々はつねに象徴秩序の中にいるのではなく、「象徴秩序一カオス複合体」の中におり、

そのような二重の、両義的な在りようを、我々のく生〉の本来的な流動する在りようとし

てとらえるならば、〈私〉とは、そのようなく生〉を生きる、他ととり換えることのでき

ないかけがえのない存在としてとらえ返されることになるとともに、つねに同じものとし

て一般化されることなく、絶えずく生〉本来の多義的で多方向的な領域へと開かれ、動的

な過程を生きているく私〉としてとらえ返されることになる。そのためく私〉とは、その

つどごとの過程において、つねに他とのとり換え不可能なものとして成立しているもので
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あるということができる。

　したがって、ここでく意味〉を間うということは、我々ひとりひとりのく私一生〉の在

りようを問うということと字義的なものであり、そのようなく意味〉への凹いは、その生

成の過程をも含めて我々のく生〉の在りようと、その実現のために必要な実践の在りよう

とを問うということになる。

　以上のことを踏まえて、本章においては、そのようなく意味〉の在りようを二時」と

しての「論理化」によって考察していくことにする。

　「共時」とは、丸山によってとらえ返されたソシュールによる記号の解体の過程におい

て見いだされる「関係の第一次性」、すなわち「視点1（あるいはラング）である。なお、

丸山は共時態を「時間軸上の一点において切り取られる体系の状態」であるとして次のよ

うに述べている。

共時的視点においては時間の作驚を捨象し、静態的記述をすることが自的となる。し

かしながらこの共時的視点とは科学的、学闘的戦術として取られる視点であり、実際

の体系は一瞬たりとも静止することなく刻々と変化し、さらにいくつもの複数の体系

が重なり合っている（中略）。このような問題をも考慮し、ソシュールは共時態という

概念をさらに厳密化した特定共時態（i（liosynchronie）という術語も考えていた。1。

　そのようなく意味〉の在りようを「共時」としての「論理化」によって考察するのは、

本章では、子どもたちの造形活動を不断の「過程（プロセ）」としてとらえ返し、岡時に、

そのひとつひとつを「囲いに内在する『外』を設定すること」としてとらえ返すことで、

それぞれを〈意味〉として、つまり、何らかの終着点に向うものとしてではなく、動的に

展開され得る互いに異なる同じひとつひとつの何ものかとしてとらえようとする「読み」

の実践を行おうとする意図があるからである。

　したがって、そこでは必然的に「『外』を設定された共時体系」11としてみていかなけれ

ばならないことになる。共時体系とは象徴秩序のことであり、他とのとりi換えを可能にす

る関係の結節点としての静的なシステムのことであって、逆にその「外」との不可分な関

係において成立する「『外』を設定された共時体剰として、そのつど「象徴秩序から遡行

して見出されるべきもの」12であるとともに、生成過程をそれ自身の内に含む未完結、両

義的なものである。
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　したがって、ある具体的な状況に対する「読み」という立場においては、立州健二が指

摘するように、「多方向性＝多義性の領域」をその裸形において対象化することはできない

のである。つまり、憶味生成は、静態としての意味システムを前提としないでは、まった

く問題にすることができない」13のである。

　立川は、『誘惑論』において、ソシュールにおいて見いだされた肝腎の共時態という対

象は、彼が自らの意識に問い、その意識に現われるもの、すなわち意味を担った単位をも

とに措定された表意的差異のシステムであるとするとともに、それは現象学的な「還元」

に対応するものであり、その理論的基盤を「語る主体」ではなく「聴く主体」にあるとし

て次のように述べている。

ソシュールのように《聴く立場》に立つ理論家は、まずく聴く主体の意識〉（正確に

は前意識）に問うことによって、静態的な表意的差異（瓢対立）のシステムとしての

うング　　　　サンクロニゆ

言語の〈共時態〉を一次的認識対象として獲得＝構築することからはじめ、そののち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディアク二四　
に、その意識を逃れ去る意味と記号の生成謹解体の様態であるく通時態〉の探求へと

すすんでいく。14

　そのうえで、ソシュールのく通時態〉とは、不等質的なく力〉の戯れの場であるとし、

〈意味〉を了解しようとする〈聴く主体〉にとっては、原初的には生成なき状態、共時的

なシステムしか存在しないとしで5、次のように述べている。

〈聴く主体〉にとってはある主観的な幅をもった『いま』しか存在せず、差異化のカ

としてのく時間〉はその意識を逃れ去る。だから、聴く主体の意識とはく共時意識〉

であり、意味とは必然的に〈共時意味〉にほかならないのだ。16

　そのような立場においては、「意味生成は、静態としての意味システムを前提としないで

は、まったく問題にすることができない（中略）いいかえれば、〈自己差異化〉としての

生成プロセスを対象とする思想・理論は、どれも《聴く立場》にたっており、〈意味〉の

了解という前提をまぬがれることができない」17ことになる。

　このことから、静態としての意味システムとしての「共時」とは、時間上のある所与の

一地点・視点といえる。
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　しかし、ここにいう「読み」は単なる静態的なものにとどまるものではないといえると

ともに、「共時」を単なる形式還元的な文脈において用いることは、〈意味〉の在りようを

静的で固定的な構造に還元することになるといえる。

　したがって、〈意味〉は他ととり換えることのできる等質的なものとしてとらえられ、

その場その時において他とのとり換え不可能であることを保障する「内なる外」との「過

程の弁証法」という動的な契機は見逃されてしまうとともに、我々ひとりひとりのく私一

生〉の意味が見失われることになる。

　なお、ここで行なおうとしている「論理化」とは、その内に潜在的に措定し得る関係体

としての「外」を「読む」ためになされるもののことであり、解体するためのものであっ

て、〈意味〉の多義性の文脈を等質的なパースペクティヴの下に回収したり、堅固なる体

系を目指すものではない。

　いずれにしても、それは「造形遊び」の論理に見いだすことができる。「造形遊び」と

は、それ自身の姿でさえも固定化しない「遊び」の概念をその根拠とする一回的なもので

あり、子どもたちの多様な造形活動のその場その時のひとつひとつの瞳程」の在りよう

によってしか（次の一新しい）自らをつくりだすことができないものである。しかし、同

時に、そのひとつひとつの「過程」の在りようにおいて成立する定式（形式）は「『外』を

設定された囲い」として措定されることにもなる。そこに、「造形遊び」固有の、ある種の

困難性と可能性の同時的な併存という事態が生じる。

　また、そのことは「読み」の実践にもかかわることである。それは自らのく生〉の重層

的な在りようを肯定し、それを生きることによって、必然的に、そのつどごとの可能性と

して立ち上がってくるものである。つまり、f読み」とは、そのつどごとに形成される定式

を一般化しつつも、そのつどごとの「過程」という動的なく生〉の在りようの意味に基づ

き、その一般化することをとおしてそこに潜在する一般化されえないものを「読もう」と

するものである。

　そのため、「造形遊び」の論理のような「制度」の制度性に対して自覚的であろうとす

る論理は、不断に可能性を秘めたものとして理解されるとともに、その可能性を発揮され

ることになると考えられる。

　「読み」とは、言語ないし形式というものの動的で重層的な在りようにかかわる我々の

意識の動的で重層的な在りように基づく、読み手における「制度」の制度性への自：覚的な

実践を意味するものであり、その場その時の具体的な状況を、一旦、形式的な「共時」と
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いう囲いに還元（一般化）しつつ、その「共時」をテクストにおける、すなわち潜在的な

可能性としての「内なる外」すなわち「過程の弁証法」における動的な関係性においてと

らえ返そうとするものである。

　以下においては、子どもたちの多様な造形活動におけるその場その時においてつくりだ

されるひとつひとつのく意味〉を、論理化することによって考察していくことにする。
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2　論理化によるく意味〉

（1）論理化と前提

　ロザリンド・クラウスがポスト・モダニズムにおける彫刻をめぐる状況を理解しようと

した際に用いた、「展開された場」の論理を基にした論理化によるく意味〉を考察すること

にする。

　「展開された場」の論理とは、クラウスによって、ポスト・モダニズムというコンテク

ストにおける「彫刻」の在りようを理解するために、駿開された場における彫劾18とい

う論考において提案された「論理構造」に関するものである。

　それはモダニズムというコンテクストに対して媒体の意味と実践空間の論理の意味の質

的転換を要請するものであるといえ、そのことから、そこでの実践とは、特定の媒体ない

し、それが代行するカテゴリーに従属するようなかたちで組織されるのではなく、「展開さ

れた場」における論理的操作によって、あらゆる媒体の使用のもとに組織されることにな

るものである。そこでは、写真、本、壁の上の線、鏡、あるいは彫刻そのものなど、どの

ような媒体を用いても、その「展開された場」が保障するどのような場において活動を展

開しても、それらは、いずれも厳密に論理的なものとされるものである。

　したがって、そこでは固定的なカテゴリーは存在せず、たとえそれが措定されるにせよ、

それは事後的なものとされ、横断的で錯綜的な、すなわち「制度」の嗣特性によって規制

されることのない多様な実践の論理が保障されることになる。なお、その構造図はクライ

ンの群と呼ばれる展開理論に基づいている。

　それは、ある一組の二元体（a〔風景〕，b〔建築〕）におけるその最初の対立関係（a

〔風景〕一b健築〕）を鏡像化しっっ、矛盾関係を成立させる項（a〔風景〕：非一a〔非

一風景〕，b〔建築〕＝非一b〔非一建築〕）を対極に写像し、そうすることによって生まれ

るもうひとつの軸（非一a〔非一風景〕一等一b〔非一建築〕）及びそれぞれの対角線上の

項（a〔風景〕：非一b〔非一建築〕，b健築〕1非一a〔非一風蜀）を合わせて論理的

に展開された、［旧時に下元の場をもつ構造体（a〔風景〕：非一b〔非一建築〕：｝P　一a〔非

一風景〕：b〔建築〕）に変換するというものであった。

　では、なぜクラウスの提案した構造図をもとに検討しようとするのか。それは次の理由

からである。

　第一に、それは、それが一種の組み合せに國する展開理論によって成立する、ある具体

的な状況に対する構造レヴェルにおけるひとつの解釈であると考えられるからである。
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それは、子どもたちの多様な造形活動

に対する楕関的ないし暫定的な読みと

しての「共時体系」として措定しうる

ものといえるからである。

　第二に、そうであるならば、それは　　　　x4

「読み」の立場における「『外』を設定

された共時体系」としてく意味〉を問

題にしたものととらえることができる

と考えられるからである。確かに、ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1
ラウスによ：る「展開された場」という

一一a

鴎

　　　　　　　一b

gK　7b
Xl

澱

論理構造は、その成立に当たって構造還元的な文脈を完全に払拭するということはできな

いとされるようなものであろう。

　しかし、それはその構造内において示される意味論的な諸関係において、テクストとし

てギ読まれ」うるものであるように思われる。つまり、単なる構造還元的な方法によって

見いだされることになる構造ないし共時というのは、固定的で静的なものにならざるをえ

ないといえる。

　なぜならば、そのときその構造ないし野州というものは、意味の同一性の圖定的で絶対

的な根拠となるほかはないからである。それが、ラングとよばれる構造体である。ただし、

それはノモス化されたコスモスともいえるものである。すなわち、その深みにおいて流動

的に動き戯れるとともに、そのうングそれ自体を根拠づけるともいえるランガージュの働

きによって分断され、固定化ないし惰性化してしまったものである。したがって、そこで

見いだされる構造ないし共時には、その内的構造においてさえも、「外」がないということ

になる。

　そのことから、そこでは意味の表層的な諸関係、すなわち固定的な意味の作用的側面し

か問うことができないことになり、本章の命題としてのく意味〉を問うことができないこ

とになってしまうのである。つまり、そのような「読み」においては、子どもたちの造形

活動のその場その時の具体的な状況において生みだされる他とのとり換え不可能なもので

あるはずのく意味〉を、固定的なもの、すなわち静的なものとしてとらえてしまうことに

よって一般化可能なものに変容させてしまうという危険性を免れないということになるの

である。
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　それに対して、その構造ないし共時をテクストとして読む「読み」の実践においては、

意味を問うことができるといえるのではないかと思われる。ただし、そのときその「読み」

は、必然的にその構造内に限定されてしまうということにはなる。したがって、その構造

ないし共時をテクストとして「読む」ということは、その構造ないし共時の示す各地点を

「『外』を設定された囲い」として「読む」ということになろう。

　そして、その論理構造は子どもたちの多様な造形活動というものを、その前提とするも

のである。したがって、それは、基本的には子どもたちの造形活動が「何ゆえに」多様に

展開するのかということではなく、「どのように」多様に展開できるかということを、その

構造内においてしか問うことができないということである。19つまり、「確定できない構

造」2。とでも呼ぶべきものをその成立の前提としている以上、その構造自体によってそれ

を根拠づけている何ものか、すなわち、子どもたちの造形活動を衝き動かす根源的な差異

化活動それ自体を問うということはできないのである。

　しかし、その「読み」の実践の在りようによっては、「何ゆえに」多様に展開しうるのか

と問うことも可能であるように思われる。つまり、単なる構造還元的な「読み」が一般化

可能な何ものかに意味を一義化する二次的なものにとどまるのに対して、ここで目標とし

ている「読み」は、その構造の示す各地点を「『外』を設定された囲い」として読む「読み」

の実践であるために、そこで〈意味〉とはその平なる「外」との9過程の弁証法」へと開

かれるものとなるからである。

　そのときそれは自らのうちに何らかの異質性を含む、「最初からくそれ自身〉としての

同一性を欠いている」21ものとして措定されることになり、それが静的な同一性をもって

成立する（ようにみえる）界面を「一筋の鉛直線」22に沿って遡行し、〈何ゆえに〉を間

うことが可能であるように思われる。

　しかし、そのような註釈だけでは不十分であり、そこではく意味〉の根源性は必然的に

その構造図内においてのみ語られることになる。つまり、そこでは子どもたちの多様な造

形活動の展開の在りようの意味は、任意の媒体問の関係に限定されてとらえられることに

なり、その媒体問の相互的な関係性を可能にする何ものか、すなわち根源的な「差異化の

作用、動き」23への問いを発することができないからである。

　そこでは、子どもたちの多様な造形活動の根拠ともいえる、その深みにおける多様性を

十分前問うことはできない。それは「確定できない構造」とでも呼べる多様性を前提とし

て成立するために十分に問うことはできない。つまり、そこではく何ゆえに〉という問い
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を含む本質的な諸関係については局所的にしか問うことができないのである。

　しかし、それはその構造の有効性を否定したりするものではない。なぜならば、その構

造を子どもたちの多様な造形活動におけるその場その時の在りようにかかわって成立する

ものであるとともに、「論理化」の離散的な一片であるものとして「読もう」とする以上は、

たとえそれが極めて局所的なものであっても、それは「『外』を設定された囲い」として憶

味」の根源性にかかわることになると考えられるからである。

　ここまで、子どもたちの造形的な浩動の多様な展開を保障する論理を構築するために、

子どもたちの造形活動におけるく意味〉について、それを〈私一生〉による、不断の「過

租としてとらえ返し、その多様な生成・展開の在りようをとらえるようにしてきた。

　そして、そのく意味〉とは、子どもたちの造形的な活動におけるその場その時のひとつ

ひとつの「過程」において、そのつどごとに、はじめてつくりだされるそれまでにはなか

った、一般化できなレ鴨ものかとしてとらえられたのであった。それは、クリステヴァの

いう、「囲いに内在する『外』一これがないからどの囲いも囲いにとどまっているのだ

一を設定する」ことによってはじめてみえてくる何ものかであり、「囲いの中心を狂わ

せ、複数で、異質の宇宙のあいだでの過程の弁証法］として開かれていくものとしてとら

えられた何ものかのことである。そして、それをとらえるための方法は、クラウスによっ

て提案された「展開された場」の論理構造を援用した輪理化」である。

　しかし、そこには一つの眼界があった。それは、その論理構造は、子どもたちの多様な

造形活動を前提とするものであり、基本的に子どもたちの造形活動が「何ゆえに」多様に

展開するのかではなく、「どのように」多様に展開できるかを間うことしかできなかったの

である。

　なお、「読み」とはあくまでもひとつのとらえの姿勢を意味し、実証主義的なものではな

い。また、前提とは、その「読み」において同時的に成立する論理によって可視化される

ような、「未来（post）完了（mode）」24的な前提ともいえるものであり、ここでいわれる

前提とは固定的な実体でもないし、また「読み」尽くされる透明なものでもないことにな

る。

　したがって、その「読み1を可能にしているもの（その外部）を、その「読み」によっ

て読むことはできない。つまり、それは「読み」としての論理構造内において、局所的に

しか意味の展開の在りようを問うことができないということである。

　しかし、その潤み」における論理構造の各地点は「外を設定された囲い」として「読
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まれる1ことになり、それは自らのうちに何らかの異質性を含む「最初からくそれ自身〉

としての同一性を欠いている」ものとして措定されることになる。そして、そこにおいて

はく意味〉の生成にかかわる根源的なレヴェルにかかわりうるであろうとしたのである。

　しかし、子どもたちの多様な造形的な活動に対する「読み」としてクラウスの提案した

構造図を援用する際にはただし書きが必要である。なぜならば、それはカテゴリー一以前の

状況を搬うからである。つまり、ここではカテゴリーというものを問題にしてはいない。

したがって、ここでは、その構造図による読みの（共役的な）対象としての子どもたちの

多様な造形的な活動を、諸媒体に対する一種の組み合せ的な操作と仮定し、そこにクラウ

スの提案した構造図を援用して考察を進めていくこととする。

（2）　「読み」としての論理化

①　意味論的四角形モデルによる論理化

　クラウスが、クラインの群と呼ばれる展開理論25に基づいて、ポスト・モダニズムとい

う状況における彫刻」の展開の在りようをとらえるために提案したものを基に論理化の

ためのモデルとしたものを意味論的四角形モデルとした。

　それは、ある一組の二元体（a，b）におけるその最初の対立関係（a－b）を鏡像化

しつつ、矛盾関係を成立させる項（a：非一a，b：非一b）を対極に写像し、そうする

ことで生まれるもうひとつの軸（非一a一町一b）及びそれぞれの対角線上の項（a：非

一b，b：非一a）を合わせて論理的に展開された、同時に四元の場をもつ構造体（a：

非一b：非一a；b）に変換すると：いうものである。

　具体的には、例えば、二つの媒体a、bが組み合せられて、何ものか、　xがっくりだされ

るという場合を想定したとき、それぞれをある二時体剰内における意味の単位と仮定

すれば、それらは互いに異なるものとして考えることができる。

　次に、それぞれについて、その意味の不在、すなわち矛盾閣下を成立させる項、非一a、

非一bを見いだすことができる。とすれば、その二つの媒体a、bの組み合せば、それぞれ

の否定のかたち、非一a、非一bを含めて論理的には四つ存在するということになる。すな

わち、a＋bという複合的なもの、それとは反対の非一a＋非一bという中性的なもの、　a

＋非一a、及びb＋非一bという矛盾関係におけるもの、の四つである。

　そして、その組み合せのどれかによってっくりだされたもの、例えばa＋bの組み合せ

によるx＝x1を一種のテクストとみなすならば、そこにはさらに読まれ、つくりだされ
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る何らかの意味群、また、別様の組み合せによる一種のテクスト群、例えばx2、　x　3、

x4を想定することができる。この意味論的四角形の有効性、及び限界点については、い

くつかの点について補足しておくことにする。

　この構造図は、ある媒体の組み合せに関する論理構造である。それは、後述する実践研

究にもあるように、具体的な色、例えば「青」ということであってもかまわない。つまり、

「白い紙」と「青」の組み合せということになる。

　また、そのような媒体間をつなぐ直線は、行為を意味している。つまり、直線①は、上

に述べた「白い紙」と階」とを「組み合せる」という「行為」を意味する。

　そして、そこには①～①ttまで直線があ

るが、これは組み合せの可能な在りように

かかわって引かれたものである。そのうち、

実現されるものはひとつであるが、潜在的

な可能性には、以上の4っ力洞じ可能性と

しての資格においてあるということである。

　以上のような構造図は、次の右図のよう

に、連鎖的に重なっていくといえるもので

もある。

　雰一白い紙

X2〈　O’

　　　臼い紙

　　　ヒ　

欝
へ
m

一青

¢ti，　＞X4

ミーづ轡
　　X玉

　これは、ある組み合せ（行為）によってっくりだされたくもの〉（x1）に、また、別

の媒体が組み合せられたりしたとき、新たに可能な組み合せの在りようは、以上の図のよ

うに展開するであろうということを意味している。つまり、ここでも実現するのは、先の

場含と岡じように、そのうちのひとつであるが、潜在的には、以上のような直線で示され

た関係による行為のすべてが実現可能であるということになる。

　以上のことをもとに、この図から読みとることができるのは、まず、つくりだされたく

もの〉は、すべて、それぞれに異なる構造（由来、意味、文脈）をもつものであるという

ことになる。

　次に、はじめにつくりだされたくもの〉は、次のつくりだされるくもの〉のための一媒

体となるということである。そして、この図に示されているような、つくりだされたくも

の〉の軌跡は、また、つくりだされる可能性をもちながらもつくりだされることのなかっ

たくもの〉をも含めた（四通りではあるが）全体の軌跡であるということができる。その

ことから、以上のような軌跡は、行為の軌跡であるともいえる。
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　以上のような、意味論的四角形モ　　　　　　　M

デルは、次にあげるような問題点を

含むものでもある。それは実現され

たくもの〉を可能にする、実現され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y4

ることのなかったくもの〉の可能性

を問う幅が小さいということである。　　　　　　　　　　　ys

　そして、行為の途中での行為の変

更を示すことが難しいとともに、行為の在りようが二つの媒体間の関係に限定されてしま

うということである。つまり、行為の多様な展開をモデル化し、考察することが難しいの

である。さらに、このモデルは行為の展開の根源的な部分を局所的にしか問うことができ

ないということがあげられる。

　以上のことから、ここでは、子どもたちが展開する多様な造形的な活動を、より開かれ

たかたちにおいてとらえるために、次にあげる円モデルを構想した。

②　円モデルによる論理化

　円モデルは、その考え方としては、意味論的四角形モデルの考え方を拡大し、その可能

的な意味をより具体的に示すことをめざしたものである。円周は、「描く」とか、「切る」

などという行為の軌跡を意味している。

　A点は、その行為によって実現されたくもの〉を表わし、そのA点は、同時に、その段

階においてとりあえず最終的に選択された行為を表わすものでもあるということになる。

　この円周は、他の実現されることのなかったくもの〉によって形成される軌跡であると

ともに、他の実現されなかった行為の軌跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’　一N　Att
でもあるということができる。厳密には、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BへA点以前の円周は、実現されつつも、その

段階において、とりあえず最終的には選択

されなかった他のくもの〉を表わすととも

に、同じように実現されつつも、その般階

の、とりあえずの最終段階においては選択

されなかった他の行為を表わすといえる。

　A点以降の破線部分は、実現される可能

、

＼
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、
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性をもちながらも、その可能性が選択されるまえに、行為が他の軌跡へと転換してしまっ

たために実現されることのなかったくもの〉を表わすとともに、実現される可能性をもち

ながらも、その可能性が選択されるまえに、その行為が他の文脈（関係）における行為へ

と転換してしまい、実現されることのなかった他の行為を表わすものである。

　以上のことをもとに、この円モデルによって読みとることができるのは、行為が円周に

沿って展開するあいだ、そこには他のものとの無数の関係性が生成され、展開されては解

体され、また生成され展開されては解体される、という過程がつづいていると考えられる

のである。

　したがって、便宜的に円周上に点をとるとすれば、各点においても、それを構成するよ

うにひとつの円周が形成され、さらにその円周上に……というように無限た展開していく

ことができる。もちろん、この円モデルは、かなりの微細な部分を割愛することによって

成立しているものである。

　次に、そのときどきにおいて実環されたく

もの〉は、たまたまそうであったように思わ

れる。つまり、予定されていたというよりも、

そのときどきの行為をとりまき、それを成立

させているさまざまな諸関係のうちにおいて、

そのときは、たまたまそのかたちが実現され

たのではないかということである。

　B’　　　　　　　　B”
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　したがって、円周上のどの地点において実現されるか、次はどのような軌跡を描くかと

いうことは、このモデルにおいては恣意的である。それは、その場や状況との関係性にお

いてしか決定されないということになる。そして、この円周が表わす行為は、その可能性

の全てを実現できなくても、次の可能性を含む行為へと展開していくことが可能である。

　そのような行為は複合化して展開されると考られ、行為の転換点について留意する必要

がある。つまり、そこに相互作用、相互行為の可能性を「読む」必要があるということに

なる。例えば、〈いま・ここ〉での、自らがっくりだしつつあるくもの〉とのかかわり合

いにおいて、生れてくる新しいくもの〉についての「読み」である。

　また、そのまえにつくりだしたくもの〉とのかかわり合いから、そのときのく私〉が抱

いたものとは別のイメージが、その深みから生れ、そのときのイメージといまのイメkUジ

との相互作用や、そのときのく私〉といまのく私〉との相互行為から、新たなイメkUジ（＝
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〈意味〉）をつくりだすとともに、新たなく私〉をつくりだすということの「読み」のこ

とである。

　さらには、ある実現されることのなかったくもの〉をつくりだしていたときのく私〉と

の相互行為、その〈もの〉と相互作用的なかかわり合いから、何らかの複合的ともいえる

イメージが生れてきたことについての「読み」についてもいえる。そのことは、円周上の

交叉するという関係性からもいえることである。

　そのことから、「何ゆえに」転換したのか、展開したりするのかということが問題になる

が、それは因果的な実体論的意味での原因ではない。それは、どのようなかかわり合いか

ら、そのときの関係性が更新されることになったのかの問題である。

　そのことから、その円の円周の軌跡自体が多様なものであり、円周を構成する点は、無

限であり、その円周を構成する各点においては、それぞれにおいて独自の円を形成するこ

とが可能であり、その円周においては…、というように無限に軌跡を描くことが可能であ

るということになる。

　例えばA点を転回点として軌跡が展開するというとき、それが関係することのできる過

去の、実現されたかもしれないくもの〉、及び行為は、これも無限であるということにな

る。そして、相互作用、相互行為として、他の円周を措定するならば、そこにもまた無限

の関係性の形成を想定することができるのである。

　円モデルにおいては、以上のような多樹生を認めることができる。そして、それは意味

論的四角形モデルよりもより広い範囲を扱うことができるが、行為の展開の根拠までを問

うことは困難である。しかし、ここに第3章においてとらえ返した意味と働きとしてのく

身体性〉をかかわらせてみるならば、その行為の展開にかかわる深みにおけるく意味〉の

展開を「読む」ことが可能となるといえる。

　しかし、①にせよ②にせよ、そこにく身体性〉の意味のかかわりをモデルに表記するこ

とは難しい。‘したがって、深みを考察に入れるとモデル化は複雑なものとなる。しかし、

〈身体性〉の意味をかかわらせることなしには深みの意味を、すなわち根源を問うことは

できない。そこで考えられることは、〈身体性〉の意味をかかわらせるということはそこ

でつくりだされるく意味〉とは誰にとっての何かということなのであって、そのことを考

察に入れるならば、〈意味〉の固有の、他とのとり換え不可能なものとしての根拠を問う

ことが可能となるであろう。

　以上のことを踏まえたうえで、子どもたちが展開する造形的な活動の具体的な在りよう
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を、クラウスによる開かれた場の論理の考えを援用して論理化し考察していくこととする。
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第2節論理化とく意味〉

1　論理化の過程としてのく意味〉の生成と展開

①過程としてのく意味〉とテクスト性

　二つの媒体A、Bが組み合せられて、何ものか、　Xがっくりだされるという場合を想定

したとき、それぞれを、ある「共時体剰内における意味の単位と仮定すれば、それらは

互いに異なるものとして考えることができる。すなわちAとは非一：Bであり、：Bとは非一

Aであるということになる。

　次には、A、　Bのそれぞれについて、非一A、非一Bという矛盾関係を成立させる項を

見いだすことができる。とすれば、その二つの媒体A、Bの組み合せば、それぞれの否定

のかたち、非一A、非一Bを含めて論理的には四つ存在するということになる。すなわち、

A十Bという複合的なもの、それとは反対の非一A十非一Bという中性的なもの、A十非

一A、及びB＋非一Bという矛盾関係におけるもの、の四つである。

　そして、その組み合せのどれかによってっくりだされたもの、例えばA十Bの組み合せ

によるXm・x1を一種のテクストとみなすのであれば、そこにはさらに読まれ、つくりだ

されるであろう何らかの意味群、別の組み合せによる一一種のテクスト群、例えばx2、　x

3、x4を想定することができる。26

　そのことを図に表したものが図2　である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メヨ
では、なぜそのつくりだされた何ものか、こ　　　　　事A　　　’翔

の場合X篇x1をテクストとみなすのか、そ

して、なぜテクストとみなすことができるの

か。共時体系内における辞項の意味（の作用

的側面）とは、その連辞軸において、それと

は同時的に選択されていないところの連合軸

の他の諸辞項によって関係づけられ、成立す

x4

A

図2露？

．X一．xl

B

るといえるものである。憎憎・連合関係とは、丸山圭三郎によってとらえ返された、フェ

ルディナン・ド・ソシュールによる「町回の概念における意味の作用的側面に関する概

念である。それを共時、あるいはラングといえる。

　なお、「体系」とは、「全体があってはじめて個が存在するものであり、そこでは独立し

た個々の要素が寄り集まって全体を作るのではなく、全体との関連と、他の要素との相互
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関係のなかで、はじめて個の意味が生ずるような体剰のことであった。

　そこでは、ラングを構成する諸要素は、その共存それ自体によって相互に価値を決定し

合っているとされるため、意味は価値として、1対立から生じ、関係の網のRに生れる」と

されることになる。2照したがって、連辞・連合関係とは、そのような意味の作用的側面に

かかる二つの異なった次元における関係の在りようのことであった。

　なお、丸山は、そのことについて次のように述べている。

第一の関係は、顕在的な〈一男関係rapport　syntagnatique＞と呼ばれる。話された

（または書かれた）書葉は、時間的（または空間的）に線状の性質をもっており、そ

の言肝内に現われた個々の要素は、他の要素との対比関係におかれではじめて差異化

され意味をもつ。フランス語であれば、‘‘temps”が「時間」か「気候」か（中略）は、

すべてその前後関係によってしか決められない。このように個々の語のもつ意味と機

能を決定する第一の関係は、与えられた一一一一・一定のコンテクスト内で直接観察されるもの

であり、ソシュールはこの結合グループを〈弩弓〉と呼んだ。（中略）第二の関係は、

各要素と体系全体との関係で、その場に現われる可能性をもちながらも常に顕在化す

るとは限らない潜在的関係である。例えばenseignemont（教え）という語から連想

されるすべての語群がその関係に属するのであって、一つには意味内容と形態の類似

からenseigner（教える）（中略）など、二つには同じく意味内容と形態の類似による

が、一mentという語尾からの連想としてarmement（武装）、罫endement（収益）など、

次には意味内容のみによる連想としてinstruction（教育）（中略）など、最後に形態

のみによる連想としてd6ment（寛大な）（中略）などがそれである。これらの語は現

実の文には現われないイメージであり、ソシu．　一ルはこれを〈連合関係rapport

associatif＞と呼び、（中略）連合関係には（中略）無数の意識的・無意識的連想の絆

が存在する（後略）。29

丸山は、以上のような連辞・連合関係を、意識の表層だけでなくその深層においても見

いだし、次のように述べている。なお、以下の引用において用いられている「無意識のコ

トバ」とは、前章において述べた意味での「深層のコトバ」のことである。

いかなるシーニュもそれが即自的実体でない限り、その価値は関係のなかに置かれる
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ことによってはじめて生ずる。（中略）まず、意識の表層における〈連辞関係〉とは、

コード化したラング内の形態論・統辞論にあたり、これは簡単に言えばシーニュとシ

ーニュの結合のルールであるのに対し、〈連合関係〉は、これまたコード化したラン

グ内の、シーニュ群がら唯一のシーニュを選択するルールである。前者は線状性・一

次元性・不可逆性という拘束のもとにあり、後者は相互排除の原則に縛られている。

他方、意識の深層における〈連辞関係〉とは、コード化されないランガージュの場の

ことであるから、そこには非文法的シーニュの連鎖が絶えず転移される（四丁トニミ

ー）のに対し、〈連合関係〉の場においては一つのシーニュが他のシーニュを排除す

ることなく新しいシーニュの形成に重なりあって圧縮され（瓢メタファー）、豊かなイ

メージの帯が形成される。換言すれば、そこには表層の＝トバとは異なる多次元性・

可逆性・多声音楽性が形成されるのである。30

　この深層における連辞・連合関係の在りようは、表層の連辞・連合関係の在りようにか

かわるとともに、テクスト概念にかかわるものである。つまり、クリステヴァによって規

定されたテクストに固有の二重の地とは、その表層と深層の連辞・連合関係の岡時的な成

立にかかわる両者のズレにあると考えられる。

　以上のことを、先の構造図（図1のこと。以下「構造図」と表記する）においてとらえ

返すならば、A＋Bという組み合せがその連辞軸において実現されるためには、他の非一

A十非一B、A十非一A、　B十非一Bという組み合せがあらかじめ（あるいは1司時的に）

連合軸において排除されていなければならないことになる。

　しかし、そのような読みにのみとどまるならば、ここで問おうとしているく意味〉の本

質をとらえることはできないであろう。なぜならば、そこでく意味〉とは圏定的で静的な

もの以外の何ものでもないからである。

　したがって、それは、ここで展開しようとしている「読み」の在りようとは異なるもの

であるということになる。ここで展開しようとしている「読み」の在りようとは、ある「共

時体系」内における意味の様態を、その本来的な「外」との不可分な関係において「『外』

を内在させた囲い」として、「過程の弁証法」へと開かれたものとしてとらえようというも

のである。

　テクストとは、「囲いに内在する『外』」を設定しようとするときにおいて立ち現われて

くる「読み」の実践に他ならない。クリステヴァの定義によれば、言語を「労働」31に変
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えること、言語のなかに書語の習慣にとって異質なもの、言語の体制への盲従をかき乱す

ものを導き入れることによって実現される「特有の対象」32のことであり、そのような「読

み」によって実現される言語の両面価値的な「二重」33の在りようのことである。そのこ

とについてクリステヴァは次のように述べている。

テクストは、社会的現実一歴史一における特有の地帯であり、意味のコミュニケ

ーシvaン体系としての言語を、線的全体としての歴史と同一視することを妨げる。い

いかえれば、歴史の線状生のかわりを努め、コミュニケーションのための言語表層が

もつ文法と意味の根拠に多くを負いながら、決して代償を払おうとしない（中略）、

そのようなシンボル連続体の形成を妨げるのである。言語の表層を砕くテクストは、

歴史の線状生を設定させる概念機構を打ち砕いてくれる「対象」であり、層に分かれ

ロ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リカらシヴ

た歴史を読み取らせてくれる。そのような歴史とは、分断された時間性をもち、再帰

的で、弁証法的であり、唯一の意味に還元されるのではなくて、始まりも終りもない

複数の系列をなす意味を生む体系のさまざまなタイプからなるのである。このように

して、線的な歴史の下にあるもうひとつの歴史が姿を現わしてくる。それは、さまざ

まな意味産出の、再帰的に層に分かれた歴史であって、コミュニケーションの言語と

それを暗黙に支える（社会学的、歴史主義的ないし主体主義的な）イデオロギーは表

層の切子面のひとつを表わしているにすぎない。34

　テクストとは、自らの立場を「唯一の意味（ひとつの構造）とおもわれているものの所

記として表現すること」35において、その検閲を潜りつつ、その「ng一一一の意味」を、すな

わち自らの表面を、「移し一換え」36る実践、「多元的で、ときに多声言語で、たいていは

多声的」37な実践である。

　そして、テクストにおいて実現される「労働とは、コミュニケーションの言説の規則

からはみ出た剰余として、眼前のテクストの定式の中に割って入ろうとしているものであ

る。38つまり、テクストとは文法的ないし無文法的言表の総体ではない。それは、言語の

なかでいまここにある意味産出を形成するいくつもの異なる層の統合という特異性をとお

して「おのずと読み取られてくる・i，　d）」39なのである。

　そのことからもテクストの二重性、すなわち「対立するものの併存j40というテクスト

固有の在りようも理解できよう。つまり、テクストにおいて実現されているのは「o－1」
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の論理ではなく、「0－2」の論理である。41

　「0－1」の論理とは、「（偽一真、無一記載あり）をもとにした論理体系」agのことで

あり、それは「独話」ないし「独話関係」ともされ、「1」とは「神、法、定義」を表す。

OSつまり、そこではコードの侵犯はなされえず、仮になされたとしても、それはあらかじ

め「1」、すなわち法の権力の範疇に収められた予定調和的なものである。

　クリステヴァは、そのことをy独話原理」として、次にくるシークエンスはどれも先行

のシークエンスに規定されていると述べている。つまり、そこでは、あらゆるものの可能

的な展開があらかじめ決定されている。そのため、そのつどごとの、例えば他者との関係

は成り立たないということになる。したがって、そこでは、そのつどごとに決定され、展

開されていくというような、新たな〈意味〉の生成ということはありえないのである。

　それに対して「O－2」の論理においては「1」は存在しない。クリステヴァによれば、

それは連続の濃度という概念が0と2のあいだを包含しているのであり、そのことによっ

てそこでは0が明示されてはいるものの、1が暗黙のうちに、その連続の濃度において踏

みにじられていることである。Mそこでは、「1」以外の別種の法（論理）によって、その

内側から超えられているもの、すなわち「対話」的なものである。

　ここでいう「対話」とは、「二重性〔dia・本来は「～をとおして」の意3、言語〔40gue・dogos〕

および別種の論理」45から成り立っているとされるもの、すなわち「非排除的対立の論理」

といえるものと考えられる。as

　クリステヴァは「対話」について、ミハイル・パフチーン（Ba㎞tin，Mkha録）の論考に基

づいて論を組織しているといえる。彼女による「相互テクスト性」47とは次のようなもの

である。

　それは、テクスト空間の三つの次元といわれる、書く主体、その受け手、外部のテクス

トの三者の関係において現われる水平の軸（主体一受け手）、及び垂直的な軸（テクストー

コンテクスト）の合致に対して明らかになるところの「言葉（テクスト）はいくつもの言

葉（テクスト）の交錯であり、そこには少なくとももうひとつの言葉（テクスト）が読み

取れる」OSという、先の水平、垂直軸に対するパフチーンによる、それぞれ「対話」、「対

立するものの併存」という見解に基づくものである。つまり「相互テクスト性」とは、す

べてのテクストが、もうひとつの別なテクストの吸収と変形に他ならないということにな

る。49

　そこで、テクストは自らのうちに自足するのではなく、互いに、自らの成立にあっては、
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嗣時に他なる異質なものへと開かれたものであるということになろう。また、そのことか

ら「詩的言語」は少なくとも二重のものとして読み取られ、そのことから、テクストの最

小単位としての言葉、すなわち塒的言語」のあり方は、構造モデル（テクスト）を、文

化的（歴史的）環境に結びつける媒介項であると同時に、通時態を共時態に変換する調整

項でもあるとされる。

　そのうえで、言葉は、対話を交している意味要素の集合として、あるいは対立しながら

併存している要素の集合として、三つの次元住体一受け手一コンテクスト）において機

能することになる。50また、以上のことを受けて、クリステヴァは次のように述べている。

かれ（パフチーン：引用古注）にとって、対話というのは、主体によって引き受けら

れた言語というだけではない。それは、そこに他者が読み取られるエクリチュールな

のである。51

　このことから、パフチーンによる対話関係とは、クリステヴァによって「主体性として

と同時にコミュニケーションの可能性としてのエクリチュー一一ル、あるいはもっと適切にい

えば、テクスト連関としてのエクリチュールを指している」52ことになる。

　またクリステヴァは、このことについてソシュールによるアナグラムに倣い、「パラグラ

ム」53という概念を提起し、そこに言語ないしテクストの二重性すなわち対話関係をみよ

うとする。パラグラムとは、原霞邦夫によれば、通常の言説の分節における記載と、それ

に並行して「読み」とられる、それとは異なる分節における記載とを同時に「読み」取れ

る言説の特質を指すとされているものである。54そこでは、例えば響町一社会、法一革

命、個人一集団、諸階級一階級闘争、線的一面的歴史」55という組み合せが、非一排除的

な対立の対をなしていて、対話的な関係とつねに繰り返される「侵犯Jとが働いているこ

とになるのである。56そのことから、「対話関係」とは、「対立するものの併存」、あるいは

「非排除的な対立」ということができ、そこには「0－2」の論理が働いているというこ

とができるだろう。

　クリステヴァは、その「0－2」の論理が実現されているものとして、「詩的言語」をあ

げている。それは、「対話および対立するものの併存」として、「1」以外の別種の法（論

理）において、言語m一ドの規則と、社会道徳の規則とをひとしく侵犯するものとされる。

57つまり、「詩的言語」とは「1」をその限界とはしないものであり、その「連続の濃度」
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において「1」を「併存」させつつも、それを超えて拡がる「無限の組み合わせであり、

結合」であるとしている。58また、クリステヴァは特的言諭について次のことも述べ

ている。

詩的言語は法（通常の言説のそれ）と（詩的テクストに特有の）法の破壊からなる分

離しえない二元性であって、「＋」と「一jの分割しえない共存関係は、詩的言語を構

　　コ　　　ロ　コ　コ　　　ロ　の　　モノロジック

成する相互補足関係、独話的ではない（パラグラマチックな）テクスト結節のあらゆ

るレヴェルに浮かび上がってくる相互補足関係である。詩的言語は、したがって、部

分コードではありえない。それは秩序ある無限コード、さまざまなコードの相互補足

の体系であって、そこから（操作上の抽象化やある定理の証明というかたちをとって）

通常書語、科学的なメタ言語および人工的記号体系のいっさいを取り出すことはでき

る一しかし、それらはことごとく、この無限コードの部分集合にすぎず、無限コー

ドの次元にある諸規則を制限された空間に外在化したものにすぎない（後略）。59

　テクストとは、そのような詩的言語の意味においても明らかなように、言語の社会的コ

ードにおいて、逆説的に発動してくる「二重の地」60をもつ生産性といえるものであると

いえる。

　それは言語の社会的コードに身を委ね、それを否定し、侵犯するのであり、「1」を超

え、それを「2」に向けて開くとともに、そこに「1」の「外」としての「異質なもの」

との対話の可能性を開くことによって立ち表れる「特有の対象」ということになる。

　以上のことから、テクストとは、「外」を設定された囲いあるいは「対立するものの併

存」として読まれる何ものかのことであるといえるが、そのときにいわれる「外」につい

て言及しておくことにする。「外」とは、構造を安定的に完結させるために排除されたスケ

ープゴート、つまり、過剰としての「《他》なるもの」61といえるものである。

　一階彰は、そのような「外1は構造から排除された部分であり、しかも、そのようにし

て排除された部分の抵抗が、また新たな変動をひきおこすことになるという。すなわち、

「外」とは、「混沌の中で構造を組み換える侵狙62でもある。このことについて浅田は次

のように述べている。

構造の外部に残された部分は、予定調和的な統一には回収しきれない異質性を帯びた
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混沌、言わば、容易に手になじもうとはしない手強さをもつ不透明な存在として立ち

現われてくる。となると、（中略）構造とその外部との統一を予め想定することは不可

能になり、両者は絶えざる緊張関係のうちにあって変動し続けるものと考えることが

不可欠になるのである。構造はその外部との緊張を孕んだ相互作用によって姿態転換

を行なうが、そのとき必ずや新たな残余が生成して外部へと排除される。そうして排

除された部分の抵抗が、また新たな変動をひきおこすことになるのである。こうして、

構造とその外部、秩序と混沌の弁証法は無限へと開かれ、起源なし終局なしの過程と

して立ち現われることになろう。63

構造一サンボリックな秩序一が平面的な形では完結しえないこと、それを完結させる

ためにはその中に収まりきらない過剰な部分を一要素の内に取りあつめてこれを外部

に排除せねばならないこと、こうして排除された要素が超越的な原点の位置につき、

そこから吊り支えることによって構造を安定させるのだということを明らかにした。

とすると、構造の内にあってメタ・レベルへと上昇していくとき、頂点には直接見る

ことも触れることもできない絶対的に《他》なるものが現われざるを得ず、しかも、

その《他》なるものは、元をただせばスケープゴートとして身に負わされた過剰な力

に由来する超越的な権能を帯びていることがわかるだろう。（中略）この《他》なるも

のとは太陽にも似て、背後から（メタ・レベルから）照らしている間は光の源である

にもかかわらず、振り返ってこれを直視する（階型の侵犯）とき、眼を焼きつぶし世

界をカオスへとひきずりこむ怪物と化すのである。ここに再び、超越的中心に吊られ

た構造の支配と、そのような中心をひきずりおろし混沌の中で構造を組み替える侵犯

との、周期的な交替のヴィジNンを描き出すことができるだろう。64

　クリステヴァに倣ってそれを「ジェノ・テクスト」65と呼ぶこともできる。つまり、そ

れは購造の設定に力点をおいているとはいえ（中略）構造の現前がもつ役割からいって

取り除かれる〈意味を産む複数性〉のなかで、構造を貫き、転移させ、設定する66」、fも

ろもろのもうひとつの場面の集合」67である。クリステヴァは、そのことについて言及す

るにあたり、まず次のように述べている。

テクストは言語現象ではない。いいかえれば、それは、平板な構造とみなされている
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言語資料体として現われる構造化された意味作用ではないのである。それは意味作用

の産出である。68

　その産出は言語現象、すなわち「フェノーテクスト169のなかに記載されているもので

あるという。つまり、クリステヴァによれば、フェノーテクストは印刷されたテクストに

は違いないが、その意味の産出を「読み」とるためには、「（1）その言語カテゴリーの、（2）

意味を産む行為のトポロジーの創出をとおして垂直に遡ってゆくことが必要とされる」70

のである。

　なぜならば、テクストとは意味実践のひとつ、すなわち、言語のうちで生じるがゆえに、

言語をとおしてしか理解しえない実践だからである。71そのことから、「意味」の産出は、

言語内における唾直線に切り開かれるもの」72として実現されることになるが、それは、

　　　　　　　　　　ジェネラシオン
「フェノーテクストの生成という（言語的）操作」73として実現されることであり、ク

リステヴァは、そのような操作を「ジェノーテクスト」と呼んでいる。

　したがって、テクストの概念は、フェノーテクストとジェノーテクストに「二重化」さ

れることになる。つまり、それは、表面と地、意味された構造と意味を産む生産性という

関係に二重化されるということである。74

　クリステヴァによれば、何らかの意味生産をテクスト的なものとして分析することは、

意味体系の生成過程がどのようにフ・〔ノーテクストに顕在しているかを立証することに他

ならない。75

　ここで、ジェノーテクストとフェノーテクストとの関係76について、述べることにする。

クリステヴァによれば、ジェノーテクストとは構造ではない。また、構造化するものでも

ない。

　ジェノーテクストとは、「無限の能記」　77であり、また、「複数の、無眼に微分された『も

ろもろの能平』」78でもあり、さらにはf〈意味を産む複数性〉」79ともいえるものである。

したがって、それは、ひとつの「もの」として、すなわち「単数」80としてとらえられる

ものではないということである。

　それは、差異化された「もろもろの旧記」がさらに差異化されつづけ、不断に増殖し、

動き戯れる流動的な場を生成する過程である。それはコードによって「読む」ことができ

るようになったものであるとはいえ、そのコードに支配される以前の示差的要素の産出の

過程とでもいうべきものとしてとらえることができる。
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　しかし、それが現象しようとするとき、すなわち、そのフェノ・レヴェルにおいて定式

として実環されようとするとき、言語コードという験閲」81を通らなければならないと

される。つまり、「意味を産む複数性」は、定式としてのフェノーテクストのうちに位置付

けられない限り、ジェノーテクスト本来の「フェノーテクストの生成という（言語的）操

作」が達成されないことになる。

　そのときにいわれる定式、すなわちフェノーテクストとは、確かに構造であり、コード

ではあるが、固定化されたものではなく、むしろP囮」82であり、破壊され侵犯されるた

めに存在するといえる。つまり、フェノーテクストとは「ひとつの境界、ひとつの特定の

場、ひとつのwa　一有事」83であり、それはジェノーテクストにおける「意味を産む複数性」

において、そのようなものとして決定されているものである。そのことから、ジェノーテ

クストは、定式として基軸となる現在に対する「もうひとつの場面ではなくて、もろもろ

あもう呑とろあ場ikioi）集合184ということになる。

　そのうえで、ジェノーテクストは、構造の現前がもつ役割からいって取り除かれるく意

味を産む複数性〉のなかで、構造を貫き、転移させ、設定するものとなる。つまり、言語、

この場合フェノーテクストにジェノーテクストを設定するということは、「構造的なもの

の通貫、すなわち転壷〔設定移行〕を狙うこと」85になる。

　以上のことから、クリステヴァは、ジェノーテクストとは、構造化するものでも、構造

化されたものでもないため、そこには「主体」がないという。「主体」とは、記号象徴（シ

ンボル形態）の世界における主体、すなわち記号象徴によって構造化されて形成され、世

界を一義的な意味の連関として構造化的に読む主体のことである86。

　丸山の理論に言い換えれば、その深層を成立の根拠とはするものの、分断化されてしま

った表層意識における主体、すなわち、自我であると考えられる。

　そのことを、クリステヴァの言に戻してみるならば、ジェノーテクストとは、主体の外

にあるものとして87、「主体の手前と彼方で作用する、主体の他者」88であるということに

なる。つまり、それは「主体の外にあり、時間の外におかれた場」89なのである。したが

って、クリステヴァがいうように、次のことが可能となるのである。

ジェノーテクストは、構造化されたものでもなく、構造化するものでもないから、そ

こには主体というものはない。主体の外にあるのだから、主体を無化する否定項でさ

えない。というのは、ジェノーテクストは、主体の手前と彼方で作用する、主体の他
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者なのである。主体の外にあり、時間の外におかれた場（主体も時間も、それらを貫

く広大な機能の働きの副産物のように現われてくるにすぎない）であるジェノーテク

　　　　ラング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　

ストは、言語の歴史と、その歴史が認識しうる意味実践の装置として表わされうるで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラングあろう。現にあり、これから現われてくる具体的な雷語すべてのもつ可能性が、フェ

ノーテクストとして仮面をつけ、検閲されて定着する前に、ジェノーテクストのなか

に「与えられている」のである。ga

　フェノーテクストとは、ジェノーテクストに対する構造として措定されることになるが、

逆にジェノーテクストによって可能となった、それとは分離不可能な、動的な関係1生にお

けるものであるといえる。それは、それ自体において完結するような自己同一性を有さな

い「仮面」としてとらえられるものということができる。

　したがって、テクストにおけるその「二重の地」とは、以上のような意味において解さ

れるべきものである。つまり、ジェノーテクストとは嗜語のなかで作用しながらも、い

わゆる正常なコミュニケーションのなかに現われる言葉〔パロル〕に（中略）還元される

ことのない意味機能の作用のこと」91である。

　以上のことから、共時態としてのモデルに対する「読み」の意味をとらえ返すと次のこ

とがいえるのではないか。つまり、その場合、実現された（A＋Bという）ひとつの組み

合せとは、「ひとつの境界、ひとつの特定の場、ひとつの偶一有事」として、ジェノ・テク

スト（例えばこの場合A＋Bも含めた非一A＋非一B、A＋非一A、　B＋非一Bとして差

異づけられた四項の関係）においてあらかじめ位置づけられ、験閲」を通ることによって

他の組み合せに対して漸近的に重層決定されたものとして「読まれる」もの、すなわち「フ

ェノ・テクスト」という「仮面」である。92

　この構造図においては、その四つの組み合せのうちのどれかによってつくりだされるも

のは、必然的にそれと対立するもの、つまり、他の組み合せによってつくりだされうると

いえるものを潜在的に、同時的に「併存」させているということができる。

　そして、その併存的に対立させられているものは、そのジェノ・レヴェルという資格に

おいて、フェノ・レヴェルすなわち構造的なものの設定を貫き、あるいは転置をねらうも

のでもあって、この場合の「外」とは、A＋Bという組み合せの実現によって排除された

他の三つの組み合せであるということになる。したがって、そのような文脈においてX・＝

x1を一種のテクストとみなすことは可能であるように思われる。なお、ここでは、本章
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における考察（「読み」）の対象は欝語ではないために、それを「一Ptのテクスト」とした。

　以上のことから、ここで実現された組み合せ、A＋Bが読みかえられることによって、

先に、その「外」によって実現された組み合せ（構造）が、貫かれるとともに転置される

ことによって、その排除された組み合せの内のどれかがPt　一実現化（再一構造化）され、

そこに新しい「一種のテクスト」が生成されることになるといえよう。

　しかし、ここでは、「再」とはいうものの、その意味は、そのつど新たに実現化ないし

構造化されることであり、同じものが繰り返されることではない。なお、その「再」とい

うことは、「そのつど新たに実現化ないし構造化される」という意味での「再」であり、同

一性ということになる。つまり、この場合、実現されたAとBとの組み合せを＜A＋B＞

とし、そのようにしてつくりだされた一種のテクストを＜X・＝x1＞とすれば、それが実

現されたために排除された、あるいは排除されることによってその組み合せを実現させた

組み合せば、残りのく非一A十葬一B＞、＜A十非一A＞、＜B十非一B＞ということに

なる。

　また、そのそれぞれは、同時的な潜在性としてのテクスト＜x2＞、＜x3＞、〈x4

＞であり、先に実現された＜X＝・x1＞という＜A＋B＞の組み合せによる一種のテクス

トが読みかえられ、変形や組み替え等の作用を被ることによって、それらは順次＜X＝・x

2＞、＜X・＝x3＞、＜X＝x4＞という新しい一種のテクストとして生成され得ること

になる。

　その場合も、それぞれの組み合せが実現されるそのつどごとにおいて、他の組み合せが

そのひとつひとつにおける「外jになる。つまり、それらは、絶えずそのひとつひとつの

過程において実現されたテクストのフェノ・レヴェルの転置を行う「ジェノ・テクスト」

として、あるいは「《他》なるもの」、クリステヴァのいう「主体の他者」として併存する

ことになるのである。

　以上のモデル的な考察から「意味」とは、この揚合AとBという媒体の、論理的に可能

な四つの組み合せのそれぞれにかかわり合いながら、「囲い」（例えばA＋B）の内に「外」

（非一A＋非一B、A＋非一A、　B＋非一B）を設定すること、つまり「囲いの中心を狂

わせ、複数で、異質の宇宙のあいだでの過程の弁証法」を可能にすることによって展開さ

れ得るものであるということができる。

　そして、以上の場合のような二つの媒体の組み合せによってっくりだされた一種のテク

ストに、また別の媒体C（、D、…）が組み合せられるという場合においても、そこでつ
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くりだされる何ものか、すなわちY（、Z、

…）もまた一種のテクストとみなすならば、

より複雑化した関係が、増殖的に、随時展

開していくということもできる。

　なぜならば、その各地点において一種の

テクストとしてつくりだされる何ものかの

内には、つねにすでに「《他》なるもの」

としての先の論理構造における諸関係が潜

ss

Aノ　ユ　　　　　　　　　　　
　　　　ム＼

X4

斐一

　　り　
／ノ
／C

Yl

図2

雰一。

在しているといえるからである。そのことを図に表わすと本門図2のようになる。

　以上のことから、子どもたちの多様な造形的な活動においては、子どもたち自らがっく

りだした〈もの〉でさえ、次につくりだされるくもの〉のための一媒体と化してしまうこ

とになるということができる。つまり、そこで子どもたち自らがっくりだしたくもの〉と

は、次なる侵犯を待つ「定式」、すなわちジェノ・レヴェルによる構造を貫き、転置を待つ

フェノ・レヴェルにおいて「読む」ことができるものであると考えられるのである。そこ

では関係は常に更新され、増殖していき、したがってく意味〉も、つねにその中心をずら

され、その「外jへと開かれていくのである。

　意味とは、過程としてのく意味〉としてテクスト的なものであり、とどまることなく展

開される子どもたちの造形的な活動において、つねにつくり、つくりかえられて展開して

いくものであると考える。

（2）生成・展開のく意味〉

　以上に述べてきたようなテクスト概念、すなわちジェノ・テクストとフェノ・テクスト

との動的な関係性といった意味生成過程において、「主体1という概念は、記号象徴（シン

ボル形態）の世界におけるもの、記号象徴によって形成されたものであるとともに、記号

象徴（シンボル形態）以前、つまり、記号象徴への明確な分節化以前の流動的な世界にお

けるものという、動的な二重性を生きる主体のことを意下するものとして考えることがで

きよう。

　なぜならば、そこで主体とは、丸山も述べていたように、書語（記号、シンボル、ない

しコトバ）を軸として形成されるといえるからである。そして、それは単に記号象徴秩序

に生きるもの、すなわち記号象徴秩序以前の未分節態であるとか、流動的でその意味が確
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定できないものであるとか、あいまいなものを排除して、明晰化された意識に透徹された

世界を傭塗するように生きるものではないということができるからである。また、そこで

は、記号象徴秩序（明確に分節化されたもの）とは明確に分節化される以前のもの、分節

化活動という不断の動きそのものも含む全体の過程のひとつとして位：置付けられるからで

もある。

　そのことを丸山による言語理論によって乞い換えるならば、それは噛我」を、深層意

識における（複数のものとしての）「自己」から、その全体としての動性においてとらえ返

したものであるということができる。そこで主体とは、単に記号象徴による分節化以降に

定立された噛我」だけを意味するのではなく、また、記号象徴による分節化以前の何も

のかだけを意味するものでもない。93

　クリステヴァは「言語の現象学的主体」　94において、F主体」ということについて嗜語

外の事象」ないし「言語の『外なるもの』」に取り組む言語学研究の二つの潮流をまとめな

ている。

　第一のそれは能記と所記のいわゆる『恣意的な』関係を議論の主題にして、この関係

が『有縁的』であるように見える意味体系を検討する」ことであり、フロイトによる無意

識の理論に基づくものであるとして次のように述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からというのも欲動理論と一次過程（中略）の理論が『空の能記［意味を表わさない能記］』

を心身両面の機能の働きと関遵させて位置づけることができるから、あるいは少なく

とも、この能記を一組のメタファーとメトニミーとして繋ぎ合わせ、決定不可能では

あれ、ひとつの『接合方響をとおして『恣意』にとって替わることができるからで

ある。95

　それは、明確な野牛の法則的な関係によって線状的に分節化、すなわち記号象徴化され

ていないところの分節化にかかる文法をとらえることによって主体の意味をとらえ返すと

いうことである。

　そこには、表層の言語形式としての線状的な開平の関係性ではなく、「空の能記」を、例

えばfメタファー一とメトニミー一」において、決定不可能なものとしてではあれ、「有縁的」

に結びつける関係性、すなわち深層の言語形式とでもいうべきものがあるという。ここで

メタファーとメトニミー一とは「一次過程」における働きとしての「圧縮」と「置き換えj
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のことを意味している。

　メタファーとは、線状性という制限を受けないものとしての連合関係のことであり、ま

たメトニミーとは、同じように線状性という制限を受けないものとしての連辞関係のこと

である。つまり、前者は、排除のない十項の重なり合いの在りようのことを意味し、後者

は、必ずしも線状的な文法にとらわれない辞項の連鎖のありようのことを意味している。

　そこで書下とは、表層的な厚みのない形式性に還元されるのではなく、深層的な厚みの

なかに還元されるということでもある。

　したがって、そのことは「言語特有の形式性」を前エディプス期における様態に還元し

てしまうことでもある。つまり、それはi雷語の形式性に、形式理論がしりぞける奥行き

（欲動）と操作（移動、圧縮、声調と抑圧の差異：一次過程・引用者注）を取り戻させる」

ということでもある。96

　また、それは聖断特有の形式性」を、それが確立される以前の厚み、すなわち記号象

徴（シンボル）系以前の、分節化以前の様態へと還元することであるといえる。要するに、

それは、記号象徴化以前への、〈今、ここ〉における遡行ということである。クジステヴ

ァは、そのことに対して次のように述べている。

　　　　　　　プロセ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　コ　コ　ロ　コ　コ　　

しかし、主体の過程である限りにおいての意味生成の過程という弁証法的観念を全体

としては受け入れていないので、（中略）いかに鋭い洞察力を発揮しようとも言語の

統辞的一意味的作用との接合を欠いている。エディプス期に先立つ寸断された身体、

　　　　　　　セ　ミ　オ　シ　ス
だがつねにすでに記号過程を備えている身体は、回復されているが、しかしエディプ

ス期を経た主体、つねにシンボル的かっ／または統辞的である轡語への移行を無視し

ている。9了

　このようにクリステヴァは、この第一のものの有する意義は認めながらもその理論の単

独的な有意義性を認めないのである。

　以上のことを丸山の論理によれば、それは表層の主体の在りよう、すなわち噛我」の

存在を無視し、その全き深層の主体の在りようを抽出するものである。井筒の指摘にもあ

ったように、「自我」とは我々ひとりひとりのく私〉のく生〉にとってなくてもよいという

ようなものではない。

　クリステヴァのいう第二のそれは「理論の形式性自体に、記号過程の据』を導入する」
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98ことであるとされる。それは「言表行為の主体」を想定し、その想定された言表行為の

主体が「カテゴリーにもとつくその直観によって、意味野を導入する」とともに、「論理的

でもあれば間主体的でもある諸関係一それは言語内にとどまりかつ言語を突き抜ける

諸関係なのだ一を導入する」ものでもある。99

　なお、「雷門行為の主体」をその考慮に入れ、そこから出発することは、西川直子も指摘

するように、「文をつくる述謡乍用の主体Jleeの措定であり、そのことはまた「命題の意味

作用の主体」1。1の措定ということ、すなわち観象学的主体」の措定ということに他なら

ない。

　それは、命題の意味作用の成立、すなわち命題のなかでの対象あるいは意味の措定とは、

それを措定する側の意識における志向作用の成立、そして、ノエマの核としての対象措定

の成立に基づくものであり、そのとき、それはすでに意味作用の主体の成立を逆照射する

とされる。そのことを、クリステヴァの言に倣っていえば、言表行為というものは、語の

言表行為であれ文の言表行為であれ、すべて定立的なものである1。2といえる。

　「定立」とは、記号作用すなわち「命題と判断の領域」としての「措定姓」を産みだす、

「記号形成過租における「記号作用の措定を産みだす（中略）切断」を意味し、主体と

客体の分離、及びその結合の可能性を保障するといえるものである。le3そのことについて

クリステヴァは次のように述べている。

われわれはセミオティク（もろもろの欲動とその分節）を意味作用の領分から弁別す

る。後者は、つねに命題あるいは判断の領分いいかえれば措定の領分なのだ。この措

　　　　　　　　　　　　　　プロセ
定注、（中略）これは意味生成の過程のなかの断絶として構造化され、主体とその対象

の同定を措定性の条件として創設するのだ。意味作用の措定を生み出すこの断絶を定

立相［une　phase　th6tique】と呼ぶことにしよう。いかなる言表行為も、単語の言表

であれ文の書表であれ定立的である。すなわちいかなる言表行為もなんらかの同定を

要請する。いいかえれば主体をそのイメージからイメージにより分離し、平時に主体

にとっての対象から対象により分離することが要請されるのだ。言表行為はあらかじ

め、こののちシンボルが形づくることになる空間のなかに対象が設定されていること

を求める。そして対象をこうして開かれた結合系のなかに登録、あるいは再分配する

のだ。鵬
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また、このことについて西川は次のように述べている。

対象を定立する命題の意味作用は、意味作用の主体、判断の主体の定立を逆照射して

いる。自我は対象に即して、定立される。対象を定立する定立的命題、それを表現す

る定立的な主体としてのこの超越論的自我こそ、クリステヴァのいうサンボリックな

主体に他ならない。記号を用い、主語＝述語の統辞構造をそなえた命題によって思考

し、意味するこの自我は、意味と意味作用の開始を画する定立段階以降の領域に位置

する〈語る主体〉である。105

　そこで「主体」といわれるものは、その定立投階、すなわち記号とその指向対象とが一

対一に対応することによって意味作用（コード）として形成される記一号象徴界以前と以後

とを分かつ、「切断」によって「措定」されうるもの、すなわち「定立的」といえるもので

あることになる。

　そうである限り、主体は記号形成過程における記号象徴的な空間において、その客体と

ともに措定される定立的なものといえる。したがって、その主体は書表行為の主体として、

あるいは記号作用の領域におけるものとして、その定立一階以降の記号作用の起源として

の「現象学的な主体」となる。そのことをコスモスの位相において書い換えれば、定立相

とはコスモスのノモス化した側面を意味するものである。

　クリステヴァによれば、この第二のものにおける主体とは、「やはり現象学的主体だとい

うことは明白jIQ6であるとされる。それは、西川もいうように「対象を定立する定立的命

題」と「それを表現する定立的な主体」との成立は同時的である。正07つまり、それは「超

越論的自我」108に換言され、「記号を用い、主語＝：述語の統辞構造をそなえた命題によって

思考し、意味するこの自我は、意味と意味作用の開始を画する定立段階以降の領域に属す

るく語る主体〉」1。9といえるからである。

　また、そこでいわれる〈語る主体〉とは、立川健二のいう「聴く主体」11Gであるといえ

よう。それもまた、「現象学的主体」であることに変わりはない。なぜならば、聴く主体」

とは「意味を了解する主体1であり、それは「還元の果てに、意味、すなわち構造を見

いだす主体ともいえるからである。

　しかし、西川が指摘するように、クリステヴァが現象学の理論を重視するのは、それが

文をつくり、表現し、コミュニケーションを行うく語る主体〉を、超越論的自我というか
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たちで明確にとらえているためである。このことから、クリステヴァは現象学、及び超越

論的自我を否定したりはしない。111つまり、主体を消去・吸収して不問に付す姿勢からは、

語る主体の様態の把握をおおきく変容させる契機はもたらされることがない。112

　したがって、定立的措定が維持されなければ、意味も意味作用もなりたたず、社会性の

保障である意味伝達も行われないことになる。113そのことについて颪川は次のように述べ

ている。

ル・サンボリックは、語る主体が文にもとづいて思考し、対象世界を把握する可能性、

論理的意味作用とコミュニケーションの可能性を保障するものとして、なくてはなら

ないものである。しかし（中略）、ル・サンボリックは、完全無欠にして閉じている、

というものではない。そこにはセミオティックな「裂け目」がはいっているという認

識を、彼女はもつ。超越論的主体に支えられた論理的統一性をもつディスクールとは

別の、異質なディスクールがそこにはひそんでいる。ル・サンボリックを生成した素

材とも力ともなったル・セミオティックが、その成立ののちも事後的に出現する舞台

を、ル・サンボリックは提供しているのだ。セミオティックな力の回帰によって切れ

目をいれられ、穴をあけられ、極端にいえば粉々にされることもあると把握されるル・

サンボリックは、たしかにその意味で滑抜き」にされているのだが、しかしけっし

て無価値にされているのでもなければ、崩壊しつくしてしまうのでもない。もし崩れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　うわごと
さってしまうのであれば、それは狂人の二言でしかないだろう。そのときには、主体

も、意味生成過程じたいも、また崩壊しているのである。醗

評語活動はさまざまな割合でのル・セミオティックとル・サンボリックの混合である

（中略）その両極端には、数学の論文のような科学的ディスク・一一一ルと、狂人のディス

クールが置かれることになろうが、その間のさまざまな位置に、それぞれの言語活動

と語る主体は場を占めている。115

　以上のことから、クリステヴァの問いの本質は「定立の生成の過程に関する問い」116で

あるということができるだろう。西川によれば、クリステヴァは、「語る主体と意味と意味

作用の定立的性格を認め、そのうえで、定立的性格を産出すると同時にそれを逸脱し、そ

れを変形させる異質な他者の様態を見極めようとする」11了として、その問題意識の根底を
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「訴訟・係争としての意味生成の過程と、過程にある係争中の主体」l18に認めているとい

える。

　したがって、そこで主体とは、書語による「定立段階ないし定立相」の成立を境として、

通時的にみればその前後、共時的にみればその表層と深層ともいうべき二重の地平を生き

る主体のことである。

　それは「過程にある主体」、すなわち、絶えざる「意味生成の過程上にあるものとしてと

らえられた主体」119のことであり、一方に限定されるようなものではない。そのことにつ

いてクリステヴァは次のように述べている。

定立は、シンボル秩序の構成を可能にする。そしてこの秩序に対して、垂直な層の分

　　レ　フ　ェ　ラ　ン

化（指示対象、所記、能記）一式とそれにともなう論理一意味レヴェルでの接合のあ

らゆる様態を与える。定立は（中略）いかなる意味実践も知らずにいるということは

できない。かといって、定立の絶対的必要性がいっさいを占有するわけでもない。定

立に先行するセミオティクが恒常的に定立を引き裂いているし、この侵犯が意味実践

のあらゆる変容を呼び招いているからだ。これがいわゆる「創造」ということなのだ。

（中略）セミオティクの流入がつねにシンボル秩序の手直しをする。この事象は詩的

言語においてひときわ明白である。というのもサンボリクの侵犯が実現されるために、

普遍的な意味秩序、すなわち社会の統一を繋ぎ止めている汗管」言語の秩序に欲動

の侵入が起こるからである。120

また西川は次のように述べている。

記号と意味と意味作用の圏域であるル・サンボリックは、じっさいにはつねにル・セ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あら
ミオティックを潜在させており、ときとしてル・セミオティックは明瞭な姿を顕わに

させもするのである。つまり、共時相においても両者はかかわりあっており、この場

合いわば重なりあうかたちで共存している。主体と意味の生成は時間軸の線上でおこ

る一回限りの不可逆的な性格のもの（すなわち定立的意識一定立相の成立のこと：引

用筋注）ではなく、いったん生成し成立した主体も意味も、一面サンボリックな色で

塗りつぶされているのではない。いいかえれば、主体も意味も、つねに崩壊と再生成

の可能性を有し、またじっさいに、部分的にせよ崩壊と再生成をおこなっている、と
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考えられるのである。121

そこで係争を演じ、対話を交わしているのは、意味と意味ならざる前意味・非意味、

定立と快楽、ル・サンボリックとル・セミオテ■ックである。それと同様に、意味生

成過程にある主体もまた、意味の法をめぐる訴訟の場にいる姿をあらわす。i22

　クリステヴァは、「主体」及びテクスト概念におけるジェノーテクスト、フェノーテクス

トの理解に関連する、ル・セミオティック（原記号作用）とル・サンボリック（記号象徴

秩序）について次のように述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルのセミオチック
理論的言説にあっては避けられぬ範疇性に従って、われわれはく原記号作用〉なる新

しい対象を指定する。（中略）エネルギーの移送、疎通、身体的・社会的連続体および

　　　　　　　　　　　　ヂクパリジュ
シニフィアン資料の連続体の切取り、弁別性の設定と変動するくコーラ〉（すなわち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルリセミオチック
表現以前の律動的全体性）における弁別性の配置をとおして、〈原記号作用〉は流出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルゆサンボリック
と刻印により分節化される。（中略）われわれとしては、記号象徴秩序とその主体の成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　セミオチック
立に論理的かっ時間的に先立っこの機能作用を名づけるのにく原記号作用〉なる用語

を残しておこう。この用語によってはじめて、フロイトが《心身相関的》と呼んだあ

　エテロジエヘヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プシュケ　　　　ソマ

る異質的な機能作用が考察可能になるだろうし、〈心〉〈身〉という語彙素の形而

上学への帰属は、結局客観的には、この原記号機能作用の基本条件をなすと見られる

生物学的と社会的の二重の組織的制約を指示するものなのである。同時に、そのこと

　　　　　　ルコセミオチック
によって、《原記号作用》なる用語は、それを包摂するより広範なプロセスであるく

プロセゆドロラウシュフィアンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セミオチック　　　　　　　　サンボリック

記号形成の過程〉の一部として位置づけられる。〈原記号作用〉〈記号象徴秩序〉〈

シニフィアンス

記号形成性〉なる三語の語源的同族関係は、一なるものの差異化をよく表しており、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　　　ロ　　セ
この差異化された統一こそ、究極的には主体の動的過程のもつ差異的統一性にほかな

　　　　ルロセミオチック　　　　　　　　　　　　　　　　ルコサンボリック

らない。原記号作用とはしたがって、記号象徴秩序によって措定される（ただし不在

として）主体をめざすところの記号形成過程の一様態なのである。言語学の構造主義

理論は、われわれのいう記号象徴秩序一点的自我に支えられ、命題のかたちで実現さ

れる記号象徴秩序よりは、原記号作用の方に近い。（中略）もちろん、構造主義言語学

は原記号作用から欲動を排除し、主体の基礎にある欲動と主体形成の関係を捨象する。

しかし、言語学的構造主義が構造人類学の方法となるとき、もろもろの構造的二項対
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立の底に横たわる欲動の存在が、研究者の注意をいやでも惹くことになる。（中略）そ

こで、これらの構造的弓操作をフロイトのいう無意識の《一次過程》の意味（深層の

メタファー、メトニミーにおけるコトバの在りよう：引用者注）で捉えなおし、そこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラムに欲動を再充填すること、あるいはまたこれら構造丁丁操作を決定不可能な文字のな

かに溶解し、現象学的避難所から引出して、構造的諸操作をシニフィアンの形成過程

として明確化することが必要になったのである。ここにいうシニフィアンの形成過程

〔原記号作用〕は、デカルト的主体が紡ぎだす文法的連鎖〔記号象徴秩序〕と同時に

はたらくが、論理的にはそれに先行するはずのものである。123

　クリステヴァは、定立的記号作用は記号形成過程における一定の明確な条件のもとに産

出される一段階であるとしている。そして、それは言語活動を定立する境界である以上、

記号作用は以後みずからをその動的過程に引き戻すことなしに主体を構成するとしつつも

124 A我々は、「主体を超越論的自我に還元する〔現象学的〕態度（中略）、記号作用を創始

する定立的段階をいっさい否定する態度〔精神病的〕（後略）」125のいずれかの選択を追ら

れてはいないとしている。つまり、クリステヴァが、主体とはつねにすでにセミオティク

にしてサンボリクであるとしているように、そのような主体が産み出す意味ないし意味作

用はすべてセミオティクにしてサンボリクということになる。

　西川も指摘するように、純粋意識としての超越論的自我の定立的措定が完壁に成就する

ことはありえず、その完壁な成就は、論理的可能性としてのみ設定されるものであるとい

うことになる。126また、「主体を構成している意味生成の過程の二つの様態のあいだの弁証

法をなしですますことはできないj12了のであり、定立相なしには意味生成の過程は成立し

えないということになる。そこには、主体の（そのつどごとの）成立に際する「他者」の

存在を確認することができることになろう。さらに、主体とは、その定立相以麟の相との

あいだにおける動的で弁証法的な過程において、絶えず「他者」との動的な関係において

形成されるものでもあると考えられる。そのことはまた、テクスト概念におけるジェノー

テクストとフェノーテクストとの関係においても見いだすことができるといえるだろう。

　ジェノ・テクストとは、フェノ・テクスト、すなわち定立相（定式）を生み出そうとす

る無限の操作のことであり、フェノ・テクスト、すなわち定立相（定式）とは、「ひとつの

ma　一有事」として、そのジェノ・テクストの無限を仮面において暫定化するものに他なら

ない。ジェノ・テクストとは、主体の外にあるとされるものでもある。したがって、それ
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は「主体の手前と彼方で作用する、主体の他者」128ということになるのである。

　なお、「外」とは実体論的に措定された外、つまり指向対象的なもの、あるいは因果論的

な賃的性に基づくといえる平野上学的な外部」のことではない。それは、主体の成立以

前、あるいはくいま、ここ〉の主体とともにあるところの主体以前、記号象徴作用におけ

る定立的なものとしての主体成立以前の「原記号作用」の領域といえよう。

　そして、それはうングによる自己同一的なものとしての主体成立以前の、あるいはその

同一性が壊乱する場としての「外」といえるものであり、ジェノーテクストとは、「主体の

外にあり、時間の外におかれた場」129である。

　クリステヴァは、以上に述べた二つの潮流を、同じ一つのく意味生成〉の過程の二つの

様態であり、前者を「セミオティク」、後者を9サンボリク」として、両者の関係を言語そ

のものとしてのく意味生成〉の過程のなかでは不可分なものとしたうえで、「主体」の意味

について次のように言及している。

専一性はまったく相対的なもので、その理由は、ほかでもなく、主体を構成している

　　　　　プロセ
意味生成の過程の二つの様態のあいだの弁証法をなしですますことはできないからで

ある。主体とはセミオティクにしてかっサンボリクなのだから、主体が産み出す意味

体系はなんであれ、『もっぱら』セミオティクであることも、『もっぱら』サンボリク

であることも不可能であって、相手に負った負債のしるしを免れることはどうしても

できないのである。13e

　先に示した「過程にある主体」とは、つねにすでに「みずからの生成と崩壊の（中略）

途上にある」！31ものである。

　以上のことから、「過程にある主体」は、絶えず組み替えられ、つくりかえられることに

おいて、生成され展開していく、「過程」として存在するものであるといえる。それは、そ

のようにして生成され展開されていくということこそ、自らに固有のこととなるものであ

る。

　ル・セミオティックとは、分節化以前としてのカオスであり、樋程にある主体1とは、

ル・サンボリック、すなわち分節化そのもの、ないし分節化以後としてのコスモスである

と同時にカオスでもある存在である。もちろん、そこでル・サンボリックをフェノ・テク

ストに換言すれば、それはジェノ・テクストに根拠づけられることによって成立したとい
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えるものである。

　そのため、たとえそれが表層的なものであるにせよ、その根拠は、その深層から乖離さ

れてはいないものとしてとらえることができる。したがって、それは、必ずしも等質化さ

れ、一般化されたものであるというわけではない。それは、そのつどごとの動的な関係性

において、そのつどごとに新しいものとして、その根拠たるジェノ・テクストに支えられ

ながら立ち現われてくるといえるものであり、ここでいわれる「過程にある主体」とは、

〈原一私〉を根拠として成立するく私〉であるということができる。

　なぜならば、「過程にある主体」とは、その意識の深層に、表層において等質化され一般

化されてしまったものの非等質的な姿をもつからである。それは、共時的にみれば、さま

ざまな揚や状況において、一般化されることのない〈原一私〉を根拠としてそのつどごと

に成り立つ〈私〉であり、通時的にみてもく原一私〉を根拠としながら、徐々にく私〉を

く私〉として社会化していくことによって成り立つと考えられる。それは、また、その深

層に自らのく生〉の根拠をもちながら、フェノ・レヴェルージェノ・レヴェル、あるいは

ル・セミオティックール・サンボリックの動的な過程を生きているものと考えられる。

　深層における分節態、すなわちジェノ・テクストとは、その表層、すなわちフェノ・テ

クストにおける分節態とはまったく異なる分節の在りようを示すものである。そこにある

のは、表層において公的で明示的なもの、伝達的なものとして一般化されたテクストでは

なく、決して一般化されることのないテクスト（網の目）である。

　したがって、そのような一般化されることのないレヴェルを根拠とするものである以上、

たとえ、それが一般性のレヴェルを包含するとしても、それはあくまでも一般化されるこ

とのないレヴェルが根拠となって実現された一階梯といえる。

　そのため、そのような二つの次元を同時に貫いてあるものとしての「過程にある主体」

とは、そのようなものとして、つまり、決して一一般化されることのないく私〉としてとら

えられるものであるということができると考えられる。そのことは、丸山ないし井筒によ

る、「自我」をその一部として含みこんだ全体としての噛己」の動的な在りようのことで

あるとも考えられる。

　意識の深みとは決して一般化されない領域であり、そこには無数の一般化以前のく私〉

的な意味群が動き戯れているといえる。そして、意識の深みの領域とは、明確な分節化以

前の領域ともいえるところであるから、そこでは自他の関係も流動的なものになる。つま

り、「そこにはもはや、〈規制するもの〉としての主語く我〉とく規制されるもの〉として
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の述語く思う〉の関係は成立しない」132のである。

　したがって、そこには「意識の深層において絶えず変化する自己、エmスと不可分離な

自己の流動的ゲシュタルト！があり、それが絶えず反転し、固定化することのない分節化

を行なうため、「そこでは、表層におけるノエマ的自／他の境界線が取り外され、両者は分

離されっっ融合し、融合しっっ分離される」、「過程にある主体：」であるとされる。133

　そのことから、樋程にある主体」とは、自らの垂直面、すなわち深層へと降りることに

よって、他なるもの（他者）との共同的な世界、ジェノ・レヴェルへと開かれ、その次元

を根挺として、表層の世界、すなわちフェノ・レヴェルを包摂し、その全体を動的に生き

ているものと考えられる。つまり、「過程にある主体」としてのく私〉とは、自らの深みへ

と降り、そうすることによって他なるものと出会い、そのあいだで9対訥を行ない、そ

のことによって表層との関係をつくりかえ、新たな〈私〉の意味的生成・展開に開かれて

いく存在であると考えられる。それは、そのつどごとにかけがえのない存在が生成・展開

されていくことを意味するものでもあるといえる。

　子どもたちは、そのひとりひとりのく私一生〉の論理に基づいて多様な活動を展開する

ことにおいて、固定化されることのないテクストとしてのく意味〉を生成・展開するとと

もに、かけがえのないく私一生〉の存在そのものを新たに生成・展開していると考えられ

る。
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2　「差異と反復」の場としての「造形遊び」

（1）差異と同一性

　「造形遊び」という、そのひとつひとつの定式はテクストとしてとらえられなければな

らない。そこでは「諸法則の一般的な労働の下には、つねに、特異性たちの遊びが存続し

ている」134ということができる。とすれば、必然的に、號み」に応じて語ろうとしている

ものは、その場その時の具体的な状況のそのつどごとの、子どもの「内」に今にも生成さ

れようとしている咬換不可能な、置換不可能な或る特異陛ljにかかわる何ごとかである

と：いうことができよう。135

　そのひとつひとつの定式から読み取るべきものは、その一般的なレヴェルとしてのひと

つの法則、あるいは「等質的な」とみなされるようなひとつの確固たる論理構造ではなく、

そのような法則の「類似形式」136と「等価内容」137に反するものとしての、ひとつの「奇

跡」138であり、「《他》なるもの」であり、その定式の「外」との関係である。つまり、先

の構造図が示す各地点は、論理展開の便宜上すべて等質的なものとみなされるものではな

く、そのそれぞれが、そのそれぞれに対して「交換不可能な、置換不可能な干る特異性」

ということになるのである。

　なぜならば、ここで検討されている「論理化」139とは、堅圃なる体系へ収敏することを

拒むものであり、その「論理化」によって成立する諸々の「形式］（各地点を示すもの）は、

互いに「異なるもの」、すなわち咬換不可能な、置換不可能な」ものとして成立していな

ければならないからである。つまり、その構造図に対する第二の「読み」（すなわちテクス

トとしての「読み」）が示していたように、その四つの組み合せのうちの任意のひとつが実

現されたという場合において、そのとき実現されなかった他の組み合せば、必然的にその

「外」として措定されることになる。

　そのため、その構造図それ自体において示されているところの各地点を等質的な対称関

係において「読む」ということはできず、〈嗣じ〉ものとされるような「意味」は、ひと

つとしてそこにはない。仮にく同じ〉ものであるようにみえるとしても、実は、その「残

津」、あるいは「見せかけ」に騙されているにすぎない。

　なぜならば、そこでは、何らかの絶対的な根拠として措定され得る同一性、すなわちオ

リジンというものが否定されているからである。ここでいう「見せかけ」とはオリジンに

対する類似としての分身ではなく、そこには互いに「異なるもの」すなわち咬換不可能

な、置i換不可能な」ものとしての「差異」しかない。仮にそれがく同じ〉ものとしてみえ
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るというのであれば、それはひとつの「錯覚」である。

湯浅博雄は、そのことについてコトバの意味、すなわち「ランガージュ」の意味に言及

しつつ、次のように述べている。

〈シンボル〉化する力とその作用は、アモルフななにかのく不在のままの現前〉であ

り、どうしてもく真に充満した現前性〉に到達することができぬまま、無限に繰り返

し蘭篠しょうとする欲望を生み出す。だからけっして「終わる＝完了する」というこ

とがなく、無限に回帰し、再来し、反復すると言う独特さを持つ。つまりランガージ

ュは起点も終点も持たず、いつまでも終おるということなく、限りなく反復する。140

　そのことから、コトバを語ることにおいて、「あるものが一つの輪郭を持ち、他と区別さ

れ、あるまとまった単位として現前する（アモルフな、非限定なカオス状態から区切られ、

分節化されて出現する）」141と思われても、それは現前の擬態であるということになる。つ

まり、通念とは逆に、「差異化の動き（アモフルなまま絶えず動き、生成しているカオスに

おいて、互いに他と区別され、区切られ、差異をマークされる運動）」142が「まず」あって

143
Aその差異化の力と動きの反復に応じてく同一性〉がそれとして定まるということであ

る。そのことについて湯浅は次のように述べている。

「つねに現在において自己へと現前する」同一性ではない。そうではなく、現前性の

模像瓢擬態が生み出す効果としての同一性だ。「いつもすでに同一性が存在するもの」

と暗黙の前提にしたうえでの差異とは違うく差異それ自体〉という次元を含むシミュ

ラークル、私が現在として（環前性の関係においては）どうしても関係することが不

可能な関係を内包しているシミュラークルがもたらす効果としての同一性、（中略）私

たちが差異性や他者性を考えるとき、もし伝統的な哲学が思考し続けてきた「現在に

おいて自己へと現前する」同一性から出発して考えるならば、どれほど「差異の尊重」

を主張し、「他者の理解」を唱えていても、差異1生は究極のところく同一性に基づく関

係〉へと取り込まれ、「他者としての他者」もその絶対的に他なるものの次元を縮減さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロジック
れ、「同一者としての他者」へと還元されて、〈最領有化の論理〉に抵抗できず内属し

てしまうだろう。顯
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　ジル・ドゥルーズ（Deleuze，G皿es）は「一切の同一性は、差異と反復の遊びとしての或る

いっそう深い遊びによって、見せかけられたものでしかなく、まるで光学的な『効果』の

ように生産されたものでしかない」145と述べている。

　言語におけるその言語学上の統一性ないし同一性は、差異によって、すなわち、もとも

と講一性の定まった項は何もない差異によって見せかけられたものでしかないとされるこ

とになる。146つまり、言語における諸単位というものは、「もともとく最：初から〉差異を内

に含んでいる」147もの、「差異化の作用、動き」lt18をその内に含むものとしてしかありえな

いのである。

　そこで同一性がありうるとすれば、先のドゥルーズの言にも明らかなように、オリジナ

ルを欠くコピーのもたらす問一性、はじめからシミュラークルであったもののもたらす「見

せかけ」ないし「錯覚」としての同一性ということになる。

　湯浅によれば、それは噛己自身として完了する（すなわち全体性、統一性となる）こ

と」149、あるいは「それとして定まる自己同一性（つまり自己へと現前する岡一性）」150を

つねにかわしてずれ動く「差異」のもたらす効果であり、「もともと仮象的であり、初めか

ら自己自身を模擬している。最初からパロディ的なのであり、自己自身のシミュラークル

となっている」151ような「差異」の動きによる見せかけなのである。そのことについて湯

浅は次のように述べている。

こうして純粋に生成するということは、いつも自己との差異をなすこと、自己（とし

ての同一性）を絶えずかわして差異化することである。なにであれあらゆる事象は、

オリジンのないままに、また究極濫終末に到達することもないままに絶え問なく変装

する。全体化することがありえず、いつも片割れ、断片となり、メタモルフォーズし

てやまない。自己自身として完了する（すなわち全体性、統一性となる）ことから、

　　　そ絶えず逸れてしまう。（中略）現在において、それとして定まる自己同一性（つまり自

己へと現前する同一性）をつねにかわしてずれ動き、複数化、多数化してやむことが

ない。152

　以上のことを、先の構造図に照らせば、AとBとの組み合せによって、それまでにはな

かったものとしてっくりだされた何ものか、すなわちX＝・x1とは、　X＝・x1それ自体と

して確固たる自己同一性をもつものではないといえる。それは、つねにすでにX＝・x1な
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らざるもの（X＝＝x2～x4）との関係において成立するものである。

　図式的にいえば、それはつねにすでにA＋BとA＋Bならざるもの（非一A＋非一B、

A＋非一A、B＋非一B）との関係において成立するということになる。したがって、仮

にそこにおいて同一性が確認されるのであれば、それら諸学が確固たる自己同一性を有さ

ないものであるために「錯視」される「効果」であるということができるだろう。その効

果としての「同一性」は、後に述べる「反復」の概念にもかかわってくるといえるもので

ある。

　そのようにつくりだされたX＝x1（A＋B）が読みかえられることによって、　X・＝x

2～x4（非一A＋非一B、　A＋非一A、　B÷非一B）のうちのどれかがっくりだされる

という場合を想定してみても、そのときつくりだされる何ものかとは、先のX＝x1との

同一性を根拠とした類似関係においてっくりだされるものとしてとらえることはできない

ことになる。

　ここでX＝x1が読みかえられるという場合において、その構造図が代弁しているとこ

ろのその時の子どもたちの行為というものを、単なる構造化の行為と解してはならない。

　なぜならば、そこでは何らかの完結した構造に比すべき何ものかなどは存在しないから

である。つまり、その時そこにおいてつくりだされる何ものかは、その差異化の行為によ

って、つねにすでにそのうちに「《他》なるもの」（「外」）を含む、自己同一性を欠くもの

なのである。

　したがって、X＝・x1が「読みかえ」られ、それとは「異なるもの」がっくりだされる

というとき、そこでなされる子どもたちの行為とは、むしろ構造化しつつある行為として

理解されるべきものであると考えられる。

　子どもたちが展開する行為は、そのひとつひとつが新しいものとして差異化されたもの

であり、同一のものではないと：いえるのである。

（2）差異と反復と生成

　（1）で述べたように、つくりだされたくもの〉には、つねにすでにそれ自らのうちに「《

他》なるものd（「外」）が含まれていると聯む」ことができる。その限りにおいては、そ

こに読みかえを、ドゥル・一・・ズのいう「反復」153を読むことができることになる。

　「反復」とは、何らかの絶対的な起源（オリジン）の下で表象＝再現前化される同一性

に基づいた類似的なものではなく、それは「差異」すなわち「《他》なるもの」（「外」）を
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含む「反復」である。

　なぜならば、そのひとつひとつにおいて反復されるものは「仮面」154であり、「特別で

特異なもの」155だからである。つまり、「仮面」とは、「偽装」のことである。そして、そ

れは「最初から〈それ自身〉としての岡一性を欠いている」ものとしての「差異」に基づ

く「見せかけ」である。

　したがって、その内には、つねにすでに「《他》なるもの3（「外」）が含まれていると

いうことになり、そこには同一性の原理を認めることはできないということになる。その

ため、そこで號まれ」るものは、その場その時においてのみ成立し得る不等で一般化不

可能な「特別で特異なもの1ということができる。

　そして、仮復」とは、実際、それが構成されるときには変容している（差異化してい

る）のであり、変容しながらでなければ（差異化とともにでなければ）構成されないので

ある。156そのことから「反復」するということは、「差異化」するということでもあるとい

える。

　ドゥルーズは、反復とは、構成されながら偽装されるもの、偽装されながらでなければ

構成されないものであるとしている。157そのような「反復」を、「おのれを装い、仮面をつ

け、おのれを偽装しながら、おのれ自身を形成する着衣の反復である」158とするとともに、

それを「通常な点の反復の下に潜む特別な点の反衡159、すなわち、この場合「裸の反復」

160のなかに隠れているものとしてとらえ、次のように述べている。

いついかなる場合でも、裸のものの真理は、仮面、仮装、着衣のものである。反復の

真の基体こ真に反復されるもの〕は、仮面である。反復は、本性上、表象＝再現前化

とは異なるからこそ、反復されるものは、表象＝再現前化されえないのであって、反

復されるものはつねに、おのれを意味するものによって意味され、おのれを意味する

ものをおのれの仮面とし、岡時におのれ自身、おのれが意味するものの仮面となる、

ということでなければならないのだ。161

　「反復」とは、つねにすでに「着衣の反復」として「仮面」を「反復」するといえるも

のであり、また「仮面」とはその内部の空虚を本質とする「偽装」と「置き換え」のこと

でもある。そのことから、どの仮面も、他の仮面以外には何ものも覆い隠してはいないと

いうことができる。162
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　それは「反復されることになる最初の項などは、ありはしないのだ」163というドゥルー

ズの言に結ばれることになる。そのことから次のような湯浅の言も理解することができる

だろう。

「反復」は二次的、副次的、派生的ではなく、むしろ一次的ではないか。「そもそも

最初から］反復するのではないか。ということはっまり「最初」はない、体来の同

一性」はないということだ。164

　それは、反復のなかでこそ反復されるものが形成され、しかも隠されるのであって、そ

うした反復から分離あるいは抽象され得るような反復などは何も存在しないということで

ある。165したがって、「反復」とは、「『変容する反復』あるいは『反復する変容』」166であ

る。なお、そのことについてドゥルーズは次のように述べている。

シミュラクルにおいては、反復がすでに複数の反復を対象としており、差異がすでに

複数の差異を対象としている。反復されるのは、まさに諸反復であり、異化＝分化さ

せられるのは、まさに異化＝分化させられるものである。生の務めは、差異がみずか

らを配分してゆく或る空回のなかで、すべての反復を共存させるところにある。167

　以上のことから、「反復」とは、「同じもの」の「反復」ではないことは明らかであろう。

つまり、「反復」において仮衡されるものは、その「反復」において形成される「反復」

である。

　したがって、シミュラークルの岡一性の下において、絶えず同一性をかわして差異化し

つづける「差異化の作用、動き」であり、そのことによって絶えず「偽装」され「置きi換

え」られる版面」である。「反復」が「同じもの」の「反働だとしたら、そこには「差

異」はなく、たとえ「仮面」が「反復」されることになるとしてもその内部は同一化の根

拠としてのオリジンに満たされ、それが覆い隠すものは絶対的なオリジンに対して類似的

な何ものかということになり、それは必然的に同一性の原理のもとに回収されることにな

る。

　それはまた、「概念ないしは表象＝再現前化によって説明されるもの」168として一般化

され、「法則」における類似形式と等価内容に属することになり、本来、含むはずの磋異」
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の「特異」性は、「正則」性の下に隠蔽されることになるであろう。169つまり、「同じ」も

のの「反復」とは、同一性の原理に従属させられ、表象＝再現前化の枠組みから脱け出す

ことができないことになる。

　それは、最初の、確たる自己嗣一性の起源としての万来事」を、表象＝再現前化する

ものとして構成されていくより他はないとされることになり、そこでは「さまざまな差異

化の関係の作動」17。を見いだすことはできないであろう。

　そこではシミュラークルにおける同一性の下に、現在において、それとして定まる自己

同一性（自己へと現前する同一一性）をつねにかわしてずれ動き、複数化、多数化してやむ

ことがない「生成3171、つまり、いつも自己との差異をなすこと、自己（としての同一性）

を絶えずかわして差異化することとしての「純粋に生成するということ」172が見逃されて

しまうと考えられる。もちろん、ここでいう同一性とは、本来シミュラーークルとしてしか

現前しえないものである。

　それは、現在において絶えず自らとズレを起こしているといえるものであるため、同一

性とは「未だ一ない」ものとして、つねに先送りにされるものである。また、絶えず変容

して、絶えざる差異化として「反復」する、その「反復」されるものにおいて、それは絶

えず自己同一性を欠く「多数的なもの」として、そのつどごとに形成されるということに

なる。したがって、そのような「反復」の文脈において「同一性」を扱うことができると

すれば、それは、その「反衡される「多数陶について、あるいは絶えざる差異化とし

ての「生成」について、絶えず先送りにされるその「同一陶の在りようについて、「反復

する」ことそのものについてだけであるということになる。

　ドゥルーズは移数性」、及び「生成」について、ニーチェによる「〈力〉への意志」

の思想における「肯定」について言及しながら次のように述べている。

肯定とは意志の最高のくカ〉である。しかしなにが肯定されるのか？（中略）むしろ

それは多数性であり、また生成ということなのである。（中略）生成と多数性は有罪で

ある、というのがニヒリズムの最初の言葉であり、かつ究極の言葉なのである。だか

らニヒリズムの支配の下では、哲学は自らを推進する動機として暗い感情を持つこと

になる。仲略）それとは正反対に、価値転換の第一の形象は多数性と生成を、最高の

くカ〉にまで引き上げる。つまり多数性と生成は肯定の対象となるのである。そして

多数性を肯定することのうちには、種々さまざまなものという実際的な歓びがある。
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（中略）多数性は多数性として肯定され、生成は生成として肯定される。ということ

はつまり肯定はそれ自体多数性であり、また三時に肯定はそれ自体生成する、という

ことである。そして生成と多数性はそれら自身肯定である、ということである。よく

理解された肯定のうちには、鏡の戯れのようなものがある。（中略）価値：転換の第二の

形象は、肯定の肯定である。173

　このように、意志の最高の〈力〉としての「肯定」において多数性は、他の何ものにも

還元されず、多数性それ自体において肯定される。生成するということも、他の何ものに

も還元されず、生成するということそれ自体において肯定されることになる。そこでは、

「肯定する」という、〈私一生〉の意志の最高のく力〉において、同一性の原理としての

表象＝再肥前化という枠に収まることなく、絶えず自己同一性を欠く多数性が、そのつど

「肯定される」ことになるとともに、絶えざる差異化としての生成することも、その生成

するということそれ自体において、そのつど情定される」ことになる。

　したがって、そこには、そのつどごとに実現されている、そのつどごとの差異の反復を

みることができる。そして、シミュラークルとしての「同一性」の「錯視」のもとに隠蔽

されかねない「さまざまな差異化の作用、動き」はシミュラークルとしての「同一一一一・1生」の

「錯視」のもとに隠蔽されかねない〈力〉の動きということができるだろう。

　そのく力〉とは何か。〈力〉とは、ニーチェによってとらえられたニヒリズムにおける、

その「反動的な」ともいえる支配的な価値体系での権力作用を意味するものではなく、我々

の〈生〉におけるより根源的な瑳異化の作用、動き」を意味するものである。

　なお、ニヒリズムとは、「生の否定」ということであり174、「生に対し敵意と反感を持っ

た傾向」である。1？5それは、〈生〉の本来的な無目的性、すなわち「生成とは潤的を持た

ないということ、また生成とはある大きな統一性によって導かれてはいない」176というこ

とである。

　それは、ア・プリオリなものに従うようにして予定調和されるものではないことを肯定で

きず、「生成としてあるこの世界全体を、人を欺く、むなしいものとみなして断罪する道で

あり、彼岸に位置づけられた一世界を一それこそが真の世界であるとみなして一捏造

する道」177として発死してくるものである。つまり、高位の価値の名において生の価値：を

疑め、生を否定することであり、「神の死」以後は、それらの高位の価値を否定すること、

それらの代わりに人間的な一あまりに人間的な価値を置くこととされるのである。178ド

145



ウルーズはそのことについて次のように述べている。

なにも変わっていない。なぜなら同じ反動的な生、同じ奴隷状態のままであって、か

つては神聖な価値に守られて勝利していたのが、いまは人間的な価値によって勝ち誇

るだけだからである。同じ担い手、同じく騙馬〉のままであって、それがかつては神

の御前で責任をもって引き受けた聖なる遺物の重荷を背負っていたのが、いまや自分

の責任において、一人で自分自身を担うだけのことだからである。179

　ドゥルーズは、ニヒリズムが強力に発現してくるとき、〈カ〉への意志は「作り出す1

ということをやめ、「〈力〉を欲すること、支配しようと欲望すること」180を欲するように

なるという。つまり、そこでく力〉は反動的な〈カ〉へと転換され、〈生〉は反動的なく

生〉とならざるをえないことになり、〈生〉は否定され、その意味は捏造された他の価値

によって隠蔽されることになる。

　それに対し、ニーチェは、〈カ〉を9あの自発的な、攻勢的な、征服的な諸力、つねに

新しい解釈を、新しい方向性を、新しいフtルムを与えることが可能な諸刃181であると

し、ドゥルーズはく力〉に対して、その本質を、他の諸力と関係しているということとし

たうえで182、「〈力〉への意志」の意味を、まだ承認されていない新しい価値の創造のため

の隠された原理183、また、「なにであれ欲しがったり、手に入れることに存するのではなく、

むしろ作り出すことに、そして与えることに存する」184ものとしてとらえている。つまり、

〈力〉とは、本来、ニヒリズムにおけるような反動的なものではない。

　ドゥルーズは、そのような反動的な諸力においては、否定が最初であり、それらのカは

否定することによって、見せかけの肯定へと至るという。185つまり、〈力〉とは、能動的

な諸力が肯定するように、それも露分自身の差異を肯定するように促すものであり186、そ

こにおいては肯定が最初であり、否定はひとつの結果にしかすぎないという。187

　そのうえでドゥルーズは、「意志の最高の〈力〉」188として「肯定」をあげるのである。

そして、そこで「肯定」されるのは、「多数性であり、また生成ということ」189である。な

ぜならば、ニヒリズムを、生の現実を隠蔽し、彼岸に捏造された同一性の原理、すなわち

多数性と生成を肯定しないものとして、その「多魏生と生成」を肯定せず、そこには絶対

的な根拠としての動かぬ同一性、「一なるもの」があるからである。

　しかし、「意志の最高の〈カ〉」としての「肯定」は、「多数性と：生碗を肯定する。つ
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まり、多数性は多数性として肯定され、生成は生成として肯定されるのである。1goしたが

って、そこで、肯定はそれ自身多数性であり、冊子に肯定はそれ自身生成するということ

になるのである。191さらに、生成と多数性はそれら自身肯定であるということにもなる。

192
ﾆいうのは、純粋な生成は、そして多数化は、それら自身自らの内的な差異化の動きの

肯定であるとされるからである。193

　ドゥルーズは、ニーチェによるく永遠回帰〉とは、〈反復〉であり、その〈永遠回帰〉

において回帰してくるものは「ただ肯定のみ」194とするのである。そこで回帰することは

「生成の存在であり、多数性の一なるものであり、偶然の必然」195であり、「回帰する、再

来するということが、まさしく生成することの存在であり、多数化することの一州性」196

である。そして、ドゥルーズは次のように述べている。

〈同一なもの〉が回帰するのではない。というのも回帰することとは、〈同一なもの

〉の、すなわちもっぱら種々異なるもの、多数性、生成することについてのみそう言

われる〈嗣一なもの〉のオリジナルな形態なのであるから。〈同一なもの〉は回帰し

ない、ただ回帰することのみが、生成しているもののく同一なこと〉なのである。197

　「同一なこと」とは、ただ「再来し、反復するという同一性」198だけである。そのうえ

で、ドゥルーズは、「反復する」ことについて次のように述べている。

還帰するのは同じものではないし、還帰するのは似ているものではないとはいえ、し

かし《同じ》ものとは、還帰するものの、すなわち《異なる》ものの還帰であり、似

ているものとは、還帰するものの、ナなおち《非相似的な》もあみ還帰である。199

同一性は最初のものではないということ、嗣一性はなるほど原理として存在するが、

ただし二次的な原理として、生成した原理として存在するということ、要するに閾一

性は《異なるもの》の回りをまわっているということ、これこそが、差異にそれ本来

の概念の可能性を開いてやる＝ペルニクス的転回の本性なのであって、この転回から

すれば、差異は、あらかじめ同一的なものとして定立された概念の支配下にとどまっ

ているわけがないのである。ニーチェが永遠回帰ということで言わんとしたことは、

まさに以上のことに他ならない。永遠回帰は、《同一的な》ものの回帰を意味しえな

147



いのだ。（中略）還帰するということは、存在するということであるが、しかしもつぱ

　なる　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある

ら生成について言われる存在なのである。永遠回帰は、「同じもの〔自体〕」を還帰さ

せるわけではない。そうではなく、還帰するということは、生成するものについて言

われる唯一の《間じ》ものを構成するということである。還帰するということ、それ

は、生成それ自身について言われるく同一的に一なる〉ことなのである。還帰すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピュイサンス
いうことは、したがって、唯一の同一性ではあるが、二次的な　力　として言われる

同一性、差異について書われる岡一性であり、異なるものについて言われる同一的な

もの、異なるものの回りをまわる岡一的なものなのである。差異によって生産された

そのような同一性こそが、「反復」として規定されるのである。したがってまさに、永

遠回帰における反復の本質は、同一的なものを差異から出発して考えるところにある。

200

　以上のことからも、その「反復」されるものとは、「再開不可能な」ものに他ならない

ことになる。したがって、仮復」においては、「再開不可能」なものを反復するというパ

ラドックス以外のいかなるパラドックスもないことになる。201それは一回目に、二回目、

三回目を加算するということではない。202それは依然として同一性の原理の下での表象＝

再現野幌の枠組みにおさまつてしまうことになるが、それは第一回露を「n」乗ずるので

ある。「反復」とは、「再開不可能で、交換不可能」な「特異点」、すなわち野冊事」とで

もいうべきものを仮復」するというパラドックスにおいて形成されるものと思われる。

なお、「n」乗とは、ドゥル・一一一ズによって「ただの一回について言われる無限を、ひとつの

瞬間について書われる永遠を、意識について言われる無意識を、つまり『n次の』力瓢累

乗を意味している」203ものである。また、ドゥルーズは『ニーチェ』において、ニーチェ

におけるく永遠回帰〉を「選択的」なものであるとして、次のように述べている。

私がなにを欲するにせよ（中略）、私はそれが永遠に回帰することもまた欲するよう

な仕方で、それを欲するのでなければならない。『生半可な意志』たちの世界はふる

い落とされる。『一度だけ』という条件でわれわれが欲するようなものは、すべてふ

るい落とされるのである。（中略）永遠の回帰を欲するとするならば、（中略）それら

は能動的になり、そして肯定のく力〉となるであろう。204
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　以上のことは、丸山圭三郎による「生の円環運動の論理に通じるものである。つまり、

コスモスとカオスとの円環運動を可能にするのは、ノモスとコスモスとの円環運動から突

き出ることのできる「意志の強度」によるとされるからである。その〈円還運動〉は、ノ

モスとノモス外との弁証法とされ、それは、ノモスの強化にしかならない。つまり、より

強固なノモスを形成するためになされる否定としてとらえられることになる。

　したがって、そこで求められることは、その表層をめぐるく円還運動〉ではなく、自ら

の、自己と分断された自我的な「主体の壊乱」するレヴェルにまで降り立ち、深層の根源

的な〈意味〉の生起する場、カオスをめぐるく円還運動〉である。〈私〉は、そのく生〉

の多様性と生成を、〈力〉において肯定することにおいて、はじめて、深層のカオスをめ

ぐるく円還運動〉に開かれ、新たなく意味〉とともに、生まれてくることができるのであ

る。

　以上のことを、先の構造図に基づいていえば、「読みかえ」、すなわち〈意味〉の展開は

く同じ〉ものの「反復」ではなく、〈同じ〉ものを産出することでもないといえる。つま

り、そこで「囲いに内在する『瑚」との関係、すなわち、その「読みかえ」において、唯

一く同じ〉ということができるのは、「一荒するものの、すなわち《異なる》ものの二一」

についてだけである。したがって、その囲いに内在する『外』」とのあいだに、そのつど

ごとに開かれることになる動的な関係性としての過程そのものについてだけであることに

なる。

　ドゥルーズは、そのことについて「あらゆる点で、反復とは、侵犯なのである」205と述

べている。そして、「（前略）反復は、法則に属するというよりも、むしろ奇跡に属する。

反復は、法則に反している。すなわち、法則の類似形式と等価内容に反しているのだ」206

としている。

　ところで、「造形遊び」の論理は、以上に述べたような文脈において読むことができる。

なぜならば、「造形遊び」の論理は、堅圏なる体系化を拒むものとして、それ自身の姿でさ

えも固定化することなく、絶えず自らをつくりかえることによって、次の新しい自らをつ

くりだすことができるといえるからである。

　そこでは「もろもろの水の流れの変化を、大河の恒久性に結びつける」207ような「法則」

は否定され、f表面では反対であり逆であるが、しかし深さにおいては『異なっている』」

208 ﾆいう事態が肯定されるということができるからである。そして、そこでは「諸法則の

一般的な労働の下には、つねに、特異1生だちの遊びが存続している」ということができる
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といえるからである。

　反復とは差異化と生成の展開であって、同じものが反復されるということはない。反復

されるものは、そのつどごとに薪しく更新されているのである。

　以上のことから、本章においてとらえようとしてきた造形的な活動のく意味〉とは、そ

の過程におけるその場その時に生まれる、それまでにはなかった新しい何ものかである。

つまり、「再開不可能」で「特異な」何ものかとしてとらえられたものであるとともに、そ

の場その時の具体的な状況におけるひとつひとつの過程において、互いに隅なるもの」

として生みだされる、互いに〈他〉なる何ものかとしてとらえられたものである。したが

って、その限りにおいては、〈同じ〉といえる何ものかとしてとらえられたものというこ

とができる。

　子どもたちが展開する造形的な活動におけるく意味〉とは、その主体としてのく私〉と

ともにつねに新しいものとしてつくりだされ、展開されるといえるため、以上のような「差

異と反復」の場は、子どもたちひとりひとりのく私一生〉の論理に基づく多様な活動を保

障する「造形遊び」につながるものであると考えられる。
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第3節　子どものく意味〉の生成行為

1　モデルによる実践と分析

（1）実践例

　子どもたちの多様な造形活動におけるその場その時においてつくりだされるひとつひ

とつのく意味〉を、論理化することにおいて考察することにする。ここまで展開してきた

考察は、その特別で特異なもの、あるいは、一義化できないものを一般的なものとしての

論理に還元して理解することを意図したものではない。とはいっても、言語による記述と

いうその避け難い一般性のレヴェルは無視できないものである。

　だからこそ、そこにテクスト概念を導入して、表層的には等質的な論理的な構造の、そ

の深層において併せもっている両価的な何ものかとの関係性を読むこと、すなわち一般化

の論理を解体し得る可能性としての動的な関係において読むことによって、子どもたちひ

とりひとりにとって他とのとり換えることのできない何ものかのく意味〉をとらえようと

してきたのである。

　〈意味〉とは同じものの再生によって生みだされるものではない。なぜならば、同一性

の支配圏においては、何ものも自らの「外」を読むことができないからである。〈意味〉

とは、「《他》なるもの」（「外」）との出会いによって生みだされるそれまでにはなかった

新しい何ものかのことである。つまりく意味〉とは、自らの「外」、すなわち「多方向性：

多義性の領域」へと開かれた不断の過程（プロセ）のく意味〉である。

　子どもたち自らがく意味〉をつくりだすことは、自らと自らにとっての「《他》なるも

の」（「外」）との一種の咄来事」としての出会いに他ならないということができる。それ

が、囲いの内に「外」を設定するということである。したがって、子どもたち自らが展開

する多様な造形的な活動を保障していくためには、以上のような論理に基づく必要がある

ということになろう。

　なぜならば、そこで求められているのは、子どもたちひとりひとりが自らにとっての「《

他》なるもの」（「外」）と幽会うことのできる多義的な「場」を設定することにあるからで

ある。

　以上に述べてきたように、子どもたちが展開する造形的な活動は、多義的で多方向的な

領域へと開かれた多様なものであって、一義的で一方向的なものにとどまるようなもので

はない。前節までに展開してきた造形的な活動におけるく意味一過程〉への問いは、子ど
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もたちの造形的な活動の〈意味〉をとらえ返し、そのく意味一過程〉を論理化していくこ

とによって、その多義性を含む多様な展醐が可能な在りようを保障するためになされるも

のである。2。9

　以上のことを踏まえ、本節では、〈意味〉というものの生成・展開の在りようについて、

高等学校における「フリー・ドm一イング」の実践例によって考察することにする。21。

　ここまで子どもたちの造形的な活動の〈意味一過程〉を論理化することを目指してき

たが、それはく意味〉の生成の過程の多様性とそこに立ち表れる〈意味〉の多義性を明ら

かにするためであった。したがって、子どもたちの活動が一義的で一方向的なものに終始

しているように見える在りようをその深みにおいてとらえ返すためでもある。

　ここでとりあげる実践例は、高等学校の第2学年の選択科目「美術山の最：初の単元（5

時間）の学習活動である。対象は11人のクラス（男子3人、女子8人）、4人のクラス（男

子3人、女子1人）の2クラスである。内容は、各自が全判の半分の大きさの上質紙に、

絵の等等を用いて自分なりの画面をつくりだすことからはじまる。

　生徒たちは最初は紙の大きさや授業の内容に戸惑いを見せてはいたが、実際に紙の上に

絵の具を垂らしたり流したり、ローラ・一…の跡を重ねたりすることによって、そこに何らか

の関係（きっかけ）を見いだし（つくりだし）、それをもとに次々に画面を展開させ、その

それぞれの過程をそのそれぞれにおいて確認しながら、とりあえずの自分なりに満足のい

った画面をつくりだしていた。

　次に、大きさの異なる紙に別の画面をつくりだしたり、そのようにしてつくりだした画

面を自由に切ったりすることなどによって、そこから別のかたち（画面）をつくりだし、

それらを組み合せたりすることなどによってさらに別の新しい画面をつくりだしたり、あ

るいはまた、それをもとにして別のかたちを切り取ったり、というような活動へと移って

いくように配慮したものである。

　なお、画面を切ったり、そのようにしてつくりだされたかたち（画面）をもとにして別

の画面をつくりだす際に、それぞれ画面を任意のかたちに切り取ること、それをもとにし

て別の紙上に新しい画面をつくりだすことという行為をつくりだすためのきっかけとなる

条件のみを付した。

　以上のことを踏まえ、ここではAさんの活動に焦点を当て、「読み」としての分析を試

みていくことにする。
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（2）実践分析

　Aさんは、最初、白い紙の右側には青の絵の具を付けたハケで、そこを埋めるように何

ごとかを描き、左側には同じ色の付いたハケで点々を付けるように何ごとかを描いていっ

た。

　次に、それぞれに、重なるようなかたちで黄色の絵の具をつけたハケで何ごとかを描き、

紙の中央に、今度は赤の絵の具を付けたハケで何ごとかを描いて、とりあえずのくもの〉

がっくりだされていった。

　次にAさんは、そのつくりだされたくもの〉に表われていた青、赤の部分をそれぞれ広

げていった。その過程では、画面の左上の方に黄色の混ざった青の渦巻きのようなものが

表われてくる。

　その後、赤がさらに広がり、画面左上の青の渦巻きは白く変更されている。さらに、広

げられた赤の部分も白で改変されていく。

　Aさんの活動は、別の大きさの小さい紙の方に移っていく。白い紙に青の絵の具を付け

たハケで何ごとかを描いていったり、また別の白い紙に緑の絵の具の付いたハケで何ごと

かを描いていったり、別の白い紙に赤で、別の何ごとかを重ねるように絵の具を滴らした

りして、ひとつの画面をつくり、つくりかえ、つくるというように、別の紙上に別の画面

をつくりだしていった。

　Aさんは、最初につくりだしたくもの〉の一部を、あるかたちに切り取り、別の紙上に

置くと、今度は小さい紙からつくりだしたくもの〉を細長く千切り、先に切り取ったくも

の〉を合わせて組み合せていった。

　次に、別の小さい紙からっくりだしたくもの〉をまるく千切って、先の紙上で組み合せ、

粋なるくもの〉をつくりだしていった。そして、その上から、濃い青の絵の具が滴らされ、

別の〈もの〉がっくりだした。

　このことをモデルによって考察していくことにする。

　はじめに、Aさんは白い紙の上に青の絵の具の付いたハケで何ごとかを描いた。このこ

とを「白い紙」と晴」との関係ととらえ、次頁図1－！に示したような意味論的四角形

のモデルにそれぞれ配することにする。

　その両者の組み合せによってつくりだされた〈もの〉が、この図1－1のAである。た

だし、この図にも明らかなように、そのAとは、その両者間の関係において偶々実現され

たくもの〉であると：いうことに注意しなければならない。
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なぜならば、この湯合、「白い緬とは、晴　　　　　　　　　A・・

ではない」ということができるとともに、

晴Gとは「白い紙ではないiということが　　　A．，　　　　　　　　　　　A・

でき、そのような4つの辞項の組み合せによ

って、図のような4つの新たな地点を想定す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

ることができるからである。

　したがって、ここでは、AからA’”までが、　　　　　　　図1－1

それぞれ実現され得る可能性をもつということになり、ここで実現されたAとは、残りの

3つのものを、その表裏として含む、はじめから閉じられてはいないくもの〉として「読

まれた」〈もの〉のことであるということができるだろう。そして、そのようにしてつく

りだされたくもの〉は、次に「：麹と組み合せられ、Bを生みだすということになる。

　本丁図1－2は、Aと「黄」との関係の可能性を「読んだ」モデルである。ここでは偶々

Bが実現された、ということになるが、そのBも、はじめからその表裏として、B’、　B”、

B”’の3っの可能性を含んで成立した〈もの〉、つまり、はじめから閉じられてはいない

くもの〉である。

　とすれば、図1－2に示したような、A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帥ム　×1，些・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄　．

からBへの展開は、ひとつの閉じたものか

ら、もうひとつの閉じたものへの直線的な

移行ではなく、例えばA’からA’”を、その

潜在的に実現可能な何ものかとして含みな

がらも、それらを必ずしも実現することな

く飛び越えていくようなものであるといえ

る。

A
8
，

　　　B”

図1－2

B’”

　AからBへと展開するAさんの活動は、そのような多層的な可能性をもつものとして

「読む」ことができるように思われる。

　そのことは、また、次頁図1一・3に示した、Bと「赤」との組み合せによるCへの展開

に関してもいえるだろうし、さらには、そのCと「赤」あるいは「青」等との組み合せに

よってつくりだされるくもの〉に関してもいえるだろう。しかし、例えば、Cと「赤3と

が出会うことによって生まれる関係は、Bと「赤」とが出会うことによって生まれる関係

とは異なる。
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　図レ3にも明らかなように、この場合、Cと「赤」とが出会ったときのCとは、偶々

Aをつくりだした諸関係、及び偶々Bをつくりだした諸関係をその内に含んでいることに

なるため、当然、そこに「読まれる」ことになる関係は、先のBと「赤」との関係とは異

なるものとして「読ま」なければならない、

ということになるからである。

　以上のような展開を、今度は円的モデル、

本下図2－1において「読んで」みることに

する。この円の円周は生徒の行為を意味し、

とりあえずの終点に向って描かれている。こ

の場合は、何ごとかを「描く行為というこ

とになる。そして、その行為においてっくり

A
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赤

柵C

　
　
　
　
　
搾
．

　
　
　
　
　
　
皆
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灘
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〉
〈
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轟
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cr
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5M一’一一B

　貿

8御

　　s’

鐵1－3

だされたくもの〉を、先と同様にAとする。この円周の、実線部分はAが顕在化してくる

までに行われた行為の軌跡を、また、破線部分はAが実現されたために実現され得なかっ

た行為の軌跡を意味している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’
　そして、この実線上に配されたA’、A”は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8へ
Aが実現される前につくりだされていたにも

かかわらず、結局のところ実現されなかった

くもの〉を、破線上に配されたA’”は、Aが

実現されてしまったために実現され得なかっ

たくもの〉を意味している。つまり、Aとは、

権利的にはその内のどれでもあり得たわけで

＼
＼

、

＼
＼

　　　　　　　1　　　　　　　！　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　ノヘヘ　　　　　　　　　　　　　　ノ

　’、一一ノ急　A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2－1

あり、このモデルにおいては、実現され得る可能性をもちながら実際には実現されなかっ

たくもの〉は、先の四角形的モデルにおいて述べたような3っのくもの〉に限定されると

いうことはない。

　そのことは、次頁図2－1－1のように、Aをその原点とした座標を引いてみると、よ

り分かり易くなるだろう。座標の原点が実現されたくもの〉であり、座標の原点以外のす

べてが実現され得なかったくもの〉である。

　ここでは、実線、破線を問わず、円周として表わされた、実現されたA以外のすべてが、

Aが実現されてしまったために実現され得なかった潜在的な可能性である。四角形的モデ

ルと円的モデルは、基本的にはほぼ同じような構造をもつものといえるが、後者の方が「読
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み」の対象である活動の潜在的な可能性をよ　　　　Bl　　　　　　B・．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　メ
り広範囲にわたってカヴァーできるといえる。　　　　1　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　Cへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　ノ　そのことは、仮に実現されたAが、円周の　　　　，　／／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　！　　　　　　　　　　　　Cへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　ノ始点に重なる場合でも同様である。この円周　　　　1。／！・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’N　　　　　　　！

ぽ現ある行為の鯨と三脚び実現・…／ _＿ノ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A－　　　B贈　　　B
され得る〈もの〉の始点と終点を表わしてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A一一8
るようにみえるがそうではない。　　　　　　　　　A認8’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2－2
　なぜならば、それは、数多くある可能性の

ひとつが偶々実現されたくもの〉に他ならず、その実現されたくもの〉以外のすべては、

それに対する潜在的に実現可能な何ものかとして岡時併存しているからである。つまり、

それは閉じられておらず、この円周は、何らかの終点に向うものとして「読む1というこ

とはできないことになるだろう。

　本一図2－2に示したようなAからBへの展開を、ひとつの閉じたくもの〉からもうひ

とつの閉じたくもの〉への移行として「読む」ことはできない。それは、そのA以外の円

周のすべてを潜在的な可能性として含み、かつ破線で表わされた部分を必ずしも実現して

いくことなしに飛び越えていくと考えられる。ここでAさんの活動は、それまでの活動に

おける可能性を残しながら、それとは全く別の活動の可能性へと開かれていったものと號

む」ことができるように思われるのである。

　そして、ここでBとは、潜在的な可能性

としては、少なくともB’からB’”のどれで

もあり得たのだから、このAからBへの移

行関係を、単に、この図のA－B間に引か

れた矢印においてのみ「読む」というわけ

にはいかないことになるだろう。それは、

この直線と、円周の曲線とによって同時に

表わされる、非一一義的で非一一方向的な

ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2”1鴨1

　以上に述べたような展開は、それが「赤1と組み合せられてCを生み、さらにCが「赤1

や晴」等と組み合せられていくという場合にも基本的には同様であると思われる。しか

し、この図の展開にも明らかなように、次につくりだされるくもの〉は、その前につくり
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だされたくもの〉がもつ潜在的な可能性をも含めた、その円周上に展開されることになる

ため、そのそれぞれは、そのそれぞれにおいてそのく意味〉が全く異なるものであるとい

うことに留意する必要があるだろう。

　Aさんは、その他にも幾つかの別な画藤を

つくりだしているが、それにかかる展開にお

いて、それらのくもの〉が別々の画面として

つくりだされていったのは、それぞれが完結

しているからではなく、先に述べたような画

面の展開が、別々の紙上に転化されて為され

たものと思われるからである。本附図2－3

がそれを表わしている。
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　次に、以上のようにしてつくりだされた〈もの〉から、あるかたちを切り取り、それを

組み合せたりすることによって次の〈もの〉（画面）をつくりだすという活動の展開はど

うか。基本的な「読み」の構造は、以上に述べてきたことと同じであると思われる。

　四角形的モデルにおいて、Aさんの活動を「読んで」みることにする。本頁図1－4が

それを表わしている。はじめに、その時点に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a呼おいてつくりだされたくもの〉、あるくもの

〉が切り取られることになる元のくもの〉を

Cとし、そこから偶々はじめに切り取られた

くもの〉をaとする。

　また、ここでaが切り取られた後の、元の　　．　　　　　　　b

〈もの〉をC－2とする。なぜならば、aが

切り取られてしまったため、そのaが切り取　　　　　　麟1－4

られた後のくもの〉をCと同定することはで

きないからである。そして、aとC－2との関係は、図のように論理的に展開されること

によって4っの新たな地点を生みだすことになる。

　しかし、その場合、次に切り取られることになるbを非一aと非一C－2との関係にお

ける可能的なひとつとして「読む」ことにする。そのとき顕在化し得る雰一aと非一C－

2とは必ずしもbとは限らないし、bをつくりだす関係も必ずしもそれだけであるとは限

らず、この場合の事後的な解釈からみれば、それをbと「読む」こともできるように思わ
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れる。

　ここで注意しなければならないこと

は、このaは、他のa’、a”、　a　”’をそ

の成立の条件とはしているものの、必ず

しもそれらすべての実現を、その成立、

及びその次への展開における条件として

はいないことである。つまり、aの次に

切り取られるもの、すなわちbの実現は、

必ずしもa’、a”、　a川の実現をその前

提とはしていないということである。

図1－5

〉げ

　そのことは、本丁図1－5に示された、その切り取られたくもの〉における組み合せの

展開にかかる「読み」のモデルにおいても同様である。

　この図にも明らかなように、そこでは、例えばaとbとの組み合せによってつくりださ

れたくもの〉、すなわちXは、X’、　X”、　X”，をその成立の条件とはしているものの、必

ずしもそれらすべての実現を、その成立、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窮り取り
及びその次（例えばY）への展開におけ　　　　　　　　ざ　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a
る条件としていないということである。

　さて、今度は、本頁図2－4の円的モ

デルにおいて、以上の活動の展開を「読

んで」みることにする。この円周は「切

り取り」の行為を意味し、aは実際に切

り取られたくもの〉を表わしている。

　また、実線上に配されたa’、a”は、

，
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図2－4

a

Cへ

X　　　　　　　　一
、、、襯一ρノ

b

aが切り取られることになる前に切り取られていたかもしれないくもの〉を表わし、破線

上に配されたa”rは、aが切り取られてしまったために実現され得なかったくもの〉を表

わしている。つまり、aとは少なくともその内のどれでもあり得たというわけである。

　したがって、この図にあるように、aは必ずしもその可能性のすべてを経由しなくとも

bへと展開できるといえる。同様のことは、bから。への展開に関してもいえるだろう。

その展醗は一義的で一方向的なものではないことも補足しておく。図2一一4に重なるよう

に描かれた次頁図2－5の円周は「組み合せ」の行為を意味している。
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　ここでは、先にaとbが組み合せられ、

何ものか、すなわちXがっくりだされる

ことになる。そして、そのXは。と組み

合せられることによってYへと展開して

いく。なお、この図の実線と破線の意味

は、これまで通りである。

　したがって、ここでもその展開につい

ての職み」はこれまでとほぼ同様であ

るといえる。つまり、このaとbとの組

切9取り
維み合せ

／l　S
ノ　　　＼
ノ　　　　　　＼

a

ず
一
1
－
1
－
C

　
／響派q

、

図2－5

×
（a＋b）

み合せによってっくりだされるXとは、必ずしもその可能性のすべてを経由しなくとも、

cと組み合せられてYへと展開し得るということである。

　同様のことは、そのYがdと組み合せられてZをつくりだすという場合にもいえるだろ

う。その展開は単なる直線的で閉じたくもの〉同士の関係ではなく、例えばこの場合一（直

線）と～（曲線）とによって同時に表わされる非一一義的で非一一方向的なものである。

　Aさんの活動にそくしていえば、そのようにしてつくりだされたくもの〉に、今度は濃

い青の絵の具が滴らされることになるが、そのような活動への展閑は十分に考えられ得る

ことであり、それは、図2－5とee　2－1との複合体において號む」ことができるだろ

う。そのようにして、とりあえずの（最終的な）〈もの〉がっくりだされた。

　以上が、Aさんの活動の展開にかかるおおよその「読み」である。
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2　子ども自ら〈意味〉をつくりだす行為の意味

　ここまでの論理化による考察から次のことがいえる。第一に、Aさんにおいて向かうべ

き何らかの到達点が設定されていたとしても、それはAさんの活動の諸過程のそれぞれに

おいて、Aさんによって設定されたものとしてとらえられるべきものである。

　なぜならば、Aさんの活動の諸過程においてっくりだされるくもの〉の展開は、閉じた

〈もの〉の一義的で一方向的な展開ではなく、開かれたくもの〉のもつ（例えば異質なも

のとの出会いによる）多義的な可能院における展開であると考えられるからである。

　例えば、図1－2における、つくりだされたくもの〉としてのAと「黄」との関係の可

能性に関する「読み1に基づけば、そこで新たにつくりだされたくもの〉としてのBとは、

はじめからその表裏としてB’、B”、　B”’の3つの可能性を含んで成立したくもの〉、は

じめから閉じられてはいないくもの〉として、たまたま実現されたものといえる。

　そのときAもまた、その表裏としてA’、A”、　A”’の3つの可能性を含んでつくりださ

れたくもの〉であるため、AからBへの展開は、ひとつの閉じたものから、もうひとつの

閉じたものへの直線的な移行ではなく、B，からB”1を、その潜在的に実現可能なものとし

て含みながらも、それらを必ずしも実現することなく飛び越えて展麗していくものである

といえる。

　そのことから、AからBへの展開は、活動のはじめから決められていたものではなく、

たまたまAがっくりだされ、それが新たに臓」と組み合せられて、たまたまBをつくり

だすという行為の展開の過程においてつくりだされたものであると考えられる。

　そのことを図2－2においてとらえ返すと、ここでAとは、3っに限定されることのな

い数多くの可能性のひとつがたまたま実現された〈もの〉であり、A以外の円周上の諸点

はすべて潜在的に実現可能なものであるといえる。そのことは、Aさんの「黄」で何もの

かを描くという行為によって実現されたBについてもいうことができ、AからBへの展開

は、この図中に表わされたようなA－B間に引かれた矢印と、それらをつなぐ円周の曲線

とによって同時に表わされる、一義的ではなく、また一方向的なものでもないということ

ができる。

　このことは、そこでAさんの活動は、それまでの活動における可能性を残しながら、そ

れとは全く別の活動の可能性へと開かれていったということでもある。そのようなAさん

の活動においては、商かうべき何らかの到達的な目標が設定されるとしても、それは固定

的なものではなく、展開される活動の諸過程のそれぞれにおいて、さまざまな他の可能性
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を潜在させっつ、とりあえずのものとしこ（決定されるようなものであり、つねに柔軟に開

かれ、展開されるようなものであると考えることができる。

　したがって、そのような活動においてつくりだされる〈もの〉の展開は、閉じたくもの

〉の一義的で一方向的な展開ではなく、開かれたくもの〉の多義的な可能性における展開

であるといえる。

　そのようなAさんによる活動の展開の在りようは、たとえそのつどごとに実現されたく

もの〉がひとつの方向に向かっているように見えても、潜在的な可能性としてはそれと同

時に幾方向にも展開することができるものであると「読む」ことができると考える。この

ことから、第二に、その活動の諸過程のそれぞれにおいてつくりだされるくもの〉は、多

義的で多方向的な領域へと開かれたものとして、〈意味〉としてとらえることができる。

　活動の諸過程のそれぞれにおいてっくりだされるくもの〉は、他に実現可能な数多くの

可能性を潜在させっつ、たまたまつくりだされたくもの〉として、多義的で多方向的な領

域との通路をもつ開かれたものであるととらえることができるため、そのそれぞれは、そ

のつどごとのものであり、互いに他とのとり換え不可能な、かけがえのないものであると

いうことができる。

　図1－2及び図2－2に表わされている、つくりだされたくもの〉の展開の在りように

も明らかなように、Aの次につくりだされるくもの〉、すなわちBは、その前につくりだ

されたくもの〉（A）がもつ潜在的な可能性をも含めた、その円周ないし展開の構造上に、

他の潜在的な可能性を含みつつ展開され実現されることになるため、そのそれぞれは、そ

れぞれにおいて意味が全く異なるものであるといえるのである。

　以上のことから、子どもが自らく意味〉をつくりだすということは、子どもたちひとり

ひとりが、ひとりひとりにおけるその場その時において、多義的で多方向的な何ものかと

出会い、それまでにはなかった新しい何ものかをつくりだすということに他ならないとい

うことができる。そのことから、そこで教師がなすべきことは、その出会いの場を設定す

ることであると考えられる。それは、子どもたちひとりひとりが、囲いのうちに外を設定

し、他なるものと出会うことの可能な場、すなわち意味生成空間を設定する必要があると

いうことでもある。

　したがって、そこで保障されることになる、子どもひとりひとりが自ら他なるものと出

会い、新しいく意味〉をつくりだすという行為は、個々のかけがえのない〈私一生〉のく

意味〉をつくりだす行為として、〈身体性〉の意味からとらえ返される必要があるといえ
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きるのは、それらが諏ギタチオの主体にほかならぬ主体そのものの意廉生成の過穣のなかで共時的に機能

しているからである。（同上，pp．19・2◎）

立川健二も『誘惑論3（三口祉，1995＞において摺摘するように、「われわれがセミオティックをサンボリッ

クに先行する様態として立てることができるのは、まさにセミオティックがサンボリックとの共時的な関係

にあるから」〈岡上，pp、194・195＞である。そこでは共時の軸と通時の軸が錯綜して、セミオティック（＝カ

オス）は「つねにすでに言語とのかかわりにおいてしか」（岡上，p．194＞存在しないということになる。その

ような錯綜した関係性は、先のジェノーテクストとフェノーテクストとの関係においても敷術的に再確認す

ることができるといえる。ジェノーテクストとはそれがフェノーテクストと「共時的」な関係にあるがゆえ

に、それに先行するものとしてとらえることができるものである。テクストとは「そこに勉者が読み取られ

るエクリチュールなのである」（クリステヴァ，『記号の解体学［セメイオチケ］1』，p．65）。

8　丸山圭三郎，『生命と過剰』，河出書房新社，1988，p．18

9注7参照。
10 ﾛ山圭三郎，『言葉とは何か』，夏目書房，1995，p．185
11 �l前掲『構造とカ』，pp．37－47参照。
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ドゥルーズは次のように述べている。

従ってく永遠園帰〉を、〈同一なもの〉の回帰とすることは、どうしても避けねばならない。そんなこと

をすれば、緬値転換の形態を誤認することになろうし、根本的な関係のうちに生じた変化を見誤ることに

なるだろう。なぜなら〈同一なもの〉は、種々異なるもの以前にあらかじめ存在することはないからであ

る（ニヒリズムのカテ：ゴリーにおいては、そういうことがありうるのだが）。〈岡一なもの〉が圓帰する

のではない。というのも團帰することとは、〈同一なもの〉の、すなわちもっぱら種々異なるもの、多数

性、生成することについてのみそう言われる〈岡一なもの〉のオリジナルな形態なのであるからa〈同一

なもの〉は隈帰しない、ただ回帰することのみが、生成しているものの〈岡一なこと〉なのである。（ド
ゥルーズ，前掲『ニーチェ』，pp．64－65）
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206

207
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209

210

ibid．，p．59（ドゥルーズ，前掲『差異と反復』，p．76）

ihid　，p．8（同上，p20）

ibid．，p．8（同上，p．20）

ibid．，p．15　（同上，pp．28幽29）

ドゥルーズ，前掲『ニーチェ意pp．66・67

Deleuze，　G澱es．，‘刀欝卿。θθ6蜘臨伽’lp．9（ドゥルーズ，前掲『差異と反fi』　，p。21）

thid　，P、9　（同」ヒ，P．21）

ibid．，p．9　（1司」k，p．21）

ibfd．，p72（同上，p．91）

前簾においても述べたように、〈意味〉とは、単に一義的で一一方向的なものではない。それは、多くのそこ

に収まりきれなかったものを、その奥底へと押し込め、隠すとともに、逆にそれによって保障され、成立し

ているといえるものである。一義性とは、多義性と表裏であり、絶えずその表裏である多義性によってその

地位が脅かされている動的といえるもの、不断に暫定的といえるものでもある。その奥底へと押し込められ、

そして隠された何ものか、すなわち多義的で多方向的な領域を問うことなくしてく意陳〉の本質を問うとい

うことはできない。さらにいえば、その一義性と多義性という表層と深層の動的な関係を問うことなくして

く意味〉の本質を問うことはできないといえる。以上のことから、〈意映〉とは、そのような多義的な領域

へと開かれたものとしてとらえられた侮ものかのことである。本研究はそのような〈意味〉をとらえるため

に、子どもたちの造形活動の展醐をある論理化において「読もう」とするものである。

この実践は、新潟県立新井高等学校において、平成11年2月9臼に実施されたものである。
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第；3章子どもの造形的な活動の論理



　　　　　　　第3章

子どもの造形的な活動の論理

第1節　〈身体性〉の働き

1　〈身体性〉の意味

（1）　〈身体性〉の可能性

　従来の多くの教育においては、子どものく私一生〉の意味が、その外に設定された闘定

的な論理や価値基準等によって画一化、隠蔽され、子どものく私一生〉の多樹生の立ち上

がりが保障されることはなかったといえる。たとえ、それがみられたとしても、それらは

表層的な意味での多様性にとどまっていたといえる。

　そのような子どものく私一生〉の多様性を保障するためにはどのようにすればよいのか。

前章では、子どもたちの造形的な活動の過程において、行為のたびにつくりだされるもの

を〈意味〉としてとらえ、そのひとつひとつは子どもの多様なく私一生〉に根拠づけられ

たものとして画一化されてはおらず、他とのとりかえ不可能なものであることを導出した。

　その際、ロザリンド・クラウスによって提案された構造図の考え方を援用し、事項間の

多様な組み合せの展開によるく意味〉の生成・展開の可能性について考察したが、その深

層のく私一生〉の多様性にかかわる〈身体性〉の意味についての十分な考察は不十分であ

った。つまり、構造図における事項問の多様な組み合せの展開の可能性を、その根拠（深

みにおける）とのかかわりについて十分に問われてはいなかった。

そこで本章では、「論理化と前提」における考察に基づいて、その構造の成立の根拠とな

っている前提を問うとともに、〈私一生〉がかかわるく意味〉の生成・展開の論理の根拠

となるく身体性〉の意味を問うことにする。

　〈身体性〉とは、その深みにおいてく生〉の多様性へと開かれたものであると考えられ

るともに、他とのとりかえ不可能な原点的な存在としてのく私〉の根拠であり、その〈私

〉による行為のたびにつくりだされるく意味〉もまた他とのとりかえ不可能であることを

根拠付けるものである。

モーリス・メルn＝＝ポンティ（Merleau－Ponty，　Maurice）は、身体の統一性を暗黙性や混乱
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性にもとめ、身体はそこにくある〉ものとはつねに別のものであるとし1、その統一の多様

性と、本来的な両義性について言及しつつ、身体を、対象を主体から分離し、主体を対象

から分離するということにおいてはとらえられないとしている。2

市川浩は、身体を均質な物理的空間における一点としてではなく、生きられる空間の原

点における主体のありかを示すものとして3、〈身〉という概念でとらえ返し、〈世界〉と

の多様なかかわり合いにおいて、絶えずその統一が更新される動的なものでもあるとして

いる。4以上のことから、〈身体性〉を問うことは、行為によって立ち上がるく意味〉の意

味を、子どもたちひとりひとりのく私一生〉の多様性からとらえ返すことでもあるといえ

る。

　〈私〉とは、〈身体性〉を根拠に自らのく生〉の多様性を生きるかけがえのない存在で

あり、〈意味〉生成の場を開き、その多義的で多様な行為を展開していくことのできる主

体を意味している。その意味で、〈私一生〉と表記することにした。そのようなく身体性

〉の意味に基づいて、子どもたちの造形的な活動においてっくりだされる〈意味〉の意味

とその生成・展開の論理をとらえ返し、具体的な実践の分析等を加え、深層の論理の意味

とともに立ち上げる、子どもの造形的な活動の展開の論理について考察していくことにす

る。

　〈身体性〉とは、「主体と客体という古典的な二元論」5において、傭解する主体に対す

る透明な対象（客体）とされるものではなく6、「客体」の秩序に属すると同時に、「主体」

の秩序に属するとされる両義的なもの7としてとらえることができるものである。

　メルロ・＝ポンティは、我々人間のく生〉の意味を、そのような〈身体性〉によるく世界

〉への受肉牛という視点からとらえ返し、「わたしの意識は、わたしの身体の反省以前の

統一、対象以前の統一によって支えられ、裏打ちされているのである」9と述べている。

人間はく身体性〉をもつ存在である以上、精神と統合された存在としてあり、自らの深

みのく生〉の多様性へと開かれ、「世界内」三〇的に存在するとともに、他のくもの〉やく他

者〉へと開かれたく世界〉のうちにあるものとしてとらえられる。受肉性とは、そのよう

な心身の統合としてのく身体性〉のことを意味していると思われる。

　まず、精神と統合されたものとしてのく身体性〉の意味をみていくことにする。メルロ

＝ポンティは身体について次のように述べている。

もしも身体を三人称のプmセス、たとえば「視覚」「運動性」「性」などのプロセスの
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〈東〉として考えようとしても、こうした「機能」を互いに結びつけるもの、こうし

た機能を外部に結びつけるものは、因果関係ではないことに気づく。これらの機能は

一回限りのドラマの中で、互いに関連した区別しがたいものとして存在しているから

である。だから身体は一つの対象ではない。嗣じ理由から、わたしが自己の身体につ

いてもつ意識は、思考ではない。わたしはこの意識を分解し、再構成して明晰な観念

を形成できないのである。身体の統一は暗黙的なものであり、混乱したものである。

身体はそこにくある〉ものとはつねに別のものである。（中略）他者の身体でも自己の

身体でも、人間の身体というものを認識するためには、これをく生きる〉しかない（中

略）自己の身体の経験は、反省的な態度の運動とは対立する。反省的な態度では、対

象を主体から分離し、主体を対象から分離する。そしてわたしたちに、身体について

の思考、あるいは観念としての身体しか与えない。11

　メルm＝ポンティは、「反省的な態度」について、対象から自分を引き離して考えること

であると述べ12、身体を内面性のないさまざまな部分の総体と定義し、魂を距離なしに自

己に全的に現前している存在であるとしている。13また、世界から身を退いて世界の基礎

としての意識の統一性に赴くことであるとしている。14

　そして、反省とは、「哲学的反省」15として、心身の統合体としてのく身体性〉というく

世界〉への受肉性に基づく世界内存在性を我々自身において見いだすためになされるもの

であり、「世界の無動機的な湧出」16を見るためになされるものであるとしている。それは、

われわれの世界経験から出発しながらも、その経験とは異なった可能性の条件としての主

観へと遡るものであったり17、それなくしては世界が存在しなくなるものとして普遍的綜

合を示すものではない。18

　また、メルロ＝ポンティは、「反省的分冊は、我々の世界経験に密着することをやめて

いることになる19として次のように述べている。

世界とは、その構成の方法を私が自分の手に握ってしまっているような一対象などで

はなくて（中略）、人間はいつも世界内に在り（中略）、世界のなかでこそ人間は己を

知るのである。20

徹底的な反省は自分自身が非反省的生活に依存していることを意識しており、この非反
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省的生活が反省の端緒的で恒常的かつ終局的な状況ということになり21、完全なる反省と

いうものはありえないことになる。そのことからメルロ＝ポンティは、我々には精神とい

うものが超出してあるわけではなく、身体と統合されたものを意味するとともに、そのこ

とによる〈世界〉への内属性をも意味しているといえる。でなければ「完全なる反省」が

達成されることになり、我々は〈世界〉の外へと位置付けられ、その根源的な統合性は破

綻することになるとしている。

　そこでの反省が依然として唯界から身を退いて世界の基礎としての意識の統一牲に赴

くこと」であろうとき、精神と身体は、「明晰性」のもとに、園果的相関性として構成され、

対象は襲がなくなって透絹になり、主体も自ら考えているとおりの存在として透明になる。

22

　そこでは、対象はすみずみまで客体であるとともに、意識はすみずみまで意識であると

いうことになり23、身体は透明な意識の対象（瓢物体）とされる。そこでは、その統一の

暗黙性や混乱性、因果性においてはとらえられない多様性は見いだされず、「わたしたちが

身体であるという事実だけに基づいて獲得するこの奇妙な知識は、観念による認識に従属

させられていた」24としてとらえられることになる。

　そのような明晰性は、人間の意識はすべて〈身体性〉とは関係のないものとして、そこ

から切りはなされてとらえられるために透明なものとしての「……についての意識」とし

て、対象との二元論のうちに位置付けられる。したがって、〈身体性〉から独立した透徹

する意識のもとにおいては、その深層（深み）は、端緒から問われることがない。

深層（深み）の存在は、すべてが明晰なものとして把握されるために、混乱し、特定の

方向性をもたない、あいまいなものとして隠蔽されたり、排除されたりする。そのことか

ら、私が認識する世界はすべて透明なものとして組織されることになり、必然的に等質化

されることになる。

なぜならば、「対象はすみずみまで客体であり、意識はすみずみまで意識」であるところ

では、意識のいずれを問わず、透明な意識によって認識されるべきものは普遍的なものと

して想定されてしまうからである。

そこでは、〈私〉の存在性も等質化されてしまうことになり、〈私一生〉に特有のく世

界〉の在りようが肯定されないため、〈私一生〉のく感じ〉やく考え〉も考定されること

はない。したがって、そこではく私〉の存在の根拠ともいえるその深みの存在の〈私一生

〉の多様1生が隠蔽されるとともにく私〉の存在そのものも隠蔽され、保障されることもな
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くなる。

以上のこと：から、「……についての意識」の意味をただす必要があると思われる。なお、

「……についての意識」の起源についてメルロ・U・ポンティは次のように述べている。

一つの目、一つの手は見ることができ、触ることができる。重要なのは、多くの花が

集まって一つの花束となるように、この二．つの視覚と二つの触覚、この小さな主観性、

この「……についての意識」が、どのようにしてまとまることができるかを理解する

ことである。それぞれが「……についての意識」であり、即自であるならば、相手を

対象に還元してしまうはずではないか。このような困った事態から抜け出すためには、

「……についての意識」と対象の二元論を放棄するしかない。カを合わせるわたしの

身体は、対象ではなく、わたしの両手、わたしの両眼に粘着した「意識」を、こうし

た意識に対して横から横断的に働く作用によって束ねるものであることを認める必

要がある。「わたしの意識」とは、わたしと周じように遠心的に働く多数の「……に

ついての意識」を統一する総合的で既存の遠心的な統合ではない。わたしの意識は、

わたしの身体の反省以前の統一、対象化以前の統一によって支えられ、裏打ちされて

いるのである。25

　メルm＝ポンティは、身体とは「そこにくある〉ものとはつねにべつのものである」た

め、「自己の身体についてもつ意識」を分解し、再構成して明噺な観念として形成すること

は不可能であるとしている。身体の諸機能は因果関係によっては結び付けられておらず、

一回限りのドラマの中で、相互に関連し、区別しがたいものとして存在しているとされる

ため26、（哲学的ではないものとしての）「反省的な態度」は、我々に「観念としての身体

しか与えない」ことになるとともに、自らのく身体性〉に対する意識とは、（明晰で）透明

なものではありえないとしている。

そのような意識の在りようは、我々の〈身体性〉において知覚されたその〈世界〉につ

いても妥当するものであり、そのことについてメルm＝ポンティは次のように述べている。

反省的な態度に逆らい、いわば主体のうちに貼りついているのは、すべての事物のう

ちの一つの事：物である身体だけではない。知覚された世界全体を、ある暗さが覆って

いるのである。27

174



　「……についての意識」、すなわち志向性は、「主体と客体という古典的な二元論にお

いてなされる仮寧」の在りようにみられる透明なものとされる。それは世界を構成する

という起源をもつものではなく、「わたしの身体の反省以前の統一、対象化以前の統一」に

おいて、その暗黙的な多樹生においてまとめられるものであるということになる。そのこ

とから、「……についての意識」としての志向性とは、「世界のうちに『受肉した主体』」28、

すなわちく身体性〉をその基体として実現されるものとしてとらえられると考えられる。

　木田元は、そのことについて、メルU・＝ポンティによる〈身体性〉概念へと書及しつつ、

次のように述べている。

メルU＝＝ポンティは、生きた身体を徹頭徹尾その環境世界へ住みつこうとする運動の

なかで捉える。意識とは、この身体を媒介として事物へ立ち向かう存在であり、われ

われが物を見、身体を動かすということは、この身体を通じて物を志向することであ

る。もっとも「身体を通じて」といっても、たとえば身体に先立って意識があり、身

体を道具として使うといったことではない。メルm・ポンティは身体の在り方は芸術

作品と似ていて、そこでは表現する働きとそれによって表現されるものとが区別され

えないと言っている。つまり、意識としてのわたしが身体のうちにいるということで

はなく、意識の本性が志向性であるなら、身体こそが意識の根源的な在り斜なのであ

り、身体そのものが噛然的主体」、世界のうちに暖肉した主体」なのだというの

である。もっとも、この根源的な層における意識は、「われ思う」ich　denkeではなく

「われなし能う」ich　kannということになろうし、当然それは自己意識によってはと

もなわれない。29

　メルロ＝ポンティの言にみられるように、諸々の「……についての意識」をまとめるの

は、上位概念の「わたしの意識」ではなく、「わたしの身体の反省以前の統一、対象以前の

統一」、すなわち、「匿名の可能性」としてのく身体の深み〉（〈肉〉の領域）である。そ

のため、そこで措定される透明な意識は、仮定的なものであり、ア・プリオリな実体とし

て透徹される精神（二元論的な）とは別のものである。したがって、「主体と客体という古

典的な二元論」、すなわち心身二元論においては、人間の意識は、明晰性のもとに、〈身体

性〉から分離させられ、透明なものとして観念化してしまうことになる。そこでは、あら
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ゆるものに、あらかじめ設定された向うべき到達点があり、そのための方法や手段などが

用意・設定され、それからはずれたり、収まりきらなかったものは許容されない。

　そこでは、精神は世界の外に位置しっっ、世界を糊的に構成し、同一性の原理に則っ

て向かうべき到達点が設定され、そこへ至るためのプログラムからはみ出るものは排除さ

れるとともに、身体は、単なる測量可能な物質と化し、その深みの存在は隠蔽されるため、

そこでの心身の統合はありえないことになる。

　なお、中村雄二郎は、心身の統合について次のように述べている。

身体的なもの、物質的なものは、われわれ人間存在の基礎をなす身近なものでありな

がら、精神的秩序、三哲的秩序のうちでは、多くの場含隠され、抑圧されている。欲

望にせよ本能にせよそれがあからさまにあらわれると、秩序の支配が乱されるからで

ある。また、精神とは有限の身体に対する永遠の生の原理にほかならない（後略）30

　中村は、あいまいなものや暗閣の排除という意ec　一身体の深みの排除という在りようが

より顕著化してきたのは近代以降であるとして、次のように述べている。

近代科学文明の成立は、自然のうちから意志や不思議なカなどのアニミズム的な要素

を徹底的に追いはらい排除することによって、自然の客体化を徹底的に推し進めた。

そしてそのことによって、自然および事物から意識と精神とを引きはなし、人間精神

の主体性と自由とを保障することになった。それというのも、意識と自然、精神と物

体とがそれぞれ異なった原理を持つものとして互いにきびしく区別されるならば、自

然や精神に対してはなんらの力を及ぼしえないことになるからである。31

　意識とは、その萌晰性において身体から切りはなされてとらえられるため、透明なもの

としての「……についての意識」、すなわちく身体性〉から切りはなされた「意識！として、

対象との二元論に位置付けられることになる。

　それは、〈世界〉の外に位置付けられ、「世界のうちに『干肉した主体』」としての我々

のく生〉の根拠（〈身体性〉）は、〈世界〉からも、意識の深層からも、身体は単なる測

量可能な物体とされるとともに、〈身体の深み〉からも切り離させられることになる。つ

まり、我々のく生〉の根拠は、そこではフェティシズムとして外化されることになる。そ
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のことについてメルロ＝ポンティは次のように述べている。

しかしわたしたちと身体の結合が実体的なものであるならば、わたしたちはどのよう

にして自己に純粋な精神を認め、これを通じて絶対的な精神に到即することができる

のだろうか。この問いを提起する前に、自己の身体の再発見のうちに含まれているす

べてのものを確認してみよう。反省的な態度に逆らい、いわば主体のうちに貼りつい

ているのは、すべての事物のうちの一つの事物である身体だけではない。知覚された

世界全体を、ある暗さが覆っているのである。32

　メルU・・ポンティは、精神が精神として、身体が身体として因果的な相関関係において

岬町化されることは不可能であり、心身の統合体としてのく身体性〉を意味するく酒肉性

〉という表現をしている。

　そして、私とは、世界の「絶対的な源泉」33ではあるが、「世界というものは、それにつ

いて私のなし得る一切の分析に先立ってすでにそこに在るもの」34であるとするとともに、

「私が反省を始めたとき、私の反省は非反省的なものについての反省であった」35として

いる。

　市川浩は憶識は第一次的には非反省的であり、第二次的にのみ意識に向けられた意識、

すなわち反省的意識となる」36と述べ、第一次的には、意識は、反省の主体は世界の内に

属し、対象化以前であるとしている。そのため、私（人間）はFいつも世界内に在り（中

略）、世界の中でこそ人間は己れを知る」37ということになるとして、次のように述べてい

る。

世界とは、私が思惟しているものではなくて私が生きているものであって、私は世界

へと開かれ、世界と疑いようもなく交流しているけれども、しかし私は世界を所有し

ているわけではなく、世界はいつまでも汲みつくし得ないものなのだ。38

　そのことから、私とは心身が分離されたものとしてく世界〉を｛府引し構成する主体とし

てあるのではなく、心身が統合されたく身体性〉の働きにより、その深みにおいて、自ら

がく世界〉の源泉であると同時に、〈世界〉へと開かれ、そのことによって根拠付けられ

ているといえる。私とは、そのような精神と統合された、深みの存在をも含んだく身体性
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〉を根拠に生きる、他とのとりかえ不可能なく私〉であるということができる。

以上のことは、「世界内存在」としての我々人間の両義的な在りようを意味し、そのこ

とからメルU＝ポンティは、精神と身体との関係を、次のような両義的な関係においてと

らえている。

大抵の場合には、人格的実存が有機体を抑圧しつつもこれを超出することも自分の方

を放棄することもできず、これを自分に還元することも自分の方をこれに還元するこ

と郊できないでいるのだ。39

　竹内芳郎は、このことについて「両義性こそ世界内存在の両義性なのである140と述べ、

両者は互いに絡み合っているものであって、「世界暦存在の両義性」としてとらえられると

している。それはく精神＝身体〉として、互いに実体として分け隔てられることのないく

身体性〉としてとらえられるべきものであると考える。

以上のような牛肉したく身体性〉は、市川のいうく身〉としてもとらえることができる。

〈身〉とは、精神一物体あるいは精神一身体という二項図式とは異なったカテゴリー化の

可能性を示すものであり41、均質な物理的空間における一点としてではなく、「生きられる

空間の原点」におけるギ主体のありかとしてのここ」を示すものである。それは我々のく

私一生〉の根拠ないし原点といえる他とのとりかえ不可能なものであるとともに、「主体

的一客体的なわれわれの身体存在の在り方」を示すものでもある。42

　また、〈身〉とは、〈世界〉内における原点的な存在性であり、「世界内存在」、すなわ

ち心身の統合において「世界のうちに『叩肉した主体』」とされる我々人間存在の両義的な

在りようとしてのく私一生〉の意味を保障するものである。そのことについて市川は次の

ように述べている。

人間の現実存在は、身体（理性によってとらえられた抽象的身体ではなく、生きた身

体）をはなれてはありえない。身体であるということが、人間が単に考えうる可能的

存在ではなく、現実的存在であるゆえんをなしているからである。個別性、一回性、

有隈性、被投性、展望性といった人間の条件は、そのいずれもが、身体性にふかく根

ざしている。43
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　このことは、〈身〉が疎外されてく私一生〉の根拠となり得ないとき、そのことは同時

に、心身が分離され、その統合体としてのく私〉の存在性を生きることはできないことを

意味する。我々人間は、統合されたものとしてのく身体性〉、すなわちく身〉を〈私一生

〉の根拠とすることができないならば、他とのとりかえ不可能な原点的な存在として生き

ることはできないことになる。この意味においての私の在りようを「私」と表記すること

にする。

　なお、〈身〉とは、〈世界〉との多様なかかわり合いにおいて、絶えずその統一が更新

される動的なものでもある。そのことについて市川は次のように述べている。

つまり身は固定した一つの実体的統一ではなく、平なるもの一州なるもののなかに

は物もあれば他者もあるわけですが一そういう他なるものとのかかわりにおいて

ある関係的な統一である。そして関係の多様に応じて多：重性をもち、実体のように固

定した統一ではなくて、たえず統一がやりなおされる危うい統一が身の統一である。

44

　市川は、この動的なかかわり合いを「中’酎ピー脱中’酎ピー再中’酎ヒ」という「自己組織

化」の過程としてとらえ、そのなかで他とのとりかえ不可能なくいま・ここ〉である原点

としてのく身〉によって、自己が自覚され、形成されてゆくとしている。45

　市川は、環境との相互関係において、自らの生命を維持する生体の〈規定される＝規定

するもの〉という両義的な関係性としての「はたらきとしての身体」46と、つねに生成さ

れるく働きとしての構造〉としての、生体によってそのつど生きられる構造に着目してい

る。

　〈働きとしての構造〉とは、さまざまなレヴェルで環境の多様な意味に反応しながら、

絶えずより上位のレヴェルに総合されたり、より下位のレヴェルに解体されたりする分節

的構造とされるものである。4伺時に、その構造は、「一瞬一瞬たえず生成し、また解体し

ている」といえるとともに、その「生成的構造の多様さはほとんど無限といってよい」も

のである。48

　また、〈働きとしての構造〉とは、その可能的な構造のすべてが現実化するのではなく、

特定の構造が現実化するにすぎない。特定の構造が現実化するとき、他のありうべき構造、

多数の構造は、潜在的構造として抑止されることになる。構造の現実化とは、そのつどの

179



生体と環境とのく状況〉によって決定されるが、定型性や共通性を見いだすことも可能で

あるとされる。

　また、市川は、中心化について、「指向的構造全体をつらぬいている一般的な中心北原

理」49であるとして次のように一歳ている。

私の知覚や行動は、つねにくいま・ここ〉にある原点としての私に中心北されている。

すべての知覚、すべての行動は、いま、ここ、私から発し、〈いま・ここ・私〉に粘

りついた癒着的パースペクティヴのもとにある。50

〈中心化〉は、単にのりこえられるべき消極的な原理ではない。それは、生体が世界

とかかわりっっ、自己を維i持するための基本的な構造であり、中’酎ヒのない生体など

考えられもしないであろう。生体は、自己を中心にして価値づけられ、意味づけられ

た世界をもつのであり、それは、私の知覚・行動・思考に、私の知覚、私の行動、私

の思考という意味と感覚をあたえる。51

　脱中’酎ヒとは、中’酎ヒにおける「指向的構造全体にかかわる一般的な中心移動の原理」

である。52そのことによって、構造はしだいに特定の状況への癒着から解放され、可動性

と可換性をもつようになる。

　そのように申告化された構造は、生成のたびに生きられる構造でありながら、構造その

ものとしては、任意の時間・空間において再現しうる遍時間的・遍空間的な可能的構造で

あるということになる。53そのことについて市ノlEは次のように述べている。

〈脱中心化〉は無中心北ではないから、具体的な個々の知覚や行動は、いぜんとして

〈いま・ここ・私〉に中心北されているが、同時にVxまは別あ蒔でもありうること、

ここはよそでもありうること、私は別の私あるいは他者でもありうることが了解され

るようになる。いいかえれば私のパースペクティヴは、原理的にはつねに別のパース

ペクティヴでもありうることが把握される。このようなパースペクティヴの交換、す

なわち仮設的に別の立場に立ってみることが、曖解する」ということにほかならな

いQ54

180



脱中・酎ヒは、感覚・運動的なレヴェルでもすでにはじまっているが、それが仮設的性

格をもっているかぎり、想像力や思考がはたらく表象・言語的レヴェルの統合に達し

てはじめて十全に実現される。〈いま・ここ・私〉に中心北されつつ、別な時・あそ

こ・もう一人の私（他者）へと身を移すためには、私は想像によって表豪的な経駿を

しなければならない。私の経験のなかでくいま〉とく別な時〉、〈ここ〉とくあそこ

〉、〈私〉とくもう一人の私（他者）〉が表象として保存されることによって、私の

パースペクティヴは互換性を獲得し、経験は可逆的となる。私は知覚的には、ここに

とどまりつつ、表象の上では、あそこに身を移してみる。さきほどまで私はパースペ

クティヴの原点であったが、いまは私のパースペクティヴのうちに配置された仮説的

な対象（他者）となる。あそこはこことなり、ここはあそことなる。他者は私となり、

私は他者となる。この中心移動はもう一度くりかえすことができるから、対象はふた

たび私となり、表象的経験はふたたび知覚的経験と相かさなる。55

われわれの経験は、非可逆的な知覚的・運動的経験と、表象や言語によって媒介され

た可逆的経験の生動的な統合によって、真の経験となるのである。56

　以上に述べた中心化と広い意味での非一中心化による身の自己組織化に応じて、「意味

と価値をもった環境」は分節化されることになり、このことが市川のいうく身分け〉であ

る。57〈身分け〉とは、「身によって世界が分節化されると岡時に、世界によって身自身が

分節化されるという両義的・共起的な事態」58のことである。

いまここに身があるということによって、と三があり、あそ三がある。へだたりが生

きられ、生きられる空間となる。さらにそういう空間的な意味だけではなく、もう少

し広く考えますと、われわれの身があることによって、われわれの周りの世界がさま

ざまの形をなし、意味や価値をもったものとして現われる。それをく身分け〉と呼ぶ

ことにします。〈身分け〉というのは、“身による世界の分節化”と同時に“世界によ

る身の分節化”を意味します。（中略）われわれの身のあり方と、それによって分けら

れて（分飾化されて）見えてくる世界、匂ってくる世界、聞こえてくる世界、あるい

はさわってくる世界、こういつたものは相関関係にある。59
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　このことは、かけがえのない〈私〉の存在の根拠といえるく身〉が、〈身分け〉られ、

分節化されることによって、そのときに立ち表れるく世界〉とともに、新たに更新されて

いくことを意味する。

　竹田青嗣は、〈世界〉の分節化の「根源的根拠」をエロス（欲望）原理。としてとらえ

られたく身体性〉にもとめ、そのく私〉性を示唆している。

　竹田はく身体性〉を、「欲望する存在」61として、自らのく生〉にとって必要であるエロ

ス（快一苦など）を〈感じ〉、そのことから何らかの〈ありうる（～したい）〉をめがけ、

自らのくできる〉という能力を支えとしながら、絶えずく世界〉を分節化し、自らのく生

〉にとって必要であるといえるエロスとしてのく意味〉を生成・展開していくものである

としている。62

　エuスとは、個々人によって贋や対象」63が多様であり、そのことからく世界〉は、

我々ひとりひとりのく身体性〉（エロス原理）によって、我々ひとりひとりのく私一生〉

にとってのエロスとしてのく意味〉をもつものとして、その深みにおいて分節され、生成・

展開されるといえる。

　そのことをく身分け〉の概念からとらえ返せば、〈私〉も、その特有のエロス性におい

てく世界〉とともに、その深みにおいて分節され、生成・展開されていくことになる。そ

こでは、統合されたものとしてのく身体性〉の意味をもとに、〈私一生〉に特有のエロス、

〈私一生〉のく感じ〉そしてく考え〉が保障されることになると考えられる。

　したがって、統合されたものとしてのく身体性〉の意味が保障されるところにおいては、

子ども個々のく私一生〉の意味が、特有のく感じ〉やく考え〉とともに保障されることに

なると考えることができる。

（2）〈身体性〉の深み

　精神と統合されたものとしてのく身体性〉とは、その深みへと開かれたものとして、

我々ひとりひとりのく個〉としてのく私一生〉の存在性（意味）を保障するものである。

それは、我々ひとりひとりのく私一生〉に特有のエロス性が保障されるとともに、〈私一

回目の論理が保障されることでもある。そこではく私一生〉の本来的な多様性が保障され

ているとともに、ひとりひとりのく私一生〉の多様性がそれぞれにおいて保障されている

ということでもある。

　〈身体性〉の意味が保障されていないところでは、〈身体性〉の意味（深み）は隠蔽さ
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れ、〈私一生〉の多様性は表層的なそれによって隠蔽され、あらゆるものが等質化され、

他とのとりかえ可能なものとされて、〈私一生〉は成り立たないことになる。

　一方、〈身体性〉の意味が保障されているところでは、〈身体性（受下した主体）〉の

働きが保障され、私はく私〉として、外的な「制度」によって一方的に規剃されたり、方

向付けられたりすることなく、その深みから生みだされる特有のエロス性において〈世界

〉を生きることができるといえる。つまり、統合されたものとしてのく身体性〉において

は、その深みの存在が保障されることになるとともに、〈私一生〉の多様性が保障される

のである。

　そのようなく身体性〉とは、メルロ・＝ポンティによって、「そこにくある〉ものとはつね

に別のもの」として、暗黙性ないし混乱性における多様な統一性においてとらえられたも

のである。それは「対象を主体から分離し、主体を対象から分離する」ということにおい

てはとらえられないものであり、対象化的にはとらえることのできない、多様性へと開か

れたものである。

　それはく世界〉との多様なかかわり合いにおいて、絶えずその統一が更新されるものと

して市川によるく身〉の概念につながるものといえる。そのことについて市川は次のよう

に述べている。

身は身体（ボディ）という自己同一的な安定の外観の下に、たえず錯綜する非同一の

生成をかくしています。（中略）われわれの身の統合というのは、今現実化している統

合だけではなく、さまざまの統合可能性があるわけです。そのなかから一つの統合が

選ばれてくる。一つの現実的統合の背後にも、いわば無数の可能的・潜在的な統合が

ある。われわれの身体はこうしたさまざまの統合可能性を含んでいるわけですが、こ

うした潜在的な統合可能性を含めた身体を私は錯綜体と呼んでいます。（中略）それは

一口にいえば潜在的なものの総体といっていいでしsう。64

　〈身〉とは、「錯綜体」ともいわれ、その「錯綜体」における現実的な、また可能的な

統合は、世界とのかかわりにおいて行われるものである。65つまり、錯綜体としてのく身

体性〉は、あらかじめ確定された体系ではなく、「生きることのなかで、たえず薪たな結合

が生まれ、気づかれない癒合が起っている」ようなものであるとされる。このことは、〈

身〉すなわち〈身体性〉を、ある静的な構造においてとらえることはできないことを意味
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している。

　それは、〈世界〉とく身体性〉との多様なかかわり合いのそのつどごとに、潜在的で可

能的な統合をも含めた多様性として統一されているものであり、対象化的にはとらえるこ

とができないものである。そのようなものとしてとらえられたく身体性〉は、メルロ＝ポ

ンチ4のいうく肉〉の関係性において開かれているものであると思われる。

　なぜならば、〈肉〉とはく受肉した原理〉、すなわち「『存在』の原素」66として、統合

体としての受増した主体（〈身〉）の存在を可能にするものだからである。そのことにつ

いてメルm・＝ポンティは次のように述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エレメント〈肉〉は質料でも、精神でも、実体でもない。これを名づけるには、昔ながらの「原素」

という馬語を使う必要があるだろう。古代においてはこの原素という用語は、水、空

気、土、火について語るために、すなわち一般的な事物を示すために使っていた。こ

れは空間的、時間的な個体とイデアの中間にあるものであり、受下した原理のような

ものであり、そのわずかな部分が存在する場所には、つねに一つの存在様式が持ち込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エレメント
まれるといった性質のものである。〈肉〉はこの意味での「存在」の原素である。＜

肉〉は事実でも、事実の総計でもないが、それでいて場所といまに貼りついて離れな

い。それだけでなく、〈肉〉とは、どこといつを作り出すもの、事実の可能性を作り

出し、事実を要求するもの、ひとことで言えばく事実性〉、すなわち事実を事実たら

しめるものである。67

　〈肉〉とは、その可逆的である本性において客体と主体を形成する場であるとともに68、

人と事物、複数の主体の間に開かれた場として69、主客の区別が固定化されていない原初

的な経験を保障するという、〈生〉の多様1生へとつながるものである。それは外的な規制、

あらゆる分節化及び分節化されたものが固定化することはなく、つねに生成・展開の過程

へと開かれ、〈身体の深み〉へとつながるものであると考えられる。

　例えば丸山は、〈肉〉へとつながる〈生〉の多様性について、ソシュールの思想をとら

え返しながら次のように述べている。

ソシュールの思想が示唆してくれる最も重要な点は、「差異化は起すのではなく起き

る」ということ、その活動の主体はアノニムであること、さらにはこの動きが一切の
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合霞的性をもたないこと（中略）であろう。（中略）ここで言われる匿名性・非人称性

としてのく主体の壊乱〉は、構造主義的な意味あいでの主体性の喪失ではない。差異

化における根源的受動性は、能動／受動以前のものであり、非合目的性に見られる恣

意性は、必然／恣意以前の恣意性であり、いずれもあの自／他以前の複数の主体の深

部において意味化を求めるカオスの彷裡によって起きる差異化なのである。70

　〈生〉の多様性においては、人称的に分節化され、そのまま固定化されてしまった主体

は、その表層に置かれている合R的的で、孤立したその根拠を失うことになる。

　したがって、〈生〉の多様性とは、表層の画一性に固定化された主体においては恐怖と

なるが、その深層へと開かれたく生〉の全体を生きている主体としてのく私一生〉にとっ

ては、自らを含め、あらゆることがらのく意味〉を、あらかじめきめられた方向にではな

く、その時々の関係性において、新たに生成・展開することのできるく生〉の喜びとなる

ものといえるだろう。そこでは分節化は起こるものの、それによってっくりだされたくも

の〉は固定化せず、絶えざる生成・展開の過程のなかに組み込まれていく。

そのような深みの在りようは、井筒俊彦によって、文化を形成するコトバの「隠れた深

層構造」、すなわち社会制度的因襲によって固定された社会制度的表層レヴェルの下にある

隠れた深層構造に相当するものである。71そのことについて井筒は次のように述べている。

そこでは、言語的意味は、流動的、浮動的な未定形性を示す。本源的な意味浮動の世

界。何ものも、ここでは本質的に固定されてはいない。すべてが流れ、揺れている。

固定された意味というものが、まだ出来上がっていないからだ。勿論、かつ消えかっ

現われるこれらの意味のあいだにも区別はある。だが、その区：別は、表層次元に見ら

れるような固定性をもっていない。「意味」というよりは、むしろ「意味可能体」であ

る。縫れ合い、絡み合う無数の「意味可能体」が、表層的「意味」の明るみに出ようと

　　　　　　　　　　　　　せめ　　　　　　たわむ
して、言語意識の薄暮の中に相翻ぎ、相戯れる。撫名」が、いままさに「有名」に

転じようとする微妙な中間地帯。無と有のあいだ、無分節と有分節との狭間に、侮か

さだかならぬものの面影が灰かに揺らぐ。「意味」生成のこの幽遽な深層風景（後略）

72

意味生成の過程においても、何かが、まだこれこれのものとしては実在していないが、
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いままさに「名」を得て、存在世界に入ろうとしているという場合が、しばしばある

のだ。そして事実、我々の心の下意識的領域は、この種の、有と無のあいだを彷程し

ている憶味可能体」で満ちている。心の奥の薄暮地帯では、このような流動的、遊

動的「意味可能体」が、絶えまなく生産され、まだ名づけられていないままに、「名」

の世界に出現してこようとしている。73

　社会制度的な表層レヴェルの下にあるとされる隠れた深層構造においては、すべてが

「意味可能体」として固定化されず、とどまることのない柔軟な纏れ合いや絡み合いから、

次々に新しい「意味可能体」をつくりだしつつ、展開していく。そこでは、メルロ＝ポン

ティのいう未だ主客が固定化されていない「原初的な経験」が成り立つことになるといえ

る。それは、「まだ、反省も直観も区別されていない場所に身を置くこと、『主観』と『客

観』、実存と本質が混ざりあったまま、一挙にわたしたちに与えられ、まだil加工されてい

ない還経験のうちに、これらをふたたび定義しなおせるような場」74においてなされるも

のである。そのことについてメルU・＝ポンティは次のように述べている。

見ること、語ること、さらにある意味では考えることまでもが（というのは、見るこ

とと考えることを絶対に区別し始めると、すでに反省の領域に入っているからだ）、こ

の種の経験、否定できないとともに、謎めいた経験なのである。75

　そのようなく生〉の多様性とは、メルロ＝ポンティのいう「一般性」ないし「匿名性」

ということにつながるものであると思われる。なぜならば、「一般性」ないし「匿名性」と

は、例えば人称性において分節化され、固定化される以前の世界、すなわち「あらゆる客

体化的認識に先立つ」76世界の「原初的な177在りよう、すなわち深みの世界の在りようを

意味するものであるからである。そのことについてメルW＝ポンティは次のように述べて

いる。

身体の統一は暗黙的なものであり、混乱したものである。身体はそこにくある〉もの

とはつねに別のものである。78

他者が見る色彩や触る起伏は、わたしにとっては絶対的な神秘であり、近付きえない
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ものだと言われるが、これはまったく正しくない。わたしがある風景を眺めながら、

風景についてだれかと言葉を交わすだけで、他者の経験しているものを、単なる観念

やイメージや表象としてではなく、自分の差し迫った経験として所有することができ

るのである。そうすれば、他者の身体とわたしの身体の問の一致した働きによって、

わたしが見ているものが相手に移行する。わたしのまなざしのもとにある草原のわた

しだけの緑が、わたしの視覚のもとにありながら、相手の視覚に入り込む。わたしは

わたしの見る緑に、相手の見る緑を再認する一税関吏が、はっとした瞬間に、前を通

る人物のうちに指名手配の人を見いだすように。ここには他我（A｝ter　ego）問題は存

在しない。見ているのはわたしでも、彼でもないからであり、わたしと彼に、ある匿

名の可能性、視覚一般とでもいうものが住みついているからである。この一般的な視

覚という原初的な特性は、〈肉〉に属するものであり、今ここにあるものでありなが

ら、いたるところで永遠に光を放ち、個別的なものであると間時に、次元そのもので

あり、普遍でもあるものである。79

　後半の引用部分は、〈世界〉ないしく他者〉への開かれということにつながるものであ

り、ここで「他我問題は存在しないjとはいわれているが、それは、〈他者〉がいないと

いうことを意味するものではない。したがって、「一般性」ないし「匿名性」とは、＜他者

〉へのつながりを保障するものであると思われる。

　なぜならば、それが成立するのはく肉〉においてだからであり、〈肉〉とはく生〉の多

様性へと開かれたものとして、あらゆる暖令した主体」の存在性をその深みにおいて保

障する原理といえるものだからである。〈肉〉に属するものとは、吟ここにあるものであ

りながら、いたるところで永遠に光を放ち、個別的なものであると同時に、次元そのもの

であり、普遍でもあるもの］である。

　〈生〉の多様性とは、竹田によるエUス原理としてとらえられたく身体性〉にもつなが

るものであり、エmス原理としてのく身体性〉の働きとは、その深みにおいてなされる根

源的なものであるとともに、一切の世界分節の根源とされるものである。seそれはく感じ

る一ありうる一できる（エuスー存在可能一能う）〉原理81として、たえざる分節化の過

程へと開かれているものである。

　したがって、そこでなされるあらゆる分節化及び分節化されたものは、固定化すること

なく、つねに生成・展開の過程へと、すなわち〈生〉の多様性としてのく身体の深み〉へ
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と開かれているといえるものである。

　〈生〉の多様性が保障されるということは、〈身体性〉の意味に基づく（〈身体性〉の

働きによる）〈私一生〉におけるエロス的な出来事の多様な生成・展開がそのつどごとに

保障されるとともに、ひとりひとりのエUス原理としてのく身体性〉の意味に基づく（＜

身体性〉の働きによる）〈私一生〉におけるエロス的な出来：事の多様な生成・展開もその

つどごとに保障されるということである。

　人問のエロスとは、〈私一生〉における多様性においても、ひとりひとりのく私一生〉

という多様性においても、とどまることなく、縦横に生成され、展開していくものであり、

「人間の快苦は『統一性』も『完結性』も持たない」82ということである。そのようなく

生〉の多様性として、〈身体の深み〉の世界においてなされる当初的な」経験とはどの

ようなものか。

　〈見る〉こととは、あらかじめ分断された見る主体と見られる客体が、固定的な図式上

で結び付けられることによって成立するものではなく、「原初的な」経験ともいえる主客の

可逆的な関係性によって成立するものである。

　〈見る〉こととは、「まなざしによって触ること83」として、〈触れる〉ことが成立する

〈肉〉の可逆性、すなわちく触れる〉ことは、触れる者が触れられる者であるということ

を裏面としてもっことから、見る者は見える者であるということを裏面にもっことによっ

て成立するものである。そのことは、見る者は視覚を行使することにおいて、事物の側か

ら視覚を行使されるということでもある84。

　なぜならば、そこでは、〈見る者躍見られるもの〉としてのく私〉のく身体性〉が二つ

に開かれ、見られた身体と見る身体、触られた身体と触る身体とが重ね合わせられるとと

もに、反転させられるというく肉〉の「裂開」によって、そこにある種の踏み越えが生じ、

そのことによって、事物がわたしたちを訪れると同時に、わたしたちが事物のうちを訪れ

るという事態が可能となるといえるからである85。そのことについてメルロ瓢ポンティは

次のように述べている。

見る者は、自分が見ているもののうちに取り込まれるが、見る者が眺めているのは、

見る者自身なのである。すべての視覚には、一種のナルシシズムが存在する。そして

岡じ理由から、見る者は視覚を行使することにおいて、事物の側から視覚を行使され

る。（中略）わたしの能動性は、そのまま受動性に等しい。（中略）見るということは、
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自分が住みついている身体の輪郭を、他人が見るように、外界において見るのではな

い。外界から見られること、外界において存在すること、外界に移り住み、幻影に誘

惑され、まるめ込まれ、錯乱させられることであり、ついには見る者とみられるもの

互いに逆転し、もはやどちらが見ている者であり、どちらが見られているものである

かがわからなくなることである。これまでく肉〉と呼んできたものは、この可視性、

この感じ取られるものそのものにおける一般性、噛我」そのものに生れつきそなわる

この匿名性にほかならない。86

　以上のことから、主客の関係は互いにその可能性の条件を提供し合う相補的で可逆的な

関係87であり、〈見る〉主体としてのく私〉と、〈見えるもの〉としてのくもの〉（客体）

との関係は、〈肉〉の関係性、すなわち、その「巻き込み」88や「二重化」89において、そ

のつどごとにつくりだされるものであるといえる。

　両者の関係は固定的なものではなく、〈見る〉ことが成立するそのつどごとに形成され

展開されていくものである。したがって、〈見る〉主体としてのく私〉とく見えるもの〉

としてのくもの〉とは、そのつどごとのく肉〉の関係性において、ともに形成され展開さ

れていくものであると考えられる。

　ここではく見る〉ことが一方向化しやすいのに対し、〈見え〉とはく肉〉において多様

性へと開かれてある在りようを意味し、そのような固定化されることのない関係性におい

て成立するく私〉のく見る〉ことをく私〉のく見え〉ということにする。つまり、〈私〉

のく見え〉とは、その深み（〈生〉の多様性）に開かれ、そこではじめて成り立つといえ

るものである。そのことはく考える〉ことについても同様である。

　なぜならば、〈考える〉こともく見る〉ことと同じように、〈身体の深み〉における〈

肉〉において成立し、〈私〉のく論理〉を立ち上げ、発揮するという意味においては、何

ら違うものではないと考えられるからである。

　〈考える〉ことも、〈見る〉ことと同じように、〈肉〉ないしある特定の場や状況にお

いて、そのつどごとの対象となるくもの〉などとのあいだに特有の関係性を形成すること

によって成立するといえるのである。

　そのようなく見え〉やく考え〉の成立するく肉〉、すなわちく身体の深み〉においては、

あらゆる分節の在りようが固定化されることなく、つねに新たなくエロス〉として生成・

展開される過程へと開かれているといえる。それはく私一生〉における多様性においても、
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ひとりひとりのく私一生〉という多様性においても、とどまることなく縦横に生成され、

展開していくものであると考える。

以上のことから、心身の統合されたものとしてのく身体性〉は、同時にその深みへと開

かれたものとして、子どもたちひとりひとりのく個〉としてのく私一生〉の存在性を保障

するものであり、エロスとしてのく意味〉の多様な生成・展開を保障するものであるとい

える。

（3）　〈世界〉とく他者〉へ開かれたもの

　統合体としてのく身体性〉は、その深み（〈生〉の多様性）へと開かれたものとして、

我々ひとりひとりのく私一生〉の存在性を保障するものである。

　それは、心身の分けられることのない〈世界〉へと受肉した主体でもあるため、その深

みにおける〈生〉の多様性において、主客の固定化されることのない「原初的な経験」、す

なわちく肉〉に開かれ、エロス的な出来事の多様な生成・展開を保障することができるも

のでもある。

　したがって、統合体としてのく身体性〉、そして多様性すなわち深みへと開かれたもの

としてのく身体性〉とは、それらが成り立つ時点において、すでにく世界〉内的に存在す

るものとして、他のくもの〉やく他者〉へと開かれたく世界〉のうちにあるものととらえ

られることになる。

　そのことを〈肉〉における〈見え〉において考えてみる。前項（2＞で述べたように、〈私

〉のく見え〉とは、統合されたものとしてのく身体性〉の意味に基づいて開かれるく肉〉

の関係性において、糠初的な経験」といわれる主客の可逆的な関係性において成り立つと

いえるものである。

　それは、〈身体性〉の両義性、つまり「『客体』の秩序に属すると岡時に、『主体』の秩

序に属する」ということをその根拠とする「まなざしによって触ること」として（〈触れ

る〉ことが成立する〈肉〉の可逆性に基づいて）見る者は見える者であるということを裏

面にもっことによって成立するものである。そのことについてメルn＝ポンティは次のよ

うに述べている。

わたしたちの身体は、二つの葉層をもつ一つの存在であり、事物の申に住まう事物で

あると岡時に、こうした事物を見て、これに触るものであると主張する。そして、明
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らかなように、身体はこれらの二つの特性を自己のうちにおいて結び合わせると主張

する。身体は喀体」の秩序に属すると嗣時に、「主体」の秩序に属するものであり、

この二つの秩序の間において、ほとんど気づかれることのない関係を示してくれるも

のである。（中略）これはそれぞれの側面が他の側面を呼び求めるものであることを教

えるものである。というのは、身体が事物の中の事：物だとすれば、それは事物よりも

強く、深い意味においてだからである。9。

身体が触り、見るのは、身体が見える事物を目の前に対象として所有するからではな

い、事物は身体を取り囲み、身体の領域の内部にまで入り込む。事物は身体の内側に

あり、身体のまなざしや手を、外と内から覆うのである。身体が事物に触り、事：物を

見るのは、身体が：事：物の家族の一員であり、それ自体が見えるものであり、感じられ

るものであるからであり、身体が自らの存在を、事物に参与するための手段として利

用するからである。この二つの存在はどちらも他方の原型であり、世界が宇宙のく肉

〉であるように、身体が事物の秩序に属するからにほかならない。（中略）身体は根本

的に、見られた事物だけであるわけでも、見る者だけであるのでもない。91

　このことは、「身体は自らのうちに感じられるものの全体を取り込んでいるのであり、

その同じ運動によって、自らを『感じられるもの自体』に一体化する」92ことを意味して

いる。つまり、見る者と見えるものとの関係は、両義性をその本質とするく身体性〉によ

るものであるために明確に固定することはできない。したがって、〈身体性〉とく世界〉

との間に明確で固定的な境界線を引くことはできない。

　また、メルU＝：ポンティは、〈身体性〉が、「客体」の秩序に属すると同時に「主体」

の秩序に属する「世界内」的なものであるため、両者の関係は、そのつどごとのく肉〉に

おける可逆的な関係性においてつくりだされるとしている。そのうえで、〈肉〉における

く他者〉との関係について次のように述べている。

わたしたちの両眼や背中にあるく平野〉が満たされる。このく隙間〉を満たすのは、

まだ見えるものではあるが、それを所有するのはわたしたち自身ではない。たしかに

これを信じるためには、わたしたちの視覚とは異なる視覚を考慮にいれるためには、

自らの視覚という唯一の宝庫からその根拠を汲み上げる必要があり、これは不可避な
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ことである。この視覚という宝庫で下書きを素描されていない経験からは何事も学ぶ

ことができない。しかし（中略）見えるものに固有の特徴は、汲み尽くしえない奥行

きをもつ表面だということにある。この特徴によって、見えるものはわたしたち自身

の視覚とは異なる他者の視覚に開かれる。そして他者の視覚は、自らを実現すること

によって、事実としてのわたしたちの視覚の限界をあらわにする。93

ここで初めて、わたし自身のまなざしにおいて、わたしが底の底まで裏返しになって

見えてくる。ここで初めて、わたしの運動が、見るべき事物、触るべき事物の方に向

かうのではなく、身体全般に対して、自己自身のための身体に対して（それがわたし

の身体であろうと、他者の身体であろうと）語りかけるのである。94

　このことは、〈私〉のく見え〉が、〈身体性〉がく世界〉のく肉〉と連結されることに

よって形成され、〈身体性〉はそれが受けとる以上のものをもたらし95、そこにく私〉の

く見え〉とは異なる、〈他者〉のく身体性〉を介したく見え〉を措定することができると

いうことである。

　そこでは、わたしが見ている世界に、他者が見ているものという必要なく宝庫＞96が付

け加えられることになる。とすれば、〈肉〉においてく私〉のく見え〉が成り立つことは、

同時に、〈他者〉のく見え〉が、その背後において成り立つということでもある。

　そのような〈他者〉のく見え〉によって〈私〉のく見え〉が保障されることになると

ともに、そのような〈見え〉の主体としてのく他者〉とく肉〉において絡み合うことによ

って、〈私〉のく見え〉はひろがっていくことになると考えられる。

　そのことから、〈私〉のく見え〉は、〈肉〉においてく世界〉と連結され、罪なる身体

とかかわり合うことでく他者〉のく見え〉を潜在させっつ、それによって絶えずひろがり

更新される可能性を含みながら、〈見えるもの〉としてのくもの〉とともに、多義・多様

に生成され展開されていくものといえる。つまり、〈私〉のく見え〉とは、〈肉〉におけ

るく他者〉のく見え〉の存在を包含しっっ、〈もの〉との問の可逆的な関係性において生

みだされる柔軟なものであり、それは自己完結するものではないのである。

　そのようなく肉〉の関陽性においては、新しい〈見え〉の主体としてのく私〉が生まれ

ると同時に、新しいく見えるもの〉としてのくもの〉が生まれる。それは、新しいかかわ

りのたびに更新を可能にするく他者〉のく見え〉が、それと同時に生まれているというこ
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とでもある。以上のことは、すでに〈世界〉内的に存在するものとして、すなわち、他の

くもの〉やく他者〉へと開かれたく世界〉のうちにあるものとしてとらえられたく身体性

〉によって可能となる。つまり、〈私〉のく見え〉とは、そのようなものとしてのく身体

性〉に基づいてはじめて実現されるものであって、二元論的に透明化されたものではない。

　なお、〈身体性〉が、〈もの〉やく他者〉へと開かれたく世界〉のうちにあるものとし

て成り立っていることと相同的なものであることと関連して、メルn＝＝ポンティは次のよ

うに述べている。

地者の明証性が可能なのは、私が私自身にとって透明ではなく、私の主観性が己れの

身体を引きずっているからなのである。97

　このことは、人間存在の根源的な世界内存在性を換言したものであるといえる。このよ

うなくかかわり一かかわられる〉という関係性に開かれたものとしてのく身体性〉は、市

川のいうく規定される＝規定する〉ものとしての「両義的存在」、すなわち「はたらきとし

ての身体」に通じるものであると考えられる。98そのことについて市川は次のように述べ

ている。

生体は自己以外の系と交渉しつつ、自己をたえず再統合し、自己の部分系を全体化す

ることによって、はじめて自らの個体性を維持できる。こうした特殊な系が自然のな

かに出現するとともに、生体系と他の系とのかかわり合いのなかで、〈意味〉が発生

する。意味は、生体が環境にあたえるものであると同時に、環境によって生体にあた

えられるものでもある。こうした〈意味〉の両義性は、生体の世界への内属を、すな

わち生体と環境とが、相互に切りはなしえない相関者であり、生体はく環境瓢内＝存

在〉であることを示している。99

　このことは、〈身体性〉はく世界〉（環境）との不断の交渉においてはじめて自らを形

成することができることを意味し、そのことによって自らのく世界〉への内属性を意味し

ているといえる。そのことはく身〉、及びく身分け〉において理解することができること

も意味する。したがって、〈身分け〉とは「身によって世界が志州化されると間時に、世

界によって身自身が分節化されるという両義的・共起的な事態Gのことなのである。
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　先のく見え〉でいえば、〈見える世界〉と同時に、それを見るく見え〉の主体としての

く私〉も分節化されて成立することであり、そのような両義的で共起的な分節化の中心と

なるく身〉は、〈世界〉との多様なかかわり合いにおいて、そのつど統一的に形成される

ものである。市川は、そのうえで、自分の感覚であると同時に世界の感：覚でもあるような

身体感覚を両義的・共起的な事態としてとらえlee、次のように述べている。

これは、身体には、世界にかかわり、世界に働きかけ、世界を変化させるという外部

指向的・外部作用的な側面があると同時に、世界とのかかわりの中で自己自身を調整

するという自己作用的な側面があることからくるわけです。つまり、世界を変えるこ

とによって世界とのかかわりを立てる仕方と、自己自身を変化させることによって世

界とのかかわりを調整する仕方がある。後者も自閉的なはたらきではなく、世界とか

かわる一つの仕方なのです。そのような自己とかかわりっっ世界とかかわる身のあり

方の基礎に身体感覚がある。したがって身体感覚は、世界と身体が交叉している共通

の根にかかわる根源的な感覚です。101

　この身体感覚も、〈身分け〉と同じように、自らの身体感覚の在りようとく世界〉の在

りようとはつながっているものであり、身体感覚が失われるとき、〈世界〉もまた失われ

ることになる。〈身〉はく世界〉におけるく他者〉への通路の基盤となるともいえる。つ

まり「他者を分節化することは、身を自己として分節化することであり、身を自己として

分節化することは、他なるものを他者として分節化すること」102に他ならない。つまり、

中心叱一町申・L化一再中心北という過程において、他とのとりかえ不可能な「いま、ここ」

の原点としてのく身〉によって自己を自覚し、形成していくことになるのである。

　中・酎ヒとは、〈世界〉とく身〉との関係化のことであり、他との関係においてなされる

ものである。脱中心北とは、より広いかかわりのなかで再中jLyi11を行うことでありLO3、そ

れは、中’bltによって形成される「他」に仮設的に視点を移すことによって、場や時間、

空間、そしてく他者〉の把握を可能とするといえるものである。そのことについて市州は

次のように述べている。

つまり私は他者の視点に身を置くことによって、他者との関係のなかで自己を再組織

化し、自己に再中’酎ヒする。それによって最初にあった自他未分化の共生的な中心化
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を脱し、他者と自己自身とのかかわりのなかで自己形成を行なってゆく。le4

自己の把握は、自分に対する自己と同時に、他者に対する自己がとらえられたときに、

初めて確立します。自己把握と他者把握はほとんど同時的な出来事であって、この二

つは分けることができません。他者を把握することによって自己を把握する。また、

自己を把握することによって他者を把握する。そしてその自己を自己自身がとらえる

（反省）という二重の関係をとおして自己が形成され、自覚されてゆきます。le5

それはまた自他の視点の交換可能性を自覚することによって、癒着的な自己中心性

（中略）を脱却し、真の自己を確立する過程でもある。そして自己性の把握は、他性

の把握と相関的であるから、自己の確立は、自己から独立した存在としての他者と物

の認識が基本的に確立されることを意味する。脱中心北が、一方ではく自己〉の、他

方ではく他者〉とく物〉の認識を同時に可能にするのである。106

このことは、自己把握の深まり、つまり人格性の深まりは、他者把握の深まりと相関的

であり、他者把握の深まりが、ふたたび自己把握の深まりをみちびくことを意味している。

107〈他者〉とは、「私が自分を私として認識するための条件であるとともに、私としての私

が存在するための条件でもある」Z。8といえる。

〈私〉とは、統合体としてのく身体性〉、多様性すなわち深みへと開かれたものとして

のく身体性〉に根拠付けられるとともに、すでにく世界〉内的に存在するものとして、他

のくもの〉やく他者〉へと開かれたく世界〉のうちにあり、それらと絶えず相互にかかわ

り合うことによって自らを形成しているく身体性〉によって根拠付けられているといえる

ものである。

そこでは、かけがえのないく私〉の存在の根拠ともいえる〈身〉の存在と岡時に、その

く身〉によって分節化された〈世界〉のかけがえのなさ、同時に、〈他者〉の存在のかけ

がえのなさが、〈私〉の存在のかけがえのなさとともに、そのつど新しいものとしてつく

りだされ、保障されることになる。したがって、子ども個々のかけがえのないく私一生〉

の意味は、その深みにおいてく世界〉やく他者〉と、とどまることなく多様にかかわり合

うことによって、そのつど新しいものとしてっくりだされ、保障されるものであるといえ

る。
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2　〈身体性〉におけるく意味〉の意味

（1）〈見る〉こと

　心身の統合されたものとしてのく身体性〉、多様性（深み）へと開かれたものとしての

く身体性〉、そしてく世界〉ないしく他者〉へと開かれてあるものとしてのく身体性〉と

いうく身体性〉の働きに基づいて実現される〈見る〉ことは、〈肉〉の可逆的な関係性に

おいて、「見ることは見えるものであるということを裏面にもつ」ことによって成立する。

　そこでの主客の関係は、ア・プリオリに設定され、互いに独立してあるものではなく、

互いにその可能性の条件を提供し合う相補的で可逆的な関係であり、そのことから、＜見

る〉主体としてのく私〉と、〈見えるもの〉としてのくもの〉（客体）との関係は、固定

的なものではなく、〈見る〉ことが成立するそのつどごとに形成され、展開されていく。

つまり、〈見る〉主体としてのく私〉とく見えるもの〉としてのくもの〉とは、そのつど

ごとのく肉〉の関係性において、ともに形成され展開されると考えられる。

　〈見る〉ことは、そのつどごとにおいてく私〉が、そのく私〉とともに成立してあると

ころのくもの〉を、〈肉〉において形成された関係性において、あくまでもく私〉のくも

の〉として〈見る〉ことを意味しており、そこにはある特有の関係性が形成されていると

いえる。

　そのことは、前に述べた市川によるく身〉の「中心北一脱中心化一再中心叱」というプ

ロセスにおけるく私〉性ないし自己性を形成する特有の関係性においても理解することが

でき、それは、〈エロス〉といえるものでもある。ここでは、前者に関して、（1）において

引用した箇所ではあるが、もう一度引いておく。

〈申心北〉は、単にのりこえられるべき消極的な原理ではない。それは、生体が世界

とかかわりつつ、自己を維持するための基本的な構造であり、中心北のない生体など

考えられもしないであろう。生体は、自己を中心にして価値づけられ、意味づけられ

た世界をもつのであり、それは、私の知覚・行動・思考に、私の知覚、私の行動、私

の思考という意味と感覚をあたえる。leg

　そのうえで、我々は「脱中心北」における表象等を介した経験をなすことによって、〈

私〉がく私〉でありながら、自らのパースペクティヴを〈他者〉のそれととりかえること

が可能になるとされる。そのことについて市川は次のように述べている。
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私は知覚的には、ここにとどまりつつ、表象の上では、あそこに身を移してみる。さ

きほどまで私はパースペクティヴの原点であったが、いまは私のパースペクティヴの

うちに配置された仮説的な対象（他者）となる。あそこはこことなり、ここはあそこ

となる。他者は私となり、私は他者となる。この申心移動はもう一度くりかえすこと

ができるから、対象はふたたび私となり、表象的経験はふたたび知覚的経験と相かさ

なる。110

　メルロ＝ポンティによる〈肉〉とは、〈私〉がその〈身体性〉においてく世界〉に開か

れ、他の〈もの〉やく他者〉のく身体性〉へと開かれるところといえるものである。

　そこで成立するく私〉のく見る〉こととは、必然的にく他者〉の（〈身体性〉における）

〈見る〉ことへと開かれてあるということができる。そのことについてメルロ＝ポンティ

は次のように述べている。

見る者は視覚を行使することにおいて、事物の側から視覚を行使される。111

見えるものに固有の特徴は、汲み尽くしえない奥行きをもつ表面だということにある。

この特徴によって、見えるものはわたしたち自身の視覚とは異なる他者の視覚に開か

れる。そして他者の視覚は、自ら実現することによって、事実としてのわたしたちの

視覚の限界をあらわにする。112

　〈私〉のく見る〉こと、すなわち、そのく私〉性とは、市町のいうような中心北を端緒

としつつも、それが十全なものとして成立するには、脱中心北を経る必要があるように、

メルロ＝ポンティがいうような、我々の〈身体性〉におけるく肉〉のレヴェルでのく他者

〉との共存（潜在性）へと開かれることが必要であるといえる。

　そこでく私〉のく見る〉ということ、つまり、その私秘性とは、単に私のうちに閉じこ

もることによって実現されるのではなく、〈肉〉においてく他者〉との開かれた、そして

潜在的な関係性において実現されると考えられる。その際、一方向化しやすいく見る〉こ

とに対し、〈肉〉において多様性へと開かれてある在りようを意味し、固定化されない関

係性において成立するく私〉のく見る〉ことを〈私〉のく見え〉とした。
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　以上のことから、〈私〉のく見る〉こと、〈私〉のく見え〉ということを、〈意味〉と

してとらえ返すと、それは、〈肉〉においてく他者〉のく見え〉を潜在させっつ、そのこ

とによって実現されるく私〉にとってのく見え〉の対象としてのくもの〉（〈見えるもの

〉）の特有の在りようのことであるといえる。

　〈意味〉とは、第2章において述べたように、子どもたちの造形的な活動の過程におい

て、行為のたびにはじめてつくりだされるものとしてとらえられたものであり、そのひと

つひとつは子どもの多様なく私一生〉に根拠づけられたものとして画一化されてはおらず、

他とのとりかえ不可能なものである。それはく私〉にとって重要なものとして、すなわち

〈私一生〉にとって関与的なものとして存在し、そのく私一生〉の本来的な多様性によっ

て固定化されることのないものとして価値付けられてあるといえるものである。

　また、メルロ＝ポンティは、先の「見えるものに固有の特徴は、汲み尽くしえない奥行

きをもつ表面だということにある」という引用から、〈肉〉におけるく他者〉との関係に

ついて、次のように述べている。

身体が世界のく肉〉と連結されることによって、身体はそれが受け取る以上のものを

もたらし、わたしが見ている世界に、他者が見ているものという必要なく宝庫〉をっ

け加えるのであり、わたしは他なる身体を介することで、はじめてこれを理解するの

である。身体はもはや世界に連結するのではなく、初めて他なる身体と絡み合い、そ

のひろがりの全体を他者の身体に投げ掛け、飽くことなく奇妙な像を描き出す。113

　それは、〈私〉のく見え〉とは、身体が世界のく肉〉と連結されることによって形成さ

れるものであるとともに、「身体はそれが受けとる以上のものをもたら」すことになり、そ

こにく私〉のく見え〉とは異なる、〈他者〉のく身体性〉を介した〈見え〉を措定するこ

とになるといえるものである。114

　そのことから、〈私〉のく見え〉とは、〈肉〉においてく世界〉と連結され、斜なるく

身体性〉とのかかわり合いによって、〈他者〉のく見え〉を潜在させっっ、絶えず更新さ

れる可能性を含みながら、〈見えるもの〉としてのくもの〉とともに、多義・多様に生成

され、展開されていくものであるといえる。そこでは、〈他者〉のく見え〉によってく私

〉のく見え〉が保障されることになるとともに、〈見え〉の主体としてのく他者〉とく肉

〉において絡み合うことで、〈私〉のく見え〉はひろがっていくことになると考えられる。
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　そのことは、〈私〉のく見え〉が、その本来の「可視性の原理」において完全なもので

はなく、「あらかじめ隙間を残すもの」であり、「もっと正確な視覚や見えるものによって、

やがて置き換えられる」とされるような「見せ消ち」にされ115、抹消されるものではなく、

そのときのく私〉のく見え〉として肯定されつつも、新たなく見え〉によって、相対化さ

れ：更新されるような、〈肉〉におけるく他者〉のく見え〉を想定したものとしてとらえる

ことができることに基づいている。そのことについてメルU＝ポンティは次のように述べ

ている。

〈肉〉があるということは、立方体の隠れた面が、いまわたしが目にしている面と同

じように、いずこかで光を発し、これとともに共存するということである。116

　そこには、〈もの〉の奥行きを示すことを介して、明らかにく私〉のく見え〉とは異な

る〈見え〉の存在が措定されているということができる。

　〈私〉のく見え〉とは、〈肉〉において〈世界〉と連結され、他なるく身体性〉とかか

わり合うことによって、〈他者〉のく見え〉を潜在させつつ、そのことによって絶えずひ

ろがっていく可能性を含みながら、〈見えるもの〉としてのくもの〉とともに、多義・多

様に生成され展開されていくものであるということができる。

　以上のことから、〈肉〉の関係性においては、新しいく見え〉の主体としてのく私〉が

生まれると同時に、新しいく見えるもの〉としてのくもの〉が生まれることになる。その

ことは、新しいかかわりのたびに更新を可能にするく他者〉のく見え〉が、それと周時に

生まれているということでもある。とすれば、〈私〉のく見え〉とは、〈肉〉におけるく

他者〉のく見え〉の存在を包含しつつ、〈もの〉との間の可逆的な関係性において生みだ

される、柔軟で自己完結するものではないということになる。

　そのことからく意味〉をとらえ返すと、それはく肉〉における〈もの〉との可逆的で柔

軟なかかわり合いにおいて、多様な展開の可能性を含みつつ成立する、その時のく私〉に

とってのく見えるもの〉の特有の在りよう、すなわち、その時の〈私〉のく生〉にとって

必要であるとされたくもの〉の在りようのことであるといえる。

　あるいは、ある場や状況でのく肉〉的なかかわり合いがなされるまでのく私〉にとって

く見えるもの〉でなかったものが、その場や状況でのく肉〉的なかかわり合いを境として

く見えるもの〉となったときに、その〈もの〉とく私〉との問に立ちあらわれる特有の関
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係性のことであるといえる。

　以上のような、その場や状況におけるく肉〉的なかかわり合いは、市川のく身〉による

く身分け〉の概念からもとらえ返すことができる。〈身分け〉とは、身によって世界が分

節化されると同時に、世界によって身自身が分節化されるという両義的・共起的な事態の

ことである。先の〈見え〉でいえば、〈見える世界〉と岡時に、それを見るく見え〉の主

体としてのく私〉も分節化されて成立するということでもある。

　そのような分節化の中心となるく身〉はく世界〉との多様なかかわり合いにおいて、そ

のつど統一的に形成されるものであるとともに、「中’酎ヒー脱中’酎ヒー町中’L化」という過

程において、他ととりかえ不可能なくいま・ここ〉の原点としてのく身〉によって自己を

自覚し、形成していくものでもあった。つまり、〈私〉のく見え〉とは、〈肉〉において

成立するものということである。

また、〈私〉の慮己性とでもいうべきものは、単独に孤立してあるものではなく、〈肉

〉において、あるいは市川のいう「中’酎ピー暗中’酎ヒー再中’酎ヒ」のプUセスにおいて形

成されるということがいえる。

　それは、心身の統合としてのく身体性〉の働きにおいて、その深みへと開かれるととも

に、〈世界〉ないしく他者〉へと開かれ、それらと相互分節的な関係性を形成することに

よって、そのつどごとにはじめて実現されるといえものである。そこでは、かけがえのな

い〈私〉の存在の根拠といえるく身〉の存在と岡時に、そのく身〉によって分節化された

く世界〉のかけがえのなさが、そのつど保障されることになる。

　竹田青嗣は、そのく世界〉の分節化に際し、その「根源的根拠」を、エロス（欲望）原

理として〈身体性〉に求めた。そこで〈身体性〉とは、「欲望しつつ存在しうるものjIs7、

すなわち「欲望する存在」として、自らのく生〉にとって必要であるといえるもの、＜エ

ロス（快一苦など）〉をく感じ〉、そのことから何らかのくありうる（～したい）〉をめ

がけ、自らのくできる〉という能力をその支えとしながら、絶えずく世界〉を分節化し、

自らのく生〉にとって必要であるもの、すなわちエロスとしてのく意味〉を生成・展開し

ていくものである。

　そのことからく世界〉とは、エロス性に基づいて分節され、生成・展開されるものであ

るとされる。118〈エロス〉とは、動物的な労苦（エロス）とは異なる、「関係的」で「幻想

的」なものであるとされる。l19

前章で述べたように、人間に特有の欲望とは、噛我」によるものである。それは本能に
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よるものではなく、コトバによって形成された文化的なものである。そのことについて竹

田は次のように述べている。

人間の身体は、動物と違ってきわめて複雑であり、観察すればするほどそこに一義的

な因果関係や不変の原理を見出すことが困難である（中略）人間のエロス性は「本能

的」ではなく「幻想的」だというのは、そういうことである。120

人間のエUスは、本能的な必然性によってではなく、文化的な恣意性によって保障され

ている。つまり、下問のエロス（量賠）には、「統一性」も「完結性」もない。121

　以上のことから、〈私〉のく見え〉ということは、そのつどごとのく肉〉としての場や

状況において、そのつどごとに新たに成立する〈私〉が、その〈私〉とともに成立してあ

るところのくもの〉を、あくまでも〈私〉のくもの〉として、エUス性のうちに関係付け

ることによってつくりだされるもの（特有の関係性）であるということができる。それは、

〈私〉にとってのくエロス〉、特有の関係付けられた何ものか、すなわちく意味〉である。

　〈意味〉が、〈私〉にとってのくエロス〉としてあるかぎり、〈私〉は、それにとどま

ることなく、つねに新たなくエUス〉をもとめて、そのつどごとにく私〉自身をも更新し

ながら、〈世界〉へと向っていく存在としてとらえられる。そして、〈私〉とは、そのく

私一生〉において、そのようにしてく世界〉へと向かい、〈エロス〉をもとめる存在であ

るといえる。

　したがって、〈意味〉の生成・展開、すなわち〈私〉にとってのく見え〉の生成・展開

とは、〈世界〉との多様なかかわり合いなかで形成されるその時のく私〉にとっての、多

様な展開の可能性を含みっつ実現される固有のエロス的な出来事の意味的生成・展開であ

ると考えられる。

以上のように、〈見え〉を〈意味〉としてとらえ返せば、それはく肉〉におけるくもの

〉とのかかわり合いにおいて、多様な展開の可能性を含みっつ成立する、そのときのく私

〉にとってのく見えるもの〉の特有の在りようであるとともに、そのときの〈私一生〉に

とって必要であるとされた〈もの〉のくエロス〉としての在りようのことであるといえる。

そのことから、〈意味〉の生成・展開とは、〈身体性〉の意味をその根拠とする〈私〉

の意味的生成・展開であるということができる。つまり、〈見え〉としてのく意味〉の生

成・展開とは、〈身体性〉の意味をその根拠とする、子ども個々の論理に基づいて展開さ
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れる薪たな子どものく私一生〉の生成・展開であるといえる。

（2）〈考える〉こと

　〈考える〉ことも、（1）で述べたような、心身の統合されたものとしてのく身体性〉、多

様性（深み）へと開かれたものとしてのく身体性〉、そしてく世界〉ないしく他者〉へと

開かれてあるものとしてのく身体性〉の働きに基づいて実現されるものである。

　それは、〈私〉の存在の根拠としてのく身体性〉（ないしく意識〉）の深みから立ち上

がるといえるく私〉のく論理〉であり、〈身体性〉を働かせることによって、（相互作用、

ないし相互行為としての）〈行為〉とともに立ち上がってくるものであり、外的な規制の

もとに形成されるようなものではない。そこには、あらかじめ決められた方向性があり、

それに従うようにしてそのプロセスが進行することになり、〈私一生〉の多様性は、発揮

されないことになる。

　それは、その場や状況の在りようによって、その方向性が決定されるものである。それ

をく私〉のく論理〉やく行為〉によるその深みからの立ちあらわれという意味においてと

らえるならば、それは、〈身体性〉の働きによるといえるため、〈考える〉こととは、〈

私〉のく感じ〉＝：エmスに基づいて立ち上がってくるとともに、そのときどきのく肉〉の

関係性において立ち上がってくるのである。

　したがって、〈考える〉こととは、〈世界〉から独立してあるものではなく、〈世界〉

に受評した主体においてこそ実現されるものである。そして、〈考える〉ことが、〈私〉

のく論理〉として、〈私〉のく行為〉につながるのであれば、〈見る〉ことにもつながる

といえる。

　なぜならば、〈見る〉ことは、〈私〉のく論理〉において、〈もの〉とのあいだに特有

の関係性をつくりだすことによって可能となるものだからである。

　メルm＝＝ポンティによれば、そのようなく見え〉の成立するく肉〉においては、〈見る

〉こととく考える〉こととを絶対的に区別することは不可能であるとされる。メルロ　・＝　Pt

ンティは、〈見る〉ことやく考える〉ことといった経験を、〈肉〉における「原初的な」

経験に根差すものであるとし、それをあらゆるものに関しての明確な分節が未だ実行され

ていないく身体の深み〉の在りように求め、次のように述べている。

反省や直感が手に入れた道具を投げ捨て、まだ反省も直感も区別されていない場所に
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身をおくこと、注勧と喀観」、実存と本質が混ざりあったまま、一挙にわたした

ちに与えられ、まだ「加工されていない」経験のうちに、これらをふたたび定義しな

おせるような場に身をおく必要がある。見ること、語ること、さらにある意味では考

えることまでもが（というのは、見ることと考えることを絶対的に区別し始めると、

すでに反省の領域に入っているからだ）、この種の経験、否定できないとともに、謎

めいた経験なのである。t22

　そこにはく他者〉のく見え〉ということを措定することができるため、〈私〉のく考え

〉が立ち上がるところでは、〈他者〉のく考え〉も立ち上がっているということができる。

そして、〈私〉のく見え〉というものが、〈他者〉のく見え〉との関係において新たに生

成され、展開されるものであれば、〈私〉のく考え〉もく他者〉のく考え〉との関係にお

いて新たに生成され、展開されるものでもあるといえる。

　このことから、〈私〉のく考え〉とは孤立的なものではなく、〈世界〉内にあることに

よって実現され、本質的に開かれたものであり、〈世界〉に開かれてあることによって実

現される〈私〉に特有のエロスに基づいて実現されるものであるといえる。

　〈身体性〉の両義的な存在性という本質的な意味に基づいていえば、〈世界〉に開かれ

てあるということと、〈私〉秘的にあるということとは不可能なものではなく、むしろ〈

私〉という存在の（本質的な）両義陸であるということができる。

　〈考える〉ことを概念的なもの、相互に関係し合いながらも、とりあえず、ひとつひと

つに分割され、その場や状況における対象として考定されたく私〉のく考え〉に対する操

作という視点からとらえ返してみても、要点は上記したことと岡じであると思われる。

　概念的なものとは、その成立に際し、コトバを介さなければ達成されないものであり、

したがって、場合によっては固定化してしまうものでもある。

　第1章で述べたように、コトバとは本質的に両義的なものであるとともに我々の意識の

在りようとかかわるものであり、その発生のレヴェルにおいては固定的なものではなく、

流動的に動き戯れるものであり、不可避的に表層化し、固定化してしまうものでもある。

　その表層と深層とは一時的なものであり、通時的な意味合いで起源的なものではなく、

その深みにおいては何ら嗣定的なものではないものなのである。その深みとは、意識の深

みであり、丸山によるく言分けられた身〉、すなわち〈身体の深み〉である。

　〈身体の深み〉とは、そのような「制度」の制度性を解体する多様性の領域であり、何
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であれ因果的で体系的な統一化を保障するところではない。そこでは、一切の四度」が

フェティシズムとして、その絶対性の権利を剥奪され、あらゆる絶対的な根拠を奪われ、

不断の解体一構築の過程に位置付けられる。

　そのことから、コトバとは、〈身体の深み〉においては、固定的な指向対象を有さない

コードなき差異として動き戯れ、絶えず新たな差異と関係し、展開していくといえる。つ

まり、コトバは、〈身体性〉によって根拠付けられるものであり、「人間の身体が世界を〈

ことほぎ〉、これをく生きる〉ためジ23につくりだされたその方法である。そのことにつ

いてメルW＝ポンティは次のように述べている。

言語の透明さは・暗い土台に根差したものである・探求を進めていけばやがては言

語もそれ自体しか語っていないこと、言語の意味は言語と分離できないことに気づく

だろう。そして言語の原初的な萌芽を情緒的な身振りのうちに求めざるをえなくなる。

人間はこの情緒的な身振りによって、所与としての世界の上に人間による世界を：重ね

たのである。124

言葉には身振り的な意味あるいは実存的な意味があると考えざるをえなくなる。たし

かに言語には内部というものがある。しかしこの内部は、自らのうちに閉じた思考、

自己を意識している思考ではない。それでは言語は思考を表現しないのだとしたら、

何を表現するのだろう。言語はその主体の意味の世界において、主体が取る位置を表

現している。正確には、言語はその位置そのものである。「世界」という用語は、こ

こではたんなる言い回しではない。「世界」という語が意味していることは、「心的

な」生あるいは文化的な生は、自然的な生からその構造を借りること、思考する主体

は、受肉した主体を基礎としなければならないということである。125

　コトバとは、その固定的な成立と同時的な起源、すなわち深みにおいては、一様に餌づ

けることのできない柔軟なものであり、そこでく考える〉やく思考する〉とは、固定的な

概念を実体的に操作することではなく、絶えず組み替えを行い、新たな関係性へと開くこ

とによって、薪たな概念をつくりつづけていくことである。

　それは、〈私〉の存在の根拠としてのく身体の深み〉を根拠として、新たなく私〉の概

念をつくりつづけていくことであるといえる。なぜならば、「思考する主体は、牛肉した主
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体を基礎としなければならない」126からである。

　いずれにせよ、〈私〉の概念（考え）が、コトバによって何らかのかたちにおいて実現

されるとき、それは表層化することになる。しかし、それは単に表層的なものになってし

まうことではなく、その深みによって根拠づけられ、そこへと開かれているものとして表

層化することであり、それは本来固定化するものではない。

　それが固定化され、動かぬものとなるときは、その本来の出自が忘れ去られているとき

に他ならない。そこでは、コトバの根拠たるく身体の深み〉、すなわちく言分けられた身

〉の深みの存在は隠蔽され、〈私〉のく考え〉も隠蔽されてしまう。つまり、一般化され

た誰のものでもかまわないものとしてのく考え〉しかないということになる。

　〈私〉のく考え〉とは、〈私〉に特有のくエロス〉をもとに実現されるものであり、＜

世界〉との関係がエロス的な感応関係にある存在としてのく私〉にとっての特有のくエロ

ス〉によって立ち上がるものである。

　そのようにして〈私〉のく考え〉が立ち上がることは、〈私〉のく論理〉が立ち上がる

ことでもある。それは、〈私〉のく行為〉の立ち上がりにおいて実現されるといえるもの

でもある。つまり、〈私〉がく行為する〉ことにおいて、〈私〉のく考え〉ないしく論理

〉は発揮され、それらの根拠となるとともに、それらが目指すことになるものはく私〉に

おけるくエロス〉であるということになる。

　それはく私〉にとってのくエUス〉としてのく意味〉に基づき、新たなくエロス〉とし

てのく意味〉をもとめるところに、そのつどごとに成り立つものであると考えることがで

きるものである。

　このことから、子どもたちにとって〈考える〉こととは、〈身体性〉を働かせることに

よって個々のく私一生〉に特有のくエロス〉としてのく意味〉を立ち上げるとともに、新

たなくエUス〉としてのく意味〉を求めるところに、〈見え〉やく行為〉とと：もに立ち表

れるものであるといえる。

（3）〈エロス〉としてのく意味〉

　〈エロス〉としてのく意味〉とは、心身の統合されたく身体性〉を働かせることによっ

てく感じ〉られた、そのときのく私〉にとってのく世界〉の在りようといえる。それはく

身体の深み〉において、〈身体性〉を働かせることによって、〈世界〉（ないしくもの〉）

と感応（交感）することによってっくりだされる特有の関係性のことであり、〈他者〉と
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感応（交感）することによってっくりだされる特有の関係性のことである。

　それは、竹田によって〈エロス〉原理としてとらえられた、〈身体性〉はく感じる〉原

理とされるものでもあり、〈世界〉分節の根源であり、〈世界〉を構造化する当のものと

されるものである。

　この場合、〈感じ〉られるものとは、〈私一生〉にとって必要とされるもの、すなわち、

本論においていうく意味〉である。それは、人間の生にとっての（「世界」の）「価値：」と

されるものである。そのことについて竹田は次のように述べている。

「世界」は生きものにとって、客観世界として存在するのではない。それはつねに何

らかの意味で“味わわれる”「世界」であり、この原理をわたしは「門門G「美醜」と

　　　　　　しんきゃう
いった価値の審級として表示する。このような「価値として現われる世界」こそ、一

切の世界分節の根源なのである。「世界」はあらかじめ秩序と構造を持っているわけ

ではない。世界を秩序化し、構造化するのは、生きもの各自の「エロス原理」である。

12了

　竹田は、メルU＝＝ポンティによる「私の身体をしてけっして一つの対象ではなく（中略）

している所以のものは、私の身体とは一般に対象が存在するようにさせている当のものだ」

128
ﾆいう言をとらえ返し、それを「対象を存在させる原理」129としたうえで、そのことを

「エUス原理」のうちに読もうとしている。

これはつまり、「身体」とは、「価値評価」し、区分し、分節する根本的な原理、つま

り、「エロス原理」であるということを意味している。130

　竹田によって「対象を存在させる原理」としてとらえ返されたメルロ＝ポンティによる

身体へのとらえは、また、メルロ瓢ポンティによる「身体はそれがあるところにくある〉

のではないし、それがあるものでくある〉のでもない」正31というとらえに基づいていると

思われる。

　なぜならばく身体性〉とは、対象化的には決してとらえられないのであり、絶えずくい

ま・ここ〉におけるそのようなとらえを逃れ去るといえるものだからである。そのことか

ら、竹田はく身体性〉を、「人間にとって自分が『何でありうるか』という可能性一般の根
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拠」i32としている。

　また、人間とは「欲望する存在」であり、〈身体性〉は、その「主体の『存在可能』の

根拠」である。133そのうえで、竹田は、〈身体性〉の本質的な契機を、先のXUスをく感

じる〉原理、そして、〈存在可能〉すなわちくありうる〉をめがける原理、さらに〈でき

る〉という原理という三つの原理にもとめている。134

　〈身体性〉とは、根源的にく感じる〉ものであり、それは単なる刺激の受け取りではな

く、エロス（快苦）の受け取りであるため、エロスをもとめるく可能性（ありうる＝～し

たい）〉を指し示すとともに、促すといえるものである。〈ありうる〉とは、嗣時に、そ

の実現、すなわち〈能う（～できる）〉ということでもあり、それらの三つの契機は、互

いに重なり合うことによって実現されることへと向うのである。

　そのことから、〈身体性〉とは、「欲望しつつ存在しうるもの」、すなわち「欲望する存

在」として、自らのく生〉にとって必要であるといえるもの、〈エロス（快一苦など）〉

を〈感じ〉、そのことから何らかのくありうる（～したい）〉をめがけ、自らのくできる

〉という能力をその支えとしながら、絶えず新たなエロス、すなわち、存在可能（ありう

る）をもとめ、〈世界〉を分節化し、自らのく生〉にとって必要であるといえるもの、つ

まりくエロス〉としてのく意味〉を生成・展開していくといえるものである。

　〈感じる〉ことは、それが根源的なものとしてく身体の深み〉から起る以上、＜私一生

〉にとって特有のもの、すなわち〈．rmス〉であるということができる。また、〈私一生

〉が、自らの深みをつねに新たな可能性に向けて開き、〈世界〉へと向っているといえる

く身体性〉を根拠に生きているものである以上、〈感じる〉ことは、〈私一生〉にとって

特有のもの、〈エmス〉であると思われる。

　そして、〈感じる〉ことは、〈私一生〉の根拠としてのく身体の深み〉の意味に基づい

て立ちあらわれてくるといえるく世界〉、〈他者〉との感応（交感）の軌跡であり、その

ようにして立ち上がってくるく私一生〉に特有のくエロス〉を感受するということである

と：考えられる。

　このときの、〈エロス〉とは、〈意味〉のことであり、それはく私一生〉にとってかけ

がえのないものであり、〈私一生〉にとってなくてはならないもの、あるいは必要なもの、

ということを意味している。〈私一生〉が、何らかのくエロス〉をく感じる〉ことは、自

らの深みの存在がその根拠となっていることから、そこにはく私一生〉に特有のく論理〉

が働いているということになる。
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　〈感じる〉ことが成立するということは、〈身体性〉がく欲望する身体〉として、さら

なるくエロス〉をめがけるということになるため、それは「脱自」的に、新たなくエUス

〉をめがけて新たにく世界〉へと向うということになる。そして、〈私〉とは、新たな〈

エUス〉をもとめ、自らの新たなく存在可能〉をめがけて、〈世界〉へと向いつづける存

在であるということができる。

　また、〈私〉とは、自らの存在を根拠付けるく身体の深み〉の意味に基づいて、新たな

くエロス〉としてのく意味〉をもとめ、新たな〈私〉の存在可能をつくりながら、その新

たなくエロス〉としてのく意味〉をつくり、つくりかえつつ、絶えずく世界〉（ないしく

他者〉）へと開かれている存在であるということができる。

　そして、〈意味〉とは、〈世界〉ないしく他者〉とのかかわり合いにおいて、絶えずそ

のく存在可能〉に基づいて新たにつくりかえられようとしているく私〉にとって、そのつ

どごとに、そのく身体の深み〉を根拠として立ちあらわれてくる〈エロス〉であるという

ことができる。

　したがって、〈エロス〉としてのく意味〉とは、〈身体性〉の働きによるものであるた

め、〈身体性〉のく感じる一ありうる一できる〉原理に基づいて、固定化することなく、

自らのく身体性〉とともに、絶えず新たに生成・展開されることになるといえる。

　子どもたちは、〈身体性〉の働きが保障されたところにおいては、そのようなくエロス

〉としてのく意味〉を、自らのかけがけのなさとしてのく私一生〉を根拠付けるく身体の

深み〉から立ち上げ、とどまることなく展開していくことができると考える。
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第2節　〈身体の深み〉の働き

1　分節化の過程としてのく意味〉

（1）〈言分けられた身〉

　〈意味〉の生成・展開の論理を、井筒俊彦による「言語意味分節（篇意識分節・存在分

節）」の論理をもとにとらえ返していくことにする。井筒による意味分節の論理は、〈肉〉

の関係性における〈意味〉生成の論理につながる、〈私〉の根拠としてのく身体の深み〉

を立ち上げる論理であると思われる。そこで、まず、井筒による意味分節の論理とかかわ

りの深い丸山による〈言分け〉の概念について述べることにする。

　なぜならば、〈言分け〉とは市Jllによる〈身分け〉の概念によりつつ、井筒による「言

語意味分節」の論理を人間に特有のく身体性〉であるく言分けられた身〉においてとらえ

返したものであり、本論が意図する論理にとって示唆的なものであると思われるからであ

る。

丸山によれば、人間は、自らのく生への関与性〉においてく意味〉の世界を生きるもの

であるとされる。我々人間にとって森羅万象は、つねに何らかのく意味〉をになった現象、

すなわち対象とその意味を切り離せない双面体の〈意味篇現象〉をもつ限りにおいて存在

しており135、我々人間は、そのようなく意味…ift象〉のく世界〉以外のく世界〉を生きる

ことはできないという。そのことについて丸±は次のように述べている。

私たちにとっては、端的に、〈意味＝現象〉以外の事象は知覚されず、分節肢として

は存在しないのである。コップは言語的な意味と結びつけられる前から、立派なく意

味＝現象〉であり、これは（中略）日本食を全く知らない外国人にとっての海苔につ

いても、嗣様である。そしてこのようなく生への関与性〉次第で存在したり存在しな

かったりする広義のく意味瓢現象〉は、時にく意味瓢音〉であり、〈意味謹形〉であ

り、〈意味＝色〉であり、〈意味瓢味〉、〈意味・・臭〉、〈意味＝感覚〉等々という

形をとって現出する。136

　このことは、人間だけでなく、人間以外の動物にもいえることであり、人間も狭義の動

物も、アトミズム的感覚与件のモザイクを受容するのではなく、対象をあるものとして構

成して生きているということである。137すなわち、我々（人問や狭義の動物）は、事物を

209



見ているのではなく、つくっているのである。138このことについて、丸山は、市川による

〈身分け〉を援用し、次のように述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
右の概念を借りた筆者の理論においては、〈身分け〉とは動物一般がもつ生の機能に

よる種独自の外界のカテゴリー化であり、身の出現とともに外界が地と図の意味分化

を呈するく環境世界Umwelt＞にほかならない。環境の諸要素は常にく生への関与性

〉に即してのく意味篇現象〉として現出し、それにかかわる身の方も環境世界を介し

て分節される。そこでは身体的個体は定位されても自我はなく、コトバ以前一すな

わちコトバによる主／客二分以前一の感覚＝運動的な分節が行なわれる。人間を含

めた一切の動物は、この本能図式に基づく網の目によって沸々と涌出するプユシスの

生成運動を過不足なく掬いあげ、生存のために有用／無用、有害／無害、等々を弁別

し、安全な道を選びとっているのである。139

　丸山は、このく身分け〉という種の本能的なゲシュタルトに加え、人間はもうひとつの

ゲシュタルトを「過剃物」としてもってしまったという。なぜならば、人間がく身分け〉

構造によってのみ、そのく生〉を生きているのであれば、人間の世界はその種のゲシュタ

ルトにおいてすべて同一であり、「異文門門の対話の挫折などという間題」14eは起りようも

ないからである。

　第1章でも述べたように、人間は、（種としての）第一次分節が生み出す構造としてのく

身分け構造〉に加え、第二次分節の結果生ずるく言分け構造〉をもっている。〈言分け〉

とは、コトバによるく世界〉とく身〉との相互分節化の行為である。そのことについて丸

山は次のように述べている。

その網の目は「シンボル化能力とその活動という広い意味でのコトバによるゲシュ

タルトにほかならない。このコトバが文化を生み出して記号・用具・制度を組みこむ

み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み

身の延長を可能にした（解放性）一方、身の方もこれに組みこまれて支配される状況

（拘束性）をもたらしたという考えである。繊

このことから、〈言分け〉におけるくシンボル〉、すなわちコトバとは「過剰としての

く非在の現前＞」142のことであるといえる。つまり、「シンボル化能力とその活動」という
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広い意味でのコトバによるゲシュタルトとしてのく言分け〉構造は、人聞という種の本能

図式には存在していなかったく意味瓢現象〉、本能的にはありえない世界としての文化を

「過剰物として現出させるものである。

それは、「身の延長」として「非在の世界を言分ける」ものであり、身の延長としての道

具によってその過剰なものとしてのく意味瓢現象〉を拡大生産するものでもあるとともに、

種における本能のレヴェルからみても過剰なものである。

そのことから、あらゆるく意味篇現象〉がく言分け〉られ、文化化されており、〈身分

け〉のレヴェルにおける、例えば食欲求、性欲求も、〈言分け〉られることによって文化

的な〈意味：現象〉として機能するようになったといえる。そこには「欲求1ではなく「欲

望］が生れることになる。「欲望」とは、コトバによって実現された「非在」という過剰な

ものである。そのことについて丸山は次のように述べている。

コトバはそれ自体が一つの過剰であると同時に、過剰なく意味＝現象〉をもちたいと

願う欲望の源でもあるのだ。まことに、欲望は欲求と違って限りなく、そのとどまる

ところを知らない。欲望は永久に充足することがない。143

　以上に示したく言分け〉構造とは、人間存在の二重分節構造が実体論的な重箱構造では

ないために実体的にく身分け〉構造の上に重なってあるものではない。つまり、一方にお

いてく身分け〉構造として成り立っている構造があり、他方において〈言分け〉構造とし

て成り立っている構造があって、それらが相重なるようにして、我々の分節構造を形成し

ているのではない。したがって、コトバがコトバとしてだけ、そして身体が身体としてだ

けあり、その両者が、互いに独立した完全なものとして合一されることによって、我々人

間の存在が形成されているのではない。

　その両者は、互いに互いを深く侵蝕し合い、そのような侵蝕し合うという動きのなかに

のみある。そのことから、丸山はく身体性〉を、市川のく身〉に倣い「ボディでもマイン

ドでもない、身体的自我とも言うべき統一体」144であるとして、〈言分けられた身〉とい

う概念においてとらえ次のように述べている。

〈言分け構造〉はく身分け構造〉の上に実体的に重なるのではなく、人間存在とはた

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コ　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みわ　　　　　　　　　　　　　　　
だく書分けられた身〉なのであって、権利的存在として立てた〈身分け構造〉は、常
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たずでた変形され破綻している。145

「今、ここ」での私たちは、同時に〈身分け〉られつつく言分け〉られ、〈言分け〉

られっつく身分け〉られる。146

　〈言分け〉構造は、コトバというシンボルを介して「コスモス」と「ノモス」という概

念からとらえ返されることになる。「コスモス」とは、存在喚起機能を有するコトバによっ

て有意味的にゲシュタルト化された〈意味＝現象〉の世界のことであり、そこはく生〉の

エネルギーがコトバによって絶えず図と地に二分されながらも、本来的にはとどまること

のないくコードなき差異〉が戯れる流動的文化とされるところである。147

　「ノモス」とは、この動きつつあるゲシュタルトが滞って物化され、制度化されたもう

一つの表層的文化の世界のこと148、すなわち「コード化された差異」によって区画され、

固定化された文化の世界のことである。

それらは互いに実体としてあるのではなく、「言語という制度」によってノモス化された

ところと、未だノモス化されていないところとが相対的にあるものであるとされる。つま

り、〈言分け〉構造には相対的な二つの局面があり、両者は、そのうちのいずれかに停滞

したりすることなく、その両者間における往還的な運動に開かれているものである。それ

は、我々の「意識」の在りようにも関係するものである。そのことについて丸山は次のよ

うに述べている。

コトバと意識は共起的であり不可分離である。（中略）「コトバによって世界と身が

分節され、事物が存在を開始する」というテーゼは、単に「コトバがカテゴリーを生

み出す」という認識＝存在論的な働きを意味するにとどまらない。コトバとともに生

れるのは、非本能的意識の一切（中略）であり、人間にあってはコトバの習得と意識

の発生・発達とは同時進行的現象であって、この二つは表裏一体をなしているのであ

る。149

コトバはそれが制度化される、されないにかかわらず、人間の意識の同伴者であって、

コトバと意識は系統発生的にも個体発生的にも共起的であるのだから、〈ノモス化さ

れたコスモス〉とくノモス化されないコスモス〉は、ともに人間の意識と身体を縦に
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貫く表層と深層であると考えることができるだろう。この二つの位相に働くコトバが、

　　　　　　　　　　　ラング
それぞれ表層のコトバ（言語）と深層のコトバ（コードなき差異）なのである。iso

　〈いま・ここ〉での私たちのなかを、〈身分け〉構造とく言分け〉構造と後者の物象化

した意識であるノモスが縦に貫いているのである。151我々は、つねにすでに「コトバによ

って侵蝕された身」152を生きているということになる。

　そのことは表層のコトバと深層の＝トバとの分断を意味せず、表層のコトバは岡時に深

層のコトバへと開かれており、また深層のコトバは岡時に表層のコトバへと瀾かれている

ことを意味する。表層と深層とは、本来、それら両者間における往還的な運動に開かれて

おり、そのうちのいずれかに停滞したりするものではない。深層のコトバは絶えず表層化

せざるをえないものであり、また表層のコトバは絶えず深層化し、解体され、流動化する

ことになるといえるものである。

　したがって、いずれかに停滞することは、自らのく生〉を固定化してしまうことになり、

自らのく生〉が固定化されるということは、〈私一生〉の多様性を生きることができない

ことになる。そのことは、自らの論理を生きることができないことであるとともに、自ら

の存在を生きることができないことでもあり、そこではく身体性〉が保障されないことに

なる。

　しかし、丸山はく身体性〉を〈言分けられた身〉としてとらえ返すことによって、それ

は重箱構造をなすものではないとするため、そこにくノモス化されたコスモス〉とくノモ

ス化されないコスモス〉との動的な運動をみている。そのような「コトバによって侵蝕さ

れた身」、すなわちく言分けられた身〉においては、さらにその深みにおいてくカオス〉が

生じる。

　〈カオス〉とは、「文化的欲望によって生理的欲求の図式」螂が壊れたために生ずるく欲

動〉であり、〈欲動〉とは、ヒト特有のデフォルメされた生のエネルギーのことであり、

動物一般に見出されるく本能〉ではない。154それは、いまだ意味化されない生の動きとし

て、絶えずく形〉になろうとするく力〉ともいえるようなものである。そのことについて

丸山は次のように述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レげベンこの連続体としてのカオスは、いまだ意味化されない生の動きにほかならない。あ

るいはまた、たえずく形〉になろうとする〈力〉と言ってもよいだろう。ここにコス
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みわ
モスというゲシュタルトの組み替えが起こる因がある。本能残基としてのく身分け構

　　　　　　　　　　　ことわ
造〉がベースとなってく言分け構造〉が再編成されるのではなく、＜言分けられた身

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことわ
〉の網の目によっては掬いきれない生のエネルギーとしてのく欲動〉をさらに言分

けることがコスモス変化の原動力となるのである。155

そこで、はじめてくコードなき差異〉という新しい意味群が発生し、コスモス、すなわ

ちく言分け構造〉という文化のゲシュタルトの組み替えが可能となる。

　コトバは、単なる事物のラベルとしての第二次的なものではなく、「シンボル化能力とそ

の活動という存在喚起力を担うものとしての第一次的なものとして、その本来性（＝1・一一

ドなき差異）を発揮するものである。コトバが第一次的なものとして働く場において差異

化する対象はく身分け構造〉ではなく、「すでに破綻した〈身分け構造〉しかもっていな

い人間の生体験であり、（中略）カオス」156である。そのことについて丸山は次のように述

べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　ニと
系統発生的にも個体発生的にも、ヒトの生は身が言によって壊される経過をたどり、

　　こと
身が言分けられる度に生物学的な本能図式の裂け目は大きくなってカオスが増大し、

　　　　　　　　　　　　こと
私たちはそのカオスを再び言分けていかねばならない。157

　コトバは、我々の意識の発生と共起し、その第一次的な働きの起る場は、すでに破綻し

たく身分け構造〉、すなわちく言分けられた身〉を生きる人間の〈カオス〉という深みで

あるといえる。したがってコトバとは、その第一次性においては、その本来の存在喚起機

能が発揮されることにより、自らのく身〉とく世界〉とを分節化して、コードなき差異が

発生するそのつどごとに新たに存在するようにするものであるといえる。

それが実現される「場」は、固定化され等質化されたノモスではなく、＜言分けられた

身〉の深みにおけるカオスであり、そこで分節化されるものは固定化することなく、流動

的に動き戯れるものといえる。そこでなされる分節化は絶対的なものではなく、そこでは

多様な分節化の在りようが保障され、あらかじめ決められた方向にしたがうように固定化

されるということはない。そこではく私一生〉の多様性を生きることができることになる。

　なぜならば、〈カオス〉がく言分け〉られる、そのく身〉の深みにおいては、そのく言

分け〉の在りようをフェティッシュとして外的に規制するものは何もないからである。
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　あらゆるフェティシズムは、コトバとして、すなわち本能的には無根拠なものとして、

〈私一生〉にとって絶対的なものではないものとして、とらえ返すことができるため、そ

れはく雷分けられた身〉の深みにおいて新たなく言分け〉の動きへと不断に開かれていく

ことになる。そこでは、新たに分節化されて生み出されたものは、たとえコスモス内にお

いてノモス化、すなわち表面化ないし表層化してしまうとしても、それはその深みが根拠

となっているため、そこに深みから分断され固定化されるということはない。

　したがって、深みが根拠となってつくりだされたものは、〈私一生〉の多様性が根拠と

なり、自らのうちにカオスを、すなわちく生〉の多様性を同時に含むものであるといえる。

たとえ表層化する宿命を免れることはないとしても、それはその深層を含むものとしての

表層化であり、露定的なものとして絶対化することはない。

　コトバとは、狭義の言葉だけを意味するのではなく、広義の言葉としての深み（深層、

そして無意識）の存在を根拠とした、あらゆる分飾化（活動）としての有表意活動として

実現されるコトバを意味するものである。そのことについて丸山は次のように述べている。

ランガージュとは「身振る、歌う、描く、彫る、話す、書く」一切のシンボル化能力

とその活動を指しているばかりか、夢もしくは無意識的ないし前意識的過程の実践も

含まれているのである。158

　ここでランガージュとは、コスモス、すなわちく言分け〉構造のことである。そのいず

れのうンガージュにおいても、狭義の言葉はもとより、所作、音楽、絵画、彫刻といった

すべての表出活動が、多義的シンボルと一義的シグナル、出来事と構造、祝祭と労働、非

日常と日常、反秩序と秩序、母と父という両極をもっといえるものであった。159

　そのため、我々は、我々の意識的な実践の在りようによって、その両者間、すなわちく

不透明な非記号〉を生みだす動きとく透明な記号〉の沈殿のあいだを不断に往還すること

が可能となる。

　そして、〈不透明な非記号〉とく透SAな記．号〉とのあいだの往還の運動とは、＜いま・

ここ〉においても起きているといえるものである。〈透明な記号〉が惰性化し沈殿すると

き、〈不透明な非記号〉が、〈カオス〉をく言分け〉ているということができる。そのよ

うなものとしてのコトバの働きこそが第一次的なものであり、〈カオス〉をく言分け〉る

〈コードなき差異〉である。
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　したがって、〈私〉の存在の根拠としての深みの意味に基づいてなされる行為は、その

ような第一次的なコトバにおいて、〈カオス〉をく言分け〉、薪たな〈意味〉をつくりだ

そうとするものであるといえる。同時に、そのことはく私〉の深みにおいてなされる自ら

　　　　　メの存在の根拠の新たな分節化、すなわちく言分け〉であるともいえる。

　コトバの第一次的な働きによる〈カオス〉のく言分け〉とは、〈コードなき差異〉を発

生させる根源的なく意味〉の生成にかかわる事態であると同時に、〈私〉の存在の根拠と

しての深みにおいてなされる〈私〉の存在の根拠の新たな分節化、すなわちく言分け〉で

あるともいえる。そこでは、〈カオス〉がく言分け〉られて、新しいく意味〉がっくりだ

されるそのつどごとに、新しいく私〉もまた同時につくりだされるのである。

　そして、分節化（活動）としての有表意活動とは、コトバとして、根源的なく言分け〉

行為であるといえる。それは、〈私一生〉の根拠としての（〈言分けられた身〉の）深み

の意味に基づいてなされるく行為〉、すなわち新たなく意味〉をつくりだすとともに、薪

たな〈私〉をつくりだし、展開していくというく行為〉である。したがって、そのく行為

〉がなされるそのつどごとに、〈私一生〉の論理が発揮されるとともに、〈私〉の存在が、

その深みから、そのつどごとに新たなものとして保障されるといえる。

　このことから、子どもたちのく身体性〉を働かせた活動においては、子ども個々のく身

体の深み〉にあるカオスがく言分け〉られて新しいく意味〉がっくりだされるたびに、新

しいく私〉も、その存在の根拠としての深みからつくりだされることになるといえる。

（2）　〈身体性〉とく意味〉の深み

井筒俊彦も、丸山のように、コトバの第一次性を「意味生産的、意味表象喚起的機能」

160 ﾉ求め、コトバの意味生産的想像力が、「現実」という名の存在経験の、著しく人間的な

テクストを織り出していくとしで61、その際のコトバによる意味分節の意味を、同時に存

在分節でもあり意識分節でもあるとしている。162つまり、コトバがある事物の存在を、そ

の意味において分節し、つくりだすと同時にく私〉の意識がく私〉の存在とともに分節さ

れ、つくりだされるのである。

　井筒は堅肥」について、『大乗起信論』に対する「存在論的」な「読み」から、まず次

のように述べている。

「分節jとは、字義どおり、切り分け、分割、区劃づけ、を意味する。区劃機能を行
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使するものは、この場合、コトバの意味。つまり、ここでいう「分節する」とは、本

源的に、需語意味的事態である。我々の実存意識の深層をトポスとして、そこに貯蔵

された無量無数の言語的分節単位それぞれの底に潜在する意味カルマ（＝長い歳月に

わたる歴史的変遷を通じて次第に形成されてきた意味の集積）の現象化志向性（＝す

なわち自己実現、自己顕現的志向性）に促されて、なんの割れ目も裂けRもない全一

的な「無物」空問の広がりの表面に、縦横無尽、多重多層の分割線が走り、無限数の

有意味的存在単位が、それぞれ自分独自の言語的符丁（篇名前）を負って現lllするこ

と、それが「分節」である。我々が経験世界（＝いわゆる現実）で出遇う事：物事象、

そしてそれを眺める我々自身も、全てはこのようにして生起した有意味的存在単位に

すぎない。存在現出のこの根源的：事態を、私は「意味分節・即・存在分節」という命

題の形に要約する。163

　このことは、コトバの意味分節機能による、絶対無分節の本源的非分節から分節態への、

非現象性から現象性への存在的次元転換という事態を意味している。164つまり、割れ目も

裂け目もない全一的な「無物」空間の広がりの表面に、言語の下意識的働きで、数限りな

い事物（篇意味分節区画、「封」）が現出してくるということである。｝65

井筒は、その「割れ囲も裂け馨もない全一的な『無物』空間」、存在、及び意識の形而上

的極限、世界現出の窮極の原点（ゼm・ポイント）を「真如」とし、言語的意味分節・存

在分節の世界としての現象界は166、「真如」自身の分節態に他ならないとしている。

そして、「真如」とは、存在論的に双面的であるという。167それは一方において「無」的・

「空」的な絶対的非顕現、他方においては「有」的・現象的自己顕現であるとされるもの

であるとし168、そのことについて次のように述べている。

填如」は（中略）、第一義的には、無限宇宙に充溢する存在エネルギー、存在発現

力、の無分割・不可分の全一態であって、本源的には絶対の「無」であり倥」（非

顕現）である。しかし、また逆に、F真如」以外には、世に一物も存在しない。填如」

は、およそ存在する事々物々、一切の事物の本体であって、乱平し流動して瞬時も止

まぬ経験的存在者の全てがそのまま現象顕現する次元での「真如」でもあるのである。

169
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もしそうでなければ、存在エネルギーの全一態としての真実在とか、そのエネルギー

の全顕現的奔出とかいうことは考え得られないであろう。1了。

「翼如」は、それ自体としては（すなわち形而k学の極処としては）絶対無分節であ

り、従って完全にコトバ以前（「離．二言説ノ相デDであるが、その下に拡がる言語的

意味分節・存在分節の世界（すなわち、内的・外的事物事象の現象界）と無関係では

ない。いや、無関係でないどころか、分節野州在野は、実は、隅から隅まで、根源的

無分節「真如」自身の分節態にほかならないのだ。この意味では、現象世界も填如」

以外のなにものでもないのである。171

　嘆如」の非現象態から現象態への次元転換を可能とするものは、コトバの「意味分節

機能」である。「名」があって、はじめて「無」が「有」になり、そこに、はじめてものが

出現し、「名づけ」がものを、正式に、存在の場に呼び出すということである。172つまり、

命名は意味分節行為であり173、「劇とは、言語的意味分節の「標識」174といえるものであ

るため、嘆如」とは「仮名」であるということになる。

なぜならば、「真如」とは「絶対無分節的な『形而上学的なるもの』」だからであり、そ

れは「真如と名づけられたとたんに真如なるものとして切り分けられ、他の一切から区

別されて、本来の無差別性、無限定性、全一性を失ってしまうからである。そのことつい

て井筒は次のように述べている。

全現象界のゼm・ポイントとしての「真如」は、文字どおり、表面的は、ただ一物の

影すらない存在の「無」の極処であるが、それはまた、反面、一切万物の非現実的、

不可視の本体であって、一切万物をうちに包蔵し、それ自体に内在する根源的・全：一

的意味によって、あらゆる存在者を現出させる可能性を秘めている。この意味で、そ

れは存在と意識のゼロ・ポイントであるとともに、同時に、存在分節と意識の現象的

自己顕現の原点、つまり世界現出の窮極の原点でもあるのだ。175

　「真如」における非現象態から現象態への次元転換は、（『起信論』において）「アラや識」

といわれる境位において実現されるものである。アラや識とは、「真如」の非現象態と現象

態とのあいだにあって、両者をつなぐ中間帯であり、その次元転換は、どちらの方位に向
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かうにせよ、このアラや識という中間地帯を通過しなければならないとされる。

それは、現象界が「真如」の本然性からの逸脱、我々の「妄念Jの所産とされるとき負

の価値付けを負い、「真如」それ惣体の存在展開、すなわち「真如」の自己分節の姿とされ

るとき正の価値付けを得るといえるものである。そのことから、それは「限りない妄象現

出の源泉（存在分節否定の立場）」であるとともに「『真如』の限りない自己開顕の始点（存

在分節肯定の立場）」として「和合識」とされるものである。IT6

井筒は、以上に述べたような「真如」の双面性ないし背反性を含むその全一性を表すた

　　　　　　　　　　
めに、次のような図　を提示している。

上段の半円（A領域）は、割れ目も裂け

霞もない一面のブランク・スペースで、言

詮不及の無分節態とされ、下段の半円（B

領域）は、無数の有意味的存在単位からな

る分節態とされる。つまり、A空間は絶書

絶慮の非現象における「真如」、B空間は現

象的存在界に展開した次元での真如という

ことである。

無
分
筋

奔
規
象

形
面
上

分
節
環
象
形
赫
々

全一的真如

A

図（全一的真如）177

Aとは、コトバにならないものであるとともに、心に思い描くことすらできない填如」

の形而上的極限を、無理に空閤的表象であらわしたものであり、Bは、言語と意識とが、「ア

ラや識」をトポスとしてかかわり合うことによって生起する流転生滅の事物の構成する形

而下的世界を表示する、とされる。178

　このことから、B領域のみの実在性を主張する立場においては、　B空間はたちまち『妄

念』の所産に転落する。つまり、B空聞は存在論的妄想の世界で、　A空間だけが『真（如）』

であるとされるのである。179それは、アラや識の双面性ないし背反性の一方における「限

りない妄象現出の源泉」18。という側面を意味している。

他方、B空間をA空間そのものの本然的自己分節の姿であり、A－B双面的な全体こそ、

全一的真実在としての「真如」であるとする立場においては、B空間は「妄念」の所産で

あることをやめ、環象的存在次元において現象的事物事象として働く真実在それ自体、つ

まり形而下的存在次元における「形而上的なるもの」ということになるとされる。181

そこで「真如」は、「妄心乱動ずる生滅流転の存在として機能しながら、その清浄な本性

をいささかも失うことはない」182とされるのである。それは、アラや識の、「真如］の限り
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ない自己開顕の始点という側面を意味しているといえる。183

　以上のことから、特にB空間をA空間そのものの自己分節態としてとらえる立場におい

ては、そこでなされる分節化は絶対的なものではなく、つねに新たな分節化へと開かれて

いるといえよう。なぜならば、前者の立場、つまりB空間は唯一実在する妄象の世界であ

り、A空間だけが平町」であるとする立場においては、分節化されて形成されたB空間

の根拠がA空間に置かれていないため、そこでなされる分節化が新たな分節化へと必ずし

も開かれているとはいえないからである。等時に、後者の立場においては、分節化されて

形成されたB空間の根拠が、その成立と：同時併存するA空間の存在に置かれているといえ

るからである。また、B空間においてなされた分節化は、無分節態としてのA空間をその

深みに潜在させているため、〈いま・ここ〉での分節態が絶対化されることはないと考え

るからである。

　したがって、B空間は、「存在分節と意識の現象的自己顕現の原点、つまり世界現出の原

点」という存在のゼロ・ポイントとしてのA空間をその深みに潜在させているのである。

そこでは、つねにくいま・ここ〉において形成された分節態は、新たな分節化へと開かれ

ているということができると考えられる。

　アラや識をその境位として実現される、「真如」における非現象態から現象態への次元転

換は、「言語的意味分節」184によるものであった。井筒によれば、そのときなされる「分節」

は、本性的に双面構造であるとされる。i85つまり、「言語的意味分節は、同時に存在分節で

もあり意識分節でもある」のである。そのことついて井筒は次のように述べている。

「分節」は本性的に双面構造である（申略）双面的、すなわち言語意味分節は、周時

に存在分節でもあり意識分飾でもある（中略）「忽然念起」、いっ、どこからともなく、

これという理由もなしに、突如として吹き起る風のように、こころの深層にかすかな

揺らぎが起り、「念」すなわちコトバの意味分節機能、が生起してくる、という。「念」

が起る、間髪を入れず千々に乱れ散る存在の分節が起り、現象世界が練乱と一ひらく。

意識分節と：存在分節との二重生起。186

井筒が「読み」の対象としていた『大乗平信論』においては、存在論は始めから意識論

的だったといえる。18了職」の介入しない「有」は、はじめから全くあり得ないというこ

とであり188、そこで存在と意識は共起するのである。したがって、そこでは存在と意識が
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ては存在の絶対無分節態であり、存在の平野

現態とされたように意識の絶対無分節態とな

り、意識の非顕現態となる。191それは「存在

のゼU・ポイント」に対する憶識のゼロ・

ポイント」であるとして、井筒は次のように

述べている。

重なり合い、両者は深く相互浸透することになる。魏

そのことから、井筒は、先の「真如」という「実在性の窮極態」を「心」とし、「真如」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユのの場合と同じように、その全一性を以下にあげる鴎　をもって示している。

　ここでは、A領域は、存在論的立場におい　　　　　　　　　　　　』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仏・　　心
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’じ　　　　　」

A
領
域
　
　
B
領
域 〃

衆
生
心

脚樹←図

心
真
如

心
生
滅

すなわち存在論の立場においては存在←「有」）の絶対無分節態（篇存在的「無」）

であったものが、意識論的には、その背後に、それを「無」の原初的境位に把持する

寂然不動の意識を想定せざるを得ないことになるのであって、これが、いわゆる意識

のゼロ・ポイントにほかならない。「無」意識！「無」の意識……（中略）すなわ

ち、存在のゼロ・ポイントを、意識のゼロ・ポイントとして、無的に意識することであ

る。192

　「無」意識とは、単に消極的に「無」であるのではなく、現象的「有1意識への限りな

き可能態としての「無」意識、すなわち、「勧分節に向う内的衡迫の緊張に満ちた意識の

「無」分節態であるとされている。193

恰度存在のゼロ・ポイントが、たんに一物もそこに存在しないという消極的状態では

なくてく確かに一物の影すらないが）、限りない存在分節の可能性を孕んだ「有」的

緊張の極限であったように。だからこそ、意識のゼU・ポイントとしての撫」意識

は、そのまま自己分節して「有」意識に転成するのだ。こうしてA領域の「無」は、

意識論的にもまたB領域の「有」に直結し、ここに「有」的分節意識の、複雑に錯綜

する現象的意識世界が出現する。194

以上のことから、我々の意識構造において、「有」意識、すなわち分節態の在りようは絶
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対的なものではない。それは「無」意識というゼロ・ポイントであるとともに、限りない

分節化の可能性を含む「有」的緊張の極処でもあるところを根拠として、つねにすでに、

コトバによる新たな分節化へと、すなわち存在＝意識の深みへと開かれている分舗態とい

えるものである。

　そのとき、コトバによって何らかの存在が分節されることは、言語意味分節とは存在分

節であると例時に意識分節であるため、それと同時に自らの意識が新たに分節化されるこ

とに他ならない。そこでは、そのようなZトバによる分節化がなされるたびに、〈私〉の

意識が新たに分下船されることになるといえる。その分節化は、意識・存在の深み（ゼロ・

ポイント）を根拠としてなされるものでもある。

　そのため、そこでく私〉は、何らかの存在を薪たに分節化するとき、それと同時に自ら

の意識を分節化することになり、そのときく私〉は、新たなく私〉として、その存在が自

らの深みから意識されることになるといえる。

先の丸山による意識の深みとは、井筒による唯識哲学に対する號みjにおいて「アラ

や識ないし「言語アラや識」とよばれる憶識下の場所」に相当するといえるものでも

ある。195

　この場合、その場所は「種子」という意識の表層における社会的鰹度としての書語のコ

ードに形式的に組み込まれていない浮動的な意味の貯蔵庫であり、また、経験的意識の地

平に出現するには至っていない、あるいは、まだ出現しきっていない「意味可能体」の貯

蔵庫のことである。196なお、アラや識とは、唯識派では「阿頼耶識（Slaya－v埆蝕a）」と

され、また、アー．ラヤとは「貯蔵庫、収蔵所」の意味であるとされる。そのことついて井

筒は次のように述べている。

はっきりした分節性をもたないコトバは、輪郭のはっきりした意味形象を生まない。

そこに生み出されるものは、せい迅・、漠然として曖昧な、輪郭のぼやけた意味、す

なわちr原基意味形成素1ないし一味可能体」である。ニトバとしては、要するに、

現勢佗を待つ意味的エネルギー群としてのみ存在する潜勢態のコトバと考えることが

できよう。（中略）「種子」（bエja）は（中略）このような意味的エネルギーの実体的形

象化にほかならない。197

言語アラや識は、半ば出来かけの、まだ一定の「名」をもたない、不定の意味を収蔵
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する場所であるばかりでなく、意味らしきものがほとんど全く分節されていない漠然

とした形で、始めて生れ出てくる場所でもある。要するに、すべて意味と呼ばれるも

のが誕生し生育する意識下の領域である。198

　アラや識とは、一方において、深層的：事態としての分節態、すなわち現象態の原点であ

ると同時に、他：方では「不生不滅」のものとしての無分節態、すなわち非現象態といえる

ものでもあり、その両者に跨る双面的ないし両義的な複合体とされるものである。199

　したがって、それは分節態一半分節態の中間地帯として、その両者の問をつなぐもので

あり、数限りない種子の貯蔵庫であると同時に、無一意識瓢無一存在としてのゼロ・ポイ

ントを包含するといえるものである。「種子」とは、未だはっきりとした形象をもたず、不

明確で曖昧なものとしての、「原基意味形成素」ないし憶味可能体」のことである。

その下位（無一意三編無一存在ともいえるそのゼロ・ポイントを包含する）におけるア

ラや識は、「形相的意味分節のトポス」と：して、存在界のあらゆるものを、その存在カテゴ

リー、ないし存在轡型の網羅的・全一的網目構造によって分節しているといえる。そのこ

とついて井筒は次のように述べている。

形相的意味分節、イデア的・吃語アプリオリ的」意味分節。存在界の一切が、そこ

ではすでに、予め全部分節されている。先験的に、十全に（ちなみにここで先験的と

いうのは、勿論、実存的・個的主体にとって先見的、ということであって、その意味

において、「アラや識」的意味分節は物干的であり形相的なのである）。かくて、全て

の形相的意味分節単位は、それぞれ存在カテゴリーであり、存在元型であって、「ア

ラや識」はそれら存在カテゴリー群の網羅的・全一的網目構造なのである。現象的存

在分節の根源的形態が、この先見的意味分節のシステムによって決定されているのだ，

環象的「有」の世界（B）の一切は、この門門的意味分節の網目を透過することによ

って次々に型どられていく。200

　それは、その自己形象化にはどうしてもこれでなくてはいけない、これだけだというき

まりがないとされるものである。2。1そのことついて井筒は次のように述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイプ
凹型」は、まさにその名のごとく、存在の原初的、つまりあらかじめ定められた型
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であり、人間の存在経験の様々な方向を前もって規定するものであって、その意味で

事物の「本質」ではあるが、この「本質」の自己形象化には、どうしてもこれでなく

てはいけない、これだけだというきまりがない。つまり、あらかじめ方向だけは決ま

っているけれど、それが具体的にどんなイマージュとして現われるかは誰にもわから

ないのだ。202

イデア的体質」という絶対的な根拠とは異なるものである現象界は、その似姿になっ

ていなければならないため、そのイマージュの現われには限りがあるとされるとともに、

そこではオリジナルに対するコピーという図式が厳密に設定されている。

　しかし、下下とは、「本質」ではあるが、深層意識に「想像的」イマージュとして自己を

開示する体質」であるとされるものであり203、自らのオリジンに対するコピーとして、

あるいは一対一に対応する指向対象を反映するというものではない。そのことについて井

筒は、本質とは存在を分節し、事物を類別する普遍的なものである204として次のように述

べている。

雷語によって無分節の「存在」が分節されて、存在者の世界が経験的に成立する。言

語以前から言語以後へ、「無名」から「有名」へ一一一「存在」の形而上的次元から形

而下的次元へのこの転換点に「本質」が出現する。換言すれば、Xが一定の・名を得る

ことによって、一定のものとして固定され凝固するためには、それをそのものとして

他の一切から識別させ、他の一切と矛盾律：的に（つまりXは非Xではないという形で）

対立させるような何か、つまりXの「本質」の認知あるいは「本質」の了解がなけれ

ばならないのだ。205

　「予州」とは、「深層意識に、『想像的』イマージュとして自己を開示する『本質』であ

る」といえる。このことから井筒は、「イマージュ形成のプロセスを離れて人間意識はあり

得ない。いわゆる意識の流れとは、要するに起滅する無数のイマージュの断続的連鎖であ

る」として、人間の意識の全体的なイマージュ生薗生について言及している。206

　イマージュとは、深層意識においてだけでなく、表層意識においても生みだされ、働い

ているとされる。そのとき、深層意識におけるイマージュは経験的世界の具体的事実から

遡雛して働くのに対し、表層意識におけるイマージュは経験的事物に密着した即物性を特
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徴とするとされる。207そのことについて井筒は次のように述べている。

いま目の前に一本の木が立っている。それを我々が木として認知し、そこに木「の意

識」が成立する。実在する木を現に見ている限り、木「の意識」の成立に参与するイ

マーuジュの働きは気付かれない。木から圏をそむけて、あるいは木の実在しない場所

で、我々の意識に木が現象する時、はじめて我々はそこに働く木のイマージュに気付

く。だが実は、我々がそれに気付こうと気付くまいと、外的世界に現在する木の事：実

性に支えられた木切意識jの形成過程にも、イマージ・・はちゃんと働いているのだ。

208

　このことは表層意識に働くイマージュのことであるといえる。それに対し、深層意識に

働くイマージュとは、経験的世界の事実性を離れた「想像的」イマージュとして、「意識と

存在の深み」から止めどなく湧出してくるとされるものである。2。9

　「元型」とは、深層意識に働く「想像的」イマ・一一一ジュとして、意識と存在の深みから立

ちあらわれ、それはある方向性をもってはいるものの、固定化された枠組みをもたずにた

ちあらわれる「本質」といえるものである。そのことついて井筒は次のように述べている。

個々の事物のかげに伏在する「根源形象（Urbllder）を、「想像的」イマージ・・体験

という形で我々に開示する働きが、深層意識にはある。要するに、「元型」とは、人

の深層意識領域に、根源的イマv・一一一ジュの形で自己を開示する本質なのである。210

　「想像的」イマージュ、つまり「三型」

イマージュは、井筒によって、次のような

構造において示されることになる。

　このモデルでは、Aが表層意識を、その

下は全部深層意識を表すとされる。深層意

識は、さらにB、C、及びMの三つの領域

に分けられる。そのうち、最下の一点は意

識のゼロ・ポイントを表し、それに続くC

は無意識の領域とされる。それは全体的に

謄
A

醗

B

C

構造図211
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無意識ではあるが、B領域に近付くにつれて次第に意識化への胎動を見せるとされるもの

でもある。

　構造上、C領域の一段上にあるBは、言語アラや識の領域である。井筒は、唯識哲学の

考えを借りつつ、それを意味的「種子」が「種子1特有の潜勢性において隠在する場所と

して表象するとし、「元型」成立の場所であるとしている。

　そのうえで、BとAとの問にひろがる中門（M）地帯が、「想像的」イマージュの場所で

あり、B領域で成立した「元型」は、このM領域で、様々なイマージュとして生起すると

される。

　以上の構造においては、深層意識におけるイマーージュ、すなわち「想像的」ないし「元

型」イマージュは、表層ないし外的な規制のもとに形成されるものではなく、自らの深み

の存在（＝意識）をその根拠として、M領域においてつくりだされ、動き戯れるものであ

るということができる。

　そこでは深層意識に働くイマージュが、その深みを根拠とする生成過程をも含めて肯定

されているため、そのような意識（の全体）にとっての存在世界の在りようは、表層意識

において成立しているものに限られることはない。そこでは表層意識における存在分節と

は全く異なる存在分節が成立しているということである。そのことついて井筒は次のよう

に述べている。

M領域では、全存在世界がそのまま一つの象徴体系をなす。我々がふだん、現実とい

う名の下に見慣れている存在世界が、そこでは、見慣れぬ姿で現われる。存在分節の

仕方そのものが違うからである。M領域における「想像的」イマージュ、特に「元型」

イマージュ、は存在を表層意識のそれとは全然別の原理で分節する。その原理を象徴

性と呼ぶなら、この分節は存在リアリティーそのものの象徴的分節である。経験的世

界で我々の出会う事物とは違った事物を、この象徴的分節は生み出す。経験的事物と

部分的には重なり合うが一（中略）、この世界にも、山もあり海もあり、花もある一

しかしそれらでさえ、本当は、経験的事物と同じ存在資格でそこにあるわけではない

のだ。そして、経験的事物とは存在資格を異にし、性質も違うそれらのものが、経験

的の事物とはまったく違った仕方で活動し、作用し合いながら、そこに独自の存在連

関を描き出していく。それが深層意識的世界像である。212
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我々が常識的に現実とか世界とか呼んでいるものは、表層意識（A）の見る世界であ

って、それが世界の唯一の現われ方ではない。深層意識にはそれ独特の、まったく別

の見方がある。深層意識の鐸には、表層意識を狼狽させるに足るような異様な形で、

存在世界が現出する。つまり、（中略）深層意識の存在分節が、表層意識のそれとは

全然違う、ということだ。そして、この、深層意識独特の存在分節の基礎単位が「元

型」イマージュである。意識の深層が組織的に拓かれた人々、しかもこれに積極的意

義を認める人々、にとっては、M領域において「元型」イマージュが描き出す図柄こ

そ、存在リアリティーの本源的、原初的分節構造を露呈するものなのである。213

　以上のことは、表層意識における存在分節と深層意識における存在分節とが別々に存在

しているということを意味しない。なぜならば、もしそうであるとすれば「元船」とは「イ

デア」に他ならないことになり、そこで表層と深層における存在分節の違いはありえない

ことになるからである。

　そこでは、表層と深層の在りようがそれぞれ実体化されてしまうために、その両者のあ

いだに相互浸透的な動きをみることができない。また、そこでは、深層意識の在りようを

根拠として、表層意識の在りようをも含めた動的な関係性にあるといえる全体が肯定され、

重層的に存在している。そのような意識の在りようは、その表層に固定化されたものでは

ないことになり、表層における分節化された分節態は、つねにそれとは異なる分節の在り

ようへと開かれたものとしてとらえ返すことができる。

　そこでは固定化された分節態はありえず、それらはすべて不断の解体一構築の過程に開

かれたものになる。したがって、明確に固定化された表層というものはなく、「想像的」な

いし「元型」イマージュの働く深層とのたえざる関係によって、不断に開かれたものとし

て、その存在が分節化されることになると考えられる。

　以上のことから、そこでは分節態と無分節態とが問時に成立しているということができ

る。そこでなされるあらゆる分野は、厳然と区画され、固定化されるものではなく、実体

的なものでもない。

なぜならば、そこでは、コトバによる分飾がなされ、仮にそれが表層化によって制度化

することになっても、それが自らの深みを根拠としてなされたものであるかぎり、「種子」

が瞬闇ごとに形姿を変えながら浮遊するという214、深みの存在が肯定されることになり、

したがって、表層化した分節態は、その深みへと降りることが可能であるといえるからで
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ある。

そこでは、コトバの表層構造も、アラや識それ自体の下平形態に他ならないものとして

とらえられるため215、そのようなコトバの（分節態＝無分節態という）重層的な在りよう

が保障されているところでは、分節化の璽層的な意味は絶対的なものではありえないとい

う柔軟な在りようが保障される。そのような分節化によって形成される分節態の深みには、

無分節態（無一意識＝無一存在）が潜在するといえる。

　したがって、そこでは、分節態と無分節態が綱時に成立するため、あらゆるものを存在

分節しながら、何ものをも存在分節しないという事態が立ち上がることになる。216そこで

は「想像的」イマージュの働きが保障されることになる。

　そのことから、あらゆる分節は、厳然と区画され固定化されるようなものではなく、実

体的なものでもない。つまり、そこでなされた分節化を唯一のものとして保障する（絶対

的な）根拠はない。そこで分節されたものは、「想像的」イマージュにおいて、柔軟に展開

されるといえるものである。

　そのような分節化は、第一次的なものとして、丸山のいうく言分けられた身〉の深みに

おいてなされるといえる。そこではく書分けられた身〉の深み、すなわちく身体の深み〉

が分節化されると同時に立ち上がるということができる。

　コトバによる分節化とは、井筒によって本性的に双面構造をなすものとして、そのつど

ごとに新たな存在＝意識をつくりだし、展開していくとされるものであった。そのことか

ら、〈言分けられた身〉の深み、すなわちく身体の深み〉が分節化されることは、そこで

の分節化は、第一次的なものとして、深層的な事態であるといえる。

そのため、そこで分節化されたものは固定化されることなく、「想像的」イマージュの働

きにおいて流動的に動き戯れるものであるということができる。そのことから、そこでは

く私〉の存在の根拠としての深みがコトバによって分節されることによって、「想像的」イ

マージュの働きにおいて柔軟に展開されながら、その存在が意識されることになる。

そのようなコトバによる分節化は、存在分節であると同時に意識分節であるため、〈身

体の深み〉で何らかの存在が分節されるということは、それに対応するく私〉の意識も同

時に分節されるということである。

そのことから、コトバによる分節化がなされるたびに、〈私〉もまた新たな存在（嵩意

識）として分節されることになる。それまでにはなかった分節化をその深みにおいてなし

えたものとしてのく私〉の分節化ということである。そこで〈私〉が、コトバによって何
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らかの存在を新たに分節化するというとき、それと同時に自らの意識を分節化することに

もなり、そのときく私〉は、新たなく私〉として、その存在が自らの深みから意識される

ということである。

　したがって、子どもたちのく身体性〉を働かせた活動においては、子ども個々のく私〉

の深みの意味は、コトバによって薪たに分節化されることによってつくりだされる、新た

なく私〉の存在性を意識するということにおいて、新たに立ち上がることになるといえる。
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2　分節化の過程としてのく意味〉の生成・展開の論理

（1）　「薫習」の意味

　「脚下」の論理の意味に基づいて、分節化すなわちく身体性〉によるく意味〉の生成・

展開の論理について考察する。

蕪習とは、「『アラや謝そのものを生起の場所とする作用・反作用の内的ドラマ」21了と

して、〈身体の深み〉、すなわちく肉〉において成立する深層的事態といえるものである。

したがって、惚ザリンド・クラウスによって提示された構造図の考え方が示す事項間の組

み合せの展開を、互いに影響関係にあるくもの〉同士の組み合せの展開という視点からと

らえ返す際に援用できるとともに、その展開の論理を考察するうえで示唆的なものである

と思われる。

　「蕪習」とは、『起信論』において「覚」（悟り）と、「不覚」（迷い）とのあいだを揺れ

動く実存意識、その流転（迷界の生起）・還滅（下界の開顕〉のプロセスの内的メカニズム

の構造的原理として考えられたものである。218

　「覚一不覚」とは、「心真如一心生滅」、すなわち「『起信論』的意識論」において提示さ

れた「心（一心）」（存在論では「真如」）における「A領域一B領域」という意識の形而上

学的構造上の区別を、個的実存意識の次元に反映し、個的実存意識の形で再現する「アラ

や識」の機能フィールドとされるものである。219

A領域としての「心真如」とは、「絶対無分節的、未現象的意識」のことであり、B領域

としての；心生滅」とは、瞬時も止まず起滅する有分節的、現象的意識のことである。

22。ｻれは「真」とされるA領域と、「妄」とされるB領域の仲問折衝地帯（M）」として

位置付けられる「アラや識」の、我々ひとりひとりの意識における二重の方向性を意味し

ているものである。221

　　　　コお
　この図　から、A←Mは「覚j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

繊鎌鷺　血も
の道」であるということ甑　　！

223ｻのうえで井筒は「覚」につい

て次のように述べている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図222
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「覚」の実存的野成のためには、何よりも先ず質的実存意識が、MからAの方向に進

んで、道の極限に達し、絶対無分節的噛性清浄心」（心真如の形而上的本体；引用

者注）そのものとの合一を体験すること（「離念」）が必要：である。それが撹」現成

の第一段。だが、それだけでは、「覚」はまだ完成しない。「自性清浄心」との合一を

体験した実存意識は、そのままひるがえってBの方向に向い、A・Bの両方を無潮ll

的に、全一的に、綜観する境地に達さなければならない。と言うよりも、むしろ、A

の道の窮極に閉することが、嗣時にそのままBへの道を極め、Bの真相を覚知するこ

とになるのでなければならない。そのような意識状態が実存的に現成したとき、それ

を「覚」というのである。224

アラや識とは、「真妄和合識」としてA、B両領域にわたるものである。そのことから、

そこで分節化されるB領域をAの自己分節態としてとらえるとき、A・B両領域を、その

まま本然的無差別性において覚知している状態にある状況225、それが「覚」とされる。そ

のことについて井筒は次のように述べている。

『起信論』の考想する「覚jは、全一的填如」（；「心」）の覚知、すなわちF法界

一相」的覚知であって、Aへの道を極めることが、そのままBの真相を把握するとい

うような形での、A・Bの門内的覚知でなくてはならない。現象界の中に生き、現象

界だけしか知らない人の実存的境位は、「不覚」の最たるものであって、そのような

人は、己の現に生きている現象界の真相を把握して、それを正しく位置づけることも

できないのである。226

　「不覚」とは、以上に述べたような「覚」の否定、すなわち「覚」に真正面から対立す

るとされるものである。井筒によれば、「不：覚」とは、根源的・第一次的「不覚」としての

「根本不覚」と派生的・第二次的「不覚」としての「枝末不覚」とに分けられることにな

る。「根本不覚」とは、撹」の否定としての「不覚」として、「無明」ともいわれる。その

ことついて井筒は次のように述べている。

「無明」の「明」字は、真理をありのままに瞥見する能力を意味する故に、「無明」

とは、当然、真理をありのまま（「如実」）に照門することができないことである。但
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し、真理とはいっても、ここでは漠然と抽象的な意味での真理でないことは言うまで

もない。そうではなくて、上来述べてきた「真如」←「心」）の真相を、全一的意識

野において覚照する能力がないこと、それがすなわち「無明」繍「根本不覚」なので

ある。（中略）「枝末不覚」は、いま述べた、填如」についての根本的無知の故に、「真

如」の覚知の中に認識論的主・客（自・他）の区別・対立を混入し、そこに生起する

環象的事象（冨現象的「有」の分節単位）を心の外に実在する客観的世界と考え、そ

れを心的主体が客観的対象として認識する、という形に構造化して把握する意識のあ

り方である。要するに、「根本不覚」の全体的支配の下で、人が「妄念」の所産であ

る外的世界を、真実在の世界と誤認して、その結果、限りない迷い（繍煩悩）の渦に

巻きこまれていく実存のあり方、それを「枝下不覚」というのである。227

　このことは、「不麹の、「自己」と分断された「自我」的事態、すなわち表層的事態を

意味しているといえよう。228そこでは自らの深みの存在を切り離し、隠蔽してしまってい

るために、分節化され、固定化されてしまう以前の流動的な分飾態の在りようが、固定化

された分節態に支配されているといえるのである。

深みにおける分節の在りようとは、「忽然念起」ということばで表されるものである。そ

のことついて井筒は次のように述べている。

「忽然念起」一いっ、どこからともなく、唐突に、心の深みに何かが動く。「念」

の起動。たちまち、そこにものが生起する。ただ忽然と、ものが現われるのだ。何か

が認識されるのではない。まだ主体も客体もない原初的状境だから、誰かが何かを意

識するということはない。ただ何かが生起するだけ。主客未分、認識以前、前認識的

状態である。229

　「薫習」とは、クラウスによって提示された構造図の考え方が示す事項間の組み合せの

展開を、互いに影響関係にあるくもの〉同士の組み合せの展開という視点からとらえ返す

際に援用できるといえるものである。

例えばA、Bが関係することによって生じる新たな項ないし関係について、「蕪習」とい

う影響関係からとらえ返すことができるといえるものである。井筒は次のように述べてい

る。
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いまここに、互いに対立する二つのもの一下りにa・bと呼んでおこう一があるとす

る。aとbとが一つの力の場で対立するということは、　aがbに対し、　bがaに対して

働きかける、力を及ぼす、ということに他ならない。いま仮りに、aが強勢、　bが弱

勢としよう。両者の相互関係性において、当然、aは積極的にbに働きかける。つま

り、強い方からエネルギーが弱い方に向って流れていく、そして、その結果、bの内

部にひそかな変質が現われ始め、bの性質は次第次第にaの性質に近付いていく。こ

のような現象が起るとき、それを「薫習」と呼ぶのだ。230

　「薫習」を、先の『皆労論』の文脈からとらえ返すと、そこでは、填如」と「無明」と

が、対立関係にある二項（A・B）として位置づけられることになる。ただし、先の「覚

一不覚」に関して述べたことからも明らかなように、「真如」・「無明」とは、形而上学の次

元におけるものではない。

なぜならば、「形而上学の次元では、『真如』・『無明』間の相互影響などとは生起しよう

がない231」からである。「真如」（A）・「無明」（B）とは、「現象的『有』の存在次元にお

ける人間個人の実存のあり方に関わる事態」である。そのことついて井筒は次のように述

べている。

言い換えれば、この場合、aとbとは互いに離れて別々に外在的に存立し対峙してい

る二要素ではなくて、嗣じ一個の人間の実存の意識野の内的対立要素、つまり一個人

の「アラや識自体の二側面なのであって、a・b間の相互「蕪習」は、岡一のFアラ

や識」そのものを生起の場駈とする作用・反作用の内的ドラマなのである。232

A・B間に相互「薫習」関係があるため、戦勢」と構時に、磁薫習」の関係が成立す

るといえることになる。そこでは、「能薫」と「下平」の関係が固定することなく、柔軟に

交替することができる。

　ここでAを「薫習」する側を能薫」、Bを「呪物」される側、すなわち箔押として考え

てみる。そのとき（『起信管』においては）A・Bは、互いに互いの位置（役割）を替える

ことなく、また、そのまま同じものとしてありっづけるのではなく、それぞれ自由に互い

の位置を替えられるのである。そのことついて井筒は次のように述べている。
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具体的に言うと、「真如」が「能薫」、「無下が斬蕪」とはさまっていない。「無明」

が「能平」となり、「真如」がf所蕪」となることもある。（中略）『下野論』では（中

略）、「真如」も「無明」も、それぞれが、「能軸となり「所勲となる。換言すれ

ば、aとbとのあいだに、「能・所」交替の無碍自在な記号的流動性が成立するものと

考えられている。233

対立する二項問の関係によって展開される関係は、もとのこ物間の関係も含め、一方向

的に限定された影響関係によるものではなく、絶えず交替することができるものとして、

柔軟な関係性において展開されていくものである。

AとBという互いに異なる二つのくもの〉があり、その組み合せから分節化によって新

しい何ものか、すなわちCがっくりだされる場合を想定したとき、Cは「A→B」という

関係によってつくりだされるものとする。なお「A→Bjというのは、　Cがっくりだされ

る際、AがBに強く影響を及ぼしたということを意味しており、その関係を薫習の関係と

いう。

次に、つくりだされたCが、正順に進んでDをつくりだすのではなく、「生起すると同時

に反転して自己の原点」　234であるAへと関係していく場合を想定し、「A←C」という関係

における新たな分節化によってつくりだされるものがDとなる。

そのとき「A←C」という関係を逆薫習の関係とする。「A→B」の蕪習関係によってつ

くりだされたCが、Aに逆薫習しょうとするとき、実体的にみればAは存在しない。しか

し、Aは、そのようにしてあるのではなく、「A→B！においてCをつくりだすことによ

って、逆にCから、それをつくりだしたものとして関係付けられるものである。

そのことは、クラウスによって提案された構造図の考え方からとらえ返すことによって

明らかになる。

Aと：Bという互いに異なる二つのくもの〉が、「A＋Bjとして組み合せられてCがっく

りだされるという場合、そのC（瓢A＋B）の生成は、そのと：きに生成される可能性をもち

ながら生成されることのなかった他の可能性のある組み合せ（非A＋非B、非A＋B、A

＋非B）との関係によって保障されている、多義・多様な展開の可能性を潜在的に含んで

いるといえるものである。岡岬のことは、Cに他のくもの〉が組み合せられてDがっくり

だされるという場合にも該当し、さらに複雑な関係性の網の目を形成していくことになる。
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そのことから、何らかの新しい〈もの〉、例えばCがっくりだされるという場合、それ

をつくりだすことになった元のくもの〉、すなわちA、Bと、そのくもの〉岡士において

結ばれはしたものの、実現されることのなかった諸関係は、実現された〈もの〉の深層に

可能性として潜在化しているということができると思われる。したがって、上記の薫習（な

いし逆薫習）におけるAも、例えばAのような在り方で存在するものとしてとらえること

ができる。

　「蕪習」とは、前項において述べたアラや識の深層的事態においてとらえられるもので

もある。井筒は、唯識哲学に対する「読み」から、「書語アラや識」を、次のようにとらえ

返している。

およそ人間の経験は、いかなるものであれ一言語的行為であろうと、非言語的行為

であろうと、すなわち、自分が発した言葉、耳で聞いた他人の言葉、身体的動作、心

の動き、などの別なく一必ず意識の深みに影を落として消えていく。たとえ、それ

自体としては、どんなに些細で、取るに足りないものであっても、痕跡だけは必ず残

す。内的、外的に人が経験したことがあとに残していくすべての痕跡が、アラや識を、

いわゆるカルマの集積の場所となす。そしてカルマ痕跡は、その場で直ちに、あるい

は時間をかけて次第に、意味の「種子」に変る。この段階におけるアラや識を、特に

「言語アラや識」と、私は呼びたいのである。235

そのようなカルマ痕跡が「種子」に変成する過程を「薫習（二階）」とするのである。236

噂習」とは、行為が人の心の無意識の深みにそっと残していく印象を、移り香にたとえ

たものであり、そのプロセスはアラや識内で不断に続いていくとされる237。そのことつい

て井筒は次のように述べている。

人が、内的に外的に、絶えず何かを経験する、その一つ一つの印象が、無意識的に心

を染めていく、丁度、香のかおりが、知らず知らず、衣に薫きこめられていくように。

人間の経験の一片一片は、必ず心の奥に意味の匂いを残さないではいない。意識深層

に薫きこめられた匂いは、「意味可能体」を生む。その一つ一つを「種子」と呼ぶの

だ。こうして生まれた「種子」は、潜在的意味の形で言語アラや識のなかに貯えられ、

条件がととのえば、顕在的意味形象となって意識表層に浮び上ってくる。そして、こ
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の経験そのものが、またアラや識を「薫習」して、新しい「種子」を生む。このよう

に、経験は、「種子」を生み、「種子」は新たな経験を触癸して、尽きるところを知ら

ない。そればかりか、必要かつ十分な条件が得られずに、いつまでも表層意識領域に

出てくることができない「種子」も、潜在状態のままで、書語アラや識内部で、別の

「種子」を「薫習」し、生み出していく。238

　そこでは何らかの行為（経験）が表層的事態として実現されるたびに、アラや肝内にカ

ルマ痕跡が集積し、それが意識深層的事態として「薫きこめられ」て、「意味可能体」すな

わち「種子」を生む。「種子」とは、我々に新たな行為（経験）を実現することを促す。

　そのようにして実現された行為は、我々の意識の深みにカルマ痕跡を残し、その集積の

場としてのアラや識を「薫習（薫習）」することによって新たな「種子」を生み、さらに、

行為（経験）がアラや識を「薫習」して新たな「種子」を生み、そして、その「種子」が

新たな行為（経験）を触発し、生み出すというプUセスがとどまることなく続いていくと

いえる。

　そこでの深層をく内〉とし、表層をく外〉とすれば、〈内〉（深層）とく外〉（表層）

の動きが連動し、絡み合って、展開されているといえる。そこでの行為とは、意識の深み

を根拠として立ち上がるものであり、嗣時に、意識の深みをかたちづくるものであるとい

える。

　また、〈内〉（深層）とく外〉（表層）とのとどまることのない相互関係（ないし相互

作用）の展開としての「薫習」の関係により、その当のく内〉とく外〉とが、そのつどご

とに形成されていくといえる。そこでく内〉とく外〉、すなわち深みと表層とは分断され

てはおらず、互いに動的にかかわり合いながら、「薫習」の関係においてそのつど互いを形

成し、展開していると考えられる。

　このことから、子どもたちは、〈もの〉やく他者〉との「薫習」としてのかかわり合い

において、嗣時に自らの深みと表層とを互いにかかわり合わせて、新しい〈意味〉ととも

に新しい〈私〉をつくり、つくりかえていると考えることができる。

（2）門飾化の過程としてのく意味〉の生成・展開

①存在と意識の分節

分節化とは、コトバによる次元転換（現象態から非現象態へ）である。それは、同時に
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存在分節＝意識分節でもあり、その存在が新たに分節されく私〉によって意識されるくも

の〉の、〈私〉にとっての（特有の）在りようをつくりだすことでもある。それはく私〉

にとってのエmスであり、〈意味〉とは、そのようなものとしてとらえることができる。

そこでなされる分節化とは深層的事態としてく私〉の（〈身体性〉一〈意識〉の）深みに

おけるものである。

そのようにして分節化され存在＝意識されるようになった時点において、〈私〉とその

くもの〉との関係は特有のものであるということができる。つまり、〈私〉のく生〉に関

与的なもの、すなわち〈私〉のく感じ・考え・行為〉におけるエnスとして、そのくもの

〉は新たに分節化されたと考えられるため、そこに立ちあらわれてくる関係性は、そのと

きのく私〉とそのくもの〉のあいだに特有のものであるということができると考える。

そのような分節化によってつくりだされたものは、深層意識の領域において、「想像的」

イマージュとして動き戯れ、交替されたり、置き換えられたりしながら固定化することな

く、独特の存在世界を織り換え（変え）ていくことになる。

それは未だ固定化されてはいないが分節化されており、絶えず反転したり、置き換えら

れたりして、動き戯れているといえるものである。その分節世界は、少なくとも分節化さ

れた何ものかが、その動きにおいて織りなすく意味〉世界であるということができる。

その世界は、絶えずそこでなされる存在瓢意識分節の在りようが解体一構築の過程とい

う新たなく意味〉の生成の在りようの申に位置付けられ、保障された世界であると考えら

れる。

　したがって、そこでなされる存在世界の織り換えは、〈意味〉世界の織り換えであると

ともに、それはく意味〉の生成・展開の不断の過程であるということができる。そのこと

は、先の存在分節謹意識分節ということからとらえ返せば、〈私〉の生成・展開の不断の

過程ということもできる。そこでなされる存在（；意識）世界の織り換えとは、表層にお

ける存在（＝意識）世界をも含みこんだうえでの、不断の存在（凱意識）世界の織り換え

（変え）ということでもある。

その織り換え（生成と展開）のく場〉（根拠：根源的な場）は、〈身体の深み〉、また、

〈言分けられた身〉の深み、すなわちくカオス〉ということができる。その織り換えとは、

不断のく言分け〉でもあると考えることができ、そこでく意味〉の生成・展開とは、〈私

〉の存在の根拠であるく身体の深み〉から起るものであるということができる。

その分節化には、「薫習」というプロセスが関与してくる。つまり、三門する二項の関係

237



問における、不断の能蕪一所薫の交替による相互分節化ということであり、そこでは一方

向的な影響関係の下における分節化ではなく、相互に交替可能な影響関係における分節化

のプロセスが展開されることになる。

そのひとつひとつの過程において実現される分節態には、無分節態が潜在していること

になるため、その分節の在りようは必然的に多様性へと開かれていくことになる。そのよ

うな「薫習」のプmセスは、我々の行為（経験）を、その深みから立ち上がってくる（か

けがえのない）ものとして、アラや識との相互的な影響関係のなかに、その成り立ちと展

開の在りようをも含めて位置付ける。そのことからも、〈意味〉の生成・展開とは、その

深みの在りように根拠付けられたものとして、そのく場〉やく状況〉におけるく私〉に特

有のものであるということができる。

分節化とは、コトバによる次元転換であり、アラや識を境位とするコトバの働きによる、

存在の非現象態から現象態への次元転換ということである。そのような、アラや識を境位

とするコトバの働きによる次元転換（現象態から非現象態へ）全体を肯定する立場におい

ては、分節態の在りよう、つまり、分節化によってっくりだされた存在は絶対的なものと

されることはない。

　なぜならば、現象態の在りようを、非現象態の自己分節態としてとらえる立場において、

その分節化された現象態の在りようは、分節化以前の非現象態の在りようを根拠として成

立するため、そこでなされる分節化は絶対化されることはないからである。

そこでなされる分節化、すなわち存在分節は絶対的なものではなく、つねにすでに新た

な分節化へと開かれているといえるものである。アラや識についての双面的・背反的な理

解に基づいていえば、分節が実現されるに際し、それと同時に無分節態がそれに潜在する

ことになる。そのようにして実現された分節態、すなわち表層において実現された分節態

は、アラや識それ自体の外甥形態（自己顕現）に他ならないとされる。

　井筒はそのことについて、アラや識の深層を意識の深層においてとらえ返し、浮動する

「意味可能体」の在りようから次のように述べている。

このような観点から見られたアラや識は、明らかに、一種の「内的言語」あるいはf深

層言語」である。辞書に記載された形での語の意味に固形化する以前の、多数の「意

味可能体」が、下意識の闇の中に浮遊している。芳平たる夜の闇のなかに点滅する無

数の灯火にでも耀えようか。現われては消え、消えては現われる数限りない「意味可
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能体」が、結び合い、溶け合い、またほぐれっっ、瞬間ごとに形姿を変えるダイナミ

ックな意味連関の全体像を描き続ける。深層意識内に浮動するこの意味連関の全体が、

日常的意識の表面には働く「外部言語」の意味構造を、いわば下から支えている。我々

の経験的幌実」の奥深いところでは、「意味可能体」の、このような遊動的メカニ

ズムが、常に働いているのである。239

　アラや識を境位とするコトバによる分節化とは、第一次的なものとして深層的な事態で

あるとともに、本性的に双面構造をなすとされるものでもあり、その深みにおいてなされ

る、その深みを根拠とした存在勢州であると同時に意識分節でもある。

そのことから、何らかの存在を分節化することとは、それに対応するく私〉の意識を、

その深みにおいて分節化して新たにあるようにすることである。そこでは、コトバによっ

て新たな分節化がなされるそのつどごとに、〈私〉もまた新たな存在として分節され、意

識されることになると考えられる。

それは、それまでにはなかった焼酒化をその深みにおいてなしたものとしてのく私〉の

分図化ということである。そのことから、〈意味〉とは、そのつどごとの場や状況におい

て分節化され、その存在が、それとともに分節化されて新たに存在（＝意識）するように

なったく私〉によって、意識されることになったものの、〈私〉にとっての在りよう（そ

のときに立ちあらわれた関係、特有性）、すなわちエロス的なものであるということができ

る。それは、そのつどごとの分節化によるものであり、絶対的なものではない。

　以上のような、その場や状況における分節化によってつくりだされるもの（例えばA＋

BによるC、C＋DによるE、…）の意味を、井筒による分節の論理に基づいてとらえ返

すならば、それはく私一生〉の深みに新たな分節線が画されることによって、新たな〈私

一生〉とともにその深みから生成され、その存在が意識されるようになったくもの〉の特

有の在りようであるといえよう。

　その各々の分節化に際しては、その深層に多義・多様な展開の可能性が潜在化させられ

ていることになることから、〈見え〉において実現されるく意味〉をとらえ返すと、それ

はくもの〉ないし〈世界〉、〈他者〉のく見え〉とのく肉〉による関係性とコトバによっ

て分節化され、その場や状況におけるく私〉とともに、その深みから、更新され展開され

る可能性を含みつつ、つくりだされ、その存在が意識されるようになった特有のものであ

るということになる。
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　したがって、〈意味〉とは、子どもたちが展開する造形的な活動の過程におけるく肉〉

の関係性において、その場や状況での子どもひとりひとりのく私〉の存在（意識）ととも

に、〈身体の深み〉から、相互作用的に関係し合うなどして、変更可能なものとしてつく

りだされる特有のエロス的なものであるということができる。

　以上のことと併せて、「薫習」（ないし「逆窯習Dの過程のアラや識的な考え方に基づけ

ば、それは双面的な分節化の過程であるため、そこに分節態と無分節態の同時併存的な在

りようをみることができるといえる。そのことから、「薫習」（ないし「逆蕪習」）の各過程

においてなされる分節化は、いずれも実体的なものとして固定化されるようなものではな

いということができる。したがって、先のモデルにおける組み合せ（分節化）の各過程で

は、実現された相と、実現されなかった相との岡時併存的事態をみることができる。その

ことは必然的に、組み合せがなされる場や状況の、実現された相には収まりきらない（潜

在的な）多義・多様性を保障するものであるということになる。

そして、「薫習」においてなされるものはコトバによる分節化に他ならないため、そこで

は「薫習」がなされるそのつどごとに、新しい存在が、それに対応する新しいく私〉によ

って意識され、〈意味〉として価値付けられることになる。

それは「能薫一所蕪」の交替において相互分節化の過程に開かれることになるため、そ

こでなされる分節化は絶対的なものではないということに加え、その相互間において一方

向化することなく、絶えず相互に反転しながら展開していくことになる。したがって、そ

れはく私〉とくもの〉との相互作用、ないしく私〉にとってのくもの〉とくもの〉のあい

だの相互作用において実現されるものであると考えられるとともに、〈私〉とく他者〉（他

の〈私〉）との相互関係（相互行為）においても実現されるものであると考えられる。

　このことから、分節化とは、子ども個々の存在の根拠としてのく身体の深み〉において、

〈もの〉やく他者〉とのかかわり合いにおいてなされる新たな〈意味〉とく私〉の存在・＝

意識の、とどまることのないつくり、つくりかえのことであるといえる。

②「深層的」イマージュ

　「凹型」とは「深層的」イマージュとしての「本質」といえるものであり、「本質」とは、

ある方向性をもってはいるものの、それに基づく顕現形態は何ら制限を受けず、固定的な

ものではない。「深層的」イマージュとは、表層のイマージュとは異なり、特定の一対一に

対応する指向対象的なるものをもたないため、表層的に固定化されることなく、絶えず浮
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糊し、動き戯れることができるものである。

それが動き戯れるところは、前項において掲載した憶識構造」のモデルにおける深層、

すなわちM領域である。そのような、「深層的」イマ・一・…ジュとは、自らの存在（意識の深み）

を根拠として、コトバによる第一次分節によってつくりだされるものであり、そこにつく

りだされることになる存在世界は、表層的に固定化されたそれとは異なり、柔軟に動き戯

れるものであるということができる。とはいえ、それは実体として、表層のイマージュと

対立的にあるものではない。

　「深層的」イマージュとは、表層のそれに潜在し、その深みにおいて浮動し、動き戯れ

ているといえるものである。つまり、表層と深層のあいだには、乗り越えがたい境界線が

あるのではない。もしそのような境界があるとすれば、その両者は相互に関係することが

できず、表層における分節の在りようが絶対的なものではないということや、組み替え可

能であるということは成り立たない。

　その両者は、相互浸透的に今時併存してあるからこそ、表層から深層へと、その存在世

界の異なる意識へと降りていき、表層の在りようを組み替えることができると考えられる。

「深層的」イマージュとは、そのような組み替えを可能とする働きをもつものであり、そ

こにく身体性〉の働き（意味）をく読む〉ことができるといえる。

なぜならば、存在（意識の深み）は、〈生〉の多様性へと開かれたところであるといえ

るからである。したがって、そこで形成されることになるあらゆる関係性は、柔軟なもの

として、「想像的」イマージュ（「深層的］イマージュ）の働きにおいて、絶えず新たな関

係性を生み出し、組み替えられたり、置き換えられたりしながら、新たな関係性へと開か

れているといえる。

　そして、深みにおいてなされる分飾は第一次的なものとしてとらえらえれることになる。

なぜならば、丸山によるく言分けられた身〉にも明らかなように、存在喚起機能を第一と

するコトバによってなされる第一次的な分節は、そのく身〉、すなわち〈言分けられた身

〉のくカオス〉の生まれる深みにおいてなされるものだからである。

　〈書分けられた身〉とは、市川町によるく身〉の概念に基づいてつくられたものである。

それは二元論的に分断されてとらえられた身体概念；ではなく、コトバと身体、また文化と

自然との相互浸透、そして表層と深層との相互浸透においてとらえられた身体概念；である

といえるものである。それはメルm＝ポンティのいう〈受縛した主体〉、すなわちく身体

性〉の意味と同義である。
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なぜならば、〈受肉した主体〉ないしく身体性〉とは、統合されたものとして、つねに

すでに文化化された自然であるとともに、自然に基づいて実現された文化であり、両者は

切りはなしてとらえることのできない相互に深く浸透したものと考えられるからである。

また、それは表層（人称的）と深層（非人称的）の重層的な構造にあるといえる両義的（重

層的）なものでもあるからである。

丸山も、コトバの本質的な両義性（重層性）に基づき、人間存在の本質的な両義性（重

層性）に言及している。コトバとは、非在の現前化という根源的な分節化の働きにおいて、

汐時にコードなき差異であるとともに、コード化された差異であるものとして、我々人間

の意識を、その表層と深層との同時併存的なあり方によってかたちづくるといえるもので

ある。

表層においては、コトバ（イマージュ）に一対一に対応する指向対象（事物）が形成さ

れるため、世界の在りようは一様化されているのに対し、深層においては、コトバ（イマ

ージュ）に対して、そのような一対一に対応するような指向対象（事物）が形成されるこ

とはない。それらは互いに実体としてあるようなものではなく、互いに相互浸透的である

ため、表層の世界像は絶対化されることなく、その深層との動的な関係性において、絶え

ず組み替えられる可能性において成立している。

以上のことから、「深層的」イマージュとは、「元型」ではあるが、その顕現の在りよう

は特定化されていない、本来的にコードなき差異ともいえるものとして、コトバの第一次

的な働きによってっくりだされるものである。

その生成の〈場〉としてのく身体の深み〉とは、その表層の在りようを根拠付けるそれ

と相互浸透するといえるものであるため、そこで実現された分節態は、つねに「深層的」

イマージュの働きにおいてつくりかえられる可能性をもつものであるということができる。

そこでコトバはイマージュとして働き、深層においては想像的イマージュとして動き戯れ、

絶えず新たな関係をつくりだし、展開していると考えられる。

　したがって、子ども個々の〈私一生〉の存在性を根拠付ける〈身体の深み〉においては、

固定化されることのない’イマージュとしてのコトバが動き戯れ、とどまることなく新しい

〈意味〉が、新しいく私〉とともにつくりだされ展開されていると考えることができる。

③「蕪習」のプロセスにおける分節化

　「薫習」とは、アラや識をトポスとする作用・反作用のドラマのこととされるものであ
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る。ここまで、そのことを踏まえたうえで、それを一般化し、クラウスによって提案され

た構造図の考え方に基づき、対立する二項間の影響関係によって展開される相互分節化に

おけるく意味〉生成の過程としてとらえ返した。そこで形成されるその影響関係は一方向

的なものに限定されたものではなく、絶えず交替することのできるものであるといえる。

それは、能薫と所薫が、絶えず転換するものとして、「薫習」の影響関係をとらえ、一般

論のレヴェルにおいて、分節化（ないし組み合せ）における展開の論理をとらえようとす

るものである。例えばAとBとの組み合せにおいて、どちらかが強勢となり、他方に「蕪

習」していくとともに、その関係は必ずしも一方向的なものに固定されることなく強勢が

反転し、「私子」の関係が逆転することもありうるということである。

そのようにして分粒化は展開し、新たなく意殊〉をつくりだしていくことになる。その

ことは「逆薫習」の過程において示されることでもある。つまり、「薫習」という相互影響

関係ないし相互分節化関係とは、その展開に際して一方向的に固定化されたものではない。

そのようにしてなされていく「蕪習」（ないし「逆薫習」）の各過程における分節化は、

実体的なものとして固定化されるものではないということができる。その分節化の各過程

においては、実現された相と、実現されなかった相との岡時併存的事態をみることができ、

そのことは必然的に、組み合せがなされる場や状況の、実現された相には収まりきらない

潜在的な多義・多様性を保障するのである。

　したがって、「時習」の各過程における影響関係は、仮に一方向的なものにみえるとして

も、そのことによって実現される分節態は絶対的なものではない。それは、その意味にお

いても組み替えが可能なものとして考えることができるものである。

また、「蕪習」とは、「行為（ないし経験）」との関係においてとらえ返すことができるも

のでもある。そこでは何らかの行為（経験）が、表層的事態として実現されるたびに、ア

ラや識内にカルマ痕跡が集積し、それが意識深層的事態として「薫きこめられ」、「意味可

能体」すなわち「種子」を生む。

　そして、「種子」は、我々に新たな行為（経験）を実現することを促し、そのようにして

実現された行為は、我々の意識の深みにカルマ痕跡を残し、その集積の場としてのアラや

識を「薫習」することによって、新たな「種子」を生むことになる。行為（経験）がアラ

や識を「薫習」して新たな「種子」を生み、「種子」が新たな行為（経験）を触発し、生み

出すというプロセスがとどまることなく続いていく。

　そのことから、そこではく内〉（深層）とく外〉（表層）の動きが連動し、絡み合って、
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展開されていく。そこでの行為（経験）とは、意識の深みを根拠として立ち上がるもので

あり、一時にそれは、意識の深みをかたちづくるものである。

　したがって、〈内〉（深層）とく外〉（表層）とのとどまることのない相互関係（ない

し相互作用）の展開により、すなわち「薫習」の関係により、その当のく内〉とく外〉と

が、そのつどごとに形成されていくものと考えられる。そこではく内〉とく外〉、すなわ

ち深みと表層とは分断されておらず、互いに動的にかかわり合いながら、「旧習」の関係に

おいてそのつど互いを形成し、展開しているものと考えることができる。

そのことから、〈実現されたもの一実現されなかったもの〉と、行為（経験）との「蕪

習」関係について考えてみることにする。

井筒のく読み〉による唯識哲学の論理において意識の深層領域とされ、さらに井筒によ

って「言語アラや識とされる場においては、「種子」同士の「薫習」ということもありう

るのであり、それが新たなく意味〉を実現させることもある。

　「種子」によって触発されて実現される行為（経験）とは、何か（〈意味〉）を生みだ

すものとして考えられるが、行為すること自体が、「言語アラや識の場においては、実現

（表層化とでもいうべきか）されることによって「種子」を実現ないしく意味〉化するも

のといえる。そのことによって、その深み、すなわちアラや識を「蕪習」し、新たな「種

子」を生み、それがまた新たな行為を実現させることにつながっていく。

その深み、すなわちアラや識においては、他の「種子」が実現されてしまったために、

そのときには実現されなかった当の「種子」は、さらにその他の実現されなかった「種子」

とのあいだに「蕪習」関係をつくり、不断につくりかえているといえる。行為（経験）は、

「種子」を実現（〈意味〉化）し、そのこと自体、今度はアラや識を「薫習」し、新たな

「種子」を生むことにつながる。

　そこには何らかの行為（経験）において実現されることのなかった「種子」嗣子の嘆

習」関係もあるため、そのことに基づく新たな行為（経験）において実現される「種子」

もあり、したがって、そこでは実現された「種子」と実現されなかった「種子」、そして、

行為（経験）とのあいだには密接な関係があるといえる。

　クラウスの論理に基づく展開の論理においていえば、A＋Bという（実現された）行為

（経験）、及びA＋Bという行為によってっくりだされたくもの〉、すなわちCから「蕪習」

ないし「逆蕪習」として働きかけられることによって、他の潜在する組み台せは、そのと

きには実現されなくとも、次に実現されうる可能性をもっことになると考えられる。
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また、Cを生みだすもととなったAは「種子」として、他の未だ実現されていない、潜

在する別の項（「種子」）に働きかける（「蕪習」する）ことによって、次の新たな行為（経

験）を触発することになる。

そのことから、実現されなかったくもの〉は、単に切り捨てられてしまうのではなく、

実現されたくもの〉とその深みにおいて、「蕪習」的に関係しており、そのことによって実

現された〈もの〉に厚みを増し、より多様なく私一生〉による〈意味〉の生成・展開を可

能にしていると考えることができる。なお、そのときいわれるく意味〉とは、そのつどご

とのく私一生〉に特有のもの、すなわちエロス的なものに他ならない。

そして、そのことから、子どもたちは、〈身体の深み〉において、潜在化しているくも

の〉などとのより多様なかかわり合いから、新しいく私一生〉によるくエロス〉としての

く意味〉を生成・展開していると考えることができる。
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第3節　子どもの造形的な活動の実践場面

1　実践分析

（1）実践例

　〈身体性〉の意味に基づくく意味〉の生成・展開の論理を、小学校2年生あ学習活動240

において男子Aさん（以下A）が展開する活動の一場面を通して、具体的な実践場面での

子どもの行為の在りようからとらえ返してみることにする。

学習活動は、ギゆめのかたちってなんだろう～ぼく・わたしのゆめのかたち～」として、

2時間にわたって行なわれた。対象となるクラスは、男子8名、女子10名、計18名であ

った。学習活動の場は学校の中庭であり、そこには数多くの流木や貝、石などの材料が準

備されていた。

　子どもたちは、それらの材料との出会いから活動を始め、それらを見たり、選んだり、

ならべたり、つないだりしながらそれぞれに活動を展開していた。以下ではAの活動をと

りあげ考察することにする。

①Aは、流木や貝、石などの材料が置いてあるところで、ある材料を手にとって見ては

元に戻したり、他の材料を手にとって見ては元に戻したりしながら活動していた。

　このようにAは、数多くの材料のなかから、小さな貝を選び、耳にあてたり、耳にくっ

つけたりして、それを隣…にいた友だちに見せたり、また、流木をいくつか選び、それらを

組み合せたり、さらに切ったりして組み合せたりしながら、何ものかをつくりだしていた。

②　そして、材料置き場からすこし離れたところにいた男子Bさん（以下B）のところへ

行き、「何かつくってるの？」と話し掛け、「つくってるよ、来て」と応えるBから、彼の

活動の場へと連れていってもらい、そこでBがっくっているものを見て、「それどうすん

の？」（A）「これつくって何かするの」（A）「何か？くっつけるとか」（A）「だからくっ

つけようとしてんだよ」（B）とやりとりが行われ、そのうえで「おれもやろ」とAは応え、

そのことに「おしえてやろか、やりかた」とBも応えている。

　Aは、Bのところへ行き、　Bが員の内面に色を塗ってつくりだしたくもの〉を見て、　B

の脇にしゃがみ込み、自分も同じようにやり始めた。Bは、貝の内側に色を塗ったときの

方法をAに話し、Aはそれに従って貝の内側に色を塗っていった。

　また、Bは、色を塗った貝の内側を木屑で擦ったことをAに話し、　Aは、そのように色

を塗った貝の内側を木屑で擦っていった。そしてAは、fこんなんなったよ］と言って、そ
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の擦った木屑と貝の内側をBに見せ、そのことをうけてBもAに見せたり、擦ったりして

いた。

（2）実践分析

　以上のAの活動の展開に関して次のことがいえる。

①　材料置き場におけるAの行為を、〈見え〉の生成・展瀾としてのく意味〉の生成・展

開という視点からとらえてみることにする。

本章の第1節において述べたように、〈見え〉とは、〈肉〉において二時に形成される

対象としてのくもの〉と、その〈見え〉の主体としてのく私〉との間の特有の関係性によ

って可能となるものであった。そのとき、Aは材料等とのかかわり合いのたびに、「もの」

を〈もの〉として対象化し、〈見え〉の主体としてのく私〉との間に、何らかの特有の関

係性を形成し、Aは、材料を選ぶというそのつどごとに「ある材料を手にとって見ては元

に戻したり、他の材料を手にとって見ては元に戻したりしながら」材料とかかわり合い、

自らに特有のく見え〉を形成していたものと考えられる。

　ある「もの」をそのく見え〉においてくもの〉としてく見る〉ことは、〈見え〉の主体

としてのく私〉も、〈見え〉の対象としてのくもの〉から見られているということである。

そこでく見え〉が成立するということは、主客の二重性ないし両義性を生きるく身体性〉

をもとに、〈肉〉においてく見る＝＝S！られる〉という二重で両義的な関係性が成立すると

いうことに他ならないのであり、〈見る〉こととは、同時に〈見られる〉ことでもある。

そのようなく見え〉を保障するく肉〉においては、そのく見え〉が成立するそのつどご

とに主客が（新たに）形成されることになる。主客とは、あらかじめ、そのそれぞれが実

体として存在しているとされるものではなく、また、〈見え〉の形成にしても、あらかじ

め決められた図式にその両者がはまり込むようにして実現されるものでもない。

　それは、そのつどごとのく肉〉という柔軟な関係性において、そのつどごとにつくりか

えられながらつくりだされるものとしての「特有の」関係において形成され、実現される

ものである。

　なお、〈私〉のく見え〉において、その対象となるくもの〉とは、〈私〉にとって特有

の関係性をもとにつくりだされた何ものかである。そのことから、先のAの、材料置き場

における「ある材料を手にとって見ては元に戻したり、他の材料を手にとって見ては元に

戻したり」という材料選びの行為は、特有の関係性の生成・展開として、すなわちく見え
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〉の生成・展開としてとらえることができる。

　〈意味〉とは、Aのく私〉のく見え〉に対する、その対象としてのくもの〉、すなわち、

〈見えるもの〉の特有の（エロス的な）在りようのことであって、固定化されることなく、

多様に展開されていくものといえる。それは、Aのく私〉のく見え〉に対するく見えるも

の〉の特有の、エロス的な在りようのことでもある。

そのことから、手にとって見ては元に戻す、あるいは選ぶという行為のたびに新しいく

見え〉としてのく意味〉が、多義・多様な展開の可能性を含みっつ、生成されていたとい

うことができる。

そのことを井筒による意味分節及び「薫習」の論理からとらえ返せば、〈見え〉の対象

としてのくもの〉とは、材料としてのくもの〉岡三の影響関係によって分節化されて新た

につくりだされたくもの〉の存在が、その深みから新たに分節化されてつくりだされたく

私〉において意識されるときの特有の在りようのことであるといえる。

なぜならば、井筒による意味分節の論理とは、コトバによる存在分節であると同時に意

識分節でもあるからであり、〈私〉とくもの〉とのあいだに「蕪習」の関係が成立してい

たと考えることもできるからである。つまり、ある「もの」を、その〈見え〉において〈

もの〉としてく見る〉ことは、逆に、〈見え〉の対象としてのくもの〉から見られてもい

るということであり、そこにはく働きかけ一働きかけられる〉という関係性が成立してい

るということである。

そのときAは、その〈もの〉によって見られていたということでもあり、Aがく身体性

〉を働かせて、さまざまな材料に働きかけ、同時に材料から働きかけられることを意味し

ている。そこで、Aによって選ばれたくもの〉は、ある特有の関係性においてAへと立ち

あらわれることになったと考えることができ、Aは、〈もの〉に「蕪習」していくことで、

同時に、〈もの〉から「薫習」されていたといえる。

　そのうえでAは、「材料を手にとって見ては戻し、別の材料を手にとって見ては戻し」と

いう行為を展開させていった。そして、Aがくもの〉を選びかえたということは、　Aとく

もの〉とのあいだに嚥習」の関係が成立していたということと同時に、Aにとってのく

もの〉岡士の嚥習」関係が立ち表れ、そのことから新たな分飾化がなされたと考えるこ

とができる。

　そこでは、新たにえらばれたくもの〉の方が、もとのくもの〉に対して強勢であり、そ

のことによって新たなくもの〉がっくりだされたということである。
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そのようにして、材料としてのくもの〉同士における影響関係、すなわち「蕪習」の関

係が立ちあらわれているとき、そこからつくりだされるものは、「もの1ではなくくもの〉

である。

例えば、材料としてのくもの〉とくもの〉とのあいだに何らかの影響関係を見いだすこ

とは、そのときに材料となるものはすでにfもの」でなく、〈私一生〉にとって関与的な

特有の〈もの〉ということになる。

　そのことから、その時点において、〈もの〉は両方ともその存在が、〈私〉において分

節され、意識されていたことになるとともに、同時にその深みから新たに分節化されてつ

くりだされたく私〉において意識されていたということである。

　それらが「薫習」関係を立ちあらわれさせ、それまでにはなかった新しいくもの〉をつ

くりだしたとき、その影響関係の場は、必然的にく私〉の意識のうちにおいても形成され

ることになる。なぜならば、そのときいわれる嚥習」関係によってつくりだされた〈も

の〉とは、すでにく私一生〉にとって関与的なくもの〉同士における影響関係からつくり

だされたものに他ならないからである。

　また、材料としてのものが、両方とも「もの」としてあるときも「薫習」関係は成り立

つとともに、それは「蕪習」関係において〈もの〉としてとらえ返される。そのことによ

ってつくりだされたものもくもの〉として、〈私一生〉にとって関与的なものであるとい

える。つまり、「蕪習」関係とは、〈私〉の存在の根拠ともいえる〈身体の深み〉（＜言分

けられた身〉の深み）においてなされる。

　したがって、仮に「蕪習」という分節化がなされる前までは、〈私一生〉にとって非関

与的な9もの」同士の関係であったものも、それが「蕪習3関係としてとらえられるかぎ

り〈私一生〉に関与的ではないものとしてはありえず、それは関与的なものとして、すな

わちくもの〉同士の関係（エmス的なもの）としてとらえ返されることになる。

　このように、すべての「薫習」関係には、〈私一生〉が、すなわち〈身体の深み〉の在

りようがかかわり合っているといえる。同様に、Aがそのまえに材料置き場を行き来し、

そこで流木を手にしては戻し、という活動に関しても、材料置き場と自分の元の場所との

行き来における材料置き揚や元の場所等とのく身体性〉を介して形成される関係において、

そのつどごとのく見え〉が更新され、〈見えるもの〉が次々に立ちあらわれてくるように

なるといえる。

　そのような更新のそのつどごとの「薫習」の関係学、すなわちAのく私〉のく身体の深
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み〉における材料置き場にあるくもの〉とくもの〉、及びそのことと元の場所におけるく

もの〉との相互関係等としての分節の在りようをみることができる。

②　AがBとかかわり合う活動についてもく見え〉の生成・展開としてのく意味〉の生

成・展開という視点からとらえ返してみることにする。

　まずAがBのところに行って、Bのつくりだしたくもの〉を見て、自ら活動を始めたと

き、その〈もの〉とAとの間にはく見え〉を形成する特有の関係性が成立していたという

ことができる。

そうでなければ、Aの活動は、そのく見え〉から展開されることはなかったのであろう。

Aの活動は、その〈見え〉を発端としてBのく見え〉とく肉〉において相互に作用し合い

ながら、多義・多様な展開の可能性を含む、〈意味〉の生成の活動へと開かれていったと

考えられる。

　〈見え〉とは、〈肉〉において同時に形成される対象と：してのくもの〉と、その〈見え

〉の主体としてのく私〉との間の特有の関係性によって可能となるものであり、〈肉〉に

おいて成立するく私〉に特有の〈もの〉の在りようといえる。

そのような〈私〉のく見え〉を可能とし、保障する〈肉〉とは、あらゆるく受肉した主

体〉の存在を可能にする原理として、〈私一生〉の多様性を、そのく身体の深み〉から保

障するものである。

我々人間は、〈身体性〉、すなわちく受肉性〉において〈世界〉へと内属した「世界内

存在」としてとらえられ、〈他者〉へと開かれた地平を生きることができるとしてとらえ

返されることになる。そのことからく私〉のく見え〉とは、〈肉〉におけるく私〉に特有

のくもの〉の在りようのことだが、それがく肉〉において成立する以上、それはく他者〉

のく見え〉へと開かれているものを根拠として成立するものといえる。

　そのためく私〉のく見え〉とは、〈他者〉のく見え〉とのかかわり合いによって、随時

更新されるとともに、Aのく私〉のく見え〉の成立にはく他者〉であるBのく私〉のく見

え〉の存在を想定できる。つまり、Aのく私〉のく見え〉とは、　Bのく私〉のく見え〉を

潜在的に含んだものであるとともに、新たな〈見え〉すなわち〈意味〉の生成・展醐へと

開かれたものである。

　〈私〉のく見え〉とはく肉〉において成立するものである以上、〈私一生〉に関与的な

ものとして、すなわちエロス的なものとしてとらえることができ、それはく他者〉との関

係に開かれ、新たに展開されていくといえるく私一生〉にとってのエロス的なものの在り
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ようであるといえる。

　そのうえで、AとBのかかわり合いを「薫習」関係、すなわち相互作用的、相互影響的

な分節化の過程としてとらえてみる。

先に示した活動においては、Bが一方向的にAの活動をリードしているようにみえるが、

それは、Bの行為がAの行為に「薫習」し、影響を及ぼしているということであり、それ

はBからAへの一方向的な行為の強制ということではない。

そのことを、第2節において述べたアラや識における分節化一町分節化という出来事と

してとらえるならば、「薫習」によって形成される分節態の深層には多様な展開を保障する

無分簾態を想定できる。つまり、そこでの分節化は絶対ではありえず、その展開の方向性

は多様なものである。したがって、その状況においては、必ずしもBがAに対して一方向

的に影響を及ぼしているとはいえない。

　「学習」とは、確かに一方から他方への影響関係を意味する。しかし、それは「能薫・

所薫」の交替が不断に行なわれる相互影響的なものであるとともに、〈私〉の存在の根拠

としてのく身体の深み〉においてなされるものであるため、仮に影響の方向が一方向的な

ものに見えても、それは表層的事態であり、深層的には自らの存在の根拠が新たにく言分

け〉られていることになる。したがって、それは外圧的な「制度」としてフェティシズム

に終始するようなものではない。

それは、〈身体の深み〉においてなされる以上、その深みの意味を根拠として分節態が

構成されるとともに、不断に組み替えが行われる。その意味でAとBとの関係は、柔軟な

ものとして、その影響関係を不断に反転させながら展開されていくことになる。そのこと

は、AとBとのあいだに形成された、具体的な活動の展開の場面にも確認できたものであ

る。

　また、「薫習」における相互影響的な関係の生成・展開の在りようを、〈見え〉の考え方

に基づいてとらえ返せば、それは互いに新しいく見え〉を提示し合っていることにもなる。

つまり、コトバによる分節化によって、新しい〈私〉の存在篇意識とともに生成されたく

私〉にとってのくもの〉の特有の在りようとして、両者それぞれにとってのく見え〉がく

肉〉において成立し、互いに相手のく見え〉の条件となり、更新の可能性を含んだものと

考えられる。そこでは、互いに（交互に）新しい〈見え〉を、一方が他方の潜在性となり

つつ「薫習」し合っていることでもある。

　以上のことから、Aはく身体の深み〉、すなわちく私一生〉の多様性につながるく肉〉
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においてくもの〉とかかわり合い、またく他者〉のく見え〉とかかわり合いながら、つね

に多様な展開へと開かれ更新される可能性を含んだ、新しいく見え〉すなわちく意味〉を、

エUスとして、互いに反転可能な「薫習」の関係において、その深みからつくりだすとと

もに、新しいく私〉をつくりだし、つくりかえ、展開していると考えることができる。
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2　子どもの造形的な活動の実際

（1）〈身体性〉の働きと子どもの行為

　子どもたちの造形的な活動は、さまざまな意味をもって多様に展開するものである。し

かし、そのような展開が特定の方向に固定化されるとき、それは画一化され、多様な可能

性が閉じられることになる。つまり、表層的な多様陸の展開にとどまることになり、本来

の多様性の意味は隠蔽され、排除されてしまう。そのような状況ではく私一生〉の多様性

が保障されることはなく、〈私〉の存在そのものも保障されない。

　本章では、〈私一生〉の多様監を保障するために、〈身体性〉の意味をとらえ返すとと

もに、表層の展開の論理ではなく、深層的な意味をも立ち上げる展開の論理としての、子

どもの造形的な活動の展開の論理について、前節で提示した〈身体性〉の意味に基づき、

考察していくことにする。

　なお、「子どもの造形的な活動の展開の論理」とは、本来、心と身体が切り分けられて

発揮されるようなものではなく、また、そのようなものとしてとらえられるべきものでも

ない。それらは心身一体となって発揮されるものであって、そのようにとらえられるべき

ものであるが、ここではそれを三つの視点から述べ、そのうえでまとめて述べることにす

る。

　子どもの造形的な活動の展開の論理とは、まず、子どもたちひとりひとりのく私〉のか

けがえのなさの根拠であるく身体性〉に基づいて展開されるものである。

　前章においては、クラウスの構造図の考え方を援用しながら、行為や試みの多様な組み

合せが保障されている場合において、子どもたちはそのつど新しい〈意味〉をつくりだし

ているという見解を導き出した。

　本章においてとらえ返した意味でのく身体性〉、すなわち〈生〉の多様性へと開かれた

ものとしてのく身体性〉（〈身〉）がかかわることによって、クラウスによる組み合せの

多様性は、〈私一生〉の多様性へと開かれることになる。そこでの子どもたちは、そのよ

うなく私一生〉の多様性、すなわち〈身体の深み〉を根拠としてく肉〉的ともいえるくも

の〉や状況、〈もの〉や状況とかかわり合うく私〉、そして〈他者〉との多様なかかわり

合いから、さらに多様な組み合せをつくりだしている。そのことによって、存在の根拠で

あるく身体の深み〉から立ち上がる新しいエロスとしてのく意味〉とともに、新しいく私

〉をつくりだす展開をしていると考えることができる。

　以上のような活動は、まずく私〉の存在の根拠としてのく身体性〉の働き、すなわち、
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統合されたものとしてのく身体性〉の意味によるもののことである。〈身体性〉とは、心

身の分けられることのない在りようのことであるとともに、受肉した主体ともいえるもの

であり、それは主客の両義的な世界像を生きるといえるものである。

　そのことからく身体性〉とは、明断な意識の下に回収しきれないものとして、多様性の

うちに統一されるともいえるものであり、その時点においてすでに暗黙の統一の領域へと、

すなわち〈生〉の多様性へと開かれ、特定の向かうべき方向というものはないといえる心

身の統合体のことである。

　〈身体の深み〉に見いだすことのできるく生〉の多様性とは、合目的的なものではなく、

不断に動き戯れ、反転し、多方向的なものとして展開されるものである。そのことから、

クラウスの構造図の考え方によって示された組み合せの多様性とは、特定の方向に限定さ

れることのない多様性には違いないが、それはく生〉の多様性という意味での多樹生によ

って根拠付けられ保障されることになる。

　それは共時として措定されたモデルであり、通時的な多様性に対する、断面としての静

的モデルとされるものである。したがって、その構造図それ自体においては、その構造國

それ自体を根拠付けているその深層の多様性、すなわち通時牲を問うということは原理上

できないということになる。

　しかし、〈身体性〉への問いは、そのような問いを可能にするものであると思われる。

それは通時的な多様性を、クリステヴァのいうジェノ・テクストを問うことにつながるも

のとして、〈身体の深み〉における多様性からとらえ返せば、クラウスによる多様性は、

表層の多様瞠ということにならざるをえないということになる。

　それはまた、テクストとして成立しているといえるものでもある。クラウスによる多様

性は、その表層において実現されている相は単にそれだけにおいて独立して存在している

のではなく、自らの深みを根拠として、それとの動的なかかわりから実現されているもの

ということになる。それは、絶えず深層の多様性へと開かれてあるものであるが、＜身体

性〉がかかわることによって実現されるものであると思われる。

　それは、テクストが実現されるには「読み」手が、すなわち「実践」する者が必要であ

って、クラウスによる多様性とは、そこに実践としてのく身体性〉の意味がかかわるとき、

それを成り立たせている、その深層の多様性、すなわちく身体の深み〉におけるく生〉の

多様性へと開かれたものとしてとらえることができる。

　そして、その深みにおける多様性とのかかわり合いから、さらなる多野性へと開かれ、
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展開されていくという可能性をもつということができる。つまり、クラウスによる多様性

に、〈身体性〉をもって、すなわちく身体性〉の働きにおいてかかわることによって、そ

れはさらに、それ自身をも成り立たしめている深層の多様性へと開かれ、より多様な関係

性を形成一解体し、柔軟なものとして展開しつづけていくことになる。

　したがって、子どもたちは、自らのく私一生〉の多様性、すなわちく身体の深み〉を根

拠として、クラウスの構造図の意味によって保障されていた行為や試みの多様な組み合せ

を、〈肉〉的ともいえるくもの〉や状況、〈もの〉や状況とかかわり合う〈私〉、そして

く他者〉などとの多様なかかわり合いに開き、そのことから、さらに多様な組み合せをつ

くりだし、絶えず組み替えつつ展開しているといえる。多樹生が保障される〈身体の深み

〉においては、竹環のいう根源的な分節化、すなわちエnス原理による世界の根源的な分

飾化が不断に行なわれ、展開されている。

　〈エUス〉とはく私一生〉に関与的なもの、特有の関係性をもって立ちあらわれてくる

といえる何ものかのことである。それはく私一生〉に特有の〈感じ〉であり、〈私一生〉

に特有の〈論理〉として〈私一生〉に特有のく感じ〉、〈考え〉、〈行為〉の立ち上げと

いうことである。そのことによる〈私一生〉に特有の〈思い〉の展開ということになる。

　クラウスの構造図における多様性は、〈身体性〉がかかわることにより、その深層の多

様性に開かれ、そこでより多様な組み合せをつくりだし、絶えず組み替えつつ展開してい

くとき、その組み合せのひとつひとつの実現に際しては、何らかのくエUス〉的な出来事

が分箇化され、生みだされていたということができる。

　なぜならば、統合されたものとしてのく身体性〉において実現される分節化は、そのと

きく身体性〉がその深みへと開かれ、そのことによって根拠付けられているということが

できるため、その深みにおいて実現されるものとしてとらえることができるからである。

つまり、〈身体性〉がかかわることによって実現される分節化は、表層的な事態ではない

ということである。

　そのような分飾化は、井筒によって双面的・背反的な構造をもつといえるとともに、そ

れはコトバによる存在＝：意識分節ということである。そのようなコトバによる分節化とは、

その第一次的な働きによるものとして、〈身体性〉すなわちく言分けられた身〉の深みに

おいてなされるものである。

　したがって、コトバによる分節化とは、〈身体の深み〉においてなされる深層的事態と

して、何らかのエロス的な出来事の存在をつくりだすということである。つまり、そのエ
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ロス的な何ものかの存在に対する新たな意識を、生み出すことになるとともに、その存在

を新たに意識することになる新たなく私〉の意味を、同時に生みだすということでもある。

　以上のことから、子どもたちはく身体性〉を働かせることによって、そのひとりひとり

のく私〉の存在の根拠であるく身体の深み〉から立ち上がる新しいエUスとしてのく意味

〉とともに、新しいく私〉をつくりだす展開をしていると考えることができる。

（2）個の深みへと開かれた行為

　心身が分けられることなく、統合されたものとしてのく身体性〉は、今時に、その深み

へと、すなわちく生〉の多様性へと開かれているものである。それはく受晒した主体〉と

して、〈世界〉、そしてく他者〉との、特定の方向に限定されることのない多様な関係性

を生きることができる存在であるとともに、暗黙性や混乱性という合目的的ではない多様

性において統一が実現されているといえるものである。つまり、〈身体性〉とは、〈身〉

として〈私〉のかけがえのない存在性を根拠付けるものではあるが、確固として動かぬも

のではなく、〈世界〉（ないし〈他者〉）との多様な関係性において絶えず更新される統

一といえるものである。

　そのような、〈身体性〉が開かれ、〈身体性〉が発揮されるところにおいては、望まし

い多様な組み合せによる嘆習」の関係が成り立つことになる。嗣時に、多様な組み合せ

の成り立ちは、深みにおける多様な影響関係の成り立ちということになる。

　なぜならば、多野生は、そこにく身体性〉がかかわることによって、その深みにおける

多様性へと開かれ、より多様なものとして展開されることになるからである。また、「薫習」

とは、「『アラや識』そのものを生起の場所とする作用・反作用の内的ドラマ」として、〈

身体の深み〉、すなわちメルロ・＝ポンティのいうく肉〉において成立する深層的事態ない

し深層的な分節化の出来事であり、分節化の方向があらかじめ決められることなく、その

湯や状況において多様なものとして実現される、〈意味〉生成の出来事だからである。

分節化とは、そのようなものとして、本来的に深層的な事態に他ならないため、クラウ

スによる多様性とは、ある一組の事項間における組み合せの可能な展開の在りようを意味

するものから、互いに影響関係にあるくもの〉岡士の〈身体の深み〉における組み合せの

展開の在りようを意味するものとしてとらえ返されることになる。

　したがって、例えばAというくもの〉とBというくもの〉との関係は、どちらかがどち

らかに対して影響的であるというような仕方で形成されることになる。そして、そのよう
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な影響関係は、深層的な出来事として、〈身体の深み〉において立ちあらわれてくるため、

そのつどごとのく私一生〉にとってのくエUス〉としてのく意味〉をつくりだすことを実

現することになる。

　それは、対立する二項問の関係における、不断の「能蕪一所勲の交替による相互分節

化でもあるため、その両者間における影響関係は固定化されることなく、絶えず反転可能

なものとして立ちあらわれ、展開していくことになる。それは不断のく意味〉生成の過程

の展開ということであり、一方向的な影響関係の下における分節化ではなく、相互に交替

可能な影響関係における分節化のプnセスが展開されることになる。

　そのような相互分節化ともいえる「薫習」のプUセスは、例えば、〈私〉とくもの〉と

の相互作用、ないしく私〉にとってのくもの〉とくもの〉のあいだの相互作用において実

現されるものであるとともに、〈私〉とく他者〉（他のく私〉）との相互関係（相互行為）

においても実現されるものであった。

　そして、そのひとつひとつの相互分節化の過程において実現される分節態には、無分節

態が潜在しているため、その分節の在りようは絶対化することなく、絶えず反転可能で、

更薪可能なものとして、多様性へと開かれたものとしてとらえられる。

　そのような嚥習」関係において実現される分節化とは、その深層においてなされるコ

トバの第一次的な働きによる存在置意識分節でもあり、そこで何ものかが「蕪習」という

影響関係において、コトバによって分節化されてつくりだされるとすれば、それと同時に、

〈私〉の意識がそれに対応するように分節化されることになる。

　したがって、〈私〉は、そのような新たに分節化された意識をもつものとして新たに存

在することになる。そこでは「薫習」がなされるそのつどごとに、新しい存在が、それに

対応する新しい〈私〉によって意識され、特有のものとして、すなわちく意味〉として価

値付けられるとともに、〈私一生〉にとってのくエUス〉に他ならないということである。

つまり、〈私〉の深層において、〈私〉とくもの〉、あるいはく私〉にとってのくもの〉

とくもの〉、あるいはく私〉とく他者〉とのあいだに「薫習」関係が成り立ち、＜身体の

深み〉においてコトバによって分節化がなされるとき、そこからつくりだされるものは、

〈私一生〉にとってのくエロス〉、すなわちく私一生〉に特有の（自分なりの）〈感じ〉、

〈考え〉、〈行為〉ということ、要するにく意味〉ということである。

　〈私〉とくもの〉とのあいだに成立する「蕪習」関係に関して、メルm＝ポンティによ

るく見え〉でいえば、〈私〉のく見え〉とは、〈肉〉において、〈私〉のく身体性〉が見
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る者であると同時に見られる者でもある。すなわち、〈私〉が事物を見ると同時に、〈私

〉のく身体性〉は事物の側に属するといえる両義的なものでもあるため、事物の側におい

て、あるいは：事物の側から見られることにもなる、というような二重に折り返され、交叉

された関係性のなかで成立するといえる。

そのことから、〈私〉（〈私〉のく身体性〉）と事物とのあいだには、ある種の嘆習」

の関係が成立するとしたのである。それは、〈私〉のく見え〉を成立させる契機としての、

〈見る一見られる〉という関係の交叉を見いだすことであり、そのことを相互の舟飾化の

過程としてとらえ返すこともできるということであり、そこにはく働きかけ一働きかけら

れる〉という関係性を見いだすことができると考えられる。

　そのことは、先の実践分析におけるAの材料置き場での一連の行為の展開にもみること

ができたといえるものである。

それは、Aと材料とのあいだに展開された、「材料を手にとって見ては戻す」という行為

は、〈見る一見られる〉という相互交叉的な関係の展開であると考えることができたから

である。つまり、Aは、〈身体性〉を働かせて、さまざまな材料に働きかけることによっ

て、同時に材料から働きかけられることになり、Aによって選ばれたくもの〉は、ある特

有の関係性においてAへと立ちあらわれることになったということである。

そのことは、Aがそのくもの〉によって見られていたということでもあり、　Aは、その

ものたちに「蕪習」していくことによって、あるくもの〉から「蕪習」されていたという

ことでもある。

次にAは、最初に選んだくもの〉を元に戻し、別のくもの〉を選ぶことで、AとAが選

んだくもの〉とのあいだに成り立っていた「蕪習」の関係は、Aがその〈もの〉を選んだ

と時点において、他のくもの〉との「薫習」の関係を含んでいたことになるとともに、次

に選ばれることになるであろうところのくもの〉との関係にひろがっていくことになると

いえる。つまり、そこで次の新しいくもの〉が選ばれたことは、その時点における元のく

もの〉との、〈私〉にとってのくもの〉同士の「薫習」関係において、次の新しい〈もの

〉が強勢であったこととして考えられたのである。

　そのような関係は、〈私〉とく他者〉との関係にひろがるものでもある。そこには、＜

私〉が次の新しいくもの〉を選ぶというとき、そのまえにくもの〉を選んだときに成り立

っていたく私〉のく見え〉とく他者〉のく見え〉との「薫習」関係を想定することができ

る。それは、潜在的に存在するものとの相互的な影響関係ということであり、〈私〉のく
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見え〉とは、〈他者〉のく見え〉を潜在させ、そのことによって新たに展開されるといえ

るものである。

　また、それはく他者〉のく見え〉との相互影響的な関係において、〈私〉のく見え〉が

展開されていくことに他ならない。したがって、先のAの材料置き場における「材料を手

にとって見ては戻し、別の材料を手にとって見ては戻し」という行為の展開には、そのよ

うな〈他者〉のく見え〉との関係も含まれていたということもできる。つまり、あるくも

の〉を〈私〉がそのく見え〉において選び、さらにその次に新たに別のくもの〉を選ぶと

き、そのまえにくもの〉を選んだときに成り立っていたく私〉のく見え〉は、〈他者〉の

く見え〉との「開学」関係によって、新たなく私〉のく見え〉へと展開し、そこに形成さ

れることになる特有の関係性において、次の〈もの〉が新たに選ばれるということである。

　以上のことから、〈私〉は、〈身体性〉を働かせることによって、〈もの〉やく他者〉

と「予習」的にかかわり合い、そのことをもとにく身体の深み〉からくエロス〉としての

く意味〉をつくりだし、展開していくことができるといえる。子どもたちはく身体の深み

〉において形成されるくもの〉や、〈もの〉同士、そして〈他者〉とのかかわり合いによ

る分節化によって、つねに新しいく私〉とともに、そのようなく私〉にとっての特有の何

ものか、すなわちエnスとしてのく意味〉を立ち上げ、展開することが可能になると考え

ることができる。

　さらに、「蕪習jのプロセスは、我々の行為（経験）を、その深みから立ち上がってくる

かけがえのないものとして、アラや識との相互的な影響関係のなかに、その成り立ちと展

開の在りようをも含めて位置付けるといえるものでもある。そこでは何らかの行為（経験）

が実現されるとともに、意識の深みにおいて「意味可能体」として存在している「種子」

が表層化してく意味〉としてつくりだされる。

　そのことがアラや識自体を「蕪習」して新たな「種子」を生み、そのようにして生みだ

されたf種子」が新たな行為（経験）を触発し、〈意味〉をつくりだすというプロセスが

とどまることなく続いていく。そして、そこではく内〉（深層）とく外〉（表層）とでも

いうべきもののあいだの動きが連動し、絡み合って、展開されているといえる。

　そのことから、そこで行為とは、意識の深みを根拠として立ち上がるものであるととも

に、意識の深みをかたちづくるものでもあるということになる。つまり、そこでは表層と

深層とのあいだにはとどまることのない相互関係（ないし相互作用）、すなわち「薫習」の

関係が展開されており、当の表層（〈内〉）と深層（〈外〉）は形成されることになると
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考えられる。

　それは、不断の解体一構築という運動の相互浸透的な過程のことであり、丸山の書を借

りればくカオスモス〉、すなわちカオスとコスモスとの相互浸透的な過程ともいえるもの

である。子どもたちは、そのような〈カオスモス〉の運動ともいえる過程において、自ら

のく身体性〉の働きをもとに、その深みから行為を立ち上げ、新たなくエmス〉としての

く意味〉をつくりだすとともに、自らの存在の根拠としての深みをもつくりかえ、新たな

く私〉をつくりだし、展開しているということができると考えられる。

（3）子どもの造形的な活動と相互作用及び相互行為

　心身の統合されたものとしてのく身体性〉とは、メルロ＝＝ポンティのいうく受解した主

体〉として、〈生〉の多様性へと開かれ、不断にその動的な統一を生きるものである。そ

れは、〈世界〉との絶えざる相互交渉のうちに自らの統一性を維持し、保障しているとい

う存在である。

　〈身体性〉とは、実体として単独に存在する客体でもなく、単に事物を対象化的にみる

という意味での主体でもない。それは主客の両義性を生きるものであり、そのことから、

絶えず自らと自らならざるものとの動的な相互関係に開かれ、そこで形成されることにな

るそのつどごとの関係性において、そのつど自らを定位するといえるものである。

　そのことからく身体性〉とは、その〈受肉性〉すなわち〈身体性〉において、その深み

における多様性へと鯖かれたものであるとともに、〈世界〉、そしてく他者〉へと開かれ

たものとしてとらえ返すことができる。〈身体性〉とは、その深みにおいてく生〉の多様

性へと開かれ、〈世界〉（〈もの〉）との相互作用、そしてく他者〉との相互行為によっ

て保障されているといえるものである。そのようなく身体性〉の開かれてある在りように

おいては、「薫習」の関係が成立するのである。

　そこでは、〈働きかけ一働きかけられる〉という相互的な関係性のもと、〈私〉とくも

の〉、〈私〉にとってのくもの〉とくもの〉、〈私〉とく他者〉とのあいだは、その深み

において分節化されるため、その深みから新たな〈意味〉が、新たなく私〉とともにつく

りだされる。つまり、「蕪習」とは、〈身体の深み〉の意味を根拠として展開される相互分

節化の行為であり、その過程においてっくりだされるものは、〈私一生〉にとってのくエ

ロス〉といえる何ものかであった。

　井筒による分節化の考え方に則っていえば、〈身体の深み〉において新たに分節され、

260



その存在がつくりだされた〈もの〉には、それに対応するかたちでく私〉の意識が分節さ

れるため、〈私〉はそのような分節をなされた新たなく私〉として、その〈もの〉とのあ

いだに特有の関係性を形成することになる。

　また、「蕪習」の関係が成り立つところにおいては、分節化によって実現されたくもの〉

とともに、実現されなかったくもの〉が潜在化することになる。それは、実現された〈も

の〉とその深みにおいて関係しており、そのことによって、実現されたくもの〉に厚みな

いし深みを増し、より多様なく私一生〉によるく意味〉の生成・展開を可能にするといえ

るものである。

　したがって、子どもたちは、〈身体性〉を働かせて、そのような実現されなかったくも

の〉が潜在する深みとかかわり合うことによって、それも含めたイメージとかかわり合う

コトバによる分節化を通して、新たな〈意味一等〉とともに、新たなく私〉をつくりだし

ながら展開していると考えることができる。

　そのことは、〈身体の深み〉におけるく肉〉においてく池者〉のく見え〉と絡み合いな

がらく私〉のく見え〉すなわち〈意味〉を、〈私一生〉とともに新たに生成・展開してい

くことであり、実践分析で考察したAとBの関係において生成され、展開された活動にみ

られたことである。

　（2）において述べた例でいえば、それは、〈私〉が次の新しいくもの〉を選ぶという際の、

（潜在的なものとしての）〈他者〉のく見え〉との嘆習」関係、つまり相互的な影響関

係ということである。

　〈私〉のく見え〉とは、〈肉〉において成立するものであり、それはく身体の深み〉に

おけるく生〉の多様性において、すなわち、〈世界〉への、そして〈他者〉へと開かれた

地平において成立するといえるものである。また、そのようなく世界〉との、そしてく他

者〉との多様な関係を含んだく肉〉の厚みにおいて、奥行きにおいて成立するものである。

　そして、〈私〉とは、本来、〈世界〉を徳介するような主体として成立しているもので

はなく、〈世界〉に受寄したく身体性〉によって保障されているため、〈私〉のく見え〉

が透明なものとして対象としてのくもの〉をその隅々にいたるまで見渡すということはで

きない。そのことから、そこにく他者〉のく見え〉を想定することができる。また、それ

はく私〉のく見え〉の限界を示すとされるものでもある。

　〈私〉のく見え〉とは、〈他者〉のく見え〉を潜在させ、そのことによって保障されて

いるといえるものでもあって、それはく他者〉のく見え〉との動的な関係によってひろが
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り、多様に展開していくことができるものとして考えられる。

そのことから、「材料を手にとって見ては戻し、また別の材料を手にとって見ては戻しj

というく私〉が侮ものかを選ぶ行為が展開されるとき、〈私〉のく見え〉において、新た

に選ばれることになった材料（〈もの〉）とのあいだに形成されることになる特有の関係

性は、〈他者〉のく見え〉によって促されてつくりだされたものとしてもとらえることが

できる。それは、〈他者〉のく見え〉による相互影響的な嘆習」関係によるものである

ため、〈私〉のく見え〉も、〈他者〉のく見え〉へと「薫習」することが可能であるとい

える。そのことは、AとBとのあいだに生成され、展開された、後半の互いに影響を及ぼ

し合いながら、自らの活動を展開している活動において見いだすことができるものである。

　以上のことから、子どもの造形的な活動の展開の論理とは、子どもは自らのく身体性〉

を働かせて、〈もの〉や状況、〈もの〉や状況とかかわり合う〈私〉、そしてく他者〉と

（「薫習」的に）多様にかかわり合うそのつどごとに、自らの深みから、そのエロス性にお

いてく私〉とく意味〉をつくりだし、多義・多様につくりかえていく行為の論理であると

いえる。

　また、そのことによって、〈身体性〉が統合され、〈肉〉的なかかわり合いにおいてく

世界〉、そしてく他者〉へと開かれたものとしてあるとき、子どもたちの造形的な活動は、

〈身体性〉の働きによって、その存在の根源的な意味世界としての深みへと開かれ、それ

が根源的にかかわる多義・多様な展開を可能にすることができるものとなる。さらに、そ

のことによって子どもたちひとりひとりのかけがえのないく私一生〉の多様性の成り立ち

が保障され、立ち上がることが可能になるともいえる。

　したがって、そのような子どもたちの活動を保障していく教育を実現するために次章に

おいては、以上に述べてきた論理を踏まえた実践を通して検証することを試みることにす

る。
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　　　　　　　第4章

子どもの造形的な活動の展開

第1節　実践分析の意味

1　子どもの造形的な活動の可能な展開

　ここでは、子どもの造形的な活動の在りようを具体的にとらえ、分析・考察することに

よって、ここまで進めてきた子どもの造形的な活動の論理の試論を検証することにする。

このため、まず、これまでの考察に基づく子どもたちの造形的な活動の考えられる立ち表

れと可能な展開について整理しておくことにする。

　基本的に、子どもの造形的な活動は〈身体性〉の働きによるものである。心身が分けら

れることないく身体性〉は、子どものく深み〉のく私一生〉の多様性へと開かれ、＜世界

〉やく他者〉との相互作用や相互行為を可能にしている。そこでは、「薫習」の関係が成り

立ち、それによる分節化の過程において、〈私一生〉のくエロス〉としてのく意味〉の生

成・展開がなされることになる。

　心身の統合体としてのく身体性〉による行為が成り立つとき、その行為は、〈身体の深

み〉すなわちく私一生〉の多様性へと開かれたかたちで、〈世界〉やく他者〉との相互作

用、相互行為の成り立ちが可能になる。そのことによってく分節一型習（逆薫習）〉され

て生成する〈私一生〉のくエurス〉としてのく意味〉、すなわち〈私一生〉の立ち表れと

してのく感じ一考え一行為〉によるく意味〉の生成・展開が可能になる。そして、〈私一

生〉による〈意味生成〉の論理の立ち上がりが可能になるとともに、そのく深み〉の意味

を発現させ、〈私一生〉の存在性の立ち上がりを可能にするといえる。

　子どもの造形的な活動において、〈身体性〉を働かせてく世界や他者〉にかかわり、そ

こにつくりだす何ごとかのく意味〉は、〈私一生〉によるものでありながら、それはつね

にテクストであり、そのく身体の深み〉の意味にかかわり、その組み替えに力点を置いて

絶えず動き戯れるもうひとつのく声〉ともいえるものである。したがって、それは、自ら

をく深み〉へと開き、新たなる自己の解体一構築に向かうものであるといえるものである。

　いずれにしても、テクスト概念は〈身体性〉の意味に通じ、〈身体性〉をかかわらせる

269



ことによって、そのく深み〉がかかわり合い、新しい〈意味〉は、そのあいだに立ち表れ

てくるものであるといえる。

　テクストとは、ジュリア・クリステヴァのいうように「特有の対象」であり、そこにか

かわる者自らのく身体性〉をかかわらせることによってのみ生成される。したがって、〈

私一生〉にとって欠くことのできない〈意味〉は、〈身体性〉をそこにかかわらせること

によって立ち表れてくるテクストの意味においてとらえ返すことができよう。

　また、〈意味〉は、〈身体性〉の働きによって、そのく深み〉において成立する「薫習」

の関係、すなわち相互分節的な在りようによってつくりだされつつ、展開されるものであ

るといえる。その際の分節化が、例えばAとBという2人のあいだに成立した「薫習」関

係においてなされる場合、それによって顕在化するく意味〉の意味、及びそのことにかか

わる〈深みの意味〉は、AとBが必ずしも一致するわけではない。なぜならば、互いにそ

のく私一生〉の存在性の根拠の意味が異なっているからであり、AとBの両者は、互いに

異なるく身体性〉を根拠とするく私一生一A＞とく私一生一B＞というそれぞれの存在だ

からである。

　我々はそのく私一生〉という存在の根拠としてのく身体の深み〉において〈世界〉との

多様なかかわり合いに開かれ、そのつどごとに特有の関係性を立ち上げながらく意味〉を

紡ぎ、〈私一生〉の生成を展開していくことが可能になるといえる。

　そして、AとBの両者が互いに異なるく身体性〉において存在していることは、互いの

く世界〉へのかかわり合いの原点の在りよう（位置）が異なっているということであり、

〈身体の深み〉の意味が異なっているということになる。AとBそれぞれのく身体の深み

〉、それぞれに固有のく私一生〉よって立ち上がる〈感じ〉、〈考え〉によるく意味〉は、

それぞれ〈A一私一生一感じ一考え一意味〉とくB一一私一生一感じ一考え一意味〉として

特有のものとなるのである。そのような互いに特有のく生〉の事実を同一性の原理の下に

回収することはできない展開が開かれることになるのである。

　そのような特有性は、〈身体性〉の働きに基づくため、〈世界〉ないしく他者〉へと通

ずるく深み〉へと開かれたものであり、〈意味〉の共有化の可能性へと開かれているので

ある。それは、Aが、　Bのく私一生〉のく感じ一考え〉を、　Bのく身体性〉に自らのく身

体性〉をかかわらせることで自らのく私一生〉によるく感じ一考え〉によって可能になる

のである。

　そこでは、他とはとりかえることのできないく私一生〉の根拠としてのく身体性〉は、
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常に〈世界〉ないしく他者〉へと開かれており、相互に関係し合っているという両義的な

事態が生起し．ているということになり、そこに相互作用、相互行為が成り立ち、造形的な

活動の教育的な意味を成り立たせている可能性が開かれていることになる。

　なお、子どもの造形的な活動の展開は、〈私一生〉と場や状況などとの多様なかかわり

合いから立ち表れてくるく意味〉のリアリティとのかかわりがみられる。〈意味〉のリア

リティとは、それが子どものく私一生〉、すなわち、〈エmス〉にとって関与的なもので

あることを意味する。

　丸山圭三郎によれば、「言語」によって形成された文化の世界においては、本物とは、す

でにコピーであり、湯浅博雄にならえば、最初からコピーであるということになる。

　また、新しいく意味の生成〉にかかる差異化の活動としての、不断に反復する運動は、

最初に反復されるべき何ものかがあって、それが順次に反復されていくことではなく、最

初から反復すること、すなわち差異化すること自体が反復されるのである。

　そこには、反復されるべき不動の同一性の根拠は、はじめから存在しない。「言語」に基

づく文化の世界においては、確固たる自己同一性をそのうちにもち、あらゆるものに対し

て不動の根拠となる「本物」はありえないのである。そのことから、つねにすでに文化化

されている我々ひとりひとりのく私一生〉にとっては、最初から＝ピーとしての世界しか

存在しないことになる。

　また、「言語」をもつ人間の文化においては、あらゆるものをコピーとしてとらえ返すこ

とができるが、　1　te・一一とは、オリジナルに対するコピーではなく、はじめからコピーであ

ったコピーであって、それはつねに新しくつくりかえることが可能なものとして保障され

ているものととらえることができる。

　以上のことから、我々ひとりひとりのく私一生〉にとっては、「書語」によって、つくり

かえ可能なものとして保障される、オリジナルなきコピーのもつリアリティこそがく意味

〉のリアリティであり、それは深みの多様性を根拠として立ちkがるものであるといえる。

　それは他とのとり換え不可能なく身体性〉の働きによって、〈私一生〉の多様性による

多様なかかわり合いによって、そのつどごとに立ち表れてくるものであり、それがく私一

生〉にとってリアルなものということになり、〈私一生〉のくエロス〉にと：って関与的な

ものであり、他とはとりかえ不可能なものであると考えられる。したがって、「言謡とは、

単に狭義の「言語」だけを意味するものではなく、広義の「言語」、すなわち子どもひとり

ひとりのく私一生〉の多様性を根拠とした一切の文化的活動によってつくりだされたもの、
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〈身体の深み〉におけるあらゆる分節化（差異化）活動によって実現されたものであるこ

とを意味する。とすれば、子どもの造形的な活動の論理も、つくりかえ可能なものとして

立ち表れてくることになるであろう。

　なお、子どもの造形的な活動の規制につながっていた「制度」の制度性を解体する論理

としての、クラウスによる開かれた場における多様性の論理を、〈身体性〉の意味、「言語」

の意味からとらえ返すと、それはく私一生〉の多様性へと開かれ、〈私一生〉がかかわる

く意味〉の生成・展開の論理へと開かれているということになる。

　そのことは、子どもたちの造形的な活動は、1どのように」ではなく、「なぜ多様に展開

するのか」を問わなければならない。すなわち、展開の根拠にかかわる論理の問題を重視

しなければならないことになる。

　〈身体性〉の意味からとらえ返された多様性の論理とは、〈対象や状況〉というく世界

〉、それらと相互作用、相互行為的にかかわり合う〈私〉やく他者〉などとの、メルロ＝

ポンティのいう限定されることのない柔軟な〈肉〉的なかかわり合いの多様な在りようの

ことであるといえる。

　ここまで、子どもの造形的な活動の展開ないし過程における多様な意味や論理をみてき

た。まず、何よりも、子どもの造形的な活動は、存在の根拠であるく身体性〉の働きによ

って、〈世界や他者〉とかかわり、〈意味〉をく生成〉する行為であって、それは、子ど

ものかけがえのなさとしてのく私一生〉のくエnス〉としての生成・展開であるといえる

ものであることをみてきた。

　そのような生成・展開の在りようにおいては、そこに生成する〈意味〉は、つねに、次の

く意味生成〉のためのテクストとし、それはある意味では自己の解体構築の過程であると

いえるものである。さらに，子どもの造形的な活動は、ここまでみてきたように、〈身体

性〉による行為の過程、すなわち、〈私一生〉によるく対象や世界〉にかかわり、〈意味

〉の生成・展開の行為の過程に意味をみてきた。

　それは、一方向的で、一義的な意味や価値に帰するようなものではなく、子どものく身

体性〉によるつねに開かれた行為の過程である。つまり、子どもひとりひとりのく私一生

〉の多様性によって展開されるく生の円環運動〉ともいえる閉じることのない多様で、多

義的なく意味生成〉の過程である。それは決して一般化されるようなものではないのであ

る。

　したがって、こうした子どもの造形的な活動の論理や展開の論理の「論理化」を陵指し
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てきたが、それはあくまでも、つねに開かれた活動の過程を明らかにするための論理操作

であるといえるものである。

　いずれにしても、ここまでの考察の意味を成り立たせる造形的な活動の論理を試論とい

うかたちで構想してきた。

　その一つが、クラウスの開かれた場の論理を手がかりに提示した「意味論的四角形のモ

デル」である。しかし、それは、可視化され顕在化された〈行為〉そしてく意味〉の軌跡

を表わすものであり、それは限定的なものであるといえる。特に、この憶味論的四角形

のモデル」は、〈身体の深み〉における〈意味〉を読み取ることはできないばかりではな

く、ある意味では基本的には四通りの行為の立ち上がりしか可能にならないととらえられ

る。そこで試みたのが、「円形モデル」による論理化であった。

　「円形モデル」では、前者よりも開かれたものとなり、子どものく私一生〉の多様性に

よる生成・展開をカバーすることが可能となった。つまり、子どもの考えられる限りの可能

性などを受け止めることができるものといえる。

　しかし、それも、子どものく深み〉におけるく意味〉の生成・展開までは、確実に掬え

るものではない。しかし、この「円形モデル」による展開の可能性を、〈身体性〉の意味

をかかわらせてとらえるようにするならば、かなりの程度が可能となると思われる。

　なぜならば、井筒の論理に基づけば、そのような深みの意味をとらえなければ、それは

表層的なレヴェルにとどまることになる。ある分節がなされ、それにともないある分節態

が実現されるとともに実現されることのなかった二項がそこに潜在化するということがで

き、同時に、その深みに、さらなる潜在性、あらゆる限定を受けない多様性、そして無分

節態の存在を措定することができからである。もちろん、表記的には、その潜在性は、可

能性として〈身体性〉が立ち表すが、その読み取りは、読み取る側の開かれたく身体性〉

に期待するしかないであろう。以上のことを踏まえながら、実践分析を試みることにする。
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2　実践分析の意味と方法

　ここでは、前章までの考察をもとに授業の実践とその記述・分析、及びその考察をする

ことによって、子どもの造形的な活動の展開の具体を明らかにすることとする。すなわち、

子どもたちひとりひとりと相互の場や状況にかかわり、〈意味生成〉の行為を立ち上げ、

そのく意味生成〉の過程の意味と在りようを嗣らかにしていくことにする。また、併せて、

そのようなく意味生成〉の過程において、〈身体性〉がいかように働き、その〈深み〉の

意味を立ち上げ、常にく意味〉とともに新しい〈私一性〉をつくりつづけるかなどを具体

的にと：らえ、考察することにする。

　このため、ここでは、相互作用、相互行為分析を採り入れることとする。つまり、授業

における子どもたちの造形的な活動をビデオ・カメラ等を用いて撮影・記録し、それをト

ランスクリプト化し、それをもとに分析・考察することにする。なお、トランスクリプト

とはビデオ・カメラを用いて記録した子どもたちの相互行為における音声的及び非音声的

なふるまいを文字化するものであるが、ここでは、子どもたちひとりひとりの、そして、

相互による多様な関係性によって立ち上がる〈意味生成〉の行為をとらえるために、トラ

ンスクリプトの独自の方法を工夫した。

　そして、そのトランスクリプトをもとに、子どもたちが展開する造形的な活動のひとつ

ひとつの場面（状況、過程）をとりあげ、検討していくこと：によって、それぞれの具体的

な場面（状況、過程）におけるく意味〉の生成・展開の在りようについて考察を進めてい

くことにする。

　そこでは、材料や友だち、道具やまわりに置いてあるもの、教室ないし場所といった、

場や状況とかかわり合う子どもひとりひとりのく私〉、そして、〈私〉のつくりだしたく

もの〉、友だちのつくりだしたくかたち〉、さらに、そのようなくかたち〉をつくりだし

たく私〉や友だちのく私〉との多様なかかわり合いから自らのく行為〉を立ち上げ、展開

していくと予想される子どもたちひとりひとりのく私一生〉による造形的な活動の多様な

在りようをとらえることにする。また、そのつどごとの過程のひとつひとつにおけるく私

〉の存在の根拠としてのく身体性〉の働きと、そのつくりかえの在りようをとらえること

にする。

　なお、実践分析の意：味、すなわち、ここに採り入れる相互作用、相互行為の分析の意味

は、子どもの行為が、外によって設定された意味や価値、そして、目的に添って、含有の

経験や知識を生かし、それを実現するという一方向なものであるという従来の考え方を根
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本的にとらえ返し、その行為の成り立ちは多様で、そこに立ち表れるく意味〉も多義的な

ものであることを明らかにすることにある。

　したがって、以下においては、第3章においてとらえ返したく身体性〉の意味に基づき、

井筒俊彦による「蕪習」という分節化の論理を軸としながら、メルロ＝：ポンティによる〈

見る〉ということの論理を援用し、第1章、及び第2章において検討したテクストにかか

わる論理をとらえ返しながら考察を進めることとする。

　ただし、相互行為分析の論理は、以上のような深みの意味を扱うものであるとは必ずし

もいえない。例えば、西阪仰は相互行為という表面の背後に潜む一般的法則に対する探求

を破棄し、あくまでも個別事例の特有性にとどまり、そこにおける相互行為の在りようか

ら編み出される社会秩序の成立の文脈を記述することをその目的としている。1

　本章における考察は、西阪のいう個別の事例の特有性を捨象して一般的な法則を見いだ

そうとするものではない。確かに、個別事例の背後、あるいは深みにおけるその根拠を問

おうとするものだが、固定的な一般的法則の構築を目指して行なうものではない。つまり、

相互行為分析の考え方を援用して、個別的な出来事の生起する根拠、その特有性の深みの

意味（関係性）について労うものである。

　したがって、トランスクリプトに起されたあるセクションにおける出来事の生起の根拠

が、直接・間接の別を問わず、そのセクション内に存在せずに別件の出来事の生成・展開

を遡った以前のセクション内にある場合や、観察可能なことがらとしては、表層的には何

の関係もないことがらが深層的には重要な関係性をつくりだしている場合などをとらえる

ということである

　本章で問おうとしていることは、行為の展開の根拠ともいえる深層構造の生成・展開の

在りようであるとともに、子どもたちの造形的な行為の在りように着目し、その展開をと

らえていくことを企図しているため、発話と行為とを同じレヴェルにおいて扱っている。

つまり、発話の生起の根拠として行為をあげるとともに時間的に隔てられた発話ないし行

為が別の発話ないし行為を成立させ、それらのことがらを通して、表層的には対応関係が

ないようにみえても深層的には対応関係があるといえる、ある発話ないし行為をとりあげ

ている。

　具体的な考察に入る前に、ここで分析に用いる方法について述べておくことにする。ま

ず、ビデオ・カメラで収録した記録をトランスクリプトに起し、それをもとに考察を進め

ることとするが、本章でとりあげるトランスクリプトとは、具体的な実践状況に対し完全
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に中立国とされるようなものではなく、また、子どもたちの活動のすべてをとらえること

ができるといえるものでもない。それは次の西阪の考え方をもとにしている。

その書き写しは、かなり細かいものになっている。しかしだからといって、実際に生

起していることがらをすべてそのまま写しとろうとしているわけではない。そんなこ

とは、もともと不可能だ。トランスクリプトは、いうまでもなく、1回目選択的な代

表にすぎない。ビデオ・カメラをどこに設置するかということからして、すでに選択

的である。どの音声まで文字に写しとるか（背景の声はどうするか、そもそも何を「背

景」とみなすか）、テキストのなかにトランスクリプトを提示するとき、どの範囲を

切りとるか、ということになれば、なおさらである。しかし、トランスクリプトが選

択的であることは、ここでの目的にとって、なんの障害でもない。わたしは、成員自

身によって社会秩序がそのつどその場その場で（「局所的に」）編み出されていく様子

を、実際に示してみせようとしているだけである。このことで、なにか仮説を「実証」

しょうとしているのではない。むしろ、成員自身にとっての社会秩序について一定の

感覚（センス）をえることが目指されているのだ。トランスクリプトは、そのための、

あくまでも補助的な、しかし必要な手管である。2

　トランスクリプトにおける文字化それ自体がすでに選択的であり、ビデオ・カメラの使

用及び設置それ自体がすでに選択的である。したがって、文字化するということは、文の

線状性すなわち文法を規定する連辞関係、及び文法が規定する枠内における他の語との交

換可能性に基づく使用可能性を規定する連合関係によって実現されるきわめて選択的なも

のである。

　文字化とは、ある不定のことがらを凹凹において実現する際において、その実現は、他

の文字（語）を選択しないことによって実現されるものであるといえる。そのため、その

とき選択されなかった他の文字（語）が示しうることがらは示されないことになり、その

ことから、文字化においてはすべてを規定することはできないということになる。また、

第1章でも述べたことだが、文字化、つまり、言語化するということは、すでに、ある特

定の文化的ないし社会的な意味をその根源にもっといえるものである。

　言語化の通時的なプmセスは、ソシュールにならえば、個人に生得的とされるランガー

ジュの能力が、各々のラングによって規定され、切りとられる特定の世界観に関係づけら
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れることによって実現される文化的ないし社会的なものである。我々は、生れたときから、

つねにすでに言語化され、文化化ないし社会化されている。

　そのことは、我々はそのような事態と無関係ではいられないことを意味しており、文字、

すなわち言語を使用することは、つねにすでに、〈世界〉に対するある特定のパースペク

ティヴに基づいているということである。それは、ある特定の文化的ないし社会的な営み

であることになり、文字、すなわち言語を使用するということは、その意味でも、つねに

すでに中立的ではありえないのである。

　また、実践場面におけるビデオ・カメラを用いて記録することについて述べておくこと

にする。ビデオ・カメラを用いる理由は、例えば茂呂雄二が指摘するような次の2点に求

めることができる。

　第一に、ビデオで記録した状況を何度も見ることができるということである。3なぜなら

ば、そのことによって、現場では見えなかったものを新たに発見したり、現場における見

えとは異なった見えによって、その当該の出来事が別の出来事として新たに発見される場

合もあるからである。

　第二に、ビデオ資料の方が、例えば文字で記録したフィーールドノート等よりも、相対的

に見てオリジナルの出来事に近いということである。4なぜならば、フィールドノート等に

おける文字化とは、不定の出来事に対する解釈の結果であるとされるからである。文字化

とは不：定の出来事に対する命名であり、区画して定式化する働きのことである。

　ただし、茂呂も指摘するように、ビデオ資料といっても完全に中立的であるわけではな

い。5それを用い設置するという時点において、すでに選択的といえ、言語の場合と同じよ

うに、ビデオを何台用いても具体的な実践状況をすべてとらえることはできない。したが

って、ビデオを使用するということはビデオが許容するある特定の範囲において〈世界〉

を切りとるということに他ならないと考えられる。

　以上のことから、具体的な実践の状況をビデオ・カメラに収録するにせよ、そこからト

ランスクリプトを作成するにせよ、自らのく身体性〉をかかわらせるようにして記録・記

述し、そのうえで、考察を進めていく必要がある。そして、ビデオ・カメラによる収録に

せよ、トランスクリプトの作成にせよ、それを担当する者は当該の具体的な実践の状況に

かかわり合うことになる。

　したがって、本章でとりあげるような子どもたちの活動に対して無関係でいるわけには

いかない。もし、無関係であるとすれば、そのときの観察者（ビデオ・カメラの撮影者）
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にとって子どもは単なる対象となっている。そのために、子どものく私一生〉の存在性の

根拠ともいえる〈身体の深み〉において薪たに生成・展開される〈意味〉をとらえること

はできないということになる。それは、当該のトランスクリプトを作成する者についても

いえることである。

茂呂は、トランスクリブトの作成者は、そのもととなるビデかカメラの鑛猪本人で

ある必要があると指摘しており6、そのことからも、その当該の具体的な実践の状況に、自

らのく身体性〉においてかかわり合うことが必要であると考える。なぜならば、自らの存

在の根拠としてのく身体の深み〉において、〈他者〉としての子どもがっくりだす新しい

く意味〉をとらえようとしないかぎり、そのく意味〉は表層的なものになってしまうから

である。

　子どもを単なる対象としてみることは、その存在の根拠としてのく身体性〉の意味を捨

象するということにほかならない。したがって、そこで深みの意味が立ち上がることはな

いため、〈意味〉の意味をとらえることができないとともに、必然的に、自らのく私一生

〉とともに子どものく私一生〉の意味もとらえることができないということになる。

　また、新しいく意味〉がっくりだされることは、それにかかわる〈私〉も新たにつくり

だされているということ：でもあり、子どもたちにかかわる側のく身体性〉をその深みへと

開いていくことなしに、子どもたちが展開する多様な活動の意味をとらえることはできな

いQ

　そのことを理解するためには、そこにかかわっていく側のく私〉も、新たなく意味〉の

生成に応じて、新たにつくりだされていなければならず、子どもたちのく意味〉生成の現

場とは、我々自らのく身体性〉的な出来事として共感的に〈感じ〉とっていくべきもので

あるといえる。

　なお、次節以降にとりあげるように、白ら実践（授業）を行なうと：いうこと：は、自らの

く身体の深み〉において子どもたちのく身体の深み〉とかかわり合い、〈意味〉生成のく

場〉を共働的につくりだし、展開していこうということに他ならない。そのことに関して

鯨岡峻は次のように述べている。

さて、「事象そのものへ」を目指す素朴な現象学的態度とは、事象を可能な限りある

がままに捉え、手ごたえのある形で理解するという態度、つまり、出来事に密着し、

その出来事の息吹を研究者自身がありありと感じ、その中で出来事の意味に導かれる
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態度に他ならない。このことは、例えば一人の子どもを理解しようとする際に、第三

者の超越的視点からその子どもを客観的に捉えて満足するのではなしに、その子ども

の生活の場に赴き、その子どもと研究主体との密接な関係の中で、研究者自身がまさ

にある種の手ごたえを感じ取ってそれを子ども理解の中心に据えようとする態度で

ある。これは事象への密着性と臨場主義置現場主義とでもいうべきものであるが、わ

れわれはこの「場に臨む篇三門に参加する」という態度を広い意味での「臨床的態度」

と呼んで、先の現象学的態度と相互補完の関係に立つものと考える。この臨床的態度

は、慨別の事例あるいは特殊な事例の理解が一般的な事態の本質を理解するための一

つのルーートであり得るという認識に立って展開されるものである。その点でこれは現

象学的態度に通じる部分がある。7

　ここでは、以上に示したような鯨岡による〈現象学的態度一臨床的態度〉の意味に基づ

き、子どもたちの具体的な活動に顕在化してくる発話行為、及び相互行為について、その

出来事の生起する場に関与することによって観察・記述し、トランスクリプトを作成する。

　そして、その深みに潜在している、顕在化されたことがらの根拠、また、顕在性に対し

て潜在する特定しえない多様な関係性の在りようについて、その可能性としての展開の在

りようをも含めて考察していくことにする。それは、顕在化された行為をく行為〉として

根拠づけるものといえるく身体の深み〉において実現される相互影響的な関係性の、その

つどごとに特有の在りよう（〈エロス〉）について考察しようとするものである。

　第3章で述べたように、〈身体性〉とは、その深みにおいて〈私一生〉の多様注へと開

かれてあるものとしてとらえることができるものである。それは、その深みにおいて、〈

世界〉そしてく他者〉との限定することのできない、多様な関係性へと開かれてあるもの

としてとらえることができるものである。

　そして、子どもたちの活動において顕在化してくる〈行為〉とは、〈身体性〉の働きに

よって開かれるその深みの意味、すなわち、子どもたちひとりひとりのかけがえのない〈

私一生〉の多様性として立ち表れてくるものである。それは、外的に規制されることのな

い、その子に特有の論理に根拠づけられて立ち表れてくる、他とのとり換えが不可能なも

の、そのつどごとのく私一生〉に特有のくエロス〉的なものである。

　以上のことから、子どもたちの濡動において顕在化したく行為〉に潜在するその深みの

意味を問うことは、その根拠ともいえるその子のく私一生〉の多様性の意味を問うことで
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もある。そのようなく行為〉の在りようを保障しようとすることは、それを根拠づけるく

私一生〉の多様性を保障しようとすることと局義である。したがって、相互行為分析にお

けるトランスクリプトから、その深みに潜在する意味、すなわちく意味〉の意味を問おう

とするのは、以上に述べた理由からである。

　なお、トランスクリプトを作成するにあたり、次の記号を用いることにした。8

　ここでは、子どもたちの造形的な活動の展開を、子どもたちの発話行為をも含めたもの

としてとらえようとするため、相互発話と相互行為とを分けることなく、同一のレヴェル

において記述した。そのため、発話の部分に関しては、子どもたち、教師の別なく「」（か

ぎ括弧）を用いている。

　また、子どもたちの造形的な活動における相互発話、および相互行為の展開の在りよう

をより構造的にとらえるため、トランスクリプト中に、その内枠を跨ぐようにして新たな

枠を設定し、そのなかに相互発話及び相互行為の展開の在りようを、矢印等を用いながら

表記するとともに、共有化されたく行為〉を括るなどしている。そのため、子どもたちの

相互発話及び相互行為が同時的になされたとき、及び途切れなく密着してなされたとき、

並記することとする。その際、そこに記述された状況に対応する、子どもたちの活動の様

子を映像としてトランスクリプト内に随時挿入することとした。

　また、トランスクリプトにおいて各所に記されている実線の矢印は、顕在的（観察可能）

なかかわり合いによるく行為〉の生成・展開の在りようを、破線の矢印は潜在的なかかわ

り合いによるく行為〉の生成・展開の在りようを表わしている。前者は、あるく行為〉の

立ち上がりについて明らかな（観察可能な）相互のかかわり合い、すなわちテクストの表

面を〈読む〉ことにかかわり、後者は、そのテクストにおいて潜在化された相互のかかわ

り合いを、表面をとおしてく読む〉ことにかかわるものである。

　その他、トランスクリプトの作成に用いた表記記号は次のものである。これは主に西阪

の提示した表記記号9に基づくものであるが、子どもたちの造形的な活動の展開をとらえる

ための記述としての見やすさを考慮したため、以下に示すように変更を加えた。

・聞き取り困難

　闘き取り不可能な箇所は（）とされるが、相互発話と相互行為を岡一レヴェルにおい

てとらえるため「（）」で示す。また、聞き取りの内容が確定できないときは、当該の文

字列を（）で括る。発話自体の有無が確定できないときは（「（）j）として示す。

・沈黙
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　音声が途絶えている状態があるときは、O．2秒毎に、それ以下のときはf（．）」とされる

が、当該の秒数を（）内に示す。

・音声の引き延ばし

　音声が伸ばされている箇所には、コロン（：：）が用いられ、引き伸ばしの相対的な長さ

に対応して数が示されるが、ここでは（一）を絹い、引き伸ばしの相対的な長さに対応し

て（一）の数を示す。

・ことばの途切れ

　ことばが不完全なまま途切れているところはハイフン（一）で示されるが、その間の行

為の展開も考えられるため、改行ないし「」で並記するようにして改めて示す。

・音調

　語尾の音が上がっているところは疑問符（？）で示す。語尾の音が下がって区切りがつ

いたところは句点（。）で示すが、文末で「」の終点に当たる箇所には句点は付さない。

　　以上に示したことに留意して記述を行なうこととする。
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第2節　自ら新しい〈意味〉をつくりだしていく子ども

1　実践分析

①場所をつくりかえる活動

　題材名：「『かくそう』～自分の発想で薪しいかたちや意味をつくりだすことを楽しむ～」

　新潟県柏崎市立柏崎小学校3年生（男子Aさん）

　この学習活動は、「かくそう」として、小学校3年生（男子17名、女子14名、計31名）

において、2時間にわたって行なわれたものである。

　内容は、新聞紙やロール状の紙などを使いながら、教室のなかにあるさまざまなものを

隠すということによって、その意味をつくりかえ、「どこにもないような世界」をつくりだ

そうというものである。材料は、その他にビニールのひもやマジックペン、子どもたちが

もってきたトレイやビニールの袋などがあった。子どもたちは、それらのもの、および友

だちの行為、そして教室内の状況などとの多様なかかわり合いから、さまざまなく行為〉

をつくりだし展開していたといえる。

　以下では、そのなかでもAさん（以下A）が展開する活動をとりあげ、考察していくこ

とにする。まず、Aにおいてくもの〉とのかかわり合いから生起し展開するく行為〉につ

いて述べる。

　Aにとってのくもの〉とくもの〉との関係には、次のようなものがみられる。

　床と新闘紙（床一一新闘紙一非一階一帯一新聞紙）、トレイと紐（トレイfilt一非一トレイ

一図一廻）、トレイ一新と壁（トレイ十紐一壁一二一トレイ十紐卜非一回）、などである。

さらに、クラウスによる展開の論理にもとづいてAの活動の状況を読むと、以上の括弧内

のような、多様な論理展開を導き出すことができる。そうした論理展開の組み合せから、

次のような組み合せの可能性を見いだすことができる。

　例えば、新聞紙とトレイとガムテープ（新聞紙一トレイーガムテープー非一新聞綻非

一トレイー非一ガムテープ）、新聞紙とトレイとガムテープと床（新聞紙一トレイーガムテ

ープー床一非一下聞紙一丁一トレイ一町一ガムテープー非一撃）などである。つまり、A

にとってのくもの〉の組み合せの在りようは二つのものに限定されることはない。そして、

実際のAのく行為〉は、以上に示したような展開以上の多様性をもち、より複雑なかかわ

り合いにおいてつくりだされ、展開していくことになると考えられる。

282



［1－a一（D　（e3：25－13：15）］

A：新聞紙を広げて壁際から一枚ずつ折って敷きはじめる。敷いて重ねたものをガムテL一一プでとめる。

AlDの方を振り返っているBを指してか（？）、新聞紙を持って1やろ！と。Cから「はい」とガムテープをもらい、Bから

　　「どぞ」と上聞紙を渡されるも、ガムテー一一プだけをとり、1ここって殿ってもいいのかなあ」と壁と床との際をさし、Bに尋

　　ねる。

B＝「いいですね」やや間があって1いや、いいですね」とB。1いや、いいです！とB。

A；「つなげて、ガムテ・一・一プで、裏でくっつけて」「ガムテープを結んで、裏でくっつけて」とガムテープをB君に渡す。

C：親聞紙を広げ4つ折りにし、Aに「あげよう］といって渡すが、　Aは、新聞紙を貼るのに夢中で聞いていない。

Bl「A、くっつけるよ一」とB。

A：「そうじやない」

B＝「いいの一」とB。

A：「だめだってl

B：ガムi7一一・・プを上から貼り付けようとするが、　Aに擁否され、丸めてやり潅そうとしている

［1・a・②（13：15－24：35）コ

A：持ってきたマジックの青汁でトレイの内側に色を塗り始める。

B：Cに℃、トレイちょうだい、トレイちょうだい」「やった一、緑」

A＝Bに「どうぞ、どうぞ」といってスーーパーの袋からトレイを出して渡す。

C：fねえ、なんか描いていい？ねえ、いい？」とC．Cは赤色Bは緑色。

A；「塗りつぶせば？」といってAは青色のマジックでひたすら塗っている。

A：「それ床にしよう」「床に貼ったりさ、水筒とかさ」。

A＝塗りおわり、ガムテープをとって、トレイの裏側に丸めて貼り、床に敷いた新聞紙のうえに置く。

A：青いビニールテープのひと巻を取って、元の自分の場所に帰っていく。

C：「ここに巻き付けて、いい？」とCが、色を塗ったトレイを、Aに差し出す。

A：うなずきながら、紐を取り懲していく。

C＝「じゃなくて、紐くっつけて」とC。

A：1紐くっ付ける（？）巻き付ける（？）！といってトレイに紐を二十三重：と巻き付ける。

C＝「巻き付けんの？ほんとに？」「繕った方がいいんじゃないの？」。「だって、せっかく塗った色が晃えないよ」

A：巻き付けていた紐を解いていく。

A：セロテープを特って帰ってくる。

［1－a一＠　（24：35－28：40）］

A：トレイの内側の底の部分を赤色で塗り始める。それが終ると、内側の縁の部分を緑色で塗り始める。

C：トレイに色を塗る，

B：トレイに紐を付けて蔑ってきて、IA、これひっかけていい？、どっかに」

Al「これでひっかけて、これで！とさつきつくったガムテープの棒を渡そうとするが、何故か断念する。

B：「なんか、壁に貼れるやつ、これだ」といってガムテープを手にする。「A、付けま一した、カンペキ（？）！。「もっと上が

　　いいかな？、Al。「いい？」

Al一瞬、見る。しかし塗り続ける。塗りおわると、紐をとってトレイにくっつけようとする。Cに紐を切ってもらう。

A：ガムテープを細くちぎって、トレイ外側の爾方のふちに紐を貼り付ける

T：どこからっるしたいの？

A：柱（天井の梁）をゆびさすe「天井がいい」。つくったものをもって脚立を登る

Tlそこでいいの？はなれて見てみれば？そこで、いい？

Al貼ったところを（間近で）一瞬見て、見上げ、「うん」と肯く．

［考察］

以上に示した各セクションにおいて、次のような展開を見いだすことができる。

［lma一（1）］

・新聞紙とガムテープと床

・｛新聞紙とガムテープと床｝とガムテープ

［lmarm〈1）］

ここでは、〔1・a・①］における組み合せの展開の在りように、まずトレイとマジックとの

組み合せがかかわっていくことになる。

・｛トレイとマジック｝と床（水筒）

・｛｛トレイとマジック｝と床｝とガムテープ
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・｛｛｛トレイとマジック｝と床｝とガムテープ｝と新聞紙

・｛｛｛｛トレイとマジック｝と床｝とガムテープ｝と新刀紙｝と紐（を巻く）

・｛｛｛｛｛トレイとマジック｝と床｝とガムテープ｝と新聞紙｝と紐｝とセロテープ

［1－a一く3）］

　ここでは、［1・a②1における組み合せの在りように、ガムテープ（と棒）の組み合せ、

そしてトレイとマジックの組み合せがかかわっていくことになる。

・トレイとマジック

・｛トレイとマジック｝とひも

・｛｛トレイとマジック｝とひも｝と天井

　このように、Aの活動はより重層的なものとして多様に展開していくといえる。それは、

友だちのBとCのかかわりとのかかわりを経て、次のまとまりへと展開していくと考えら

れるものであるが、あらかじめ決められたものに従うようにして展開するのではなく、そ

の場や状況におけるかかわりから決定され、展開されるものであるといえる。

　各セクション内における、それぞれの顕在化されたく行為〉には、潜在化されたかたち

で、それ以前になされた、あるいは可能性としてはあったが実際にはなされることのなか

った〈行為〉が含まれているといえる。そのときどきにおいてつくりだされ展開される〈

行為〉の成り立ちには、それ以前の潜在化された幾多のく行為〉の軌跡がかかわり合って

いると考えることができる。

　［1・a②］の例でいえば、それは、それに先立っく行為〉のまとまりとしての［1・a・①］

における組み合せの展開の在りように、友だちとのかかわり合いのく行為〉や、教室内の

他の状況、及び他の材料などとのかかわり合いから、さらにそのく身体の深み〉において

かかわっていくことによって、まずトレイとマジックとを組み合せるというく行為〉が立

ち上がってくることになる。そして、Aは、その〈行為〉によってつくりだされたくもの

〉と、床とを組み合せる〈行為〉を新たに立ち上げることになる。

　そのく行為〉によってっくりだされたくもの〉は、構造的にみれば、トレイとマジック

との組み合せによってつくりだされたくもの〉と床との関係によってつくりだされたもの

であるということができる。

　クラウスによる展開の論理にもとづけば、そこには実現されなかったくもの〉が潜在す

ることになる。したがって、そこでつくりだされたくもの〉は、トレイとマジックとの組

み合せによってつくりだされた〈もの〉と、そのことによって実現されることなく、潜在
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化することになった可能性としてのくもの〉、及び床との関係によってっくりだされたも

のであるということになる。

　そのことは、次の｛｛トレイとマジック｝と床｝とガムテープが組み合せられるという場合に

もいえることである。そこでは、より重層的で複雑な関係性をつくりだすことを通して、

〈行為〉は生成され、展開されているといえるのである。

　しかし、それは、以前の組み合せの在りようが、そのまま次の〈行為〉の深みに潜在す

るということを意味しない。それは、つねに次の組み合せの在りようへと組み合せられた

かたちに変容されることにおいて存在するものと考えられるのである。

　｛｛トレイとマジック｝と床｝とガムテープという組み合せが実現されたというとき、その深

みにおいてトレイとマジックが、そのままのかたちにおいてあるということではなく、そ

れらはトレイとマジックという組み合せのかたちにおいて、そして｛トレイとマジック｝と

床という組み台せのかたちにおいて、分かちがたく互いにかかわり合いながら潜在してい

ると考えられるのである。

　そのような、潜在するかかわり合いの在りようから立ち表れるく意味〉のイメージと、

〈いま・ここ〉においてかかわり合うことによって、次の新しいく行為〉が立ち上げられ

ていくことになるとも考えられる。

　〈身体の深み〉を、そのようなかかわり合いの根拠とすれば、そこでなされるかかわり

合いの在りようは、以上のようなものに限定されることなく、さらに多様なかかわり合い

に開かれ、次の新しい〈意味〉をつくりだすく行為〉を立ち上げ、展開していくことにな

るといえる。

　以上に示したAの活動においては、薪聞紙が幾度かにわたって、それぞれ異なる状況に

おいて用いられている。表層的にみれば、そこで用いられている新聞紙は、新聞紙として

同じものであるが、深層的にみれば、それは、それぞれの状況のなかで互いにその意味を

違えていると考えることができる。

　そのくエnス〉としてのく意味〉は、深層的にはそれにかかわり合う人ごとにすべて異

なっているということができる。とすれば、以上に示した展開の在りようは、厳密には、

そのくもの〉にかかわり合う人ごとにすべて異なるくエロス〉性をもって、微妙な、決定

的な相違性においてズレ、ひろがっていくことになると考えることができる。したがって、

〈意味〉の共有化ということも可能であろう。

　しかし、それはく意味〉の岡一化ということを意味しない。それは、〈主体一客体〉の
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両義性を生きるものとしてのく身体性〉を根拠として、〈私一生〉のく意味〉であるとと

もにそれを〈他者〉のく生〉へと開き、またく他者〉のく生〉におけるく意味〉へと、〈

私一生〉を開いていくということを意味するのであり、互いに異なることの共有化という

ことである。

　以上のことを踏まえて、次に、Aと、　Bがっくりだしたものとのかかわりの在りようを

みることにする。

［1一　b］

Bliヤマ」と書って、Bが、つくったものをもってやってくる

AlしかしAは見ない／一瞬k見る
A：トレイ（時計）を吊るそうとする

B；その隣で自分のものを吊り下げようとする

B＝椅子に登り、Aの頭のうえで、自分のものを吊るす

A：新閣紙を敷きつめた端に、トレイを横に並べて、そのうえからそれらを、ガムテープで一気に貼ろうとする

Bl「ヤマ、上見てみな」「うわ一」「これなんて、よく食べるんだぞ一」「えいや一j

A：中央の脚立に登り、天井を触る

A：白い紐：を待ち帰る

A：窓枠に登り、Bを退かす

A：Bからガムテープをもらい、Bのつるしたものの尻尾（？〉に紐を付ける
B＝「おい、ヤマ、侮をする気だ？」、1あっ、やめて一」

A：「いいことするんだよj

Bl「じゃ、それをつなげてくれるんだろ？、ちょっと、ここらぐらいに」

A：付ける

B：「できた、オラがつくった」とB

［考察］

　ここでは、Aにおけるく行為〉の生成・展開の多様1生、そしてAとのかかわり合いにお

いて多様な〈行為〉を生成・展開することになるBについてみていくことにする。

　AによるBのつくりだしたものへのかかわりのく行為〉によって、Bのつくりだしたも

のはっくりかえられることになる。Bは、そのとき「あっ、やめてV一」と言って拒否はす

るものの、Aによって〈行為〉がなされる。

　その後、Bは、「じゃ、それをつなげてくれるんだろ？」と言うのだが、それは、　Aによ

るく行為〉を自らのく身体の深み〉へとかかわらせ、自分なりに立ち上げたということを

意味する発話としてとらえることができる。そのことから、さいこの、Bによる、「できた、

オラがつくった」という発話の意味も理解することができよう。

　以上に述べたような展開の在りようには、教室内の様子や、窓、および窓から見えるも

の、天気、床や壁の色、自分や友だちの着ている服の色、廊下の様子などが、そのくエロ

ス〉性において多様にかかわり合ってくることになる。

　さらに、そこには、自分のつくったもの、および友だちのつくったもの、そして、友だ

ち（〈他者〉）のく行為〉とのかかわり合いなども関係してくることになる。
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　クラウスの論理を〈身体性〉の意味からとらえ返すと、〈身体性〉とはその深みにおい

て、限定されることのない〈世界〉との多様なかかわり合いに開かれているといえる。

　そのため、クラウスの論理による展開の在りようは、その展開の在りようをも含むさら

に多様な展開の在りようへと開かれることになる。したがって、クラウスによる展開の論

理をその表層の在りようとしてもち、また、それを可能とするといえるような深みにおけ

る多様性へと開かれると考えられる。

　以上のことから、ここでとりあげたAにおけるく行為〉の生成・展開の在りようは、そ

のようなものとして、とどまることなく新たなく意味〉をつくりだす、新たなく行為〉へ

と生成・展開し、クラウスによる展開の論理をも超えた、〈身体性〉をかかわらせること

によって開かれる、さらなる多樹生における展開の論理において実現されていたと考える

ことができる。
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②構成的な活動

題材名＝「竹ぐしをつなぐ一つなぐことから生みだされるなにか一」

　新潟県立新井高等学校2年生（女子Aさん）

　この学習活動は、財ぐしをつなぐ一つなぐことから生みだされるなにかr」として、そ

れまでの9フリー・ドn一イング」にの実践に関しては、本論第2章においてモデルを用

いて分析的に考察した）、「自画像一私の世界をつくる一」、「写真（私の世界を切り取り、

そこから新しい私の世界をつくる）」、「石膏から生まれるなにか」という学習活動から展開

したものであり、竹ぐしを切り、つなぎ、そのことによって何らかの先行するものを再現

的につくっていくということではなく、そこから生みだされる任意のかたちを立体的に連

続させていき、そのかたちを新たに連接するたびに新しい〈意味〉をつくりだしていく子

どもたちの活動の在りようを期待して提案したものである。

　それは、高等学校2年生の選択転勤「美術H」の授業（選択②、男子3名，女子8名、

計11名）において行なわれたものである。ここでは、女子Aさん（以下A）の活動をと

りあげ、考察していくことにする。

［2－a－O　〈Ol：e2－02：18／02：3e－02：35／02：35－03：22）］

　左三手に竹ぐしを博ちながら糸をもつ

　つくっているものを回転させる

　左右にゆする

　竹ぐしをあてがう

　あてがいながらすこし動かす

　つくっているものに竹ぐしをあてがっては、また変え、あてがう

　つくっているものをまわしながら、纏ぐしをあてがう

　あてがった竹ぐしをはずし、二本そろえて持ち、見る

　「なにしょうとしたんだっけ？」

　糸をそろえ、

　竹ぐしをそろえ、糸を巻き、

　接着剤でつける

［2－a一＠　（14：30－17：55）］

　片手で持ちながらつくっているものを覧て「どうしょう」

　動かしてみる

　fどうしょう」と濯いながら、左手で持つ

　向きを変えてつくっているものの方に向ける

　右手で持ち上げ、両手で持ち、広げたり閉じたりしている

　用手で持って見ている

　竹ぐしを手で広げたりして動かしながら、つくっているものを晃る

　竹ぐしを下に置いて、つくっているものの端を持ち、薦から上の方へと圃転ずるように持ち上げる

　反対に返して置く

　左手にもった骨ぐしをあてがおうとするが、もどす

　つくっているものをかたむける

　はんたいにかえす

　「どうしょう」

　竹ぐしを一本右手で待ってあてがう

　ひつくり返して見る

　「あたし、ピンチ、また、どこつけるのかわすれた1

288



　手前に立てる

　立てながらまわす

　置いて、手前の方を持ち上げる

　竹ぐしを端につけてみたりしている

　糸を巻いていく

［考察］

　Aの行為における、〈内〉のかたちとく外〉のかたちについて次のことがいえる。

　〈外〉のかたちとは、対象との多様なかかわり合いから、たまたまそのとき顕在化され

ることになった一つの関係の在りようのことである。その意味で〈外〉のかたちとは、多

様な関係性のうちの一つが実現されたに過ぎないということになる。

　Aの活動にも明らかなように、Aは、竹ぐしを一本つけるに際し、絶えず竹ぐしをあて

がってみては位置を変え、向きを変え、全体を見ていた。また、つくりだされたものの方

を、まわしたり、ひつくり返したりしながら、その位置を変え、向きを変え、全体を見て

いた。

　そのうえで、Aは、そのつどごとに、竹ぐしをつける、とりあえずの位置を決め、接着

していた。Aは、竹ぐしを接着するまえに、竹ぐしゃ、竹ぐしでっくりだしたものを絶え

ず動かし、あてがってみては位置を変えたりして、そのようにするたびに多様な関係性の

網の目を立ち表れさせていた。そのつどごとに新しいく意味〉が、〈竹ぐし一意！Sl　一　A＞、

〈竹ぐし一意味一B＞としてっくりだされていたと考えることができる。

　なお、竹ぐしと、竹ぐしでつくったものと、自らのく身体の深み〉をその根拠としてか

かわり合らているからこそ、竹ぐしをつけようとする位置は、絶えず変動し、接着は仮り

のものであるにせよ、なかなか決定できなかったものと考えられる。

　〈外〉のかたちとは、そのような多様なく行為〉の展開の在りようのうちの一つの結果

に過ぎないといえるものである。それだけを切り取って見るということは、そのく外〉の

かたちをかたちづくる一本の竹ぐしが、どのような過程の連鎖において関係づけられて置

かれ、かっく意味〉を生成しているのかということを見ないということと岡義である。

　そのことは、その一本の竹ぐしを置くに際し、それを置いたく私〉が、その〈生〉を根

拠としてその瞬間を生きていたということに対して、すなわち、新しいく意味〉をつくり

だすとともに、薪しいく私〉をつくりだしていたということに対して、一切関心を払わな

いということに他ならない。

　一本の竹ぐしを置くという、全体から見れば周辺的な一過程に対して関心を払わないこ

とは、その過程において、自らの論理において多様な関係性を立ち表れさせ、そのく生〉
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をかかわらせながらくいま・ここ〉を生きている子どものく私〉の存在性を保障しないと

いうことである。

　したがって、〈意味〉とは、〈身体性〉の働きに基づいて、そのつどごとに形成される

多様な関係性の網の囲において、そのつどごとにつくりだされるもの（〈エmuス〉）であ

り、過程の積み重ねの果てにしかその姿を見せないようなものではない。Aがっくりだす

く外〉のかたちは、多様な関係性のうちの一つが実現され、可視的に顕在化されることに

よるものであるが、〈内〉のかたちは、Aのそのつどごとのく行為〉に応じてつくりださ

れ、展開されるものである。それは、その意味で可視化されることはないといえるが、同

時に、可視化のための根拠であるといえる。なお、〈内〉とく外〉との関係は「蕪習」の

論理からもとらえ返すことができよう。

［考察］

・fなにしょうとしたんだっけ？」

・片手で持ちながらっくっているものを見て「どうしょう」一「どうしょう」と言いなが

ら、左手で持つ一向きを変えてっくっているものの方に向ける一「どうしょう」、竹ぐしを

一本右手で持ってあてがう、ひつくり返して見る一門たし、ピンチ、また、どこつける

のかわすれた」

　以上に引いたAの発話は、すべて異なる状況（場面）において発せられたものである。

したがって、その意味、及びそれを成立させている関係の在りようはすべて異なっている

ということになる。

　しかし、以下に述べるように、その展開の意味（論理）については相同性を読むことが

できる。このことばの顕在化によって、Aのく行為〉の立ち上がりを保障しているといえ

る、Aのく身体の深み〉の在りようは、そのそれぞれにおいてより多様な関係性へと開か

れ、組み替えられつつあるということができる。そこには、それ以前における関係とは異

なった関係が立ち表れっっあり、その立ち表れっっある関係が、以前の関係とは異なった

ものとしてとらえられる。

　しかし、それは未だ明確化され定着してはおらず、それが何かははっきりはしないが、

自らのく身体の深み〉において、それまでのく行為〉を成り立たせ、〈意味〉をつくりだ

していた関係性が組み替えられ、同時に新たなく行為〉を成り立たせ、〈意味〉をつくり

だすことのできる関係性へと開かれ、組み替えられているというく感じ〉から発せられた
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ことばであると考えられる。

別の言い方をすれば、Aは、そのことばを発するたびに、そのように〈感じる〉〈私〉

を、その存在の根拠としてのく身体の深み〉の在りようまでも含め、新たにつくり、つく

りかえていたということである。

［2－b－O　（03：34－04：51）］

　（2・a・①から展開している）

三角につけた二本の竹ぐしを振り、見ながら、また二本の竹ぐしを見ている

つけたところを軸にして広げ、三角の二辺、V字のかたちにする

　「あれ、どこにつけようかしら」

逆さにしてあてがう

そのままにして、斜めから見る

左手の竹ぐしを軸にして、膚手の竹ぐしをまわす

全体を正面に向ける

膚手の竹ぐしをさがし、はずす

つくっているものの向きを変える

つくっているものを上下したりして、竹ぐしを逆さにしてあてがう

片方を揮さえて箆る

［2－b一＠　（26：37－27：30）］

つけたところを両手で押さえながら、つくったものを少し持ち上げる

つくったものの両端をもち、少し動かす

まわして見る

それを置いて、さっき、Vの掌の形につけた竹ぐしを手にとる

　「さっき、つないだの、つかってないよO！

付け根のところを軸にして動かしたりしている

っくえのうえにひろげようとする

両手で持ち、立てぎみにする

左手に竹ぐしを持ちながら、つくったものを動かす（まわす）

まわして竹ぐしをあてがう

あてがいながら、また、まわす

［考察］

　ここでは、〈行為〉が多様に展開していく過程において、以前につくりだしたものが、

それがっくりだされたときとは違う、別の文脈において関係づけられること（嚥習」）に

よって顕在化してくる在りようをみることができる。

　例えば、二本の竹ぐしを組み合せてVの字のかたちのようなものをつくりだした後にな

される「あれ、どこにつけようかしら」という発話は、それをつくりだす前と後とでは、

つくりだされたものをめぐって立ち表れてくる（組織される）関係の在りようは異なって

いることを示す指標であるといえる。

　Vの字のかたちのものをつくりだす前に立ち表れていた、二本の竹ぐしを平行に並べて

接着した段階、すなわちVの字のかたちに開く前のく意味〉は、Vの字のかたちのものが

っくりだされることでその意味を変え、当初のそれとは異なってしまったため、「どこにつ

けようか」ということがあらためて間われ、発話と：して現われてきているものと考えられ

る。

291



　そのような関係の組み替え、すなわち新しい〈意味〉の生成ということは、同時に、そ

れを〈エロス〉としてつくりだす〈私〉の新たな生成でもある。そのために、Vの字のか

たちのようなものがっくりだされた後に「あれ、どこにつけようかしら」という発話が、

特に「あれ」という発話が意味をなすと考えられる。

　そこでは、すでにつくりだされた〈もの〉とかかわり合いながら、新たにつくりだされ

ようとしている（未知の）〈もの〉へとかかわり合う、新たな（未知の）〈私〉へと、A

のく私〉の意味は更新されているといえる。それはAのく私〉（発話の主体）のく身体性

〉の働きによって実現されたものであると考えられる。

　また、Vの字のかたちのものがっくりだされることになったことには、隣で活動してい

たBのく行為〉が関係していると考えられる。直前にBが隣で三角につけた二本の竹ぐし

を振ったり、見たりしていたことが、直後のAのく行為〉に「薫習」することによって顕

在化させていたということである。

　あるいは、Bは、　Aの隣で、その活動のはじめの方から（本時だけでなく、本単元のは

じめの方から）二本の竹ぐしを三角に、AがつくったようなVの字のかたちにつけ、それ

を組み合わせたりして全体のかたちをつくりだしていくというく行為〉を展開していたた

め、数時間にわたって、時間をかけて、そのく行為〉がAのく行為〉に嘆習」し、Vの

字のかたちをつくりだすというく行為〉に顕在化したとも考えられる。そこにA本来の、

竹ぐしをあてがってははずし、まわして見たりするという不断の関係性の組み替えという

く行為〉が立ち上がってくると考えられる。

［2－a一＠　（33：22　一　34：00／36：01－36：30）］

　B：「むすべなくなってきた、どうしょう、ねえねえ、むすべない、せまくてむすべない」

　Al「あたしも、ちょっと、どうしょう、順序を間違えちゃった」、「もうだめだ」

　A＝竹ぐしを糸でつけはじめる「ほんとにだめだ一」

　A；「こわれそう」

　A：「いや一、ついたついた」

　A＝ハサミを持ち、切ろうとする「こつ、こわれる・一」と需ってハサミを置く

　B：「わけわかんなくなってきた！

　A：iわたしもわけわかんなくなってきたよ」

　A：「こっちにもなんかつけよ」と言って、さっき置いておいたVの掌のかたちにした竹ぐしを手にとり、ひろげながらつくっ

　たものを見る
　Al「（わからない）」

　（Vの字のかたちの属習」的展開については、セクション［2・b②］参照〉

［2－a一＠　（48：32－49：27／49：40－50：30）」

　・さかな

　A：1さかなだったものどこかわかる一？」

　B＝1なに？」

　A：1さかなだったところ」

　B：iいや、もう溺係がな一一い」

　A：1もう閣係がないj

　T：fん？なに？」

　A；「え？さかなになってたんですよ」

292



　B：「うん」、f（〉ちゃった」

　A：「いや、さっぱりぜんぜんいみがわからないものに」

　A＝「そっか、わかったわかった」と書ってつくっているもののてっぺんをさわる

　・ペンチで竹ぐしを切る

　A：「ふ一、すっきり「

　B：「じゃまだったの？」

　A：「じゃまになつちゃった」

　Alまわして見る

［考察］

　セクション［2・a・①］、及び［2・a②］においてとりあげた、「あれ、どうしょう」、「な

にしょうとしてたんだっけ」というような発話は、「さかな」をつくろうとしたが、「いや、

さっぱりぜんぜん意味がわからないものに」なっていったAのく行為〉の展開の指標であ

るといえる。

　ただし、ここで指標とはいっても、それは同一の何ものかの出現を印づけるものを意味

しない。それは、出現そのもの、つまり、新しい〈意味〉の生成の在りようそのものの指

標としてとらえられる。

　しかも、そこでAが、「さかな」という表現で顕在化させようとしていたものは、その

活動のはじめから固定化されたものとしてAの活動を規制するようなものではなかったと

いえる。

　なぜならば、第一に、Aのく行為〉は、「どうしょう」、あるいは「なにしょうとしてた

んだっけ」という指標を介して、そのつどごとに、平ぐしを置き換えたり、つくっている

ものの位置を変えたりしながら、新しいく行為〉へと展開していたと考えられるからであ

る。そのような発話は、四時の活動のはじめの方から顕在化してきている。

　第二に、［2－a・④］におけるBとのやりとりにおいて、Bの「わけわかんなくなってきた」

という表現がAに「薫習」されて、「わたしもわけわかんなくなってきたよ」という表現

として立ち上がってきた後の、Aの「こっちにもなんかっけよ」という表現に顕在化され

たように、そのときのAのく身体の深み〉においては、あらかじめ決められた霞標に追随

するようなかたちでではなく、その場そのときの状況に応じてなされる分節化の在りよう

を読むことができると考えられるからである。

　そのことから、たとえAのく行為〉において「さかな」という表現によって名指される

ものが想定されていたにせよ、それは、Aがそのつどごとに生成・展開するく行為〉にか

かわってその意味を変え、「さかなだった」というような表現に顕在化されたように、その

つどごとに更新されていたと考えることができる。
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　そのことは、その後のBの「いや、もう関係がな一い」という発話に嘆習」されて、

Aが「もう関係がない」と言い、さらにTの「ん？なに？1に対し「え？さかなになって

たんですよ」と言う。その後「いや、さっぱりぜんぜんいみがわからないものに」といっ

た、AとB、及びTのあいだにおける相互的な発話の展開にも読むことができる。

　そのうえで、Aはペンチで竹ぐしを切り、「ふ一、すっきり一」と言い、さらにBの「じ

ゃまだったの？」という発話に対し「じゃまになつちゃった」と答えた。そのことからも、

Aが生成し展開してきたく行為〉とは、その場そのときの（対象や友だちのく行為〉など

との）かかわり合い（状況）において、〈身体の深み〉から立ち上がり、展開されていた

ものであるということができる。つまり、そこでAは、あらかじめ設定した計画にしたが

って竹ぐしを切ったのではなく、〈行為〉の展開において「じゃまになつちゃった」から

切ったのであり、はじめからじゃまだったというわけではなかったのである。

　以上のことから、Aの活動においては、その場そのときにおけるかかわり合いによる、

次の新しいくいま・ここ〉におけるく行為〉の立ち上がりとその展開の在りようをみるこ

とができる。
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③材料をもとにした活動

　題材名：「ゆめのかたちってなんだろう～ぼく・わたしのゆめのかたち～」

　長野県長野市立豊栄小学校2年生（男子Aさん）

　この学習活動は、「ゆめのかたちってなんだろう～ぼく・わたしのゆめのかたち～」とし

て、小学校2学年（男子8名、女子10名、計18名）において、2時間にわたって行なわ

れたものである。

学習活動の場は学校の中庭であり、そこには数多くの流木や貝、石などの材料が準備さ

れていた。それは、子どもたちひとりひとりが、自らのく身体性〉を働かせてかかわり合

い、〈私一生〉のく感じ〉、〈考え〉、〈行為〉を立ち上げ、活動を展開していくことに

おいて外的な規制性を可能な限り取り除くことを意図したためである。

なぜならば、対象等のく意味〉とは不動のものではなく、それはく身体性〉を働かせて

かかわり合うことによって柔軟に生成され展開されるものであると考えられるからである。

　しかし、〈意味〉が「意味」として、すなわち不動のものとして固定化されているとき、

それは文化的な枠組みであったりして、そのことから、教師の言動であったりするく身体

性〉を働かせて対象等にかかわり合うことなどは困難になる。

なぜならば、〈意味〉の固定化はく私一生〉の多様陛としての深みの存在を保障するく

身体性〉の意味が規制され、その働きが抑圧されること（心身二元論の文脈）に起囲する

といえるからである。そのことから、ここでは規制性が全くないとはいえないが、より少

ないと考えられる材料を用意して活動を提案することとした。

子どもたちは、それらの材料との出会いから活動を始め、それらを見たり、えらんだり、

ならべたり、つないだりしながらそれぞれに活動を展開していた。

　ここでは、男子Aさん（以下A）の活動をとりあげ、考察していくことにする。

［3－a　（05：31－ll：33／11：33－16：50）］

　材料置き場を見る

　　　「けつ」

　1しりかよ一」

　材料置き場を見る

　「こんなん、こんなん見つけた」と言って貝を手に取る

　　　「なにかけばいいの？」

　「うんこをかく」

　貝に色を塗っていく

　「血まみれの貝」

　「磁まみれののろいの貝」

　　員を際けて「うわっ、きったね一、うんこだ一」

　その貝を手に敢り、なにかを描こうとするが、友だちに渡す

　材料置き場を見る

　小枝を拾い、それに描いていく

　　　「くせ一。くせ一、くせL一一」

　「うんこくさい？1／1かして」
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　匂いをかぐ／貝を渡す

　立ち上がり、足元の材繕を見る

　ID、こんなやつ晃つけた］と言って、翼を手に取る

　色を塗りはじ，める

　材料置き場の方に行く

　木を手にする

　のぐそを描いていく

　「血まみれのうんこ」と欝って昆せ（友だちと笑う〉、繰り返し旧いながら描いていく

　「うんこだ」と雷って晃せる

　「赤いうんこ、めずらしいの」と言って塗っている

　1おもしれえな、こんなやつあるよ」と言って、員を選ぶ

　（らくがきほ一だい一）

　貝を手に取る

　1うわ、きたないやつだ」／「におい、かいでみ」

　　ダンボール（「これ、みてみ、だれかのうんこ」）

　「おれも描こう」と言って、ダンボールを探し、手にして、描きはじめる

　（描いた）ダンボールを脇に投げる

　材料置き場の方に行く

　ダンボールカッターを借りる

　材料置き場を見る

　ダンボールを切ろうとする

　材料置き場を見る

　iうんこをきるj（木）

　木をつつく

　材料置き場を見る

　　員／「それ、くせ一よ、中身」

　材料置き場の方を見る

　ダンボールを切る

　「ぶつさし」と言って刺す

　「のぐそもくしざしにする」（ダンnl’・一・ルに描いた）

　「ささった」

［考察］

材料置き場に行くたびに、そこにあるものとのかかわり合いからく行為〉がっくりださ

れ、展開していったと思われる。また、その際、「うんこ」及び「くさい」ということばが

ひとつのキーになり、活動が展開されていっているとも考えられる。

　もちろん、そのとき発話される「うんこ」は本物のそれではない。それは実際に自分で

嗅いだ貝の中身の匂い、友だちの「くさい」、yうわっ、きったね一、うんこだ一」という

発話、そして、友だちのつくったもの、及びその名前（「しり」一「けっかよ一」　）などが、

Aのく身体の深み〉を根拠として、すなわちAのく私一生〉の論理において多様に関係し

合い、影響を及ぼし合うという状況において、iうんこ」として分節化され、命名されるこ

とによって、生成された、Aのく私一生〉にとって特有の何ものかであると考えられる。

Aのく私一生〉において展開される活動が、貝、木、ダンボールとその媒体を変えなが

らひろがっていっても、そのなかで「うんこ」としてくエロス〉化された何ものかは、そ

のときどきの状況（多様なかかわり合い）において、そのつどごとにその意味を更新しな

がら立ち表れてくると考えられる。

　また、「うんこ」は、赤い色との関係から「血まみれ」ないし「血まみれのうんこ」とし

て、分節され顕在化してくる。それは、ことばによる分節化によって生みだされたイメー
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ジが、連鎖しながら結合されることによってつくりだされたものと考えられる。

　したがって、それも本当の「血」を意味するものではなく、本当の喩」に対するコピ

ーでもないということになる。つまり、「血まみれ」とは、Aのく私一生〉と、貝とペンと

のかかわり合いにおいて立ち表れてくる〈意味〉であり、リアリティであると考えられ、

ペンと貝との多様なかかわり合いの一つの在りようの顕在化された姿ともいえる。

　それはAのく私一生〉における赤いペンとのかかわり合いにおいて顕在化した関係、す

なわち「血まみれ」ということばが、その場をともに構成しているといえるく他者〉とし

ての友だちのく私一生〉へと、そのく身体の深み〉においてかかわり合う（「蕪習」する）

のである。そして、ともにオリジナルなきコピーという文化的なリアリティとして、〈言

分けられた身〉におけるリアリティとして、すなわちく意味〉としてそれぞれにおいて実

現され、共有されたものであるとも考えられる。

　また、それは喩まみれ」ということばの、他の友だちによって笑われることによる承

認でもあると考えられ、その承認それ自体の根拠は上に述べたようなことであるといえる。

［3－b　（28：12－30：50）］

　材料置き場

　斑る
　流木を一つ選ぶ

　発泡スチロールを選ぶ
　発泡スチW一一ルに気を刺そうとする

　＝二駆冒に刺さる

　君手でそれを持ちながら材料置き場を見る

　完全に刺し、それで地面にあるものを剃す

　刺さらず、持ちながら歩き、足元の材料を見る

　しゃがんで、別の流木を手にする

　もっていたものをたたく

　もっていたものに刺そうとする

　立ち上がる

　もっていたものを、流木と癸泡スチロールとをはずす

　両方を手放す

　木につかまりながら足元の材料を見る

　前よりも大きな流木を手に取る

　両手で持ちながら溺の材料置き場に行く

　材料置き場の沿いながら別の場所に行く

　途中で、劉の写料を手に取る

　さっきの場所に渓り、緑色の網を手にする

　すぐ、はなす

　材料置き場を歩きながら、さっきとったものを手放す

　道翼を手に取り、すこしいじって、もどす

［考察］

　以上、セクション［3－b］に示したような、Aのく行為〉の展開を、第3章において詳述

した井筒俊彦による「薫習」の論理からとらえ返してみることにする。
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　「蕪習」とは、分節化のことであり、〈身体性〉を働かせることによって、〈もの〉や

く状況〉、そしてく他者〉などとの多様なかかわり合いから、〈私一生〉にとって特有の、

なくてはならない何ものか、すなわち〈意味〉を、その深みにおいて、つくりだすという

ことを意味している。それは、根源的なものとして、あらゆる存在とそれに応じたく私〉

の意識とを同時につくりだすといえるものでもある。

　それは、例えば二つのもののあいだの影響関係としてなされるものであるが、一方向的

なものではなく、作用するそのつどごとに反転可能（開かれている）、すなわち一方向的に

閉じられていないとされるものである。そのような分節化によってつくりだされたものの

深みには、実現されることのなかった〈もの〉が潜在し、さらにその深みには分籔される

ことのない無分舗態が等時的に潜在するとされる。

　そのことから、分節化とはその成立において反転可能であるとともに、無分節態を潜在

させるものとして絶対ではないと：いうことになる。つまり、Aがあるくもの〉、例えばく

流木〉を選ぶということは、Aがく身体性〉を働かせることで、材料等との多様なかかわ

り合いから、そのく流木〉へと「薫習」し、また反転してく流木〉の方からも「処断」さ

れることによって、Aのく身体の深み〉において〈私一生〉にとっての特有性が分節化さ

れ、つくりだされるとともに、それに応じた新しいAのく私〉が分節化され、つくりださ

れることになるAとくもの〉、そしてAとくもの〉とくもの〉とのあいだには、以kのよ

うな「蕪習」の関係が成り立っているということができる。

　そのことは、メルU　＝ltsンティのいうく見る〉ということにもいえることであると考え

る。なぜならば、〈見る〉ということは、心身の分けられることのないく身体の深み〉に

おいて、主客の固定化されることのない動的で多様なかかわり合いから、それらが分節化

されるたびに成立するものであるため、そのときに見える対象としてのくもの〉とは、主

体としてのく私一生〉にとって特有のものであると考えられるからである。

　さらに、そこで、Aがあるく流木〉を選んだとき、選ばれた〈流木〉は、他の選ばれな

かった〈流木〉との「薫習」関係において強勢にあるものとして、Aの深みにおいて分節

化され、他の選ばれなかったものを潜在化させつつ、〈私〉とともにつくりだされた、〈

私一生〉にとって特有のものであると考えることもできる。

　そのような特有性を生む分節化とは、さらに無分節態をも潜在化させるため、絶対的な

ものではなく、例えば、別のくもの〉、すなわち、別の〈流木〉が新たに選ばれるという

ように、つねに組み替えられる可能性をもつ。
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　そのような影響関係は、例えばAがく流木〉とく発泡スチロール〉を組み合せて何もの

かをつくりだし、そのことから新たに行為を展開していったように、〈もの〉とくもの〉

との組み合せに関してもいえる。つまり、〈もの〉同士の影響関係、この場合、〈流木〉

とく発泡スチn一ル〉とが組み合わせられるという「薫習」関係としての影響関係が、い

ずれか一方から他方への強勢関係として、変：更不可能というものではない。

　それは、そのときどきのかかわり合いの状況において立ち表れてくる関係として、Aの

く身体の深み〉において新たな〈意味〉をつくりだすとともに、新たなAのく私〉をもつ

くりだす分節化活動としてなされる。

［3－c　（35：49－38：11）］

　A；材料置き場に行く、材’料を見る

　A：Dのところに行く
　A；Dのつくっているものを見せてもらう

　Al「おれもやろj

　Dl「おしえてやろか、やりかた」

　D：「最初に好きな色を塗って、全体に」

　A＝「ぬったぞ、D」、「ぬった」

　D＝「ぬった？」

　Dllまた、すきないろをぬる」

　Al「ちがうやつをか一？」

　D：「そう」／「じゃなくてもいいよj

　A＝「へんないうなった」／1むちゃくちゃへんないうになった」

　D＝「おう、それでいいんだよ、それで」

　D＝1で、こんどl
　A＝「三連発かよ］

　D：「そ、三回ぬんの」、木の削りくずで貝の内側を拭く

　Al「ふく一？」

　D＝「そう」

　A：（拭く）「ウハ門口L・一llと言って、拭き終わった木の削りくずを晃て、それを

　　Dにも見せる
　D：Dも見せる
　A＝もう一度拭き、「おれ、こんなんなった」と言って見せる

　D＝iおれ、こんなんなった」と言って晃せる

　D：lfO・一、こんど、こんなんなった」

［考察］

　以上、セクシNン［3－c］に示したようなAのく行為〉の展開を、Aがく他者〉（他の友

だち）とかかわり合うことでっくりだし、展開するものとして、〈見る〉ということの生

成・展開としてのく意味〉の生成・展開という視点からとらえ返してみることにする。

　〈見る〉ということは、〈身体性〉をかかわらせることによって、その深みにおける主

客の関係をはじめ、あらゆる二項関係が固定化されることのない動的で多様な関係性にお

いて、主客が分節化されるたびに成立するものである。それはく私〉にとってそのつどご

とに特有のものと’ ｵて成立するものである。

　また、そのことは、〈身体性〉はその深みにおいて他なるものへと開かれた地平を生き

る存在であるということを意味し、他のくもの〉やく他者〉へと開かれたく世界〉のうち
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にあるとしてとらえられるものでもある。そこで、〈私〉のく見る〉ことは、〈私〉に特

有の〈もの〉の在りようのこととして成立するが、同時に、〈他者〉へと開かれ、＜他者

〉のく見る〉こととのかかわり合いによって成立するとともに、そのことによって随時更

新される可能性をもっということができる。

　なお、ここでは、〈見る〉ということが一方向化しやすいのに対し、〈見え〉とはく身

体の深み〉における多様性へと開かれてある在りようを意味するため、そのような固定化

されることのない動的な関係性において、〈私一生〉に特有のものとして成立する〈私〉

のく見る〉ことをく私〉のく見え〉ということにする。

　そのことから、そこではAのく私〉のく見え〉の成立にはく他者〉のく私〉のく見え〉

の存在を想定でき、Aのく私〉のく見え〉は、新たなく見え〉、すなわちく意味〉の生成・

展開へと開かれたものであると考えることができる。

例えば、DがAに、自分がつくったもののつくりかたを教え、　Aが一見、それに従うよ

うにして自らのく行為〉を立ち上げ、展開させていったといえる場面を見てみると次のこ

とがいえる。

Dは、はじめ、Aに向かって「最初に好きな色を塗って、全体に」と言い、　Aはそれに

従うようにして塗り、Dに対して「ぬったぞ、　Dj、「ぬった」と答えている。このとき、

貝を手にしているAのく見え〉、すなわち、そのときのAにとってのく見えるもの〉は、

Dのく貝に好きな色を塗る〉というく行為〉によって立ち上がる〈見え〉の提示へ、その

ときのDにとってのく見えるもの〉の提示へと開かれ、かかわり合っていく。

そのことによって、そのあいだに立ち表れてくるAにとっての新たなく見え〉の可能性、

すなわちAにとっての可能性としての新たなく見えるもの〉の在りようが、Aのく貝に好

きな色を塗る〉というく行為〉において実現されたと考えることができる。そのような〈

行為〉の立ち上がりには、Dのく行為〉からAのく行為〉へという「薫習」の働きを読む

ことができる。あるいは、〈晃え〉ということの「薫習」、すなわち新しいく見え〉の「蕪

習」である。

そのことは、この後につづけて展開されるDとAのく行為〉の在りようから明らかであ

る。例えば、Dの「また、すきないろをぬる」ということに対する、　Aの「ちがうやつを

か一？」という答え、そのうえでのDの「そう」、「じfOなくてもいいよ」という発話にも、

〈見え〉の生成・展開にかかる相互的な関係性を読むことができる。

　また、以上のようなく他者〉とのあいだにおけるく見え〉の展開は、「薫習」の論理から
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とらえ返すこともできる。「蕪習」とは、相互影響的な分野化の行為として新しいく意味〉

をつくりだす原理といえるものである。そこでなされる分節の在りようは絶対的なもので

はないため、絶えず更新される可能性を含みつつ形成される。この場含に想定することの

できる「薫習」の関係は、互いに新しい〈見え〉を提示し合いながら、互いのく見え〉を

新しくつくりかえ、展開するものといえる。

　〈身体の深み〉においてなされる分飾弓によって、新しいく私〉の存在＝意識とともに

生成された〈私〉にとってのくもの〉の特有の在りようとしての、両者それぞれにとって

のく見え〉が、互いに相手のく見え〉の条件となっているとともに、更新の可能性を含む

と考えられる。そこでは、互いに新しいく見え〉を、一方が他方の潜在性となりっっ「蕪

習」し合っているということでもある。

　Dは、はじめ、Aに向かって撮初に好きな色を塗って、全体に」と言い、　Aはそれに

従うようにして塗り、Dに対して「ぬったぞ、　D」、「ぬった」と答えている。このとき、

Dのく貝に好きな色を塗る〉というく行為〉が、Aに嚥習」し、　Aにおいてく貝に好き

な色を塗る〉というく行為〉として実現され、また、そのような表物的には同一の〈行為

〉は、互いに異なるものとして実現されることになる。

　なぜならば、〈行為〉を立ち上げる〈身体性〉の在りようが、互いに異なっているとい

えるからであり、〈貝に好きな色を塗る〉というく行為〉が、DからAへと「旧習」した

というとき、単にく貝に好きな色を塗る〉ということが並行的に移行していったのではな

く、Dにおけるく貝に一Dの一好きな色を塗る〉というく行為〉が、　Aにおける〈貝に一

Aの一好きな色を塗る〉というく行為〉として、Aのく私〉のく身体の深み〉において分

節化され、Aのく私一生〉にとってのくエロス〉として立ち上がり、実現されたと考えら

れるからである。

　また、〈見え〉ないしく見えるもの〉の「薫習」については、上に述べたとおりである。

Aは、何ものかをつくるうえで、Dから何ごとかを教えてもらい、それに従うかのように

して〈行為〉をつくり、展開していっているように見える。しかし、DとAとの関係を以

上のような「薫習」の関係においてとらえるならば、そこに一方向的な影響関係を想定す

ることはできない。つまり、AはDに規制されてその〈行為〉をつくりだしていたのでは

ないといえる。

　事実、二人の活動が展開していき、色を塗った貝の内側を木の削りくずで擦り、その〈

見え〉を提示しあうとき、最初にその新しいく見え〉を提示したのは、DではなくAであ
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り、むしろDはAのく見え〉に「薫習」されるようにして、そのく見え〉を提示していた

と読むことができる。つまり、「蕪習」の関係とは反転可能であり、それはく身体の深み〉

における分節化の論理でもあるため、そこでなされる分節化において一方向的な影響関係

はありえないということになる。

　以上のことから、DとAとのあいだにつくりだされ展開されていたく行為〉は、それぞ

れのく身体の深み〉における、不断に相互的な影響関係においてっくりだされ展開されて

いたものであるということができる。

　そして、〈意味〉とは、〈見え〉ということの生成・展開として、以上のようなかかわ

り合いの過程において、Aのく私一生〉の存在の根拠としてのく身体の深み〉におけるく

もの〉とくもの〉と、さらにはく他者〉にこではD）と、そして〈他者〉のく行為〉と

の多様なかかわり合いを可能とする「蕪習」の関係性において、とどまることなく生成さ

れ、展開されるものであるといえる。

［3－d　（41：25－43：51）］

　（3・cでつくったもの（材’料となったものは貝）と、ロープを組み合せ、侮ものかをつくりだす）

　Fこれでなげて誰かの頭にゴーン1といって自分の頭につけたりしている

　院生C：rこれなに」

　A：1これでね、どっかにね、なげてね、ひとのあたまのところにゴーンてあたる（んだ）」

　Cゴあ、そうなんですか」、「わたしへびだとおもったんですよl

　D＝「あ、それ、へびいいかも」

　A＝「ここに賊一かけばね」、鞭一、描くか一！と言ってしゃがむ＊①

　D；「眼、描いたらどうなるんだろう」

　A：「ね一ね一、Dくん、こんなふうになったの」と言って見せる／院生Bにfほら」と言って眼を描いたとこ：ろを見せる

　A：ロープの反対側を手にし、結び昌を解こうとする

　A：結び目を解き、1よし、これをなげて、どっかになげる」と雷って肩にかける

　A＝貝のついた方で地面を叩く

　A：「ここせまくてできない門／ロープを束ね、体に巻く／からだからはずし、まとめる「よし、これでいい」

　A：つくったものをもって、別の材料置き場の方へ行く

　A：材料置き場の方を重る

［考察］

　まず＊①について述べる。自らの発話が次の自らの発話に「薫習」して成立させたと考

える。「ここに眼一描けばね」と言ったAのく私・1＞と、そのように言った直後の〈私〉

という意味において〈私・1＞とは差異化されたく私・2＞とがかかわり合うことによって、

Aのく身体の深み〉において何らかの分節化が起こり、次の「眼一描くか一1という、〈

私・3＞による発話に顕在化したということである。

　また、以上のように差異化したく私〉は、それぞれがそれぞれに対して〈他者〉である

ということができる。〈身体の深み〉においてなされる多様なかかわり合いにおいては、

つねに、自らと自らならざるものとが、どちらがどちらと確定され固定されることなく、

互いに絡み合いながら動き戯れているといえる。
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例えば、メルロ…ポンティのいうく身体性〉とは、そのような画一化の不可能性におい

てとらえられるものであり、その存在を確定しようとするときに、その確定から逃れ去る

何かである。そして、〈身体性〉とは、主客の別をそのつどごとのかかわり合いにおいて

決定していく場としてのく肉〉の位相という深みの領域へと開かれてあるといえるもので

ある。また、〈身体性〉とは、自らの存在の根拠として他とのとり換えが不可能なもので

あると同時に、絶えず自らならざるものへと開かれてある（逃れ去っていく）両義的なも

のである。

以上のような、メルu・＝＝ポンティによる〈肉〉の論理に基づけば、Aのく私〉、すなわ

ちAのく私・1＞、＜私・2＞、＜私・3＞は、それぞれ異なった状況におけるかかわり合い

において成立し、そのそれぞれを確定しようとするときに逃れ去っていく＜他者〉である

といえる。それは、確かにく私〉であったことには違いないが、〈いま・ここ〉において

は、絶えずく私〉として確定されることを拒むく私〉ならざるもの、すなわちく他者〉で

あると考えられるのである。Aのく私〉は、そのようにして、〈身体の深み〉における多

様なかかわり合いにおいて不断に生成され展開されていると考える。

　次に「へび」について述べる。Aが貝とロープを組み合せてっくりだした〈もの〉につ

いて、院生Cが、にれなに」と聞き、それに対してAは、はじめ「これでね、どっかに

ね、なげてね、ひとのあたまのところにゴーンてあたる（んだ）」と答える。

　それに対して院生Cは、「あ、そうなんですか」、「わたしへびだとおもったんですよ」と

発話し、そのことに対してAの隣にいたDが「あ、それ、へびいいかも」と発話する。

そのことを受けて、Aは「ここに眼一かけばね」と発話し、つづけて「眼一、描くか・一・一L」

と言ってしゃがみこみ、貝の先の方に霞を描きはじめる。

　それを見ていたDは、「眼、描いたらどうなるんだろう」と発話していた。その後、A

は貝に眼を描き終え、「ね一ね一、Dくん、こんなふうになったの1と言ってDに見せる。

また、院生Bにも、「ほら」と雷って眼を描いたところを見せている。

以上のような、A、　B、院生Cとのかかわり合いにおいてつくりだされたく行為〉の展開

に、「薫習」の関係を読むことができるであろう。つまり、院生Cによって発せられた「へ

び」という表現が、Aのく身体の深み〉へとかかわっていき、そこで、それまでにはなか

ったような関係性が立ち表れてきて、Aのく身体の深み〉を分節化し、　Aにとっての「へ

び」という新しいくかたち一意味〉をつくりだすことになったと考えられる。そして「今

一描けばね」、服一、描くか一」という発話にそのことが顕在化してきていると考えられ
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る（その発話の展開の意味に関してはk記を参照）。

　しかし、Aのく行為〉は、その「へび」ということにとどまることなく、「ロープの反対

側を手にし、結び目を解こうとする」、「結び顕を解き、『よし、これをなげて、どっかにな

げる』と言って肩にかける］、唄のついた方で地面を叩く」というように新たに展開して

いくことになる。

ただし、それは、「へび」以蕩の活動にもどったということを意味しない。なぜならば、

Aのく身体の深み〉においては「へび」ということばによって分節化されることによって

生じるさまざまな関係性が、次の「なげる」、「どっかになげる」、「地面を叩く」というよ

うなく行為〉の立ち上げ、以前の「これでね、どっかにね、なげてね、ひとのあたまのと

ころにゴーンてあたる（んだ）」というようなく行為〉とのかかわり合いなどから、そのと

きのもととなると考えられるからである。

以上のことから、Aの活動においては、材料や〈他者〉のく行為〉などとの、〈身体の

深み〉の意味を根拠として成立する「薫習」の関係によるかかわり合いからつくりだされ

るく行為〉の多様な展開の在りようをみることができる。
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④えがくことからの活動（a）

　題材名：「わたしのふしぎな世界をひろげて」

　新潟県新潟市立木戸小学校4年生、（女子Aさん、Bさん、　Cさん）

　この学習活動は「わたしのふしぎな世界をひろげて」として、小学校4学年（男子19

名、女子17名、計36名）において、2時間にわたって行なわれたものである。

　内容は、三人一組になって、ローラーやハケなどを用いながら、主に絵の具でもって、

全版の画用紙に「わたしのふしぎな世界」をつくり、ひろげていくというものである。そ

れは、あらかじめ決められた方向に向かうのではなく、子どもたちひとりひ‘｝rりのく身体

性〉を働かせて、それらの材料や友だちとのかかわり合いにおいて、それぞれのく私一生

〉にとってのく感じ〉、〈考え〉、〈行為〉をもとにく思い〉をひろげ、活動を展開し、「わ

たしのふしぎな世界3という想像世界をひろげていくことを期待して提案したものである。

　活動は、T（授業者）の、いろいろなもの（絵の具、ハケ、ローラーなど）を使って、

全版の画用紙に、「ぼくの、わたしの、ふしぎな、ふしぎな世界を、そこにつくってほしい

なあ」という提案からはじまった。子どもたちは、三人一組になって全版の紙を手に取り、

あるグループは机のうえに乗せ、紙（机）を囲うようにして立ち、道具を見たり触ったり

しながら何かを話し合っていたりしていた。また、別のグループは、画用紙を机のうえに

乗せ、三人で話をしながら、m一ラーで何ものかを描こうとしていた。

　（3）の「ゆめのかたちってなんだろう～ぼく・わたしのゆめのかたち～」におけるAのく

行為〉の展開に関して述べた論理は、本事例、「わたしのふしぎな世界をひろげて」におけ

る、Aさん、　Bさん、　Cさんの、〈対象〉、すなわちく画面〉やく道具〉等を介した（＜

他者1友だち〉のく行為〉との）相互的なかかわり合いから生成・展開する活動に関して

もいえることである。

　領域的なことに触れていえば、（3）においてとりあげた：事例が立体的な活動であったのに

対し、本事例は平面的な活動であるといえるが、ここでは、そのような立体、あるいは平

面といった領域を越えて通底するといえる子どもたちの造形的な活動の展開の論理につい

て、女子Aさん、Bさん、　Cさん（それぞれ以下A、　B、　C）が展開する具体的な活動の

在りようをとらえることを通して考察していくことにする。

［4a一＠　（23：13－24：47）］

　A－B＝濁面のうえでw一一ラーをひいていく

　A。B＝AとBとが互いにロ・一一ラーをぶつけ合いながら画藤をぬっていく

　A・B＝互いに反対の方をぬっていく

　Cl「なんかだんだん色が」と言ってトイレットペーパ・一・・を解きはじめる
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C：「このまま上からさあ、乗せてみる！と雷いながら、ちぎったトイレットペーパーをもって画面の方にくる

A＝「いいよ」

A：1何重もそれ乗つげればさ、そこだけ」

C；簾せてみよう」

A：「侮重も乗っけて、侮重も乗っけようI

C：トイレットペー一一パーを折り返しながら幾重にもして乗せていく

B；「ほらCちゃん1と書ってスポンジに青い色をつけてくる

B：「はい、どこがいい？」と言いながら自分の｛劔にスタンプする

C「こっち0こつち（）」と書いながら、Bからスポンジを受け取る

C：トイレットペーパーのうえにおき、体重をかけてスタンプする

C＝押してはがし、はがしたところを見る

Blはがしたところを晃て「きれ・一一」と言って手を諏く

A：0と需いながらはがしたところを見る
C：トイレットペー■〈・一一をひろげて貼っていく

［4－a一＠　（25：4726：28／26：28－27：10f27：51－29：54）j

B：スポンジを待ってくる

A：ローラーを持ち、立ち上がるが、またしゃがみこむ

C；Bに1貸して・」と言って手を出すが、引っ込める

B＝一瞬溺の方を見てからσのいる方にスポンジを置く

B・C；一緒にスポンジをスタンプする

A；u・一ラーを二本待ってくる、転がす

Clf（だめだよ一一）l

A：rおもしろくないじゃん」

B：「いいよいいよ、もうもうもう、0ローリング、もういいって」

A：rはい」と言ってローラーを持っていく

C＝トイレットペーパーを翫り返しながら貼っていく

B：℃ちゃん、早くしいて、はい0」と言ってスポンジをもつAに場所をゆびさす

A：色をつけたスポンジをCに渡そうとする

C＝Cから受け取ろうとする

A：トイレットペーパー一のうえにスポンジを置く

C：Aが置いたスポンジのうえに手を重ねるようにして置く

A＝σと一緒に押す、「エイxイエイエイエイエイエイエイエイ」

C＝Aと一緒に押す、「エイエイエイエイエイエイエイエイエイj

B：途中で一緒に参加する

A＝スポンジをはがして見る

C：それを見て「わ一1と言って手を印く

B＝手を囎きながら、「泡ができるよOj

C：トイレットペーパーをしく、「はい、できたよ一1、「スタンプ、押して門とBたちに言う

B：歯ブラシに絵の具をつけ、画醗のうえで毛をはじき、擦るようにして色を飛ばしていく

σ：スポンジを儀をつけて持ち、Bの隣で露分の敷いたトイレットペーパーのうえにスタンプする

C：スポンジをはがして見、軽く押さえる

B；「これ、見てい一い？！と言って別のところのトイレソトペpmパーをはがそうとする

B：一旦はがすが、すぐ罠す

G：トイレット“Q・一パーを貼っていく

B：「小さいスタンプ、ミニスタンプも檸すよ一」、10箇所ぐらいに揮す

A：小さいスポンジを手にとり、Bの向かい側で押し始める

Cl「スタンプ、オッケーh、はい！

Cl大きいスポンジに色をつけて持ってくる

B・σ：一緒に押す、「フニュッフニュッフニュッフニュッフニュッフニュッフニュッ」

A：rフニュッフニュッフニュッフニュッ」

C＝「はい、いいよ一、とるよ・一・」

B＝「はい、とって一」

A：その晦かい綴で小さいスポンジを押している

A＝歌、ここにこうやればいいんじゃないのかな一？」とCにトイレットペーパーを敷く位置を言う

C＝トイレットペーパーを持ってくる

［考察】

このセクションでは、A、　B、　Cの三人が、互いに影響を及ぼしあいながら、互いのく行

為〉を誘発し、あるいはF蕪習」して新たにつくりだし、共有しつつ、多様に展開してい

く在りようを見ることができる。

まずu・一一ラーをころがすというく行為〉について述べる。ここでは、はじめにAとBと
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が、互いにぶつけたりしながらn一ラーをころがし合い、その後もそれぞれがひく場所を

変えながらさらにひいていくというく行為〉の展開をみることができる。Aによるローラ

ーをころがすというく行為〉の生成・展開を、次のようにとらえてみる。

　〈身体性〉を働かせたく対象〉などとの多様なかかわり合いから、いままで存在しなか

ったもの（かたち）を、そのく行為〉において、ローラーをころがすというく行為〉にお

いてつくりつつあることで、Aのく私〉は、そこにいままで存在しなかったく意味〉、例

えば、ローラーをころがすというく行為〉によってっくりだされたくかたち一意味〉の立

ち表れを〈感じ〉ることになる。

　また、Aにおいて、〈私〉と画面、絵の具、及びローラーなどとの関係の在りようが変

わり（ズレ）、新しいく私〉のく感じ〉が立ち上がるということでもある。そして、新たに

く感じ〉られたくかたち一意味〉とのかかわり合いから、それまで存在しなかったもの（か

たち）をつくる〈行為〉、例えば、次の新しいローラーをころがすというく行為〉がさら

に立ち上がっていくことになるとともに、薪たにそのく行為〉においてつくりだされつつ

あるく意味〉へのく感じ〉が立ち上がることになる。

　そのようにして、Aのく私〉は、次々にそれまでにはなかった新しいく意味〉をつくり

だし、展開していくことになるとともに、そこでは新しいく意味〉の生成にともない、そ

れまでにはなかったものをつくりだすことのできた新しいく私〉が成立していなければな

らないということになる。

　そこでローラーをころがすというく行為〉を保障するく身体の深み〉の在りようとは、

U・一tラーをころがすというく行為〉が立ち上がる以前の〈身体の深み〉の在りようとは異

なるということでもある。つまり、〈U一ラーをころがす〉というく行為〉が立ち上がる

前と後とでは、〈私〉の存在性（かけがえのなさ）の根拠ともいえるく身体の深み〉の意

味は、新たにつくりかえられている。〈いま・ここ〉において、〈mpmラーをころがす〉

というく行為〉が立ち上がりっっあるときのく私〉は、その〈行為〉が立ち上がりっっあ

るより以前のく私〉とはその意味を違えているのである。

　そこでは、新しいく行為〉がなされるたびに、つまり、新しいく意味〉がっくりだされ、

〈感じ〉られるたびに、〈私〉のく身体性〉の在りようは新たに組み替えられ、つくりか

えられ、〈私〉のく感じ〉やく行為〉は、〈私一生〉にかかわるものとして、その存在の

根拠としてのく身体の深み〉から立ち上がってくる。10

　Aによるローラーをころがすというく行為〉は、Bのローラーをころがすというく行為
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〉とのかかわり合いを経て、m一ラーをころがす場所を変えることや、色を変えることと

いった〈行為〉へと、あるいはローラーとは別の道具を使うこと、すなわちトイレットペ

ーパーを画面のうえに乗せるといった、ローラーをころがすということとは異なったく行

為〉へも展開していったと考えられる。そのことを、〈身体性〉の意味からとらえ返され

たクラウスによる展開の論理においていえば次のことがあげられよう。

　例えば、Aのく身体の深み〉においては、　Aにとってそれまでにはなかったさまざまな

くもの〉のあいだの組み合わせ（関係性）がっくりだされ、そのうちのたまたまひとつの

在りようが、場所を変え、あるいは色を変えてくローラーをころがす〉というく行為〉へ

と、あるいはそれとは別の〈行為〉へと顕在化され、展開されることになったと考えられ

る。

　また、Aのローラーをころがすというく行為〉を予習」の論理からとらえ返していえ

ば、Aによる最初のtt・一ラーをころがすというく行為〉は、次の新しいAのくいま・ここ

〉におけるローラーをころがすというく行為〉に「旧習」され、次の新しいくいま・ここ

〉におけるくローーラ・一・一・をころがす〉というく行為〉として、Aのく身体の深み〉から、そ

のときの多様なかかわり合いをもとに立ち表れる。

　そして、そこで新しい〈意味〉を、その、次の新しい〈いま・ここ〉におけるくローラ

ーをころがす〉というく行為〉を立ち上げっっあるAのく私〉とともにつくりだすことに

なるといえる。そのことは、以前になされたローラーをころがすというく行為〉と、〈い

ま・ここ〉において立ち表れつつあるm一ラーをころがすというく行為〉とのかかわり合

い、あるいはくいま・ここ〉においてローラーをころがすというく行為〉を立ちあげよう

とするかかわり合いとのかかわり合いといえる。

　学習」関係とは、強勢と弱勢とのあいだにおける影響関係に基づく分節化のことを意

味するものであるが、〈身体の深み〉においてそのときどきに立ち表れてくる多様なかか

わり合いによるといえるものである。そのため、そこでなされる分節化は権力的な影響関

係に支配されるというよりも、そのような強勢的なものですら、多様なかかわり合いのひ

とつとして関係づけてしまうものであると考えられる。

　さらに、〈ローラーをころがす〉というく行為〉の展開は、Aと画面とロ・一一ラー、及び

Bと画面とローラーにおいて単独に成り立っているだけでなく、〈行為〉するAとBとの

あいだで成り立っていたと考えることができる。つまり、Aがそのく身体性〉を働かせた

〈対象〉などとの多様なかかわり合いから、いままで存在しなかったもの（かたち）を、
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ローラーをころがすというく行為〉においてつくりつつあることで、Aのく私〉は、そこ

にいままで存在しなかった〈意味〉（〈かたち一意味〉）の立ち表れをく感じ〉るのであ

る。

　それと等時に、Bはく身体性〉を働かせながら、　Aとともにつくりっつあるく対象〉と

してのく画面〉にかかわり合うことによって、そこでAによってつくりだされつつあるも

の（かたち）に、それまで存在しなかったく意味〉（〈かたち一意昧〉）の立ち表れを〈

感じ〉ることになる。

　そのようにして、新しいく意味〉の立ち表れをく感じ〉たBにおいて、その新たにく感

じ〉られたくかたち一意味〉とのかかわり合いがなされ、そのことから、それまで存在し

なかったもの（かたち）をつくる、次の新しいローラーをころがすというく行為〉がさら

に立ち上がっていくとともに、その〈行為〉において新たにつくりだされつつあるく意味

〉へのく感じ〉が立ち上がることになる。

　そのようにしてつくりだされたく意味〉の立ち表れは、その場をともにつくりつつある

Aにもく感じ〉られ、そのことから、また新たなn一ラーをころがすというく行為〉が立

ち上がることになると考えられる。そこでは、AとBとが、相互に新しいくローラーをこ

ろがす〉というく行為〉を立ち上げながらく意味〉をつくりだし、それと同時にそれぞれ

に特有のく感じ〉を立ち上げながら、さらに新しいく行為〉を展開していくという、とど

まることのない活動の在りようをみることができる。

　そして、以上に述べたようなく行為〉の展開の在りようは、ローラーをころがすという

く行為〉とは別のく行為〉の立ち上がりへとつながるものである。例えば、Cが、　AとB

のく行為〉を見ながらトイレットペーパーをちぎり、「このまま上からさあ、乗せてみる」

と発話したことに対して、Aがローラーで描く手を止めて「いいよ」と答え、「乗せてみよ

う」（C）、「鋼重もそれ乗っければさ、そこだけ」（A）、「何時も乗っけて、下平も乗っけよ

うG（A）と：いうやりとりの後、ローラーを置き、Cと一緒にトイレットペーパーを重ねて

いくというく行為〉に展開していった場面があげられる。

　そのことはAのく身体の深み〉において、Aにとってそれまでにはなかった、　Cによっ

てなされたく行為〉、及びそのことによってっくりだされた〈もの〉とのあいだに多様な

組み合わせ（関係性）がっくりだされ、そのうちのたまたまひとつの在りようが、Cのく

行為〉にかかるような、Cと一緒にトイレットペーパーを重ねていくく行為〉として顕在

化され、展開されることになったということである。11
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　そのようなトイレットペーパーを重ねて乗せるというく行為〉は、また、そのうえに絵

の具をつけたスポンジをスタンプしていくというく行為〉に展開していくといえる。

　例えば、ローラーをころがすというく行為〉の後、Bは活動をしている机の脇の方’に行

き、スポンジに色をつけて持ち、「ほらCちゃん」と言って戻ってくる。そしてBは、そ

れをトイレットペーパーを貼っているAとCに見せ、「どこがいい、にこ）」と言って、

トイレットペーパーを貼りながら「（ちょっとまって、ちょっとまって）」と言っているC

の向かい側の、自分のいる方にスタンプする。

　以上のBのく行為〉は、Bがスポンジをもってくる以前の、AとCによるトイレットペ

ーパーを貼るということをめぐる相互的な発話、及び実際にトイレットペーパーを画面に

貼っていくというく行為〉が「薫習」して、Bとスポンジ、絵の具、それまでに立ち表れ

ている画面などとのかかわり合いから、トイレットペーパーのうえに、すなわち、新たに

つくりだされたく画面〉のうえにスタンプすることとしてく身体の深み〉において分節さ

れ、実現されたと考えられる。

　ここでいうかかわり合いとは、つねにすでに深層的なことがらである。そのことはfは

い」と言ってAとCにスポンジの色のついた面を見せたことからもうかがえる。ただし、

実際のBのスタンプするという〈行為〉は、トイレットペーパーがまだ敷き終わっていな

かったこともあったためかトイレットペーパーのうえにはなされず、ローラーをひいた跡

のある画面のうえになされた。

　そのことから、Bにとっての新しい画面（スポンジをスタンプするというく行為〉を実

現しようとしてかかわり合いつつある画面）とは、トイレットペーパーを貼ることによっ

て、あらためて実現されるといえるような白いものである必要はなく、「どこがいい、（こ

こ）」という発話に表わされるように、そのときどきのかかわり合いの在りようにおいて決

定されるものであるといえる。

　そのBによるスポンジをスタンプするという〈行為〉は、Cへと「薫習」し、多様なか

かわり合いのなかから、今度はトイレットペーパーのうえにスタンプするというく行為〉

として実現されたと考えることができる。例えばCがトイレットペーパーを貼り始めたと

き、それはスタンプのためのものではなかったと思われる。しかし、Bが自分たちにスポ

ンジの色のついた面を見せ、実際にスタンプをするというく行為〉をなしたとき、それが、

その場をともにしていたCのく身体の深み〉へとかかわっていき（嚥習」し）、そこでな

されるかかわり合いから、Cにとってのトイレットペーパーとスポンジとの関係によって
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つくりだされつつあるものに対する新しいく感じ〉が立ち上がり、Cのく身体性〉が組み

替えられ、それとともにそれまで貼ってきたトイレットペーパーの意味もつくりかえられ

ることになる。

　このように、Bから「堺町」された〈行為〉は、　Cにおいてトイレットペーパーのうえ

にスポンジをスタンプするというく行為〉として実現されたと考える。なお、Cは、スポ

ンジを持って戻ってくるBに対して「（スポンジを）貸して」と発話する。それに対して

Bは、一瞬別の方を見てからCの方を向き、Cの前にあるトイレットペpmパーのところに

スポンジを置くが、Cは、　Bが一瞬違う方を見たとき手を一且引っ込めている。

　しかし、Cは、　Bが置いてくれたスポンジのうえに、それに答えるかのようにして手を

乗せ、Bと一緒にスポンジをスタンプするという〈行為〉を実現する。　Aは、少し離れた

ところがらその様子を見ていた。

　以上の〈行為〉の展開に関して、Cが「貸して」と言ったことに対してBが一瞬、別の

方を見てから置いたこと、なおかっ、そのときCが一旦手を引っ込めたことなどが相互に

かかわり合って、少なくともCにとっては、前回のように一人でスタンプするということ

ではなく、Bと一緒にスポンジをスタンプするというく行為〉として実現されたと考える

ことができる。

　また、Aについては、先のスタンプするというく行為〉が、以前のローラーをころがす

というく行為〉とかかわり合って、〈いま・ここ〉において〈m一ラーをころがす〉とい

うく行為〉として実現されっっあったと想定できるが、結局は、上に述べたような〈行為

〉が展開されたため、そこで実現されることはなかった。その後、ローラーを二本持って

画面に近付いてきて、そのく行為〉は実現されっっあったが、BとCとの反対にあって結

局は実現されなかった。しかし、そのく行為〉は、その後にB、Cと三人で実現されるス

タンプへと展開していくことになると考えられる。

　ここでは、A、　B、　Cのそれぞれのかかわり合いからつくりだされたあるく行為〉が、別

様の文脈を経た後、時間的な意味でも互いに隔てられたところで、前回にそのく行為〉が

なされたときとは異なる状況において、その意味を変えながらも何らかの構造的な通野性

を示しっっ立ち上がり、展開していく在りようを読むことができる≧いえる。

　ただし、以下にあげるような「薫習」によるく行為〉の生成・展開とは、「同じ」とされ

るようなものの単なる繰り返しではない。つまり、繰り返されるべき規範のような行為が

あらかじめ構造化されており、そのコピー一として次の行為が立ち上がっているということ
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である。

　それは同じ道具を用いた同じような活動に見えるものであっても、・それはすべて、その

つどごとに、その〈行為〉が立ち上がる直前のAのく身体の深み〉の意味をつくりかえる

ことによって実現されたものといえるため、そのひとつひとつはすべて異なる、新しいも

のと考えられる。

　「薫習」という概念が示す生成・展開の論理とは、確かに、〈もの〉やく他者〉のく行

為〉などとの影響関係によるものであるが、一方向的なものに終始するものではない。表

層的には一方向的な影響関係ないし権力関係にみえるかもしれないが、「薫習」関係が成立

するのはく身体の深み〉においてであり、そこでつくりだされ、展開されることになる多

様な関係性には限定がない。つまり、そこでなされる分節化の根拠は自らのく生きる〉と

いうことであり、それは、その他に（外に）設定されたいかなる根拠にもよることはない

といえる。

　したがって、「薫習」によって生成され、展開される〈行為〉とは、そのつどごとに新し

いが、「蕪習」の関係を読もうとするとき、可視化された表層的なレヴェルにおけるつなが

りを手がかりにする。表層のレヴェルとは、いわゆるフェノーテクストとして、ジェノー

テクストとの関係においてとらえ返され、〈意味〉の生成・展開の在りようを、それをつ

くりだす〈行為〉との関係においてとらえるうえで欠くことのできないものである。した

がって、「薫習」の関係がつくり、展開するく行為〉とは、深層的には、すべてそのつどご

とに成立した新しいく行為〉である。

　以上のようなA、B、　Cの三人がくもの〉やく友だち〉のく行為〉と：かかわり合いなが

らつくりだし、展開していくく行為〉の在りようは、そのようなものとしてとらえること

のできる一面を有していると考えることができる。

　また、上記のセクションにおいては、スタンプを押すというく行為〉がっくりだされ、

展開されていく。例えば、上記セクション［4・a②］の牛殺、及び中段ブロックにおいて

は、Aにおけるローラーをころがすというく行為〉（ころがそうとする〈行為〉）からス

ポンジをスタンプするというく行為〉への展開、及び、その際のスポンジでスタンプする

というく行為〉のB、Cとの共有化の在りようをみることができる。つまり、　BとCがな

していたスポンジをスタンプするというく行為〉が、Aにおいて、以前のローラーをころ

がすというく行為〉とかかわり合って、〈ローラーをころがす〉というく行為〉として実

現されつつあったものが、B、　Cとのかかわり合いから、その後のB、　Cと　一agにスポン
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ジをスタンプするというく行為〉に展開し、顕在化したということである。

　また、下段ブmックにおいては、Cによる、トイレットペーパーをしいて、「はい、でき

たよ一」、「スタンプ押して一」という、スポンジでスタンプするという〈行為〉を促す発

話が、Bによる歯ブラシに絵の具をつけ、画面のうえで毛をはじきながら絵の具を飛ばし

ていくというく行為〉に展開される。

　その後、「小さいスタンプ、ミニスタンプも押すよ一」というく行為〉へと展開されると

ともに、今度はそれがAにも顕在化し、その後、B、　Cの、そして少し後にAも加えた三

人による大きいスポンジをスタンプするという〈行為〉に展開していく在りようをみるこ

とができる。

　まず、最初のCによる、トイレットペーパーをしいて、「はい、できたよ一」というく

行為〉及び発話は、それぞれその後にスポンジをスタンプすること、つまり、それまでに

はなかった新たな〈意味〉をつくりだす〈行為〉を立ち上げようという指標であると考え

られる。

　本考察においても何度か出てくるが、それは岡じ行為の単なる繰り返しということを意

味しない。それはそのつどごとに新しいく意味〉をつくりだす〈行為〉それ自体の〈反復

〉を印づけるものであると考えられる。

　また、ここではCによるく行為〉の促し（嚥習」）は、AやBのそれぞれにおいて、す

ぐには、その促されたようなく行為〉としては立ち上がってこない。例えば、Bにおいて

は、歯ブラシに絵の具をつけ、毛をはじきながら絵の具を飛ばすというようなく行為〉が

立ち上がり、さらにミニスタンプを押すというく行為〉への展開を経た後、Bにとっての

大きいスポンジをスタンプするというく行為〉が、Cとともに行なうということとして立

ち上がってきたと考えられる。

　そのようなく行為〉の展開のいずれにおいても、その〈身体の深み〉においては、Cの

なしていたく行為〉、及び発話を含め、さらにはB自らが、そして、AやC自らがそれま

でになしてきたく行為〉、また、それらの〈行為〉によって新たにつくりだされてきたと

いえるく意味〉などとの多様なかかわり合いがなされていたと考えられる。

　なお、Cの示した指標と考えられるく行為〉ないし発話が、　Bにおいては、そのく身体

の深み〉における多様なかかわり合いから、そのときにおいては、小さいスポンジをスタ

ンプすることとして立ち上がってきたと考えることもできる。

　また、Aにおいては、　Bのなしていた小さいスポンジをスタンプするという〈行為〉を
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自らにおいて立ち上げ、〈行為〉してみることを経た後、BとCとがともにスポンジをス

タンプしているというく行為〉へと参加し、ともに行なうということにおいて立ち上がっ

てきたものと考えられる。

以上のようなく行為〉の展開のいずれにおいても、そのく身体の深み〉においては、B

のく身体の深み〉においてなされていたような多様なかかわり合いがあったと考えられる。

［4a一＠　（59：0459：45）］

A＝絵の具の溶かれたタンパーの申に

B：タッパーの中で絵の具を溶き、Aに出す

A＝スポンジを入れ、揮す

A：取り出して、色をつけた懸を見る、1お一」と言って画面の方に行く

B＝「お同　と雷って画面の：方に行く

Cl輪でスタンプしている

A：○の方を見る、「じゃあ、これO」

C：Bを見る、Xタンプする
A：「（じゃあ、どこにやろ）ここいv一一い？」とCに聞く

C：「（そ・一こ）」と言って右手で詣す

A＝置いて、「ほっ！と言いながら押し始める、3［藍ほど飛び跳ねるようにして押す

A：「侮秒？」とCに聞く

C：「う一ん、10秒」

A＝1いち、に、さん、し、ご、ろく、しち、はち、くう、じゅう］「いち、にい、さん、しい、ご、ろく、なな、（はち）！と言

　　って止め、はがす

Clスタンプし始める

Blタッパーを袴ってAの近くのところに行く

A：IO」と雷って、搬の方に行こうとする

C：Bの方を向き、斜め前の方（Aがスタンプしたところ）を指差す

［4a一＠／4c　（M：43－os：02／67：13－os：58）］

B＝「ねえ、手形つくる一一？J

C＝（fいいね一」）筆を持ちながら画薩の方を見る

B：絵の具を手につけ、両手で擦るようにしてひろげる

A：「0（せっけんで）手え、洗って来よ」と言って水場の方に行く

Bl手を擦りながら画面の方に行く、両手を広げ、かえしたりしながら見て、擦り合わせたりしている

B：ピンク色になった両てのひらをCに見せる

C：Bの手に水を飛ばしたりしている

B＝爾掘の方に行って謁手を了し付ける、はがして晃る、もう一度押す

A：しゃがんで、皿のうえで、ハケで座手に絵の具をつけている、滴をはらう

C：教室の前の方に行こうとして、2回経路を変えながら行く

A＝中腰になってもう一度手にハケで色を塗る

C：画面の方に行く

A：Bがつけた手形の隣に手形をつける、はがして手を見る

A：皿の方に行く

A：戻ってきて、Bの反対偲の画面のうえに手形を押す

B：Aのっけた季形を晃る

C＝自分のところにあるタッパーを持ち、絵の具を混ぜ始める

C：タッパーの中で絵の具を混ぜながらbのところにくる（「（どこ）」）

○：さっきBが描いたものを見る

C：「アハーッ、（〉」と言って、絵の具を混ぜながら見る

C：「（あたしも）（）」と言いながら絵の具を混ぜる

C二Bの向かい側にきて、手にタッパーの中の絵の具をつけようとする

C：手に絵の具をつける

A＝手をタオルで拭きながら「ここと、ここと、ここと、ここの、さん（）」と書って、自分の近くの画面をゆびさす

C：Aのいうところを見る、絵の具のついた手を一瞬見る

A：1最後の締めくくりだ」と言ってCを見る

C：タッパー一に手を入れる、手をタッパー・一に入れたまま、それを少し出すようにしてAに「0」と言う

A＝「（うん、あたし、やってもいい〉」と言って、麹分の側の画面を一瞬指差した後、Cの方に手を出す

　筆に絵の具をつけ、左手に塗り始める

C：画面の端の方にスタンプする、それと反対側にスタンプする

［考察］
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　セクション［4・a・③］におけるCがスポンジでスタンプするく行為〉について述べる。

一緒に声を出しながらスポンジをスタンプしていくく行為〉が、何秒間スポンジをスタン

プすればいいか聞き、その秒数に合わせるかのように対応した回数分、スポンジをスタン

プしていくく行為〉へと「薫習」し、以前のく行為〉を立ち上げたかかわり合いとは全く

異なるかかわり合いにおいて、別様のかたちで、すなわち以前の〈行為〉とはズレたく行

為〉として顕在化してきていると考えられる。

　次に、手形を押すということについて述べる。Bによる「ねえ、手形つくる一？」とい

う発話から、スポンジでスタンプするということが、他のく行為〉の多様な展開を経た後

へと「薫習」し、手に色を塗ってスタンプすることとして分節され、顕在化したものと考

えられる。その手形を押すというく行為〉は、Aにおいては、一且石鹸で手を洗ってから

立ちkげられるく行為〉となる。それは、手形をつくるというく行為〉、また、手に絵の

具をつけるというく行為〉を立ち上げることの指標であると考えられる。

　それは、Cによるトイレットペーパーをしくというく行為〉、及び「はい、できたよ・・一一」

という発話が、スポンジをスタンプするというく行為〉の指標であったと考えられるのと

相同的である。それまでにはなかった新しい関係が組まれるということ、新しい〈意味〉

がっくりだされるということの指標であると考えられる。

　また、Cにおいては、　Bの発話を受けた直後、「（［いいね一」）」と言っていたにもかかわ

らず、別様のく行為〉の立ち上がりを経た後、てのひらに色を塗って手形を押すというく

行為〉として顕在化されていくことになる。

　「手形つくる一？1という促しの発話の直後に、そのことによって促されたと考えられ

るく行為〉が立ち上がらなかったからといって、そのときに立ち上がった、Bが期待して

いたのとは違うく行為〉が、Bによる発話とは何の関係もないとか、あるいは「薫習」関

係とは直後に立ち表れるく行為〉に関与しているものであるとかいうことは妥当ではない。

つまり、〈行為〉の展開は、その場そのときのく身体の深み〉における多様なかかわり合

いにおいて、〈いま・ここ〉というそのつどごとに、とりあえず決定され、たとえ促しと

異なるく行為〉が立ち上がったとしても、そのようなく身体の深み〉における予測不可能

なかかわり合いに基づいていえば、論理的に不整合なことではないと考える。

［4b－O　（33：43－34：35）］

　B：画薩のうえで、網のうえで歯ブラシを擦っている

　Al函面のところに渓ってくる
　A：「0やらせて一」と書ってBの持っている網と歯ブラシの方に手を伸ばす

　B＝「これ、こうやってこすると、Olと言いながら網を歯ブラシで擦って見せる
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A＝「やらせて、やらせて・一1と言ってBの持っている網と歯ブラシを手に取る

B：網と歯ブラシをAに渡す

A＝擦り始める

B：Aの擦っているところを見ている

C＝画面のところに漢ってくる

C＝Aの擦っているところを児ている

［4－b一＠　（36：53－37：34）］

Bl歯ブラシを持ってCの逆側の隣に行く

Bl絵の具をはじき、飛ばし始める

A；「へい」と言ってBに渡そうとする

A＝（水に濡れた）網を画面のうえで振る

A＝（水を飛ばしながら）「これ、きれいじゃん」

B：戻ってきてAから網を受け敵る

A：Bに網を渡す
B：ピンクの色のついた歯ブラシで網を擦り始める

A：Bが色を飛ばしたところを追うようにして艶る

B：絵の異を飛ばし始める

A：それを毘ながら「あたしもとってこようかな」、「ねえ、これでやってみたらどうかなあ」と言って、脇にあった柄付のスポ

　ンジを手に取る
B：手を止めてAの方を晃る
A：「こうやって、ヒューン、って」と雷いながら色の飛んだところあたりを横に引くようにして擦る

A；「あ、そうだ、こうやってのばす0」と言いながら、擦り、Bを晃て、笑いかける

B＝画面上のAが擦っているところで絵の具のついた歯ブラシを網のうえでこすり、絵の具を飛ばす

A：「こうやって（＞」と雷いながら、Bの蕪ばした絵の具を擦る、「まえ0、ひとまず0」

A＝一旦黙の方に行こうとするが、漠り、画面のうえを擦っている

Cl小さいスポンジに色をつけて戻ってくる

C＝トイレットbe・一パーのうえにスタンプをし始める

B＝網を歯ブラシを持って羅の方に行こうとする

A：擦っている手を止め、難の方に行こうとするBに、1そうだJ、「ねね、これさ、色づけて、ポンポンポンってやったらどうか

　な？1
A＝スポンジに色をつけって、実際にポンポンと曝きながらやってみている

B：「（）1網と歯ブラシをもって戻ってくる

［考察］

セクション［4・b・①］では、網と歯ブラシを使ってブラッシングをしていたBの行為が、

途中から来たAに嚥習」されることで、Aのく身体の深み〉において新たに分節化され、

Aのく私一生〉にとってのく意味〉をつくりだし、展開されていたと考えることができる。

そのような「蕪習」の関係は、その後も、BとAとのあいだで、反転しっっ分節化を行な

い、互いの行為をその深みから立ち上げっっ、新たなく意味〉をつくりだし、展閑してい

たと考えられる。

それは、Bの、　Aが擦っているところをく見る〉というく行為〉に表れているともいえ

るし、セクション［4・b②］のはじめの方にみられるAから網を受け取りピンクの色をつ

けた歯ブラシで網を擦り、絵の具を飛ばしていくというく行為〉に表れているともいえる。

セクション［4b②1では、使うものを次々に変えて〈行為〉を展開していくAの姿を

みることができる。Aは、はじめ網を洗ってきてBに渡そうとして持った手を、前の方に

突き出すようにするのだが、そのまえに、それを画面のうえで振ってみている。そのとき、

Aは、その手を突き出すというく行為〉をなしたときに生じたく感じ〉からなのか、ある

いはそこへ以前になした、網を歯ブラシで擦って絵の具を飛ばすというく行為〉において

生じたく感じ〉がかかわったからなのか、持っていた網を上下に振り、紙のうえに網につ
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いていた水を飛ばしていき、「これ、きれいじゃん」という表現によって顕在化された特有

のく感じ〉を立ち上げること：になる。

　その後、Aは、すぐに網をBに渡すが、渡した後にも00を飛ばしたところが気になる

のか、Bが網を擦り絵の具を飛ばしていく先を追うようにして見ている。このとき、　Aは、

〈見る〉ことにおいて、そのこととともに、「これ、きれいじゃん」と言うことにおいて分

節化される何ものかを、その〈身体の深み〉から立ち上げ、Bのく行為〉を追っていたと

考える。

　そのことが、次の「あたしもやってみょうがな」という発話を生み、「ねえ、これでやっ

てみたらどうかな」という発話、及び脇に置いてあった下付のスポンジを手に取り、実際

にBが飛ばした絵の具のところを横に引いていくというく行為〉を生むことにつながった

と考えられる。

　そのとき、Bのく行為〉を追いながら、そのく身体の深み〉において、つまり、＜見る

〉ことにおいて、そして「これ、きれいじゃん」という表現において立ち上がっていたと

考えられるAに特有のく感じ〉が、次の新たに立ち上がりつつあるAのく行為〉を「蕪習」

していたということである。

　そして、そのようなく身体の深み〉においてなされているかかわり合いから、それまで

にはなかったものとして、「あ、そうだ、こうやってのばす」という表現によって顕在化さ

れる分節が、〈のばす〉というくいま・ここ〉においてなされつつあるく行為〉において、

新しいく意味〉としてっくりだされると考える。

　そのときにつくりだされた新しい〈意味〉は、その場にともにかかわっていたBのく身

体の深み〉へとかかわっていき、そこでなされる多様なかかわり合いから、Aが丁付のス

ポンジを横に引いているところに、網を歯ブラシで擦って絵の具を飛ばすというBのく行

為〉を新たに立ち上げると考えることができる。

　その脇では、Cが小さいスポンジでスタンプをしている。他方では、　AとBは上記のく

行為〉をとりあえずやめている。間もなくAは、9そうだ」、「ねね、これさ、色づけて、

ポンポンポンってやったらどうかな？」と言って、実際にポンポンと叩いている。

　このことは、隣で小さいスポンジをスタンプしていたCのく行為〉がAへと「薫習」し

ていき、そのく身体の深み〉におけるかかわり合いから、それまでにはなかったものとし

て「そうだ」という表現で指標されるような、〈色をつけて、ポンポンポンってやる〉と

いうく行為〉が立ち上がってきたと考えることができる。
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　以上に述べてきたような、子どもたちの活動の展開は本時の全体を通して展開されてい

たといえる。そのことから、（3）の事例において取り上げたAさんの活動の展開において見

られたようなく身体性〉の意味を根拠としたく意味〉生成の行為の多様な展開が、本来、

立体と平面としては分けられないが、平面的な活動においても実現されているということ

ができる。

　また、以上に述べてきたようなく行為〉によってつくりだされたfわたしのふしぎな世

界」は、A、　B、　Cの三人の相互的なかかわり合いにおいてっくりだされたテクストであ

り、それら相互間において開かれたものであると考えられる。つまり、それは閉じた意味

における「わたしのふしぎな世界」ではなく、互いにく身体の深み〉においてかかわり合

うことによってつくりだされるくわたしのふしぎな世界〉ともいえるものである。
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⑤えがくことからの活動（b）

題材名：fわたしのふしぎな世界をひろげて」

　新潟県新潟市立木戸小学校4年生（女子Aさん、Bさん、　Cさん）

　この学習活動は「わたしのふしぎな世界をひろげて」の第2回霞の授業として、（4）の授

業が行なわれた翌週、同小学校同学級（第4学年；男子19名、女子17名、計36名）に

おいて、2時間にわたって行なわれたものである。

　活動の内容は、前時に三人一組でっくりだした「ぼくの・わたしのふしぎな世界」をも

とに、三人それぞれが、自分の好きなところ、気に入ったところを切り取って、そこから、

さらに切ったり、色を塗ったり、組み合せたり、貼り合せたりしながら、思い思いに「ぼ

くの・わたしのふしぎな世界」をひろげていこうという提案に基づくものである。それは、

あらかじめ決められた方向に向かうようなものではなく、以下に述べるような子どもたち

の活動の姿を期待して提案したものである。

　子どもたちは、そこで、画面（ないし材料）とのかかわり合いから、自分なりのく感じ

〉やく考え〉、〈行為〉によって、〈思い〉をふくらませ、新しいく意味〉（画面等）を

つくりだし、それとの関係から新たに生みだされる自分なりのく感じ〉やく考え〉、＜行

為〉をもとに、さらに新しいく意味〉をつくりだして展開していくことができると考えら

れる。そのことは、友だちとのかかわり合いからつくりだされ、展開されていくといえる

ものでもある。

　以下においては、子どもたちが展開する具体的な活動の在りようを、（4）の考察において

もとりあげた、女子Aさん、Bさん、　Cさん（それぞれ以下A、　B、　C）が展開する具体

的な活動の在りようをとらえることを通して考察していくことにする。

［5－O　（02：44－05：59）］

　C：あたし、ここがいいなあ・一一！と言って、画面の角のところをハサミで指す

　A：「あたし、自分の0しに、ここがいいなあ」と言ってCの婦角線上の角のところにハサミを当てる

　B：「まって、もう切んの一？」と言って画面を見る

　A＝「まって、まってまって、まずは、ちょっと、ここ（この）0」と書って離を揃す

　A＝筆箱を持ちながら、左手で切りたいところの境界を揺す

　Bl切りたいところを線で描く

　Cl画薇のうえをハサミでなぞるようにして晃る

　A：「あ、そ一一だ、あたしの0、（〉ちゃんもらおう、0ちゃん、もらいま一す」と言って線で囲う

　C：画面を横断するように線を描いていく

　B：ハサミをあてる

　A＝見る、「0もう切るの？」とBに言う

　B；「切らない、切らない、切らない！と言って、画面から離れ、iちょっと切り込み入れてるだけ」と欝って、　Aの逆側に移動

　　し、ハサミをあて、切込みを入れる

　C：Bの切込みを入れたところがら、反対傭まで、ハサミで横になぞっていく

　C＝（「はい、じゃ、ここ、はい、じゃ、ここ」と言いながら）場所を変え、最初にBが切込みを入れたところを切ろうとする

　B；（「じゃあ、ここ一」と言いながら）ハサミをあてる

　A＝切り始める

　B＝切り始める

　C：切り始める
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　A：「離れ小島が切れていく、さようなら、みんな」と言いながら切っていく、「さようならtW」、甥り取る

　A＝1わあ一」、「（ふきとばされ）ていった」と洗いながら自分の切ったところを持ち上げる

　B：・1・さくはねながら位：置を変え、自分の切ったものを持つ

　A＝切ったものの端にくっついているものを指差しながらi（これが、これ）0ああ一あ一1、「（バイバイ）」と言い、切り取っ

　　たものを振るようにする

［考察］

　本線は、平時に三人でっくりだした「わたしのふしぎな世界」を、各自が、そのつくり

だしたもの、及び、それをともにつくりだした友だちなどとの多様なかかわり合いから、

自分の気に入ったところを自分なりに切りとるということからはじまった。

　AとCは、Bからハサミをもらうと、それぞれ1あたし、自分のOしに、ここがいい

なあj、「あたし、ここがいいなあ一」と書ってBに先立ち切るというく行為〉をはじめよ

うとした。そこでは、すでにAとCのく身体の深み〉において、（一週間を隔てた後に再

会した）自分たちのつくりだしたものとのあいだに、帯しいある特有の関係性がつくりだ

されっつあったものと考えられる。

　そこにBが「まって、もう切んの一？」と言ってかかわってくることによって、Aは、

「まって、まってま．って、まずは、ちょっと、ここ（）］と言い、その関係性の形成を一旦

とめたといえるが、Cは、それでも手で画面上の切りたいところをなぞるなどしており、

その、つくりだしたものとのあいだに、BやAとのあいだにおけるそれよりも深いかかわ

り合いをつくりだしていたと考えることができる。また、Aにおける中断も上に述べたよ

うに一旦のものであり、直後には筆箱を持ちながら、左手で、切りたいところの境界を示

している。

　その後、Aはペンで切りたいところの境界を描きはじめ、　Bもまたペンで印をつけ、　C

もまたBから借りたペンで切りたい場所を境界づけていく。さらに、Aは、切りたいとこ

ろを境界づけた後、「あ、そ一だ、Oちゃん、もらいま一す3と言ってBに許可をもらう

ように言い、線で囲っていく。おそらく、Aのなかでは、自分がほしいところとして囲っ

たところのイメージと、BやCがそれぞれほしいところとして囲ったところのイメージ、

そして、前半においてつくりだした「ふしぎな世界」の（全体的な）イメージとが相互に

かかわり合い、たとえそのときに新たにもらおうとするものがすでに前野において分節化

され顕在化されていたものであっても、「あ、そ一だ」という表現に指標されるように、そ

のときのかかわり合いにおいて、新たに分節化され顕在化されたものとして、Aのく身体

の深み〉から立ち表れていたと考える。

　その後、各自がペンを置き、Bがハサミを手にして、三人のうちの先陣を切って、画面
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を切ろうとしつつあったようにAに「薫習」していき、逆説的に顕在化したのか、Aは「も

う切るの？」とBに確認する。それに対しBは、「切らない、切らない、切らない」と三

回繰り返し、「ちょっと切り込みいれてるだけ」と言って、画面に切り込みを入れていく。

また、一方でCは、Bが入れた切り込みからなぞるようにして自分の切りたいところをイ

メージしているように思える。

　Bが「切らない」ということばを三回繰り返したのは、AやCに対して、そしてB自ら

に対して、自分が切ろうとしているところ、及びAとCが切ろうとしているところをはっ

きりと照会していないということに起因しているといえる。

　現にBはその後、実際に切ろうと：するときに「じゃあ、ここ一」と言いながらハサミを

あてているし、またCにしても「はい、じゃ、ここ、はい、じゃ、ここ」と言いながらハ

サミをあてている。それは単にAやCに向けられた表現であるだけでなく、自らのこれか

ら立ち上がりつつあるく行為〉へと、そして、そのようなく行為〉を立ち上げようとしつ

つある（次の新しい）〈私〉へと、すなわち内なる他者へと向けられた表現であったと考

える。

　その後、Cが画面にハサミをあてたことにはじまり、切るというく行為〉が、　B、　Aへ

と「薫習」していき、それぞれが切り始める。そのときAは、「離れ小島が切れていく、

さようなら、みんな、さようなら一」、「わあ一、（ふきとばされ）ていった」（同）、「（）あ

あ一あ一、（バイバイ）」と、切るく行為〉がはじまり、それがとりあえずの終わりを迎え

るまで発話しているが、それは、上にあげた「もう切るの？」という発話とかかわって、

Aのなかにおける、三人でつくった「ふしぎな世界」を切るということに対するある種の

寂しさ（関係の組み替え）のようなものを読むこともできる。

　しかし、そのことは、以下に順を追って述べるように、「離れ小島が切れていく、さよう

なら、みんな、さようなら一」、「わあ一、（ふきとばされ）ていった」とした後や、「バイ

バイ」と言って切りとったものを振るようにした後の活動の展開に、画面を切り取ること

によって、そのときに生じた、ある種の寂しさのようなものが負荷として課されていると

いうことを意味しない。

　切り取るというく行為〉がなされたそのときにおいてAは寂しかったのかもしれないが、

それはそのときのかかわり合いにおいてそうだったのであり、そのときのく感じ〉は、次々

と生成され展開されるAの「わたしのふしぎな世界」をひろげるく行為〉において、その

意味を違え、それぞれ新しいものとしてつくりだされ展開されていったと考えられる。
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［5－a－O　（（os：20－os：29）　07：36－08：02）］

　（A＝前園、何かを財つたところを少しはがしてみて、元に戻し、上から押さえつけるようにする。持ち上げて、嗣じようなと

　ころを触る）

　（B：Aの方を見る）

　B＝自分の切り取ったものをCの騨り敵つたもののうえに出し、℃ちゃんが一番大きい」と言う

　B：（前時に三人でつくりだしたものから）切り取ったものを両手で持つ

　Bl切ったものの画面上に貼ってあったものをはがし、Aに見せる

　B：はがしたところをもどし、触る

　B＝「ぼら、ここね、何重にもなっててね、はがれるんだよ」と言いながら、はがしてみせる

　B；「Oだよ（晃た目）は、でね、（きっていくとね）（こっちばっかり）Ojと言って、はがしながら見せる

　○＝それを見る

　A＝さっき切り取った残りのものを裏返したりしながら、Bの方を見る

　B＝見せていたものを右手で縛って上下に振りながら、最初に切り取ったもののうえに置く

［考察］

　ここでは、Bによる、はがすというく行為〉の生成・展開の在りよう、及びはがしたと

ころをもどす（貼る）というく行為〉の生成・展開の在りようをみることができる。

　そこでBは、自分の切りとったものを持ち、Cの切り取ったもののうえに重ねたりしな

がら、「Cちゃんのが一番大きい1と言う。そして、その後に、切り取ったものを持ちだし、

見ながら、そこに貼ってあったもの（スポンジをスタンプされたトイレットペーパーであ

ると思われる）をはがし、Aに見せている。

　そのときBは、まず、Cのが「一番大きい」と言うことにで、　Cが切り取ることによっ

てつくりだしたくもの〉と自分が切り取ることによってつくりだしたくもの〉とを関係づ

けるとともに、そのことと三人がそれぞれにおいて切り取る以葡の、前時においてつくり

だした「ふしぎな世界」とを自らのく身体の深み〉において関係づけ、「逆蕪習」する。

　そのことから、前時においてなした〈行為〉、例えばCとともに画面のうえにトイレッ

トペーパーを乗せていくというく行為〉や、そのうえに三人で大きいスポンジをスタンプ

したり、一人で小さいスポンジをスタンプしたりするというく行為〉、そして、そのこと

によってつくりだされたBにとっての特有の何ものか、すなわちく意味＞Qイメージなど

が立ち表れたりする。

　そこには、眼定することのできない多様なかかわり合いが成立し、そこから、それまで

にはなかった新しいく意味〉が立ち表れ、それをBのく私一生〉がく感じ〉ることにより、

Bのく私一生〉において、自分が切り取ることによってっくりだしたもののうえに重なっ

ているものをくはがしてみる〉というく行為〉が分節化され顕在化してきたと考えること

ができる。

　そして、Aに、画面をはがして見せることで、そのくはがす〉というく行為〉は「薫習」

されていったといえる。ただし、〈はがす〉というく行為〉の「薫習」関係については、
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実は、その端緒はBにあるというよりもAにあるといえる。なぜならば、Aは自分の気に

入ったところを切った後、自分が切り取ることによってつくりだしたもののうえにあった

「何かを貼ってあるところ」を少しはがして元に戻し、上から押さえるようにするという

ような〈行為〉をしており、しかも、その一連の在りようをBが見ていたといえるからで

ある。

そのようなAによるく行為〉が、Bにおいて、他のく行為〉、例えば、〈切る〉という

ことや、上に述べたようなCが切り取ることによってつくりだした〈もの〉のうえに自分

の切り取ることによってつくりだしたくもの〉を重ねることを経た後、Bにおけるくはが

す〉こととして顕在化してきたといえる。

そのことはまた、たとえBにおいてくはがす〉というく行為〉が、Aによるくはがす〉

というく行為〉の影響関係のもとに分節され顕在化させられたものであれ、「蕪習」とは、

自らのく私〉の存在の根拠としてのく身体の深み〉においてなされるといえるものである。

それはBのく私〉の存在の深みにおいて根拠づけられたものであるとともに、一様で一方

向的な前後関係において立ち上げられるようなものではないということになる。つまり、

それが顕現する形態はあらかじめ決定されてはおらず、その実現の道筋は一様で一方向的

なものではないということ：である。12

［5－a一②（（06：20－06：29ノ）35：49－40：41（1）／40：41－41：36（2）／41：36－42：30（3）／44：47－

45：41（4）／46：48－49：01（5））］

　（1）

　（A＝離騒、何かを殿つたところを少しはがしてみて、元に戻し、上から揮さえつけるようにする。持ち上げて、同じようなと

　ころを触る）

　（B＝Aの方を見る）

　B：rやまになってる、さわり心地いいよ」と言いながら、切り取ったものを触り、Aに見せる

　A：Bのいうところを触る
　A：ふたのうえで歯ブラシを擦っている

　B：切り取ったものに絵の具を塗る

　B：ハサミをひろげて持ち、切り取ったものの褒面を擦るようにする

　B：直接（手についた）糊をつけ、貼る

　B：Cが手に取ったものの隣に置いてあったものを季に取る、「これもしおりにしたらきれいそうl

　A＝西角のものとはブラシを机のうえに置く引いたものを取り、持つノ角の方を触っているノ四角のものを魏のうえに置く

　A：「（ねね）、はがしていいの？！とBに言って、自分のものの表面をはがそうとする

　B＝糊のふたを閉めながら、Aのつくっているものの方を晃て1いいんじゃないの？」

　A：横の方に細長くはがしていく！隣のところをはがしていく贋面上の反対側からはがしていくノ下の方をはがしていくi横にひろ

　　げるようにしてはがしていく旋手で端を持ちながら、そこを上にしてはがしていく仮対側の端を持ち、はがしていく

　AIはがしたところをさするようにして触っている

　A：はがしたところをなでるようにして擦り、擦った霞分の指先を晃る

　B；「きれ一、0なんか1と言ってAがはがした画藤のうえを触る

　B；Aの画面をはがす
　A＝（「0」と言いながら）画面を手で擦るようにしてはがしていく

　B：画面をはがし「取れたよ」と言って、はがして取れたものを持ち、Aに見せ、画面のうえに置く

　A：Bと手を交叉させるようにしてはがしていく、爾面上を手で擦る

　C：AのBの様子を見ている、「なにやつてんの一？」と言ってAとBの方に行く

　B：「00すごくきれいなの］、「0」と言いながらはがす

　A：「Ojと書いながらはがす
　（2）

　C＝鉄の棒を手に取り、画面のうえに持っていく

　A・B：Cの出した鉄の棒をつかもうとする
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B＝鉄の棒をつかみ、それではがそうとする、（「Ojと言って）場所を変え、はがそうとする

Bl何度か棒を前後させてはがそうとするがはがれず「だめだ」と言う

A：Bの動かす鉄の棒の末端をつかみながら見る

C：兇る

B＝Aに渡す、Aの様子を見る
A：鉄の棒を持つ、遡るようにしてはがしはじめる

C：Aの様子を毘る
C：手を伸ばし借りようとする、

A＝Cに渡す
C＝鉄の棒を持ちはがし始める

Bl「紙やぶれちゃうよj
A：Cがやっているところをさわる

C＝Bに渡す
B：「これは黄緑なのか、オレンジなんだろうか0」と雷いながらはがしはじめる

B＝fあたしもはがしてみょうがなあ」と訪いながら、棒を持ってAの薩面から離れ、自分の画面に暗く

Bl覗き込みながらはがしてみようとするノ元に戻して、上から押さえるようにするノ画面を晃る

B：鉄の棒を縦にして机を叩く（リズム・タンタンタンタタンタンターーン）

B＝持ち変え、移動してAの画面をはがそうとして手をかける

B＝はがしはじめるf「0（はなの）においがしない？」と書いながらはがしていく
（3）

Cl糊を置き、前に甥り取られたものの方をとりあげ、裏返して見る

Bl鉄の棒を立てて動かしはがしていく

B；やめて自分の面の前に立つ

B：画面を1園叩き角のところを持ち上げる

A＝画面を擦っている

A：「あ一、だめだ一、手がいたいや一一」と言って右手の指を返して見る

A：右手の揃をk手のてのひらに擦りつけ、その後、画面を擦っている

A：「あ、そうだ、これ、糊でくっつけたらどうかなあ？」と言って、踊を擦りながらCの方を見る

A：画面のうえにある、はがし熱ったものをタッパーのうえに置く
（4）

A：「ねえねえ、これ、この中に入れていいかなあ1と行って、はがしたものを播差し、赤の具の入ったタッパーをゆびさすノ画

　面を擦る
C：「（うん、ぜんぶ）（）」と言いながら糊を持って上下に振り、糊をつけたところを指差しながら、画而のうえに糊をつけてい

く

B＝立ち上がって、さっき（切りとった）小片を爾面のうえに貼る～画面を見る

B＝画面を角の方からめくって下の方を晃る剥す

B＝脇のスポンジのうえに置いてある切り匂ったものを手にとって見ている

B；「ね、鞭てほら、はいだらなんかさあ一、こんな0」と言って、Cにはいで見せる

（N

B：机の下から糊を持って立ち上がり、Cの方に行く

BlCの賄う画面上についているものに、軽く曝くようにして糊をつけていく、自分の画面のうえに糊をつけていく

C：糊を取る、Bが糊をつけてくれていたところに糊をつけていく

A；道具ケースを取り出し、持って、いすのうえに座り、水場の方を向く

B二「0」Cがつけていたところに糊をつける慮分のところに瑚をつけていく

C：「0」珊のところに糊をつけていく

A：糊を出し、机のうえに置く

A；画面のうえに糊をつけていく1横に引くようにして糊をつけていく

C＝置いたのもののところに糊をつけていく騨す

B：画面のうえに点々と糊をつげていく

B：大きいスポンジのうえに糊を塗っていく

A：はがしたものを、画面のうえの糊を付けたところに置いていく

Blスポンジを両手で持ち、画風のうえで絞るようにするt［enftiのうえにおいて押す

A：はがしたものを置き換えたりしている

［考察］

以上のように便宜的に五つのブロックに分けて、A、　B、　Cの相互作用的なかかわり合

いによってっくりだされる〈行為〉の展開の在りようをみていくことにする。

以上の五つのブmックは、ほぼ連続的に展開しており、それらのあいだにはく行為〉の

展開ということにかかる論理的なつながりを見いだすことができると考えられる。そのこ

とを踏まえながら、ここでは、それぞれのブロックにおけるく行為〉の成り立ちと展開の

論理について考察していくことにする。
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（1）Bが自分の画面のなかから切り取ったものとのあいだに特有の関係性をつくりだして

いる在りようをみることができる。つまり、切り取ったものを裏返したり、その表面をさ

わったりしながら、それと自らのく身体の深み〉とのあいだにつくりだされる関係をその

つどごとにつくりかえ、「やまになってる、さわり心地いいよ」という表現によって顕在化

されるような何らかの特有のく感じ〉を立ち上げたと考えることができる。

　Bは、それをAのく身体性〉へとかかわらせることによって、Aのく身体の深み〉から

その切り取ったものを触るというく行為〉が立ち上がることになったと考えられる。その

後、Bはそのことに基づいて、切り取ったもの、及び以上に述べたような状況とのかかわ

り合いから、その切り取ったものに絵の具を塗ったり、ハサミでその表面を擦ったりする

という〈行為〉を立ち上げていた。

　一方、「やまになってる、さわり心地いいよ」という表現によって顕在化させられた何も

のかへと、触るというく行為〉においてかかわり合ったといえるAは、その後、自分で切

り取った四角のものとかかわり合い、それをつくえのうえに置いたり、角の方を触ったり

するという〈行為〉をなしていた。そして、Aはその直後、その四角のものを以って「ね

ね、はがしていいの？」とBへと発話する。

　それに対してBは、「いいんじゃないの？」と答えるが、このAの発話は、もともとAが

自ら行った、はがすというく行為〉が、後のBのはがすというく行為〉へと「窯習」し、

顕在化したものが、さらにAのもとへと二丁」してきて、実現されたものであるといえ

る。

　そのAにおける発話の立ち上がりには、Bにおいて「やまになってる、さわり心地いい

よ］という表現によって顕在化させられた何ものかへと、触るというく行為〉においてか

かわり合ったことによって立ち表れたイメーmジや、Bが画颪を擦っていたときに生じてき

た何らかのイメージなどがかかわり合っていたと考えることもできる。

　Aは、その発話の後、実際に画面上のものをはがしていくのだが、具体的に顕在化した、

はがすく行為〉は多様に展開していたといえる。横の方に細長くはがしたり、隣のところ

をはがしていったり、画面上の反対側からはがしていったり、下の方をはがしていったり、

横にひろげるようにしてはがしていったり、左手で端を持ちながら、そこを上にしてはが

していったり、というようにAは、そのはがすく行為〉をつくりだし、展開していくが、

それらはすべてその意味を違えるく行為〉であるといえる。したがって、そのときどきに

つくりだされるく意味〉も、それにかかわるく私〉の在りようもすべて異なり、そのつど
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ごとに新しいものであるといえる。

　また、そのようなAによるはがす〈行為〉の生成・展開は、Bへと「蕪習」していくこ

とになる。例えば、Aが実際にはがすく行為〉を立ち上げ、展開しているとき、　Bは違う

く行為〉をなしていたが、あるとき「きれ一」という発話とともにAのく行為〉へとかか

わってくる。

　そのときBのく身体の深み〉においては、「はがしていいの？」というAの発話に対する

「いいんじゃないの？3と答えることによって立ち上げられた何らかのく感じ〉、そして、

それ以前に自らが立ち上げた、はがすというく行為〉のイメージなどとのかかわり合いか

ら、それまでにはなかった新しいく意味〉がっくりだされ、それに対する特有のく感じ〉

が「きれ一」という表現によって顕在化されたといえる。

　そのときに立ち上げられた特有の〈感じ〉は、実際に画面を、それもAのつくりだした

画面をはがしていくというく行為〉を促し、立ち上げることにつながっていったと考えら

れる。そのとき、Bがはがした画面が自分のつくりだした画面ではなく、Aのつくりだし

た画面であったというのは、おそらく、Bとのあいだに特有の関係性を立ち表れさせた、

特有の〈対象〉ともいうべきものが、B自らのつくりだしたテクストではなく、Aのつく

りだしたテクストであったということに起園すると考えられる。

　そして、Aもまた、そのことに対して拒否の姿勢をとることもない。それは、　Aが自ら

のく身体の深み〉において、自らにとっての特有のく対象〉といえるテクストとかかわり

合うとともに、それにともにかかわり合うBのく身体の深み〉ともかかわり合い、それま

でにはなかった新しい〈意味〉をつくりだすことができるとく感じ〉ているからである。

　もとはAのくもの〉も、三人の相互的なかかわり合いにおいてっくりだされたテクスト

であり、それを切り取ることによって、とりあえずのく対象〉となった。ここでとりあえ

ずと述べたのは、テクストとは閉じられた、すなわち一般化された「対象」ではなく、自

らの存在の根拠としてのく身体の深み〉をかかわらせることによってでしか立ち表れてこ

ないといえるものだからである。そのことは「なにやつてんの一？」と言ってやって来た

Cへも、「すごくきれいなの」（B）という発話によってかかわっていくことになったと考

える。

（2）そのことから、Cは鉄の棒を手に取り、画面の方にもって行くというく行為〉をなし

たのであろう。鉄の棒によって画面をはがしていくというく行為〉がCのく身体の深み〉

から立ち上がっていたからこそ、それはA、Bへとかかわっていき（「薫習」）、　Bにおいて
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は、その鉄の棒で画面を削っていくというく行為〉へ、またAにおいては、そのときはB

が持って画面を削っている棒の端をつかむというく行為〉へと展開していったと考えられ

る。

　ここでは、Aのく行為〉に明らかなように、実際に鉄の棒で削るということでなくとも、

Bの持っている棒を一緒にもっということで、Aにとっての、少なくともそのときの削る

というく行為〉は立ち上がっているといえ、そのことからも「蕪習」関係による〈行為〉

の立ち上がりは一様ではないということができるであろう。

　また、そのく行為〉はBからAへと、そしてAからCへと「薫習」し、展開していき、

さらにまたBへと展開していくことになる。Bは、そこで、「これは黄緑なのか、オレンジ

なんだろうか（）」と言いながら鉄の棒ではがすというく行為〉を立ち上げていくのだが、

直後にFあたしもはがしてみょうがなあ」と言って、棒を持ってAの画面から離れ、自分

の画面の方に行く。

　そこでBは、画面をはがしてみようとはするが、一旦はがしたところをすぐ元に戻して

いる。おそらく、最初、自分の画面を趨ろうと思ったのには、Aの画面を削ろうとして、「こ

れは黄緑なのか、オレンジなんだろうかOjという表現によって顕在化させられた何もの

かのイメージがかかわっているように思われる。

　以上の発話によって立ち上がってきた色、あるいは色のイメージとかかわり合うことに

おいて、その色が、あるいはその色のイメージが、自分の画面、すなわちテクストの織り

目のいずれかに深くかかわり合っていて、実際にはがすというく行為〉を立ち上げること

によって、テクストが織りかえられ、そこに新しい〈意味〉がっくりだされるとく感じ〉

たのであろう。

　しかし、Bは自分の画面をはがすということをやめているため、実際にやってみたとき

には、そのようなく感じ〉が立ち上がらず、そのことから、自らのテクストとの関係は、

鉄の棒をリズミカルに叩くというく行為〉に媒介されるものとなり、再びA（と共有した）

のテクストへとかかわり合っていくことになったと考える。

（3）ここでは、BがAの画面をはがしている隣…で、　Cが糊を手に取って、それをつくえの

うえに置き、前に切り取られたものを裏返したりしていた。Aは、そのような状況におい

て、画面を手で擦り、はがしていっていたが、「あ一、だめだ一、手がいたいや一」と言っ

て右手の指を返して見たりしている。

　その後、Aは右手の指を左手のてのひらに擦りつけたりして画面を擦っていくが、「あ、
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そうだ、これ、糊でくっつけたらどうかなあ」と発話して、画面のうえに置いてあったは

がしたものの小片をタッパーのうえに置いていった。

　このAの発話は、このセクションには記していないが、Bによる糊を切り取ったものに

つけていくというく行為〉、及びCによる糊を取ったり、置いたりするというく行為〉か

ら関係づけられていると考えられるとともに、A自身、はがす、あるいは擦るというく行

為〉を手（指）でなしており、そのことが、指の痛みとかかわり合うことによって、はが

す、あるいは擦るというく行為〉とは別の〈行為〉への展開を促したと考える。この場合、

はがす、あるいは擦るというく行為〉とは対極にあると考えられ、貼るというく行為〉へ

の展開したといえる。

　したがって、それは、活動の当初から予定されていたものではなく、以上に述べたよう

な、〈いま・ここ〉における多様なかかわり合いから立ち上げられたものであると考える。

（4）Aは、はがしたものを糊で画面にくっつけようとするが、それはすぐに顕在化してく

るわけではない。ここでは、「ねえねえ、これ、この申に入れていいかなあ」という発話に

よって示される、（赤の）絵の具の入ったタッパーにはがしたものを入れるというく行為〉

を立ち上げようとする。

　赤い色が、Aにとって特別のものであるのかどうかはわからないが、少なくとも、赤と

いう色のイメージと、はがしたもの、そして、はがしたものが貼られた新しい画面（テク

スト）などとの多様なかかわり合いから、はがしたものを赤の絵の具の入ったタッパーに

入れようというく行為〉を立ち上げようとしたと考えられる。

　また、Aの「ねえねえ、これ、この中に入れていいかなあ」という、同意を求めるよう

な発話は、そのようなく行為〉が、同じ場をともにかたちづくってきた友だちとの共有、

つまり、Aのく私〉の論理が共有され、そこで立ち上がることが許されるかどうかを問う

ものであるように思われる。

　Aのく身体の深み〉においては、Cの答えは予想されていたのかもしれないが、　Aをと

りまくさまざまな「制度」の枠組みが、Aにそのような発話を促したのかもしれない。そ

のようなAの発話に対し、Cが「（うん、ぜんぶ）」と答えることにより、　Aはその後、は

がしたものをタッパーにつけ、それを画面に貼っていくというく行為〉を立ち上げていく

ことになる。

（5）ここでは、まず、Bが糊を手にして、画面上についているものに軽く叩くようにして

糊をつけていく。そして、そのようなBのく行為〉に促されるように、Cもまた糊を手に
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して、Bが糊をつけてくれていたところに糊をつけていく。さらにBは、それを受けて、

Cがつけていたところに糊をつけ、また自分のところに糊をつけていった。おそらく、B

とCとのあいだには、相互的な腎癌」の関係が成り立っていたものと考えられる。

　Aは、その後、糊を取り出し、画面のうえにつけるというく行為〉を立ち上げる。その

隣で、Cは置いたもののところに糊をつけ、　Bは画面のうえに点々を糊をつけたり、スポ

ンジに糊をつけたりしている。そのような〈行為〉が「蕪習」したのか、その様子は異な

るものの、Aもまた画面のうえに、横に引くようにして糊をつけていく。

　その後、はがしたものを、画面のうえの糊をつけたところに置いていくというく行為〉

を立ち上げるとともに、一旦貼った、そのはがしたものを置き換えたりするというく行為

〉をなしたりもしていた。それは1おそらく、実際に糊をつけたところにはがしたものを

置いていくというく行為〉をなしたときに、そこでなされる画面、糊をつけられた画面、

はがしたもの、はがしたものが置かれた画面などとのく身体の深み〉における多様なかか

わり合いから、そのつどごとに生じたであろう特有の〈意味〉との、さらなるかかわり合

いにおいて、新たに立ち上げられたものであるといえよう。

　そして、画面のうえにつけられたものは置き換えられたりすることによって、さらに多

様な関係性が立ち上がることになり、そのことからさらに次の置き換えのく行為〉が立ち

上げられ、新しい〈意味〉をつくりだすとともに展開されていくことになると考えること

ができる。

　以上に述べてきた各ブロック問のく行為〉の生成・展開の在りようを、Aにおけるく行

為〉の生成・展開の在りようにおいてとらえ返してみると、（1）A→B→Aという「弊習」

の関係の展開による、Aにおける画面をくはがす〉というく行為〉の立ち上がり、（2）鉄の

棒を使ってはがしていくとともに、画面をくはがす〉というく行為〉のBへの「薫習」、（3）

はがした小片を糊で画面に貼っていこうというく行為〉の立ち上がり、④はがしたものを

タッパーのなかの色につけてみようというく行為〉の立ち上がり、（5）はがしたものを実際

に画面にはっていくというく行為〉の立ち上がり、と読むこともできる。

　このように、相互ブロック問というく行為〉の大きなひとまとまりという視点から見て

も、それは一様で一方向的なものとしては生成・展開せず、そのつどごとのかかわり合い

において、多様に展開するものであるということができる。

［5－b　（27：51－30：45）］

　A；ローラーを手に取り、皿のうえで転がして、混ぜ始める

　C＝皿のうえでua・・一ラーを転がして絵の具を混ぜる、ローラーを縦にしながら混ぜる
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　Bl「あ一、Aちゃん、そんなことしたら、色がさ一、かたよる1としゃがみこんでAに言う

　ClAとBの様子を見る
　A＝両手でローラーを持ち混ぜつづける

　A＝混ぜながら中腰になる

　C＝鐡のうえでロL一一ラーを縦にして振る

　A＝ハケを持って震ってくる

　A：机のうえの絵の具を取る
　A　：　IIIIに絵の具をあける

　A：（皿に水を入れ）ハケで絵の具を混ぜている

　A：ローラーをハケでならす

　A：「赤も入れちゃお一一」と言ってタッパーに入っていた赤色も入れる

［考察］

　ここでは、Aによる、　u一ラーに絵の具をつけようとする〈行為〉、あるいはローラー

でP一ラ起用掻のなかの絵の具を混ぜようとするく行為〉と、それに対するBのかかわり

のく行為〉との「薫習」関係をみることができる。

　ここでAは、u一ラーに絵の具をつけようとするく行為〉を立ち上げようとしていると

考えられるが、ローラー用鍛に対してローラーを直角に置いてそのなかの絵の具を混ぜよ

うとしているため、それでは絵の具がローラーに対して偏ったつき方をしてしまうとして、

「あ一、Aちゃん、そんなことしたら、色がさ一、かたよる」という発話においてBが忠

告している。なお、Aは今回はじめてローラーを扱うというわけではなく、前門において

も用いて活動を展開している。

　したがって、Bが言っていることが分からないということはないと考えられる。また、

Aは、Bからみれば絵の具が偏ったつき方をしてしまうというような方法でローラーに絵

の具をつけようとしていたと考えることもできる。そのときAのく身体の深み〉において、

絵の具、ローラー、及びローラー皿、などとの多様なかかわり合いから立ち上がってきた

く行為〉の在りようは、Bにとっては忠告せざるを得ないといえるようなものであったと

考えることができる。

　結局のところ、Bによる忠告としての発話が示すものは、　Aのく行為〉へと「蕪習」し、

ローラーをハケでならすというく行為〉として顕在化してきたといえるように思われる。

とはいえ、Aにおける、そのような〈行為〉の顕在化は、それとは別の、幾つかのく行為

〉の顕在化の後になされることになる。つまり、一様にして一方向的に分節化がなされて

いくのではなく、その影響はあるにせよ、そのときどきにおける多様なかかわり合いのな

かから、そこに特有のものとして〈行為〉は立ち上がり、展開されることになるとともに

新しいく意味〉が、それにかかわる新しいく私〉とともにつくりだされ、展開されること

になると考える。
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⑥いろいろな表し方を楽しむ活動

　題材名：「すてきな木にまほうをかけたら」

　富山県富山市立豊田小学校4年生（女子Aさん）

　この学習活動は、「すてきな木にまほうをかけたら」として、小学校4年生（男子17名、

女子20名、計37名）において、1時間にわたって行なわれたものである。

　内容は、ある子ども（Bさん）が、自分はどんな「まほう」をかけて自分なりの木、あ

るいはく世界〉を想像してつくりだしたか、ということについて順を追って話しをし、聞

くことからはじまる。それをきっかけとして他の子ども（Cさん、Dさん、　Eさん、　Aさ

ん1発言順）も、自分が木にかけたfまほう」と、そこからどんなく世界〉を想像してつ

くりだしたかということについて順を追って話しをし、聞いたりして、そのことから、友

だちのく行為〉も含めていろいろな表し方を楽しみっつ、自分なりのく行為〉を新たに立

ち上げ、展開していくというものである。子どもたちは、そこで交わされた話しなどをも

とにして、その後、具体的なく行為〉を展開していく場面において、互いに話しをし合っ

たり、つくっているものを見合ったりしていた。

　例えば、女子Aさん（以下A）について次のようなことがいえる。Aの話しをもとに、

さらに自分のイメージをひろげ、深めるためであろうか、友だちがさらに詳しく話しを聞

きに来たり、Aがこれまでにつくりだした〈行為〉について、　Aがっくりだしたもの（画

面＝まほうをかけられたすてきな木）にかかわり合うことを通して、言い換えれば、具体

的に画面上に顕在化し現象している面（フェノーテクストともいえようか）を介して話し

をしに来たりしていた。

　ここではAの活動をとりあげるが、考察していくまえに、まず授業のはじめにおいてB

の発言に端を発して、Bと他の子どもたちと教師、そしてBのつくった〈もの〉や、他の

子どもたちのつくったくもの〉などとのあいだに複雑に立ち表れてくるかかわり合いの状

況についてとりあげ、考察することにする。

［6－O　（05：03－06：50）］

　T：1（）、Bさんの一、はなしを、きいてて一、」

　T：「んで、なにか、Bさんの絵のことじゃなくても、いいんだけれど一一、なんか樹分が（胸の訪に面手を持っていき）、②考

　　えてることあったら、おはなししてくれるかな？」

　T：「Bさんのはなしはこうなんだけど、私はじつはこんなことを考えてるよ」

　子どもたち：後ろの様子を振り返って兇たりしている

　T：子どもたちの様子を見ている

［考察］

　Bの発言が終わった後の教師の発話の後、はじめ、子どもたちは無言であった。しかし、
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子どもたちは何ごとかを発書していたものと考える。つまり、顕在化する声以前の声とも

いえるようなものにおいて発言していたと考えられる。

　そのことは、声に出す以前において子どもたちは相互にかかわり合っていたということ

である。例えば、互いに眼と眼を見合わせたり、振り返って後ろにいる友だちの顔を見た

り、あるいは、自分のつくったものを見せたり、隣の友だちのつくったものを見たり、教

室の前の方に立てて置かれてあるBのつくったものを見たりして、子どもたちは、友だち

や教師、教室内に置かれたものや、つくりっつあるものなどを通して、相互にかかわり合

っていたといえる。

　そのとき、そこで子どもたちは、そのそれぞれのく身体の深み〉において、Bのつくっ

たもの、そしてBの発話と、自分のつくったものとのかかわり合い、また、隣の友だちの

つくったものと自分のつくったものとのかかわり合い、あるいはそれらが互いに入り混じ

るようにしてつくりだされるかかわり合いへと開かれていったといえる。そして、そのよ

うなかかわり合いから、さらに自分のつくったものをつくりだすためになされたく行為〉

を呼び起こし、かかわり合わせていったといえよう。

　さらにいえば、そのようなかかわり合いから、これからなそうとしつつあるく行為〉の

イメージが、そして、そのことによってつくりだされる新しい〈意味〉のイメージが立ち

表れつつあったと考える。この場合、それは新しい「すてきな木」のイメージや、新しい

「まほう」、そして、その新しい「まほう」をかけられた「木」のイメージ、あるいは想像

されたく世界〉のイメージなどであったと考える。

　また、そのようなかかわり合いは、子どもたちと教師とのあいだにも成り立っていたと

考えられる。

　子どもたちが互いの顔を見回したり、教師が子どもたちの方を見ていたり、子どもたち

が教師の方を見ていたり、自分のつくったものや友だちのつくったものを見ていたり、あ

るいはそれらを相互にかかわらせたりしながらその場をつくっていたということは、表現

による明確な分節化以前の〈身体の深み〉における相互的なかかわり合いの表れであると

いえよう。

　あるいは、教師の笑み、教師とBとが顔を見合わせるということ、Bの頷き、笑み、そ

のこととかかわるであろう教師の笑み、などにもその表れをみることができるといえよう。

また、子どもたちのなかには、ビデオ・カメラによる記録には残らなかったが、自分の場

所でつぶやいていたりした子どももいたかもしれないと考えられる。

332



　一方では、そこまで子どもたちの話しを顕在化させる必要があったのかという疑問も残

るが、本時においてそうであったように、子どもたちの話しを顕在化させることによって、

自分の考えや友だちの考えといったものは明確になり、そのことについては共有化される

可能性もひろがると考える。

　また、それは教師の強制の下に発言が組織されたわけでもなく、子どもたちにしても、

発言した子どもたちは自ら発言するというく行為〉をなしたといえるように思われる。そ

れから、発言しなかった子どもたちにしても、友だちの発言を聞くとともに、自らの発書

を上に述べたような意味での声にならない声、つまり、声以前の声において発言するとい

うく行為〉としてなしていたといえるように思われる。

　例えば、Bの後にはCが発賊したが、そのCの発言がなされるまでに多少の時間が費や

されたにせよ、Cは、そのつどごとに変化する状況における教師とのかかわり合いから促

されるように、その〈身体の深み〉をかかわらせるようにして話しはじめたと考えられる。

　そのようにして、Cは教師の発話とかかわるようになり、一．旦そのような関係が立ちk

がると、そのことに促されるようにして、次々に新たな（教師との）関係がっくりだされ、

具体的な発話として顕在化し、展開されていったと考えられる。

［6－a　（24：48－32：00）］

　Al霧吹きを上下に振りながら戻ってくる

　A：窃分のかいた絵のうえに霧吹きで吹いていく、（「OO」）

　A：絵の具をチューブから、薩接、霧吹きの中に入れる

　A：霧吹きを上下に振りながらioだし、水彩のうえだから、（）0」と言い、振りつづける

　Al画面のうえに吹いていく

　A＝父親の方を向き、「つか一ん」と言う

　A：やってきたTの方を一旦見てから、画面の方を晃て「色つか一ん」と言いながら霧吹きを振る

　T：「なんか、ためしでやってみ（たら）？」

　A＝1黄髄がで一ん」

　T：「ねえ、もっと絵の具だくさん入れたほうがいい、水っぽかったら、0（）、たれとるよ」と言っていすのところをゆびさす、

　　「水、多いOJ
　Fa　：掲を開いて体の量を示している？）「0　0」

　A：父親の近くに行く

　A：指で拭くようにしてみて「だって、そしたら、霧吹きが00」と書う

　A＝画面のうえで霧吹きで吹いている

　A＝画面のうえをティッシュペーパーで拭いたりしている

　A：擦りながら拭いていく、叩きながら拭いていく

　A＝下のタンクの部分に、歯ブラシを入れる

　A：歯ブラシで網を擦る

　A＝爾面のうえで、歯ブラシで網を擦る

［考察】

　ここで、Aは、まず霧吹きを持って、それを上下に振りながら教室のなかに入ってくる。

その後、Aは、自分の描いた絵のうえに霧吹きで吹いていくが、おそらく、その霧吹きを

持って教室のなかに入ってくるとき、それを振りながら入ってきたのは、これからこの霧

吹きで画面のうえを吹いていくということの準備であったのだと思われる。つまり、Aは、
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廊下に出て、霧吹きに水を入れ、そのなかに絵の具が入っていたのかどうかは分からない

が、それと相互的にかかわり合いながら、教室にもどってくるということにおいて、これ

から立ち上げつつある、自分の描いた絵のうえに霧吹きで吹いていくというく行為〉に期

待しながら、さらにその後の（霧が吹かれた後の）自分のつくりだしたくもの〉のつくり

かえられたイメージをつくりだし、それと相互にかかわり合っていたということである。

　したがって、その自分の描いた絵のうえに霧吹きで吹いていくというく行為〉は、その

先々から決められていたというようなものではないといえる。それは、その直前のAのく

生きる〉が成立していた状況において決定され、展開されっっあったといえるようなもの

であると考えられるのである。そこでは、実際に顕在化したく行為〉とは異なるく行為〉

へと展開する可能性も多分にあったということができる。

　その後、Aは、霧吹きのなかに、絵の具をチューブから直接入れ、そのことを隣にいる

父親に「いれましたよ」という発話において示しながら、霧吹きのふたを閉め、上下に振

りながら混ぜるというく行為〉をなしていく。おそらく、このようにして父親に向かって

話し掛けることによって、そのときに立ち表れてくるかかわり合いにおいて、同時に自ら

のく私〉へも話し掛け、確認するということをなしていると考える。

　ところで、Aは、その後、画面のうえの方に霧吹きで吹いていくのであるが、隣にいる

父親の方をみて「つか一ん」と発話する。こbことは、「つか一ん」と言うことによって、

Aの思うようには色がっかなかったということを顕在化するく行為〉であると考えられる。

　Aは、その後、「黄色がで一ん」と発話し、そのことに対して、Tが泳濃すぎるかも」、

「もっとたくさんの絵の具入れたほうがいい」と言う。また、続けて父親も指を開いて水

の量を示していると思われるく行為〉をAに向かってなしている。Aはそれに対し「だっ

て、そしたら、霧吹きが（）OJと言うが、それはおそらく、それでは霧吹きが吹かない

のではないかというそのときのAのく感じ〉（篇〈考え〉）によるものであるといえるだ

ろう。

　しかし、Aは、霧吹きを持って一旦外に出た後、水場で水を入れてきたのか、戻ってき

て画面のうえを霧吹きで吹いていく。そして、次に、画面のうえを（吹いたところを）テ

ィッシュペーパーで拭いていくというく行為〉をしている。

　おそらく、水が多すぎて、霧吹きによって画面を吹くということからつくりだされるで

あろうとAがく感じ〉ていたく意味〉とは異なるそれが立ち上がったため、さらにそこに

立ち表れた関係をつくりかえるためにティッシュペーパーで画面を拭いていくというく行
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為〉を立ち上げ、なしていったのだと考えられる。

　その後、Aは、霧吹きの下部のタンクに歯ブラシを入れ、その歯ブラシで、画面のうえ

で網を擦るというく行為〉を立ち上げる。霧吹きで画面を吹き、さらにティッシュペーパ

ーで、霧吹きを吹いた後の画面を拭いたときに立ち表れたイメージなどが相互にかかわり

合ってそのような〈行為〉を立ち上げたと考えることができる。

［6－b　（39：48－44：04）］

　A＝水場に行く

　A＝網と歯ブラシを持ちながら、教室の方へ戻っていく

　E：「あ一つ」

　A：Eの画面のうえを晃て、「こぼれた？」

　E：一瞬Aの方を見てから、画面上のこぼれたところを震手に持っている筆（？）で撮し、「こぼれてる」

　A：（「（〉（〉」と言い）（急いで）振り返り、八分の場翫の方へ）行く

　A：いすのうえに道具を鐙き、ティッシュペーパーをもって、Eのところに向かう

　A：ティッシュペーパー一を出そうとする

　E：黄色の絵の具を取り出し、Aの方に嶺し出し。「ティッシュ、いらない」と言う

　A：（「（いいよ）1と言いながら）ティッシュペーーバーを出し、こぼしたところを拭こうと手を伸ばす

　E＝Fあ、やめてっ！と言って、Aが紳ぱした手を右手でつかむ

　El「もっと0、きたなくなるから」

　A；Eを見て、「O（だけだから）」と言いながら、ティッシュペーーパーを持った手を上下させる

　E：首を振りながら1このままで（）0」と言い、Aに黄色の絵の具を渡す

　E：田下の方に行きながらiそのまましといて1と需って、行く

　A：露分の場所に罠り、画面のうえに置いてあったティッシュペーパーで、ティッシュペーパー入れ（？）を拭く

　A：拭きながら、直面のわきの方に行く

　A：（借りた）黄儀の絵の具を、網のうえにしぼって出す

　A：歯ブラシを霧吹きのタンクのなかの水につける
　A：取り出し、綱のうえにおいて、画面のうえで、擦りはじめる、「うわ・一・一、ぼちょっと落ちだ①」

　A：いすの方に向かいながら落ちたところを見る、「まあ、いいやva」と行って禦のところで擦りはじめる

　A＝いすのうえに認ブラシと網を置き、かがんで、床からティッシュペーーパーをとり、画面上の絵の具をおとしたところをにギ

　　ュッとつけ、拭く

　A：画面のうえで、網のうえの黄色の絵の具のついているところを歯ブラシで擦っていく

　A：手を止め、いすの方に戻ってきて、いすのうえにこぼれていた絵の具（？）に歯ブラシをつける

［考察］

　ここでは、AがEの画面に絵の具をこぼし、　Aはそれをティッシュペーパーで拭こうと

するが、Eはそれを拒否するというかかわり合いから、結局は拭かないということになる。

その後、AはEから黄色の絵の具を借り、それを網のうえに出し、水をつけた歯ブラシで、

画面のうえで擦っていこうとするが、その矢先、絵の具が「ぼちょっ」と画面のうえに落

ちる。Aは、「まあ、いいや」と書って網を擦りはじめるが、次にはティッシュペーパーで

こぼれたところを拭きはじめる。その後、Aは、いすのうえにこぼれていた絵の具を歯ブ

ラシで掬い、網を擦りはじめる。

　以上のようなAとEとのかかわり合いから展開されたといえるAの活動の在りようにつ

いて、次のことがいえるだろう。

　AがEの画面のうえに絵の具をこぼしたときに生じたく意味〉（へのく感じ〉）が、後

の、Aが自らのつくりだしたくもの〉のうえに絵の具をこぼしたときに生じた〈意味〉へ

と　「蕪習」し、つくりかえられながら顕在化したといえる。
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　なぜならば、Eの場合はきたなくなるから拭かなくてもいいと言ったのに対し、　Aが「ま

あ、いいや」と言った理由は、Eが書うようにきたなくなるから、ということではないよ

うに思われるからである。言い換えれば、Eは絵の具がこぼれた後、　Aがティッシュペー

パーで拭こうとすることを拒否するだけでなく、自分でも拭こうとはしなかった。そして、

その絵の具が落ちた画面に対して直後にかかわっていくというく行為〉もなかった。

　それに対し、Aは、絵の具が「ぼちょっ」と画面のうえに落ちた後も、すぐ「まあ、い

いや」と言って画面のうえで、歯ブラシで網を擦るというく行為〉を立ち上げている。こ

のことは、きたなくなるから画面には触らないということではなく、絵の具が画面のうえ

に落ちることによってっくりかえられた画面（テクスト）から生じる新しいく意味〉への

く感じ〉に促されるようにして、それとのあいだにかかわり合いをつくりだし、展開して

いくことになったということを意味しているといえる。Aは、その後、ティッシュペーパ

ーで画面を拭いていくことになるが、そこには、絵の具が落ちたときから、その落ちたと

ころが気になっていたということがかかわっていたのかもしれない。

　しかし、それはあくまで、fまあ、いいや」という表現を介して、歯ブラシで網を擦ると

いうく行為〉を立ち上げた後に表れてきたものであり、落ちたそのときから拭こうとして

なしたく行為〉ではないといえるだろう。しかも、Aは、その後、ティッシュペfOパーを

画面に押し付けるようにして拭いていったり、小刻みに叩くようにして拭いていったりし

ていた。

　このことは、Aにとって画面上の絵の具の落ちたところを拭くというく行為〉は、単に

落ちたところが気になり、少しでもきれいにしょうということから生じたものであるとい

うよりも、ティッシュペーパーで画面を拭くというく行為〉それ自体を、〈身体の深み〉

における画面などとのかかわり合いから立ち上げ、展開したものであると考えられる。

　以上のことから、まず、表現として分節化され顕在化される以前のかかわり合いの在り

ようをみることができたといえる。また、Aの活動においては、霧吹きを吹く、吹いた画

面のうえをティッシュペーパーで叩くように拭いていく、画面のうえで歯ブラシで網を擦

っていくなどというく行為〉の多様な展開においてつくりだされる新しい〈意味〉と、そ

れにかかわる新しい〈私〉の展開の在りようをみることができる。
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⑦　いろいろな材料をもとにした活動

題材名：「楽しいもの，つめて，つないで」

富山県富由市立豊田小学校2年生（男子Aさん）

この学習活動は、「楽しいもの，つめて，つないで1として、小学校2年生（男子17名、

女子17　a、計34名）において、！時間にわたって行なわれたものである。

内容は、さまざまな大きさや形、色、素材の袋に、新聞紙や古布、綿、砂、空気などを

つめることをきっかけとして、それらを丸めたり、つないだりしながら、自分なりのく行

為〉を立ち上げるとともに、友だちのく行為〉とのかかわり合いなどから、さらに新しい

自分なりのく行為〉を立ち上げ、展開していくというものである。

以下では、男子Aさん（以下A）の活動をとりあ1犬考察していくこととする。

活動のはじめ、何人かの子どもが、これからつくりたいと思っているものを教師と友だ

ちに話した。そのなかでAは、友だちの発話を聞いた後、「ふくろをO合体させて、ロボ

ットをつくりたい」と言い、また別の友だちの発話を闘いた後、道具や新聞紙などの材料

とのかかわり合いから活動をはじめる。Aは新聞紙を丸めたり、小さめの袋を何個かまと

めて丸め、別の袋に入れたり、空気を入れたりしていた。

その後、Aはセクション［7－a］に示すような活動を展開していく。

［7－a］

緑魚のナイロン袋と赤・青・黄色の紙袋をセロハン・テL一一プでくっつける

横につくっておいた紙袋を持ち、先程の緑色の袋を持つ

両方の袋の：の部分を合わせてセロハン・テープで留めようとする

セロハン・テー一一プの切れ霞が見つからない。セmハン・テープを両手で持ち、切れ目を探す

ハサミで切れ目を探そうとする

ハサミをあきらめて、親指の爪で切れ匿を探そうとする

しばらくして、再びハサミで切れ匿を入れようとする

切れ爵を見つけ、そこを爪で引・っ張る

顔を前に翼し、先ほどのセロハンテープで袋の口を合わせて留めようとする（一回霞）

一旦留める。しかし、留めたセUハンをひきはがす

再び、セロハンで二つの袋の口を合わせ留めようとする（二回目）

しかし、上手く留められない。留めたセロハンをひきはがす

床に袋を置く

三度、セロハンで二つの袋のUを合わせ留めようとする（三SgE）

しかし、またしても、上手く留めることができない

セWハンテープの切れ霞が再び分からなくなる，親指の爪で切れ環を探そうとする

esの部分が短いことにきづき、口を4串ばす

三渡、セロハンで二つの袋の口を合わせ留めようとする。今度は何重にもセロハンを巻きつける

とりあへず巻きつけ終え、セロハンで二つの袋の目を合わせ留めようとする（瞬回鋤

とりあへす巻き終えた袋を一旦床に置く

セロハン・テ…一プを爾手で持ち、もう一園二つの袋の口を合わせ留めようとする，三圓程巻く

袋を待ち上げて眺めるe袋を置く。周りを見まわす

右側に置いていた、すでにつくっていたもう一つの袋を取り上げる

その三番目の袋の口を伸ばす

先の口をつなげた二つの袋に、三番目の袋の口を含わせる

セロハンで二つの袋の購を合わせ留めようとする

顔を前に廉し、先ほどのセロハンテープで袋嗣士の口を合わせて留める

袋をつかむ。セロハンで、合わせた三つの袋のPを二回巻く

床に置く。三つの袋を軽く幽く
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［考察］

　このセクションでは、Aによる〈身体性〉を働かせた袋とセロハン・テープとのかかわ

り合いから、二つの袋をセmハン・テS一一・一Lプで合わせて留めるというく行為〉がっくりださ

れ、展開される。

　はじめ、Aは緑の袋と紙の袋の口の部分をテープで留めようとし、一旦は留めるが、留

めたところのく感じ〉が気に入らなかったのか、はがし、もう一撃llのテープで留めよう

とする。そして、一旦は留めるが、またはがし、もう一度別のテープで留めようとする。

その後、Aは二つの袋のmの部分が短いことに気付き、口を紳ばしてから改めてセuハン・

テープで合わせて留めようと：する。

　Aは、袋をセロハン・テープで留めるというく行為〉を四回なしたが、その意味はいず

れも異なっていると考えられる。一回目にテープをつけたときは、上手く留められなかっ

たということもあり、そこに立ち表れてきたく意味〉が、そのときのAのイメージにあっ

たと思われる「ロボット」のそれとはずれていたと考える。このことから、テーープをはが

し、貼りかえるというく行為〉へと展開されるのだが、それは固定的な「uポット」のイ

メージに従うようなものではないと考える。Aが実際にテープを貼り留めたことによって

生じたく意味〉と、そのときにAが抱いていたロボットのイメージとの（ズレにおける）

かかわり合いから、次の新しいロボットのイメージ（〈感じ〉）が生じ、次の新しいくテ

ープをはがし、新たに貼る〉というく行為〉が立ち上げられたと考えられる。つまり、A

にとってのロボットとは固定的なものではなく、〈行為〉のたびになされる材料などとの

かかわり合い、そしてそのことから生じるズレとのかかわり合いなどからつくりだされる

柔軟なものであると考えられる。

　およそ以上のような展開から、Aはテープを巻き終えた袋を床に置き、もう一度巻くよ

うにして留め、眺めていたと考えられる。

　さらに、Aはそのようなかかわり合いから、周りを見まわし、口をつなげた二つの袋に

三番目の袋を合わせ留めようとする。留めたうえで、Aは三つの袋を床に置き、軽く叩く

が、このく行為〉も、先の袋の口をテ・一一一プで留めるというく行為〉のように、そのつどご

とのAのく行為〉によってつくりだされるく意味〉と、それに伴ってそれとはズレながら

生じ、更新されていくAのuポットのイメージとのかかわり合いから立ち上げられたもの

であると考えられる。ロボットをつくるといっても予定調和的なものではなく、それはく

身体の深み〉の意味をかかわらせながら生成され展開されるものであるといえよう。
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［7－b］

Dから「つなげれる？」と聞かれる

Dを見るが癖ぜず、セロハンテープの切れ饗を探す

後ろに置いていた紙袋二つの口を合わせてセロハンテープで留めようとする

右横を繰る。

先ほどの二つの紙袋の篇をセmハンでつなげる。

右手に三つの袋を、薄手に二つの袋を持って立ち上がり、黒板のところへゆっくり歩いて行く

途中、窓際に行く。遂具置き場へ行く

袋を床に置く

黄色い箱子の中にある田儀のナイロンテーープを取り出す

床に座り込み、先ほどのナイロンテL一一プ袋の口に巻きつける

立ち上がってナイロンテープを箱に戻す

また、その場に座り込む

計五つの袋の目の部分をつなげる

横に置いてあったハサミでナイロンテープを切る

持ち上げて眺める

最初にいた場所へ戻ってこようとするが、途中で立ち止まると、友だちに口の部分をつなげた五つの袋を見せる

最初に居た場所へ戻っていく

　1できた」というとその場く痴り込む。

B：1それ、なに。ロボット？びんぼ一ん」

A：後ろにあったマジックを取るとキャップを間け、袋の一つに描き始める

霞・鼻・口を描いてている

　「りゅ一じんまる！

再びペンを持ち、キャップを外す

二つ目の袋に河かを描く。うつ伏せになって何かを描く

三つ§の袋に侮かを描く。袋を眺める

二つ霞の袋を触る。再びうつ伏せになって何かを描く

三つ目の袋に何かを描く。袋を持って立ち上がる

［考察】

　Aはっないだ三つの袋を軽く叩いた後、周りを見まわし、後ろの方から紙袋二つを取り

上げ、三つの袋の横に置く。Aは、三つの袋を軽く叩いた後、周りを見まわしたことで、

自分のつくりだした三つの袋と、三つの袋をつくりだしたときに立ち表れていた（本時に

おいてつくろうとしていた）ロボットのイメージ、及び周りに置いてあったものとのかか

わり合いをつくりだし、後ろに置いてあった二つの袋を取り上げ、三つの袋の横に置き、

新たな関係を立ち上げたと考えることができる。もちろん、それは、周りを見まわすこと

による、三つの袋をつくりだしたときのく私〉と、〈いま・ここ〉において周りを見まわ

しているく私〉とのかかわり合いであり、後ろに置いてあった二つの袋を三つの袋の横に

置きつつある新しいく私〉を生み出そうとするものであるといえる。

　このようにして二つの袋を置いた後、AはDから「つなげれる？」と聞かれるが、　Dを

見るだけで答えず、セUハン・テープで、後ろから持ってきた二つの袋のllを留めようと

する。AはDの問いかけに直接答えることはしなかったが、　Dを見ることによって、そし

て実際に二つの袋をつなげることで、さらにその後、右手に三つの袋を、左手に二つの袋

を持って立ち上がり黒板のほうへ行って、白色のナイUンテープでそれら五つの袋をつな

いだことによってDに答えていたと考えることができる。もちろん、そこではく行為〉の

たびごとに新しいく意味〉が、それを〈感じる〉新しい〈私〉とともにつくりだされ、展
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開されてきたと考えることができる。したがって、五つの袋をテープでつなげたときのA

のく私〉は、Dからつなげられるかどうかと問われたときのく私〉とは異なっているとい

え、このようにして新たにつくりだされたく私〉が先のDの問いとのあいだに新たな関係

を立ち上げ、〈意昧〉をつくりだすことで答えを示したとも考えられよう。

　このことを第3章で述べた井筒による「逆薫習」の関係としてとらえることもできるだ

ろう。袋をつなげることでっくりだされた新しい〈意味〉は、そのもととなったともいえ

るDの発話へと関係していき、次の「持ち上げて眺める」というく行為〉に展開したと考

える。さらに、このことは、その後の、最初にいた場所に戻って友だちに見せるというく

行為〉へと展開していく。

　以上に述べたく行為〉の展開を経て、Aは五つの袋をもって「できた」と言い、その場

に座り込む。それは、本時の最初にAが話したロボットのイメージ（〈意味〉）と嗣一の

ものができたため発せられた書葉ではなく、Aにとってのロボットをつくりだそうとする

〈行為〉によって生じるく意味〉と、Aのもつuポットのイメージとのズレにおいてなさ

れる、そのつどごとの柔軟なかかわり合いから立ち表れ、発せられたものであると考えら

れる。つまり、そのかかわり合いによってっくりだされたく意味〉が、よりくエロス〉的

なものとしてのく意味一ロボット〉として、Aのく身体の深み〉において、その〈意味〉

のくエロス〉をく感じる〉新しいく私〉とともにつくりだされたことを指標する書下であ

ると考えられるのである。

　その後、Aは、「それ、なに。ロボット？びんぽ一ん」というBの発話を介して、マジッ

クで、袋の一つに目・鼻・口を描き始める。それは「りゅ一じんまる」と名づけられる。

　Aは、先の「できた」という発話においてロボットの（とりあえずの）完成を分節化す

るとともに、次のく行為〉へと萌芽するく種子〉をく身体の深み〉に持っていたと考えら

れる。それが、上のようなBの発話とのかかわり合いによってマジックで霞・鼻・口を描

き、「りゅ一じんまる」という命名く行為〉へと展開したと考えることができよう。

　Aは、さらにその後、うっ伏せになりながら二つ目の袋に何ものかを描くとともに、三

つ目の袋にも描く。そしてまたうっ伏せになって二つ目の袋に描いたりして、その後袋を

持って立ち上がり、黒板の方へ向かっていく。Aは、袋に何ものかを描きながら、そこに

描かれたものの〈意味〉とのかかわり合いから、次の〈行為〉を決め、例えばうつ伏せに

なったり、起き上がったり、またうっ伏せになったりしながら、そのたびに新しいく意味

〉を、新しい〈私〉とともにつくりだし、展開していたと考えることができるだろう。な

340



お、Aは、その後にも袋をテープで留めるというく行為〉を展開する。

［7－c］

　T；1はい、じゃあ、こんな、おもしろいものになりました、はい、え一、はせくん、どうだろう、はい、はぜくん」

　Al左手に袋を持って、その場に立つ。1ぼくは、なんか0手が…」

　ひとつひとつの袋を説瞬しょうとする

　1この手が新しくつくって、そして、この手と足が合体して　合体させて、それでできました」と欝っている間も両手で袋を動

　かしている。

　T：「なにをつくったの？」

　A＝「ロボットができました」

［考察］

　Aは、活動の最後に教師から指名されて、にの手が新しくつくって、そして、この手と

足が合体して、合体させて、それでできました」と言うとともに、「nポットができました」

と言う。

　そのことから、Aにとってのロボットとは、必ずしも授業の最初にAがイメージしてい

たロボットと同じであるとはいえないだろう。「手」が新しくつくられるとともに、そのよ

にしてつくられた「新しい手」が足と合体してつくりだされたものだからである。つまり、

Aにとってのロボットとは、袋（なかに何ものかをつめたものも含む）やマジックなどの

材料とのかかわり合いから、そのつどごとにつくりだされ、展開されるものであり、周定

的なものではないということができる。

　以上のことから、Aの活動の展開においては、袋に別の種類の袋や空気をつめ、それら

を丸めたり、テープでつないだりしながら、自分なりのく行為〉を立ち上げるとともに、

友だちのく行為〉（発話）などとのかかわり合いなどから、さらに新しい自分なりのく行

為〉を立ち上げ、展開していく在りようをみることができた。
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⑧材料からつくりだす活動

「ふしぎがいっぱい（ふしぎなもの）　まるめたり、つめたり、…」

新潟県糸魚川市立上早川小学校1・2年生（1年生女子Aさん）

この学習活動は、「ふしぎがいっぱい　まるめたり、つめたり、…」として、小学校1・

2年生（複式：1年生9名（男子3名、女子6名）、2年生4名（男子2名、女子2・名）、

計13名）の授業において、2時闇にわたって行なわれたものであり、子どもたちひとり

ひとりがく身体性〉を働かせて、いろいろな大きさ・種類の袋や紙などの材料を、まるめ

たり、ちぎったり、つめたり、つないだり、ねじったりして、それらとかかわり合いなが

ら、ひとりひとりのく私〉にとってのく感じ〉やく考え〉、〈行為〉を立ち上げ、それら

をもとに、思いのままに新しい〈意味〉を、新しい〈私〉とともにつくり、つくりかえ、

多様に展開していくことを期待して提案したものである。

そのため、ここでは、いろいろな大きさ・かたちの袋（ビニール袋、紙袋など）や紙（新

聞紙など）、ひも、木の葉や木の実、ペンなどを用意し、それらの〈材料〉やく状況〉と子

どもたちとのかかわり合いや、〈友だち〉などとのかかわり合いから、子どもたちひとり

ひとりがく私〉において行為をつくり、つくりかえ、〈ふしぎ〉を多様に展開していくこ

とを期待することとした。

以下では、そのなかでも、女子Aさん（以下A）の活動をとりあげ、考察していくこと

とする。

［8－a－O　（36：32－38：25）］

袋を両手で持って、はらうようにして、置く

両手で持ち上げ、広げ、返し、ゆっくりと床のうえに置く

置いた袋のうえにペンで何ものかを描きはじめる

　「チョンチョンチョン、チョンチョン、チョンチョンチョーンチョンチョンチョンチョンチョ・一一ン、チョチョチョンチョチョチ

ョン、チョチョチョンチョチョチョン、0チョンチョンチョンチョーン、（〉チョンチョンチョンチョン、0（＞0みずた一

ま一、チョチョチョン、0（〉みずたまり、（）、み一ず一たし一一まあ・一一　elい一、0（で）ポッチョン、0ポッチョン、ポッチャ

ン、00ポッ00、（およう一ふ一く一）」と歌いながら水色のペンで袋に描いていく
位置を変え、「プチャプチャプチャポン、0ポッチョン、」と点々を描いていく

すこしおくの方に手を｛串ぱし、移動して、「0（）0チャ、ペチャチャ、ペチャチャ、0チー？　一チャー、0チャン、」歌いな

がら描く

　「チャンチャンチャンチャンチャチャチャチャーン」と言いながらペンを置き、位置を変え、「チャンチャンチャンチャンチャ

チャチャチャーン」と言ってペンを鐙いていく

　「チャンチャンチャンチャンチャチャチャチャチャーン、チャンチャンチャンチャンチャチャチャチャチャン、チャチャチャン

チャチャチャンチャチャチャチャチャン、チャチャチャンチャチャチャン、0チャチャチャチャン、チャチャチャン、チャチ

ャチャンチャーンチャ、チャンチャンチャンンチャンチャン」と歌いながら、合わせるようにしてペンを置き、描いていく

［8－a一＠　（59：50－60：18）］

　「リボン、こんなかにいっぱいいれちゃおっかな一つ」と言って、結んでもらったリボンをつけた茶色の紙袋をT2に見せる

肉きを変えて元の自分の場所の方へ向かおうとする

　「リーボン、リボン、リボン（やさん）」と歌いながら、台の方に行く

　「り一（もっていた袋をかがんで下に置く）

ボン、リボン（やさん〉です一1と歌いながらハサミを持ってしゃがみ、リボンを切る

　「リボンやさ一一ん、リボンやさ一ん、リボンーやさん一です一1と歌いながら、リボンを切っていく

リボンとハサミをもって台のうえを見目している

　「リボンやさん一です一」と歌いながら、台の端の方にある（リボンを切る）
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［考察】

　ここで、Aは、自分のく行為〉の歌をその場でつくり、歌いながら、そのようなく行為

〉をつくりだし、展開しているといえるように思われる。Aは、そこでく行為〉の歌を歌

うのだが、決して説明的なものではない。歌われるべき何ものかがあらかじめあってそれ

に従うようにして歌っているのではなく、歌を歌うというく行為〉と、ペンでビニールの

袋に何ものかを描いていくというく行為〉は同時に生れ、展瀾していると考えられる。

　言い換えれば、歌われる〈行為〉の内容は、その歌が歌われるそのときに同時につくら

れ、展開されているともいえるだろう。そのことは、Aの歌うというく行為〉が、表現が

生れる現場、ないし〈行為〉が生れる現場、すなわちその存在の根拠としてのく身体の深

み〉においてなされているということを意味する。

　それは、丸山がいうような〈言分けられた身〉の深みにおいて、と：めどなく湧出するく

カオス〉をく書分け〉るく行為〉ということである。つまり、それは、その直前の歌うと

いうく行為〉、ペンでビニールの袋に何ものかを描いていくというく行為〉、そしてその

ことによってつくりだされる新しいく意味〉、さらにはそれら相互間のかかわり合いから

生じるイメージなどとのかかわり合いにおいて、〈いま・ここ〉のく私〉のく身体の深み

〉から紡ぎだされたものであると考えられる。なお、この歌うというく行為〉は、活動の

全体を通して、各所に表れてくるものでもある。

［8－b　（65：31－67：18）］

A：T2の足元からリボンを手に取る

A：立ち上がり、東を両手で広げるようにして持ち、T2の方を見て、足踏みする

A：リボンをもちながらT2の方を見、「せ一ん（せ）」と言って罷踏みする

T2＝iはいは一い」、「0（〉なの？」と言いながらリボンをむすんでいく

A＝1あ・一一（ん）、はなれなくなったあ一（ん）」と言いながら、後ろに引いていく

？2＝「あ、ちょっとまってね」と需いながら緩め、はずそうとする

A；「あ一、抜けたv一・一」

？2；（1はい、オッケ・・一一」と書って）リボンをAに渡す

A＝リボンを受け取ってかがみ、茶色の袋を取ってなかに入れる

B：「つるもとせんせ一、00」と言って黄色いリボンを持ってくる

B＝「（）（）」と言って、T2の葱に行こうとする

A＝「あ、やってあげる」と言って、持っていた袋を落とすようにして、友だちの方にからだを慮ける

B＝Aにリボンを渡す
A：（「（）」）と言って、友だちからリボンを受け取る

A：手元で棒にリボンを結んでいる

A：結び終え、「オッケー」と言って、しゃがみ、霞分のつくった袋を手に取る

B＝結んでもらったものを持ち、見て、T2の方に向かって、聞せるようにして、「0」と言って、突き上げる

B：「やった一一」、謹聴を上げながら棒を突き上げている

［考察】

　ここでは、まずリボンを結ぶというく行為〉の「薫習」の関係をみることができるとい

える。つまり、Aにおいて、先生にリボンを結んでもらうということから、自分が友だち

（：Bさん、以下B）のリボンを結んであげるということへの「蕪習」ということ、そのよ
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うなく行為〉の立ち上がりへの差異化ないし分節化ということである。

　なお、T2からくリボンを結んでもらう〉というく行為〉は、先に示した、〈歌を歌う

〉というく行為〉と同じように、四時の活動のほぼ全体を通して展開されていたものであ

る

　また、Aは、「リボンの国のお姫様」としてT2から名指されることによって、自らにと

ってのfリボンの国のお姫様」を新たに分節化して顕在化させていたといえよう。ビニー

ルの袋でつくった服（その服をつくるときに、服をつくるというく行為〉を歌にして、そ

の場においてつくりだしながら歌っていたのである）を着たり、リボンを身につけたりす

ることが、「リボンの国のお姫欄というAにとってのく意味〉をつくりだし、そのリアリ

ティを保障していたといえよう。

　それがAにとって意味するところをく身振る〉ことによって指標したりすることなどに

よって、Aはfリボンの国のお姫様」というく意味〉のリアリティをつくりだしていたと

いえよう。それは、自らのく身体性〉（〈雷分けられた身〉）を、表現によってさらにく

言分け〉ることにおいてつくりだされるリアリティということである。

　そうすることによって、Aは、自らを「リボンの国のお姫様」と名指し（あるいは名指

され）、そのようにく身振る〉こ‘i：によって、そのつどごとに自らのく身体性〉を新たにつ

くり、つくりかえていたと考えられる。それは、自らの存在の根拠から新たな自らを立ち

上げ、展開するということでもある。

　そのことから、Aにとっての「リボンの国のお姫様」とは、「○○になりきる」というよ

うに、それになりきるということによって実現されるものではないといえるだろう。つま

り、「リボンの国のお姫様」のときのAのく私〉は、「00」そのものとしてのく私〉とし

てあると考えられるのである。それは、また、自らのく身体の深み〉から、その「00」

の存在性を立ち上げているということでもあろう。

　言い換えれば、「OO］になりきるということは、〈私〉の在りようをそのままにしてお

いて、その存在性に外在する何ものかに同一化させようというような意味があるように思

われる。そのとき、〈私〉のく行為〉の根拠はく私一生〉にはなく、外在する何ものかに

あるように思われる。

　しかし、Aにおいては、本物の「リボンの国のお姫様」がどこかにいて、それを真似て

実現されたものではないと考える。つまり、Aにおける「リボンの国のお姫様」のリアリ

ティは、どこかにある本物のiリボンの国のお姫欄に依拠することによって得られるリ
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アリティではなく、〈いま・ここ〉においてAがさまざまなかかわり合いのなかでく生き

ている〉ということから得られるリアリティであると考えられる。

　そして、Aのく私一生〉が生きているくいま・ここ〉において成立しているく物語〉の

リアリティということであり、オリジナルなきコピーとしての文化的なく世界〉において、

つねにすでにく言分けられた身〉を生きているく私一生〉にとってのリアリティというこ

とである。

　また、頭につけたリボンが、Aのく私一生〉にとってきちんと結ばれていること、しか

もそれがT2による〈Aの頭のリボンを結ぶ〉というく行為〉によって実現されるもので

あるということ、そして、足に履いたビニールの袋でつくったくつがズレて脱げることな

くきちんと履かれていること、例えば、このようなことがAのく私一生〉（存在の根拠と

してのく身体の深み〉）において関係づけられることによって、Aが自らを「リボンの国

のお姫様」として立ち上げることが可能となると考えられる。

　以上のことから、Aの活動においては、まず、自らのく行為〉を歌を歌うことによって

表現するとともに、そのく行為〉そのものをつくりだし、展開するというく行為〉の在り

ようをみることができた。また、Aは、自らのく身体性〉（〈言分けられた身〉）を、表

現によって〈言分け〉ることにおいてっくりだされるリアリティをく生きる〉というく行

為〉をつくりだし、展開していたともいえる。Aにとってく意味〉とは、〈いま・ここ〉

においてAがさまざまなかかわり合いのなかでく生きている〉ということから得られるリ

アリティであると考えられる。
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2　自ら新しい〈意味〉をつくりだしていく子どもの活動

　前項における、トランスクリプトをもとにした考察から、子どもたちが展開する造形的

な活動は、まずく身体性〉の働きによるものであるといえる。つまり、子どもたちは、心

身の分けられることのない、統合されたものとしてのく身体性〉を働かせた、さまざまな

くもの〉やく他者〉などとのかかわり合いから、〈私一丁目の論理、すなわちく私一生〉

のく感じ〉、〈考え〉、〈行為〉を立ち上げ、展開していると考えられる。

　それはく身体性〉のとらえ返された意味に基づき、その深み（個の深み）へと開かれた

く行為〉から新しいく意味〉をつくりだし、展開していくものであるといえる。そして、

それはく身体の深み〉へと開かれたものとしてのクラウスによる多様性の論理において成

立する、規制されることのない、柔軟な「薫習」の関係によって、新しい〈一階〉が新し

い〈私〉とともにつくりだされ、展開されるということである。

　そこでつくりだされるく意味〉は、〈私一生〉にとって関与的なもの、すなわちリアル

なものである。その論理は、材料とく私〉とのあいだの相互作用や、〈他者〉のく行為〉

とく私〉のく行為〉とのあいだ、そして、過去のく私〉とくいま・ここ〉において立ち上

がりつつあるく私〉、及び未来の〈私〉とのあいだなどの相互行為における、「蕪習」の関

係の生成・展開による新しいく意味〉と、それにかかわる聴しいく私〉とをともにつくり

だすく行為〉の生成・展開の論理であるといえる。

　以上のことは、各事例の次のような点に見いだすことができる。まず事例（1）のAの活動

においては、さまざまな材料（ロールの紙や新聞紙トレイやガムテープ、マジックペン

など）やく他者〉のく行為〉、そして教室内の様子や天気、床や壁の色などとの多様なか

かわり合いから、自らのく行為〉を立ち上げ、展開していく在りようをみることができた。

　噺聞紙と床」とのかかわりの関係が、〈友だち〉のく行為〉や教室内の様子などとか

かわり合うことにより、そのかかわりの関係を含んだまま、次の「薪聞紙と床とガムテー

プ」とのかかわりの関係へと生成・展開され、さらにそのかかわりの関係は、〈友だち〉

のく行為〉や教室内の様子などとかかわり合うことにより、そのような自らの在りようを

含んだまま、次の噺闘紙と床とガムテープとトレイ」などというかかわりの関係へと生

成・展開されるのである。

　それは、クラウスによって提案された多樹生の論理をも超えてひろがる多様な組み合せ

として展開された、Aのく身体の深み〉を根拠とするものであると考えられる。

　事例（2）のAの活動においては、その場そのときにおけるかかわり合いによる、次の新し
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いくいま・ここ〉におけるく行為〉の立ち上がりとその展開の在りようをみることができ

た。Aは竹ぐしを一本つけるに際し、絶えずその位置を変えたり、つくりだされたくもの

〉の方の位置を変えたりしていた。

　そこでは、結果的にひとつのかたちがく外〉のかたちとして顕在化されることになり、

そこにいたるまでのプUセスは潜在化されていくことになる。つまり、竹ぐしをあてがっ

てみては位置を変え、向きを変え、というAのく行為〉は、はじめから計画されたものと

して固定的なものではなく、絶えずそれがっくりだす〈意味〉とのかかわりからつくり、

つくりかえられている、Aのく身体の深み〉を根拠とするものであると考えられる。

　したがって、〈外〉に残されたかたちはひとつでも、それが顕在化してくるプmセスに

おいては、〈エロス〉としてのく意味〉と、それをく感じ〉るく私〉は、ともにその存在

の根拠としてのく身体の深み〉から、絶えずつくり、つくりかえられていたと考えること

ができ、そのく内〉の在りようは豊かなものとして生成・展開されていたと考えられる。

そこでは、Aによる「どうしょう」、「こわれる一」などという発話の、自らのく身体性〉

のつくりかえを意味するという指標性を読むことができた。

　事例（3）のAの活動においては、材料やく他者〉のく行為〉などとの、〈身体の深み〉の

意味を根拠として成立する「薫習」の関係によるかかわり合いからつくりだされるく行為

〉の多様な展開の在りようをみることができた。それは、例えば、材料を選ぶというく行

為〉や、選んだ材料を組み合せるというく行為〉に見いだすことができる。

　それはく私一生〉にとっての特有性、すなわちく意味〉をつくりだし、展開するく行為

〉として、〈見る〉というく行為〉に換言することができる。さらに、それはく私〉のく

行為〉とく他者〉のく行為〉のあいだ（AとBとのかかわり合いによる貝に色を塗ってい

くというく行為〉の生成・展開）、及び〈私〉のく行為〉から次の新しいくいま・ここ〉に

おいて立ち上がりっっあるく私〉のく行為〉とのあいだ（ロープの先に貝を付けてつくり

だしたものに対する「へび」という命名から嚥習」され、「ここに眼一描けばね一」、「眼

一、描くか一」と言って〈私〉によるく行為〉をく私〉との対話から新たに立ち上げてい

く過程）に見いだすことができる。

　また、Aの活動においては、例えば「うんこ」として分節化され、顕在化されるく意味

〉のリアリティ、すなわち、さまざまなかかわり合いのなかから立ち上がってくるAのく

身体の深み〉の意味をみてとることができるといえる。

　事例（4）においては、A、　B、　Cの三人が、互いに影響を及ぼしあいながら、互いのく行
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為〉を誘発し、あるいは「薫習」して新たにつくりだし、共有しつつ、多様に展開してい

く在りようを見ることができた。そこでは、画面やローラー、絵の具や友だちの発話、及

びく行為〉などとのかかわり合いから、新しい〈意味〉と、それをく感じ〉る新しい〈私

〉とをともにつくりだす、例えばローラーをころがすというく行為〉が立ち上げられ、そ

のような新しい〈意味〉が立ち表れてきた状況と、新しいく私〉、などとのかかわり合い

から、さらに新しいく意味〉とく私〉をともにつくりだす、ローラーをころがすというく

行為〉やスポンジをスタンプするなどのく行為〉が立ち上げられ、展開されることになる。

　そのような関係性は、テクストとしての画面をともにつくり、つくりかえていこうとし

ているBやCへと「薫習」的にかかわっていき、AとBとCと：のあいだに、何らかの新し

いく意味〉と、それを新しいものとしてく感じ〉るそれぞれのく私〉とをともにつくりだ

すく行為〉を立ち上げるとともに、その薪たにつくりだされたく意味〉とのかかわりなど

から、さらに新しい〈意味〉とそれぞれのく私〉をつくりだすく行為〉を立ち上げ、展開

していくことになると考える。

　事例（5）においても、（4）におけるA、B、　Cの三人による、互いのかかわり合いの関係か

らのく行為〉の生成・展開の在りようをみてとることができる。そこでは、〈はがす〉と

いうく行為〉に関して、AとBとのあいだに「蕪習」の関係をみることができるが、たと

えBにおいてくはがす〉というく行為〉が、Aによるくはがす〉というく行為〉の影響関

係のもとに分節され顕在化させられたものであれ、「蕪習」とは、自らのく私〉の存在の根

拠としてのく身体の深み〉においてなされるといえるものである。

　そのため、それはあくまでBのく私〉の存在の深みにおいて根拠づけられたものである

とともに、一様で一方向的な前後関係において立ち上げられるようなものではないという

ことになる。つまり、それが顕現する形態はあらかじめ決定されてはおらず、しかもその

実現の道筋は一様で一方向的なものではないということである。それは、その後に展開さ

れることになるく貼る〉というく行為〉に関してもいえることである。

　事例（6）においては、まず、表現として分節化され顕在化される以前のかかわり合いの在

りようをみることができたといえる。子どもたちは、そのそれぞれのく身体の深み〉にお

いて、最初に発表したBのつくりだした「まほう」をかけられた「すてきな木」のイメー

ジや、Bの発話、及び教師と、自分のつくりだした「まほう」をかけられた「すてきな木1

のイメージとのかかわり合い、あるいは隣の友だちのつくりだした「まほう］をかけられ

た「すてきな木」のイメージとのかかわり合いや、それらが互いに入り混じるようにして
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つくりだされるかかわり合いへと開かれ、次のく行為〉のイメージを抱いていたと考えら

れる。

　また、Aにおいては、霧吹きを吹く、吹いた画面のうえをティッシュペーパーで叩くよ

うに拭いていく、画爾のうえで歯ブラシで網を擦っていくなどというく行為〉の多様な展

開においてっくりだされる新しいく意味〉と、それにかかわる新しいく私〉の展開の在り

ようをみることができる。

　さらに、Aにおいては、絵の具が画面上に落ちることから、そのときに立ち表れた意味

と、それ以前に友だちの画面のうえに絵の具を落としてしまったときに立ち表れた〈意味

〉とのかかわり合いなどから、次の網を擦る、絵の具のこぼれたところをティッシュペー

パーで拭くというようなく行為〉がっくりだされ、展開されたと考えられる。

　事例（7）のAの活動においては、ある袋に別の種類の袋や空気をつめ、それらを丸めたり、

テープでつないだりして自分なりのく行為〉を立ち上げるとともに、友だちのく行為〉（発

話）などとのかかわり合いなどから、さらに新しい自分なりのく行為〉を立ち上げ、展開

していく在りようをみることができた。

　Aはnポットをつくるといって活動をはじめたのだが、結果つくりだされたロボットは

予定調和的なものではなく、Aのく身体性〉を働かせた袋とのかかわり合いや、そこから

つくりだされるロボットのイメージなどとのかかわり合いなどから、そのたびに更新され、

つくりだされたものといえる。このことは、二つの袋をつなぐということからはじまり、

三つ目の袋をつないで三つの袋とし、そこに二つ袋をつないで五つの袋とし、さらにそれ

ぞれにマジックで何ものかを描いていくという、友だちとのかかわり合いをも含めてっく

りだされるく行為〉の展開において見いだすことができる。

　事例（8）のAの活動においては、自らのく行為〉を歌を歌うことによって表現するととも

に、そのく行為〉そのものをつくりだし、展開するというく行為〉の在りようをみること

ができた。また、リボンを結ぶというく行為〉においては、教師にリボンを結んでもらう

ということから、自分が友だち（Bさん）のリボンを結んであげるということへの「蕪習」

（差異化ないし分野化）の関係を見いだすことができた。

　さらに、Aは「リボンの国のお姫様」として教師から名指されることによって、自らに

とっての「リボンの国のお姫様」を新たに門飾化して顕在化させていたといえる。つまり、

Aは、どこかにある本物の「リボンの国のお姫様」に依拠することによって得られるリア

リティを生きていたのではなく、自らのく身体性〉（〈書分けられた身〉）を、表現によ
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ってく言分け〉ることにおいてつくりだされるリアリティを生きていたと考えられる。つ

まり、〈意味〉とは、〈いま・ここ〉においてAがさまざまなかかわり合いのなかでく生

きている〉ということから得られるリアリティである。

　以上のことから、子どもたちの造形的な活動においては、材料としてのくもの〉とくも

の〉、そして、それ以前に自分がつくりだしたものとくいま・ここ〉においてつくりだし

つつあるくもの〉、そのことで（未来において）つくりだされたくもの〉などとのあいだ

のかかわり合いから新しいく意味〉がっくりだされ、それに対する新しい〈私〉のく感じ

〉により、新しいく行為〉がその〈身体の深み〉から立ち上がることになるといえる。

　そこでは、自らによる何ものかをつくりだすく行為〉と友だちによる何ものかをつくり

だす〈行為〉とがかかわり合い、次の新しいくいま・ここ〉におけるく行為〉が立ち上げ

られ、新しい〈意味〉とともに新しいく私〉を立ち上げ、展開していくことになると考え

られる。さらに、以上に述べたような展開の在りようには、教室内の様子や、窓、及び窓

から見えるもの、天気、床や壁の色、自分や友だちの着ている服の色、廊下の様子、など

がそのくエmス〉性において多様にかかわり合ってくることになる。

　クラウスの論理をく身体性〉の意味からとらえ返すと、〈身体性〉とはその深みにおい

て、限定されることのない〈世界〉との多様なかかわり合いに開かれているといえるもの

である。そのため、クラウスの論理による展開の在りようは、その展開の在りようをも含

むさらに多様な展開の在りようへと開かれることになるといえる。

　言い換えれば、クラウスによる展開の論理をその表層の在りようとしてもっといえるよ

うな、すなわち、それを可能とするといえるような深みにおける多様性へと開かれること

になると考えられる。つまり、それは、とどまることなく新たなく意味〉をつくりだす、

新たな〈行為〉へと生成・展開し、クラウスによる展開の論理、そして、意味論的四角形

モデルや円形モデルの意味を根拠付けるとともに、その多様性の論理を超えた、〈身体性

〉をかかわらせることによって開かれるさらなる多様性における展開の論理において実現

されていたと考えることができる。
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3　実践分析のトランスクリプト

（1）実践分析のトランスクリプトー覧

①　場所をつくりかえる活動………・・………・……・一………・・…………・……・一一…353

　　　　　題材名：かくそう～自分の発想で新しいかたちや意味をつくりだすことを楽しむ～

　　　　　授業実施校：新潟県柏崎市立柏綺小学校

　　　　　授業臼時：平成10年6月22日（月）　3・4校時
　　　　　授業学級：3年2組　男子17名、女子14名、bl　31名

　　　　　授業者：青木難治、記録：秋山敏行、トランスクリプション：秋由敏行

②構成的な活動……………・…・一…………一・…・……………・・…・…………・…・……・369

　　　　　題材名：竹ぐしをつなぐ一つなぐことから生みだされるなにか一

　　　　授業実施校：薪墨黒立新弁高等学校

　　　　　授業幾時：平成11年2月9日（火）　3校時
　　　　授業学級：2年生（選択・美術2）　男子3名、女EF　8名、計11名

　　　　授業者：秋山敏行、記録：南島裕、トランスクリプション：秋山敏行

③材料をもとにした活動……………一n…・………・……・・……………・…・・……・…・・…389

　　　　　題材名：ゆめのかたちってなんだろう～ぼく・わたしのゆめのかたち～

　　　　　授業実施校：長野県長野市立豊栄小学校

　　　　　授業臼時：平成11年6月14β（月）　2・3校時

　　　　授業学級：2年生　男子8名、女子10名、計18名
　　　　　授業者：犬童昭久、秋山敏行、佐々木貴子、記録：韮澤均、トランスクリプション：秋山敏行

④えがくことからの活動②……………一・………………………
　　　　　題材名：わたしのふしぎな握界をひろげて

　　　　　授業実掩校：新潟県襲踏市立木戸小学校

　　　　　授業霞時：平成ll年9月14日（火）　5・6校時

　　　　　授業学級：4年1組　男子19名、女子17名、計36名
　　　　　授業者：秋由敏行、記録：北澤晃、トランスクリプション：秋山敏行

一・一……一ny…一一一・一一・
S21

⑤えがくことからの活動（b）……………………………………・……………・・…・…・…453

　　　　　題材名：わたしのふしぎな世界をひろげて

　　　　　授業実施校：親潟県薪潟市立木戸小学校

　　　　　授業桑時：平成11年9月21霞（火）　3・4校時

　　　　　授業学級：4年1組男子19名、女子17名、計36名
　　　　　授業者：秋山敏行、記録：北澤晃、トランスクリプション：秋山敏行

⑥いろいろな表し方を楽しむ活動…………一…・s…………・……・・………………・・…・488

　　　　　題材名：すてきな木にまほうをかけたら

　　　　　授業実施校：富山県畜山市立豊照小学校

　　　　　授業H時：平成11年10月21H　（木）　5校若く研究発表会・公開授業）

　　　　　授業学級：4年4組　男子17名、女子20名、計37名
　　　　授業者：笠井優子、記録：秋山敏行、トランスクリプシyン：秋山敏行

⑦いろいろな材料をもとにした活動……………・…・・……………………………………502
　　　　　題材名：楽しいもの，つめて，つないで

　　　　　授業実施校：冨山累富山市立豊田小学校

　　　　　授業H時：平成11年10月21目　（木）　5校異（研究発表会・公開授業）

　　　　　授業学級：2年3組　男子17名、女子17名、誹34名
　　　　　授業者＝大塚操、記録犬童昭久、トランスクリプション1犬童曙久（秋山敏行）

⑧材料からつくりだす活動……………一・一……・………・・……………一・一………513
　　　　　題材名：ふしぎがいっぱい　まるめたり、つめたり、…

　　　　　授業実施校：新潟県糸魚翔市立上早川小学校

　　　　　授業ヨ時：平成11年11月6日（土）　2・3校時
　　　　　授業学級：1・2年生（複式）　1年生　男子3名、女子6名、計9名、2年生　男子2名、女子2名、

　　　　　計4名、　計13名

　　　　　授業者：秋山敏行、鶴本千種、記録：犬童昭久、トランスクリプション：秋出敏行
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（2）　トランスクリプトに用いられている記号

　トランスクリプトの作成に用いた表記記号は次のものである。これは、主に西阪の提示

した表記記号に基づくものであるが、子どもたちの造形的な活動の展開をとらえるための

記述としての見やすさを考慮したため、以下に示すように変更を加えた（西阪仰，『相互行

為分析という視点』，金子書房，1997，pp．vii・ix参照）。

・発話

　トランスクリプトを作成するにあたり、子どもたちの造形的な活動の展開を、子どもた

ちの発話行為をも含めたものとしてとらえようとするため、相互発話と相互行為とを分

けることなく、同一のレヴェルにおいて記述した。そのため、発話の部分に関しては、

子どもたち、教師の別なく「」（かぎ括弧）を用いている。
・枠

子どもたちの造形的な活動における相互発話、および相互行為の展開の在りようをより

構造的にとらえるため、トランスクリプト中に、その内枠を跨ぐようにして新たな枠を

設定し、そのなかに相互発話及び相互行為の展開の在りようを、矢印等を用いながら表

記するとともに、共有化されたく行為〉を括るなどしている。そのため、子どもたちの

相互発話及び相互行為が同時的になされたとき、及び途切れなく密着してなされたとき、

並記することとする。また、その際、そこに記述された状況に対応する、子どもたちの

活動の様子を映像としてトランスクリプト内に随時挿入することとした。

・矢印

　トランスクリプトの各所に記されている実線の矢印は、顕在的（観察可能）なかかわり

合いによるく行為〉の生成・展開の在りようを、破線の矢印は潜在的なかかわり合いに

よるく行為〉の生成・展開の在りようを表わしている。言い換えれば、前者は、あるく

行為〉の立ち上がりについて明らかな（観察可能な）相互のかかわり合い、すなわちテ

クストの表面をく読む〉ことにかかわり、後者は、そのテクストにおいて潜在化された

相互のかかわり合いを、表面をとおして〈読む〉ことにかかわるものである。

・尊き取り困難

聞き取り不可能な箇所は（）とされるが、相互発話と相互行為を同一レヴェルにおい

てとらえるため「（）」で示す。また、聞き取りの内容が確定できないときは、当該の

文字列を（）で括る。また、発話行為自体の有無が確定できないときは（「（）」）と

して示す。

・沈黙

音声が途絶えている状態があるときは、O．2秒毎に、それ以下のときは「（．）」とされる

が、当該の秒数を（）内に示す。

・音声の引き延ばし

音声が伸ばされている箇所には、コロン（：：）が用いられ、引き伸ばしの相魁的な長さ

に対応して数が示されるが、ここでは（一）を用い、引き伸ばしの相対的な長さに対応

して（一）の数を示す。

・ことばの途切れ

ことばが不完全なまま途切れているところはハイフン（一）で示されるが、その間の行

為の展開も考えられるため、改行ないし「」で並記するようにして改めて示す。
・音調

語尾の音が上がっているところは疑問符（？）で示す。語尾の音が下がって区切りがつ

いたところは句点（。）で示すが、文末で「」の終点に当たる箇所には句点は付さない。

以上に示したことに留意して記述を行なうこととする。
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①　場所をつくりかえる活動

図画工作学習活動案

環時：平成10年6月22覇（月）3・4内国　3学年2組　31名（男子17名、女子14名）

場所：柏崎市立引綺小学校

授業者：青木善治

1　題材名

　『かくそう』～自分の発想で新しいかたちや意味をつくりだすことを楽しむ～

2　学習活動のあらまし

　（1）この活動の意図と可能性

　　　吟嗣は、この中学年集会室をめいつぱい使って、今までに見たこともないもの、ありそうもないものを

　　たくさんつくってみましょう。そこで、まず、みんながもってきたものや気に入ったもので、床やかべを隠

　　しちやいましょう」となげかけることで、「作品を作る」という既成の概念を取り払い、子どもが考え、子

　　どもがっくりだす遊び（行為）を期待する。

　　　ここで、イメージのわかない子どもには、教師がその子の気持ちを解きほぐすような働きかけを行う。例

　　えば、「とじかく隠してみいよう、そうすれば思いつくよ」「こんなこともいいんだよ」などと、どんな行

為でも認める姿勢を示すことで、子どもたちが安心して活動ができるようにする。象た、子どもたちから色

　をつけたり、教室からはみ出したり、活動を広げる欲求が湧いてきた場合には、子どもの活動をどんどん認

めるようにする。そうすることで、子どもたち一人一人の活動が広がり、友だちとつながり、ふくらんでい

　くようにしていきたい。そして、子どもたちが、どこで迷い、今までになかった感覚や見方などをどこで見

つけだすかを観察していき、子どもの論理を見つけだしていきたい。

　　　このように、今回の授業研究では、子どもたちと材料（モノ）、その子どもたちと教師とのかかわり、子

　　どもたちと子どもたち、子どもたちが自らつくりだしつつあるかたち＝：行為との、複雑なかかわりのなかで、

　子どもたちの学習が成立する状況を把握し、分析し、子どものよさを生かした図画工作の授業づくりのあり

　方を研究していきたい。そこでは、子どもたちは、どのような状混において、どのような動き（心身一体の）

　　をつくりだしていくかを、私たちがいかに感じとれるかが大きな課題となる。遊ぶということは心身一体と

　　なってつくりだすということである。

　　子どもたちの自由な活動を期待しながら展開を見守るようにしたい。

（2）学習指導要領との関連

　　この学習活勤にかかわる中学年の目標及び第3学年の内容として、次のようなことがあげられている。

○録標

　・材料から豊かな発想をし、それを生かす体験を深めること。

　　・材料に対する感覚などを高めるとともに、見方や表し方に関心をもって工夫して表し、進んで造形活

　　動ができるようにすること。

○内容

　　・身近な材料を形や色の薗白さなどの特徴に関心をもって集め、その特徴の生かし方を試しながら思い

　　付いた造形遊びをすること。

　　・木切れなど身近な材料の形や色などの特徴を考え、切ったり組み合わせたりして新しい形をつくると

　　ともに、その形から発想してっくるなどの造形遊びをすること。

　したがって、低学年の経験を深めることになり、一層主体的な活動を期待する学習活動である。ここで

は、材料を子どもたちが進んで集めることから造形遊びが展開されるところにも特微がある。
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（3）学轡活動の目標と内容

（慕湘標

ア　進んで身近な材料に働きかけ、自分らしい豊かな発想をすることができるようにする。

イ　自分の手を働かせて、生み出したかたちや色などから発想したことにもとづいて、進んで造形的な試

　　　みをするようにするとともに、いろいろ手がけることを楽しみながら、自分らしい思いの表現に発展

　　　していくようにする。

　つくりだしつつあるかたちやいつの問にかできてしまったかたちなどから発想して、さらに薪たな試

みを思い付き進んで手がけるようにする。ここにいう思いの表現とは、必ずしも「何々をしている～」

というようなものにかぎらない。「気持ちいいかたち」「楽しいかたち」「不思議なかたち」なども考え

られる。

（b）内容

ア　薪聞紙などを手にして、破いたり、裂いたり、まるめたり、つなげたりして新しいかたちなどをつく

　　　るようにする。

イ　つくった旨しいかたちなどから、さらに発想して造形的試み、自分らしい造形遊びを楽しむようにす

　　　る。

※支援の例

　子どもたちが安心して活動するように支援する。

　・「とにかくやってみよう、そうすれば思いつくよ。」

　・fローラーなどを使って色をぬってもいいよ。」

　・「こんなこともいいんだよ。」

（4）評価

　（a）評価の要点

　　ア進んで材料に働きかけ、いろいろな発想をする。

　　　材料をつなげたり、固めたり、丸めたり、ねじったりしてかたちを生み鵬すことを進んで楽しむ。

　　イ自分で生みだしたかたちや色などから発想し、さらに新しい造形を試み、楽しみながら、自分らしい

　　　表現にすすんでいく。

　つくりだしつつあるかたちやいつの間にかできたかたちなどからも発想し、新たな試みを思いつき、

進んで手がけていくことを大切にする。

（b＞評価の場と方法

　　ときには子どもと一緒に楽しみながら、子どもの活動のよさを感じ取るようにする。

（5）準備

　（a）場所　田崎小学校中学年集会室（2F）

（b）材料や用具

　・院生が準備するもの

　　　新聞紙、セUハンテープ、ガムテープ、U一ラー、画用紙、ダンボール、針金、カラーペンなど

・子どもたちが準備するもの

　　いろいろな廃材（新聞紙、雑誌、ダンボール、ポロ布など）、絵の具など
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3　学習活動の展開（90分）

予想される子どもの活動と流れ

教師の提案

雛
い

みんなが集めた材料や気に入った
ものを使って、この中集をかくしち
ゃいましょう。そして、今までにみ
たこともないようなもの、この徴に
ありそうもないものをたくさんつく
ってみましょう。

　　　　　　　×
　　　　　　　　　　ノ／

　　　　　　　　　xX

　　　　　　　　lt
　　　　　　　　11

　　　　　　　11
　　　　　　ノ○紙や布をひろげる
　　　　　／ノ

　　　一／
　　　・○材料をつなげてみる
　　一　　ノ
　一一
’

　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　10紙をひろげ、床に　　10同じものをたくさん　　10グループを構成して　　l
　　l　敷き始める　　　　　1　つなげる　　　　　　1　大きな遊びに発展する　1
　　眞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　l　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　lO組んだかたちからイメーl
　　lO巻いて細長くしたり、10集めたものを組み合わ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジして新たな材料をっけI

lひろげて隠す＼Kせたりつなげたり気力ロえていく　1
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／○気にいった蜥を探すノ。齢のもの、雌のもの！○讐盤鵬らイメージ！

、　　　　　　　　　　　　，’　をつなげて隠していく　，’　　　　　　　　　　　　，’

　　　　　　　　　　　　”○組んだもの同士を組む　　’○つくったもので様々な遊び
○おいてみる　　　　　　，’　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ノ　をつくりだす
　　　　　　　　　　　　’○いろいろなかたちをつく　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’○麗場や場所を変えてみる
　　　　　　　　　　　／　って隠していく　　　　，’○グループを構成して、　、’　どんどん広がっていく

　　　　　　　　　　／　　　　／礁狭謬み師／6分鰯る（壊す）浬もれる

　　　　　　　　　／。かたちを組む。とを／　　　＼　　　　　＼楽しむ　／　　　／。つくりなおす
　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　！○組み合わせたものに別の！

　　　　／幅鱗り・＼驚纏∵／諭も囎一
　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　／　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　りしていく　　！

○教師の働き

・一盾ﾉ遊ぶ
・行為に入れない子に支援する

○教師の働き
・グループに参加して遊ぶ
・行為に入れない子に支援する

○教師の働き

・一 l一人に声をかけ、そこでの
　意味をお互いに身体化しておく

　いろいろなかたちをつくりだしました
ね。みんなは自分で考えて、いろいろや
ってみて楽しい形や空聞を、いっぱいつ
くれるカがあるんだね。これからもどん
どん自分で考えてやってみましょう。こ
れぐらいの気持ちで画用紙でもかけると
いいですね。



柏崎市立柏崎小学校3年生（男子Aさん）の事例

　T：教師（青木）

時

Ol　50

oa25

co　23

co53

1416

彰師（T）

今日は残念

でしたねえ

～この教室

の壁でも床

でもいいん

ですが、こ

こにあるも

の何でも使

っていいで

すから、隠

しながら、

どこにもな

いような世

界をどんど

んつくって

いってほし

いと思いま

洗

できる人か

ら始めてみ

ましょう。

Aさんの括動の展開（他の子どもたちとのかかわり）

にの中国のなかで、どのへんからやっていこうかな、と葱・たいの場

所を決めている人います劃というTの問いに応え、隣を見回しながら

手をあげる。

「せんせ、0」

新聞紙と発惣）トレイの入った袋等をもって立ち上がり、移軌

中央窓尉二軍で、友達と3人で組みを作っa、る。

立ち上がり、材料（テープとか、はさみと羽を取りに、教室の前に走

っていく。

元の場所に戻り、発砲のトレイを袋から出したり、新聞紙を広げたりし

ている。

Tと何かことばを交わしa・るが、記録できず．

友達と何かことばを交わしながら新聞紙を広げる。（会謡ま記録できず）

新聞紙を広げて壁際から一枚ずつ折って敷きはじめる。

敷いて重ねたものをガムテープでとめる。

Dの方を見ながら「1人で、なんか一一一］

Dの方を振り返っa・るBを指してか（？）、A、新聞紙を持って「やろ」と。

Cから「はい」とガムテープをもらい、Bから「ど筍と新聞紙を渡されるも、

ガムテープだけをとり、「ここつて貼ってもいいのかなあ」と壁と床との際をさ

し、Bに尋ねる。

「いや（？）1

「つなげて、ガムテAプで、裏でくっつけて」　「ガムテープを結んで、裏でくっ

つけて」とガムテープをBに渡凱

　う1人の子は新聞紙を広げ、4つ折りにし、Aに「あげよう1といっ

…て渡すが、Aは、新聞紙を貼るのに夢中で聞いていない。

iuそうじやない」胤

「だめだって」とA。

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　
fミーもく・づナまgt］と。湘こしてかた・瞳醐雌き直
す』　Fiatetr　sf・んじゃ拠・？」　「いや．横でもしMいんじゃない力雨r　（？）

Cがガムテープを丸め、Aに渡そうとするが、　Aは自分の手にしたガムテー

貼ろうとし、あまり、それを気にがナ（いなし、

一一一・

v
　　　　　　　　　＿．＿一一一一
e・一一一一”一t

他の子どもたちのAさんとのかかわり、及σ活動η展開

「つくってるものと相談できないよ」

「D、どこいったの？」とB，

「あそこでやってるよ」とC。

「レいですね」やや間があって「いや、しW、ですね」と正』

「レやレy、てす」とR

Bは新聞を読み始めたりしている。

「A、くっつけるよ一」と瓦

「いいa＞一」とB」

鰯

Bは、ガムテーーブを上か

ら貼り付けようとする

が、Aに拒否され丸めて

やり直そうとしている

ると　はガムテープを

貼って新聞紙をくっつけてしまう「ここに貼るね、ぴったりで一一：す」

しかし「ここ塾・てま一す」とBが、自分の貼ったところをCの貼ったとこ

ろとの間にできた隙間を、自分の貼った新聞紙とCの貼った親聞紙とを叩き

tSら言う。



＿一一一．．→　　，
A、鰯励監す5

うなず
o

　　　　　　　　…
ｯたらと轡輔し欄繍謄見て「あ一が齢

占り

「間空けないようにね1と言って、自釧蝋別の材料を取りに教室の前の方1こ

sく。

「はい、はい、はい、 はい」とC。

「布のガム

eープだっ

ｽらいい
諱v

1壁にガムテープ貼っていいの？」とTに聞く。

sに布のガムテープのある場所を教えてもらい、ガムテープと色マジッ

Nをもって走って帰る。

uこれなら壁に貼ってもいいって」

V聞紙が貼り合わせられたものを壁際に動かし、「これで壁に貼ろう」

ﾆはいうものの、貼るのはBとCに任せ、自分は、持ってきたマジック

ﾌ青色でトレイの触鵬こ色を塗り始める。

bに「これ壁に貼つつけるよ一、い一い？ねえ？1と聞か松と言って

¥るのを見ながら、塗る手を休め、自分もガムテープで貼り始める。

aがガムテープを切るのをまって、ガムテープ聖体）を受け取る

V聞紙と壁をくっつける。

uなんか一，　（聞きとれませんでした）

「A、おじさんいっ魚・、A、おじさ福・っ感・jと瓦

u（ガムテープが）手から離れな一い」とC。Bも同じように「離

黷ﾈ一い」

uもう一枚貼るですコ　（C）　「いいです」　（B）

閧ﾉ持ったガムテープをBにとられそうになり、「ミーが貼りま一

ｷ」と言って貼る。「じゃ、われにも貸しな、さ一い」と瓦しか

ｵ「がががが一ん、また失敗しました」「ゴミばっかりついてきた」

ﾆC。「じゃ、ぼくがやりま一す、もっと長いのにしま一す」「こ

黶A強力1（B）
uねえ、見て、失敗したガムテープ」といって、Cは丸めたガムテープをB、Aの順に見せようとするが、見てもらえず、「ミーもや

閧ﾜ一す」と言って、ガムテープを手にする。「端を付けま一す」

BがCに「U、トレイちょう葱・、トレイちょう越・」　「やりた一、繍と

q

Bに「どうぞどう筍といってスーバ←の袋からトレイを出して渡す。 「ねえ、なん竪樋固いてレ導、？ねえ、し喝、？」と（ちCは赤色。Bは緑色。

1

∴陰尋

13：15

P3：39

…ド塗りつぶせば？」といってAは青色のマジックでひたすら塗っn・る、

「使うの」とR

秩Eま一動と珪

「　　　　．
ﾊ癖　翫　　　　　　、　　　　　　　　　　　7　　．一

》それ床にしよう」　味に貼ったりさ、水筒とかさ」

@トレイの内國こ青色を塗りながら、「自分たちの・・（だから）…どうやったって

健pんだよね」とBに話し抽ける，

　
　
　
　
再
懸
一
．
細
、
　
鼠
　
　
　
　
’
h

「でき　　司というBに対して「じゃ、ここに今度貼ろう」と、壁際

の床を　。しかし「あ、横もちゃんと塗てよ横も」と言’

｡も塗っ　よ」

u赤でも　　でもいいから」　　　　！

「できた」とC。

uいいこと考えた」とC。

P緑貸して」

tが使ってるから・・」

ﾟる。

ﾆC。

uでました　と

しかし、Bは緑色のマジックをCに渡してしまい、「だって、いま

uはい」とCはBにマジックを返し、Bは緑色のマジックで塗り始

@　　1長いの塗りにく一い」

u青（のマジックのキャップ）、取れないよ」「ねえ、取れないよ」

e変なとことつちゃったの？」

Aは塗りおわり、ガムテープをとって、トレイの黙銭こ丸めて貼り、床に敷いた

V聯）上に置く。

ﾄいっで｝」結局取れずに、C力獺こ行く。　　　　…

Aは自分の置いたところに台わせて、トレイの周囲を赤色で塗っていく。
「よ一し、ガムテープ、これじゃな→・、これ一」「おじさん塗りっぷさな

｢でね他つかく貼ったのに？）」（B）

床に敷いてある新聞紙を整えたかったのか、おじさんを塗りつぶさ

黷ｽくなかったのか、「A、足】とq　（？）

後で拭けば

｢いから

足だ1

齟U、塗

ｰを汚し

・して、本人は塗り続けている。

ｨわると、立ち上がり、教室の前方に行く。

ｵまった、というような旨をTに言っている。

「（キャップを）と

ﾁてもらってきた」

ﾆ（垢

　　　　　　　　r　．　「．　　　　マ

@　　　　　　リ

@　　　　　　　　　　一．　ご．
@　　　　　｝@＝　　　　　　．・　．P吃　　　　．　石・　，　導・。li．．、　　　　　　　　　A　　一　　　　　　　　　　　　’

@　　　　、@　　　」6．∴．・．7
いビニールテープのひと巻を取って、元の自分の場所に帰ってい。

「ここに巻き付けて、いい？」とCが、色を塗ったトレイを、Aに差し出

’え　　オが　　　を　　　しn、

「じゃなくて、紐くっつげて」と（お
聡くっ付ける（？）巻き付ける（？）」といってトレイに紐を二十三重と巻き

tける。

17；21 「ねえ、ねえ」と促される瓜「巻き付けるの」と言って、なお巻き伸　　　。

「巻き付けんの？ほんとに？」唄占った方がいいんじゃないの？」と（お

こ巻き付けていた紐を解いてし　　　　一　　　　　　　　　　一
しかし　「だって、せっかく塗った色が見えないよ」とCに言わ拡

「「

_、．@　＼＼　　　　　～、
@　　　　　　＼．　　　　　　　　　　　　、＿．

i
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1941

2236

2405

26／25

吊るすのね

一、面白い

ね

終
細
欝

A く9xss．．一
　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一s一

…
．
〉

ロテープを持って帰ってくる。

（「いや」

（「どこ、どこ？1）

（「ここ」）といって、トレイの裏側aふちに貼る，

紐をづサたトレイをさして「どこにつける？」

Cに紐を切ってもらい（「どこがいい加姿一、どこだ、どこだ、どこ渇）、受

　とって（取りにいって）、「どうする？」とその後をCを糠

と、内倶1回目の部分を

見て、笑うA。

「棒付けて、そこに引っ掛
l
iけオU戯Nいじゃん」とA。

「発

しt
隣艶樋ミりt）「is5・（U二二つt
「こPつくれ尋ま？」とA。

向いて見た後

ト　は「棒ぐらいつくれるよ、ちょっと待って」と言って、塗る手を休め、教室の
二方へと走っa・く。

。L。m。。て、る、槻。欄。て、。e

lUムテープemUIM”・OP・て折り跳鞭覆うようにしてまttas6．・A．

…ちょっと、これ、いい？」と来た友達に青のマジックをうなずいて貸すL

I

「これいいじゃんかよ一、これ」（？）といって、ガムテー一一ブでつくった

ρに見臨　　　　　く

がほとんどseL・を示さなかったためか、つくったガムテープの姻ぽ捨て置かれ

　の前方へと走っていき、今

トiレイの裏側を塗り始める。

1

ま紫色のマジックをとって戻る。

1「これでひつがナて、これで」とさつきつくったガムテープの俸を渡そうとする

S、何故力断念す為

　　　　　　　　　　　　〆1、
ﾅ裏側ゆふちの部分を色を　り始める。

1

り続ける，

@見る。しかし、Aは塗り続ける。

　　　　　　＿　

@　　　　　　　　／

りおわると、紐をとってトレイにくっつけようとする。

ﾉ紐を切ってもらう。

／
／テープを細くちぎって、トレイタ噸ゆ両方のふちに紐を貼り　け

騰いつの間にやら、なにがなんだかわけのわからないものつく　た」と言

ﾁて立ら上がり、他の子どもたちの（グループ励活動を見てまわ

幽
つ
（欝熱織紗
こ聞二才賦つるしたいところをゆびさすら

と一緒に隣の教室に行って、脚立をとってくる。

「ここに貼るです」と貼る位置を示すC。

「やっぱり巻き付けんの？」とC。

「じゃ、貼るです」とC。

「これをだな、もいっちょこう付ける」と言って、紐をトレイにもう一ヵ所

付けるといって「付けてくる」と（渇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
Cが紐をくっつけて戻り、Aに見せ乱

「これ、どこ？」と（兆

「工事現場」と言って、さっきの失敗して丸められたガムテープをとって、

吊るされたトレイの中に入れるが落っこちる。

「でも、棒ないじゃん」とqまた丸めたガムテープをトレイ中に入れる（為

「つくれない」と（hCは、そう言った後、つくったものをぶらぶらさせな

がらA鱗騒

綴平繍平年欝繍
Cは立ってっくったものを持ちゆらゆらさせている。

そ卿Cは細をさらに短く！X6，

Cは「あれr一、もう一個月頭がない、頭がない」と言って関心を示

さなレ㌔　（頭という（第恐らく、さっきの工事現場というときにトレイに入れた丸め

たガムテープめこと）

　　トレイに色を塗る

そこにBが、トレイに紐を付けて戻ってきて、

どつがこ」

「A、これひつカSナていい？、

「なんか、壁に貼礼るやつkこれだ1といってガムテープを手にする。

「A、付けま一した、カンペキ ？）」と瓦

「もっと上がいいかな？、A」

「レ導、？」

Bはトレイの内側を赤色

のマジックで塗っている。

魂
．　
↑

軋

．
」
τ

漁

’

舜

自分（A）の場所に戻る途中、

やりたいんだって」とT。

糊

「天井もやる気？」と他の友達，「天井も



270r

28：40

2954

3D：56

どこ？
焦一x　　xx

ここ？

どこ？この

へん？

天井がいい

の？

気を付｝て

ね

貼るのはも

った？付け

るのはもっ

た？

そこに付け

たいの？

じゃ、もっ

と（脚立を）

近づけよ
う
。

そこでいい

の？　Ef｛

はなれて

てみれば？

そこで、い

い？

じゃ、これ

（脚立）、

いいかな？

気を付けて

ね

気を付けて

ね、落ちな

（天井の梁》をゆびさ

「天井がいいj　一一　 ×
　　　　　　　　x・一

くった のをもって脚立を登

　　　　　．．tt．

　　　　　　／t
　　　／
／／

角度が気に入ら　りたらしく「反対から登る」といって、降り、反対叶いら登

り船尾

「まだ】　言いながら、貼りたいところを探しn・る。

上、な乱　にご」と言って脚立を降りる。

x　x ．．~

もう「度登り直し、注意しながら体を一杯｝こ伸ばし、先生からガムテープを受け

取って、窓枠の上に貼る．

占った後、先生のほうを（二心）見る。脚立を降りる。

〈
一
…
…
．
〉

占ったところを（間近で）a舜見て、見上げ、「うん」と肯く。

自分が吊るしたトレイの上に、ガムテーブカ祠かを丸めたものを悪・たりしてい

その薗・たものを取り出し、男i奴）ちぎったガムテープで上から包み、わきに置く。

スーバ」の袋から、沢山のトレイを出し、そのうちのひとつを取りあげ

て、前に新聞紙を貼った床催のところを見ながら、しばらく何かを考

えa・る様子。

「階段でもつくろ」と言って、ガムテープをちぎり、トレイを窓枠のふ

ちのところに裏側を上にして貼る。

そのトレイの縁から、今度は、内側を上にして貼り、繋く㌔

先に蜘・た新聞紙を踏みつけながら、貼る。

三つめを貼るときに、一旦三っ目のトレイを先のトレイの縁にガムテー

プで貼ろうとするが、三つ目のトレイを剥がし、続いて先のトレイも窓

枠のふちから剥がす、

先のBがつるしたものを見上げ、トレイに触る。

立ち上がり、トレイ同士をくっつけていたガムテープをはさみで切り取

る。

剥がした二つのトレイを重ねて、はさみで真ん中（ガムテープの幅を挿

んで）から二つに切り分けようとする。

しかし、上手くいかないからか、トレイをひとつずつにして、一つにし

て切り酢
切った破片を集めて、見つめ、何かを考えている様子。

立ち上がり、教室の前方にいく。

茶色の（半紙ぐらいの）紙を選んでもってくる。

Bが脚立に登るのを見て、「あ、B」と、笑顔で駆け寄り、脚立を押さ
える。

窓側こ近づき、茶色の紙を持って、窓枠に登る。　（「ここんとこにはり

たい一・」）その紙を窓枠の上の部分から貼り下げようとしている。少

しず℃端こ寄っていく。

（Bを何かを話しa・るが聞きとれませんでした）

何回か、紙を手に持って上に放り投げるようにしたりしながら、見当を

付けている様子。

「A、どしたの一？」とB，

「まさか、ぶら下げる？」と（垢

Cは脚立の近くで、さっきのつくったものに長い紐を付けて、ぶら下げて手

ld寺ち、脚立の方を見ている。

Cは、窓ガラスにセロハンテープ（？）で貼ってい翫

魂．

．羅聾詠
　　　　　　帽、

『
、
6ウ

．吋

・：蜜

　’

湖

一一一一．r（工事現腸：c）

「ねえ、はさみ使わないよね」とC。うなずくA，

H君が後ろに来ている。

翻幽1鰭

曝

ゴム紐をもってくるB。　「H、はさみ貸して、ちょっと」Cは、ト

レイにCの字型に穴を空けている。Bはトレイにゴムひもをつけて

いる。

Bが、自分の

つくったものを

吊るそうとして

脚立に登る。

「せんせ一、

Aちゃんが・・」

糊



いでね， 「A、落ちないよ」 とB。

紙を下に落し、Bに拾ってもらう。一緒に床に降りる際にトレイとかを

踏んでしまう。

1何か、割ったぞ」 とC。（？）

大体の見当がついたの瓜ガムテープを輪にして細こ貼っていく。

ガムテープを貼った紙を持って、もう一度窓枠に登る。 「おれ、ロボツ ト完成したよ、手足動くよ、プラモみたい」 とD。

貼る個所が高いために、自分では見えないらしく、なかなか思い通りに

貼ることができない様子。何回か、紙を上に放り投げるようにして貼ろ

うとする。

測
大体の見当を付けて、上から何回か軽く叩くように押さえつけて。貼る

ことができた，

窓枠から降りると、隣のグループの友達のところに白いビニールテープ

を熱・に行く。
「AjとB。

Bが乗っている脚立に乗って、茶色の紙に紐を吊るそうとするが上手く

行かず、降りて、今度は窓枠に登る。

「A、つけてい一い？」とAが先に貼った茶色いの紙を指して言う

しかし、Aは応えない様子で、窓撫こ登り、茶色の細こ近づく。
B。

Bが、そう言って紙にくっ付けようとして「エイヤー」とやってい

るうちに、 くっ付けたところがら紙が剥れてきたのに気4・たらし

く、Bは、自分がくっつけたものごと手を離寅。笑うB。

36：19

「あ」

uC一、ガムテープ、そこの一」

ガムテープをとってもらい、輪を作って窓枠の上の方に貼って並べよう

とするが、ごみがくっついてしまい、くっつかない。「ごみいれ一、ど

ｱだ」といって、ガムテープを捨てる。「ガムテープ〕
B、C、ついでDに、　　　　　　　　　貼ってやろうと言っている（→N）

ｲが最初のころと変わっているような気がするのだが）

（Bの口

今度は輸を作らずに、紙の上から貼っ0・る。
「そこから飛び降りないでね、何かが壊れるから」とCか？。

ガムテープ本体は下に落さずに、窓枠の上に置く。細ま何ヵ所か、叩く

ように貼っている。ガムテープを友達に甑叩くように貼る。Bが吊

驍ｵn・るDのつくったものを見たりしている。

　　　　　　．．．ゴ．噛≒層．．．
D　，

@　　　　　　　　　　　　　・懲鰍．．　　　　　　　　．「　　　　　　　一　　　　　　　　．

ガムテープを貼る。

KムテープをCに渡丸
uうわ、向こう行きたいけど行けないや」窓枠の端の方に行こうとする

ｪ行けず、もとの位置に戻り、窓枠を降りる。 Dが脚立に

　　・報　　　　　　　　　　　　　　　　　」、　ヴβ．．’避‘　　　　　　　　　　　　　．　　　　．

R
誌
、
．
．
．
峯
　
　
　
．
　
　
　
　
n

Dのいた脚立に登って反対側に行き、紙の上から、さっきの白い紐を付 登っている。
篭．

@　　　　　　　　　　　　8け、吊り下げようとしている。 　　　　　．．1　　　　　’

欄 「お一い、だれか、ガムテープ取ってくれ一」 　　砥
黶@．魅蚕

ガムテープを受け取ると、それをちぎって紐の先に付け、紙の上から叩

くようにして貼り付ける。
「ねえ、ミーも登る、 ミーも登って貼りたい」

「ちょっと待って、まだj

「ミーも登って貼りたい」

「まって」

友達が脚立を使って自分のつくったものをつりさげたがっているが、A

はなかなか納得しないらしく、「ま憩といってなかなか脚立から降り
チャイム ようとしな嬬脚立の下の段に乗ったまま、紐を2ヵ所くっつける。

uまあだだよ」
「もういい舳・？」

再び、上のほうに行き、吊り下げたものの具合を見る。

降りる。
Cが自分のつくったものを持って脚立を登る。

ガムテープを手にとり、ちぎって、回りを見渡し、教室の前方に走って

いく。 DがrDダイバー君」 をTに見せている。

椅子を持ってくる。

42：43
「a、て、どいて」といって、窓付近の、茶色い紙を吊るしたあたりの

ｺに椅子を置き、それに登って、さっき貼り付けた白い紐を、角から直

　　　　　　．立轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　．．

@τ，」

@　　　　　　　　’
角にまげ、ガムテープで貼る。 ．暫騨，．「

5

さらにそこから垂れ下がったところを、その紙の上の方に貼ろうとして、
．7

X6．一凹一．

Cが何かを見せるが、見ようとせずに「ガムテープ」と諏・、とっても
章　「　　．一

らうが、「それ、壁に貼っちゃだめなガムテープだよ」といわれ、椅子

の上に放り出丸
1壁に貼ってもいいガム

貼ってもいいガムテープを見つけ、手にとって、それで紐の先端を、紙
テープはないの」 （？）

の上方に貼り付ける。
とC。

「そこにある」 とC。

貼りおわると、先生の背中を叩いて呼び、貼った紙に何か描いてもいい

かと尋ねている様子。　「歪力描いてもいいの？」

いいよ、い

いよ

どこに描く

の？

「あの紙」と貼った茶色の紙を指す，

描ける

am



あ

置いてあったマジックで描こうとするが、「描けない」

「熟vくンがいい」　とレ㌧って描く。

しかし陣つばり太いのじゃないと」

緑がいい？

「いやだ・」 （？）とは言え、何かを描いている。

椅子を飛び降り、 紫色のマジックをとって何かを撒・ている。

描きおわると、 椅子から飛び降りて、教室の前方へと走っていく。

戻ってきて、 「D、何かつくんの？」
Dが脚立の上で、自分のつくったものと遊ん6・る。

44：51
戻ってきてまた描き始めるが、また椅子から飛び降りて、教室の前方へ

「うん、もいっカル・、 何かっくろ」とD。

と走っていく。

違う色のマジックを持ってきて、また描く。

描きおわると、 椅子から飛び降りて、別の友だちのところを見て経由し

て、マジックを返しに行く。

また別色（赤》 のマジックをもってきて描き加える。椅子を飛び降りて 「Dダイバ←君2号献とD。
返しに行き、 また、別の色のマジックをもってきて描く。椅子から飛び

降りて、マジックを返して戻ってくる。

自分がつくったもの（その状況）を椅子の上に乗りながらじ一つと見て、

暁生、この椅子使っていい？」
47：16

と言って、 椅子の背もたれの部分を壁際に寄せるようなかたちで椅子を
いいよ一 セッティングする。

誰かが椅子の上に乗るが、Aと何か言葉（不明）を交わして降りる。

一応、セットしおわると、今度はトレイに何か徴字、リモコン？時計？）

49曜〕8
を描き始める。

しかし、もう一度自分がつくった場所を見かえして、気が変わったのか、

それには目もくれず、次のトレイにとりかかる。そのとき、さっきつく

時計をつくっている。

つたものを踏んでしまうが、あまり上こしη・ない様子。
「A」といって、Bが、

ﾄいるが、A、気づか蒐

背後から、自分でつくったものを見せに来

Bが、Aがっくっている背後から、　Aの隣に、つくったものをもつ

て移動してくる。

Bは、その後ろで、 トレイとトレイのつなぎ目を見ている。

時計ができ上がり、立ち上がる。 トレイに紐をつけている。

A、ガムテープを探しながら、一一瞬それを見る。 B、床にそれを置いたまま、紐を引っ張ってみている。 「A」と話

し損ける。

しかし、A、 気づかないのか、紐を切ろうとしn・る。　「切れねえ」 B、ガムテープを手に取る。ちぎってもち、つくったものをもって

立ち上がる。

ビニールテープを切り取って、先のトレイ（時計）と一緒に持って窓枠
チャイム

に登る。

トレイを窓枠の上に上げ、覗き込む』
どこどこ、 窓を背にして立ち、自分では見えなレ頭の上にトレイをもってくる。 B、つくったものを手に持って、辺りを見回す。

どこに貼り
そのまま紐をくっつけようとするが、上手く行かず、また窓枠の上を覗

たいの？ き込む、 」3．

ここにつけ

ﾆくよ

る。

､㈱嘱こ付け、

窓枠の上の内鰍D部分を覗き込んで、紐（？）を貼り付けようとしてい

謳ｶに、腕にガムテープをいくつか貼ってもらっている。紐を窓枠の上

@　　　　　　調整しながら吊り下げている。

Cが隣に来て

ﾖ刊こ登る。降りる。

uねえねえ、あれ」と

　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
?@　“　　　　91、　　1　　　．　　　　　　t．　　　　　　　　　　τ

@　　・　ロ臨　　．　　　　　　　　　　．属

Dに促される。 　　　　迪ｮ≡

見るが、ほとんど無反応も （何を見たの畑ま不明）
Bが、トレイ㈱嘔馳こ塗られている）をいくつか繋ぎ合せたものを持

53：49 トレイを手にする。
って、Aの隣にくる。 隙ザーよ」と言うDに持っててもらい、 自分は窓枠

に（Aの陶登乱　〔→N）

Aの隣で、Dに渡してもらった自分のつくったものを、ガムテープで貼り、

紐（白いビニールテープ）の先職こトレイ（時｝Dをガムテープでくっつけよう
吊り下る。

としη、る 紐認まとんど分からなの。

が椅刊こ登る。

「菖、てr とD硯どいてもらい閉刊こ降りて、つりさげられたトレイ嗣
の感じを見ている，動かないようにしている、

椅子から降りて、 少し離れて、そこの全体的な感じを見η・る。（BやC等の様
B、吊るしている。 備強しn・る？）

子も見n・るようだ）

　　　　　　Lﾖ子の下に、 きになっていた新聞紙を引き出そうとするが上手く行 B、紐を切ってセロハ 一　プでとめようとしている。

かず、椅子を

ﾄおき、

ｮちゃぐちゃ｝

“かそうとするも、動かしづらかったのか、そのままにし

�jきながらもとりだし、その椅子の±江置く。

@　　下敷きになつn・た新聞紙を敷き直す』

新聞紙を敷くAの頭

｢る。

上で、Cが自分のつくったものを吊り下げて

く。　　　　1

新聞紙を→枚ザつ束から取り出し、四つ折りにして椅子の下に敷いてい

「ガムテープ、 ガムテープ」と言って、ガムテープを探す』 「あった」

361



55：49

56：58

58：11

翻

58：58

59：37

saOD

4

と言って、男ムテープを持つO・たAからガムテープを取る。

　　　　　i
ガムテー　八敷いた新聞紙を横断するように「気に貼り合わせる。
　　　　　1

1まだ」といって十字を描くように貼り、更に、椅子の奥の方まで貼ろうとして

いる。貼りおわって、ガムテー：ブをBに渡先

椅子の下にぐちゃぐちゃになつa・る親聞紙を整えながら、更に貼ろうとしてい

が「あ一」と言うのを隙・て、Bは椅子を降りた，

吏　は新聞紙を敷き続けている。が、ガムテープを返しに来るが、「いい、いい」とA。

　は、新聞紙を敷き、ガムテープを貼る。

（表立っては）特に気にした様子もなく、床をきれバこし、新聞紙を敷きつめた

端に、トレイを横に並べて、その上からガムテープで一気に貼ろうとしO・る。

騨欝プ
　　　、’唾　’

、ン．

’縄・・「@庵
　　　　　　　軸

毎：；

亀
弓

璽

A、Bの方を振り返ってから、見る。　「うわe」

口（のようなもの）に、自分の手に持つη・たかムラL一一プを入れたりしている。

自分のところで一回転して、少し退く。

Aは、その様子を見てはいないが…

笑嬬

Aも、笑いながら、トレイの切れ端を口の中に入れたり、背中の凹部（トレイの

内便D　に乗せたりしているb

ro］

A、友達の方に行く。

へ雄鰍獅財搦躯。たりとつけt。■）1，・いいから洞

こう行って」と言って、｛の友達を追いやる。

灘鰭撚羅1：簾灘

チップを叩きながら「それ何すんの、この脚

　　　　　　　　　　　　の前方に行き、Tに何か話し掛けている。

　　　　　　　　　　　を持って、材料置き場を見回している。絵の

具のチューブを戻丸違bU料を見a・る。トレイもfiXle

テープ、繍を胆し、る。
白い紐を手に取る。　　　持って帰る。

元の、自分の蛎付近に　　、立ったまま、紐を解き、均等な長さに整

Bがガムテープ りに来る「A、　（ガム）テープ1

　　　　　　　L
「A、ちょっとqの椅子貸して」と言ってBがその椅子に乗ろうと

するが　　　　1

「まだ使うんならlO」　（B）

　　　　　　　1

「A・　t21・あり hSと」tB・

「A、ちょっとお願い、お願いがあるん咽］と言って、Bは、床の新聞紐

をかき分げで椅子の方に近づく。

自分のつくったものをAの頭のliこ、窓枠の上に吊るそうとしO・る。

B、椅子の上に　る。

Aのすぐとなり

っO、る。

（椅子の反対側では、BTさんが紙に緑の色を塗

B、椅子を降り。

「できたぞ一」　B。

「A、上見て　　」とB。

Bは「これなんて、よく食べるんだぞ」」、

の切れ端を、その口の中に入れたりし0・る，

〔おいしい」

「えい“X－7］と言って、トレイ

「B、おれ、はしごからおっこちるところだったんだ」とD。しか

し、聞かないB。

絵の具を手に付けた友達がAのところに来る。

B、椅子に登って「マジで俺の方がすごいそ」と言って、つりさげ

たものを指し、「ぼくがつくったんだぞ」といってそれを持ち、窓

枠に片足を掛けながら、　「ぼくがつくったんだぞ〕でボー塊

純・「

げ
｝

x

脚立に先に登っていた友達との間に、何か会話があったのだが、記

録できず，

脚立わきの天井の柱には、トレイが束になって、紐でぶら下げられ

ている。　（友だちはその自慢？をしていたようだが）

蹴



え始める。

そして、紐を持ったまま、窓枠の辺り（自分で作ったものやBのつくったもの

ﾈどが吊り下げられn・る）を見つめるb
rA、・一」

．ゼ

w

　　．．一諾，一　．一〔二∵－

その窓枠の方（Bが坐っている）に走っていく。
P

、　こ登り、方向を変えて、　「B、お前、どけ」といって、Bが坐っη・た辺り
@一

（Bのつくったものが吊り下げられη、る辺り）に移動ナる、
ヴ

その易に座り畝

Bから受け取ったガムテープで、さっきBがうるしていったものの尻尾（？） に、 B、「ベイ、ボス」 と言って（？） Aにガムテープを滋

62：45 その紐をくっつける。 臓・、A、何をする気だ？」

「いいことするんだよ」
「あっ、やめて一」 と悲螂こ近い（？） B

と尻尾（？）に、その紐をくっつけ乱 下． 】

「じゃ、それを繋デ（くれるんだろ？」

A、窓伜の繍こ立ち上がって、紐を持ちながら、Bの指示する方へと移動、
「ちょっと、ここらぐらバこ」

：

Dもやってきて、 　　　　　」ｻれを見ながら何か言っている。

Bからガムテープを受け取って、　　　　，　上の紛こ貼り付ける。 i
…

しかし、　「これ、壁に貼っちゃいけない。Cのところがら持ってき 」
i

と言って、Bに違うガムテープを取りに行ってもらう。 i

そのガムテープを貼る。
そのガムテープをもらってくるβ。…

ξ
…

「もう一つ1

烽､一つガムテ函プをもらって、上の方の伸びて、覗き込むようにして貼る．

そのころ、Dは、

驍ｳれn・るものを見n・る。i
@　　　　　　　　　　　▽

先のAのセジ　　　　　3 トした椅子の上に立って、そこにつ

「できた、オラがつくった」 「できた」 とB、 Tに，

す識・ね一 貼りおわって降りてから、具合を見るかのように、尻尾の部分の貼り具

合を触ってみて、反対側に移動して、Bのそれと、自分がさっきつくっ 　1　㌧
ﾊ　　」r　．

@．望4たものとを見る。

職　　幽

新聞紙を広げ始める。
F

■溝

儲 「B、B、下に新聞紙激きまくろ」 ．．チ；㌔

　　　‘

「見て、これ立てるね」と、棒のようなものをAに見せるC。
「いいよ1とA。

新聞紙を広げながら、Cに「ちょっと、どいて」と言う。

「ねえ、これ全部できたら歴ろ、 みんなで」とB。
「そだね」（？）

「あ、でも、ぼく…噌 （？）とB。

床にある邪魔なものを「全部、そっち1と言ってどか丸

B、Aの隣に移軌
「大きいの使えばいいんだよ」とB。

「こうやって」（A）

「いやそれはやめたほうがいい、 こっちがいい…でかいほうが、 す

と諦、ながら、2人で次々と新聞紙を広げn・く。
ぐできるし…」 （？）とB。

その手前の方で、 「大変だ、大変だ、 ミーがつくった……、あった」

Cの方にガムテープを取りに行く。
とC。

不規則に敷きつめた新聞紙を、ガムテープで縦横に貼っていこうとして

いる。

「こっちにきてくれ一」（「移動しますよ」といったTの声に反応した

のか？脚立か？）

1持ってて、B、そっち」

「もっと、もっと」

「ストッズそこでストップ1

「あ、切らないで、切らない徹・レ㌔んで、どんどん下に蜘・て行こう」

Bに広げた新粥紙を渡す』　「はい」

A、 自分で広げた新聞紙を持って、Bの方へ行く。「はい、ここにもひ
B、それを敷き、 ガムテープでとめる。

いて」　（？）といって、下敷きになっている新電紙をどかし、自分の持

ってきた新聞紙を敷く。

反対側にも広げようとする。新聞紙り下に何かあるが、「まあ、いいや1

ﾆ知こもせず、新聞紙をその上に敷いていく。
隣にはFさんもB、

ｮ理に入る。するとFさん「うん」

「ねえ、ここも広げよう」と、さっきと反対側に行って、B。

@　　　　　　　Fさんに「すいません」
　　　　　　　すぐ
ﾆ言いながら、場所の

AがFさんのすぐ後ろにまで来る。 Fさん、ハケと トレイを置いて、

自分の場所を立儒

「いいんだよ」（A） 1何してんの、何か割ってるよ」 （C）

謝



「よくないよ」 （C）

「いいんだよ、僕がつくったんだから」（A）

といって、新聞紙をガムテープでとめn、く。

「B、B、どこ層・くんだ？」　（？）

新聞紙を押さえつけるようにして貼る。 「ちよいまち」 （？）とB。

B、新聞紙を持って、Aの背後に帰ってくる。

新聞紙三枚分ぐらいをまとめて貼る。

さっき、どかした新聞紙を、新聞紙を貼り終えたほうに向って放り投げ、

新聞紙床
新たに新野牛を貼る。

に敷いてる

んだ（？）
新聞紙の貼られた床を叩いて応える（？）A。（貼っn・るだけか？）

前に置いて

ある紙も使

っていいか

68：21

らね， 「どれ？」

ｳ室の前方に向って走っn・く。

寶�ﾉして置いてある、色のついた大きな紙を、筒の先端を破って開け
が、缶らしきものを持つn・る）

「A達、俺のも使っていいよ」と友だちが来る（誰掴ま分からない

て、選ん⑱・る。

青の紙を選ぶと、担ぐようにして持ち帰る。
「A。ガムテープ知らない？」

「知らない」
「ガムテープ、 俺が持ってる」

Aは、紙を束ねていた紙をとろうとしている。取りおわると、包装して

いた紙をまとめてわきに置く。

7α21 紙を広げて、「先生、これ全部使っていいの？」

いいよ
紙を広げ始める。

しかし、Aは「こっち最初貼ろ，2人じゃないとできないよ」と言って、

紙を広げている。

「A、貼っていい？」とB。

「まって」と行って、紙を広げる。

「じゃ、おれへ そっちいくよ」　（？）Bは、Aの方へ移る。

「ガムテープ、 いくよ」

「ガムテープOKって言ってよ」とB。

「げムテープOK、）ここから」といって、床の上にまで伸びた青い
層

紙の先端を指し、Bを呼ぶ，

u反対、反対、こっち、それをここにしで・」と言って貼ろうとしてい

罵ヨ　　メ．・　　　　　　　　　　　密遜

るB齢『免
ｻうして、細こ対して、ガムテープを垂直に貼っていく。「ストップ1

で一回ガムテープを切る。 ∫

71：37

立脇7）方｝コ樹こ貝占っコ＝レ、く。

「あと、横1 　　　　　r@　　　　巾　．@　呪　　　　　　　　　　　　　　　　．・
@「．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

黶E Eシ＝，’ D7
「あと、そこもやって」と言って反対側の端を指し、教室の前方に走っ ▲

ていく。

今の自分の場所を椥こ貼っていくB。

Aは、別のガムテープをもってきて、それで自分の側を貼っn・る。

「A、とれなくなりまし鶴このままにしときます」

72凝〕6
「何でとれなくなったの？」といって、Bの方へと行く。端が切れてし

まったらしし㌔

Aが切ると、途中で切れてしまった。

uもう、終りだな」（？）
「ほら、切れた」 とB（？）

「B、B、これどっ掴こ付けη・い？」とC。

「いいよ」とB。

「かして」
「ちょっとまって、 もっといっぱいつくるから」とC。

1椅子どかして」

Bが椅子を退かし、Aは、そのスペースも含めて、紙を広げ、貼ってい
く。

「ねえ、Bたち使う？これ」と言って、友だちが新聞紙をもってく

る。しかしB、 「いい」と言う。しかし、その友だちは、その新聞

紙をどかした椅子の上に置いていく。それに対して、B、「いいよ、

シート代わりにするから」

下に敷いてあった新聞紙便にその下にはトレイが割れたまま跡・てあ

つたのであるが）を、ガムテープがその上に貼られているにもかかわら

ず、ビリビリを破ってi崩ミし、丸めて、その上で飛んだりしながら、踏

みつけて、潰し、Bに渡す』

謝



7418

7633

77　23

「はい、GO」と言って、そこに広げた紙にガムテープを貼っていく。

「ねえ、靴でここに上がんないで」

Aも靴を脱ぎ、その他、ごちゃごちゃしたものをどかして、床の上に紙

を広げていく。

Aが、誰か他の友達が使おうとしていたらしきガムテープを取って持っ

ていく。

「それぼくがとってきたんだよ、さっき」

「B、B、そこつけて、急所のところ」と諦・ながら、ガムテープで川

の字を書くようにして紙を貼っていく。

ガムテープを貼っていく。

「K（K？）足、LW・て一。足1

（そんな言　　，＿　　るように）

「ねえ、Kって何でここに貼れるの？」

「なんでこんなところにいるの？」

「ねえ、K、　Kってここなの」

「じゃあ、なんでここにいるの？」

A、紙をどんどん広げ、貼ろうとする。

「どいて、tx、て、　Bどけ一」

Dに「ぼくの←・・・登ってくんじゃない」

r急げよ」

「こっちだっで一・1とA。

「つくえ（？）じゃま、ガムテで貼り付けるぞ」と隣でつくっていたC

に。

「あ、玄関つくってる一」と、Bがっくっているものを指してA。そっ

ちのほうからガムテープを貼ってくる。

「は→、」とA。

A、無言で貼り続ける。

A、聞き入れず、黙々と貼り続ける。

鰯

「これ、まくら？」　「こ伴いいよ、僕のまくらで」とB。

貼るB。

Dに、　「D、士足でそこに上がんないで」とB（？）

「D」　「D、ちょっと、靴、どかして、全部」とB。 「Cの靴も一」

「なんで一、僕がどんどん使ってるの取ってくの一」とE（？）

「でも、あれね一一一一］とB。

「貸したんだから、借してくれてもいいじゃん」とE。

「あ、違う。ずっと、あそこじゃないよ。そこの噺聞紙あるだろ。

そこの上にぽつんと置いてあったからさ…Kのかなって思ったけど

さ、Kのじゃ0」とB。

「無理で一す』動けなレ囎1

貼ったところを叩くようにして貼り付けていくB。

1知らない」とB。　「ここじゃないんじゃない？」

「A、ガムテープ、そんなに貼るんだったら貸してくれや」「俺だ

って働・たいんだよ」とE。

1違うわ」

「なんで、こんなに…O」

「ちょっと一、B達1

「ちょっと新聞紙i

「ちょっと、俺、玄関つくる」とB。

だれかが「こっちは超サイコーだよ」

C、どかす6　「三匹つくったです一」

「ねえ、そこつて玄関？」とC。

「うん」とB。

「B、ほら、できたよ一」と見せるC。　「うお一、すげL」と手に

とり、青い紙の端に置く。

B、さっきの新聞紙を取り、まとめ、「まくら」と言ってまくら復

活、しかし通りかかったDに「D、まくら、あげる」と何故かあげ

てしまった、

「ガムテープは？」とE（？）

嗜勧＼ガムテープ持ってる？」

「貸して一」

「A、さっきガムテープ貸したから、貸してく純俺、この状態

でずっと待ってんだぞ1

「A、貸してよ、ずるがしこいな」とE（？）



Bが、脚立の下の椅子の上の新聞紙のところにいたら、 上からDが
枕を落してきた。「まくら、こんな風に使うなよ」 と言って、まく

ガムテープをもったまま、教室の前方に走っていく。

く。

ら、再び復活、「まくら」といって床の上に敷いた青い紙の上に置

また別の色㈱の紙を持ってきて、前に貼った青い紙の上にそれを重

ね、その上に坐りながら、それをガムテープで貼る。「おい、寝るなよ、

手伝ってよ」「」B、手伝ってよ」と言いつつ、紙を足で広げる。 B、 Aの近くに来る。

Aがどかした新聞紙が、Cのつくっていたものに飛んでいって被さり、

㎜ 飛んだ新聞紙をまとめて椅子の上に上げ、「B、この椅子どかして」

C、 叫ぶ「あ一う、あ一う、あ一う」

どかすB。

Cに、それを「これ、どっか飾り物にしよう」「ねえ、 これ、どう

しよう」と相談されるが、A、ほとんど聞いていない。 「これ、ど

っ力斗こ｝まつつ｝ナて幽一、オ＆え、永λえ」

紙を広げた先に、Cがそれを持っていき、 「ここにはっつけてい

A、肯く。
い？」 と聞く

「B、坐ってないで、何でもいいから、やって」「（？）と違う作業、
B、 どかした椅子に坐っている。

なんかやってよ」
「A、今、思い出した。…・・」とB。

Dが隣で坐っているが、Aに←と言われ、立ち上がる。

ガムテー
プ、ちょっ

ﾆいい？
A、「え一」とは言いながら、Tにガムテープを渡先

Cの置いたもののすくわきから紙を貼ろうとする。

「Cのつくったもの、姻こそうになってる」

「頼むから、もっと安全な場所に…」「もうだめだ、 はっつけてあ
「a・てよ、C」とA。 る」 とC。

ガムテープで紙を貼り続ける。

どこがこ行こうとするBに「どこ行くの？」

紙を広げる。余った紙を椅子の上に置く。

広げた紙をガムテープで貼る。
8312

「なにが？」 Bが帰ってきて、　「なかったのだ一1

「なにも」と言って、紙を持って椅子に坐るB。

紙の裏にガムテープを輪にして貼る。

A、Cとともに、韮沢さんのもっているカメラによっていってピース。

脚立の足に長く切ったガムテープを貼ってやるA。 「ねえ、A達、あのさ、ぼくさ、ここからどんどんとっていくから、

なくなったら（ガムテープ）ここに貼って」と友達 （E？）。

「ねえ、Eさ、自分のところで進めなくていいの？」 とC。

「ねえ、K、おれと同じようなのつくってんの？」 とB。

それまでの個所を貼り終え、Bから次の紙を受け取る。 「君とちがうからさ、つくり方が」とE。

「B、ここ持ってて（乗ってて？）」「ここ乗って」

反対向きになって貼ろうとするが、

rちょっと離れて1

何か言いながら、乗るB。

r乗ってよ」

しかし「降りろ1 離れるが、紙が丸まって戻らないように足で押さえる。

「乗れ」

降りると紙が丸まってしまった。

Bと2人で紙を押さえる。

Bが反対｛財で紙を足で抑えながら広げていく。紙を広げているときに芯 今度は足と手で押さえるB。

が飛び出てくる。芯を戻すと

畠一畦@　　　　　　　　　　　’

そっちがわ
μ¶Z

麗 にひろげて

｢ってもい

、　　　－

いからね， 1　　薄、
どかしても

らったりし

ﾄ。
騨．’も運・　’1

その下に重 ∵　　　　　1
ねていって

鰯



もいいから 眼の前の紙を貼っていく。反矧則を貼る。 「A、もう、いいか一」とB。

魂 堅いいよ雪

足で、貼ったところを踏みならしながら、次の紙を激り出し、前に貼っ

た青い紙の上に次の㈱）紙を鮎っていく。

「B、ここ持ってて」と広げ、慮分も紙の端に坐りながら紙を広げ、鮎

り付ける。

向きを変えて貼る。反対側に移って貼る。

「B、ここ持ってて」　ジここ」

確認して、来るB。　「よく……？」　（不翻

F何で僕たちよく齢吏うんだ？」　（？）とB。

紙の上に坐って貼る。

坐り方を変え、向きを変えて貼る。

反対側を貼る。
「でもなんか狭くない？」とB。

「これから広くすんだよ達
「B、ガムラープ貸して、細い方の」

B、ガムテープを渡すが、

国母ないよ1と笑う。

88：33
「ねえ、あっちも広げたいけどさあ達　「あそこの絵、どかそ」とB。

「ねえ、このくつ…・雪　（？）
「その絵どかせ魚、いんじゃないの？ま

rだって、これ、Fさんのだよ」
r寒けば」

Fえ？」

「Fさ一ん、この、緑のやつさ一、もう少し、遠くにしてくんな一い？」
「いいよ一まとFさんb　働かしといていいよ一」

返事を貰った後、A、自分で、　Fさんの絵を動力暁

「もう、この道具、金部どかす」と書って、靴や紐、繍氏などをわき
「そこ玄翻だ謁

にどか列

uだからやってんじゃん魍
B、C、　Dの三人力洗に敷いた紙の上に坐っ仙・る。

駐、ねえ、B、手伝ってよ達

穎闘紙を丸めたりしている。

あと、蒔開

は7分ぐら
いだよ。

ジあ、芯だ』これどっ掴こ飾ろう」

紙を広げていたら芯が出てきた。

芯を獄
9m6 「どけ一、どけ一、椅子どかせ・一」といって、緑の紙を一気に広げる。

「B、ここ持ってて」ガムテープを探曳

「ここ、僕の羅

「だしめ、部盤なんか決まんないよ一」　（？）

罫D、やめろ一匪　「そこ便關とC。

91；24 「そこも便所匪　「そこはね台所」とB。D、紙の上で行ったり来た

りしているが動旗な臨

しかし紙の上に横になるD。

rD、寝るな」 恥え、これ使おう、ねえ、これ使お貌とCが段ボールも取り嵐

洗

Fあ一あ、分かったよ。¢や、この恐竜たち殺そ」

1駄目だよ、それミーが」
「ミーが？ま

「一生懸命つくったんだカ〉ら三とC。

A、一億ガムテープを貼りおわる。
B、Cのところがら芯をもってくる。

Bから、紙の芯を受け取る。

「はい、これでくっつけておいて」とガムテープをCに渡免

教蜜の前方に走っ0、く。 C、貼り始める。

黄色い紙を持ってくる。

黄色い紙を貼ろうとして、落し、ひろがる。

9446 「Bばっかりくつろいでて、ずるいよ」とC。

緑㈱ち、また賄り始める。
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笑いながら、 「まくらが壊れた一？」

B、驚く。

紙の上に寝そべりながら、 「はやく、緊急事態、緊急事態口

BがCに「ガムテープ貸して一」　「緊急事態だから」　「緊急事態」

「ちょっと待って一」とC。

一旦、そっちの方を見るが、向こうのグループの端を向こう側にずらし、 「くっつけちゃった、ここ全部」と自分の手もとの段ボールを指し
手を叩く。 て言うC。「あ、 となりのチームにくっついちゃった」と、Aが貼
「はよ、かせ一」とガムテープを求める。 つた黄色の紙り端を指して言うC。

ガムテープをBの方（も
「どいても大丈夫かな一？」と言って立ち上がり、紙を見る。

観察者Aが撮っn・るビデオをのぞく。

「ガムテープ貸して一」 とA。

「おじさんどいて一」 をCに。

黄色い紙を、ガムテープで貼っていく。 まくらを直すB。

そのわきでは、Cが、 Aが貼った紙に沿うように、段ボールを貼ってい 何か叫ぶB。

る。

ｧこなっているBを見て 「後、5分なんだから一」 Bは、その向こう側で、椅子の下に頭を置いて横になつη・る。

「ガムテープかして一」とC。

「なんで一？」

「ここんとこ、 はっつけで・」　0

Aが、わきに置いたガムテープを使うC。

Aは、Cが使っていたガムテープを奪い取って、 「やっぱり、 おやじ一」

と言いつつ自分の紙を貼りに行く。

しかし、自分でガムテープを使い、緬の端から貼っn・くA。

「ここつて風呂だよねj 「ねえ一」というC。

「ここは」とBに聞かれ

「便所1

「こんな馬鹿でけえ便所あるかよ」とB。

「ねえ、ねえ」とC。

Cの場所まで貼ってやってしまった。

え一と、残

ガムテープをもって立ち上がる。
袋から別の段ボールを取り出すC。

念ですけ
ど、そろそ

ろ時間で一

曳 険一だ一」といってガムテープを放り投げたりしている。

「みんな、そっちにやるんだ」といって、さっきどかしたものを元の、

㎜
敷いた紙の上に戻そうとしている。 「はやくそっちにやって」

どかしたところに、また別の黄色い紙を広げ、置く。

その上に坐る。 自分のところにガムテープを貼るC。
紙をガムテープで貼る。

反対側を貼っている。

罰
「ごみが、こんなにいっ魚・」 （？）

チャ仏

X7：13
みなさん
は、すコ・

世界を、た

くさんつく

れました
ね

立ち上がって、ガムテープで遊んだりしn、る。

9728 これ、つづ
きしたい人

｢ますか？
「はトーい」

「は一い」

uしたくな旨い」

じゃ、今日

は一旦ここ

97判0
で終りにし

ﾄ…
険一だ、や一だ、やだ、

?ﾌ上に立つ，

　　　　　　　　　　　やだ、やだ、…腹、減ってないもん一」

ﾆ言って、新しく出した黄色い紙を持ち上げ、広げる。

l　t9．　　　　　　　「

@　　7混．．　も・

@　　　詫@　翻．．．　　　　・

@　　♂
9748

麟．．毒
　　　　　　　　　　魁．一

．ji→

写

　．壱＝轟　　　　　　　■

秩@　　　　　　「　　　　　酵

．岬　．．。．盆一’　　壷緕　…・．

で 　　　　　　　ぐ．H配

℃　　り

醐
「きり一つ」

挨拶が終った後も、なお、 紙を貼っn・く。

rB、B、BO1

糊



②構成的な活動

B時；平成11年2月9日　（火）1校時　2学年・選択③（4名；男子3名，女子1名）美術H

　　　平成11年2月9日　（火）3校時　2学年・選択②（11名：男子3名，女子8名）美術H

場所：新潟県立新井高等学校　　（特別教室棟4階）

授業者：秋山敏行

子どもたちの造形活動における「意掬の展開の論理に関する実践的研究

新潟県立新井高等学校非常勤講師

（兵庫教育大学大学院連；合学校教育学研究科）

秋山敏行

1研究授業の目的

　現在の美術教育は、公的に明文化されたものであってもそうでないものであっても、おおむね「制度」すなわち絶対

的なものとしてその意味が固定化された価値基準によって機髄され、子どもたちの造形活動におけるひとつひとつの過

程の、その育ちにとって重要な意味を見逃してしまっているといえるのではないか。それは別の言い方をすれば、嘲

度」そのものが本来暫定的なものであるという柔軟性が見失われているのではないかということでもある。

　したがって、そこではおのずと子どもたちの多義的で多様な可能性を含むひとつひとつの行為が一義的で一方向的な

ものと見なされ、およそ岡一性の概念の下に等質化され交換することができるものとされてしまっているといえるので

はないか。

　そこで、これまでの研究においては、子どもたちが展開する造形活動は多義性・多方向性へと開かれた多様なもので

あって、一義的で一方向的なものに止まるようなものではないということを示すために、子どもたち今明の活動におけ

るひとつひとつの過程においてつくりだされるものを、その都度ごとにはじめてっくりだされるそれまでにはなかった

新しいなにか、非等質的で交換することのできないなにか、すなわち「意味」としてとらえ、その多様な展開の在りよう

を保障しうる論理を構築しようとしてきた。

　ここでいう「意味」とは、あらかじめ鋼達すべきものが提示されたうえで設定される各段階に従うことしか許されない

ような一方向的なものではなく、また或る固定的な地点に止まり続け、その囲いの内に閉じこもり続けるような一義的

なものでもない。

　それは、子どもから離れてあらかじめ用意されているものではなく、子どもたち自身がむしろその囲いの中心を「ず

らす」ことによって生みだすなにか、別の言い方をすれば、子どもたち自身がその場その時の或る特定の状況において

生みだす労る特定のなにか、すなわち子どもたちの多義性を含む多様な行為によって生みだされる、閉じられることの

ない、閣かれたなにかなのである。そしてそのような「意味jは、「形式化」という分析における「読み」において理解さ

れうるといえるものである（分析の方法については3に示す項目を参照）。

　本研究授業は、以上のことから、子どもたちが展開する造形活動の意味をとらえかえすために、子どもたちは、その

個々の、あるいは相互間の活動の具体的なひとつひとつの過程においてどのようにして自ら新しい「意味」をつくりだし

ているのか、そして子どもたちが自ら新しいF意味」をつくりだしていくことを保障するためにはどのような活動の陽」

を構築していくことが必要になるのかということを明らかにすることを冒指すものである。
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2　授業研究（調査）の方法

　芋どもたちの造形活動におけるひとつひとつの行為においてつくりだされる「意味」の展開をとらえるため、その各々

の行為を基本的な単位とし観察の対象とする。その際、ビデオ・カメラを用いて、子どもたち個々の活動の相互過程間

における「意味」の展開、および子どもたち相互間での相互行為（会話等も含む）における憶味」の展開をより精緻にと

らえることにする。

3　分析の方法

主な分析の方法は以下の三つの視点に基づくものである。

（1）意味論的四角形のモデルによる方法

　　クラインの群の理論に基づいてxxザリンド・クラウス（Rosa㎞d　E，　Krauss，1940一）が提案した論理構造をべ一

　　スにして作成したものを用いて、子どもたち照々の活動の各過程における憶味」の可能的な展開の在りよう、およ

　　び子どもたち相互問の相互行為の各過程における「意味」の可能的な展開の在りようを分析する。

（2）円のモデルによる方法

　（1）の論理構造をベースに、その論理展開をより多様なものとして柔軟に示すために作成したものを用いて、子ども

　　たち個々の活動の各過程における「意味」の可能的な展開の在りよう、および子どもたち相互間の相互行為の各過程

　　における書味」の可能的な展開の在りようを分析する。

（3）相互行為分析による方法

　　（1）、（2＞の分析において提示される各過程の状況に相関する相互行為（会話等も含む）を文字に書き起こし、「意味」

　　の生起および展開の在りようを分析する。

4　美術科学習活動案

　日時：平成11年2月9H　（火）1限

　　　　　平成11年2月9R（火）3限

　学級：第2学年・選択③（4名：男子3名，女子1名）美術H

　　　第2学年・選択②（11名＝等等3名，女子8名）美術H

場所：美術教室（特禦教室棟4階）

　授業者：秋山敏行

（1）題材名：竹ぐしをつなく“　．．つなぐことから生みだされるなにか一

（2）この学費活動の意陳

　この学習活動は、これまでの「フリー・ドU一イング」、「自画像一私の世界をつくる一」、「写真（私の世界を切り

取り、そこから薪しい私の世界をつくる）」、「石膏から生まれるなにか」という学轡活動から展開したものであり、

竹ぐしを切り、つなぎ、そのことによって何らかの先行するものを再現的につくっていくということではなく、そこ

から生みだされる任意のかたちを立体的に連続させていき、そのかたちを新たに連接する度ごとに薪しい「意味」をつ

くりだしていく子どもたちの活動の在りようを期待して提案したものである。

　その際、活動に先立って、参考作品を提示するとともに接合の方法に関する例示を行った。それは、仮に参考的な

ものがあらかじめ提示されたとしても、子どもたちはその個々の活動の各過程における新しい「意味」の生趨に際し、

必ずしもそれに岡一化されることなく、「ずれ」を生みだし、多様な活動を展開させていくのではないかという見解

に基づいて行ったものであった。しかし、その後の子どもたちの具体的な活動からみて、教師の書動が子どもたちの

370



活動の柔軟な展開を拘束しているかもしれないという点を顧慮し、「竹ぐしをつなぐ」ということをより「つなぐ」

ということそのものにシフトし、つなぐことから生れるかたち（たとえば三角形、四角形）を連続させるということ

のほかに、連接的につながれた竹ぐしの定点（頂点）以外の部分にも竹ぐしをつないでいってみるということ、およ

び必ずしも任意のかたちの連鎖にならなくてもかまわないということを次時（選択②のクラスの方は3時問目）に加

えて提案し、子どもたちがより柔軟に自分なりの論理において竹ぐしをつなぐという行為を展開し、その行為の度ご

とに薪しい「意味」をつくりだしていく在りようを期待するものとした。（なお、選択③のクラスの男子1名は、前時

までの課題との関係で、最初から後半の提案のもとに活動している。）

　竹ぐしを切り、つなぐという一見単調で等質的なものと見なされかねない行為の展開の多様なズレと、その都度ご

とに生みだされる新しい「意味」の多義性をとらえるということが肝要であるように思われる。

（3）学習活動の在りようとその計画

　この学習活動には12時間を充てる。学習活動は「竹ぐしをつなぐ」ということをその基本的な骨子とし、その活

動の各過程において、あるいはその活動のとりあえずの完成点において、色を塗ったり、竹ぐしをつなぐことによっ

てつくりだされたものと他のものとを組み合わせたりするというようなことも考えられる。また、最終的には各自が

自分のつくりだしたものを写真に撮ることとし、写真に撮る際のセッティングは各自の自由とする。なお、具体的な

活動の計画については各自に任せるものとしている。

（4）本国の活動の在りよう

　およそ「竹ぐしをつなぐ」という活動が続いていると思われるが、（3）でも述べたように、その活動の各過程にお

いて、あるいはその活動のとりあえずの完成点において、色を塗ったり、竹ぐしをつなぐことによってつくりだされ

たものと他のものとを組み合わせたりするというようなことも考えられる。また、子どもによっては、とりあえず自

分がつくりだしたものを写真に撮ろうとしている様子も見られるかもしれない。
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新潟県立新井高等学校2年生（Aさん）の事例

　T：教師（秋山）

賄

oo；06

聡
　
認
3
0

00

@
0
0
0
0

唄
4
7

00

O0

oo：54

OIO2

Ol：12

01：SbO

OI：23

01：29

01：32

01：42

Ol’49

0151

01：53

01：55

02；OO

02：19

02：31

02：35

Aさんの活動の展開（他の子どもたち、教師とのかかわり）

道具の準備をはじめる

竹ぐしを止めていたゴムをはずす

「なに？」

何かをおとす

「おちた一1

と言って拾おうとする

竹ぐしを拾い上げる

ro］

つくっているものを左へまわす

Bのつくっているものを押し、Bのほうへやる

おきかたをかえたりしている

rol

糸を神ばし、Bに見せる

「ハサミー個しかない0」

笑いながらBからハサミをとる

糸を切る

ハサミを置く

rol

左9・竹ぐしを持ちながら糸をもつく一一「

…て噛をE・・・・…1・・… 求@l左右にゆすったりしているくヨー一一一警一「

右に少し回転させておくtt　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　少しもちあげながら・左靴持っていた卿

あてがいながら少し動か一i　4，

誓㌫麟騨鼠

　　1
　Vi

しをあてがう

　／
，lt

．J

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以
「（うつってる）」つくっているものをおさ募ながら（笑う）

ro」　　　　　　　　　ノ
つくっているものをおさえながらつつか躯る

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　
「地が出てきたぞ」　　　　　　　／　1

　　　　　　　　　　　　　　　　／1

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　ぼ
rO」　　　　　　　　　　／　1

つくっているものに竹ぐしをあてがっては、申た変え、あてがう

・・鰍・あ・・うぐ一一挿△

驚霧一継
　　　　　つくっているものをまわしながら、竹ぐしをあてがう

　　　　　　あてがいながら、Bに

　　　　　　　　fOJ

　　　　　　　　（笑う）

F

「あ

「
し

あて

「な1

よ一〇ちょっと大きいよ」

’しが十個わるとねOじゅう0はうまってしまうんだよ」

たぶん0」といいながらたけぐういをあてがう

Sつたたけぐしをはずし、二本そろえて持ち、見る

しょうとしたんだっけ？」
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他の子どもたち（B）、教師のAさんとのかかわり、及び活動の展開

B：roj

手元でなにかをつくりながら、FO」

無言で自分の事をしている

竹ぐしを切っている

切って、「なにか0ちぎれ0」

　　　　　T：「じゃあ、ここにあるものをつかって、つくってみO

　　　　　　　　　ます」

B、教師から自分のもののほうへ顔を向ける

「0」（笑う）

竹串でAをっつく

「0っせなあ一」

「0（ちが、）、ちょっと見てこれ0、1

と言って竹ぐしを合わせて見せる

瞬間接着剤を出す

竹ぐしをハサミで切り、破片が飛ぶ

「アハハ、何分けのわかんないこといってんの君一」

「（どよ）O」と言いながら竹ぐしをハサミで切る



oa：50

03：00

03：11

03：22

03：34

03：37

03：40

03：48

oa：06

04：15

04：30

04：51

05誕〕4

05：12

05：16

05：40

ca51

05：58

0sOl

小

糸をつ

Bのも

糸と竹

「おま

鴬。。を見る

糸をそ

しを持ちながら「おまいや」

・や］

える

轟，と＿＿，＿
「なに？」と言って黒板のほうを見る

　ぐし　そろえ、糸を巻く

糸を巻　ながら

「漫

FOJ

糸を巻

　　　　　1でつける

　　　i

本綴鍔謝購鞭く
　　　：

「O（亀てる感じがする）」と言いながらハサミを手にする

　　　1糸を

　／
／

付けたところを軸にして広げ、三角の潤辺、V字の形にする

駕学齢伽　と
　…そのまま後ろの席を振り向き、笑う

　　「おもしろ一い」

i謙鷲諜撫
L一一一→〉右手の竹野の位置を探す、はずす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　つくっているものの向きを変えたりしてレ剰

「まえ、いくら0だっけ？」と言ってBを見る

つくっているものを上下したりして、竹ぐしを逆さにしてあてが

片方を押さえて見る

膿潔巌欝鷺醜く・「o」
糸を伸叫・・サミで切る

右手に持ち替え、左手で竹ぐしを持つ

つくって陣るものをもちあげる

翻賑いしょ」）

器繋耳漏……

難晶＿
　　　　E
ペンでマ†クする

羅撚
綱鱗
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「ん？なにこれ？」と言って竹ぐしを持つ

「0長さが」

「お、おまい一？」

「おまい］

「あ、はい」

rol

・・「向…机・あ・鍍・ト・蝸ね・

三角につけた二本の竹ぐしを振り、見ながら、また二本の竹ぐしをみている

（B）

（笑う）

Aのところにあったハサミを取る



06：18

e6：28

06二34
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e7：23

e7：31

07：35
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e8：35

08二38

0sns

08：57

09：10

09：17

09：29

｛｝9：41

09：50

10ww

10：13

10：21

10：4e

10：51

糸に近づける

一瞬間を置き、竹ぐしを置く

；どうつ、○」（笑う）

糸をそろえ、竹ぐしを左手に持ち、弓手でつくっているものをもつ

竹ぐしをあてがう

糸で付け始める

なかなかっかず、罫ドゥハjと笑う

右手で押さえながらつける

なかなカyつかず、笑いながらBを見る

「（しにO）」

「そ、それは」

と言いながら糸を結ぶ

一瞬左手で持ち上げる

ついておらず、馬手で竹ぐしをもちながら、毒手で糸を持っている

左手で牲ぐしを持ちながら、右手で糸を整えている

「（そっか）」と書いながら、竹ぐしをあてがう

「ア素胎タタタ」と書いながら糸を巻いていく

fフフフフ、せんせし一一｝rN、すご一い、（でか）0」と言って、糸を結び

ながら笑う

紛だから」

「すぐ、とれちゃう」

「○だめとはいってない］

笑いながら糸を巻いていく

「いえ、こういうやつ」

つけたところを手で押さえている

瞬闘接着剤でつける

もう一度付ける

つけたところをみてジもうちょっと、いとが劔といって、つけたと

ころの糸を見る

ダいける」

と書いながら置き、左手で輝さえる

左手で押さえながら持ち上げたりしている

左手で押さえながら、机の上を見回す

両手をはなす

糸を手に取る伸ばす　　く

　　　　　　　　　　　1

「ん？」　　　　1

欝欝頼廟一一
　　　　　　　　　　　　
糸を拷ちながら前のほうを見る（笑う）

継跳つく・て・・極左手で搬角度緻てみ・・る

「あんまりないよね」

左手でさっきつけた竹ぐしを少しずつ動かしたりしながら、見ている

「（かっかっ、やばいやばい）」

つくっているものをまわす

場所を決め、糸を結び始める

ギハサミは0ただしいわたしかた垂と言ってBiこはさにをわたす

瀾鰹を手・す・i

ll熱∴＿＿＿曜、

Ψ

374

fなにをわらってる？3

ro］

YOJ

fol

rひと0？」

「これ0こういうやつ」と言って短く切ってつけた暫ぐしをさわる

「これj

Bつくっているものをさし、「さんかくもいっぱいあるし」

；oj

fねえねえ、○ってる」

「ちょ一〇」

ジノ、サミ｝ま？」

「切れね一よ、これ」



10：55

11：05

11：10

11：21

11　28

11：46

11：53

11：57

1202

12：15

12：23

1232

12：44

12：49

12：55

13n3

13：13

1321

13：28

13：40

1367

14e3

14：15

1425

1441

14：46

1450

14：52

1503

15：11

ハサミでつけたあとの余りの糸を切る

糸を置く

別の糸の余りのところを切る

切った糸を机の上に置く

もう一箇所切って置く

つくっているものを角度を変えながら見ている←一一

ro］　一
両手で持ちながら見てい一　　　　　　　　　　　　　まさつき付けた竹ぐしのもう肪を翻講謡、見ているくヨ

b・・）・・ぴ・た・と・・嘆膨編ラ　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T
「また、oしてはった・と言って、竹ぐしをもちながら下餉く1ま四四礁
／retずれてきたらしく）片方の竹ぐしを｝

i
　　Wしたと・ろをさわりながら、小

　　　「これはまずい」

　　　　ついてい

つくっているものを

左手ではずしたと　　を持

騰鞭・端・飛・レ

叢一のを尉すく一
　　　　　　ロ

癬轡　う　「
かたむけたりしな斌ら見ている

ず一・と押しやりき、さ・き・塾た

　　　　　　　セ左手に竹ぐしを糖ながら・全体

　まわしたりしな竃ら見ている

鞭に馴
　　　　　　　　　　1

　ヨ
「わねもない、きつねも」

左㍊襟脚響まbしながら見“剰

竹ぐしを両手で持ちながらじっと　る

竹ぐしをもう一本取り、二本にし

　そろえてたてて、しばらく見てレる

　　横にしてもち、逆さにして　欄をそえてもつ

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

そろえ

ｦ
肋
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（となりのグループのはなしを醜い）ρに笑いかける重一一一

糸を広げながら、「また結んで意味なかったらどうしょう1と言って糸をハサ

鵜＿／
　　ねじりながら糸を巻き始める

「なに？」
e
＼
＼　　　　　　　　　　　　　　t・，，　1

「B、どうした」と言いながら竹串に糸を巻く
I　　　　　　　　　E
l　　　　　　r
1

（それを見て）「おはなしして碑」

纂肇縢蹴支巽鞭噛

付けたところをもとにしてひろげるW＼ン

手で持ちながらつくっているものを見て「どうしょう」

「ん？」

両手で持ちながらっくっているものを

右手で持っているほうを立てる

戻したり、また、たてたりしている

っくっているものを動かす

る

375

x

「ほんとだな」

「君O」と言ってAのところがらハサミをもっていく

1きつね、きつねも0」

「くっついてる（みたい、さんそう、さんそう）j

笑う

首を振る

うしろのグループを振り返り「（うるっさいなあ）」

笑いながら「ん一ん」といって首を振る

ro］

ro］



1521

1531

15：38

15：42

16て｝7

16：11

16：15

16：20

1632

16：35

16：39

16：56

1707

17：10

17：15

17rz6

17：42

17’55

18：04

18：10

18：20

18：30

18：40

18：45

18：55

18：58

△
・
．
・
…
出

〈
－

右手で持っているほうを少し動かしたりしているくひ一一一⊃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ右手で持っている竹ぐしを持ち上げるぐ一一一一ヨ

　　「まずい（考えだレなし？）曾・てしまう・＜一■一「

つくっているものの下のほう脚て見てレ’る

@　　i肘楓竹ぐしのほうをもつく一一一一一一ヨ
　　横にして置く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　先端のほうを上にあげたりしてい一
「どうしょう」と言いながら、左手でもつく＿

向叢誌　もののほう麟く一一一

　　　元を手で掃く

　　　右手で持ち上げ、両手で持ち、広げたり閉じたりしている

両手　　って見ている

つく　ているもののほうを動かす

竹くしを手で広げたりして動かしながら、つくっているものを見る

　竹ぐしを持ったまま、つくっているもののほうを見て、首を傾げたり

雀i欝欝珊…一引
　　魅して置・　　4

　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

灘蕪飾灘鮪

講寵顯
・サ・． Eゆびを肱蜘す

　　　　　　　　　　　！　ハサミをもつ　　　　・ノ
　　　　　　　　　　／
左手に　つた竹ぐしをあてがおうとするが、もどす

つ膿雛　
　　　　　　　ズ
　　　　Oできぢやったよ」

「0」と

／

笑う

「どうしょう」

際薦野
　　　…

　　　竹ぐしを置き、糸を広げる

「フフ

ハサミで切る

　糸を半分に折り返す

　竹ぐしを左手で持つ

　　　「はいつO」、「Oi

言いながら、つくっているものに手を力射る

「あたし、ピンチ、また、どこつけるのかわすれた」と言いながら、つくっ

ているものをもちあげる

手前に立てる

立てながらまわす

置いて、手前のほうを持ち上げる

竹ぐしを端につけてみたりしている

っくっているものの下の端に糸をかける

糸をかけたところがら伸ばしてくる

まく

Bを見る

糸をまく

376

．二二

「はしゃみ、はしゃみ」

糸を切ろうとする

B（笑い）

　　　4遜

瀞

「っ、もどってきちゃった」

「そうなってる、自分で」

「入れらんね一」

・ξ饗，

懸

．
罷
．

恥



1906

19C9

19：12

1920

19・29

19：33

19：39

19；48

19：51

19：59

2e：lo

20：18

20：23

2025

20：33

20：44

20：51

2e：55

21；08

21：20

21：34

2147

2152

21：58

胆
腿
盟
盟

「0ね一」とBに言う

糸を巻き、瞬間接着剤を手にする

つける

もう一箇所つける

接着剤をつけながら「つかれてない？」

接着剤をBにわたす「はい」

つけた竹ぐしを両手で触ってみる

ハサミであまったところを切る

切ったものを脇に置く

っけたところをさわってみる

「なにそれ？」

B、糸を巻きながら笑って、「なあに一？」

Brはあ一」

「Oしてくる」と言って立ち上がる

教室の前のほうに行く

「ひどい1

ハサミをあてる

鰍鶏。L．。。一、hS．

二高1解器ミ籍

ペンチを借りて戻ってくる

，t・vv（’］

@
C

つけた竹ぐしを則しながら見ているく一，
右手と左手を交互に変えながら、交互に動かしながら触ってみているく一

　うMヂ
聡∴∴＿　T
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「0の切れる？」

「tpmtよv　ij〈．一．　　　　　　　　　　　　　　　小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×

　Bが竹ぐしをもってもどってくる

「となりの0てしってた？」

＼　＼ll
　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　竹ぐしをハサミで切る
　　　　　　　　　　　　　刺

　　　　　　　　　　　遠▽∀

　　　　．＿一ラ「そ糊れんの？」

「じ、あたし、もちかたすら、じつはしらないんだ］ぐ一f

「おお一お」、

ペンチを置き、

る

っくっているものをさわる

瞬間接着剤を手に取る

付ける（何箇所かつける）

置く

っけたところをさわっている

手をはなし、脇に置いてあった竹ぐしを手にする

つくっているものの手前に置く

っくっているものにあてがったりしている

場所を変えたりしている

左手で一瞬侍ち上げる

左手で竹ぐしをもち、右手でつくっているもののところでおさえる

場所を決める

糸を手に取る

広げる

広げて一旦脇に置きハサミを取る

糸を切る

ハサミをおき、二つ折りにする

騨

「みんな、実験だね」

377



2230

2238

22：46

印
η
o

盟
2
3

23：12

23：28

23：48

2357

2407

24：14

24：21

24：32

2441

25e5

25：28

25：45

2551

26：06

小
「みんなが、とても、同じ材料でっくってんのに」と副・ながら糸をま

とめる

糸をつくっているものにあてがい、手前に引く

「0ひとの（ところ）を」

笑いながらっくっているものを押さえ、右手でペンを持ち、マークしょ

うとしている

「（いやだ一）」

ペンを振る

つくっているものの角度を変える

つくっているものをおさえながら「ん？」

竹ぐしを醐・あわ■、　■・’ P
一旦引いてから置き、マークずる

竹ぐしをはずし、ペンを置くi

　　　　　　　　　　　　　f
「あれ？」

左右を見ながら、右手で糸を探し、つかむ

難灘二；鋤

一旦置いて、巻く

三回巻く

二回巻く

接着剤を手に取る

論騨・呼つ・
／
．
／

／

／
．
／ノ
！

／
／

，フスお、。れ！」

　　　　　　　［

蹴轡　　砒る
・（・（・子・鞠。ん・、

「せまくなってきた」

　　　　　ゆ

「せまくなってきた」

「
／

　
ー
ダ

／
　
．
一

／
r　
／

’
．／
．

．
「
「
．

／
’

」
」
r
f’

／
ノ
r

／
．
〆／
「

／
／
／

ノ
〆

／
．
〆

／
〆

／
’

／

／

Bのつくっているもののほうを見る

教室の前のほうを見る

　右手で竹ぐしを手にする

　　左手で糸をつかむ

　　　両手でつかみ、左手で選ぶ

／

、
／

糸をいじりながらBのつくっているものを見て、

　糸をほぐし、さっきつけたところにあてがう

　持ち上げて巻く

　　ハサミを判こ取る、（糸）を切る

「うえにのびていく」

糸をつかむ

さっき巻いたあたりに、また巻く

持ち上げながらまき、またおろして巻く

また、持ち上げながら巻く

「ん」、縦になりながら巻く

「（とて）0」、巻きながら、笑いながらBを見る

巻くとき、つくっているものが動く

FO］

「あ一」

巻き、接着剤を取ろうとする

「（接着剤）」

接着剤を取る

つける

つくったものをおく

・あ「鞄坤・・

「Oしてる」

「はしゃみ、はし

「いま、（ピン

切る。撮影者のほ

ひろってもどすと，

み」

顔だね、デヘへ）と言ってハサミを取る

’へ飛ぶ。「あ、すいませ一ん」

につくっているものをAのほうに倒す「あ一」

・うわ一．（お・2・…）　したくね一、
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26：17

26：24

26：36

2649

26：55

2720

27：30

27：48

27：56

2802

腿
羽
％
器

％
聡
粗

盤
相
器

2903

接着剤を置く

「（なんか）0ぜんぜんちがうとこいっちゃた」

つけたところをさわる、はなす

「よしっ」

おさえる　　　　　　　　　　　　　　　　（Vの宇に組む）
「よしかたまる（まで）」　　　　　　　　　　　　　〈

糞搬欝謡痢す
ハサミを置く　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

つけたところを両手で押さえながら、つくったものを少し持ち上げる

ちょっとさわって、両手を離す

つくったものの両端をもち、少し動かす

左を前にするように少し動かす

そのようにして、まわして見る

それを置いて、さっき、Vの字の形につけた竹ぐしを手にとる

「さっき、つないだの、つかってないよO」

広げてみて、つくったものを見ている

鵜難鑑難黙猟
また、両手で持ち、立てぎみにする　　　　　　　　…

左手で物・右手勉く・たものを鮒　 Ψ
　左手に扇ぐしを持ちながら、つくったものを両手で動かす（まわす）

まわして・竹ぐしをあてがうぐ～～　〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　あてがいながら、また、まわ裳く一．．　　　　　　　　」

　　「O」といいながら、竹ぐしは持ったまま手を離す

竹ぐしをおき、糸を持つ

「0」、「つくったわけじゃないんだけどね」

糸を伸ばす

竹ぐしを一瞬倒し、持つ

右手で作ったものを動かす

まわす

rol

まわしてみている

手前の部分を押さえ、引く

部位の字に広げながら、つくったものを見る

まわす

反対側を正面にする

竹ぐしをおく

右脇の竹ぐし（？）を見ながら、

「これやめよう、つぎに0」

左手に持っていた糸も置き、右手で新しい竹ぐしを手にする

両手で持ちながら机の上に置き、つくったものを見る

右手でもち、あてがう

位置を変えながらあてがう

はずしてみて、つくったものを見る

まわして見る

竹ぐしを両手で持ちながら、見る

手の位置を下げたり、上げたりしながら見る

つくったものに手をかけ、まわす

両手で持ちながら見る

竹ぐしを置き、糸を手に取る

糸を広げて切る

糸を二つ折りにして竹ぐしをつかむ

左手でつくったものをまわす

場所を決める
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29：10

2926

堀
囎
租
㎎
㎜

29

Q9

Q9

R0

R0

se：28

3037

so57

31；04

31：08

31：15

31：33

3147

31：58

32　24

32：36

4“

竹ぐしをあて、糸で結び始める

持ち上げながら結ぶ

足の上のほうまで引き、そこで結ぼうとする。ひざの上において結ぶ ／

．あ＝1つ糠た」と言ってAのと・うから・・サミを取る

1

　　　　　　　　　　　　　　　　x一くf一’一一一”一一”一J一一一一r’一’一r一）

Vi　’1　Yi，．L．）．．gLti．）il．　，6gS，5　］　．x．．．．．u．　．s．

　ro］

　rol
　ro］　〈N’一

画ごつ？」

　　　　！

　　　ヂ

　　　1

～S＞「ア・・」
　　　i

ll糎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
結んでいる　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
右手で竹ぐしを押さえながら、左手で糸を巻いている　　　　　1

竹ぐしを持つ位置を変えながら糸を巻いている　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
左手で押さえながら、右手で巻いている　　　　　　　　　　／

右手と左手を交互に変えながら、持ち替えながら糸を結んでいるl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I左手でつけたところを押さ％・右手で竹ぐしmuってみている／

接着剤を手に取る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

「お一」と言いながらBに見せる　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

つける　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

・なつか・噛　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

・・み一ち・んで・・　　　　／
接着剤を机の上に置く　　　　　　　　　　　　　　　1

　「フフツ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

つけた・・ろをさわ・て・・　　　　／

ハサミを手に取る　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
切る　　　　　　　　　　　　　　　　　1
切ろうとするが、やめ、ハサミを机の上に置く　　　　ノ

ペンチを手に取る　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ右手で持ち、構えるが、つくったものをひざの上から持ち上げる

机・上・置・　　　　　／
「侵蝕されてる一」と言って、BのつくっているものをBのほうへ押す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i「ぎ一」

@　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
「けっ臥おもしろい・　　　Ψ
竹ぐしをつけようとするが、「（ちょっと）もうだめだ、あたし、下で作業する」

と言ってつくったものを机の上から自分のひざの上にのせる

ひざの上にのせ、糸を巻いている

「ん？なぬ？0」

「お一、1つった」

「そのbｩし・oo・

　　　1

；騨鵬一…動
FO］

1
　　　l
　　　l

　　　l

　　　E
　　　t
「ほんどだ一」と言い、つくりながら、Aに押される
　　　i

，あ，4－」

Aのと

「さ

fな【

うからハサミをもっていく

い、あたしも」

やってんのよ」

’

x
　x
　x
　　x

　　　1
「いっで一、なんかささったよ」と言ってAを見る

V
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孫
ダ
！

△
「
～

緊

冷
…
．

！ …
】

竹ぐしを一旦はずす

〆
／ i
l

罫ちが _　…
！
’

ド 1 ＆

33：00

糸をしく、

?�~き、

その上に鍛こう

ｻのうえにおき、 巻ζう

とするヂ・やめる

@　　　としている
…
…

「むすべなくなてきた、 どうしょう、ねえねえ、むすべない、せまくてむすべ

1
ない」

33：22

「あたしも、 ちょっと、
どうしょ，、　　　〆 順序を聞違えちゃっ掴

uもうだめだ」 と書って、糸と、竹ぐ

ヲ

しを机の上に置く

結ぼう肌紘かもうと

4
／
’
／

’
∫

33：31
新しい糸を取る

／
’ く．

「つかいまくつちゃい O」
「なんカ＼糸、0やる之、もった ・ない」 と書ってはらう

ド

〆
／
r

FOj

△

33：39 罫0」

　～

^
〆

　　r@　／　’

^
ヨ

糸を広げる ノ ／
／

／

33：47

R4：00

ハサミで切る　　　　　　　　　／

|ぐしを紘つ

_
・
る
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

／

／
／

細江属・も・儲つけよ・とす 1
1
i

！

ヒ

つけ鵬めるレ’　〆
／

「（ほんとにだめだ一）」 と蓄って、 笑いながらBを見る rは一、つかれた一」 ∀
…

34箕｝6 　　「
uうるさい」

（笑いながら）「みみっちいことやってるよね一」

　　…
uうるざい」　　…

／

／
〆

と書いながら結ぶ
／
／

i ／
竹ぐしをハサミで切る

1 ／

34：25 「0」　1 1
L
＼

　　／．@／　／　ド

^
「あたったの一？あたった一？」

…
r

34：42 罫Oj　i 、 ／
看手と左手を交互に変えながら糸を結んでいく

／ 「また○」

34：52 … ジフツ」

…月
… 「〈はずしてるよ一）1

「0ってかんじだよね」

「フフツ」1

ヒ
！ 「○こうじょうとか」

35122
旨

ギあるんでしょ？こうじょう」

「そんな、1逓くじゃないよ」

35：28
　　　　iu（ちがいます）i

巨

［
｝ 「0ってちがいますって 0匪
「

むすんで、i接着翔を手に取る

35趣0 つける　i
…

はなす　i 「嵐が悪くな一い？」
［

「いや、 それOわたしこわれそう、」

35：48
「こわれそう」と言いながら擾蕎剤をBに渡し、つくったものを机の上に置く

「いや一、 ついたついた」

36：01
ハサミをもち、きろうとする

ジこつ、 こわれる一」
忌＿

と言ってハサミを置く ＼　－　．　　｝

@　＼
36：05 ジェツ？」

、　、．

@＼、　　　～、

「0」

＼ h、

36：11 「わけわかんなくなってきた」

rわたしもわけわかんなくなってきたよ」 〆

〆

「こっちにもなんかつけよ」 と護って竹ぐしを手に敵る ／

さっき置いておいたV字の竹ぐしを手に取り、つくったものを見る

36二21
V字のものをひろげながら、 晃る

机の上に
…　置き、片方をつけ、

片方を開いて持つ

机の上か して孚で持つ rだいすけ圭

「（わから ・）∫

i

〉

381



36：37

3701

37：10

37：19

37：24

37：36

37：54

3801

38：17

3823

38：35

38：43

3859

3903

39：19

〈
…
－
i
…

「え？」

「え一・oi

V字を縦に開きながら見る　くf＿＿＿＿＿一「

狭める　く一iまた広げたりしている　←
逆杢にする、逆さにしてつくっているものに近づけ、團

はなす

くっつけたところ轍って見ているく

さかさにひろげてつくっているもの1・遡

する、片方を下にして見ている

「こりやまたきわb、Oだ1と諏、弾がら璽
ぐ
　　r

・て・・〈一一一寸
「あれ？」と言って、V字をそろえて持つ

「ん？」

FOJ N

一
’

そろえてから、また広げてみたりしている

　Vの字4tして軸を下にして立ててみたりしている

　軸のところを押し、ねじったりしている

　　片方の竹ぐしを抜こうとしている

　　　途中で止める

一

「え？」

／／
f

「う一ん、やるだけやんないと」と訊・ながら、片方を抜き気味にして突き

し、机の上に押し付けている

そのかたちで机の上に立ててみたりしている

　　しばらく、そのままで置いて見て、とる、「う一ん」

また、そのかたちでっくえのうえにのせる

左手で押さえながら、つくっているものにくっ　　、右手で支えながら、試

　してみている

　　「また、むすびづらいのや（っちゃった）」

　　　　　　　　　　t／／
「ごめんね」　　　1

「tcX・じょぶ、あなあいてないから」

　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　！

「（なまえ）まちがえないで」

　　　　　　　　　i
「おかあさんみたい」
　　　　　　　　．／／

　　　　　　　　／／’

竹ぐしを左手に魅ちながら、糸を広げ、ハサミをもつ

切る　　1
「おかあさん4かなまえまちがえる。・

　　　　　　ノ

糸uaり・修しをm

「あ、ほどけた一」（笑い）

　　　　虚

〈f7’

「とれました」　〈一．

と言って、竹ぐしを机の上に置く

左手で拾い上げ、右手でつくっているものを立てる

竹ぐしを右手に持ち替え、あてがう

あてがい、左手で押さえ、右手で糸を取り、結び始める

roJ

付けながら、両手で持ち上げ、ひざの上に置く

「㍉・すけ、しっかりしろ」と言ってハサミで糸を切る

v］

「しばれないよ一」

「しばれないよ一」

ff

［o］

（だめだ）

T：「じざいな0」

「アノvv、、ささってる、つくえのO」

　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　｛

ro］　li　　　　　　　　　　　　　　　1／
　　　　　　　　　　　　　　　1

「おとうとのなまえだったっけ？」

　　　　　　　　　　　　　　11t

　　　　　　　　　　　　　　11

灘細細…とと隔て　

」：ば埴てだ」
「とれた」

「あ一、つかれた一」
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39：33

39壕0

4e：29

4e：37

re；48

4｛｝：58

41：11

41：17

41蕩22

41：27

41：30

41：40

41；46

42：35

42：44

42ag9

42：57

43：05

FO」（笑い）

糸を巻いている

ひざの上のつくっているものの角度を変えながら糸を結んでいく

つくっているものを動かしながら糸で結んでいく

左手で哲ぐしを押さえながら糸を引出し、結んでいく

「はあ一ユ

結んでいるところを両手で押さえながら机の上に乗せる

FOJ

つけたいところをおさえながらもつ

「（なんとなくあるかもO）」

竹ぐしをあてがい、見ている

あてがいながら、

fしおどきだ」と言う

「フフツ1

f（さけてはと）いって」

接着剤を手にしてつける

「フフッ、だってそのOj

接着剤をはなす

嚇了一」と書ってBに見せる

先をぱずし、置く

接着剤をつける

（つげるが）

iだめです1

「だめですi

と言6て接着剤を離す

f（でも）なんとなくついてる」

「よ、よま

と書って、竹ぐしから季を離ダ

接着剤をしぼっている

穐うだめだ、おわりだ一」

「えっ？」

fもう、だめだね」

席を立ち、教室の繭のほうに行く

穐ってきたよ一」と書って撲着鶏を持って、もどってくる

玲て一（あいてないか）」

「お、すごい、がんばる」

fあ、ごめんね」

ギいや一、握力の強い嚢なら温、じょぶ」

接着剤に穴をあけようとしている

「（不器用だから）これ、やって一」

383

fol

「フフ」

「つかれた一』

roj

「もうやばいな」

ひ〉、」

噛分の0いって」

fSそ一つ」

「さきっちょきったほうがいいかもね」

「○つかって0」

「うっそ一、かってきて、

あたら．しい0の」

「しんだ」

竹ぐしをつけるため、糸を巻いていく

手前から、上のほうへ投げ．とげ、向こう側へとおし、したからくぐらせ

るようにして、巻いていく

教窒の前のほうに行ったAのほうを見る

また、自分のつくっているもののほうをむき、糸を巻いていく

rこっちをつかうg（宵いほう）

「もうだめみたい3

C：「ペンチ、ペンチ、ペンチ（つかってる？）」

胸言ってんのかな？」



43：13

43：26

萄娼

034

2嵩34

腿製

認磁

％製

鞠嘱

翻磁

「へんなとこに穴開けたりL銚

fヘへ」

「（ささってからも）でてるじゃん」

罫アノ〉、ハ」

fえらそ一に」

融くずつけてるし」

「0つかう」

竹ぐしを辱三に取る

両手に持ち、翁手見も誓え、接着剤を持ち、置き、竹ぐしも置く

つくっているものをさわる

「（そんなぎりぎりになって）」と言って接着剤を手に取る

fえ？」

「いや、ずっと、かわってますよ3

接養選をつける

Fあ一、手がついてる一」

手がくっつく

「おい、ふじまき一一一・」

｛おまえのせいだ」

手が外れる

「手がてかてかしてるj

f指紋がないよ」

つけたところの糸をハサミで切る

「0いけないな」

「GなんかずいぶんO憩と言いながら糸くずを、ハサミをもちな

がらいじっている

「なに」

ドもったいなくって」

「はい］と言って切ろうとする

「Ojと書って一園引いてから切る

「あ一」

ハサミを置く

F（こわれ）てた」

と書いながらっくっているものを両手で触る

右手で竹ぐしをよけながら瞬手でつくっているものを持ち、まわす

「ど一しょ」

「いや、こっちだよ」と香って盤うほうの接着剤をBのほうへ置く

Fん？」

384

「あたし、Oなんだけどな」

「不器用だとかさ一、これは、不器用だとかそういう理由じゃないと思

うんだけどな」

偽一垂

と言ってあける

「うそ一、ほんとだOだな」と書ってAから、何かを交換するように

して受け取る

fでてる一」

iアハハー、ちょっと」

ジしばくそ」

姦分のつくっているものにっける

「（しないよ）」と言って接着剤を置く

「お一一、むき、かわったな、」

「むき、かわったなl

fそっかそっか」

「アツハハ、おいおい」

　　　　　　　　　FOj

「あ一あ、さよなら」

協、ついてる、しね一つ」と言って糸くずを投げる

「きれいなもんでしょ」

靭って」と言って糸を広げる

「あ一あ」

「どれ？どれ？」

「これだな」と需って接着剤を手に取る

「ちい一」

「ちがうよ」



4501

感5：l1

45：38

4S：54

osos

46rz7

4642

47：02

「ほんとに？」

と言ってそれを拾い、「こっちだよ」

落ちた接着剤を拾い、机の上に乗せる

つくっているものをさわる

「フツ」

「0とか」

竹ぐしを乎にとりながら、つくっているものにあてが←

　あてがい、手をはなし、隣のグループを晃る

Bのつくっているものを見る　　く＿一＿

　自分のつくっているものを晃る

　手をぶつけるく一一一
「あ黙くずれる一」〈一一一一
．　　　　　1　　…

’ww堰f

　
…

！
l

立て薩：転ささえるく一．．．．tt－ttttt＿＿

　まわす

　竹ぐしを手にとりながら、見る

　　替ぐしを持ちながら見る

　　　手をぶっけ、少し動か虞

　　　　「あ一、もうだめ一、たおれる一G

　　1

．L
K一一一一一一一……’

1

…て・6・・を・わ

騰総㍍＝」1
　　　　「なんか、すごいへんあGなつちゃう！と雷いながら1．まだづけて

　　　いない幽閉ぐしを動かしたりして・・る　…

　　　　それを齪・て見…　＜一一　i

　　　　　　「計へ蹴　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　「（いいと思うんだけ齢つけちゃう」と諏・妙らつくっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　ているものをまわして見る　　く．．

　　　　　　　その揚で上下に動かしたりしている

　　　　　　　　　　　　…

笑う　　　　　i
　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　ミ
ヂもうだめ、あぶないでUよう？」と書って、Bのつくているものの下

敷きになっている糸などを掃く

「0よねj　　　　　l
　　　　　　　　　　　　j

鎌勲＿
1あ一、つく一」　　　i

　　　　　　　　　　　　　ジ（よし一）」と言っておわる

自分のつくっているもの　ほうを向く

ドは一」と言いながら、　くっているものをさわる

八手で少し持ち上げたり　る

まわす

左手で支えながら震手で　ぐしをもう一本持っ
　　　　　　　　　　　　ミ
「あ。」　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　
左手で触っていたほうの常ぐしをさわる
　　　　　　　　　　　　ミ
「まずいOっっちゃった」
　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　［

fOJ

つかっているほうをなげすてる

90しね一」と書って持っているものを投げる

fo　？］

「なんかOとか、はやいねj

ro］

「ンフツ」

fo！

「いて」

ハサミで糸を切ろうとする

「あいてつ」

「え、え一」

「oさんきれいずきになって嶺

rやられた」

v
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47：15

47：23

47：39

4749

4800

40

H
娼
娼

48：32

48：43

4854

4901

49：13

49　28

49：36

動かしていた

はなす

「（だめだ、）

つけた竹ぐし

全体をさわり、

左手でつけた

「ん？」

くっつけた竹　しを触りながら

「どうしょう　ないな一」と言って、またさわる

右手に竹ぐし　もちながら、つくっているものをさわる

1；総藻、晶晶疑
つくっているものをまわして見る

手前のほうを袴ち上げながら見る

「0」といいながら、つくっているものを回転させるようにして見る
　　　　　　　E
回転させて、幸てる

面癖畢漏一一
竹ぐしを置くi
　　　　　　　E

ぐしの付け根に直島剤をつける

うだめだ一」と言って接着剤を置く

さわる

奥のほうに押す

ぐしを押さえながら、見る

　　　（だめ溜どうしょう）

「Oじゃまだよ」と言って、糸くずをAのところに払う

「ん？」

「こっちか？jといって接着剤を取る

…て・…あ・吋く

　　　　　　　　／
手を押脚グ〆プのほうを見る

・（た脈拶・・あな・・んだ・竺型塑医一一
「（どうしょ一）」　ぐ…一一一一一一

。わ冷。。

たてｳ
　　5

　　心

　　　　　　　　oi

凱寛齢早藤
fそっか、わかったわかった1と言ってつくっているもののてっぺんをさわる

　　　　　　　　　　　　T：「（たつの？）」

＿一一t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　→「レや、もう関係がな一い」

　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一　　　　　　　　ニー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／f　／／　一“．r
　　なってたん（””X］　e：うAニーフフ詔　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

「いや、さっぱりぜんぜんいみがわからないものに

「しかもOに、」　　　　　　　　　　　　　tt／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「なんでかしこまってんの

膝諜：灘嬰≦＝＝＝　→㌻

嚇が鰻　一 @　　丁 一．．＿一t一一〉［ん？なに？」

　　　　　　　　　　　小

　　　　　　　　　　iw］

　　　　　　　　　　Oちゃった」

「ど一ゆ一切れ方してんの？」

「あれ？」と言いながら、糸をほくす

「糸くずじゃなかった」

「ごめんね一」

向く

まわしたりしてみている

「せ樋一、ペンチ、ペンチ、」

「ペンチ」

と言って後ろを向き、立ち上がる

隣のグループのほうへ行く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

「ど一しょ一かな一」と詠・ながら、自分のつくbているもののほうを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

「切れね一」

「あれ？」

「ちょっとつ」と言いながら糸を結ぶ

「ペンチ？」
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49：51

49：57

se　es

50：16

5e：27

5e：3〈t

5eag5

50：53

51：e4

51：12

51：20

51：3曝

51：56

52：35

〈
ー
ー

rCさ一ん」

「ペンチー0」

／　
／
／

・あ・がと・・　　［　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．yンチをもって颪ってくる　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノペンチをもって晃ている　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

yン鮒ぐし鰯、もち轍　　／緊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　もう一簡所切る　　　　　　　　　ノ　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

　　　　　　　　　　　　　　　　．f@　　　　　　　　　　　　　　　〆「ふ一、すっきり一」　　　　　1

＼
　　　　　　　　　　　　　　ド．ﾘった竹ぐしを魔く　　　　／　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　∫

＼
rざつくり一」　　　　　1　　　　　　　　　　　／　　〔なんかじゃま」と書いながらぺ　　　　　　　　　　　」

、－

@＼_　　　　　＼

ンチ耀　　／
ア

「じゃまになつちゃった1　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　！・

まわして見る　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　i
「もVsなんかなん力壮言っ鮪批硯るく一一

’x

「たてるQが」

「え？どれどれ」

「どれが？」

．
．
’

．
F

「手？」

　　　1
ド　イ　ロ　　　　　　～

　　〆
　　〆
　　／　　　一＿．＿＿．一．．＿

「一．＿、一一．一一一 f
’

　　　　　　　ノ
「触わかD

．．＿．＿一〆

　　一s／　一“一．r一一一

　　　x一
「これ、逆にしたら立つ？」と言って逆にする

　「立たないか、アノ＞＞・1と書って元もどす

　　「うん、これが（で）一番いいかもしれない」

竹ぐしを二本右事にもつ

　見ながら、つくったものをさわり、

　　「あ、これ、塵分でやったんだ」と揃う

　　　見る

ハサミではらいながら「ねこちゃん」

roj

ffcしかにつれた○」

と言いながら、磐ぐし二本をそろえる

つくっているものを手前に引き寄せる

接着劇を手にする

「きみ、なんでそんなに糸長いの？」

ジなんでこんな長いの？」

紗ヘヘへ、うるさい0って」

糸を広げ、置く

ハサミを手に取る

糸を切る

二つ折りにする

つくっているものを手前に弓ほ寄せる

下のほうにつけ始める

糸を結び始める

fはい？」

ヂはい」

「はい」

「じゃまだったの？」

「なに？なんかなんかって」

「0だよ、ほら1

rほら」

／
「ζ二がこごれ、手」と言ってさす

「ここが○で、（即」

一甥わ激の
　　　／

　　1・f

　　f’

1もうOにはわかんなくなった、終わったな」といってっくっている

「は一、つかれた一」

糸くずを拾ってAのほうに般げる

rおまえのだぞ一」

ro］

「え？」

「うるせ一、だまれ」

チャイムが鳴る
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52：57

53　OO

5321

53：39

54e2

54：37

55：19

55：37

55：45

接着剤を探す

接着剤でつける

「あなのあけかたがわるいんだよ、きっと］と言って、Bのほうを見る

「Oありがとうご＆・ました」と言ってBに接着剤を渡す

付けたところを押さえている

竹ぐしを触りながらくっつき具合を見る

ハサミで余った糸を切る

立ち上がる

糸を巻く

竹ぐしを左手に持ちながら糸くずなどを片付け始める

「えっえっ、それはまずいだろ」

竹ぐしを二本まとめて持つ

ゴムで糸とまとめはじめる

「あ一、切れそう切れそう」

ハサミをしまう

糸くずをBのほうへやる

「ごめんね一、ごめんね一、よろしく」

道具をしまう

右手に道具をもつ

つくったものを持つ場所を2、3回変えながら左手でもつ

教室の前のほうに行く

．
『
歴
．

・
告
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「は一い」

T：「え一つと、じゃ、一応、チャイム鳴りまし

　　　たので一、あの一、一応、終わりにしたい

　　　と思います」

　「また、あとは、自分の道具だけ分かるよう

　にまとめて、あとはそこにまた、力射とい

　てください」

「いいですか？j

「おわりで一す、おつかれさまでした」

「すごい、うでつかれた一」と言って腕を押さえる

「なになに一？あ、そういう0わけ？」

「これ、どうやってしまうの？」

「（おまえ、）ワハハハ」

．、ざ飼．

　．一脳ザ　、

一一：．．＝　gL；：’K

轟論網唱

詠「’

r－s

鎖嚇．



③材料をもとにした活動

図画工作学習活動案

日時：平成11年6月14潤　（月）2・3校時　2学年　18名（男子8名、女子10名）

場所：長野市立豊栄小学校

授業者：犬童昭久・秋山敏行・佐々木貴子

1　題材名

　『ゆめのかたちってなんだろう～ぼく・わたしのゆめのかたち～』

2　この学習活動について

（1）　この学習活動について

　　この学習活動は、子どもたち一人一人が、石や流木、貝などの材料等との、かかわり、かかわら

れるという相互的な活動において、その都度ごとにく私〉を立ち上げ、新しい「意味」をつくりだ

　し、展開していくということ、そして、友だちとの、かかわり、かかわられるという相互的な活動

において、その都度ごとにく私〉とともに〈他者〉を立ち上げ、新しい「意蜘をつくりだし、展

開していくということを期待して提案するものである。

　　この題材で用意した材料は、主に海岸で集められたものである。石、流木、貝など、いずれにし

ても、そのそれぞれは、一見、あらかじめ設定された特定の「意味」を、固定的で動かし難いもの

として有しているように思われる。

　　しかし、「意味」とは、固定的で動かし難いものなのであろうか。確かに、石は石、流木は流木、

貝は貝である。より正確にいえば、蜜語によって分節化された一般陸のレヴェルにおいては、それ

らの「意味」は一対一に対応するものとしてあらかじめ決定されているといえるものである。そし

て、その一般性のレヴェルにおいて規定されているすべてのものは、互いに等価なものとして交換

可能なものでもある。しかし、それは交換不可能なものといえる我々一人一人の〈私〉のく生〉の

表層部分をしか指し示してはいないのではないか。つまり、そのような、〈私〉のく生〉の表層の部

分、言い換えれば、一般性のレヴェルだけで憶味」をとらえようとすると、そこで「意味」とは

誰にとっても同じものとして、固定的に分節されて存在している交換可能なものとなってしまうの

であり、したがってそこでは、我々一人一人の〈生〉の本来的な交換不可能性ということを根拠付

けるその深層（深み）の存在は、いわば表層的事態として隠蔽されてしまうことになるのである。

　　もちろん、表層の領域は、我々の〈私〉のく生〉の全体的な在りようにおいて不可欠なものでは

ある。しかし、その表層の領域が、その成立においてそれと岡時的に併存して在るといえるところ

の深層の領域から切り離され、したがって〈私〉のく生〉の全体的な在りようから分断されるとき、

そこで幽魂」とは、我々の〈私〉のく生〉の在りようの全体性から切り離されて在るというとこ

ろのものとなり、その深みとの交通は遮断され、固定的で動かし難いものとなるであろう。

　以上のことから、この学習活動において注目し、とらえていこうとする「意味」とは、我々一人

一人の〈私〉のく生〉の深層（深み）の存在をその根拠としてつくりだされ、展開されうるもので

あるということになるだろう。そして、それは、我々一人一人の〈私〉のく生〉の深層（深み）の

存在がその根拠となっているものなのであるから、いわゆる一般的なるものとして固定化され交換

可能なものとはなってはおらず、したがって、それぞれの人の〈私〉にとって特異で特有のものと

　してあるということができるものでもあろう。要するに、「意味」というものは、我々一人一人の、

389



そして子どもたち一人一人の交換不可能なく私〉のく生〉の深層（深み）の存在を肯定するその全

体的な在りようにおいては、そのそれぞれの在りように特有のものとしてあるところの何ものか（＝

感じ、など）であるということができるように思われるのである。

　ところで、この学習活動において、予想される子どもたちの活動としては、石、小石、流木、貝、

砂、ツル、（ダンボール）、などに対して、えらぶ、つなぐ、ならべる、あつめる、くっつける、か

さねる、たてる、おく、うめる、わる、むすぶ、ぬる、まく、こする、はる、くだく、などの行為

をあげることができる。ただし、それらの諸行為は、明確に分かたれて理解されうるようなもので

はないであろうし、また、それらは、さらに組み合わせられたりして展開されていくことになるも

のでもあろう。

　「意味」とは、たとえば、以上にあげたような行為をするであろうところの、それぞれの子ども

の（〈私〉における）活動のそれぞれの過程において生成されるものとしての特有性であり、また、

それぞれの子どもが（その〈私〉において）、友だちと共同的に形成しているといえるところの活動

の脈絡のそれぞれの過程において生成されるものとしての特有性であるということができるもので

あると思われる。言い換えれば、それは、対象（材料、そして白らがっくりだした〈もの〉あるい

は自らがっくりだしつつあるくもの〉、そして友だちがっくりだした〈もの〉あるいは友だちがっく

りだしつつあるくもの〉）ないし環境（状況）との相互作用、あるいは他者との相互行為の過程（＝

状況）のそれぞれにおいてっくりだされるもの、さらにいえば、そのそれぞれの過程（置状況）の

その都度毎において、重層的に、多元的に、多義的に決定されるといえるものなのではないか、と

いうことである一附言すれば、先にあげた諸行為の意味も、そのようなものとしてとらえる必要

があるといえるだろう一。

　先にも述べたように、予想される子どもたちの活動として、たとえば、石をえらぶとか、あつめ

るとか、かさねるとか、つむとか、色をぬるとか、ということが考えられる。あるいは、そこから、

また、えらぶとか、あつめるとか、ということも考えられる。そのような予想されうる諸々の行為

のうち、たとえば、一つの石をえらぶというとき、そのとき、そこでは何らかの適しい意味がつく

りだされていると想定することができるだろう。というのも、そのとき、その石は、それ以外の石、

あるいはそれ以外の材料とは、少なくともその子の〈私〉にとっては感じを異にしているといえる

からであり、そのとき、その石は、それまでにはなかったものとして、その子の〈私〉の深み（内）

において分節化（＝：「意味」化）されることになるものと思われるからである。つまり、ここでい

うところの、その「えらぶ」という分節化の行為は、（精神X身体としての）身体の両義1生に基づく、

かかわり一かかわられる、という岡時的で相互的な関係性においてはじめて成り立つといえるもの

であり、したがって、何ものかをえらぶ（えらんだ）という（外的な）行為は、その内（深み）に

おいて、それまでにはなかった何らかの分節を行うといえるものであると思われるのである一え

らぶということは、すなわち、区画的に何ものかをあつめるということであり、したがって、新し

い分節を行なうということであると思われる一。

　とすれば、その「えらぶ」という行為の主体として想定されうるその子の〈私〉は、決して、そ

こでその都度毎に切り結ばれることになる関係性を外から愉している主体であるというわけでは

なく、むしろ、その都度毎に切り結ばれることになるその関係性において、新しい「意味」ととも

につくりだされるものであるということができるのではないか。逆に言えば、「意味」とは、ある特

定の状況において（あるいはある特定の状況として）切り結ばれることになるく私〉とく対象〉と

の相互的な関係性（たとえば〈私〉が或るひとつの石をえらぶということ）において、あるいは、

ある特定の状況において（あるいはある特定の状況として）切り結ばれることになるく私〉とく他

者〉との相互的な関係性において、その都度毎に新しいもの、すなわちそれまでにはなかった何も
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のかとして生起し、展開するといえるようなものであると：いうことができるのではないか、という

ことでもある。

　三味」とは、その都度毎の相互的な関係性の在りよう（織りよう）において生起し、その本来

的な動性にしたがって展開していく（織りかえられていく）ということができるものであると思わ

れる。そして、そのことが、ひとつの脈絡、あるいは物語とでもいうべきものを形成することにな

るともいえるだろう。とすれば、教師自身も、教師自らのく私〉を開き、そのような子ども一人一

人の〈私〉の文脈と対話することが必要であるということになるだろう。なぜなら、そのような位

相において自らを開かないかぎり、子どもの論理を理解することは不可能であるといわざるをえな

いと思われるからである。

　さて、以上のような「意味」の生成・展開の文脈は、また、〈私〉の不断の解体一構築の文脈とも

いえるのではないか。言い換えれば、それは、切り分けることのできない精神＝身体としての身体

性の文脈において、その身体の深み（＝深層意識）の存在を根拠とする、その表層をも含めた〈私〉

のく生〉の全体としての在りようの不断の更新ということでもある。したがって、そのく私〉の不

断の解体一構築とは、言い換えれば、その〈生〉における表層としての、いわば外なるかたち・何

ものかの不断の解体一構築と、その深層謹真相としての内なるかたち・何ものか（＝根拠）の不断

の解体一構築ともいえるのではないか。そして、その両者は相互的に関係しているということもで

きるだろう。

　以上のことから、この学習活動においては、子どもの活動の外側；表層的な面だけをみるのでは

なく、そのことと不可分な内側篇深層的な面をもみていく必要があるということになるだろう。教

師の予想を超えて広がると思われる子どもたちの活動の、その表層をも含む深層（＝深み）の在り

ようをとらえることなしには、子どものく私〉の在りよう、つまりはその生成・展開をとらえるこ

とはできないと思われるからである。そのためには、教師（そして大人）が自らのく生〉の深みの

存在を肯定し、子どものく生〉と、そして子どもの活動の深みと相互行為的な関係を取り結ぶこと

が必要であると思われる。

（2）学習指導要領との関連

　この学習活動にかかわる低学年の自標および第2学年の内容として次のことがあげられている。

　○演標

　　・材料をもとにした造形活動の楽しさを味わい、材料から豊かな発想をして、進んで造形活動

　　　ができるようにする。

　　・表したいこと、つくりたいものを自分の表現製作の方法でつくりだす喜びを味わうようにす

　　　る。

　　・かいたり、つくったりしたものを見ることに関心をもち、その楽しさを味わうようにする。

　○内容

　　・材料をもとにして、楽しく造形活動ができるようにする。

　　　ア　身近な自然物や人工の材料の形や色などから思い付いた体全体を使う造形遊びを工夫す

　　　　ること。

　　　イ　身近な自然物や人工の材料の形や色などの特徴に関心をもち、それらを並べる、積む、

　　　　組むなどの思い付いた造形遊びを工夫すること。

　　　　子どもたち一人一人における〈私〉と材料との相互作用、そして〈他者〉との相互行為

　　　において、〈私〉みずからにとっての新しい憶味」（感じ、等）を、それをつくりだす行

　　　為をも含めてつくりだそうとする子どもたちの姿を保障することができるようにしたい。
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そのためには、その場（状況）において、教師もその〈私〉において子どものく私〉へと

開かれていくことが肝要であると思われる。

（3）学習活動の目標と内容

　（a＞副票

　　・材料をもとにして、それらの組み合わせなどから、自分らしい発想をし、活動を楽しむ。

　　・自分らしい発想（置思い）を楽しみながら、さまざまな活動を展開していく。

　（b）内容

　　・材料などをもとに、自分にとってのゆめのかたちを思い付く。

　　・思い付いたことをもとに、材料をえらんだり、あつめたり、くっつけたり、きったり、とつ

　　　たり、しながら、薪しい思い（篇ゆめのかたち）をつくりだし、展開していく。

　　・その都度ごとにつくりだしたものから、さらに発想して、自分にとってのゆめのかたちをっ

　　　くりだし、自分らしい造形遊びを楽しむ。

（4）評価

　（a＞評価の要点

　　ア　材料などをもとに、それとの相互作用や、友だちとの相互行為において、開かれている。

　　イ　自分なりの発想、方法で、活動を楽しんでいる（もちろん友だちとの共岡ということも考

　　　えられる）。

　（b＞評価の場と方法

　　　子どもたちの活動の意味を一義的なものとして枠付けないようにすることが必要である。子

　　どもたちが、自らのく私〉における相互作用ないし相互行為において新しい「意味」（感じ、思

　　い、等）をつくりだそうとするその場そのと：きを、教師もその〈私〉において共感的に了解し

　　ようとすることが肝要であろう。したがって、教師もまた、子どもたちのく私〉に対して、し

　　たがって、その場や状況に対して開かれていなければならないということになる。

（5）準備

　（a）場所：長野市立豊栄小学校リラホール及び周辺（雨天時：体育館）

　（b）材料や用具：

　　・院生が準備するもの

　　　　海のもの（石、小石、流木、貝、縄、など）、ハサミ、接着剤、ガムテープ、セロテープ、

　　　　紐類、色ペン、絵の具、筆（刷毛）、ツル、ダンボール、など

　　　　＊ツルなどは、あらかじめ、適当な長さに切っておきたい。また、ダンボールも適当な大

　　　　きさ（小さめ）に切っておきたいe

　　・子どもたちが用意するもの
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3　学習活動の展開（90分）

・予想される教師くのく私〉）の提案、および活動と流れ　　　　・予想される茅ども（のく私〉）の活動と流れ　　…

　ゆめのかたちってどんなだろう　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

：墓に畿な簾灘　／V音謝た膿欝だ∵・…の感・・…凝・・

謂レや議撫劉∵蒋熱
子纈㈱とと樵獅棚識監 @　　　　ノ　　　／　　　　　　ノ　　1
材辮を昆たり激つ紛’匂いを嗣いだ蓼滴　　　　　友だちに見せたり　　　　　’　〆／　　　おきかえたり　ならべかえたり　　　　　　　〆

讐簗貿綴織藩i∵謬：1：誌
　そのと甑帯磁齢の㈱におい℃芋ども　　　　友だちのとくっつけたり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆”　　思い付いて

た。一人噸㈱欄。う。鰍胤　　くみあわ獣・り　　　　他の欄をえらん樹　　 ／　　くみあ雛た琴
　また子どもたち「人＿人のく私）と歴る蝦　　　　　つないだり　　　　　　　　　　　それと　くみあわせた弓　　〆／　　　　　　ならべたり

灘羅製尺〆1〆／幽幽＿
のく私〉の生成・展伊南ようとともに、子ど

灘蘇驚郷〆 Q弐／
一一
f

そのことから、子どものく粉の在りよう彼成・

灘醗〉．そして（〈私〉の）聯」の隔りよう（生

戒・展翻）をとらえるために1嵐その透甕の外材

慮表覆的な面だけをみるので陰なく、そのことと

不鮒な肉測零深層的な面をもみていく必饗があ

るということになる。なお、そのようなとらえが

磯となるために［ま、教節が自らのく生〉の深み

の葎在を雷噛するととも鳳それと子どもの㈹

の深みとのあいtdlnVSWを取り織S：こ

とが不瓠欠であるということになるだろう。

？

友だちのとくみあわせたり　つなげたり

友だちのほうにくっつけたり

交換したり

そこから　また自分でえらんだり　ならべたり

くみあわせたLj　色をぬったり

さらに　友だちといっしょに

つくっていったり

一洗一一一　〆副 ?ﾆ三二明朗認

ノ

・教師

みんなのゆめのかたち　いっぱい

また　そこから気に入ったものを　’t’i7’

えらんだり　くみあわ鋤たり

お　　　 ~
Z　，．s’　　　友だちとはなしたり　　　　　／

　　　つぶやいた琴　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　〆／　つくったものを

　　　　　　　　　　／／　　ならべたり　おき

歯／鐙且、鐙

＿レ／1滋辮瀞〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　友だちとはなしをしたり　つぶやいたり

友だちといっしょに　また健の四目をあつめたり

ならべたtj　くみあわせたり

2
そこから

あつめたlj

また

あったかな

　友だちにあげたり

友だちからもらったり　．’

えらんだり　　　　〆〆
　　　　　　　一一t“tl“：1［

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／㌔麓懲

キー滋訟欝鵠二難撫
片付げながら　また　えらんだり　あつめたり
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長野県長野市立豊栄小学校2年生（男子Aさん）の事例

　T：教師⑳1：犬童、T21秋山、　T3＝佐々木）

時

。：oo

O：24

O：42

1：15

1：21

1：40

1：45

2：32

2：50

Aさんの活動の展開（他の子どもたち、教師とのかかわり）

「こ浮こうやって切るんだ、ぎしぎしって」と言って、（ダンボールカ

ッターで）幽こいる友だちのほうを見ながら、何かを切る身振りをする。

手にもっていたダンボールカッターを目の前の木の上に置く。

rにおいする。」

校舎の側をみる。

小声で、「なんかいまOの回しなかった？」

「0の」と言いかける。

「うん」と言って立ち上がる。

隣同士にいた友だち二人と校舎のほうに走って移動する。

394

他者とのかかわり

T1：「いろんなかたちのものをもってきますっていったんだけど、いろん

　　　なかたちのものをもってきました。0それで、このまえいったよ

　　　うに、ゆめのかたちを、自分の思い思いのね、かたちを叔つくっ

　　　ちゃおうかなあっておもうんだけど、どうかなあ」

子どもたち＝「いいよ一」

T1＝「い一い？j

うなつく子どもたち。

T1：「じゃあ、みんなさ、どういうものがあるかちょっとみてみる？1

子どもたち：「うん」

T1：「じゃあ、　tr　2／r　3）みてみようか」

子どもたち：「はい」

T3＝「みてみよう］

材料置き場のほうへと移動する。

友だち：「あ、あれはなんだ？なんだこれ」と言って、何か樋料を手に取

る。それを友だちにわたすが、材料置き場に戻される。

友だち：「こえ一」

友だち：「こえ一な一、これ」と言って何か材料を指差している。

友だち二「これ、なんだ？」

友だち：「たこ糸」

友だち：「たこ糸」

T3：「うん、いいよ、みんな、もっとさわってみたり」と言ってはなしか

ける。

「あった一、あった一」

T3に選んだ流木をわたす。

「こうやって戦闘開始」

「両津かんきちってなんでもできる」

「あ、これ、なんかおもしろいもんできたじゃん」

友だち＝「あ、ほんとだ、」

「みずいうもある」

と言ってAのつくったものを手にし、みる。

友だち：「うん？」

友だち：「ちょっとあっちのほうへいってみよう」と言って立ち上がる。

G：「とれた一」と言ってT3に見せる。

T3、それをみてうなつく。

H：「これ、あたしが0した」と言って、流木で地面に何かしている。

1：「これ、木だよ」といって、丸くて白い流木を手にする。

それをみて、となりにいるHも流木を見始める。

別の友だち、Jがやってくる。

「かいがら一］（？）と言って、Jが手にして戻した材料を手に取り、　H

は「こんなかにね、いっぱい、アリ、入っている」

友だち、頭に小枝の束をのせて：「ヘーイ、カモン、ベイビー」。一度頭

から落ちるが、また乗せる。

「おれさまは、かいごろしだぜ」



3：22

3：53

4：0n

4：iro

4：25

：45

4：48

4：58

5：02

友だちの頭（顔）に、赤くて細長いものを近づけ、くっつける：「びか一

びかだ、ぴかぴか（？）」

別の友だちの材料を見ながら、材料置き場に沿って、ゆっくり横に移動す

る。

Tlの用意したペンをみて、

「いいの？」

「イェイ。イェイ」

ペンを手にとってキャップをとろうとする。（が、きつくしめられている

らしく、なかなかあかない）

「らくがき」

「なくならない、これで」と言って、ペンをもって移動し、

「らくがき、らくがき」、

と言って、何かを手にとって少しはなれ、しゃがみこんで何かをかいてい

る

貝（の内側）に何ものかを描き、T2に見せる。

「ほらj

自分でそれを見て、見ながら、またさっきの活動の場所に戻り、しゃがみ

こむ

貝の内側に顔のようなものを描いている

友だちがやってきて、手にもっていたものに興味をもち「お一、0ちゃ

ん、それいい紅これて（手？）」といって友だちのつくったものを手に

する。

もどす。

Bが、「はまんなくなった」と言いながら、小さな貝を耳の中に入れる。

Cがそれを見て1「みみせんだ、みみせん。おれもみみせんやろ」といい

ながら、貝をさがし、比較的大きな貝を手にして、耳に当てている。

E、針金のたばのようなものを手にしてT2に見せる。

T2：「0のときにっかう」

E　：　rol

T2：「ああ」

同じグループにいたBが貝を手にし、目に当てたりしている。

B、材料をいろいろ見ながら、「また、どろぼうしてこよう」

C＝「貝殻マニアなのね」

Bが、帽子をかぶった頭のうえに何かを手でおさえてもっている。

そこにT1がペンをもっていく。

T1＝「ぬっちゃう？これで」

B：「ぼくのあたま、こういうもんがついてます。」

Tl：「おお、触覚かあ、なるほど」

Cl「貝殻マニアなのね」

T1：「あっ、貝殻マニア」

B：それを頭⑳につけたまま手にもって「ぴかぴか一」と言って、別

のところへいく。

Cも：「いいの？」

T1：「うん、いいよ」

Cもいっしょに、となりでペンをあけようとしている

　　　　　　　　「貝殻マニアー」

「よ一し、じゃあ、らくがきしよ、らくがき」と言って別の友だちがやっ

てくる。

「らくがき一い」

「らくがきだ、らくがき」

「らくがきしようぜ、らくがき」

「らくがき」

その向かいがわに友だちがきて、何かの材料を何かをかいている

T2：「おつ」

「まず、みみにはいるものさがさなきやあ」

友だちがつくったものをもってAのそばにやってくる
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5：31

5：39

6：17

6：21

6：33

6：38

6：41

6：55

7：06

7：16

7：26

7：27

7：35

7：37

7：49

7：57

そのあと、すこしのあいだ、自分のつくったものをじっと見て、

「できた一」と言って立ち上がり、つくったものを、目の前のほうの材料

の置いてあるところにおく。

材料置き場を見る。

Dのつくったものを見て＝「なにそれ」

「けっかよ」

Alそ睡見る

藤壷ち診1ミ悪事欝場｝こ何かを探しUN6．

辮・題・こんt・，・…1ん・・見・・姫・顧・・隙し‘（s

と7：1りのD儀見せる。

・奉・対・て・うil・をか・、

ilのふたを叫貝に鱒・ていく　　　　r一一一
「R、血まみれの只、血ま脚則と言って、Dに色を塗った貝を見せる

「率双ズ睦・と・畔・…色…て・・

　「Dl血まみれの貝；のろいの貝あげる」と言って、目の前のほうに放り出すよう

iにしgeecく

iそ曜すぐに⑱・あげて随まみnaのろ・唄」といD一（．・Dに見せる．

i叢1轡嘘　 　
’
！匂

…難業1塑騰㌻〆涙

“’t’

　““”’t

t．st

　　・．ヂ．

’“’t’

一s一

汁・盤台・・
　“．
一ir

登臨ie”＝

・のも・て・賄P・手・・IIき寵・き・貝㈹渤蝋・うわ・・う

えつ」と言って・再手で勲押了え・のけぞる

謬轡　1てD㈱
「もう瓶とｾT2の｝1うを見購ペンチ（？厩って立6thS

立ち．1…S・て・足？Zの材料舜見る

少し場所をずらしζ材料置零場のところにしゃがみこむ

何か（小さい貝？1を手に萱・て・元の翻こ戻ろうとS’6・

（なにかをふん　1）「イテシ、おあお一jと言いながら戻ってくる

しゃがんで「なお、こんなやつ卑つけた」と言ってDに見せる

自分の方にもどレ色を劉始める

立ち一lttOSり・「weき場曙うにいく

向かいにいる友だちのつくつ1いるものを見て・「（「fbド（？））・なに描

いてんだよ、そんなとこに」；

「それいい」

D＝「おれできたよ一〇」

D：「しり」

Dは、「ほら0のかお一」と言ってAに見せる。

うしろにいた友だちが「なにかけばいいの？」

自分のつくっていることに対して「これは黒」

（となりでまだ開いていない貝を開けた子どもたちが）「うわっ、きったね一、

うんこだ一」と言っている。

　　　　　　　　「きたね一一一」

「なにこれ」とD。

「くせ一。

くせ一、これ」とD。

T2：「くさい？」

　　　「せんせ、なにこれほら」

　　　「おれがやったんだよ」

「くせ・「。くせN一一・、くせ一i」

T2＝「ほんとう？ほんと、くさい？」

Drうん」

Aのそれを見つつもじぶんの方をやっている

「お一い、それ、つかえね、0つかえね一じゃねえかよ」

「えっ、つかえるよ」

「これいい1

v
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8：（）6

8二〇9

8：50

9：e4

9：13

9：19

9：23

9：41

9：48

9：54

IO：14

10：24

1e：45

1049

1e：59

11：｛｝8

11：17

A　A／ △

騰1議撚：講9i・L…一

「や・・ズシ・・とew・‘（・周りを見ながら・就描き始擁

噺陣もの力赫処’る（「のぐそ・と書照尉

外離郷分に同じようなものをいくつ力描いていく

“、醸湿

声の劇点る

韓緬，。。、と言。て木。蹴、。を。せ、

「診ふ藤齢一運

丁丁風・に拠輔ら、ま淋に描き始める

・亟計うん・・といって下餉い磯きのける

・鯉瀬野・……・肇ん崔だ」といっζ見せる

　　　　　　　　　　．9－『．・【’’”「’

C．、・・L’「’9

蛛u，L・・9．層．

・鯵・鯉ぺ・嚇蟻「嘗樽これでし輔？うら・うら」と言つ℃戴を紺ながら鮒くは徐れて；いって「血蒙みれのうんこにしてやる」

　　．．．・…』ド’『
@，，P・L’

墜・うi・…ずらし瞼・い・てぬ・て・・
．．．、・・『』’”9

…

「醗ざ・て藤材・な…ら鱒・うん＝・・b・ふ・ふ・ふ・ふら

ふ脅榊「ローリング」

あたり凄みまわしている。

「よ ﾍめてペン蹴をする・

「ふ？塘で甑ふ雌
ペンｶ解がふっとんで9t＝・

しばE’く塾號みわたし・

轟難え篇撤る蹄欄をえ蜘？）

「らくがきほ一だい一」

鷺i認騰しゃがみこん構などを見嘱

「うわ、きたないやつだ」

開こうとしかけて、となりにいた友だちに、「におい、かいでみ」と言う。

それを見て、緑のペンをもち、立ち上がる。

ペンのふたを取り、「おれも描こ勇と書って、ダンボーールを探す。

ダンボールを手にし、材料置き場から離れると、研目の上で、少しあたり

を見園した後、しゃがみこみ、ダンボーールに何ものかを描き始める。

「これいい3

「おい、これ、（？）0くんも（？）」

「きれいないうができるよういん」

fらくがきしてる」

「チッチッチー・r梱チッチ」

「チッチッチー、チチ・・・…　」

「らくがき、き（ひ）ご○だ、いったい」

「ほんと、ほんとま

fらくがきしてる」

「ほら見て、光った。」

「すごい」

「色やったら］

roくん、色やったら光ったよ」

「0だ、光ったよ」

rどうふいふSxM…」〈E）

「チチチッチッチー…」

．．．．t．t・一一・ tfなおき、こっちのほうがたのしいそ一」

　　e弓rlのほうを見て？）iあ、そっちのほうがいい一」

j1＞（そのことを受けて？）「でも、おれ、こっちのほうがいい一」

1うんこ一」

「あ、ひかった、ひかった」

Eは、「ほら、F君、見て、ひかった、ひかった」と書ってとなり

にいた友だちに貝をみせる

となりの友だちも自分のつくったものをEに見せる

FA君、できた、ほら」

ダンボールで腕をたたかれ、ジこれ、みてみ、だれかのうんこ」
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11：27

11：33

1141

11：42

12　OO

12）06

12：16

12：22

12：35

12：44

12：50

12：53

12：57

1305

13mo

13：12

13：15

13：22

13：34

13：37

13：50

13：55

1359

1403

14：11

14：18

14：28

△

二二；癖蹴し一一わきに
ペンを置き・何かを探してい奔

馬の材料置き場のほうへと走っていく

ダンボールカッターを借りる

け
ど
受
も

り、走って戻る

とき、途中の砂利のとζうにいたグループの様子を少しみる。

ダンボールカ・ターewか ﾓ・El’・・・・…1・me・場・…見…

しや力靴みダtZIK一ル ﾓうとし始める

しかし、うまくいかず、材料置き謁のほう（そこにいる友だちのほう）をみる

自

いてレ

赤く

その

野にあるダ轡を1たり購囎獅うへ「m

丸い輪のよう榊のを男にしている

、自分の後ろにあるダ睦ボールへと向きを変え、また切り始める

歳灘購獣鵬タ　をダ　
があいたのをきっ力瞬にして、残ボー一・7・カ。ターを肋している

「ふあい（？）i「だφだ」と壽って、ダンボールカッターをもちあげる。

一度おろす。

白雪轡噂
「・縦ろ・べﾏ・｛・・

鐘欝轡　

（無言）

となり1の欄曄蹄友だち僻をみている　　　／
ダン咋ルカ・洗堂も・て・｝元の自分の場所に戻・てくる　〆

齢葛鎌ll（地看を指してL”N6？）　，・

曝矯「髄㈱畑獺レ〆
「D・ほら・ PんこFきる」

（ダ淋一’》坐ろうとするカs・）

「うわ一、できねえ、ぜんぜん」

「うわ、きれねえ、D、うんこ」と言ってダンボールカッターを鞘に戻す

「ドシッツドシッツドシッツ」と言って鞘に収めたダンボールカッターで

木をつつく

ダンボールカッターを手にして周りをみわたす

「D、なにかいてんの？」

立ち上がり、砂利のほうへいく

まわりをみわたす

針金を手にし、（ほどいて取ろうとしてか）枝の下でふる

「気をつけてね」（院生A）

D二「0だよ1

「いくね一よ」

と言って、Aのそばにやってくる

「ほら、みて」と言ってじぶんのつくったもの（貝？）を見せる

Dはまだしゃがみこんでいる

Aを追って立ち上がり、

「ねえ、A君、これみて、ちょっと、ちょっと、これ見て」と言って、うれしそ

うにAに見せる

！　「こんな01とD

　　「うらやろ」と言って、元の自分の場所に戻る

「ん、O？」

「緑取られた、じゃ黄色でいいや」
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14：36

14：42

14k14

14：55

15：10

1524

15　26

15：32

15：44

15：48

1606

16：16

16：18

16：30

16：32

1637

16：40

16：50

1659

1703

17：05

17：22

17：29

1732

17：37

1751

17：53

18　04

18：10

18：18

T
G

△

奪地面に嘩ダンボッ・カ・ターを手1・して立ち一lttOlり・別のと・

へv堰fこうと肇

寒き饗へと戻ってきv（’　1（llE］iErhWなが6’その下瞳

「それ、くせ一‡、中身」

しろをむいたiり・となりをみたりしている

　　置き場のほiうを見たりしている

ms“一ルカ・7．一をもったまま・元の場所1こ戻り捌・また稠のほう

こ行ったりし　　る

しゃがみこんで、ダンボールを切り始める

ダンボールを、切ろうとしているがなかなか切れない。いったん止める。

その後、そのとなりにあったダンボー嘱こ、「ぶつさし」といってダンボールカッタ

“をｳ　　　プ

・も P・帰塵・・・…：・一・・・…一・・ささ・たma’・も・一…そ・

㍑瀬膿，としa、。＿／ヲ
撤扇勘ルを9・堅瀞癒・Lt

匡枚目をさす

。

「なにが？」

「しない」

「へんなかお」

「う一ん」といって四枚目をさそうとする

「くしざしにするぞ」

「のぐそもくしざしにする」（前にダンボールに緑のペンで描いた）

が一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’、

liたを二度ほぎ変える臓から縦、縦から横にしてさした）　＼

「ささった」

「うん、り・・←でいいな・

灘1∵礎瓢慰りot’IL－f21”6

ζ講，幣脇窯畿りさそうとし一（s手を刃ブ

・・た・・…て
狽撃撃梶E・う桁・欄・…a）・・を見・…　y

もとのダmu一ルを yしたりしたところにもどって“〈s「ダ）’n「’v・ここにある

二野くしざし轡できるだlt’　‘しざしに」と’まわりをみるように

「うんi

二回目

三回目｝

「くそ、

「だめ

や一」と1’つてさすが・ささらず「だめだ」

うまくいかず

、さされるほうのダンボールを手にもち折ったりしながら試みる

こうなつtcら、くお一、く一」

もとのものをととのえて、新たに、ふりおろしてつきさすようにしてさす

「ビシツ。よっしやあみ」

ささった箇所を押さえ、

「D、いっきに三連発」

さした状態を整えながらもち、たちあがる

友だちがふたの閉まった貝を開けようとしている

ro］

「のぐそもくしざし？」

「ささる？」
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18　27

1834

18：45

1854

18：56

1901

1907

19：14

19：17

1923

19：26

19：28

19：32

19：35

19：39

19：43

19：49

19：56

⑪o

r
20

Q0

η9

Q2

ﾀ
％
凱

20

Q0

Q0

Q0

Q0

20：38

eo49

20：51

2059

21：11

A
－

また、しゃがんで、新しいものをさそうとする。

「グシッ」（一回目）

「グシッ1（二回目）

「よっしや」

，粛
　　　うすこしでげ、…もう少しで限界する。これが」といって、つくっ
　　1
た寧持ち上iX　Ea）t711．一プにwwいて言う・

「う夕が一1とさしたところを押さえながら言う。

近瞬きた友だ峰卒秦
「ゴーti（？）見よ寸寸て見学うとする

「（おれ？ミ）もう一華ってみる・㍗レンジ」と言って・さらにダンポ

：Vmae－F6－9－Sl　1　Llglee3SP

糠囎　轡一
ささつ攣とをたし、“めなカ1ら・撃さそうとする

「うつii

叢叢こん1噂暢ま励ボ　す
向こう，と手前の方奪見比2t；、手前㌍ダンボールの方にさす

1霧製琶
さしたどころを押さ峯、押§込むよ摯にする

・うあ骨んん・

1勢1こ雲」．

「D・紘ダンボー・・ ﾘ・轡・た・］

燃ダ描あった轡く1ざし眠ダン柵

「0した」

つくったも

もどってく

手にしｩ榊・・一・…

・ゆうたくh．ダンボー・・2gtあ・たの、iくしざしにLtCe

罐潔ン櫨あったの｝しざしにしtc’」

つくりだしたものをも・てDのと・ろ一早E

「あそこにあったダンボール、全部さし牟」

竹に穴をあけているのを見て、元 ころへ戻ってい

「まだまだダンボールあったらいいのにな」

「お、あった」と言って、「よっ」としてさした

「よしやあ」

つくったものを持ち上げながら歩き

「点った、紙」

つくったものをもってEのところへ行き、「ねえ、こ払どうしましょう」と言う。

「ここに絵を描く」を裏面を指差す

つくったものを地面に置き、Eの行為を見たりしている。

「自分の名前を節、てやる」

rA）

水色のペンで書く、「A」

4・・s

ttt“

「ここにあるよ」

「えい」

子ども：「T2せんせ一い」

　　　　「なにかであなあけてO」

「ウヘツ」

「（こえ一）」

「フフフフ」

F「えつ」

F　r・…．．］

「おお、サンキュ、ありがとな」（院生B）

E　「フフッ」

「おい、ちょっと、

水色ない？0くん」

「かして」
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21：14 名前を き終え、ペンを貸す。

21：18 「み 」と言ってもちあげる

21：21
「自分の名前を叡・た」 と言って、つくったものをもちながら立ち上がる

rA君…」

21：27 友だち すれ違いざ聯 「いあお一」 と言う。

その友た ちを追うよ う蘇る

21：34 「ダン， 一ルを（全部） 紅さした」と言って別の友だちの前で上にあげる 友だちは、それを見るが、 別のところへ行く

その場 回転して右手で持ち、友だちの行為を見る

21：42
…

「D君、すごい」

rEち ん」

21：50 「ん？」

「あ、 やなくて、Dli

21：52 「みど 、かして」

緑のぺ’ を借り・その峯にしゃがみ甑

ダンボ をさしたもφを手に取る

22：01 緑のペンで何ものかを描きi始める

22：29 「D、みろ、へんな0、もんな0」

といってDに呼びかける…

金 院生B「なんてかいてあんの？」

22：37 「わすれた」
…

ゆ 「えっ？なんでかいてあんの？」 といって文字らしきるかたちをひとつひとる

「わすれた」 なぞる

「むちゃくちゃにかいた」 i
22：43 …

22：45

「なんて力噺・てあんのかな一？」

22：50
「これもぶつさせよう1 》

「できる 00j 「手一、よごれた？」

といってダンボールをいくつかさしてつくったものをもちあげて、

「0 いくそ一」 D：「おれ、手一よごれたよ、 ほら」

と言って右手に持ったダンボールでつくったものをさす。

22：57 「バーン」

23：01 「おしい、 いま、ささった、 D、い一、OO」 と言ってD を見左手に輪切りに

した木をもつ
Dは、Aの右手に手をかける、 「いくよ一」

．．9．，・囲’”9”

23：06

Aだけで、 もう一度たたきつけるようにさす

　　　　　．．，．一・’’’”
@　，一．・・…9－”『囲’
D，．．．・一・’’”－’

「かして一」と言ってD｝よ Aの右手に手を力斗ナ、 木からダンボールをはずすよ

23：07
うにしてもちあげる

23：12
…
き

D：「どれどれ」といって、 カッターに手を力紺ながら、ダンボールの下を覗き

… ．．．．…’9’層9’ 込む
　9．層．，…“「’L’”

．．．．・脾幽L「’9’

23：13 Aも一緒に覗き込む
　　　．－．．・…一’’”9’
@“．，…’9’．一’

もちあげる。 ▽

ダンボールがいくつ力斗輔れてくる

「うわあ」

…
そのまま木にさす

23：16
…
… 「ダーン」

そのまま押し付ける

23：17 Aも一緒にカッターの柄をもっておしつける
　ア

Y
i≒．．．　　　　　　　　　　，ド．

Dと二人で「緒にもちあげる
ノ e．＝．　．．、

23：21
「ウヒヤノV＞VVV・」

　　　　　　！
crO」、！　　　　ノ

「漏．．

！ ﾈ餐：．．．．．；

！ 遺．響r噛墾

！

「0 O みろ一」と言って立ち上がり、「かして、 D」と言って
！

23：28
！

Dがもっていたダンボールを受け取る 〆

2331
「うおあ一」 と言ってもちあげる

D：「おちた一」！
，！

！

呂 ’

r”

「うえ一」

！
　
・
．
’
　
　
〆 別の友だちが、おちたダンボールをもって、 Aにわたそうとする

〆　〆　　，’

「は一い」
　ノ　！　！～　〆

「ねえ000」

23：37
うが一」 といってもちながら、中央のほうへ出量行く 〆

．
～

！

…

∀房 μ
「う一、 たすけてくれ一、 Eく一ん、おちる一」 といいながら、Eの
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2347

23：54

24：15

24：36

24：51

24る7

25；09

25：13

25：16

25・23

25：31

25：43

2547

2549

25：57

26：13

26－20

％
幽
％
％

2659

27；06

27：12

A
A
・ 承

～

ほうへいく

その後、方向を　1L、元の場所のほうへと慈どっていく

「ぐるぐるぐるぐるぐるぐる一一・」

「D、みろ一、おちないそ一」

「ここにあったのぜんぶさした」と友だちに言つぐいる

…た・・を・・てしゃがみ・む @｝　1「う一うが一．うがうがうが」と言ってつくった15のの底に新たにダ封ボーrルを

さそうとする

「いくそ、D、のぐそ一」

総；＝慰∴　齢響聖

堂；凝　つく　もち轡
「あ噌撫う’（fhSいたい」

・う琳伽A　　　　　l
；罐㌻細細瓢継留一・・と

「（ぶつさ劣こうげきtlと言って、また、置いた木にさす

「ばぎゆ一ん」

「ばぎゆ一ん」

と言ってさし、させて穿きたものをもちあげる

島；撫熱隷蟹つつ桝さわ轡

畿鶴よ鱒と試つくったもツ鱒に轡ようにし

ll欝難禦惣1；敷背

5欝　と　轡　　中央
「つぎはなにをさそう0」と言いながら材料置き場に沿うように歩いていく

○・αのとi・ろで「窪いたかったよ・≠言う

元のほうへ b�ﾏえて・「こんどまた弩てこよう・紘。から」

1魏鷲轡　∵
「のだいくそ一x・れをぶ・St・・の木11

しゃがみこんでさす、「うおあ一んんん1　1

　1影」チつ」i　　　　　　　　　　／
木をさし、右軽艇体を押さえなが昏左手で木をささえ、たちあがる

㌫瀞穿下蘇ζれ嘉元レ二等のほうを見る

つくったものを地面に叩くようにして置く「ど一ん」

両手をたたき、はらうようにする

そばにあった草のようなものをつかむ

すぐ手放し、叩きつけたものをもちあげる

逆さにして裏面をうえにし、上からダンボールを2回たたく

「一気におちろ一、ざ一ん」と言って、さしたダンボールを叩き、振り落とす

「ざ一ん」

別のところへ行く友だち

「ぐうえ一」と言って姿勢を折るE

院生B＝「ちからもち一」

、
対

　「Aく一ん、0だ、0」（F）
．；7
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27：15

27：24

27：25

27　28

27q7

27：53

2800

28：12

2827

28：29

2841

窮
4
7
翻

銘
聡
％

2902

05

M
η
鵬
凱

29

Q9

Q9

Q9

Q9

蜀
船
引

四
2
9
2
929；50

研
粉
面
覗
⑳
翫
％
認

羽
3
0
3
0
3
0
3
0
3
0
3
0
3
0

㎝
聡
胆
羽
㎎

30

R0

R1

R1

R1

31：21

カッターをややふるようにする

「一気に落ちた」

　ッターをもちながら歩き、まわりのようすをみている

魯面にあ・た鞘をつ焦眉ようにし一（・他嚇轍だち）のと・

ろへ行く

i・ど．一一んだ。、そんな、。かよ」

＃わりのようすをみながら・ew置き場に沿・てみていく

財を手にとる

替料の置いてあるところを跨ぐようにして飛び越え、中央のほうをあるく

轄ちがカ・ターで木anっているところ1こ行き・切っているところを見

る

「いて一」と誰かが大声で叫ぶ

「いて一、からだんなかありはいった」

鎧1議さ きいた材料置き場のほうへ行く

、足で たりしながら、見たりしている

…野灘嶽謙恥Φ
　　　　　　　　　　　発泡・チ≒攣・・そうとす・

《 材料を持ちな杢ら、一回転する

〈一一

　Xsi

2回目にささる

魏・素意・緬㈱・・淋・・そうとす・
　　　　　　t，，，　11，SNi　　　　　　　　　　　　A

膿い

レ
目

げ
．

＿一t徽』

右手・それ・・ち鵬・た材肺野騰i

聖鱗運転轟黒一一さる
飛贈諜蕩灘響　　擬す・

2t6ptQSbdli6t6pt　as

一…〉しゃがみこ弊・別の園芸こレも・ていたものをたたく

別の淋攣こしsも・て！1t￥S－Sのにさそうとしている

・・?@　　＼
講謄セ璽鷲謄竺
両方を手放す

白mo木に手をhW．次に齪趣ナる

足をはずし、手は力射たままで三足もとの材料を見る

一idil［liE－il；s　b　s」（3　zmuceEiiicHsc6　XY

両手で触りながら、別の材料置き場のほうへ行く

材料置き場に沿いながら、元の場所のほうへ行く

途中で、別の材料を手に取る（さっき取った流木はもっていない）

また、さっきの場所の方へ戻り、緑色の網を手にする

　すぐ、はなす
　　　　　　　　　　　　　　　　　w

材料行き場を歩いている途中で、さっきとったものを手放す

木に手をかげながら材料を見、ペンチを取る

ニッパーを手にする

ストッパーをは：ずそうとしているのか、なかなカytずれない

それをとった足元の材料置き場にもどす

承れをとった足元の材料置き場にもどす

騨央のほうへ出て、別の友だちのところへ行く

曇初の場所のほうへもどり力滑るが、また別の材料置き場のほうへと行く

ダンボールカ・ターを手に取る

最初の場所の付近のダンボールの置いてあるところに戻る
1（［D，）

客ンボールカッターをダンボールにつきさす

1雰ぢ一」 △

v v
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△ △

「ザし、 ずし」

…

と恥って9回さし、できたものをもちあげる

31：33
さえながらさしている

31：37

R1：40
「いっきに、 おっちろ「、えい、ば一ん」

と言って振り、落とそうとする

カッターごと、落ちてしまう

「よし」

その後3回目にほとんどがおちる

31：48 といって手にもっている残りを振る

31：53 のこった一枚も振り落とそうとするが、おちず、手で落とす

31：57 カッターを鞘に収めDのところへ行く

32：15 裏をとおり、 真中の材料置き場のほうへ行き、ロープを手にする

32：16 ロープを手放す

32：34 一回転して戻ろうとするが、また返して、別の材料置き場へと向かう

別の材料置き場を見るが、また、返して、真中のところへもどる

32：51 そこで地面に置いてあった流木をカッターで切ろうとする

32：55 が、 カッターを鞘に収め、立ち上がり、元の場所に戻ろうとする

33：03 輪切りにした木を取り、持ち上げ㌔それを持って中央のほうへ行く

33：13 友だちの近くに行って、木を地面においてしゃがみ、カッターでっきさす

33：35 8回さす

3338 横にして切り始める

33：43 横をつっつく

33：46 右手にカッター、左手に木を持って、たちあがる

33：50 さやをと りにもどる

33＝54 元の場所へ戻っていく

34㌶｝1 木を地面におき、カッターを鞘に収め、裏から、反対側の材料置き場のほ

うへ行く

ダンボールカッターをいじりながら、友だちのところに行く

34：25 「なにつくってんの一j

34：43 たちあがり、 真中の材料置き場のほうへ行く

木と木のあいだに網を張っている（院生A）

そこに行って、胸を張り出し、網にくっつけるようにする

（「（うわ一、 にんげんを）」） 「つかまえちゃうそ一」 （院生A）

34＝57 院生Cがガムテープで網をつけようとする

35て〕2 「ガムテープもあるの（ぞ）」

35：12 0
●　　　ρ「　　　　　　　　　　　　，・　　．’　・　’　曹

35：33 端の材料置き場に行き、流木に乗りながら、材料を見ている 1　　　　　　　　　　　　　　　　　：3」図　　　　　　∫咽駒、

35：42

R5：49

そこをこえて、　　　　　　　うらがわにいく

^中の材料置き場ふきんに行く

・・． ｿ　　．
@　　　　　　　雛隷”
@　　　　　　　　　　峯．
’　　　　死

35：59 Dのところへ行き、
告　　。．轄

r

」

「D、 なんか0」 ：「え一？」
@　「　　　　　　　＝コ

　　　　　＿　　．＿一 　　　　　　　　　　　　　　　げ
　　一．一 　　　　　　　　　　　　　　　　　＝「＝C

36判）2
「O」

　　　圃　r　一　．@　．一　幽　r　一
D一　． ，　　　　　　　　　　　　　　　＿　兎・

36：05
r＿”一D　．一

＿＿ラ「つくってるよ」・ 「きて」

一一「圃

「なに？」 　　　　　　　一@　　　　　一ｮ一一　
　　　　　　…「こういうの」

36：13
「それ、 どうしたの？」 「え一？」

1
一「それ、 どうすんの？」一

一　一

一＿一一
「これつくっ なんかするの」

「オ
んか？」 ゆ

「なんか」

＿ノ36冴0
「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　rう
ﾁ同ければ。」　一一一　　　／ 　　．

uだからくっ けようとしてんだよ」

「おれもやろ」
〈き～～　　　　　　～　　　　　　　　　一一～

＼
「ここにまだ こくさんあるから」

噛おしえてやろか、やりかた」～一　～　、　一

@　、　　　　一　．
『～
R＞　　　　「これ、

やりかた、やる？」

▽
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衡
凱

36

36：55

37垣）7

37：17

37：34

3749

37：53

37：58

38；04

38：11

⑳
羽
㎎
聡
籾

認
認
銘
認
銘

soO7

39：20

3927

so：39

3949

coe3

A
「カラフルに」

ノ
「そう、カラフルに」

「最初に好きな色を塗って、全体に」

「ぬったぞ、D」

「ぬった」

／．．一／

（「え？」）

「ぬった？」

「ちがうやつをか一？」

　　　　　　“

　　　　　　　＿．一．一一t．．．．＿＿＿．＿．．．．．＿「そしたら、こんどは、また、すきないろを、ぬんの」、「このうえにかさねて1

　　　　　　　　　　　　　　　　「そう」

．／　　　　・oじゃ・くてもいいよ、

鴫驚」ζ能ア∠～一
「むちゃくちゃへんないうになった］と言ってDに見せる

　　　　　　　　　　　＼レ

「ずしずしずしずし（ここは）」

，これでオ。ケー、　〈一『

　　　　　　　　　　　　．x

　…～一一一 ﾎ〉「こんどぜんたい（でなくても）」

〈｛！一一一一一一一一一一〉・お・、それ・暁・・、

　　　　　　一．一〉それでWt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

：”’’’”一…～．．
j「で、こんど0」

1認茄一♪「これなんか、くっつけてくる一」

「そ、三回ぬんの」

一一t二二：二二き

「ふく一？」

「ふくの一？」

一一・

　　　　　　　　　　　ド＿＿一一ニニー t〉／／

「Aくん、そしたら一、これでね、このぐらいとってね、これ、ふくの」

と言って木の削りくずを取って貝を内を拭き始める

ゆ　　　　　　A
　　　　　　　　　　　　　乱．．＝Xt！

・ウ・vv・一］・・颪拭・終わ・た後・繍可脚（で

・れ…も見せ・・←一～．プピ／　　＼一”・一．一一

膿鉱硫福晶《三ヨ＝一⊃三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s－s－s

野諾…・言・て見・・

　「おれ．こんなんなった」

「あ一、こんど、こんなんなった」

貝を持ってたちあがる。Dの反対側こ行きロープを手にして、その欄こさつきの

貝をつけるようにして、「ここにくっつけて、これでここになげて、あたまにが一ん」

と言って、貝を頭にぶつけるようにする

貝とロープを手にもつ

材料の入った箱のほうへ行き、セロハンテープを手にしている

布を持ち上げながら、箱の中身を見ている

貝とロープを持ってまた、中央のほうへ戻ろうとする

「Oよう」と言って中央のほうへ出る

ロープをもちながら、ガムテープを探しに行き、取ってくる

取って、元の場所の近くに戻り、座る

「あ一、切れん」

ガムテープを切ろうとするが、なかなか切れず

「これ、きれん」

「切れん、（どうしたんだ）、切って」と韮澤さんのほうへ

「切れない0」

「うん」

「うん」

「いいよそれで］

「ここにくっつけて」

と言って、貝をロープの先に置く

「アノv・」

T3「いいものもってきたね一」

「このぐらい？」

「このぐらい？」

「このぐらいか」

「よいしょつ」

》
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4e：21

40：25

40：31

co：48

41：23

41：25

41：29

4134

4149

41；58

e：11

42：18

摺。

ﾅo

@
昭

姐
“
　
姶

芝9

R1
娼
娼
娼

4341

4351

くっつける

「これで0」

「（もいっこ）」

「できないとおもう」と言いながらガムテープを切ろうとする

「いつもなら、できる（って）」

「いつもならできる」

「んっ」と言って切る

「こっちにはる」と言って、さっき貼った裏側に貼ろうとする

「もいっこやろ」といってガムテープを切り始める

切る

もう一箇所貼る

もう一つ切る

「（で）きた一」

まわすようにして貼り、「できた一」

にれでなげて誰かの頭にゴーン」といって自分の頭につけたりしている

「これでいい」と言って、もって、たちあがる

「（D）できたぞ、ゴーン、ゴーン」と言って自分の頭をたたく

「これでね、どっhSこね、なげてね、ひとのあたまのところにゴーンてあたる（ん

だ）」

「ここに目艮一力 けばね」

「眼一描くか叶」と言ってしゃがむ
　　　　　　1

ジ＼一

鷲舞舞、
「どしどしどしど1し」

　　　　　　　…
「へんなひと1　i

　　　　　　　ミ

凝興野こんなふ

　　　　　f

一一

　　　　　一x

　　　　　　　　　　　x．
　　　　　　　　　　　　　’x

　　　　　　　　　　／

うになったの」と一　て見せる

「ほら」と眼をカいたがわをみ

　　　　　　　　　　／

ロープの反対側を手にし、結び目を解こうとする

結び目を解き、「よし、これをなげて、どっhXこなげる」と言って肩にかける

貝のついたほうで地面を2回叩く

「（びしつ）」

「ここせまくてできない一」

と言ってロープを束ね、体に巻く

体からはずし、まとめる

「よし、これでいい」

まとめたものを両手で頭の上にあげながら、「つぎ、なにつくろう」

つくったものをもって、別の材料置き場のほうへいく

材料置き場のほうを見つめる
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「おつ」

「もうちょっとか一？」

「できる一？やってみるか一？」

「えっとな一、ちょっとかしてみ、いっかな」

「できる一？よし、じゃあじゃあやってみよう」

「いつもQきょうはできるか」

「おっ、できたぞ一」

「う一ん」

「できたできた、できたぞ一」

「オッケ」

院生C＝「これなに1

「あ、そうなんですか」

「わたしへびだとおもった んですよ」

・・…一躍w
「眼＝かいたらどうなる

×li・

＼
＼

＼
＼
＼

×

だろう？」

院生B：「みしてみして、みして」

「う一ん」

「あ一、いたいたいた1

「なげた

らひっか

かるO」
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46：ss

4701

47：16

47　26

47：31

聡
聰

47

ｩ

材料置き場の中から白くて太いロープをえらぶ

「なわの一〇〇た」

ロープを持ってもといたほうへともどろうとする

「D、へんなやつはっけんした」

と言ってロープを見せる

「へんなやつはっけん」

ロープを少し振ったりした後、地面におき「なにつくろう、これで」

「もっといたいのつくろう、ここにあたったらいたそう」と言って、ロー

プの逆の端に輪切りになった木（最初そこに何ものかをえがいたもの）を

あてがう

いったんはずし、につちじゃないとできないな」といって、ロープの反

対側をもつ

その端を木の上におく

ガムテープを取ってくる

ガムテープをちぎって貼る　　　（うんこ、くさい）

もう一箇所、ちぎって貼る　　　　〆

「よいしょ」

「どうした一？」　　　　　ノ

［o］

　　　　　　　　　．i．

ガ
．

「いや一、くせ一」

ガムテープをちぎり、貼る

もう一つ切って貼る

さらにもう一つ切って貼る

　「0とれちゃう」

もう一つ貼る

もう一つ切って、付け根のところに貼る

　「おいしよ」

「あ一あ一あ、お一、できた」と言って持ち上げ、また地面に置く

もう一つ切って付け根のところを貼る

Fはがれないようにした」と言って、もち、たちあがる

「これで〇二個」と言って地面に（並べて）置く。

真中の材料置き場のほうへ行く

「次は、OD、こんど、これつくった」と言って見せる

真中の材料置き場のほうへ行く

網を手に取る

「ずしずし」と言ってもってくる

「さらばだ、さらばだ、さらばだ」と言って、逆の端を持っている友だち

から持っていこうとしている

「くう一んん」

「ふんにゃ一」

「ずし、ずし、ずし、ずし」

と言って引っ張り、取ったが、転ぶ

その場に座ったまま

「なにつくろ」

網を持ったまま立ち上がる

校舎の裏のほうへ走っていく

（もどってきて）

流木に網をガムテープでつけようとしてならべている

ガムテープでつける

「0でた一」

「00こつちまできてるんじゃんか一」

「わ一〇〇」

（うんこ、くさい）

　　　A

友だちが手元の何かをさわって

「うわ一、きたねえ」

FOJ

「におい0」と言って友だちが貝の内側の匂いをかがせる

まわりの友だちも走っていく

（なにか降っている）

友だち「（あめふってる）j

院生B：「たまにあめふんの？」
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48：22
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ngO4
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50：26

se：40

50：56

51：15

5132

51：46

51：55

5169

5203

5209

52：18

52：34

52：36

5302

53：14

53：16

「よいしょ」とtってガムテープを貼る

「いたくないやつできたぞ、こんどは一」と言って、緑の網をつけた流木

を手にして振り回す

「こんどいたくないやつつくった」と言って振っている

「いたくないやつ」と言って、地面におき、うらのほうから、材料置き場

のほうへと行く

端の材料置き揚がら細いロープを手に取る

ややもどりながら、流木を手にして戻る

ロープをつけた流木を振り子のように振ったりしている

3回目を足でけったりしている

4回目を手に取ろうとする

受け取り、

「これ、まだ00」と言って、地面に置く

「ちがうよ一、ぜんぶここにおいてある」

うらのほうへいく

端の材料置き場へ行く

「つぎな（い）」

「もうない」

「ティラ、チラチ」

真ん中の材料置き場のほうへ行き、流木と黒い輪のようなものを取り、輪

に流木を通したりしている

「これでいいな」

「よし」

「よし」

「というか、へんなやつ」

「う一」

ガムテープをちぎり、それで流木と輪をくっつけようとするが

「だめだ」

「ここでいいな」

くっつける場所を決め、ガムテープをちぎる

しかし「あ一だめだ一〇」

もう一度ガムテープをちぎろうとする

ガムテープをちぎり、両者を併せて貼る「よしっ」

二箇所目を貼る

三箇所目を貼る

「よいしょ」といって、くっつけた輪のほうを上にしてもち、たちあがる

「ブォッブォッ」といって、黒い輪のほうを頭につけたりしている

「こうやってひとのあたまたたくの」と言って自分の頭を叩いている

つくったものを地面におき、また裏のほうへ行く

端の材料置き場のほうへ行く

流木のようなものと、細長い流木を手にとり、

「第二弾をつくろう」

「こんどはこれで」

「これでこうO」として、自分の頭をそれで叩いてみている

もとのところへもどり、ガムテープをちぎって、「第二弾」と言ってガム

テープでつける

ガムテープをちぎって貼る

「よ一し、できた一」

つくったものをもちあげる

「あめがやんだ一」

T3：「せんせいにもやらせて一」と言って借りる

Aのほうへと振る

5回振る

「へえ一、おもしろい、ありがと」と言って返す

「え一、それ、もう、おわりなの一？」

「そこにおいてとつとくの一？」

「いろ、いろいろ、なんかにてるのあるね一」

T3「次のは一？］

「どんどんどんどん、なんかふしぎなのいっぱいでてくる一」

院生B「なにそれこんど」

院生B「う一ん］
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ss：34

ss：48
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56：56

5703

57：11

57：17

57：21

5727

57：32

57：36

57：43

5747

5752

「ちょっと（ゆらゆら）してる」と言ってもう一枚ガムテープを貼る

「よし」といって立ち上がる

それで自分の頭を叩きながら、

「ぽつぽつ」

地面におき、裏のほうへ行く

端の材料置き場のほうへ行く

はうようにして材料置き場のところへ行く

緑色の丸いものを手に取る

一番端の材料置き場のほうへ行く

FO］

真ん中の材料置き場へ行き、流木を手に取る

流木の端に緑色のものをつけようとしている

強く押したためか緑色のものが一部欠ける

「どうやってOl

「またガムテープでやろう」

地面の上にセットしてガムテープに手をかける

友だちのほうを振り向く

「0か」と言いながらガムテープをちぎる

ガムテープでつける

もう一枚ちぎって、はる、うまくっかずに、もう一回はることを試みる

くっつく

「お一」と言いながら、つくったものを手にもって立ち上がる

頭につける

「ん」

「ぼ一」

「わかんない」といいながらくちをふるわす

「わかんないぼうし」

頭からはずす

とびはねながらうらのほうへいく

端の材料置き場のほうへ走っていく

真ん中の機に張ってある網を見る

うち一本の木につかまりながら材料を見る

足元の材料を見回す

黒い丸いものを手に取る

すぐ地面に落とすようにして置き、別の黒いものを手に取る

手に取ったものを持ち、材料置き場を出る

また材料置き場を見て、赤い棒のようなものと手に取る

それを黒いものにつけようとする

赤い棒を一旦置き、黒いものの方を曲げたりし始める

また、赤い棒を手にとり、さそうとしたりしている

両方をあわせてもち、たちあがり、元の場所のほうへと戻ろうとする

会わせたまま地面に置き、ガムテープに手をかける

ガムテープをちぎる

くっつける

くっつけたものをもちあげる

「お一お一」と言って、黒いもののなかに手を入れる

自分のほうを向けて地面に置く

．ガムテープをちぎろうとする

ガムテープをちぎる

くっつける

つくったものをもちあげ、くっつけたところを確かめるようにしている

くっつけた黒いものの中をのぞく

広げたりしながら、もちあげ、のぞく

「O」（よいしょよいしょよいしょよいしょ）

黒いところを下にした頭にかぶる

「じゃ一」

頭から落ちる

「おお一」
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友だち：「よしできた」

院生B「0ちゃん」

「フフフ、今度はなに？」

「わかんないぼうしか」
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oo32

「おちるぼうしだ」

もういちどあたまにのせる

rOちゃう」

頭に乗せたまま手を離す

「おお一」

「お、むずかしい」

と言うが、落ちる

「お一、おった」

もう一度頭に乗せようとする

「おお一おお一」

落ちる

「おった」

おちたものを地面において、立ち上がる

「つぎなにをや0一」と言って、裏から中央のほうへ行く

真ん中の材料置き場で流木を手にする

手にした流木で、置いてあった流木を叩く

流木を手放し、そばにあった枝を手にする。

その枝も手放し、そばにあったロープをつかみ、ひっぱりだす

ひきだしてきて、それを見て、「おお一、おもしれ」

両端を引っ張り、塊になっているほうがはずれてきた

一瞬見て、地面に置く

ロープを揺らしたらいしながらいじっている

「（むちゃくちゃま）」

左の肩に担ぐようにしてかける

無視（？）している

よけるようにしながら、ロープを持って材料の置いてあるところに行く

ロープのはしが草に引っかかり、それをとっている

手で束ねるようにして持ち、真ん中の材料置き場のほうへ行く

輪切りになった木を手に取る

にれでいいな」と言って裏をとおり、元のところへ戻ろうとする

木とロープを地面に置き、ガムテープをちぎろうとする

ガムテープをちぎる

ロープを木の上に置く

ガムテープで貼ろうとする

ガムテープで（おしつけるようにして）貼る

（「うっ、ちょつ」）

ガムテープに手をかける

ガムテープをちぎる

ガムテープをちぎり、はる

「う一、できるか一1

「うに一」

と言って持ちながらたちあがり、

「できた一」

右手でロープを持ち、左手で木を持ちながらぶら下げてみている

「よいしょ、う一」

といいながら、ロープをたぐり、木を下に落として、それを引きずるよう

にしていく

「お一お一お一お一お一」と言いながら引きずっていく

ひきずって行って壁にはりっく

ロープを手繰り、木に近いほうを持つ

もって揺らしている
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「こんどなはに？」

「おちるぼうしか一j

「ほら、ほらほら」

「0み」

友だち：「Oかくこしな一jと言って木（竹）でつくったものをかまえ、

Aに向ける

「てめ一をうっ」

「でででででででで］

「あるこ、あるこあるこj

「できた一？」
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山
田
磁
磁
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ゆらしながら、

「ほ一い」といって、木を前のほうに放り出す

また、手繰り寄せる

ロープをもちながら、「むちゃくちゃのなわ」と言ってもとの場所のほう

へと行く

元の場所のほうへ行き、前に作ったものと一緒に置く

置いて、裏のほうへ飛び跳ねていく

端の材料置き場のほうへ行く

「なにこれ、これ、これなに」といって右手で地面のほうをさす

「これっかっていいの？」

「じゃ、これっかおう」

と言って黄色いプラスチックの捧を手に取る

右手に持って頭を叩いたりしている

端の材料置き場の端に行く

「OO（ねえね、これでね）」

落っことす

ひろう

右手に持って真ん中のほうへ行く

左手に合わせ、叩いたりしている

真ん中の木を回り、材料置き場のほうへ行く

なにかを、黄色い櫓こあわせるようにして選んでいる

それを置き、

石を選び、耳の脇に持って行ったりしている

黄色い棒に付けるようにして両手で持ち立ち上がる

元の場所へと戻っていく

地面において座り、ガムテープを手にする

ガムテープをちぎる

黄色い棒に石をつけている

新しいガムテープをちぎる

はる

「よいしゃ一」と言って石をつけた黄色い棒を手元に寄せ、もつ

石をつけたところを触ったりしている

ガムテープをちぎる

つける

ガムテープをちぎる

はる

もちあげる

「お一、できた」

「これ？」

「これ、こうやってかたたたきするの」と言って自分の肩を叩く

「いい？はい」

12回叩く

「（石）でかて一」

「あ、このうらもくっつける」

「（うら）、とりf｝す’い1
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院生B「ん？なんだろ」

［o］

「ん、いいんだよ一、いいんだよね一」

院生B：「できた一？」

「こんどなに？」

［o　？1

「んん一、そうか」

「ちょっと、たたいてくれ」

叩くリズムにあわせるように「ん・ん・ん・ん・ん・ん…」

「うん、こんどこっち」といって反対側の肩を叩いてもらう

「んんんんんん」

「ん、いい、ちょうどいいなあ」

「ちょうどいいそ一」

「ん、んんんんんん」

「ん、ありがと」

カ一だもらOへん
」
一
一

う
ん

「
　

「
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68：4e

「とれやすくなる」

ガムテープでくっつける

「より、これでいいな、これでいい」と言ってたちあがる

「おいしょ一」

裏のほうから、材料置き場のほうへ行く

端の材料置き揚がら流木を手に取る

両手で持ちながら場所を移動する

また、端のほうに戻り、材料を見ている

一旦しゃがみ、黄色いものを手にとり、また、立ち上がり流木の先にそれ

を差し込むようにしてくっつける

それをもって場所を移動する

元の場所へと戻り、しゃがみこむ

ガムテープをちぎる

ro］

先端につけた黄色いものをガムテープでくっつける

rO］

「できた一」

「ウフ、ヘヘー」

「これ？」

「こんど、」

「ぜんぜんきかないかたたたき］

「ぜんぜんきかない」

「（ぜんぜん）」

「ぜんぜんきかないかたたたき」

地面に置く

材料置き場のほうへ行く

一H瞬振り向く　「う一ん」

はしっていく

材料置き場から流木を三本くらいえらび、もち、たちあがる

元の場所へ戻って、しゃがみこむ

ガムテープをちぎる

流木を十字に交叉させてはる

ガムテープをちぎる

かさねてはる

もちあげてゆらしたりしてみている

ガムテープを貼る

ガムテープをちぎって貼る

一瞬持ち上げ、地面に軽く叩くようにして置く

また、ガムテープをちぎる

はる

流木を組んだものを裏返す

裏返したところをガムテープで貼る

一旦持ち上げ確認するようにしてまた置く

ガムテープをちぎる

はる

ガムテープをちぎる

はる

つくったものを両手で持ち、もちあげる

「うえい、できた一1と言って見せる

院生B：「できた一？それな一に？」

「こんどな一に？」

「うん」

「ウフフフフフフ」

「どれどれどれどれ」

「どれどれ」

「おつやさしいね」

「やさしいそ、やさしいそ」

「こっち、こっちこっち、こんどこんど、こっち」

「うんうんうんうん」

「んん、ありがと」

院生B：「なに、こんどなに、こんどなに？」
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os：42

68：44

os：46

os：49

os：53

6901

6906

69：11

69：14

69：28

69：31

6937

69’42

6943

00：46

6952

69：58

70壇｝7

70：15

70：23

7034

70：37

70’42

70：50

7054

70：56

70：58

71頃｝3

7105

71：10

71：13

71：14

71：17

71：25

71：31

71：38

7141

7151

7152

71：54

72：04

72：11

72：14

7224

72：30

7242

「ひご一き」

「でもとばない」

「えっ？」

「とばない」

地面に置く

裏のiうへ飛び越えるようにして走っていく

端のElt料置き場のほうへ行く

流木を踏みながら、足元を見ている

・やP瓶淋・・塘
魎紳く（3回
流木奪回撮び・一本置く

まわ Pをみる

別のDを左手一（Y）h）O

地面t｛　egとすようにしておき、別の枝をえらぶ

選ん韓を流木にかけたりしている

枝を腺に置く

沐を左手に持ちながら小さい流木を選び、流木につける

ま鯛」の淋をえ6U’・対になるようにつ・ナる

左手購とめて持つ

さらにいくつかの流木を持って立ち上がる

元の場所へ戻る

ガムテープを切る前に、流木に交叉するように小さい流木を置く

別の少さい流木に換える

ガム芳一プをちぎる

木を ﾖさせるように甑ガムテー　ftsく・つiナる

くつ Hけてうらがえす

位置を整えている

「ううん」と答える

st

t．st．

・醸・・れだ・、と・・。・・pm。・。た・・藪露

li奪
うら準えしたりし参がら、また地面に置く

1」の小さい流木を添える

ガムキプに手をかける

韻一プ響

欝竺ン捻嬢はる

もち高ﾓ・な捗膳賊
「嘗畝淋舞えガムテープを
ちぎ季、ガムテープ費はる

算瀦振る

．
層
’
．
層

　
，
．
層

．
9
ノ

別噂木をthてくる

「あ葛？」

足元をさがす

「いｴこれでも」と言って淋をあてカ‘う

ガム渉一プをちぎり、流木の位置を合わせて貼る

▽

413

院生B：「ひご一き、お一、ほんとだ」

「かっこいいそ、でも」

「かっこいいそ」

友だちが、「これだれがつくったの？」

「Aくん、つくったの？これ」と言って黒くて丸いものに流木をつけたものを持

ってAに聞く

「Dく多つくった ？J

〆腕撫つ・軌
「じゃ、おれ、つかおう」



72：48

72：57

7301

73n5

73：11

73：19

7321

73：23

73：28

73：30

7334

73：45

7347

7349

73：55

73：56

7357

73：58

7401

74：08

74：16

74：22

74：26

74：28

74：33

74：46

74：ss

75：11

75：24

7531

7537

75UK｝

75：42

75：45

75：50

75：59

〈
！、

裏返して置く

ガムテープをちぎり、貼る

もって、方向を変えながら

「おお一」と言って立ち上がる
．．．．一．一．．．

　　s・一一．

　　　　　　一x　　　　　　　　　　K　　　　　　　　　　　　　x

「

立

も

r

いしょjといつ

じゆつ、じゅつ、

上がり、ペン

青のペンを取る
じゅつ）」と言って、流木の先端に描く∠ざ’

のところに置く

’ってきながら、「できた一」と言って、つくったものをつかむ

一毒
にふ・ ﾌコ

「へんなひと」

　　　　　　　rtt．！　　　一一一．圃．＿＿t

　　　　　　v．Gttt’t

とれちゃいそう1±・ちの足が」と言ってガムテープをち幽、はる

「おおお一」

と言ってもちながらたち騨一一一一一一．｝，m一

「おおお一」

と言ってふる

）x　　　　ss
つくったものを、前につくったものを置いてある場所に置く

立ち去ろうとしながら、振り返る

t．．

「うん」

「うん」

x一一

一一
うらから材料置き場のほうへ行く

端の材料置き場でしゃがみこむ

流木を二つ選び、十字に交叉させている

したのほうにもおく

真ん中の流木の向きを変える

したに置いていた流木をそれに沿うように置き換える

そのあいだに、うえにおいていた小さ目の流木をはさむ

手前の流木と小さ目の流木を重ねるようにしておく

ばっの流木と小さ目の流木を合わせたりしている

地面に置き、また別の流木（ここではじめてでてきた）と並べたりしてい

る

その三つをもって立ち上がる

「よし」と言って、もち、元の場所へ戻ろうとする

元の場所の近くにしゃがみ、ペンを取る

元の場所に戻り、流木を置く

青のペンで、一本の流木の先端に描き始める

二本目の流木の先端にも描き始める

三本目の流木の先端にも描き始める

「できた一」

ペンを返す

「できた一」と言って三本を「緒に持ち上げ、院生Bのほうを見る

三本を見せる

院生Bの前に並べる

ro］

「よしjと言って三本を持ち、立ち上がる

院生B：「ん］

「なに一？

「ひと？」

「どれどれ師どh］

「お一」

「アノvv、

〉

「お、いけるいける、いいじゃん」

院生D：「ここにおいてあるのはぜんぶきみの？」

「こんなにれ・ぶんあつめたの？t

「あ一〇」

院生Bl「できた？」

「できた？」

「どれどれ」

「みしてみしてみしてみして一」

rん一」

「おっ、三兄弟だ」

「ほんとだ一、OOね」

「うん」

414



76C3

76：15

76：19

76・27

76：37

76：42

76：50

76：56

77：（X）

77：18

7721

77：28

77：30

77：42

7751

7757

78：06

78：09

78：14

78：21

78：25

78：37

78：39

78：53

78：58

7901

79：05

79；07

79：11

79：13

79：16

7921

79：33

79’44

7949

自分でつくったものを置いてある場所に置く

裏のほうを飛び跳ねるようにして材料置き場のほうへ行く

端の材料置き場のところへ行き、しゃがみこむ

流木を二つ選び、十字に組む

地面に置き、新しい別の流木と三つで組み合せる

真ん中に横になる流木をもう一本増やす

最後に付けようとした一本を除き、三本をもって立ち上がる

はしってもとの場所にもどる

ガムテープをちぎる

流木を十劉こくっつける

小さめの流木を下のほうにつける

うらがえす

ガムテープをちぎって貼る

持ち上げながらうらがえし、

「できた一」

「ひこうき2号」

院生Bのところで見せる

「（できた一）」と言って、自分のつくったものを置いてあるところに置く

裏から材料置き揚のほうへ行く

端の材料置き場で材料を見る

材料の置いてあるところを跨ぎ、反対側へ行く

真ん中の材料置き場を見る

材料のおいてあるところに入っていく

rol

石をいくつか取る

石をもちながら青のペンを取り上げる

反対側へ回る

元の自分のところに戻る

石に何ものかを描き始める

「できた一」

「こんどはいしつころ」

「いしつころ」

「ほら」

「いしつころ」

「（あと、もう）こんなにつくったぞ、おれ」

「お一おお一おお一」と石をもちながら言う

「え？j

rうん］

立ち上がろうとする

「うん」と言って移動しようとする

棒のようなものを持ちながら、裏のほうに行く

真ん中の材料置き揚のところに行く

しゃがんで、石をもつ

地面を削ったりしている

石をいくつかもって立ち上がる

少し移動して、隣の様子を見る

415

「ん」

院生B：「できた一？」

「お、こんどはなに？」

「おお、2号だ一」

「いっぱいできたね一、う一んん」

「できた？」

「こんどは、いし一〇な一に？」

「いしつころ？」

「お一、ほんとだ」

　　　　　　T3：「時間だなあ」

「お一」

「うん、かわいいね、うん」

「いっ薗・できたなあ」

「これみんな、Aくんつくったの？」

「Aくんみんなつくったの？これ1

「Aくん気に入っている？」



sog2

8｛｝；14

80：24

80：46

80：59

8102

81　09

81：15

81：30

81：40

81遜5

8M7

81：55

82て）4

82：07

82：13

82：24

82：32

82；36

82：40

82：〈14

82：48

82：55

83e3

83：16

83：22

83：28

83：39

83’41

8ti：el

石を材料置き場のところに置いている

またとなりの材料置：き場を見る

真ん中の材料置き場に返り、見る

しゃがんで何ものかを選ぶ

それをもって、端の材料置き場のほうへ行く

そこで流木を取り上げる

二つをもって真ん中の材料置き場のほうへ行く

通り過ぎて、窃分の場箭のほうへ行く

渓りかけて真ん中の材料置き場のほうへ行こうとする

木につかまりながら材料を晃ている

材料置き場に入り、何ものかを選び、裏側に抜る

端の材料置き場のほうを見ながら元の場藤のほうへ戻ろうとしている

「よいしょ」

自分の場所に曲る

青のペンで流木に侮ものかを描き始める

Fおれ、こんなにやった1と醤って自分のつくったものを置いてあるとこ

ろの搦差す

ギおれ、こんなにできた」

石・翼にも色を塗っている

「イA、できた一」

にんど、棒きれと、着と、貝」

賄と」

「貝」

fイA」と言って、カメラに向かった澗手でピーースサイン

「イAjと言ってポーズを変える

ジよいしょ一まといってっくったものを持ち上げ、立ち上がる

畠分が作ったものを置いておいた場所に置く

端の材料澱き場で材料を見ている

流木を選び憤り上げる

しゃがみこみ、甥の流木と十字に組み合せる

そこに甥の流木を組み合わせたりしている

三本まとめて待ち上げたりしている

三本を持って立ち上がる

流木で左手を叩きながら真ん中の材料置き場のほうへ行く

材料置き場にしゃがみこむ

手に持った流木を材料選き場においてある流木におし当てる

それを叩きつける

r（なんにしよ一〉」と言って材料を見ている

材料置き揚を見圃し、一睡して、嚢ん中の網の張ってあるところに近け

く

材料の置いてあるところにしゃがみこむ

細長い枝を選び、取って、立ち上がり、移動する

材料麗き場のほうへ行く

材料の置いてあるところに入っていき、見る

そこからでて、Dのいるほうへ行く

416

友だちにんなにやまほどできた、Aく一ん」

「できた一一？j

rなになになに1

「うん、うん、石と貝」

rほんとだ一、棒と、

石と、

貝」

友だち：；ね、ぼくの手うつる一？」

；うつるよ一、ほら」

友だちは、fうつるうつる］といいながら手を振っている

「あ一、すげ、うつった一」

「ほら、Aくん、ほら、　Aくん、うつってるか？」

「フフ」

rよし一」

T1：砧うそろそろで時間だからね一一」

友だち＝「Aく一ん」

fAくん、すげ一1
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85：34

85：38

8539

85：42

85：50

8554

esO3

86：13

es・26

86：33

8641

es49

もう一本、細長い枝を選び取り、もって移動ずる

真ん中の材料置き場で何か選び取り、それをもって元の場所に戻ろうとす

る

自分の場所に戻り、しゃがみこむ

青のペンで、石に何かを描き、枝の先端に置く

ガムテープを手に取る

ガムテープをちぎる

石と枝の先をくっつける

つけたものをうらがえす

ガムテープでくっつける

もちあがる

石がはがれてくる

地面に置く

貼りなおす

上から重ねて貼る

持ち上げるが、またはがれてくる

「すtX・へんな（ふう）になった」

［oj

ガムテープをちぎろうとする

「う一んん」

ちぎる

くっつける

もちあげて「できた一」

「0」と言いながら見せる

「0に0した石」と言って見せる

後ろを向き、自分のつくったものを置いてある場所に置く

立ち上がる

「こんなのもってかれん」

「うん」

（しばらく自分のつくったものを見た後）

「どうしょう、これ」

材料置き場のほうを見ている

材料置き場や自分の足元を見たりしている

「あ一、おれ入れられない、おれ、いられ、おれ、いれられない、こんな

につくったから」と言ってビニール袋をもつT1さんに向かって言う。

「入れられない」

「おつきいのちょうだい」

自分のつくったものを置いてあるところを見ている

「これか」といって材料置き場の後ろにおいてある袋のところに行く

「あ一ん、これOしかないな一」

T3：「いいかな一、じゃあ、みんな一」

「もう、後片付けに入っちゃうから一」

T1：「じゃ、そろそろあとかたづけにはいってO」

T31「じゃあ、いいかな一、そろそろね」

友だち：「ねえ、あとかたづけする0」

「これはこっち置いとこj

院生B＝「できた、できた、んん一」

「みしてみしてみしてみして一」

「か一」

「フフフ」

「いつ融、つくったねえ」

「うん」

「みんな気に入ってんだな」

「どうしょうかな？」

「は一い、じゃ、そろそろあとかたづけしよっか、はい」

T1：「うそっ」

「はいつ、ふくろ、はい」

「もうちょっとおつきいの0」（院生B）

「はい、わかりました」（T1）

「おつきいのちょうだいって」とAへ（院生B）

「うん、ちょっとまってね一」（T1）

rO」（院生B）

「そう、それぞれそれぞれ」

417
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「あ一、やばいj

fあ一、やぶれてる一」

端の初料置き場のほうを見、そこに大きな袋を見つけ、行く

「あれ？」

rこれか一一一一」

「よいしょ一iと雷って袋を取る

袋を持って自分のところに戻り、

iこれ、こんなかにいれる一」

袋に入れ始める

「ちつこいの0」

袋を持つ

袋を持ち、口を広げる

袋のfiを動かしたりする

「これ、うちもってかえる（の）」

紛ないの」

「うちへかえるの一時闘かかる」

rうんが」

「あ一、あんが縛と雷いながら袋を持とうとする（口を広げようとする＞

Fこれもだな」といいながら、石を入れる

f5ああ一」と欝いながらDと一緒に持ち上げる

「（それいえる）」

「（いえてる）」

毘や一、と一、あんが一3と言って瘡に担ごうとする

「ん？」

紡ん、おもしろかった」

「うん」

418

「うん、それもらっちゃえ」

「やぶれてるのか一、だめだな一、あ、そうかr

Iあれ1

「これ」

fこれ、もらっちゃうよ一j

Dが入れるのを手伝ってくれる

「一気に入れたらO」

二つ目を入れる（D）

三つ欝を入れようとする

「Oすぎてはいらん」と書いながら入れようとする

rもいっこちょうだ一いって」（院生B）

「もういっこちょうだ一い」

三つ罠を入れる

四つ揖を入れる

「もてかえれるか一？こんなでっけえの］

「ふふ」（D）

「ふふ」（院生B）

五つ目を入れる

「うちとおいの一？三

罫ちかいの一？］

D：「ちかくな一い、だって、あかしばだもん」

院生B：「ふ一砺

Dが六つ臣を入れる

fこういう（いしも）さあ一」

と醤いながら入れる

「これは、おもて一ぞ1と言いながら入れる

石を入れる

じっと見て「おもた一い？」

罫ふくろやぶけるんじゃな一い？」

「Aくん、がんばったね一」

ヂAくん、

気持ちよかった？」

「気持ちよかった？」

高評
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「うん」

「うん、たのしかった、すコ・たのしかった」

「う一んと」と言って裏の壁のほうに荷物を置く

　　　L．　』　一」．．一曜　雫

v”

環．／’／

「もてる」

「だいじょぶ」

「うんが一、でも0」

「お一、やぶけた」

かついで、端の材料置き場のほうへ行く

一旦おろす

「うっしょお一」と言ってもういちど担ぐ

担ぎながら材料置き場のほうへ行く

「（あおもつ）」

「あ一、おもいっ、おもいっ」と言って歩いていく

よろけて、一一回わきに置く

「はい］

「わかんない」

「（これ、自分で持っていく）j

「あ一、おもいおもい1

「かたがいたい」

「こんなh9こ（棒）ある」

「これがある」

419

「たのしかった？」

「そう」

「うん」

D＝「すげ一たのしかった、（やって）よかったよ」

「ほんと？」

「うん」

「たのしかった？」

「うん」

つくったものを袋に入れてもって立ち上がる

「じぶんでね一、00」

「どうなってる？」といってカメラを覗き込むD

「ああ一、おれだ、おれ」

「今日の感想、どうですか」（院生B）

「う一ん、あのね一、はじめてこういうことやってね一」（D）

「うん、うん」（院生B）

「たのしかった」（D）

「そうか一」（院生B）

「どうでしたか？」

「あのね一、はじめてね、やってね、すっごくたのしかった」0

「よかったね」（院生B）

「もてるか一？

大丈夫か一？」

「あ、ほんとだ、よいしょっ」

院生C：「たいへんですね」

FOJ

「うん、おもいね一」

「どこまで？」

「わからない？（あ一、問題だな）」

「教室まで持っていくのかね一、ここにおいておくのかね一、わかんない

んだよね一」

「そうですね一」

「先生はどこ行った？先生」

「んじゃ、先生にきいてみよう、ね、先生に、置いときな、ここに、な、

うん」

「よ一し」

「ほら、かたたたきやろ、かたたたき1

院生CがAの肩をもみ始める

「これあんのか一、そうだな一」（院生B）

　　　　　T1：「みんな一、きいてますか一？」

「はい、いいですto｝・一一？」　（院生B）



91：10

91：20

91：25

91：40

91：56

92：01

後ろを向いたりして一回転したりしている

「う一ん、Aい、おいしょっ、と一、おいしよっと」と書いながら、袋を

担ぎ、真ん中のほうへ行こうとする

よろけて、袋を下に落とす

T1：ヂはい、また0」

T3：「○ますか一？」

「いっしiうけんめい、やりましたよね」（院生C）

「う一ん、がんばったんだよ一」（院生B）

ギじゃ、みんな一」（T3）

「みんな～」（T1）

「あ、はい、先生」

T1：「みんな一、きいてますか一？」

「あせ、いっ繊、かいちゃったねえ、みんな、かたち一、ゆめのかたちた

くさんできた一？」

「うんj

iうんG

うなつく

T1：；おっ、よかった一達

丁31「よかったね一」

「きねんにいっぱいとつとこ」

420



④えがくことからの活動（a）

図画工作学習活動案

日時：平成11年9月14目（火）5・6校時　4学年1組36名（男子19名、女子17名）

場所：新潟市立木戸小学校

授業者：秋山敏行

1　題材名　わたしのふし，ぎな世界をひろげて

2　実践研究の目的、及びこの学習活動について

（1）実践研究のB的について

　これまで、子どもたちの造形的な活動の多様な展開を可能にする美術教育の論理を構築するととも

に、それを実践化することを目指してきた。

　それは、子どもたちの造形的な活動の多様性が保証されなければ、子どもたち一人一人の〈生〉の

多様性は画一化され、〈私〉が立ち上がることはないと考えるからである。つまり、子どものく私一一

生〉の意味が、その外に設定された固定的で画一化された論理や価値基準等によって画一化されたり、

隠蔽されたりしてしまうことになると思われるのである。

　したがって、そのような、子どものく私一生〉の多様性の立ちkがりが保証されていないところで

は、その子の論理が保証されることはなく、その子のく私〉の存在そのものも保証されることはない

ということになるであろう。つまり、表層的な多様性にとどまり、本来の多様性の意味は隠蔽されて

しまうことになるのである。

　そのことから、ここでは、子どもたち一人一人のく私一生〉の多様性を保証するとともに、その存

在そのものを根拠付’けるものとしてく身体〉の意味をとらえかえし、そのことにもとづいて、表層の

展開の論理ではなく、深層的な意味をも立ち上げる展開の論理としての、子どもの造形的な港動の展

開の論理を構想した。つまり、そこで〈身体〉とは、その深みへと開かれたものとして、その子独自

の〈感じ〉やく考え〉、〈行為〉を保証するといえるものなのである。

　子どもの造形的な活動の展開の論理とは、そのような子どもたち一人一人のく私〉の存在（〈感じ

〉やく考え〉、〈行為〉を含む）のかけがえのなさの根拠であるく身体性〉のはたらきによって展開

されるといえるものである。それは、〈身体性〉をはたらかせてくもの〉やく状況〉、〈もの〉やく

状況〉とかかわり合うく私〉、そして〈他者〉とかかわり合うことによって、それらとのあいだに、

〈私一生〉の多様性、すなわち〈身体〉の深みを根拠として多様な関係性をつくりだし、自分なりの

く感じ〉やく考え〉、〈行為〉においてたえず組み替えながら、〈思い〉をふくらませ、新しい〈意

味〉を、それと新たにかかわり合う〈私〉とともにつくりだすとともに、多義・多様につくりかえて

いくという意味での行為の論理であるといえる。

　この実践研究は、以上に述べたような、〈身体：性〉のはたらきにおいて実現される、子どもの造形

的な活動の展開の論理を、具体的な子どもの行為の在りようからとらえかえすことにおいて検証しよ

うとするものである。

（2）　この学習活動について

　この学習活動は、子どもたち一人一人が〈身体性〉をはたらかせてくもの〉やく状況〉、そして〈

ともだち〉とかかわり合いながら、自分なりのく感じ〉やく考え〉、〈行為〉によって、〈思い〉を
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ふくらませ、薪しいく意味〉をつくりだし、多義・多様につくりかえ、わたしのふしぎな世界をひろ

げていくことを期待して提案するものである。

　そのため、ここでは、全版画用紙、共用絵の具、フデ、ハケ、ローラー、網、ブラシ、薪聞紙、な

どを用意することにする。

　活動は、まず、全野の画用紙に三人一組で絵の具をぬったり、ひろげたりしながら、友だちといっ

しょに思い思いのわたしのふしぎな想像世界をつくりだしていくことを提案する。そこでは、あらか

じめ決められた方向に向かうのではなく、そのときどきに友だちと相談したり（かかわり合ったり）

しながら、自分の〈感じ〉やく考え〉、〈行為〉などによって、〈思い〉をふくらませ、次々に活動

が展開されていくことを期待する。

　次に（門下）、自分の好きなところ、気に入ったところを切り取って、そこから、さらに切ったり、

色を塗ったり、組み合せたり、貼り合せたりしながら、思い思いにわたしのふしぎな世界をひろげて

いくことを提案する。

　子どもたちは、そこで、画面（ないし材料）とのかかわり合いから、自分なりのく感じ〉やく考え

〉、〈行為〉によって、〈思い〉をふくらませ、新しい〈意味〉（画面等）をつくりだす。そして、

それとの関係から薪たにうみだされる自分なりのく感じ〉やく考え〉、〈行為〉をもとに、さらに新

しい〈意味〉をつくりだし、展開していくことができると考えられる。そのことは、友だちとのかか

わり合いからつくりだされ、展開されていくといえるものでもある。

　そのことから、そのような子どもたちのく身体性〉、すなわち子どもたち一人一人の〈感じ〉やく

考え〉、〈行為〉を保証するために、それらを外的に機糊するものがより少ないく状況〉を設定する

必要があることになる。それは、外的な機制の強いところでは、その子のく身体性〉、すなわち、そ

の子独自のく感じ〉やく考え〉、〈行為〉は外的な門門の要求する方向性に統制されてしまうからで

ある。

　さらに、そのためには、教師が自ら〈身体〉を開き、子どもたちのく身体〉とかかわり合い、とも

にく意味〉生成の行為の場を形成していく必要があるといえる。つまり、教師は、自らのく身体性〉

をはたらかせることによって、子どもたちのく身体性〉をはたらかせた行為にかかわり、そこでとも

に薪しい関係をつくりだし、展開しながら、そのつどごとに新しいく意味〉を、それと新たにかかわ

り合う〈私〉とともにつくりだし、展開していく必要があるといえるのである。

（3）学習指導要領との関連

　この学習活動にかかわる中学年の目標および第4学年の内容として次のことがあげられている。

　○目標

　　・材料から豊かな発想をしそれを生かす体験を深め、材料に対する感覚などを高めるとともに、

　　　見方や表し方に関心をもって工夫して表し、進んで造形活動ができるようにする。

　　・友人の作品や身近な造形品のよさや美しさなどに関心をもって見ることができるようにする。

　○内容

　　・材料をもとにして，造形活動を工夫することができるようにする。

　　　ア　身近な材料の形や色、活動の場所の特徴などから思い付いたり、みんなで発想したりした

　　　　造形遊びをすること。

　　　イ　木切れなどの身近な材料の形や色などの特徴を生かし、切ったり、組み合わせたり、結合

　　　　させたりして新しい形をつくるとともに、その形から発想して楽しい形をつくるなどの造形

　　　　遊びをすること。

　　　　　子どもたち一人一人が〈身体性〉をはたらかせて〈もの〉やく状況〉、そしてくともだち
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〉とかかわり合いながら、自分なりのく感じ〉やく考え〉、〈行為〉を立ち上げ、〈思い〉

をふくらませ、等しい〈意味〉をつくりだし、多義・多様につくりかえていくということを

期待している。そのため、教師も自らのく身体性〉をはたらかせて、子どもたちがっくりだ

すく世界〉にかかわり合っていく必要がある。

（4）学習活動の鼠標と内容

　（a）目標

　　・材料などをもとにして、自分なりの発想（感じ・考え、など）をし、思いのままにかたちや色

　　　などを工夫しながら、自分らしい活動を展開し、楽しむ。

　　・自分らしい発想を楽しみながら、さまざまな活動を展開していく。

　（b）内容

　　・材料や活動の場の特徴、友だちとのかかわり合いなどから、自分らしい発想をし、楽しみなが

　　　ら、活動を展開していく。

　　・友だちといっしょにつくった徴界（画面）から、自分なりの世界を見つけ、切り取り、わたし

　　　のふしぎな世界をひろげていく。

　　・思い付いたことをもとに、材料をえらんだり、かかわらせたりしながら、活動を展開し、わた

　　　しのふしぎな世界をひろげていく。

　　・他の友だちとともに活動を展開したりすることから、友だちや自分の表現の好きなところを見

　　　つけたり、さらに自分らしい発想をして、自分なりの造形遊びを楽しむ。

（5）評緬

　（a）評価の要点

　　ア　材料などをもとに、それとのかかわり合いや、他の友だちとのかかわり合いに開かれ、そこ

　　　から自分らしい発想をし、活動を展開している。

　　イ　自分なりのく感じ〉やく考え〉などを大切にして、〈思い〉をふくらませ、自分らしい活動

　　　を展開し、楽しんでいる。

　（b）評価の場と方法

　　　子どもたちの活動を、特定の方向に枠付けて理解したりしないようにする必要がある。そのた

　　めには、芋どもたち一人一人のく身体性〉、すなわちその子独自の〈感じ〉やく考え〉、〈行為

　　〉の在りようを、教師自身もそのく身体性〉をはたらかせることによって共感的に受け止め、保

　　証していくことが不可欠であると考えられる。

（6）準備

　（a）場所：新潟市立木戸小学校（美術室）

　（b）材料や用具：

　　・用意するもの

　　　全版画用紙、共用絵の具、フデ、ハケ、ローラー、網、ブラシ、薪聞紙、バケツ（大、小）、ト

　　　レイ（皿）、のり、はさみ、クレヨン、（ブルーシート）、など

　　・子どもたちが用意するもの、などについて

　　　絵の具、のり、はさみ、身の回りにある材料（使いたいな、と思うもの）、など

　　　汚れてもいい服装がいいと思います。できればタオル等もあるといいと思います。
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3　学習渚動の展開⑲◎分）

・予想される教師の提案、および活動と流れ

どこにもないような、わたし

のふしぎな世界を、つくって

みよう。

どこにもないような、みたこ

ともないような、夢のような

わたしのふしぎな色界を、友

だちといっしょになって、い

ろいろな方法を楽しみなが

らっくりだしてみようe

＿一

Q．．＿一一キノ’

子ぎものく琶界〉にいれて

もらうように、子どもといっ

しょに、箔いたり、手足に絵

の具をつけたり、それで歩い

。，隷齢、て穐♂

・予想される子どもたちの活動と流れ

　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ

　　　　　　　　・　　わたしのふしぎな糧界を　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　づ＼’つくるため・いろいろな搬を　ノ友だちの方法を見たりして・｝

七　 騨雌　　　／・・か撒磯　燭脈識
　　　　三智糠こ、分。駅ノ／凱、。野胤　瀦繁癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’
　　　　　　描いたり、塗ったり、　　　　　　　　・　　　　思い付いて薪たに描いたり、　　ノをどんどん展開して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ

え憲暴論騨ちに＼　描脚　｝　レ《
　　　交換・た・・！／／　色を獄たり・　　　／！醗嚇幅のから
　　　　　　　　　　　　，／　　　　　　　かたちをかえたり、　　　　　　　　　　’　さらに思いついて、
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　／’　　　　　　　　友だちにあげたり、見せたり、　　　　　　・　色をかさねてぬったり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　かたちをかえたり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　友だちとのかかわり合いから思い付いて　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／！

＿謡轡ち　　／謡歌翻下／
　　　お，まげ。み。，、　　　／　　　　！／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　そこに描いてみたり、　　　　　　　ノ／　　　　　　　別の友だちのところに行って　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’　　　　　　　絵の具をつけたり、描きかえたり、　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　一／　　　　　　　つくったものを見せ合ったり、交換したり、　　　　　・

…一
`ー一一一一…’

教師のく私〉が、子どものく

私）とともに行為すること

によって、子どもの論理を学

び、ともに新しい「意嚇…」と、

新しいく私〉を、そのつど立

ち上げ，ていく

一一
?c…一一一一一一一

子ども一入一一入のく泓〉の

§bいだのかかわり合い、くも

の〉（材料）とのかかわり合

いから生みだされる新しい

く意喋〉を、教麟もそこにく

私〉をかかわ請合わせる；

とで、ともに感じ、つくりだ

し、共感の言葉をかけてみる

＿＿へ！
　　色をつけたところに

　栂かを置いてみたり、

何かをくっつけてみたり、

　　　　　こすってみたり、

友だ：ちと一緒に色をつけたり、

はなしをしたり、別の色をえらんだり、

讃しいかたちをえらんだり、くみあわせたり、

気になるところを描きかえたり、

　　　　　入ってみたり、f
　　　　動かしてみたり、

、かれ諜髄ンキ”

¢

つくったものを別のものと

くみあわせたり、つないだり、

つくったものをならべたり、

　ならべかえたり、

　　友だちと見せ合ったり、話したり、

　　　交換したり、

”．

@一u　vli一　一一　一・　”r　一’　m“　’一　’“　ff’　一’　一　一’（ivl　一’　一一

。偽燈軸、ぎな2

鯵ができたね

／
＼　　　
　
　
／
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ！！

～黎驚／／
　　　　　　　　　　　，～”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　　，’ノ”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ぞ　 ノ

　　一／　　　　　　　　　　　ノ　　／
　　　　　　　　友だちのところにあわせてみたり、　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　霧分のほうにあわせてみたり、　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　笈だちのほうにくっつけたり、見せ合ったり、　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　そkl：識弼た，、　，×

　　　　　　　　　　　身に付けたり、　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　／　．　　　　　．／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！！ノ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　メノ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後片付けをしながら、

　　　　　　＿キ／／．　　肱

べつの友だちに見せたり、

　はなしたり、えらんだり、

　　！　ノ

　一t
！ノ

つくったものを

ならべたり、おきか

えたり、くみあわせた

り、かさねたり、

　　友だちとはなしたり

見せ合ったり、またつくりだしたり、

別の友だちのつくったものとならべたり、

　そこから、またっくっていったり、

　　　　　床にしいてみたり、まるめたり、

　～　 掬曲汽みたり・

ノ
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新潟市立木戸小学校4年生（女子Aさん、Bさん、　Cさん）、　T：教師（T　1：秋山、　T　2＝黒田）

時

ooO9

oo：44

Ol：13

01：27

Ol：34

Ol：58

0226

02：46

0309

03：18

T1：「今日は給食のときからみんなと一緒に食べさせてもらって非常にうれしかった’（／t’17eえ一つと、それでね、今日ぽいろいろ、道具をもって

　　　きました。絵の具とか、バケツとか、ぱっと見て、この辺にわ一つとあると思うんだけども、え一つと、それでですね、あの一、みんな、こ

　　　ないだ、三人組つくってもらったよ紅で、今日は、ここにあるもの、このぼくのまわりにわらわら一つとあるもの、どれをつかってもらっ

　　　てもかまいません。それで、みんな、そこ見えるかな？（教室の窓際の机の上に置いてある全版の画用紙を指す）紙がですね、見えるかな？

　　　そこの上の紙を、三人一組で持ってきて、そこに、ぼくの、わたしの、ふしぎな、ふしぎな世界を、そこにつくってほしいなと思います。」

　　「ふ、ふしぎなって、どう、どうかなあ？いままで、いままで、全然見たこともないようなものとか、ね、O、ふしぎな世界をつくってほしい

　　　なあと思います。いいかな？」

しばらく子どもたちのほうを見る。

手を上げる子ども

　　「いいですかあ？はい、しつもん」

子ども：「なに、なに（かくといいの？）、どんなの（でもいいの？）」

　　「ん？どんなのでもいいんだよ」

　　「へんなの」

　　「へんなのでもいいんだよ」

手を上げる別の子ども

　　「ふしぎなさあ、（ふしぎな）世界じゃなくて、あなたの知らない世界でもいいの？」

　　「ああ、いいねえ、みんな、聞こえたかなあ？きこえた？」

　　「ふしぎな世界じゃなくて、あなたの知らない世界とか、そういうの0」

　　「あなたの知らない世界でもいいかなあ、おもしろいね、うん、いいですねえ。じゃ、そういう、ふしぎな、あなたの知らないとか、世界とい

　　　うものを、あの一、三人組で、どういうふうに、あの一、三人のなかで、相談してつくってもらってもかまいませんので、あのおつきな紙に

　　　わたしのふしぎな世界をつくってほしいなあと思います。」

　　「じゃあ、みんなも、いろんな道具を持ってきてくれてるみたいなので、みんなの道具を使ってもらってもかまいませんし、こっちのほうもい

　　　っぱいあるので、全部、自由に使ってもらってかまいません。1

　　「で、あの、場所は、え一、みんなの周りのこの床、このフロアーを使ってもらってもかまいませんし、机がいくつか出してあるので、あの、

　　机の上でやってもらってもかまいません。いいですかあ？」

　　「そいじゃあ、やってみようか、ね、はい」

子どもたちは立ち上がって活動をはじめようとする
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時 Aさん（緑魚の撮を着ている子ども）の活動 Bさん（ピンク色の賑を着ている子ども）の活 Cさん（白い撮を着ている子ども）の醗の展

の展開、及びかかわり 動の展開、及びかかわり 開、及びかかわり

05：59 教窒の前のほうに行く（教室の前にはいろんな

道具が置いてある）

振り向いてBを手掘きして呼ぶ

教窒の前のほうに行く

教壷の後方（A、B、　Cの場卵でローラーを

手にもちながら、納戸の前のほうに行ったBと

06：21 Cのほうを見ている

T（教師：T1）と侮かを話している

び青い空と雲をつくるのま）

06：41 τ：燦しみだねえ」

06：58 道具を手にして戻ってくる

07；31 教室の前のほうでローラーを選び、取る

07：36 教室の前のほうに行く

教竈の前のほうに行き、ローラーとハケをもつ

07：57 たCと何か会話を交わし、一緒に戻ってくる ローラーとハケを持って漢ってくる

08：18 バケツの中を見たりしている

08＝28 タッパーをもって漢ってくる

08：43 教室の前のほうに行く 教塞の前のほうに行く 教窒の前のほうに行く

09：23 ローラーとローラー皿を手にしている

0935 走って戻ってくる

罠ってくる

09：46 澗手に絵の具を抱えて戻ってくる

14：16 ローラー皿をもって、動かしている 絵の具のふたを取って、置いている ローラーで何ものかを描いている

ギなにやつて（んの）、なにO」

ローラー盈を持って、教蓋の前のほうから自分

15：54 たちの場所のほうへ颪ってくる

16：28 緑色をつけて画面上にローラーを走らせている

16130 ローラーを持ってきて、Cとは反対側に描きは

じめる

端のほうを塗っていく

16：39 向きを変えて塗っていく

ジねえねえねえ0」と書ってBに話し掛ける

「0ライトグリーンじゃなくて、ブルー。ブル

一、ブルー」

16：45 ローラーを持って、雌のところに行く

Bのほうを見てしばらくしてから、向きを変え

て塗っていく

ローラーに縫をつけて漢ってきて、Cの向か

16：52 い側で塗り始める

16：55 Aと向かい合わせで塗っていく

17：16 紙の端のほうからローラーを転がし、塗ってい

ｭ（前を友だちが通っていくのを待って）また勢

ローラーに魚をつけて罠ってきて、Cの反対側 いをつけてローラーを転がし、塗っていく

で塗り始める

17：26 塗るのをやめ、皿のほうへ行く 塗るのをやめ、」皿のほうへ行く

しゃがみこんで血をつける しゃがみこんで色をつける

立ち上がってトイレヅトペーパーを手にとり、

17：44 解いていく

17：5◎ ちぎってしゃがむ

18；00 ローラーを持って立ち上がり、描きは¢める

いすのうえに方ひざ立ち、ローラーを支えにし

ながら、下の厩のほうを見ている
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笑いながら向きを変え、右側のほうへとローラ

18：09 一を走らせ始める

右の端のほうを少しずつずらしながら、ローラ

一で塗っていく

向きを変え、下のほうから、少しずつずらしな

18＝16 青の絵の具のついたトイレットペ轡パーを持ち がら塗っていく

ながら罠ってくる

置いて、また盟のところにしゃがむ

18：23 青の絵の具のビンを持って立ち上がり、さっき 向きを変え、横に大きく動かしながら塗ってい

Aが置いたトイレットペーパーを手にして、梼 く

18：28 っていたビンを拭く 向きを変えて縦に塗っていく

ビンとティッシュをおき、しゃがむ

縦にローラーを走らせる

反対側に移り、紙（机）に沿うようにして、ロ

1842 一ラーを脇に抱えるようにしながら塗っていく

18：50 向きを変えて塗っていく

18：58 立ち上がり、良の絵の具のビンのふたを取る

縦方向に商きを変えて塗っていく

ふたを取った白の絵の具のビンを持って簸のと 横方陣に向きを変えて塗っていく

19；03 ころにしゃがみこむ

斜めにも向きを変えたりしながら塗っていく

ローラーの季を休めて、鳳のところにしゃがん

でいるAとBのようすを晃る

ローラーを2臓画面の上に叩きつける

19：15 塗り始める

全体をまんべんなく塗っていく

塗っていたローラーを手に持って、AとBのい

るほうへと行く

AとBのほうを気にしながらも水場のほうへ行

ｭ振り返り、AとBのしゃがんでいるところを、

19：34 しゃがみこんで見る

立ち上がり、ローラーを持って水場のところに

19：36 行き、水にっける

侮かを手に持って水場にいるCのとなりに行く

水道の水を流し、そこでローラーを左有に往復

1948 させたりしている

龍をローラーにつけて持ち、立ち上がる

19：52 水場にいるBとCのほうを見る

19：57 皿のところにしゃがみこむ 水場から戻り、A（駆蝕のところにしゃがみこ

む 水場でローラーを洗っている

20：05 洗いながら振り向いて皿のほうを見る

皿を持って立ち上がる （弼かを持って）立ち圭がり、Cのいる水場の

ほうへ行く

20：15 皿をもって水場のほうく行く

後ろを振り向きながらローラーの水をはらって

いる

窓のほうを向き、ローラーの水をはらう

20：24 皿を持って、元あったところに渓り、しゃがむ

ローラーの水を絞るようにしてはらう

水場から振り返り、しゃがんで青色の絵の具の

2◎：34 ビンのふた：をもって立ち上がり、元の場所に湊

驍ﾈかぶたをびんにかぶせ、閉じる

ローラーを持って、元の場所に戻る

20：41 外ぶたをしてまわして閉じる

縁色の絵の具のビンを持ち上げる

AとCのいるところにしゃがみこむ

産手にローラーを持ち、宥手にハケをもって、

21：01 トイレットペーパーを持って見ている 緑色の絵の具を持ってみている ハケで緑色の絵の具を青色の絵の具に混ぜてい
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21　05

21：12

21：14

2123

21：28

21：35

21：40

21：55

22nz

22：rz

22：za

22：33

23：13

23　24

23：33

23：36

トイレットペーパーをちぎって丸め、緑色の絵

の具のビンから絵の具の垂れたところをふく

Bのとなりで、皿の上にある色をローラーでひ

いている

rol

rol

ローラーを引く手を動かしながら見ている

しゃがんで見る

「ねえ、ねえ、あたしのこんな色になつちゃっ

たんだけど」

それを見ている

Bが垂らすのを見ながら、

「アハッ、（ぬけてる、それ）」と言って、ロー

ラーをゆびさす

「0それ、そめて、キュッ、キュッってきって」

「0来るまで0」

緑色の絵の具のビンを床に置き、Cが色を混ぜ

ているところを見ながら

「0ると、へんないうになる」

「（かしてよ一、しろ入れたほうがいい、しろ入

れたほうがいい）」

と言ってCからハケとローラーを受け取る

「0まぜる」

と言いながら右手に持ったハケで色を混ぜる

「ちょっと白入れたほうがいい］

ハケで混ぜる

ローラーを渡し、ハケで混ぜる

ローラーで混ぜていたところまでハケで混ぜ始

める

混ぜながら、「それ、空色」

Cと混ぜる場所を変えて混ぜる

となりでAがっくっていた空色に一瞬ハケをつ

ける

ハケを置き、Cからローラーを借り、持ち上げ

ようとする

持ち上げ、斜めにして絵の具の水分を垂らす

となりの空色の皿に垂らす

「みて一、0ここまでO出つづけるとO」

と言いながら、ローラーを持って、水場のほう

へ行く

ハケに青色をつけ塗っていく

Bのローラーにぶつけながらぬっていく

互いに反対のほうを塗っていく

「（かっこいいじゃん）」

　　　　　w

ハケを絵の具を混ぜている

白の絵の具を手に取る

白を入れる

ビンを置く

ハケを手にしょうとするが、ローラーをもつ

ローラーで混ぜ始める

ローラーを止める

ローラーを動かし、混ぜ始める

Bと混ぜる場所を変えて混ぜる

ローラーを止める

そのローラーの柄のところをつかもうとする

ローラーの柄をつかんで、Bと一緒にする

緑色の皿の絵の具をハケで混ぜる

その様子を見る

絵の具をハケで混ぜる

「なんだろう、でも、これ」と言ってBと

Cのほうを見る

前と反対のほうを塗っていく

手前のほうでローラーを転がしている

ローラーの手を止め、「いいよ」

「よしっ」と言って一旦手を止める

Bの言ったほうを少し見て、Aのほうの皿の絵

の具にハケを出す

その後自分のほうのさらにもどして混ぜ始める

ハケを置いて立ち上がる

水場のほうへ行く

前と反対のほうを塗っていく

「（なんでもないよ）」と言って、ローラーを持ちな

がら、皿のほうへ行く

’
l
t

　　　　る

tt’

刀 ：きそt’「es21‘がら「なんかtdAvだ「ms」と

　　　言ってトイレットペーパーを解きはじめ

匂

トイレットペーパーをちぎる

　「このまま上からさあ、乗せてみる」と部・なが

ら、ちぎったトイレットペーパーを持って、画面

のほうへやってくる
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23：43 「何重もそれ乗っければさ、そこだけく…”
一・一・・

黶f”’9’

　　　　　　　　　　　　．－．．．．．．＿．．・・…・一・…・’…”
@　　　　　．層．．9，一＿・・ドー・9層LL’”－”L’’”
@　．層・r四・・層　．・．．－脾．
k・層・．9，P．・7・．憎．

rO乗せてみよう」

u0」、戻ってくるBにちぎったトイレッ トペー

Ψ 上躯ってくる パーを見せる

トイレッ トペーパーを画面に乗せようとするC

’23：46 に対して、 「一重も乗っけて、何重ものっけよう」
… ∫ Aのほうに近い画面のうえに乗せる

ローラーを皿のほうに置きに行く
下・

9、．・．％9 よろけそうになりながら、トイレットペーパー
痴勘孟置いてある何かをつかもう摩るがや　　　　P、7．．

を取る

める1　’＼、
　　　　　　七●P．
c　　　　　　　’ 9・・，．．

@　　　　　　　、’・・．．．
トイレットペーパーともって反対側（Aがいた

23：54 ～ 享 ところ）にまわる
、
・、．．

f さっき乗せたトイレットペーパーを触ってみて

、㌧
いる

…

♂ヲ その上に新たにトイレットペーパーを重ねて乗

23：58

Q4頃）4
…　　　．，．．・・－’9層’

　　　　．，．、ド・’幽層’

@　　Pド　L“@．．，7…”バ
D．，，・・h

せる

ﾜり変えそうとする
　　　．．……’’”
D．．．．…”’』’層 K先生に話し掛けれらる

トイレッ

ﾄいる

トペーパーを乗せたところを触ってみ
L …

折り返して、Cが持っているロールを一緒に持

つ 反対方向に折り返してくる

24：16
「ほら、Cちゃん」と言ってスポンジに青い色をつ

けて持ってくる

「はい」と言ってAとCに見せる

「どこがいい、（ここ）」 と諦・ながら、自分のほう
トイレットペーパーをちぎる

24：21
の側にスタンプし、体重を乗せるようにして押す

ロールを脇に抱えながら、「（ちょっとまって、

ちょっとまって）O」と言いながら、Aに、 画

24＝25 ちぎったトイレット 1
1 I

l

．製

@　’ワ．
面上のいくつかの点をゆびさす

ペーパーを押さえる
　　　　　璽

E’@　1 「こっちOこっちO」と昂・ながら、Bから青
24：28

墨　　　　　　　　　’F

@　扇 Cに青の色の
の色のついたスポンジを受け取る

24：32

∫　　　　「　　　　　　　　　　　　　．

　　．T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L、　．

x弓

ついたスポンジ

�nす
先に乗せたトイレットペーパーの上にスポンジを

uき、体重を乗せて押さえつける
勇糞 げ

Cからロールを受け取る
べr竃ご

cを指差しながら「0」 ロールをAに渡す
～

2442
8回押す

スポンジをはがして見る
はがしたところを見て「きれ一」 と言って手を叩く

「0」 と言いながらはがしたところを見る
…

24：47

Cからスポンジを受け取り、 ロールを渡す 皿のほうに行く はがしたスポンジをAに渡しロールを受け取る
…

ロールを持って画面を見ている
l
l 」　　　　　1『 ロールをひろげ、貼ろうとする

25て〕9 一畿．
F　一＿．

折り返す
レ、　　　零 皿を立ち上がり、水場φほうへ行く もう一度折り返し、貼ったところを手で叩ζ

．［

@　　　ざ．
@　　　　1一．≡…

ニイ．

r一

皿の上の絵の具をハケで混ぜながら立っている

25＝30 「奪 しゃがみこむ　　　　… もう一度折り返し、ちぎる

ロールを首と胸のあいだにはさみ、両手で砧っ

たところを整える

戻ってきて、自分の道具を触ってみてから、 歯 ロールを置く

ブラシを手にする 手を擦り、叩いて、皿のほうにいるAを見轟

2546 ローラーを 皿のほうに行く

もち立ち 元の場所に戻り、貼ったトイレットペーパ÷を

25：52 上がる
．－　u

@　モー

『
ゴ スポンジに色をつけて持ち、 戻ってくる その上から叩いている …

5 ．一’ Hごご
しゃがむ

’

「導・
吟　「

’　　．　　　　　　　．

　　　　　　　　1 一瞬別のほうを向いてからCのいるところに貼っ Bに「貸して一、」と言って両手を出す
．，　　　　　　　　　　．　　　　． …

．三 てあるトイレットペーパ←の上にスポンジを持つ 一旦手を引っ込める　　　…

25：58 ていく

スポンジを置き、Cと「緒に手を乗せる Bが置いてくれたスポンジの上に、Bと一緒
皿を置いてあるところ

6回、「緒に押す に手を乗せる、6回、一緒に滑、手を放す
からそれを

26：05 見ている 〈・一一一”卍“ スポンジをはがす 　　　　　　　　　　　　　　　　　　；ﾍがしたところをつついてみている、《一…一」

▽
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m
船

％
％

26：16

2625

26：40

2649

26：56

2659

2706

27：36

2751

or’L59

28：09

色をつけたローラーを2つ持って、戻ってくる

ローラーを使う場所を確かめるようにして、画

面の上で止めてみている

ローラーを転がす

Cのゆびさした場所を避けるようにしてローラ

ーを転がす

「おもしろくないじゃん」

「はい」と言って、ローラーを画面から離す

・一ラーを持って皿のほうに行く　i”

しゃがみこむ

立ち上がる

色をつけたスポンジをもち、画面のほうに行く

Cに渡そうとする

；灘懲唖蝉

撒膿櫨讐う・ioローリン久

皿のほうに行く

しゃがみこむ

立ち上がる

fo］

スポンジを置く

「よ・ち帆早くしいて・劇。・と言

ってスポンジをもつAに、場所をゆびさす

““

P．，．一一，・：：：：：：：：＝，

Bのもっているスポンジに手を出すが引っ込め

る

ロールを手にする

反対側にまわる

トイレットペーパーを貼ろうとする

染に「fO・こっち・o」と言D（．さっきスタ

マした場所をゆびさす

　「（軍めだよ一）j

ro’tt”i”・，，．，．，．

1欝　　

茶
　
イ
て

　
エ
っ

　
イ
言

　
工
と

尉
4
肉

に
イ
エ

爪
上
呵

と
エ
イ

C
「
エ

トイレットペーパーを折り返しながら貼っていく

トイレットペーパーを貼っていく

ちぎる

ロールを脇において貼ったところを整える

””．奄rx Aからスポンジを受け取ろうとする

Aが置いたスポンジのうえに手を重ねるよ

うにして置く

’中で一瞬参加する
　
拷
　
財
　
珂
　
珂
　
斯
　
以
冊
珂篶A

イ
言

　
ヒ

スポンジをはがしてみる

スポンジを持って皿のほうに行く

一旦もどってくるが、また皿のほうに行く

ローラーをもちながら、それを見ている

ローラーを持って水場のほうへ行く

k一““”’

za．IM

ゆ

水場にいる

手を叩きながら、「泡ができるよ0」

歯ブラシを手にして、皿のほうに行く

水場から歯ブラシをぬらして皿のところに行く

絵の具をつけて、Cのとなりの画面の上で、毛

を指ではじき、擦るようにして、色を飛ばして

いく

歯ブラシを持って皿のほうに行く

一瞬振り向いて画面のほうを見る

しゃがむ

歯ブラシを持って立ち上がり、画面のほうに戻

ってくる

毛をはじき、擦るようにして、画面上に色を飛

ばしていく

それを見て「わ一」と言って手を叩く

こ；綴にする計

折り返したりしながらしいζいく

逼
鰯㌫：嶺き1が6・　’yラシを

トイ・・トペーパーをち趨

はったところを手で押さ鱒

翻警と皿1とこ概Bた
鑑ズ押して一」と秤Bたちのほ

・・，／

　　　　　　　　　　　　v

スポンジに色をつけ、持って立ち上がり、画面

のほうに戻ってくる

　　　　　　　　　　　　　v
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スポンジを持って、Bのとなりに来る

ｳっき、自分のしいたトイレットペーパーの上にス

|ンジを置き、そのうえから両手で押さえる

R回押す

ｶ手でスポンジを押さえながら、目の前に貼られた

gイレットペーパーのはがれそうなところを押さ

ｦる

T回押し、その後、両手で交互に叩くようにする

「あ一、どこ飛んだかO」と言いながら飛1ます

ｻのとなりで色を飛ばしている

蘒宴Vを持って、cの反対側確る1

@　　　　　　　　　　　　　　　　　…Cのとなりで絵の具を飛ばす

父uラシを持って皿のほうに行く　　　　　　　　　　　　　　　　　言「ねえ、もう、そろそろはがしてみ雰い？」

父uラシを皿に置く

uこれ」

u00」と言って、cと画面のほうに行く

　　　　　　　■■　　　　　　　　　　　　1．

@　　　　　　　　　一@1．　　　　　　　　　一　　　『．　　　　　　　　「　！

@玩　　　　　　　．イニ　』1．．．世．

}　　　　　　　　乙

@　　　　　　量．@　　．ア了　　　　　　　　　　．．．．♂

@　　　デ．　　二弓．　7．．－‘＝．r．　　・；

@　　　　・學．．，　璽、　轟L．・・

　　　　　　　．Xポンジをはがして見る

ﾍがした後を左手で軽く押さえる

Xポンジを持って皿のほうに行く

「これ、見てい一い？」と言って、奥φトイレッ

gペーパーをはがそうとする

齟Uはがすが、すぐもどす

水場にいる

MのところにいるBのところへ水場から戻っ季～

ｭる　　　　　　　　　　　　　　　　〆

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！’

Eo、と言嚇ら。の向側、欲／
@　　　　　　　　　　　　　　　〆／’

@　　　　　　　　　　　　　　レ〆

「小さいスタンプ、ミニスタンプも押すよ一」と

ｾって、机の端においてあった小さなスポンジを

閧ﾉ取り、狙のところにしゃがみこむ

　∫

`　　　　　　　ノ

@　　　　　　〆

ﾊボン塑置いて、Bと画面のほうに行く

@　　／ロー；ルを手にしながら見る

ｺ一ルをひろげ始める

d貼り始める

_トイ堵窯トペーパーを折り返しながら貼ってい

驛m　＼　　　　　　冠薫　　　　援　　　　　　　　、、

@　　　　　　　　9、
@　　　　　　　　㍉

28：13

Q8：25

Q8：37

Q8：42

Q846

Q8：58

Q901

Q9：15

Q9：26

Q940

Q9：54

Q9む9

R0て）0

スポンジに緑色をつけて画面のほうに行く

P0箇所ぐらいに押す

Mのところに行く

毛

／！

@
〆
〆
’
”
．
，
．
．
．
・
／
’
，
ぴ
，

絵の具をつけてきて何箇所胴こ押す

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
Mのところに行く　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

小さいスポンジを手に取る

Mのところに行く
轡・て貼・た・イレッ・ペ…をちぎ・てスタンプ、オッケー、はい」

　　　　色をつ峰ハケを持って戻3ズくる何ものか奪描きはじめる～

皿　　うに行く
Bの向か四則で押し始める

　㌻．．
@響．　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調

@　　　　　　　　．．r「．

@　　　’　　　　　皐．．㌧藁：ll

@　9　　緒．．　盆．こ＝三

反対のほうに移動する
’
7
ド
9
■
・
．
・

　めおして一」

＝E瀦に，酬

大きいスポンジに色をつけてもってくる

ｵいたトイレットペーパーのうえに置く

aと一緒に5回押す
！

途中で参加する　　　　　　　　　　　　　　「フニュッフニュッフニュッフニュッフニュッ　　「フニュッフニュッフニュッフニュッフニュッ「フニュッフニュッフニュッフニュッ」　　　　フニュッフニュッ」　　　　　　　　　　　　　　　フニュッフニュッ」

その向かい側で小さいスポンジを押している

「はい、いいよ一、とるよ一」

@一㎡、》スポンジを取る

Xポンジを持って皿のほうに行く匡

f次、ここにこうやればいいんじゃないのかな

黶H」とCにトイレットペーパーをしく位置を言う

rはいゾをって一」

@　　／　　！膵一」と言って・

^
層
・
7
、
㌔
r
．
　
℃
’
層
’
…
．
．
．
　
　
　
”
層
’
層
・
・
，
．
．
．
』
　
　
　
　
　
　
P
㌔
　
％
㌔
7
．
ケ
で
塗
る
皿
の
ほ
う
に
行
く

皿の｝まうに行く

@　；

@　、　　　　　　　　　　　　　　　　～
@　v　　　　　　　　　　　〆小さいスポンジに色をつけて来る　　　レ’

u0ます」と言ってcを見て、その後、スタン

vしてあるトイレットペーパーの余白のところ

　　　　　　　　　余白のところをハケで塗る

@　　　　　　「㌧gイレットペ→餌の傘戸のところを青色のハ

@　　　　　　　　　　　　　　　’”鴫・…．，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　『’”・…．．．．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、”…．．7

nケに色をつけて戻ってくる

■㌧P

ロールを持ってくる
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にスタンプしていく

Mのほうに行く トイレットペーパーを貼っていく

ﾜり返しながら貼っていく

ﾜり返して貼ってちぎる

gイレットペーパーを置く

…

小さいスポンジに色をつけて戻ってくる

Xタンプしていく

?ｩい側のトイレットペーパーのところにもスタ

塔vしていく

塗る

nケを持って皿のほうに行く

父uラシに色をつけて戻ってくる

ﾑにつけた色を飛ばし始める

貼ったところを整えていく

Mのほうに行く

大きいスポンジに色をつけて戻ってくる

手を離す

cが置いたスポンジの上に手を置く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「せ一の」といいながら場所を決め、置く一回手を離し、置き変える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一回見返す

bと一緒に20回ぐらい拝す　　　　　　　　　　　　AとCの様子を見たりしている　　　　　Aと一緒に20回ぐらい押す

はがす

一瞬Cの様子を見て、自分の側に近い、前にスタ

塔vしたところを触ってみている

「お一」と諏・ながら、スタンプしたところを触

ﾁてみたりしている

Mのほうに行くCがいたところにまで、絵の具を飛ばし始める
“層・

P’「．

皿のほうに行く

Aがいたところにまで、絵の具を飛ばし始める

小さいスポンジに色をっけて立ち上がり、画面の

ﾙうに行く 皿のほうに行く

?黷ﾌほうに行く
@　　　　　　　　　　　　．・一‘……　・・”9’囲』”』”

スポンジに色をつけて立ち上がり、一旦スポン

Wをいすの上に置く
スタンプする

　　　　　　　　　　　．．．．＿．．．．＿…・……・…・層’’”…’　9’”“

@　　　　　　　　　層．9層「’”L「@　　　　．．．．．．．”・…’””’’”
@　9層．、，・…　．「P7．9，．．
C．●朋’”－LL．

・．髄P・．．層…　り・．．門．

Aがスタンプする様子を見ている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

30：16

R0：27

R0；31

R0：42

R0む6

R1：00

R1：15

R1：21

R1：34

R1：50

R2：05

R2：17

R2：40

R2：54

R3瓠｝5

R3：11

手を休める

　　　緩

スタンプする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
閧�皷�@き、ロールを手にする

皿のほうに行く

・・一・…
焉E．．＿

@…

ﾆ言いながら皿曝

手航・てきたの力痢聯につい愁しぶきを画面の上ではじくようにレて飛ばすCのほうにもやる

u（銀とかないのかなあ）」

､に行く

　　返しな薩らしいていく

gイレットパ←一パーをちぎる

gイレットペi一パーを机の脇のほうに置き1皿

ﾌほうに行

　　　　　　　　　　　　　＝
蛯ｫいスポンジを手にして、Cとトイレットペーパ

[をはったところに行く

Xポンジを置いて、飛ひ跳ねるようにして押す

トイレットペーパーを貼ったところに、スポンiジをもったBと行く

斜め前のほうにいるグループのほうに行っ牽り

ｵて、戻ってくる（そこのグループでもトケレ

bトペーパーを使ったりしている）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　」

@L　．

@　　　　　　　　「　，
@　　　　　　　　　　．、．‘
@　　　　　　鼻．♪4．
@　　　＿・蒸．「犀’難謬　　．．鱒　　嚢．葺・．．

@　甑橋　　．，．．“：．　　，ド乎6「．　　　亨　　　　　　　　　雫．．

道具の中から網を取り出し画面の上において見

ﾄいる

uいて、叩いたりしてみている

gイレットペーパーを貼り、スタンプしたとこ

?ﾈどを網で押したりしている

ﾔとスポンジを持って皿のほうに行く

ﾔのうえで白の絵の具をつけた小さいスポンジ

�Cりながら画面のところに戻ってくる

ﾔを画面の上において、そのうえで小さいスポ

塔Wを擦る

ﾔとスポンジをはずして、白の跡を見る

ﾔとスポンジを置いて、さっきよりも広い範囲

�ｬさいスポンジで擦る

V
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はずして跡を見る

33＝26 網とスポンジを持って皿のほうに行く

3343 網のうえで歯ブラシを擦りながら戻ってくる

璽緬の上で、網のうえで懐ブラシを擦っている

網を欝ブラシで叩くようにしたりしている

33；53 手を止め、斜め前のグループのほうを見ている

画面のところに罠ってくる

輸やらせて一」と言ってBの持っている網

33：57 と歯ブラシのほうに手をf申ばす …

「これ、こうやってこすると、○」と言いなが
…

ら網を歯ブラシで擦って見せる

鱒らせて、やらせて一」と言ってBの持って

34＝02 いる網と歯ブラシを手に敵る 網と歯ブラシをAに渡す
…

擦り始める
…

画面のところに戻ってくる

Aの擦っているところを見ている Aの擦っているところを見ている

皿のほうに行く

（「OjとCに話し掛ける）

教室の前のほうに行く

机の脇に置いてあった道具を持ち上げてその下

戻ってくる を見る

34：20 網を歯ブラシで擦り始める

道具ケースを関ける

中から絵の具のセットを取り出す

34：35 落としたものを拾い、ケースのうえに乗せる

絵の具セットの入ったケースのふたをあけなが

ら、罫どれにしようかな？」「何色がいいと思

う？」

黄色を取り出す

影モン色がいいO」 ケースを脇に置く …

網で工面の上を、数箇漸軽く叩くようにして、

「ここにべチャペチャペチャってやって劔

3446 網を歯ブラシで擦り始める 鷺のほうに行く

34：52 網を持ち変えて擦り始める

歯ブラシで直接画面を、軽く擦る …

網を擦る

35：03 慰のところでスポンジに色をつけている

教室の前のほうでビンのふたを開けたりiしな

35：】2 がら色を見ている

絵の具のビンを2つ持って立ち．とがる

還のほうに行く もどってくる

罫は一レ＼もってきたよ」と叢って左手碍持っ

35：27 ていた絵の具をBに渡す

絵の具のふたを開ける 「O」と言って絵の具のふたを開ける

開けて、一圭皿のほうに行って罠ってくる

一旦開けたふたを聚めて、机の脇に量いでいた

35遮2 道具ケースの上に置く

絵の具を持っていた左手を一瞬見て、繭黍を擦

り合わせる

35：47 網のうえで欝ブラシを擦りながら戻ってくる トイレットペーパーをもって画面のほう婿瑛る

（「0いいからさあ」） ロールをひろげ始める　　　　　　　i

「（はい）今度、これ洗ってブノレーにしようか」 ギ（はい）」
…

と言ってBに歯ブラシを渡す Aから謝ブラシを受け取る

「ん一ん、今度ね、ピンク」と言って、歯ブラ

35：53 シを持って皿のほうに行く トイレットペーパーをしいている　　　…

網を画面の上で振る …

駈のほうに行く …

36：05 トイレットペーパーをちぎる

右手で押さえ、整える

机の脇のところに置く　　　　　　　　…

・
∀
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36：15

36：37

36：42

sa：53

3701

37：15

37：34

37：43

3762

3804

38：15

椥
田
畑
3
8

網を持って戻ってくる

「へい」と言ってBに渡そうとする

（水に濡れた）網を画面の上で振る

（水を飛ばしながら）「これ、きれいじゃん」

、
彫

歯ブラシの毛に色をつけてもどってくる

指で毛先をはじき、絵の具を飛ばし始める

（「行くよピンク」）

歯ブラシを持ってCの逆側のとなりに行く

絵の具をはじき、飛ばし始める

皿のほうに行く

繋駕鑑識野洲

スポンジに絵の具をつけてBの脇に戻ってくる

さっき乗せたトイレットペーパーを整え、スポン

ジを押していく

皿のほうに行く

戻ってきてAから網を受け取る

Bに網を渡す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿一ラピンクa’file）oいたtwラ’WWり鋤

Bが色nvしたところを追うようにし硯るそ！一一．．一．　　　cをはさんtmoとなりにxmaる

一一一一
Xぐ一＝コ3糊撤概

「iak・こ謄ってみたらどう繊」 ﾍ
と言って、協にあった柄付のスポンジを手に取る　　　　　　　　　　　　　　手を止めてAのほうを見る

fこうやって、ヒューン、って」と言いながら

色の飛んだところあたりを横に引くようにして擦る

播瀦7　＼諜三思
「こうやって0」と言いながら、Bの飛ばした

絵の具を擦る

「まえ0、ひとまず0」

一旦皿のほうに行こうとすが、戻り、

画面の上を擦っている

擦っている手を止め、皿のほうに行こうとするBに、

「そうだj、「ねね．これさ、色づけて、ポンポンポン

ってやったらどうかな？」

スポンジに色をつけって、実際にポンポン

と叩きながらやってみている

皿のほうに行く

　　　　　　　　　網を歯ブラシを持って皿のほうに行こうとする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一
　　　　　　　　　　　　　　／・一　　　　　　　　　　一
く一一　

「0」網と歯ブラシをもって戻ってくる

手を止め、皿のほうに行く

Bと。に「じゃ0持って来んね」と言う

Bのいる机の前をとおり、脇のほうに行く

「ねえねえ、こっちさあO」と言って、網と歯

ブラシを見せ、画面の上に置いたりしながらC

に何かを話している

網のうえでピンクの色のついた歯ブラシを擦る

網を持ったまま手を伸ばして歯ブラシにピンク

の色をつける

捏ねるようにしてから、擦る

網と歯ブラシを持って皿のほうに行く

小さいスポンジに色をつけて戻ってくる

トイレットペーパーのうえにスタンプをし始め

る

スポンジを持って皿のほうに行く

スポンジに色をつけて戻ってくる

スタンプし始める

トイレットペーパーを貼った箇所の余白のと

ころにスタンプし、スポンジを持って皿のとこ

ろに行く

スポンジに色をつけて戻ってくる

自分から離れたところも含め、7箇所ほどスタ

ンプしていく、手前のところに何回も重ねるよ

うにしてスタンプする
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38；51 網と歯ブラシを持って戻ってくる プする

「○かして一」

「むらさきとしろ、○なかから0ま

Cと皿のほうに行く Bと皿のほうに行く

39蔑｝5 「売り翅れでした一」と言って翼ってくる

Bにギやらして玉 Aに「ねえ、ねえ、03と言う

スポンジを持って戻る

一旦艦のほうに行き、絵の具をビンごと持って

戻る

机の端の側に行く

39：23 絵の具に直接スポンジをつける

さっきとは反対側で、画面の端のほうから、

39：30 漁nぐらい開けて等間隔にスタンプしていく

39：35 網と歯ブラシを持ってスタンプしているCの脇

に来る

擦り始める

Aの反対側に戻ってくる

指先に白の絵の具をつけている

脇のほうに移り、スタンプをはじめる

指先につけた絵の具で、翻面の端のほうに儒も

39：47 のかを描いていく

一旦手を並め振り返り、吟のちょっとやばいか

39：55 な0まねされる可能性が銚とBに書う 聞きながら皿のほうに移動する「o」 Bのいる方へいる方へと移動し、スタンプして

罫けど、全部あれ売り切れだよ」 いく

40：01 向かいのほうにまで擦って絵の具をまいている 机の端のほうに行く 絵の具に癌接スポンジをつけている

醸面の角のところにスタンプする

短い辺の真ん中のところにスタンプする

40：10 皿のほうに行く

もう一籔所紳す

皿の上で絵の具を露ブラシにつけている

侮箇飯もスタンプしている

網と歯ブラシを持って屡ってくる

40：22 擦り始める

40：33 画面の真ん中のほうにスタンプする

あちこちとびながらスタンプする

40：48 題のほうに行く男　　《

ハンカチで手を拭きながら漢ってくる

40：55 網を歯ブラシで擦っている ハンカチをしまう

「これ0いい？O（ピッピッピッって）」と

言って網で机の脇をさし、その後醐面上の何点

かをさす ！

41：01 擦る
！

」盈（窓）のほうを見ている
！

皿のほうに行く

好ンクOってね一」と言って机の脇に置い
！

てあった、ふたの醐いたピンクの絵の具のビン

41：09 から歯ブラシで絵の具をすくう Aのそのようすを見る

すくって、しゃがみ、鐙の上に置く ノ

蔀に置いてあった絵の具と混ぜる
～

41：18 水揚のほうに行く

41：31 皿の上に網と歯ブラシを置き、いすの上におい

てある絵の具を手に叡る

ふたを取る
！

水場から戻ってくる　　　　　　　　　　　　！ 水場から渓ってくる　　　　　　　　　　　　　…

小さいスポンジを剥こ取る

（水のついた）手を繭に向摩撫　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　…大きいスポンジを揮す

4146 ハサミを持って小さいス斌ンジを切ろうとする

「0き ジ0ま

ハサミでスポンジを切る
…

》
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置

Bの脇を通って皿のほうに行く

4232 ハート （？）のかたちに切り嚇
Bが切っているところを見に来る

Bが使っていたハサミを借りる

「0」 ～
42：42 網の上で歯ブラシを擦っている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 切り取ったスポンジに絵の具を　　けている

～

スポンジをハサミで切っている
絵の具をつけたスポンジ轡つくる

それを見て「ウホホホホホホ」と笑う 「これ 00」　　　∫

スタンプする

4箇所ぐらい押す
それを見て「ふしぎの国って言うより、ラブラブの

43：15 国っていう感じ0」

「ハートだらけで」

「しかもピンク色の00まくっている」 ．噛．．

～柵 ．o．　　． …
’

；

　　　　　　　　　　　　　　　「
uじゃ、これ人の足ね」 睡＿騨謙白 妻

「ギギギギギギギ」と言ってそのうえで手を鋤オ ⊇　　　　　　も
@　　一”「　　　．一ぞ L＝

43：26 u．．　　　　　　．聾

画面の上で網を振っている

「ねえねえ、 Oj

網と歯ブラシを持って皿のほうに行く

43：44 開ける

道具ケースの中から筆の入っている筒を出し、

スポンジをハサミで切っている

戻ってきて、網の上を歯ブラシで擦る ・・サミを置き・スポンジを両手七つ

筆を出し、 その中の1本をもって皿のほうに行 右手で持ち、一瞬見て、両手で持ちかえる

43：54 く
．．■●7’ 皿のほうに行く

44護〕8
スポンジに色をつけて戻ってくる　∠＝〆

筆に絵の具をつけて戻ってくる

何ものかを描きはじめる

スタンプする

押す手を交互に変えながら丁寧に押す …

44：19 はがす b
それを見て「それは星じゃないか」と言う

「0」 rO」

、
㌔ 皿のところに行って戻って来、描きはじめる

友だち ：「ねえ、これねえ、あとからきた漆、

くなるよjと言って（トイレット k

ペーパーを貼ったところを指して

いう）

44：40 気にせず塗る

スポンジに色をつけてスタンプする

「なにこれ、トイレットペーパーだ」

と言う

「ア一顧ハノ〉・」と笑う

「なに、 いいじゃない、あっちいきなさいよ」

と言う 押したスポンジをBに見せる

44：57 網と櫨ブラシを持って戻ってくる

擦る スタンプする 筆で描く

「トイレットペーパーだからつて笑ってた

45：02 の？」とBに聞く 皿のほうに行こうとする

「きれいな0」

「0 （てないよ）」

「ねえO」 と言ってトイレットペーパーを貼っ

45＝12 「Oじゃん」と言ってBの手のほうを見る たところを触り、はがそうとする

はがしはじめる

「O（はがしてみて）」 「（ほら）」 と言ってはがし、右手で持つ

はがした跡をさわり、何かをむしっている はがしたトイレットペーパーを右手で丸める

はがしたトイレットペーパーを持つ右手でAの

触っているはがした跡を触る

「じゃあ、 さあ、ねえねえ」と言って、はがし

45：29 Bを見る たトイレッ トペーパーを机の脇におき、トイレ
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ツ トペーパーをOくるね」 と言って筆を右手

網を歯ブラシで擦りながら立っている に持ちながら皿のほうに行く

4534 「と りあえず（はがして）」

網を歯ブラシで擦る 「0」

45：41 大きいスポンジを手にする

「時間なつちゃうよ」とBに言う （スタンプする）

「チョー急いでO」と言いながらB を見、 擦 ！

る 「0 を切るわけ」と言いながら大きいスポンジ
I

を持って戻ってくる Bの後に戻ってくる　レ

小さいスポンジでスタンプする

道具ケースからスティック糊を出し、 大さいズヨ ．！　’

45＝55
P！’ ～

ポンジの色のついているほうに塗る〆
．．’

ド「

「0」と言って皿のほうに行きがける
　　　　　　，，“@　　　　説，’Lドド
@　　r7■r．■’
@．．．．…”ド

D，．層7F層

r 　’！
D！・ヂ’

ノ
　ズ～’

^’

戻り、「これやりたいひと一？」と言って網と歯

uラシを持ち上げ、見せる

　　　　　　．，…’”
@　　　．，．層…’’”

@　．．．．・…〆

D．．．…’’”

　．’．層

m！

，・〆 ～

♂，．
　ヂ・P．

h／
「0ちゃん、やってみる？」と言ってCに見せ、 ．／’

46：04
差し出す 　．’

C層

w層’ 小さいスポンジを机の脇におき、Aから受け取る

「はい」と言ってCに渡す

落とした糊の商たを拾う　　　　　　’．

～ 擦ってみる

「これね、とちゅうで（歯みがき）0 いいよ」 糊を机の≒雌く ～

層．’．’ 皿のほうに行く
、、．

　，「

f．

　／’

D／’象ポンジを持って机の反対側に来る

46吻0
、〆

！

「トイレットペーパー、どこ？」」

（rO（おきば）」） ，9

w●ヂ

層■　　’ （「あ、下にあった」）

小さいスポンジに色をつけている “●’

♂・．’■P“

しゃがみこみ、 トイレットペーパーのほうに手を

伸ばす
網と色をっけた歯ブラシを持って画面の

ほうに戻り、擦り始める

4633 画面のところに戻り、スポンジをスタンプする （重ねる） 皿のほうに行く

はがしてもち、場所を変える
、

皿のほうに行く

46：47 数 歯ブラシに色をつけて戻り、擦り始める

皿の上に広がっている絵の具にスポンジをつける 大きいスポンジの糊を塗った面にトイレットペー

パーを何重力縄こしてはる、「0 （いた）」

もって立ち上がる
（切る）

46：58
　，〆’
C・ヂ’

o「層

rOj
，ヂ’

Cの向かい側でスタンプする ・・脾7…　．． ．＿勘〔北之トペーパーをハサミで切ってかたちを整

47：11
える 層一・’・卿．，

@一叩「，●層，．

網についた絵の具に「フーッ」と息を力紺、 飛ばそ

47：18
「それでいけ、それで」と言う

■「層鴨77

’一脳…．P7 「｝…駒とだ一」
うとしている

47：28

S7：39

スタンプした後のスポンジを持つ

”、・・，．．，．

@　整え終わり、皿のほうに行く
@P、 、、

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　7
ﾔを歯ブラシで擦る

`の側を通って皿のほうに行く
Gの具のビンに直接歯ブラシの轟を　　　　　　　　　　　　　　～

いる

皿のほうに行く

℃”
c．．7

@P㌔層．■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、7
@　、．．．　　　㍉P　　　　℃7■■・P　　　　　、　　　　　、■●P

り開層●層7■

　　　　　　　　　　　　　～
ﾔを擦りながら戻ってくる

Aの前樋・元嚇・戻ダ

　　　葬一　始
D≧，・．窺り

網の上の絵の具のたまったきころを「フーッ」　　　　　　　　　　～ と拭

一
q　撃

瓢酒．夢き　　　　　3L　　　　　，

く　　　　　　　　　～

47葡0
盆7饗，∵
@　、’
@F　　　　－馬門．　．

拭いた後の網の上にφいている絵の具を歯ブラ

　声ｲ気　．　　　「1
ｧ」轟

シで擦る

しゃがみこみ、左手に絵の具のビンを持ち、 右
う　　　　　　rh

|

皿のほうに行く／

手でハケを持っている ～

Cに絵の具のビンを差し出す ’y　　　　　．．　一　　　　　　　　　　■

　　　　　　ノ

QってP蜘具から歯ブラシで醗の
48：00 具をすく努

スポンジにっけたトイレッ トペーパーをはがし ！

ている
～

スポンジを隣のいすの上に置き、 立ち上がる 〆

はがしたトイレットペーパーを見る ～
～

．
ロ
レ
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48：15

48：sa

48ql

聡
毬
娼
姻

49　03

49：11

49：24

49：30

49：45

49：51

5001

50：10

50冴3

したから、Bのひろげたトイレットペーパーを

見る

ハケに色をつけ、振ったりして色を飛ばしてい

る

「みんなOちゃんとOのにね」

「Oちゃん、考えて（んだよ）」

右手にハケを持ちながら、先生から左手に乗せ

てもらう

匂いをかぐ

「はい」と言って、すぐBに渡す

　　画面上をゆびさすT2

「これ、ハートとかね、全部ね、OO」と言っ

て説明する

　　うなずく先生

色のついたハケを振る

roJ

　　反対側に移るT2

ハケで塗っていく

皿のほうに行く

ローラーを手にして立ち上がる　　　　　　～

・一ラーを持ち画面の方に行くroこ・ち（函

ローラーを右手で持って、左手でそれを叩き、絵の

具を飛ばしている

Bに場所を譲り、さっきまでBのいたところに

移る

ローラーの端を置いて、角の部分で転がし、塗

っていく

少し場所を横にずらし、角で塗っていく

皿のほうに行こうとする

戻ってきて画面を見る

「こんE2a．・れ。（で）・め・みよう・痔

言って机の端こ置いてあった柄付のスポン滲

手に取ってBとCに見せる

@　lCに見せる　　　　　　　　　　　～

「0」と言いながらひろげ、「これ0みて一」

と言ってとなりにいたCに見せる

「0（でしよ）」

画面のほうに行く

騨：一／1
謙憲ってちぎれる「IS’　T2に市勢

P
．
『
ξ
ご

・イ・・トペーパーを・ ?Cら・い・

怨讐㌶；；マひろアる

・於・嶺・す
v・・と言・て・噺・

いる網を借り、「フー Yと吹いてみている

・・上下・w陶騨し蝿
網を持ってvる塑辮噌巴ゑ／’

・e・fie・ｺ莚蜂　∀
c哩響獅三崎
憂：齢。k。幡

塞驚一因
　　，i’　．t／s

皿アほγ行く

脚継色をつけたティッシ脚

台全

牽れ・昇・・なん・渤・灘み旭

μのほ診に行く

網を齢ラシで擦・ている

網の珍絵の具を・フー・・と吹く

（絵の具をはじいて

　　縛す）

鰍飛ば・たと・ろを・戸槻てい・

麟。。毛。、．ろを指。。藤。，して絵。

具を蓼ぱしている

に糖を譲り、皿㈱のほうに行く

網を帥ながら繭のほうに戻・てくる

「それ10」

レレ
セ》
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A・　A・・

AA
「こ蔽にうやってやるんだよ）達と轟・な尋

ら、C磯の醐の上で棚のスポン勲舞
…

引いてみせる　　　　　　　　　1

自分の捌で弓iいてみせる

晦撲て」と書ってAの持っていた柄付のスポ

Cに貸す ンジを鋤る

50：36 それを見る　　　　　　　　　　　　… 柄村の爽ポンジで網を擦る

繭の訟に直接何ものかを描きはじめる

「はやく0」と雷って。から柄付のス揮嶺がを

5041 借りる　　　　　　　　　　　　　　　　　… 色をつけたトイレットペーパーを醐の上に貼 Aφ齢
「よし」と書って（盤うグループの誰かぶAが る

罫よし3という直前にギよし達と書づて夢る） 指先を振先で擦る
Cの持つ網の上を柄付のスポンジで擁る1　　　　　　　　　　　　　　　季

別の魚をつけたトイレットペーパーを手に取る

「○」

…

その後、自分の側の画面の」：：で醐察拳 Aが剃レi・た後、歯ブラシで擦り始める

（rあ、きれい」）

色をつけたトイレットペーパーを、先に張って

50：51 あったトイレットペーパーの余白の部分に貼る

網の上の絵の具を吹く

柄付のスポンジについている絵の具を吹く 　　　　　　　　岬・…　F9’”9’L
|．　．gr・「9「－「P7

貼ったところを手で押さえる

cににこでやってもいい0」と震う ！

柄付のスポンジで、面面の上をチ§ンチョンと

51：11 軽く叩くようにして色をつけてい《 擾のほうに行く　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ 網を歯ブラシを持って皿のほうに行く

「0」
！

後ろにいるグループの様子を擾り奉って見る

声付のスポンジで画面の上を軽く熱くようにし

ていく

51：24 皿のほうに行く

51：31 戻ってくる 網を擦りながら罠ってくる

繭の至を柄付のスポンジでチョシチョンと叩

くようにして魚をつけていく 網の上の色を歯ブラシで擦っている

51：43 Cの側に行く 網の上の色を「フーッ」 と吹く

Cのとなりでチョンチョンとしでいる 筆に絵の具をつける

51；53 …

．ノ

歯ブラシで画面を覆接叩いている

網を擦り始める

筆でチョンチョ孝乏描きはじめる 網を醒振って絵の具を飛ばそうとしている

網を歯ブラシで昭く

； にこに○」と言って、 歯ブラシを網にくっっ

52：04 元の自分のいた側を通って盈の礒うに行く け、Bに見せる

それを片手で持つ

（「はレ＼かして」）と書って渓顔、手蟹申ばす 歯ブラシが外れて落ちる

「ブーツ」

53：13 Cの様子を見る 蟹で何ものかを描きはじめる 網を歯ブラシで擦り始める

加のほうに行く

それにあわせてちょっと引く
．ノ

網の絵の具を吹く

Cに向かって弼手を上のほうに鱗げる 「はい窪と言って、歯ブラシと絵の具をそろえ

てAに渡す

52：23 Cから借りる　　　　　　　　　　　　　…

皿のほうに行く

擦り始める 色をつけたペーパーを手に取る

右、左、と移動しながら擦り、け一ッ」と吹いた 少しひろげて、元の場所の近くに置く

りしている

擦り始める 一瞬麹面を見て、簸のほうに行く

（後ろのグループの子どもがギよ一し、できた」

と雷つたのに対して）一瞬振り肉き、輸に抜

かれたくない」と書って、反対側まで移動しな

5242 がら網を擦る トイレットペーパーを持ってくる

Aとすれ違い、ひろげて鵬のほうに行く

はろうとする ローラーを縛ってきて「これ、 うえからG1と
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（「いいよ一」） 言う

画面の上でローラーを引くジェスチャーをする

52：51 Cの様子を見る

トイレットペーパーをちぎり、持つ

構えているCのところに行って「はやく、よっ

ちゃん」と言い、促すように手を触る ローラーを持って皿のほうに行く

大きいスポンジにペーパーを重ねている

網の絵の具を吹く

53㌶〕0 皿のほうの様子を見る 大きいスポンジの上にペーパーをしく

「（さ一んけ一ん）」と言いながら皿のほうを見

しいたスポンジを持って移動する

　　　　　　　＝
@　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．

cえ @　㌧竃・三・一．

@　　趣　　で‘．．鹸』

53：11

一旦しゃがみ、立ち上がる

ﾔを擦り始める

スポンジを置き、ペーパーをはずす

繧ﾌ面に糊をつけていく

　　．罫ノ．・．　　　　　　　　　　、

苧_　　　　　．．一　　　　・．
@　　．・こ艶－

@　　　　　　　　　　’．
擦りながら皿のほうを見ている

　　　ρ　　　　　．

堰@竃、
@　　　　　　　　　馳磯　．．「

網の上の絵の具を吹く ’〆〃　　LL二㍉．』一．．．

擦り始める 糊を置き、ペーパーを手にする

手を止め、まわりを見る ペーパーを貼る
（「（むこう）」）

「トイレットペーパーは？」

机の端に置いてあったロールを取る

53：31 ひろげる

上から体重をかけ、押すようにして貼る

Bのほうを向きながらペーパーをちぎる

Bに何か話し掛ける 皿のほうに行く

ペーパーを貼ったスポンジを持って皿のほうに

sく

53：47 網を擦った後、吹く

53：53 何回か吹いた後、網を擦り始める

画面のほうに戻ってくる

机の端のほうに置いてあったトイレットパーパ

54て〕5 一を横に置き、下にあったタッパーを手に取る

動きを止める ふたを開けて、反対側の机の脇に置く

一瞬Bのほうを見て、擦り始める 筆で絵の具をすくい、タッパーの中に入れる

動きを止め、となりのグループのほうを見る

網の上を歯ブラシで擦っている

タッパーを机の上に置き、そのなかで色を混ぜ

る 皿の中で、ローラーでローラーを叩いている

タッパーを持って水場のほうに行く ローラーを2本持ったりしている

54：33 画面の上で網を擦り、絵の具を飛ばそうとして

いる

「フーッ」と吹いたりしている

擦り始める

「ほら、よっちゃん」と言ってCに何かを見せ
，翌

ている

「あれ？」
@r

54：45 擦りながらBのほうを見て「0（でた）じゃん」

と言う 　　“
qも1ヤ

@　　炉　　　　　　　　’．

手を止める
．o．　　　o　　．最　　　　．’　．ゴ

@　　　炉@　　　　　　「@　　　　　　　　　　　L@　　r　　　」　．@　　　　　曹‘£　．→試
・ン　　詞

擦り始める Aの後ろを通って画面のほうに戻ってくる

54：54 手を止める トイレットペーパーを取って皿のほうに行く

ペーパーをひろげる

手を動かしながらも、となりのグループの様子

を見ている

55：10 一瞬手を止め、擦り始める

「0も」とBのいるほうに向かって書・ながら、

速く擦り始める

擦る

男の子の友だちが自の前にきて、擦っている手

を止め、網と歯ブラシを持っている手を引き、

55②2 体の後ろのほうに持っていく

通り過ぎると戻し、擦り始める
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友だち：「（とりあえず〉スプーン、ピンク

色の」

「スプーン、うちのほうも、それ0ませんか 「ありませ一ん」

55：3｛｝ ら」

擦る

タッパーの申で、筆でピンクの絵の具を混ぜて

いる

画面の上で、纏を直灘り、絵の具を飛ばそう

5540 としている

網と歯ブラシを叩き、「はい」と霞ってBへ

8のほうを見てゼあ、そうだ匪と書って近付く

「0」と喬って画面の反対のほうへ行く

皿のところに行く

端に置こうと末うが、渓ってきて、「これ、どこ

に置けばいい？」、「Q」と言って、皿の捌の机

の端に置く

55：53 顯1のほうに行く

（教室の前のほうから）漢ってくる

ジねえ0ところもってきた一」と誉いながら、

道具ケースのところがら何か入淑物を取る ローラーの輸の部分を持ってくる

手を紳ぱし、Cから輪の部分を借りる Bに渡す

56誕｝1 しゃがむ 皿のほうに行く

机の一周して反知側に行く タッパーの絵の具をスポンジにつけてスタンプ

Bの様子を見ながら、罫（ころがしてみたら）か する

して、かして」と言ってBの持っていたローラ 「かわい一」

56：10 一の輪を借りる

「ほら見て一」と言ってタッパーの中の絵の具

56：15 自分の側の画薗の上で転がす に使っていた何ものかをCに見せる Bの見せるものを一瞬見て、Aの転がしている

鮒 輪のほうに手を伸ばす

タッパーの中に戻す 借りる

皿のほうに行く

隣のグループの子どもが見に来る

鑑のところにしゃがみこんで輪鶴絵の具をつけ

56：22 る

罫Cちゃん、ちょっとのりかして一、のり1

罫いいよ～」

滴を切って輪を持ち、立ち上がる

鳳のところにきて、ローラーを手にしたりして 「0にあるのり」

56：30 いる 「いいよ一」と言って画面のほうに颪る

繭手でローラーを持ち、絵の具をいじっている

画爾の上で輪を転がしている

手にとり、輪の申を押す

申身が飛び出し、後ろのほうに飛んでいく

絵の具のチューブのしたのほうから液状の糊を

56：40 敗り出す 拾いに行く

罫○」 「0」

タッパーと瑚を持って、机の端のほうに行き、 持って戻ってきてはめようとする

タッパーを机の上におく はめようとしながらBに何か話し掛ける

纈のふたを醐け、タッパーの中の絵の具に入れ

56：47 る

輪を持ちながらBの様子を見る

糊にふたをする 笑いながら8を晃る

56：57 糊を置き、タッパーを持ち土げる 輪を持って皿のほうに行く

タッパーを持って皿のほうに行く

筆で絵の具を混ぜる

57｛｝7 皿の上でローラーに絵の具をつけている 輪に絵の具をつけている

輸を持ち上げ、両手のあいだで転がしながら右

手で持つ

向こう側にある皿のところに移動し、輸を絵の

具につけている
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友だちと何か話している「」

@「」

Mの上でローラーに絵の具をつけている

Mの上でローラーの絵の具を絞っている

ローラーを持って立ち上がり、画面のほうに行く

uねえ、これどこぬってい一い？」と言ってロー

堰[を持ち、Cの前に立つ

57：15

T7：35

T7：41

T7：55

T8：05

T8；］図

T8：21

T8：37

　　　　　　　　　　　　　　　　言

@　　　　　　　　　　　　　　　＝@　友だち：「せんせい、おれ、ビデオ写りまく

@　　　　　ってO」
謳ｶに「なんカ＼こういう0と膝って0」と言い、友だちのほうを見る

uあ一たれてる」と言って・壷一を見る「あ一」と言ってBと。のほう肖るローラーを持ち、道具を置いてあ郵ところを持ち上げるようにして剛気馬簾ころ｝・行く皿のところにしゃがみこみ、ローラーをいじる

ｧち上がり、画面のほうに行く　　（スタンプ）

�ﾌ端に置いてあっ峰を持ち｝煽

画面のほうに戻る

^ッパーの上で、何斜こ絵の具をっけ、持って

｢る
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

@　　　　　　　　　　　　　　　！

@　　　　　　　　　　　　　！

Gの具をつけた紙の小片でビのとなりにきてス
E・プ・て・・　／　　T2・「これ0ゆと言って貼ったと　　　　　　　こうをゆびさす　　　　　　　～！スタンプしたぎころをさわり、皿のほうに行く

@　　　／　　　　．’

`のレ〉る皿の絵の具に、Cのいる皿から取った　　’も（ワをつけている

Oに塗ったピンク色のところに置こうとする

ｪ、奥にあった同じ色の入ったタッパーを取り、

ｻのな脳こつける

色をつけた輪を持って立ち上がり、画面のほう

ﾉ行く

ﾖをスタンプしていく

@召
I！

m　　　T2：「（まっしろな）01

謳ｶに輪の裏側（スタンプ面）を見せる

@　　「ほお一」

`のほうを見るが輪を持って皿のほうに行く

Mの脇にしゃがんでいる

，

　．　　　　■　　　　　　．

]　　　■

半分になった大きいスポンジを手に取る

uねね、これやってい一い？」と言って両手では

ｳむようにして持ち、Bに聞く

〆絵の具をつけて画面のほうに行く

ﾂけたものを出し、指先で押すようにして貼っ

ﾄ（塗って）いく

@「0」

@　　　　　．‘

　　　一　　　．　．　　　　　．

･璽「

|夢
@　ゴ　　．．

，　　”

v：i＝．
ト　　　　　　　㌔

ﾁ

皿のほうに行こうとする

Bのほうに戻ってくる

Mのほうに行く

タッパーをAのほうに差し出す

uちょっとまって0」と言って皿のほうに行く

3．戸

@　’　　　　　　　　　　　　　「
m　　　　凱　　　　　　　曳．　　　　　　　　　　　　　　　h、士」

・
、
ミ
鷺
｝
．
誌
　
麟
L

それを見ている

「これさあ、Oからね」

?黷ﾅ絵の具を溶いている

堺1．・’

@　　〉

痂
　　・　　　　　　　　　デ

rで，．　影　、一’

@　　　　　　　　　認

@　　．

「　．　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

｝
絵の具の溶かれたタッパーの中に　　　　　　　　　タッパーの中で絵の具を溶き、Aに出す

Xポンジを入れ、押す

謔闖oして、色をつけた面を見る

uお一」と言って画面のほうに行く　　　　　　　　「お一」と言って画面のほうに行く
輪でスタンプをしている

5846

T9：04

T9：16

T9：31

「Oだ一、どこにいけばいい？」 画面を見ながら、「あ、この0」と言って、前

ﾉ塗ったピンク色のところの近くをゆびさす
Bを見るCのほうを見る

uじやあ、これ0」
皿のほうに行く スタンプする

@　　　　曇

置いて、「ほっ」と言いながら押し始める

R回ほど飛び跳ねるようにして押す

u何秒？」とCに聞く

u「いち、に、さん、し、ご、ろく、

ｶゅう」「いち、にい、さん、しい、ご、

『㌔層’

c、．

「（じゃあ、どこにやろ）ここい一い？」とCに聞

@　　　　　　　　　　　　　で＼、　　　　　　　　　　　　・（ぞ一わ1と言・砧手禰

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■・L㌔層．@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「㌧」・㍉
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・…、髄
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔層層’層・，．．P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、層・…，．．．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’開’’”・…、．．，㌧

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、＼　　　　「う一釦働
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∀　　　　　　　　　　　　　　しち、はち、くう、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉　－・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、玉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタンプし始める
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59’；45

59：52

ooeo

6e：le

60：17

60：22

ev41

oo：54

61：15

61：23

61：3婆

61’41

61：52

ろく、なな、（はち）」と書って止め、はがす

「0」と書って、皿のほうに行こうとする

戻ってきて、Bのいる方へ行く

スポンジを入れようとする

「これ、なんか（ひか）ってない？1と言って

Bの描いている付近を見る

Bのもっているタッパーにスポンジを落とすよ

うにして入れる

スポンジを取る

スポンジを灘く

上から体重をかけて押す

はがす

「できた一、スポンジー」と言う

一一UJKタンプしたところを振り向いて、皿のほ

うに行く

画颪のほうに漠ってくる

網を歯ブラシで擦っている

「フッ」と吹く

網を糖振って皿のほうに行く

しゃがんで、皿の上で網を擦る

皿の中の絵の具を歯ブラシで擦る

いすの土に置いてある、ふたの開いた絵の具を

歯ブラシですくう

網に乗せる

網の上で、絵の具を、歯ブラシで押すようにす

る

それを持って画面の上に行き、擦る

左右に移動しながら網を擦る

「フー・一ッ」と吹く

擦る

直接氷面の上を擦る

網を擦る

画面の上を薦接歯ブラシで擦る

網を擦る

網の上の絵の具を吹く

擦る

さっきBがピンク色で塗ったところを左手で触

ってみている

触った手のところを見る

網を振る

網を待った手の手首を右手で叩き、絵の具を飛

ばす

タッパーを涛ってAの近くのところに行く

Bのほうを向き、斜め薗のほう（Aがすたんぶしたとこ

ろ）を指差す

筆で何ものかを描きはじめる

Aがスポンジをタッパーに入れる

筆で描きはじめる

タッパーの中で絵の具をませながら皿のほうに

行く

水場でタッパーを洗っている

皿．のところにしゃがんでいる

ロ～ラーの輸の中心の穴のところに筆の反対の

先をさしてみたりしている

foj

Aの言うところを見る

fこういうとこが03と書って、さっきAがス

タンプしたところを指す

スタンプしている

輪うげれる

輸を持って鳳のほうに行く

水場で洗っている

」皿のところがら何かを持って立ち上がる

一一U罠る

トイレットペーパーを手にして画面のほうに行

く

いすのkに置き、ひろげる、上に弓iくようにし

てひろげる

　　／J・林先生が画面のほうを揚差してy（〉」

ペーパーを持ちながら、首を大きくかしげる

笑いながらペーパ～をほぐし、ローラーの輪を

拭く

ペーパーをつくえの端において皿のほうに行く

羅のところにし」〈・rlSんでいる
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Cに渡す

網を擦る Bから受け取る

62；09 立ち上がって画薩のほうに行き、スタンプする

筆に緑色の絵の具をつけて何ものかを描きはじ

める 難色をつけた面を下にしてスタンプしている

はがしてみて、画面のうえを触ってみたりして

いる

62：23 もう一同スタンプする

もう一曲スタンプする

62：27 机の端のほうに網と歯ブラシを置く もう一回スタンプする

筆を持ってきて侮ものかを描く

豚のほうに行く 輪を見ている

rねえ、どっ掴こね、このなかにね（うつって）

6a：39 「ええ一∫と言う 0」とBに書う

輪をいじっている

62：44 「Oいっていいですかあ？」 ギどうぞ一」

と言ってスポンジに絵の具をつけて持ってくる

（「かして一」）

σいいよ、まだ達と言って）Cのほうを見る

スポンジを置いて、上から体重をかけて押す

筆を持つ

輪を手に取る

後ろのグループのほうを見たりしながら押す 皿のほうに行く 皿のほうに行く

輪に絵の具をつけて罠って来、スタンプする

63：02 はがして見て、別の場所に置き換え、押す 侮箇所もスタンプする

輪を持ちながら見る

Bのほうを見たりしながら、「いち、に、さん、 左の腰を叩いたりしている 戻ってきて、筆で何ものかを描きはじめる

し、ご、ろく、しつ、はち、くう、じゅう」と

叫ぶようにして言い、はがす

ゼ0つた一義と書ってスポンジを持ち、Cの後

ろを還って弧のほうに行く

36：17 Aに「あ、もういいよそれは一」と書う

自分の描いたところを指して笑いながら「銚

Cの指すところを見る と書ってBを見、話し掛ける

rG」

63：28 Cと反対のほうに行く 皿のほうに行く

一周して麗のほうに行く

63：36 醐のほうに罠ってきて、見る

しゃがんで、皿の中の絵の具をさわり、ローラ

一につけたりしている 筆を持って水場のほうから罠ってくる

机の端に置いてある絵の具から直接すくおうと

63：51 圃面に、ペン（？）で甕接何ものかを描いてい する

Gの具をすくい、鮪に陶かう

ペンを置く

63：59 画面に描きはじめる

64：00 Cのところに行く

Tが話し掛ける「0」

64：16 rGj 先にBが描いたところに描いていく

場所を離れる

違う方向から、さっき描いていたところに描こ

うとする

が、やめ、皿のほうに行く

Tが話し掛ける「03

6感：27 「（だい一）」と言ってAのほうに行く

「ねえ、Aちゃ一ん、だいめいはなんだって圭 ビンの中の絵の具を筆でいじっている

64：33 「ん？魁・めい？i

Cのいる机のほうを向いて、

「ふしぎな徴界0」

立ち上がり、色をつけていたものを持って癒面
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M：43

M：48

os：oo

65；09

65：13

65　26

65：49

osO2

朋
聡

66

U6

羽
雛
損

66

U6

U6

6703

のほうに行く

となりにいるBのほうを見る

先にBがピンク色で描いたところに置く

「さっ、（つぎいってみる？）0」

と言いながら両手を広げ、Bのところの絵の具！

のあたりを見る　　　　　　　　　　　！ご

「0（せっけんで）囲え、洗って来よ」と言って

水場のほうに行く

手を洗・てきて水を飛ばしたりし皆いるぐ

，
．
・
2
」
．
’

しゃがんで、皿の上で、ハケで左手に絵の具をつけ

ている

滴をはらう

中腰になってもう一度手にハケで色を塗る

滴をはらう

ローラーのスポンジ部分に手を軽く叩くように拝

し付ける

滴をはらう

画面のほうに行く

Bがつけた手形のとなりに手形をつける

はがして手を見る

皿φほうに行く

ro　o］

（スタンプする）

「ねえ、手形つくる一？」

纏雄つ踊手懲るよ旗鯛ヂる

1・・擦・なが獅・・う・行・i

稟諮㌘えしたりしなが警擦撒

傑怨ながら後ろの

擦り合わせながら皿のほ
願償

ピンク色になった両てのひらをCに見せる

画面のほうに行って両手を押し付ける

はがして見る

もう一度押す

もう一度押す

両手を交互に、うちから外側へ、そして外から内興

へと移動させながら押す

はがして、両てのひらを見ながら皿のほうに行く

のほうに行く

（「いいね一」）筆を持ちながら画面のほうを見る

水場㊤ほうに行く

　it’

手を洗・てきて水を飛ばした嘱いる

Bの手に水を飛ばしたりしている

Bの向かい側を通る

欝瞥うに行こうとして轡を変

緬面のほうに戻っていく

机の角のほうにいる

絵の具のビンを持ち、Cの支えるタッパーに入

れようとする

入れる

入れ終わり、両手で持ち上げる

絵の具のビンを机の上に置く

クレヨンの箱のふたを開ける

ro1

1本を選んで画面のほうに行く

画面にクレヨンで何ものかを描きはじめる

軽くなでるようにして描いていく

手を止める

「Cちゃ一ん」

「今さ一、00って描いた」

「どっかに拠、てある」と言って手で画面全体

画面のほうに行く

二二髄黙麟
欝三川絶
戻ってくるが・すぐ皿のほうに選

鷺：∴二∵轡

1評　轡

v －
∀
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AA
承

…　　；

E　i

@　…

を指すようにして言う

齟UCの近くにきて、戻る

uここ」と言ってゆびさす

u黒」
戻ってき冬Bの反対側の画面の上に手形を押す

cのほう脅見る　　　　惑手をはず寅　　　　　　　　㌧　　　　1　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も、、

画面を見る

@　　　　　　　　　　　　　　　ξ
ｻこを見る

@「0」

ｩ分のところにあるタッパーを紘絵の具を混ぜ始める

^ッパーの中で絵の具を混ぜながちbのところ

ﾉくる（「（どこ）」）　　　　　　≡

ｳっきBが描いたものを見る
uアハーッ、O」と言って、絵φ具を混ぜながら見る「（あたしも）0」と言いながら捺の具を混ぜる

aの様子を反対側で見る　　　　　　　　　　　　…

ｬぜながらもとの場所に戻っていく

　　　「．．戦、 ’・ξ趨噸を尉

67：13

U7：22

U7：30

U7：49

U7＝57

U8：00

U8：06

U8＝15

＼　㌧

_＼
@　　　　　、．．

はらう

　　　　　…

ﾟってきく、道具をずらす

ｹ具ケー零の上を叩く

手に絵の具をつける

「01　言いながら、さっきと反対側に移動す

手に絵の具をつけている

手をタオ尋で拭きながら「ここと、ここと、ここと、

ｱこの、苓ん0」と言って、自分の近くの画面を

艪ﾑさすi
Aのいうところを見る

Gの具のついた手を一瞬見る

先に自分でピンク色に塗ったところにトントン

ﾆクレヨンで描き、左手で軽く叩くようにして

Gってみている
ｰ北鼠とを持って移動する　　　　　　　’’’’’”・一・一・・，，．，．　　　　　　　　　　一’’”9’・・輔・．．『．P　　　　　　　　　　　　　’’’’’”叩…．，P．．　　　　　　　　　　　　　　　　一9”層’…．，．9．．、別のグループの友だちを何か話している～嘱㌔

_＼．

@　 、、．層

ﾆなりのダを一プのところに行く　　　　　　・七

ｻのまま、そみ側に戻ってくる　　　　　　　　　七㌧．・．さっきの友だちから筆を豫に向けられる　　　　　　　　　　　　，層、　「なに」と言って避けようとする

O鴎噸・て…と言う＼、
ﾙ壊鰹鞭塑ざ《　　　　　　　　　　　　　　　　　　「層層・・．．．

「最後の締めくくりだ」と言ってCを見る
反対側にきて、絵の具のついた手でスタンプし、

ﾂけたところを見る

烽､1回つける

タッパーに手を入れる

閧�^ッパーに入れたまま、それを少し出すように

ｵてAに「0」と言う
「（うん、あたし、やってもいい）」と言って、自分

ﾌ側の画面を一側旨差した後、Cのほうに手を出す

Mに絵の具をっけ、左手に塗り始める

68：41

U8：49

U8：58

．陶■層

@　”脾’’”鴨r．，『．『　　　　　．，・，，■●冊

@　　　　　　　”嚇陶・・・……．．層P　　　　　　　　　　　’一’L「L・門開，　　　　　　　　　　　　　’鱒”・・，叩

`のとなり、Cの向かい側に来て、

@「ねえ、ほら一、0クレヨンです」

塔gンと叩くようにして描いていく

@「也、たくに、この青いO

画面の端のほうにスタンプする

ｻれと反対側にスタンプする

左手に絵の具を塗りながら見ている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　・　層　「　●　．

uOクレヨンなの咽］と言って、画面に、ト

@　　　　　　　　　　　につっこんだので

ｷ」と言って青の絵の具のビンに直接クレヨン

�?黶A絵の具をつけ、画面に何ものかを

見ている

闌`を押そうとするがやめるi

タッパーをいすの上に置く

u手え、洗ってくるね」と言って水場のほうに
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69：06 Cに「いってらっしゃ一い」と言いながら、 左 ていく 行く

手に絵の具を塗っている

手を止め、クレヨンを置き力射るが、そのまま

持ち変え、左手に塗るようにする

別のクレヨンを持ってAの反対側をとおり、皿

のほうに行く

69：26 「oちゃ一んと言う」

T1＝rO」

絵の具をつけた手を、画面につけようと、みて

ﾝる

「0ね」

と言いながら、Aのとなりにやってくる

69：32 左手の手形をスタンプする

クレヨンで描きはじめる

向かい側に、手を洗い、滴をはらいながらもど

左手に絵の具を塗りながらとなりのBの様子を ってくる

69：41 見る Bの様子を見る

それを見て手を叩く

rCちゃん、自分の手形のところに名前入れよ

う、白で」と言ってクレヨンを渡そうとする

濡れた手を振りながら「0」と言う

戻っていく

「わたしは、今、最後の手形を0」と言いなが

ら塗っている 「Oのどこに（あるの）」

「ここと、ここに、2回（やったの）ある（の）」

と言って筆で場所を指す 「これ？」と言って、Aに近いほうの手形をゆ

びさす

69：58 「これも0」と言って筆で指す

白のクレヨンで名前を書いていく

手形を押す

70誕〕4
AとBの向かいに来る

手に絵の具を塗っていく

描き終え、「Aって（あたしの）かでいいんだよ

ね、0」と言う

画面を見ている

（「（これはどこでしょう？）」）

70：40 揚所を移動ずる

「せんせい、0」と言ってT2の腕をゆびさす

響　　　　辱 T2の腕を見る
　　　く縄．．L．　ン

「せんせい、すご一い1と言う
．1．．

．　　　　　1　　．‘■・
白で劃・た名前を指して「（みんなの描いた

．・

@　・一　一．『．…＝請　　　　　．　．馳　　　　　　　　　　　． 　の？）」

uうん」
aD 炎U、　　　　　　　　　　．’

一． ﾑ　　　　　　　　　　　　　　　　室　　　　　　　　　．．r

@　　　　　　　　匿
「これがあたしで、これがAちゃんで、これが

cちゃん0」と言って順に指差していく

「0ちゃん0ちゃん、cちゃん、でか

いね、Oもでかいよ」と言って。の手形

のところをゆびさす 「Oやって、むにゅっと」と言って手を押し付

71誕｝5

けるようにしてT2に言う

網を手に取り、「フーッ」と吹く

元の場所に戻す

画面の端のほうを触る 網を手にして振る

71：12 何回か振る

ハケを持ってきてT2の手に描き始める 吹く

タオルで手を拭く 振る

「せんせい一、0一い」 吹く

自分の手にハケで描き始める 振る
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網を置く

狙のほうに行く

ハケを机の隅に置く

ギアー」、「○」と言って、髪の毛を押さえなが

ら戻ってくる

71：38 タオルを置いてCを冤る それを見てfあ一、ついてる一」

Bの逆側に移る 網を手に取る 髪の毛を押さえている

吹く 手を離し、両手を擦る

一瞬画緒に吹く

71；48 「だいめいなんだろ？ま 手を擦りながら右に行ったり左に行ったりする

T1ゴん？」

網を触りながら、「だいめい、（ふしぎな世界）

でいいんじゃないの？」と書う

71：56 「0きねんびOjと言う

柄付のスポンジで翻面を擦ったりしている

72：03 絵の具をつけて、軽く叩くようにして描く 鳳のほうに行く

8の後ろに行ったりする

タッパーの中の絵の具を筆で混ぜながら戻って

くる

筆で描きはじめる

72：12 壁心の端のほうを見る

スポンジに絵の具をつける

描く前に、麟かいのCのほうを見る

「0」と言う

Bに慮かって筆を動かしながら答える

「0」

72；24 BとCの様子を見ている 「Ojと言って、描きはじめる 描きはじめる

「OO、かして一」と。に書う 描いている 絵の具を混ぜている

ギかしOjと言って。のほうに手を棒ばすが、

すぐ引っ込める 少し立て気味にして絵の具を混ぜる

72菊 絵の具を直接つけ、描く 筆で錨いている

Aの逆側に行く

ジよし」と書って机の端のところを見て「はみ

がきでやるのだ、フフッ」と書って、歯ブラシ

72：52 を持ち、Cのほうを見る ギ○玉

直接画面の上を擦る 「O上から絵の具塗ってるよ一まと言って皿の

「○ちょっとそれちょうだい」と書ってCが持 ほうに行く

っているタッパーの中の絵の具に歯ブラシをっ

ける

73：03 青の絵の具をつけて描きはじめる 筆で描きはじめる

戻ってきて「cちゃん、0の上にさ一、絵の具

塗ってる0」と書いながら描いている

トイレットペーパーの切れ端を取ってきて、塗

Aのいるところの少し重なる つたところを拭いている Bのほうに行く

73：26 Aは手を止め、皿のほうに行く 拭いたペーパーを脇に置く

「0」

Bの後に続く 絵の具を混ぜながら元の場筋に戻る

ヂ（ぬって）から、きれ一」と書って塗ったとこ

ヂやらして一、やらして一」と書って、Cの持 ろをゆびさす

っているタッパーと絵の具を借りようとする 貸そうとする

タオルを首にかげながら戻ってくる 一旦、筆に手をかけるが、右手をタンパーの絵

73：38 の具の中に入れる タッパーを支える

てのひらに絵の具をつける 筆でBのてのひらを塗る

「OこれをO」と書って道具ケースのところ

でタオルを持っている Aのほうを見る Aのほうを見る

「（〉圭と書いながら、タオルをもって、画薗の

73：55 真ん中のほうに行く 自分で手のひらを塗っている

筆を持って、タッパーをいすの．とにおいて、s

らのほうに行こうとする

rねえ、ねえ、ねえ、ねえ、（Cちゃんたち）
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さあ」

uこれ、これ、たたいてみていい？」

「（だめ一）」

74：09 rじぶんの、（て）だよ」

「いい？」

「じゃ0」

叩き始める 「いいよ一」と言って戻ってくる

74：13 「お、いいじゃん」と言って見る

@く

Aのほうを一瞬見て、筆で描きはじめる

手形を押す

「同じことやってる人いるかな一？」と言いな

がら叩いている

Cの逆側に来て手形を押す

皿のほうに行く

74：31 タオルを裏返す 手のひらに絵の具を塗る 筆に絵の具をつけて戻って来、描きはじめる

皿のほうに行く

74：44 折り返して叩き始める

皿のほうに行く

左右、両端に渡って叩く

叩いたタオルの面を見る

折り返し、たたみ返す

75：13 自分の道具ケースを開け、しまう

皿のところにしゃがむ

置いてあるタオルで手を叩き戻る

75：34 絵の具をつけたハケで塗る 筆を置く

皿のほうに行く

軽く叩くようにして塗る

しゃがんで、皿の上でローラーを押し、転がし、

75：49 絞るようにしている

]がす

75：58 水場で筆を洗っている

76：06 皿の上でローラーを転がす

（筆を拭いた、あるいははがした）トイレット

ペーパーをたたむ 「0の筆」と言って、Bのところに筆を持って

戻ってくる

筆を置く

76：19 はってあるトイレットペーパーをはがし、ハケ タオルで手を拭く

戻ってきて、Bの様子を見る で色を塗っていく

「なんか、いい色、ね一かな一」と言って教室

76：29 Cの後に続くように行く の前のほうに行く

色を塗っていく

ハケと、はがしたトイレットペーパーをもって

76：37 皿のほうに行く

絵の具のビンから直接ハケで絵の具をすくう

76：48 しゃがんで、さらのうえで色を混ぜる

戻ってくる途中、斜め前のグループのところに

77：04 5． 寄っている

77：11

V7：25

　　　　　　「

黶D

ｳ記　　　　！　　　　縫噛r’　　　　　　ξ 色のついたトイレットペーパーの小片を持って

ﾟってくる

aのいる皿のあるほうへ行く

ｽかの小片を持って戻ってくる
ウを．

左手に持っているものを机の脇に置く

もうひとつのほうをちぎる

机の脇に置いてあった糊を取る

77：37 ローラーを持って戻ってくる

画面の上にローラーを引く

戻ってくる ちぎったものに糊をつける

u0」

77：52 糊をつけた小片を貼る
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Cと場所を変え、ローラーで塗っていく

「○」

78：17 綿をちぎり、糊をつけて画面に貼る

綿に糊をつける

78：26 鮎る．

ローラーで塗っている

Bの向かい翻にローラーを持って立ち、見てい

78：33 る

綿を手に取る

横絢きにローラ～を（その角を）引いていく

Cの後ろを通って皿のほうに行く

78：43 ローラーの角のところで塗っていく

ローラーを持って皿のほうに行く

78：51 屡ってきて、小さいスポンジでスタンプする

画面の脇のほうを擦り、伸ばすようにして塗っ

てく

綿に糊をつける

画面を見ている

79：01 貼る

「ここ、ぜったいに、○になって000み

Oいよ」と書って、ピンク琶に塗られたとこ

ろを触り、触った盧分の指の先を見る Cが糊をつけている付近からスタンプしたスポ Aの書っているところに糊をつける

ンジを取る

綿に糊をつけて反対側に行く

79：23 Bの様子を見ている 自分の側にスタンプしたりしている

79：30 ちょっと避けてCの様子を見る Aのとなりに来て綿を貼る

Cが綿を貼ったところを触っている 鰻くようにして貼る

ゼ（こっち、これ）はっちゃえば銚と書って、

79：40 画面の上に置いてあった小片を手にし、置く Aが言った小片を手にとり、纈をつける

さっき、Cが貼ったところを触る 貼る

rO敗っちゃう一？」と言ってスポンジをちぎ

79：45 る ちぎったスポンジを手に取り糊をつける

翅1のほうに行く 細かくちぎる

歯ブラシを手に取る

「Q1と雷って、何か小片を持って来て、　Bと

Cのほうに差し出す 歯ブラシを擦っている

80：05 Cの前に持っていって、画面の上に置く

ジこれ」と言う

80：1烹 皿のほうに行く

緬かくちぎつたスポンジをあつめる

「0」とCに侮か言っている

80：24 綿を画面に貼る

スティック糊を見ている

80：3亙 ちぎられたスポンジを手に取り糊をつける

Cの陶かい側に来て、ちぎったスポンジに糊を

っけ、貼る

（手を洗ったのか）両手を振りながら渓ってく

8◎：44 る スポンジに期をつけている スポンジに糊をつけている

Bの様子を見ている 貼る

貼る

スポンジを手に取り、糊を塗る

80：5a 繭手をぶらぶらさせ、机を那いたりしている 糊をつけ、貼る

「0」と書ってAに糊をつけたスポンジを渡す

Bから瑚のついたスポンジを受け取り、爾に

81諭0 貼る スポンジを手に敢り、糊をつける

Bの後ろを通って逆側の道具ケースのところに

行く

開けようとする 糊をつけ、貼る

騰、ふでばこのなかなんだ、劔と言って、 スポンジをつける

81：09 ふでばこを開ける
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81：12 糊を取り出す

rちょっと乗り洗ってくる」 画懸（上の貼ったところ）を触ってみている

81：26 纈のふたを蘭け、手元の小片に糊をつける 糊にふたをする

81：35 貼る

糊にふたをする

8玉：50 ふでばこの中にしまう

万力をいじっている

「（しめて一）」

81斐婚 Cのところに向かう （rOj）

σO」）

万力を閉めようとする

T1＝スポンジのところを触り：「ついてる

の？」

Aのとなりに来て、画面を見ている

「どう？気に入ったのできた？」

（ジ0」） rOO」

罫○Oj いすの上のタツノ｛一を手に取る

めん、うん、Q」

83：07 万力を閉めている Aの逆側のとなりに来る

ro」

水場のほうに行く

桃を1伸して霞分の道具ケースのところに行

83：23 き、タオルを手にする

柄付のスポンジで、軽く叩くようにして色をつ

8345 けていく

輸」と君って机の端に置いてあった絵の具の

85：34 ふたを取り、皿のほうに行く

しゃがんで絵の具のビンにふたをする

85：56 絵の具のビンを持って、観の上に置く

懸の絵の具のふたを手にしょうとする

86：43 絵の具のビンの空き箱を持って厩のほうに行く

86：49 空き箱と絵の具のビンを持って戻ってくる

86：54 水場でローラーを洗っている 水場でローラーを洗っている

87：06 押し付けるようにして洗う

ジOj

87：23 机のところでT2を侮か謡をしている

中腰になりながら皿のほうに行く

絵の具のビンの空き箱を持って、机の逆側に行

87：50 く

箱を机の上において、絵の具のビンを申にいれ

ようとする

中に入っているものを出す

もう1つ、中に入っているものを出す

T2がAの左手をとり、手に絵の具で何かを懲

88：15 きはじめる

89：03 絵の具をしまっている

T1：「それじゃあ、いいですかあ一？あの

一、そろそろ、もう時闘なので一、

え一つと、今、洗ってる人、それ終

89：20 わったら有籔こもう1圃集まってくだ

さい、ね」

「え、これから、洗うっていう人は、

あの一、一旦00ください∫ ローラーの水気を窓の外で回転させて飛ばして

89＝31 いる

絵の具を箱にしまっている
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89：55

eeve

9163

92：11

92：35

㊨自分の場所に、自分のつくっている揚

所に、あの一一、みなさん藁まってくださ

い」

画面を触っている

机の端のほうに行く

T1：「え一、みんなにね、また、お友だちのふ

しぎな世界を見てほしいなあと思い法すbえ、

今日は、このまま、残念だけど終わりにしよう

かなあと思います、それで、また、ね、この続

きを、やりたいなあ、と思いま凱え一、いっ

になるか分かりませんけれども、また、先生の

ほうから、お願いして連絡してもらうようにし

たいと思いま洗それで、また、続きやりたい

と思いますので。今度はね、また、あの、お友

だちのふしぎな撹界を、一緒に見て、また、み

んなのふしぎな韻堺をひろげていけたらなあと

思いま一9Teすごく、すてきな世界がいっぱいで

きました紅それじゃあ、今目は、とりあえず、

終わりにしたいと患います』いですかあ？じゃ、

おわりにしま一す5」

子ども：「かわいてないのは？」

「かわいてないのは、そのままおいといてくだ

さい。かわいてからまた移動しますので。いい

ですか？」

Fじゃ、あとは一、自分の持ってきた道具だけ

は分からなくならないようにして、今目は、お

しまいにしたいなあと思います。3

「はい、じゃ、今霞はおしまいにします．おわ

りま一す。」

「おわります。」

恥わります。」

「じゃ、あの、各自、自分の鷲物を持って、ま

た、あれでずかね、教室のほうに戻りましよう。」

「いいですかあ？j

fあ一〇手を洗って」

子ども＝「これは？」

「道熱

「そこにおいといてください」

「自分の道具でまだ洗ってないっていう人は、

ol

「これ、（）1と言いながら、ローラーを持って

罠ってくるが、また水場のほうへと行く
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⑤えがくことからの活動Φ）

貫時：平成11年9月21日（火）3・4校時　4学年1組36名（男子19名、女子17名）

場厭：額潟市立木戸ノ」鮮較

擾業者：秋山敏行

3　学習活動の展開（90分）　　　・予想される教緬の提案、および活動と流れ　　・予想される子どもたちの濤動と流れ

ふしぎな世界が》・っぱいで　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
きたね。綱目は、どこにもな

いような、わたしだけのふし

ぎな撮界にしてみよう。

’わたしのふしぎな量界にふ

さわしいような、自分の気に

入ったところを切り取り、そ

れをもとに、思い思いに、わ

たしのふしぎな世界をひろ

げていく

…チー一一一一

自分がいいなと思った感じ、

考えで灘由にやっていいん

だよ。

わたしだげの世界をひろげ

てみよう鳥　　　』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　ノ
　　　　　，！＼’　　　　　　　1凝ちがえらんだところを　1えらんだ靴ち筋

ヤ　 駄・囎・な・て　　／見た・、・・．，そ・か・1肺嚇法・
　　　　　　議熱烈臨　ノ／黙奮凹し鰍に鵬議愚
　　　　　　気に入ったところをきりとる　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’をどんどん展賜して

え妄櫨㌫見せ。もら。た，＼！’ ｦ、んだ、。ろを、、に　ト　・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　顛したり、！／”　．自分な鷹わたしの　　／自分嚇いたものから
　　　　　　　　　　　　　　　　ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　／／　　　　　　　ふしぎな盤界の思いをもち、　　　　　／　　　さらに思いついて、

＿ヘー／’　そ　ら親た繋簾，、／，慧驚たり＼
　　　　　　　　友だちとのかかわり合いから思い付いて　　　　　　　　　　　　／　　嬰り敢つたわたしの四界に、　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

耀；；鑑：ζ1∴ぐ／ぐ饗欝図

　　　　　　　貼ったり、　　　　　　　　　　　　／　　　　　友だちのところに行って　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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子ども一入一入が思い思い

の活動を農魅していくこと

ができるようにするため．一

人一・・nt入の行為に紮嬢的な蟹

葉をかけ、支援していくこと

ができるようにする

…一
Q一…一一一一“鼎

子ども一人一人が、自分の思

いをもとに、いろいろなもの

を春って舞占。たり、儀やかた

ちをつぎつぎにつくりかえ

ながらつくりだした、わたし

のふしぎな世界をたずねて

いくように、共感の書画をか

けていく。

1一＿馬
　　色をつけたところに

　何かを置いてみたり、

侮かをくっつけてみたり、

　　　　　こすってみたり、

　　　　立ててみたり、

　　　　　入ってみたり、f
　　　　動かしてみたり、

　　　まいてみたり、

まかれてみたり、
＿等一’

つくったものを別のものと

くみあわせたり、つないだり、

　　　　　　　　　　　　　　つくったものをならべたり、

　　　　　　　　　　　　　　ならべかえたり、

　　　　　　　　　　　　　　友だちと見せ合ったり、話したp一”1’

　　辺＿．＿一ヂ璽鍵譲訂

塗鍍轡欝1雛繊餐鰍・・
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灘諮瀧灘セ，、／　／
新しい放ちをえらんだり、くみあ撤たり、　　／

難なるところに・そこに鰍た・・ものなどを　／
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　　　　　　　別喫綾灘1鰹轡．．＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　！
　　　　　　　　　　　描いたり、くっつけたり、　　／　後片付けをしながら、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　ノ
　　　　　　　　　　　　身に付けたり、　　　，／　　また描いたり、描きかえたり、

ぐ㌣一瞬誌　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見せ合ったり、またつくりだしたり、

男嫉だちのつく。たも。とならべたり、　／

そとから、またつくっていったり、

床にしいてみたり、まるめたり、

折り曲げてみたりして、わたしのふしぎな盤界を

ひろげていく
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新潟市立木戸小学校4年生（Aさん、Bさん、　Cさん）、　T＝教師（T　1：秋山、　T2：黒田）

時

oo34

0127

0144

T1：「じゃ、みなさん、その場所ではなしをきいてください。いいですかあ？」

「こんにちは」

子どもたち＝「こんにちは」

「みんな、げんきだったかな一？」

子どもたち：「はい」、「はい」

「え一つとね、先週は、みんなに、三人組でふしぎな世界をいっぱいつくってもらいまし鳥お友達のとか見たりしたかな一？」

「はい」

「みたりした？」

うなつく子どもたち

「でね、今日は、みんなで、三人h組でつくってもらったものを、今度はね、わたしの、ぼくの、ふしぎな世界をつくってほしいなあということ

で、ぼくの、わたしの、こう、気に入ってるとこを、すごくいいなあっていうとこを、切り取って、そこから、あの、ぼくの、わたしのふしぎな

世界をひろげてってほしいなあと思います。で、（切る）ときは、どんなふうに切り取ってもかまいません。こういうふうにしなくちゃいけない

よ一、というのは特にありませんから、あの、ぼくがいいなあ一、自分がいいなあ一と思っているところを、切り取って、また、自分のふしぎな

世界をいろいろひろげてほしいなあと思います，j：

「で、それで、もし、あの一、こないだね、もっともっとやりたいことあったなあっていう人は、あの、そっちのほう、続けてやってもらっても

いいよ。いいかな？いいですかあ？」

「はい」

「いいかな、じゃ、やってみようか」

454



時 Aさん（黒魚の服を着ている子ども）の活動の Bさん（白と赤のボーダーの脹を着ている子ど Cさん伯い服を着ている子ども）の活動の展

展開、及びかかわり も）の活動の展覇、及びかかわり 開、及びかかわり

01：57 自分たちでつくった醐面を触ってみている

いすに腰掛けて見る

02；17 立ち上がって教室の前のほうに行く

バケツに道具を詰めて、持ってやってくる Bと一緒に戻ってくる

バケツを置くところをゆびさす

バケツを鷹く

σあ、かわい一」）

02：30 机をまわって、やってきたAとぶつかる

ローラーとローラー鳳（以下⑳を持ってやつ バケツのほうに移動して、中に入れていたタッ

てくる パーを出す 道具ケースを晃ながら、Bのほうに来る

ローラーと皿を置く

「0ま ハサミをCにわたす ハサミをもらう

ハサミをもらう ハサミをAにわたす

0244 ギは一い」 「（切って）」

「あたし、ここがいいなあ一」と書って、画面

「あたし、自分の○しに、ここがいいなあま Cの言うところを見る の角のところをハサミで指す

と書ってCの対角線上の角のところにハサミ 燭るまねをする

0黛毒0 を当てる

?ﾁて、まってまって、まずは、ちょっと、

職って、もう甥んの一？」と言って画面を見

円を2つ描くようにして姻りたいところを見

ここ（この）軌と言って画面を指す ジますは、（内密）にさ、切りたいとこをさ0 定めている

03：00 皿（机の端）のほうに行く よう」と言ってCの後ろをとおり、筆箱を取り、

持ってもとのところに戻る 画藤の上をハサミでなぞるようにして見る

画面を触る ハサミを置く

筆箱を持ちながら、左手で切りたいところの境 筆箱を開け、ペンを出し、画面を指そうとする 函手で画憾上の蜀りたいところを指す

03：12 界を指す

σにことここらへんが）Oj） （「なんか自分のとこ」O）

切りたいところを線で描く Bの様子を見る

σちょぴっ、劔）と言いながら、Bとの境界

のところ、及び切りたいところを摺差す

「これが描いていい？」と書って筆箱からペン

03：23 を取り出し、8に見せながら言う 画面の横半分を窃ろうとして、両手で端から真

ん中までをそれぞれ示す

Cのほうを見たり、自分のほうの画面を見たり 「ここから、ここの銚と言いながらBのほ

している うを見る

Bの贋を叩き、鐸の前にペンを出して見せる

03：29 （「o」） うなずく

Bからペンを借りる

03：35 場所を決め糠を描きはじめる 「Ojと言いながら、甥のペンを出す

しるしを描きはじめる

?ｪAのところまで及ぼうとしている

描こうとして一旦止め、その場所を手で触って

｢る
?ﾅ描きはじめる

「あたしはね、あたしはね、あたしは、ここか

03：58 ら、こう、Oかった」と書って、（Bに）自分

のほしいところを翻ってみせる

ジあ、やつぱG（かして）」と書って、自分の

使っていたペンをCに渡し、さっきCに貸した Bからペンを受け取り、さっき借りたペンをか

ペンをかえしてもらう えす

励たし、ここらへん（い一い）」と書って、

自分のほしいところにペンを横に置いたりす

04：05 る 切ろうとするところを指でなぞったりしてい

「あ、そ一だ、あたしの0、○ちゃんもらお る

う、Gちゃん、もらいま一す』と言って線で

04：11 囲う

ほしいところをBに書う

「0達

それを這いてうなつく
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画面を横断ずるように線を描いていく

描いた線をなぞるように、盧から右へと手を動

04：27 ハサミを手にする かす

ハサミを画面にあてる Bがあてたところをゆびさす

ペンをしまう 指を当てたところがら鹸線を描き、なぞる

切ろうとしたところを押さえながらAのとな

りにいく

04：37 見る ハサミをあてる 見る

「0もう切るの？匪とBに言う

「切らない、切らない、切らない」と言って、

爆面から離れ、賜よっと切り込み入れてるだ

け」と書って、Aの逆側に移勲し、ハサミをあ

04：42 見る て、切込みを入れる 見る

「ここと、ここと、Oj

「こことここ」と書ってゆびさす Bの切込みを入れたところがら、反対側まで、

ハサミで横になぞっていく

切込みを入れる

Aの逆側に移動する 麟圃、画薗に貼ったものをつかんだりしている

Aの側の面面の辺の真ん中あたりをつかみ、持

04：54 ち上げる Aが持ち上げたところに切込みを入れる

場所を変え、切込みを入れる

（「はい、　じゃ、ここ、はい、じゃ、ここ＝」　と

言いながら）場所を変え、最初にBが切込みを

05：00 入れたところを切ろうとする

（ぎじゃあ、ここ～」と書いながら）ハサミを

Aのとなりで、ハサミをあてる あてる

05：05 蜀り始める 切り始める 切り始める

05：13 Cの切っているほうを見て、手を止める

Cの切っていたほうに移動し、Cの切っていた

ところを切り始めようとすが、手を引く

手を止める 熱線に切っていく

方向を変えて切り始める cが切ろうとしている曲線の先を援差し、「Oj

と雷う 手を止め、ハサミをひく

05：32 Cに替わって切り始める

隔れ小島が切れていく、さようなら、みんな」 Bが切っていく先をハサミで指す

と言いながら切っていく

「さようなら一」 Aのところを見に来る

切り取る

rわあ一」

「（ふきとばされ）ていった」と貫いながら自

05：48 分の切ったところを持ち上げる

Bの切る先をハサミで指す

「0」

漁り取る

小さくはねながら位置を変え、自分の切ったも

切ったものの端にくっついているものを指差 のを持つ

しながらr（これが、これ）Oああ一あ列、「（バ 自分のところをずらすときに、上に乗せていた

イバイ）選と書い、切り取ったものを振るよう 筆箱を下に落とす、罫あっ」

05：59 にする

拾って机の上に乗せる

紛達と言って筆箱を道具ケースの中にしまう 自分のものを籾り始める

切り取ったものを机の端に置いて見ている

触ったら、角をてこにして立つ

漢す

劔り取ったものを持ち上げ、ヂO」と言いなが

ら嶽差してBに舅せ、置く Aのほうを一瞬見て、窪分のもののほうを尚

Bのものを見る く、

06：20 ハサミで軽く叩きながら見ている

真ん中付近を手で揮さえ、端をハサミで叩く

前回、何かを貼ったところを少しはがして
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て、元に戻し、上から押さえるようにする

水場のほうを見る

e6：2燈 持ち上げて、岡ミ）ようなところを触る Aのほうを見る 蜀っている

「0」と言いながら、切り取ったものを持ち、

画面を触ったりしている

後ろのグループのほうを見る

Aのほうを一瞬見て、自分のもののほうを見る

切り取ったものを机の上に麗き、画面を触って

06：39 いる

持ち上げる 後ろを友だちが通っていく

背中や右手を擦ったりしている 甥っていた手を止める

反頬方向に行き、 切り取ったものの向きも、A

とBの側に変え、 さっき切っていたのと反対側

06：47 「0」 から切り始める

ギ0」と雷いながら、cのものの画面のうえを

触る

季を離す Cが切っているものを少し持ち．とげ、さっき、

06：55 Cが切っていた側から切り始める

ジ0か」と習いながら見る

07；G1 ハサミを持ち、見を乗り出して見る

ハサミを置き、切り取られようとしている小さ

いほうの画面の上を触る（「あっま）

手を引く

ハサミを引く

07：11 切り取られるところを蝉さえる 切り取る

「いらないところは、切り灘んで、〈でさ一） O

◇ここもらいた一い」と言って切り取られた τ（や一〉」

小さいほうから切り取り、自分のところに持つ

07：18 ていく

「（ここと、ここと）半分に分けよう達　と言っ

てハサミで指す 「〈まって）3 と書って、向きを変え、切る

「0」 自分の切り取ったものをCの切り取ったもの

の上に出し、「Cちゃんが一番大きい」 と書う

向きを変え、四角のようなものを切り敢る

切り取られたもののほうを手に取り、持ってい

07：36 こうとする 先に切り取ったものの向きを変え、今、切り取

後で切り取ったものを両手で持つ つた四角のようなものを置いてみようとして

㊨」と言いながら、持ってきたものを切る いる

殴角のようなものを持ち上げ、切り始める

後で切ったものの画薔上に貼ってあったものをは

07：43 がし、Aに見せる

！

四角のようなものを切り取る ～

ジできた」と言いながら識り瞭砒1こ承
～

裏返してみたりしている　　　　　　～ はがしたところをもどし、触る

～ 「ほら、ここね、伺重にもなっててね、はがれるん
．ノ

ゴ だよ」と言いながら、はがしてみせる07＝52 ～
それを見る

「0だよ幌た鋤は、でね、（きっていくとね）
，．，・ρ”“

さっき切り敢つた残りのものを裏返したグし （こっちばっかり〉（＞」と書って、はがしながら見

ながら、Bのほうを見る せる

触っているもi簾し、後ろのグノ妊プのほグ

を見る　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　！

見せていたものを右手で持って上下に振りながら、

08：02
〆 最初に切り取ったものの上に置く

「0だね」　　　　　　　　　／ 切り取った瞬角のものとハサミを一豊画面の

上において、机の端にあったチューブ入りの絵

’ 〆 の具 （4本〉とビン入りの絵の具を取り、机の

！ ！ 中央に置く

08：07
～　　！

@！　　　　　　　　ノ

～

「茶色に見えない？達と言ってビン入りの絵の 四角のものとハサミを手にとる

「O」　　　　〆 具をハサミで指す

Ψ拶　　　少 ビン入りの絵の具のふたのところをハサミで

（はがす行為へ）　（はる行為へ） 2画叩く
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「0はね」 と言いながら、右手にハサミを持

つたまま腕を回し、両手を動かしながら場所を

08：14 少し横にずれる

皿のほうを見る 皿のほうを見る

皿のほうに行きながら「ここには、 これも 0 皿のほうに行って、机の端に置いてあったバケ

（あることだし）」と言う ツを手に取る 四角を脇に置き、ハサミで指し、「こういうとこ、

バケツを持って戻ってきて、自分の側の机の上 あんまりいらないから0」

「ここに置くよ、今日、0ちゃん、 ねえねえ に置く

ねえねえ0ちゃんたち、これをここにおくよ、
最初に切り取ったものの端のほうを切っていく

08：28 今日」 バケツの中の大きなチューブに入った絵の具

を出しながら、Aのほうを見て「うん」 と言う

08：31 ローラーと皿を、Cの脇の机の上に置く

ローラーをいじったりしている

（「0ものいっぱいありますよ一」）

「はい、 いらないO」と言って、 切り取られた

端の部分を机の上に置く

0839 Cが切って置いたものを見る

戻ってきて、自分の切り取った画面の上を叩く

最初に切り取ったものを、両手で少し持ち上 反対側の端に移動ケる

げ、見る

最初に切り取ったものを右手で持ち上げ、 後で

切った四角のものを左手で持ち、最初のほうの 机の上におき、後で切り取ったものの端を持つ 角（はし） のところを切る

08：51 角に重ねながら見る て、見る

最初のもののほうを机の上に置く

l角のものを手に持ちながら、Cのほうを見る

（スポンジ）

まわしたりしながら、見る

四角のものをまわしたりしている いろいろあてがってみている

Aのほうを見る 逆側の角のところを切り取る

左手に四角のものを持ち、右手に持ち変え、 画 裏面を擦る 四角に切ったものを持って、反対側に移動≧る

09誕）3 面の右上の角に置く 曲形に切り取ったところを触る

画面の上において、バケツの中から大きいスボ

ンジを取り出す

スポンジを画面の上におき、上から体重を力滑
四角のものを両手ではさむようにして持づ

09η9 はがした後のBの画面を見る
るように飛んで押す

ﾍがす
はがした後のBの画面を見て、触る

P，’・，．

画面の上でスポンジを叩く

（「（かして一）」と言って）B測寺っているスポン
，，．

’ ㌔．．．

ジに向かって手を伸ばす 7．・七7

．層・’P

一瞬スポンジを反対方向に持っていこうとす 自分の画面を振る
　．層．’P

D層’

w’ るが、Aに貸す
スポンジを借りて、皿のほうに行く 「pp「

，L…　．．・

．．・・，’”層

@　自分の画面を振る

自分の画面を縦にして（、画面の上のものを
バケツの孝ころに行って覗き込む

09：18

下に落とすようにして）、振る

机の上に戻す
…

冤

何かを取軸し「これ、なんだろ？」

…
．．　　　　　　　㌔．；．芋

@　　　＿　　　　　　　　●
「ん？こ肱わかんないけど¢Oこうや承、

㍉

…
　
　
k
¢

てギザギザーってやるもんO」i
、
モ

醗i鍔，、謎 、 量

．，．弓・；：旛議・籔蟷．

@q　　　　　　　　　　　　≡‘

「。だ。」　　　　▽

ﾆ言って画面の上のものをはがそうとする

ｽか、貼ってあったものをはがす

、を指差して、

Aアアアー）」

自分のところに戻ってきてBが勝したとこ多　　　　　Bを見て、（少し笑いながら）

ro（ウ

「（あたしの）0」

09：33 棒を持ったまま、何かをつかみ、「0だ0」 「0」と言う

と言って皿のほうに行こうとする チューブ入りの小さレ絵の具を手に取り、 幽
のものを擦ったりしている

画面の上に置く

すぐはずして、対角線ヒのくぼんだところ｛こ裏

09：46 側からあてがってみる

はずして、 自分の位置を変え、同じとこ蚕に

▽
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△
側からあてがおうとする

Aが来て、となりにあるバケツの中を見る

09石3 手を入れる

トイレットペーパーを出して、机の上に置く

nサミを出して置く

ハサミを持ってさっきの位置に戻るi

10：01 糊を出して置く Aのところに戻ってくる ハサミを置き、四角のものを裏側かちあてが

い、ハサミで切ろうとする

「じゃ、これ0」と言ってバケツを持つ ハサミを置く

「00かしてね一」と言って机の端のほうか

Bの様子を見る 「いいよ一」 らペンのようなものを持っていく

10：11 バケツを机の上に置く 棒で画面の端のほうを削り始める

「ギザギザになんな一い」 あてがってところに何ものかを描い重いく

Bのうしろをとおって自分の切り取った画面

のほうに行く

向きや角度を変えたりしながら擦る

1α20 棒を持って皿のほうに行く

タッパーの中を擦る

元の場所に戻る
葦

10：34 擦る
…

角度を変えて擦る 四角のものを取り上げて、㈹・だ騨沿って）

10：41

型
切り始める

削るようにする

F

友だちが見に来る

● 「見に来るなよ」と言って捧ではらおうとする

翼褻顎　’ 友だちに近づけるが、その手をつかまれる

10尊D

驕撚自騨．．．．更 　　「0」

u違う」と言って手をはらう

繧ﾉ切り取ったものの裏側を棒で指したり、 擦

ったりしている

画面を叩いたりしている

萎
押し付けるようにして手前に引く 切り取る

…

「とれるよ、よっちゃん、これ」と言ってCの

ほうを見る 切り取ったものを持ちながら、Bの壽うほうを

11：01 見る

皿のほうに行く …

… 切り取ったものを、先のくぼんだと壽うにあて

ｪう

11：10
… 押さえながら動かし、さっき、いらないといって切

り取った片をその上に重ねる

両方を一旦取り、順序を変えて重ねる

網と歯ブラシを持ってくる 押さえて見る

左手で押さえながら、右手でハサミを持ち、切

11毎～2 何かを机の上に置く ろうとする

網を机の端に置く

… Aの後ろをとおり、Cの後ろを通って、紙すきの
タッパーを手に取る

型を取りに行く

型を持って自分のところに戻ってくる
11：31 「それ、つかっていいの？」

（「だめじゃないの？」）

型を置いてあるところをハサミで指す

タッパーを持って行く 型を持って行く

型を輝き・「ねえねえ・れo・と言・ 押さえながらハサミで切り取る
11：41 て、環2に使っていいのか聞いている

タッパーのふたのところを叩くく三…
ハサミを置き、Bのほうを振り向く

Bのほうを見る

型紳瓜奥のほう曜を擁す

「（海いい？）」

11：48 Bのほうに行き、見る 押さえながら触っている

∀
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A
・

11；51 聞き賄く

「ねえねえねえねえ、Cちゃん、〈これ）朝

と書ってタッパーの裏翻をCに毘せる 触りながら一瞬見る

12㊨0 タッパーを引き、右のほうを見る 組み合せたところを押さえ、潮を手にする

T1毒呼んでくる

型（B）のほうを振る ro三i BとT1のほうを見る

タッパーのふたを翻く 威しながら「0」

型のξころに近付く

ふたを机の端に置き、密分も端のほうに行く T1融ってみている 中腰になって、左の下のほうを見る

置く、lro1

「O」i 侮かケースのようなものを手にし、開いて見る

Cの餐のを一瞬触りながら、移動し、網と歯ブ ふたを閉めて、元のところに置く

タッパーを持ちながら、「1詞洗ってこなくち ラシ琶手にする

や∫ 「う苺、いいよ」

… 纈を持ちながら、さっきあてがったところをあ

12：23 わせる

擦る
…

小片を持ち．とげる

裏返して見る

画面の上に直接置いて擦り始める
…

画面の上において、ペンで侮かを描く

12；31 はずす

歯ブラシで直接擦る 描く

12＝38 「Ojiと言いながら皿（水場のほうに行く

小片に糊をつけようとしてふたを取る

なかのふたを取る

ふたをして、置く

13：05 机の鮒側に行って、甥の糊を取る

ふたを取り、最初に塗ろうとしたものとは別の

タッパーの中で絵の具を混ぜながら戻って 小片をとりあげ、塗っていく

くる

タッパーを置く タッパーを繭の上に置き、絵の具を漉ぜる

13＝20 Bのところに来る

「Ojと書って右季を出す
前に置いてあるチューブ入りの絵の具を手にとつ 糊をっけ、机の上に置く

て、タッパーの中に入れる 自分の糊を先に避ける

持ってきた糊を逝くに置く

糊付けしたものを貼る

13；30 貼りながら倒れた糊を起こす

貼った小片を持ち上げる

繭の上において押す

rolいい？）ま

13：43 ようξする

大きなチューブに入った赤の絵の具を持ちな

がら自分の手を見る
…

タツ三一を画面の上に置く 賄ったものを、下の圃面のくぼんだところにあ

てがって見ている

チューブのふたを開ける ペンをつかみ、見る

タツノ軒の中に（緑の）絵の具を入れる ロールの中心の輪の中に入れる

画面上にあるものを避ける

糊を避ける

14：01 タッパーの中に赤の絵の具を入れる ギね基、○みどりっぽいのと、みずいろつぼ

いのξ、（どっちが握き）？達と言ってCにタ

ッパ→の中を見せる タッパーの中を見る

　　…ｬぜる

振りながら入れている あてがっている

14：17 … あわせたところを押さえ、裏返す

めくり返して、あわせたところを見ている

伏せる（先のように裏返す）

… 大きいほうに糊をつける

小片を上からつけて輝さえる
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△

絵の具のふたを閉める

aのほうを見る

　…

^シパーを置・て・絵の具を取る

ｹを開け・絵の具を入れる「iO入れすぎちゃった一」，と言う

Eio・タ諺パーを持ち、ゆすりながら向かいにいるCに紳様子を見せる混解るタシパーをまわしながら混ぜる

小片にも糊をつける

氓ｳえて貼る

aのタッパーの中を見る

aのタッパーの中を見る

ｳらに裏返し、表を出す

　　　　　　　　．　　　　　．
@　　　　　　　　　　　　「一　　　　　　　　．　　一　　　　　　　　　　　　冒

@’．‘．　　　　　　　　L『’
�Er．β匪－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　．．L「

@　　　　　！　　　　＿、「㌧

@　　　　　　　　　　　　　　．L．咲
c羅…　　　　　＿　　　曇．　濫．

貼ったところを見る

¥ったところを両手で、交互に（こぶしの下で）鯉

?氓

R回叩く

E手で押す

Q回叩く

少し見た後、糊を叩くようにして置く

E腕を擦りながら絵の具を手に取る

@　　　，・

歯ブラシを持って戻ってくる

uた芯・ま0（きました）」と言ってBのほうを

ｩる

師・蜘・うを齢・シで擦・ながら塗・て

P’く

　　　　　〆　　　　！

@　　〆　　〆

D鈴め具のチューブを2っ持って行く．”Bのうしろをとおってタッパーのふたを取り

ﾉ行く
ぎ ／

／

皿（水場）のほうに行く

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ｬ・パーのな力咄具をつける　／

　14：34

@14：43

P4る7

P5頃）O

P5：17

P5：26

P5：30

P5：40

P5：55

P6垣｝2

P6：10

P6：21

P6：35

P6：55

P7；14

P7：29

タッパーのふたを机の真ん中に置く

u0」

タッパーに赤い絵の具を入れて戻ってくる
@　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

；タシパーの醐のふちを堅

．’／

．ノ

！層

L、

∫

網を取り、歯ブラシの先に赤の絵の具をつける

@　　　　　　　　　　　　　　　　’、㍉鴫，．．．

錨警盤三重。．取。〆

〆
！
　
～
攣
一

ふたに絵の具をあける

ﾊの絵の具をふたにあける
．，腎， @　　．7

《一・

歯ブラシに絵の具をつけ、網の上に置く

^ッパーの上で擦り始める　　　　　　　　　　　　一”㌔・．．．

’”

h…．．7

@　　　　層層’、㌔瓦
　　〆
`〆

〈・一

栴『
㍉層’・・㌧．

@、’％・・．．．，．

@　　、層’・…，．，．7　　　　　　・、■79．

cのどごろ噸よ三筆瞥＼＼　　　　　　　　　　　　　　．，卿．．　　　　　　　　　　　　　　　，　．　■　層

鉄の棒の先に絵の具をつける
置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．9・．

@　　　　　　　　　　　　P腎■●■．・

画面の上で網を擦り始める

i
タ
・
パ
ー
の
な
カ
の
勧
具
を
齪
る
…

（loない・　言・輔ら）

Yを取る
?E瞬，なが、混ぜ。「io（みてな）章」

自動師の上に描きはじめるiBに「0」と言う

　　　　ふたの上の絵

@　　　　　　　　／／
@　　　　　　〆／
@　　　／／’

@　／／／

Y〆

：
…
き
…
…
…

さっき糊でくっつけたところに鉄の棒で色を塗っ

ﾄいく

　　　　　　　　　　　　　　「　　　「

D㍉　　　　　．．』爽．臨

@　　　　　　　　　．．．．も「

D1羅．紬 i「…て同i

色をっけ、塗る

「うっわっ、きっれ一」

uねね、ちょっと、こ駄（みてて）くんない？」

ﾆBに言いながら網を擦る

轡蛤…トろを肋・舶鋤外
w絶を灘るi惇の前の糊を少嘩ける

鵜：：壁
網を吹く

▽　　　∀　　　　∀
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17：43

17：56

18：00

1807

18：20

18：36

1841

18：57

1900

19：12

19：24

1931

19：46

△ A △

中腰になって網と歯ブラシを持ち、画面を見て

いる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i’

．
．
ノ

網を擦りながら（「バケツに入れれば？」）

歯ブラシに色をつけ、網を擦る

網を吹く

歯ブラシを絵の具につける

そのままタッパーの中に置く

網を持って水場のほうに行く

．
，
星
．

水場で網を洗い、ふちを叩いて水を切っている

網を吹く

「どこにあったのか0」とCに言う

画面のほうに戻る

・
．
＝
．

「0、ここにおいとくよ」と言って網をスポンジ

の上に置こうとする

タッパー一・のなかの絵の具につけようとするがスポ

ンジが中に入らない

上から入れようとする

「ほら、よっちゃん、入んないよ一」と言って、

斜めにしてタッパーの中に入れようとする

片方をつけて取り出す

もう片方をつける

取り出し、絵の具をつけたほうを返して見る

「Qな一い」、「ほら！と言ってスポンジに色を

塗ったところをCに見せる

叫・Pt

飛鞭℃体重をかけるようにしてpa

sEPrerwsta6

｝効t返して見る

ま馴して禰・もう一麟す

計9回叩くようにしてtw

ス㌢ジを醐の上の脇醐こ置く

タ控パーの中を見る

バ誓ツの中を見て詩ち鍼「o・とi’ながら

水場のほうに行く

層
・
1
．

バケツを持って戻ってくる

．
’
．↓

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

「0てやろうか？」

スポンジの上に網を置く

水場のほうに行く

’
㌔
．
P

轡一の底を叩きな・・S6・な・噛具を・W

ツの甲に流し込むようにして入れている

　　　　　　　　．．．．．．・：NE
　　　　　　…一’恕

、軸

Bのうしろを通って、教室の前のほうに行こう

とする

「い躰」

タ・q樋魅網と齢シを9・・…
タツnのな轡具を’v’シにつける

・
・
、

網を歯ブラシで擦り始める

近くの友だちが立ってきてBの様子を見る

手を止め、立って、隣を見る
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s

一瞬見て、自分のところで色を塗る

色を塗りながら「0に入れればO」と言う

　ノ・’層

／s

見て（「O」と言う）

’t

　遭二．

礪

手をいったん止め、となりのグループのところ

に行く

隣のグループのところで一緒に画面を見てい

る

「0」と言って笑いながら、となりの友だちと

一緒に振り返り、自分たちの画面のほうを見る

一旦もどりかけて、またとなりのグループのと

ころに行く

自分の場所に戻ってくる

鉄の棒で、さっきぬったところを一瞬触り、皿

のほうに行く

鉄の棒を洗って水を切っている

［OJ

教室の前のほうに行く



擦り始める

19：49 もう一人、友だちがやってくる

擦る

友だち：自分たちのグループのほうを指差

し、Bに託し掛ける

網を吹いている

友だち：Bの肩を触り、（「0と書いなが

ら」）隣を指差し、Bを誘う

友だちが行く

Bが網と歯ブラシを持ってついていく

2G：02 隣のグループの様子を見る

隣のグループの机の上あ皿の上で網の擦り始

める

20：10 「ほら、晃て、銚とBが言う

まわりの友だちがいっせいにそれを見る

「なにGGっていい？」と言いながら罠っ

てくる Bも振り返り、戻ってくる タッパーの上の絵の具を触っている

20122 タッパーの中の絵の翼を混ぜる（触る）

ね」と書いながら、赤の絵の具の入ったタツ タッパーのふたの上に絵の具をあける

パーに手をかける

持ち上げる

画面の上で網を擦り始める

さっききた友だちがBのところに来て「Qjと 栽しい絵の具を手に取る

20：31 話し掛ける

手を止めてはなしを聞く

絵の具をあける

（「こえ一つ」）

絵の具にふたをする

網を葭接画面につけたりしている

「○はるかちゃん、使うの？」

「つかおっかなってかんじ005 擦る

「んじゃあ一、使っていいよ、わたし、まだOj

rんじゃ、いいや」 と雷って絵の具をふたにあける

露0：52 「いい、いいよ」

「0じゃん、（いいよ）」と言ってタッパーを

もって自分のいた場所に戻る

紛んでるよ」

擦る

21：01 爾ブラシに絵の具をつけ、振りながら落とし、 鉄の棒で絵の具を触る

それを直接ひろげていく

網を吹く

歯ブラシで紬縞る

21：11 網を置く

騒を瀬・て一」と言ってCの脇から緑の絵の

具を持っていってタッパーの中に入れる ふたに絵の具をあける

前に切り取ってもとのものを除ける

21：23 色をつけた歯ブラシの滴を切って持つ 絵の具を真ん中に置く

囲角に切ったものを持つ、それを左手に持った （白の）絵の具を取り、タッパーの中に入れる

まま、右手で下の画面を擦っていく 鉄の棒で絵の具を撰ねる

21：33 囲角に切ったものを置く

劉の絵の具を入れる

下の画面を左手で撰き、上に出して、看手で擦

っていく

31遜4 「0　（かして）」をBに雷う

Cに絵の具をさがして渡す 絵の具をもらう

「○（みどり）肋 ふたの上に開ける

絵の具のふたを探して鵬める

歯ブラシでこぼれた絵の具をすくい、タッパー

の中に入れる

21：56 タッパーを持ち、そのなかで絵の具を混ぜる 絵の具のふたを閉める
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タッパーを持って水場のほうに行く

F（は：やく）　0　0」　と。に言う 絵の具を鉄の棒で裡ねている

22㊨1 画面を擦る

友だち：「東京タワ～出槻おと書って手に持

つた細畏いものを逆さにして見せる

rO玉

ヂい一のい一の」

22＝16 「東京タワーOOだよ」と擦りながら言う

鉄の棒に絵の具をつけて描きはじめる

22：28 新たに歯ブラシに絵の具をつけて擦る

「洗ってくる｝と言って水場のほうに行く

画面を持ち上げ、吹いたりしている

22：40 タッパーに水を入れ、混ぜている

洗い終わって戻る際に、水場にいた男の子2人

に「0（なよ）」と言う

22；57 左手の水を降ってはらいながら右手に棒を持

って画面を見ている

「はい0ちゃん、これとこ一れ」と普ってタ

ッパーのふたと鉄の棒をAに渡す

23芝｝6 四角に甥つたものを少し離してみたりして、笑

いながら鉄の棒を乎に取る タッパーの中を混ぜている

「Oこれつかう？」とBに、切ったものを持

「それ使うよ」 って聞く

そう闘いて置く

「○」 別の切ったものを手に取る

鉄の棒で魚をこね、画面につけてみている

左手見持っていた遡角に切ったものを脇に置 Cのほうを見る 手にとってものをハサミできる

23：25 く

タッパーを置いたり、持ち上げたりしながら、

なかの絵の呉を混ぜる

絵の具を手にするが、すぐ置く

別の絵の具を手にして、タッパーの申に入れる 切り取り、場所を移動する

「白は？」

移動して熱を見つけ、Bに渡す

臼の絵の具をもらう

2348 先の場所に戻り、ハサミを置き、糊を手に取る

タッパーの中に白の絵の具を入れる ふたを間け、切り取ったものに糊をつけていく

23；54 「O」とCに行って絵の具を置く 糊を置く

混ぜ始める 先に貼ったくぼみのところに貼る

24：G9 貼ったところに直接糊をつける

ふたをする

両手の平のあいだで転がすようにsる

鉄の棒で何ものかを描いている バケツを醗く

タッパーのなかの絵の具をバケツの中に入れ

る バケツの中を見る

24：24 筆で掻くようにして入れる タッパーをさかさまにして底を曙く

BとCのほうを一瞬昆て、すわり棒で描きはじ

める

自分の場所に司る

バケツを翻すようにして混ぜる

2婆；34 左手でバケツを園しながら、手を入れて筆で混

ぜる

24：41 手を叩きながら絵の具を手に取る

「水0って入れてこようまと言ってバケツを

持ち、水場のほうに行く

ローラーのところに行って、

㊨使うよ匪とAに書いながらローラーを転

鉄の榛で描きながら、「いいよ一」「00あら がす

24：53 って、00達と書いながら、タッパーのふた

464



24：58

2501

25：16

2532

25：49

25：58

26　09

26：13

2621

26：30

26：45

26：53

27：00

27：12

27　22

27：30

27：40

から絵の具を取り鉄の棒で描く

「O」と副・ながら鉄の棒で、画面上の絵の具

をこねるようにしている

ふたから絵の具を取って撫、ていく

「0、もってくるね（トレー）」と言って鉄の

棒を置き、教室の前のほうに行く

ローラーを皿を持って戻ってくる

「いいよ」とCに言う

戻ってきて画面を見る

「Oと0つかってい一い？」と、絵の具を

2本持ってCに言う

絵の具を持って皿のほうに行く

机の下のところにローラーを乗せて皿を置き、

絵の具を机の足のところに置きながら、絵の具

を皿にあける

絵の具にふたをする

立ち上がって、絵の具を机の上に置く

しゃがみこみ、絵の具を開ける

絵の具を皿に搾り出す

ふたを閉め、立ち上がり、机の上に絵の具を置

く

画面のほうを見る

しゃがんでローラーを避け、皿を持ち、立ち上

がり、水場のほうに行こうとする

皿に（水を入れて）戻ってくる

（スポンジでスタンプすること

　　　　　バケツを使うこと）

　　　　　　　　A

バケツを持って戻ってくる

タッパー一一の中に筆を置く

バケツの中に大きいスポンジを入れる

バケツの中でスポンジを押し付けるように、何度も

財
バケツを手前に傾けながら押し付ける

スポンジを両手で持ち上げる

バケツの内側の壁に押し付ける

絞る

持ち出して、自分の画面の前に立つ

画面につける

上から体重を掴ナて飛ひ跳ねるようにして押す

はがして見る

見て、笑顔で確認し、もう一度、軽くたたくように

して置く

「水にやったら、00」

1回なでるようにしてから、3回押す

はずしてもち、画面を見る

一度Cのほうをみてから、スポンジを裏返しに

してタッパーの上に置く

タッパーごと脇に置く

バケツを持ち、覗いて見て、振る

両手で持って水場のほうに行く

皿の中に絵の具を入れようとする

止めて絵の具にふたをして置き、皿を持って水

場のほうに行く

戻ってきて、机の端に皿を置き、絵の具をチュ

ーブから出す

ふたを閉めておき、机の反対側から別の絵の具

を取り、ふたを開け、さらにあける

（一瞬）水場のほうを見る

絵の具を置く

手を叩く

机の逆側に行く

鉄の棒を手に取る

戻ってきたAに「はるかちゃん、これ使ってい

い？」と言って鉄の棒を持ち、見せる

水場のほうに行く

鉄の棒を持って戻ってくる

ro］

絵の具を混ぜている

皿を傾けたりしながら絵の具を混ぜる

鉄の棒を皿の隅に置き、ローラーを手に取る

ローラーを持って水場のほうに行く

ローラーを水にぬらして戻り、皿の上で転がし

始める

絵の具を混ぜる
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ローラーを手に取り、皿の上で転がして、混ぜ始め

碁 「あ一、Aちゃん、そんなことしたら、色がさ一、

ｩたよる」としゃがみこんでAに言う

ｧち上がる両手でロー瑳一を持ち混ぜつづける

ｬぜながら中瞬こなる
　L，9層．層
@層’D　ザ

　　　　　　　　　　　　　　～
@　　　　　　　　　　　　　．’

@　　　　　　　　　　　　～
@　　　　　　　　　　　　’

c　　　　　　　　　　　～

@　　　　　　　　　　　　　ξ
c　　　　　　　　　～…　　　　　　　　ゴ

@　　　　　　～

@　　　　　～

@　　　　　！

@　　　　　　　　　’
A　　　　　　　　　　　　～

ハケを持つく戻ってくる

　ノ
@～

`

！　　　’

@’
@’
@’

T
’
ξ

皿の上でローラーを転がして絵の具を混ぜる

香[ラーを縦にしながら混ぜる

`とBの様子を見る

Mの上でローラーを縦にして振る

@「（ここにある）」と言って指す

@「0」

香[ラーを持ち上げ、自分の画面の上に移動

ｵ、画面の上を転がす

ｽ対の端のほうに移って、上にあるものを退か

ｵて、ローラーを転がしていく

[を持ち上げてみる

香[ラーを転がしていく

揩ｿ方を変えて転がしていく

ﾅ初に転がした場所に移り、ローラーを転がす

繧ﾉ塗ったほうに移って転がしたり、やや場所

�ﾏえたりして転がしていく

香[ラーを皿の上に置く

ｳの場所に戻ってトイレットペーパーを手に

謔驛

ーラーを転がしたところをトイレットペーパ

[で軽く叩くようにして拭く近

ｭにいた友だちのところに行って、肩越しに覗

ｭ戻

ﾁてきて拭く吹

｢ていたペーパーを置き、ロールを手に取るロ

[ルを解いて、ちぎるち

ｬったペーパーで拭いていく中

?ﾉなって、ペーパーで拭いていたところを息

�ｩけて吹くペ

[パーで拭く反

ﾎ側も拭くペ

[パーを丸めてもち、ローラーの入った皿も持

ﾁて水場のほうに行く

の上の絵旗を取る�

7：512

W：092

W暑22

W：312

W：472

W：582

X：052

X：112

X：222

X：372

X452

X：503

O：083

O：163

O：203

O：303

O：473

O：55�

’
�

1醗の具勧ける�

　　　ノ　　　　　　蚕，　　　～「

ﾅ忌卒鋤（あの）（ぼう）o・と言づて机を1周してCのところに行く！

寛ﾘり素いい？」　　　　　　5～　！9の皿のζころから輪軸借り詩って・水揚のほう噺く鉄

ﾌ棒を持って戻ってくる鉄

ﾌ棒を画面の上に置き、切り取った細長い小粋

閧ﾉする　

u塗ってない部分もあるんだ」と言いながらハサ

ﾈで切ろうとする切

闔謔髀ﾂ

ﾐをハサミで切っている言

奄閧ﾈがらCのほうを見る切

桙ﾝを入れながら形を切っていくハ

Tミを置くタ

bパーのなかの絵の具を筆で混ぜるさ

ﾁき切り取ったものをそれで塗る少

ｵ持ち上げて塗るビ

唐ﾌ絵の具のふたをあけようとする「

ｦ？」と言いながらふたをあける�

�

　　　ま葦
@　　　　　　　．．　　　　　軍　　　　一　　　　　．　　　　．一　

@　　　　　．1　　　　　・．

ﾟ三寸駿覇　
@　　’一．讐　’綴．曽＾　　　　　　　．　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一心

�

皿に水を入れ）ハケで絵の具を混ぜているロ

[ラーをハケでならす�

紙を切る中

ﾔたを開けようとするが開かず　

uCちゃん、あけて一」と言う�

赤も入れちゃお一」と言ってタッパーに入って

｢た赤色も入れる皿

ﾌ中に赤色を入れる�
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あけようとしながらも待つ

もう一度あけようとする力欄かず、水場のほう

31：08 に行く

31：14 チューブの絵の具にふたをする

絵の具を机の上に置く

31：2G ハケで皿の絵の具を混ぜる

ふたを取って屡ってくる

ギピンク入れる？」とAに言う

はじめふたをつけ、その後絵の具を垂らして入

31：33 れる

混ぜる

自分の場所に罠って、ビンの絵の具に鉄の棒を

入れ、絵の具をすくい、臼の近くに紙を持って

いって塗る

31：5玉 もう一度する

32：00 一旦顔の近くに持っていって見て、罠し、塗る

（乗せる）

32：07 自分の蜀り取った画面にローラーをかける 何翻かする

聞隔をあけて軽く曝くようにして使う 「ねえ、（ぴかぴかで）ほら一、ここ00で

きれいでしょ？」と言って色をつけていたとこ ローラーと皿を持って溜り、机の端に置く

ろをAに昆せる

「（これね一、）ピンクを一、少し一、（たら） Bの向かい側に来て見る

ローラーを立てて軽く環くようにして描いて ってやるだけで一、ほら、すぐに（ブワーって）

いく って劔と言いながら色をのせ、すぐ次に上 溝手を叩きながら齢に移動し、端のほうに行

32：21 にのった色をビンの中に鉄の棒で戻す ってさっきくっつけたところを触ってみてい

ローラーを転がす る

紛ちゃんさあ」

Cのほうを見る

ちょっと見るが、また鉄棒で手に持っているも

左手で紙を持ち上げながらローラーをかけて のに魚をのせていく

3黙：3｛｝ いく

緬とローラーを置く 鉄の棒をビンの中に入れたまま色をつけてい

「○（したにおこうよ）」と言いながら、自分 たものを弼手で持つ 前に切り取ったものを手に取る

の道疑ケースを手に取り、机の下に置く 場所を変え、切ったものを置き、糊を羽こ取る

32袖6 立ち上がり、ローラーをかける 魚をつけている 切ったものに糊をつける

色をつけたものを机の角に置く

何かをはがす 筆入れを開け、ペンを取り出し、前かがみにな

ローラーを両手で持ちながらBのほうを見る りながら、そこに何ものかを描きはじめる

ローラーを立てたまま振り、逆にして振る 糊付けしたものを持って自分の場所に戻る

33；04 ローラーを持って皿のほうに行く 貼る

別の甥つたものを手に取る

33：15 ハサミで切っていく

向きを変えて切る

33：28 國角に切り取る

切り取られたもののほうを道具ケースの上に

置く

切り敢つたものを持って画面の端のほうに行

き、ハサミで切ろうとする

体を起こして、つくっていたものを持つ ハサミと切り取ったものを机の上に置く

ロールの中からペンを取り出し、切り取ったも

一旦自分の場所のほうに行く のに描きはじめる

隣のグループの子どもが来て弼かを話してい

驍ｳっきの場藤に戻り糊を塗ろうとする

33：47 （Cに）「見て3と言って糊を向ける 何ものかを描いている

持っているものに糊をつける

糊を置き、友だちに手に持っているものを開い

て見せる

罫G』

揺らしながら左斜め上のほうに動かしていく
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34：01 友だちもその方向を見る

下ろしてきて貼ろうとするが、もう1度揺らし

ながら、上のほうに動かしていく

友だちも体をそらせながら晃る

藤の角のほうに張る（さっき殿ろうとしてい 体を起こしながら描く

34こ12 たところとは溺のところ〉 Bの賊つたところを見る

磨分の四角に切り敬ったものを切ろうとして

ハサミをあてがう

藺手を合わせ祈るような画師をする

ギ○達

友だち：「0」

体を突っ込むようにしてBと友だちのはなし

34：21 に入っていく

rOj

自分の酷つたところを軽く曙くようにして触 元の位置に戻り、ハサミを置き、ペンを持つ

る さっき鐡り取ったものを持ち上げペンで描く

ペンを持って画面に描きはじめる

ペンにふたをする

ペンを置く 裏返して見て、ペンを置く

34：35 前に切り取ったものを持つ 切り取ったものを振りながら、叩いたりする

切り取ったものを持って、裏返したりしながら

34：43 ハサミを持って、持っているものを切り始める 百分の冗の場筋のほうに行く

切り取ったものを（縦横に）折ったりしている

皿の上（の土手のところ）で、ハケで薩接描く

34：52 ようにして絵の具を混ぜている

「きれ一」、「（すごくきれ一）達と言いながら切

り取ったものをCの臼の前に携しだし、見せる Bの差し出したものを見る

rOきれ一垂

手を引き、「ほら一」と言ってとなりのグルー 自分の切り取ったものを両てのひらでハサミ、

プのところに行く 上下に動かしたりしている

蜜～㊨1 色の塗ってあるほうの函面をなでる

（さっき来た）友だちに見せる

前1こ切り取られたものを道具ケースの上に乗

せる

友だちと侮かを話している

35：14 ローラーを持って自分の画面のほうに行く 「せんせ一〇」と言いながら水揚のほうにい

切り取ったものを持って、友だちを引きずりな る黒濁先生のところに行く

がら自分の画面のほうに塵ってくる

四角に切り取ったものを左手で持ち、右手では

しを上下に触り、

T2：ro」

その後、全体を触り、両手で触って、下のほう

を触吟、紛○にしよ」と書って元の場所に

35：21 漢っていく

自分のつくったものの上にローラーを引いて

いる

友だちと何かを謡している

友だち：暁？」

ローラーをひき、ころがしながら、持ち上げる

友だちのほうに体重をかけて立つ ハサミを入れ、切り始める

「イーッ」と言いながら体重をかけていく

35：30 友だちが避けたので、よろけ、転びそうになる

友だちの肩を珊く

笑いながら受げる

Bを押すようにして、自分の場所に漢って

いく

切り敢る

Cのところにあったペンを取るがすぐ置く

自分の灘の上から切り取った小さいものを

35：42 自分のところに戻ってきて、Bのほうを見る 取り、裏返したりしながら見ている 切っている
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Bのいうところを触る
「やまになってる、さわり心地いいよ」と訊・なが

「01
ら、切り取ったものを触り、Aに見せる

「0」

35：49 ふたの上で歯ブラシを擦っている；

「ねえ、網は？網」と言う 絵の具のサンの中に鍔の棒を痴る

「ここにあるよ」と岩う

左手で網を取り、その上で歯ブラシを擦る 切り取ったものに繕の具を塗るi 切り取り、ハサミを置く
∫

Bの向かい側に来て、切り取った四埆のものを

見る（笑う）
見せる

　　　三nサミをひろげで持ち、切り取φたものの表面

網を置いて、その脇に置いてあっ本 さっき自 を擦肴ようにする 切り取ったものを持って、Aの脇に置いてある

分で切った四角のものをもち、反射側に投げる 道具ケースの上の筆箱を一旦持ち上げ、 その下

36＝10 ようにして置く
5

に置き、筆箱を重ねておく

ふたの上で絵の具を擦る

ハ量ミを持ち変え、切る

網を歯ブラシで擦る 4箇所ぐらレ細る

ふたの上の絵の具を擦る …亨（小さな）10」と言いながら切る

36：25 ’ 画面のところに戻ってくる

画面の上で網を擦る ∫　　　　　　　　　萎

； 　　　　誉
ﾟ　　　1 短い辺のほうに行く

後ろのグループのほうを見る
1「かわいかでしょう？」と言っす切ってつくっ　　　　「

ハサミを持つ

…
1たもの考Cに見せる 一瞬見て、自分のもののほうを切りはじめる

見せた拳のを持ち変え、糊を取やて、ものにつ

36：36
」

けよう傘する 「O（それでないよ）」と言ってBの持ってい

網を吹く　　　　　　　　　　　　　…
ξ る糊のほうに手を伸ばす

画面の上で振り、網と當ブラシを置く 　　F?ﾔなを開ける 「Oだから、0だから、（やめたほうがいい
脇に置いていた四角に切ったもφを手に取り♂ って）」と言いながら手を左右に振る

歯ブラシで擦る　　　　　… ≡ Bのとなりに行く

36：53 直準（手についた）糊をつけ、貼る 自分の場所に戻っていく

歯ブラシで網の上の絵の具を擦る

「ねねねねね、OきってO」1と。に謝・なが

ら、四角の紙の上を擦る ≡

「01と副・ながらさっき切り取った残りのも

のを手にとって見て、戻す

幻が手に取ったもののとなりに置いてあった

（Bのはがす行為）　　　　　　　　1 ～ものを手に取る

37垣）3 「これもしおりにしたらきれい髪う」

…

＝ 机の端に置いてあったものをもちながら、 Bの
≡ ほうを見る

四角φものと歯ブラシを机の準に置乗
’

…

旧いだものを取り、持つ　　、 紙を置き、糊にふたをしていくi 持ったものを持って、「0」と言いながらBの

37：14
角の南を触っている　；　　　　　　　　　　　　　　　重

～ ところがらハサミを取り、切ろうとする

四角iのを机の上に置く

「（ねね）、はがしていいの？」とBに言って、 醗
のものの表面をはがそうとする 糊のふたを閉めながら、Aのつくっ尊いるもののほ

ハサミで切っていくうを見て「いいんじゃないの？」

横のほうに細長くはがしていく37：19

切り取って置いたものを持つ

37：29 隣のところをはがしていく
＝’二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

3737 画面上の反対側からはがしていく …

　　　　噛・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

b　　　　　　’．・L噺　　　　・一’．

下のほうをはがしていく
・．

d．．．一こユ

37：51 横にひろげるようにしてはがしていく 一　　　　　≒－講．臥・．．艦

左手で端を持ちながら、そこを上にしてはがしてい 一趣、蔭．灘藍“．

38η2 く
…

　　　、．f・－俣i

38：13 反対側の端を持ち、はがしていく

38：23 反対側からはがしていく 何ものかを切り取る

切り取ったもののまわりを切っ随いるi 切り取ったものを持ってBのとなりに行き、 糊

を手にする

切り取ったものをCに見せる 糊を置き、置いてあったペンを取って見る

… 「0（いろんな色でる）」

38：37 横にひろげていくようにしてはがしていく Cの持っていたペンを手に取り講自分の輌面に Bのほうを覗き込む

v　v
469



△
i？x　A，

何ものかを描きはじめる

と りあえず描き終え、ペンを置き、 輪の中を

紺 持っているものに糊を塗り始める

別のペンを取り、「これは、こ痢ま、 （ζんなen」

と言いながら自分の画面に描iく 糊を塗りながら、それを見る

38：49 「（で）」と言いながら2本を爵って¢の前のと

はが》たところをさするようにして触ってい ころに置く

38：54 る 「0 わり」と言って切り匂うてつくiつたもの

… をCに見せる 糊を置き、（「0」）と言いながら糊を塗ったも

のを持って自分の場所のほうに戻ろうとする

Cに見せたものを切り始めるi 自分の画面の右端のほうに貼る

39竃）2 画面饗はがし、はがしたところをさすっている 切り取る
…

両手で表裏を返したりしながiら持つ i 右手でこぶしをつくりその横側で（7回） 叩い

持っているもの臥絵の具を鉄の棒趣ってい

て貼る

ｱぶしの横側を見る

く Bのところに行って「0これかして」と言う
色を塗りながら「いいよ」と暑う

絵の具をすくって塗る 自分の画面のところで何ものかを描きはじめ

39：21 画酸はがしている 絵の具をすくって塗る る

39：32 絵の具を切って鉄の棒を置くi

下に置いてあった小片の中から1っ琶選び、 組

み合せて見る

Bのところに来て、別のペンを取り、持ってい

39：45

はがして、下の落とすようにiして置《

く

はが移たところをなでるようにして擦り、擦っ

た朗の指先を見る トイレットペーパーをちぎろうとす養が、 やめ

て置く

鉄の棒を手に取り、絵の具をりける i

39：52 手に持ったものに色をつけて多・く

鉄の棒を画面の上に置く

40頃）0 … トイ レットペーパーをちぎるi
…

り」

　　　　　　　　　　　　　…
ｿぎったペーパーを一緒に権ち、

@　と言ってAに見せる

「｝茜、しお 　　　　　玉　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　　　魑．直@　　・．」健一．、．　　　ゾ．r→二’．姦歪．．　　　　　T

40：06
登．　　　．・7

「（あ一）O」 ・｝

@　　　「．‘．・一罵嵐　『譲
「O」と謝・ながら、自分ではがした画面の上を

Gってみている

「きれ一、0なんカヨと言ってAがはがした画面

ﾌ上を触る ・，
ｹ．騒碑面、

≡’ @　　　　　「　　　　　　ζ“・層、｝

「O」 画面をはがす

怒
40：16

（「0」と笥・ながら）画面を手で擦るようにして ノ

！

ち

はがしていく ㌔

` 画面をはがし「取れたよ」と言って、はがして取れ

㌃

たものを紘Aに肚同 wこ置く ㌃

40：24 ～

Bと手を交：叉させるようにしてはがしていく ．．／
も

画面上を手で擦る
μ層

門’・”層’・…h，

@　’鱒’’’’’”・・脾…門．，．
@　　　　　－’『』’’”－’『『』’’’””’層・……i・…一・…．、，．．．．．．．．，．．P ㍉監端のほうに行って糊にふたをする

4｛〕歌3
　　．．，．．・・…’“’”
D．．．．・・一・”層9一

AのBの様子を見ている

uなにやつてんの一？」と言ってAとBのほうに行

@「0
　P．7，・一’「’’”
D．．・・’，一

@　〇すごくきれいなの」
く

　　　，．．・r・’’’”
@．．．・・…ド層

「0」と謝・ながらはがす 「O」と言いながらはがす 「

40：41

’一一’’”・・…り．，．．．
；

A層L
@、．■7　　、．層7r 「0」1

…
…’…　一・…一一一蛛Q

’”閥’「肋，・・．．門． 鉄の棒を手に取り、画面の上に持っていく

40：45

Cの出した鉄の棒をつかもうとする
！’” @　．

．層．・・“層’

　　　　　　　　　　．．．…9“層
Bの出し六三聴労うとする　　層．．・・層睡’

ド．’．

f
置数の樺をつかみ、それではがそうとする

＝∫・…

見る　一ザ〆．，，・一”一　，／

（「01 と言って）場所を変え、はがそうとする
評・

何度か棒を前後させてはがそうとするがはがれず
Bの動かす鉄の棒の末端をつかみながら見る

「だめだ」と言う
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40：51

4101

41：10

41　28

41：36

41：42

41：56

4207

25

S
覗
覗

4249

鉄の棒を持つ

削るようにしてはがしはじめる

場所を変えてやろうとする

Cに渡す

Cがやっているところをさわる

　　．．．，・r’層”
C，，…“「’

@．．r…L’’”．”
秩D，．，．，L

画面を擦りながら見ている

はがしたところを擦っている

「あ一、手がいて一」と諏・ながらはがす

く

rO」と答えながら擦るようにしてはがしてい

擦っていた右手の人差し指を見て、「うわ、こ

んなになってる」と言ってCに見せる

擦っている

縣跳腰駅『
覆簾門門ひらに擦りつ｝フその

「あ、そうだ、これ、糊でくっつけたらどうかな

あ？」と言って、画面を擦りながらCのほうを見る

画面の≠にある、はがし取ったものをタッパー

の上に幹く

「これ｛もしかして0」と言いながら、画面

野ゑはがしたものをふたの蝿て

はがしながらふたの上に置いていく

その間も何度か続ける

Aに渡す

Aの様子を見る

「紙やぶれちゃうよ」

鉄の棒を持つ’

「これは鰍やカ＼オレンジなんだろうカ・

Ojと言いながらはがしはじめる

「あた・継しwう櫛愚輔転
棒を持ってAの画噂らReSi’・・自分の画面に向く

覗き込みながらはがしてみようとする

元に戻して、上から押さえるようにする

画面を見る

鉄の棒澱にして轡ロく

リズム（タンタ喀ンタタンタンタ』ン）を刻

むようにして強く　・たりする

持ち変え、移動してAの画面をはがそうとして手を

かける

はがしはじめる

「O（はなの）においがしない？」と諏・ながらは

がしていく

録の棒を立てて動かしはがしていく

蕊1罐雛：。持。上げる

「紅よっちゃん、最後さあ、このさあ、紙の

さあ、」と言いながら、画面の角のところを持

ち上げ、立てるようにして見る

「なんかさあ」と言いながら戻して置く

Cと一緒に裏返して見る

「0に0ない？」

「0（さいあく）0」と言いながら、ハサミを

勘

画面の端を切り始める
tsttt

紙の向きを変え、ハサミで画面の端を切ってい

く

向きを変えて端のほうを切っていく

「ほら、Cちゃん、あたしの南の（しま）」

Aの様子を見る

Cが手を伸ばし借りようとする

鉄の棒を持ちはがし始める

一瞬紙が折れる

机の上にのっているところをはがし始める

Bに渡す

糊を手に取る

見る

糊を持って自分の場所のほうに行く

Bの様子を向かい側から見る

自分の画i4iを触ったりしている

AとB蜘を見る

糊を置き、前に切り取られたもののほうをとりあ

げ、裏返して見る

p
幽
雪
．
．

層
．
｝
層
，

（「O・と言いダがら）・がBの置・免爾を

持ち、裏返しズ見る

前・切閧黶cをb・

それを置く

画面を見た後、絵の具を手にする

画面の端のほうに絵の具をチューブから直接

塗っていく

場所をずらし絵の具を塗っていく

絵の具にふたをする

絵の具を塗ったところに指をつけて絵の具を

すくい、端のほうに塗る

指先に絵の具をすくいとって別の場所にも塗

っていく

絵の具を置く

・
∀
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△

と言いながら切っている （繭上に鈷つたものを取り、） 貼ろう とする

43：09
…

莇に張ったものをはがそうとしている

はがす

雨手で持って移動し、別（反対側） のほうに貼

43：22 る

脇に置いてあった糊を手に取る
…

「○」と書ってCのほうに行く

「（ここにあるよ）まと言ってさっき張り替えた

ものの方をゆびさす

…
指差しながら「01とBに書う

Cのとなりで見る 糊のふたを開け、糊付けしょうとする

43：36 画面をは選し、ふたの上ではらう

糊をつけて上から押す

Cがつけたところを触ってみる

糊をつけて貼る

自分のところに戻り、画面を広げてみる

； さっき切り取っ違うほうのものを手に取り、晃

四季で作っ捧ものを持ち上状「これなんかO る

43；51 になった麟じが0達と言いながらはらう

めくって裏側を、自分の陶かい側から見る 押すようにして貼る

はがしたと1ころをこする

元のように置く

譲に切り取ったものを博つ

44；03 端のほうから別の切り取ったものを持ち、ハサ Bのほうに行く

ミを持って切り始める

盧分のところに戻り、ドン、ドンと、 さっき貼

つたTころを澗手、次に右手で、 計2回叩く

切り取る
　　　　　…
齒u後ろ瞬グループのほうを見る

44：17 別の小さいものを糊付けする

擦る 郭り取ったものを画面上に置いてみる

取って何かを探す 揮さえて貼る

画面をめくり、その下を見る 纈を両手で涛ち、あいだで転がすようにする

別のところに糊をつける

4426 画面を戻す

何かを探している

（rO3）

斜め後ろ瞬下のほうを見る Aの見たところを見る

44：35 そこにしゃがみこむ 糊を岡じところにペタペタとつけていく

場駈を変え、糊を岡じところにペタペタとつけ

ていく

醸を擦っζいる 別の場所に糊をつけ同じところにペタペタと

つけていく

「ねえねえ、こ訟この中に入れていいかなあ」と

行って、はがしたものを捲差し、赤の具の入ったタ
「（うん、ぜんぶ）Ojと諏、ながら糊を持って上

44：47
ッパーをゆびさす ．門”．叩●．層－

「昌『’…門 @一・・・・・…、、＿．．＿．． 下に振り、糊をつけたところを捲差しながら、 繭圃面を擦る
＼ の上に槻をつけていく
、
、

、 糊にふたをする
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

〆
醐の廼に貼ってあったものをはがし、その場の近

くの机の上に置く（はがす行為）

立ち上がって、さっきの小片を画面の上に貼る

45：01 擦った手（右手）を見る
㍉
、 繭を見る

霧のところのものをはがし、置く
㌧ 画面を魚のほうからめくって下のほうを見る
㌧

目す

（Bのはらう行為） 脇のスポンジの上に置いてある切り取ったものを＼
手
に
と
つ
硯
て
い
る
　
㍉

45：20 乙 糊を元の場所の近くに置く

画面を持ち上げ、画面上 ギね、晃てほら、はいだらなんかさあ一、こん
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ふたのま二に手ではらうようにして落としていく
なOjと書って、　Cにはいで晃せる Bのほうを見て、自分のほうに戻る

左手で持って、右手で擦ったりしている 絵の具をつける

roO」と蓄いながら繭手で持ち1 弓iいたり

45：28 ～ しながら見ている
～

画面の上に置いて見る

㍉
～餓て踊・翫げよ・奨　　つき貼ったところを押すように

…

両手で持って杭の脇で繭の上にある触り取った

ものをはらって床に蕗とす
絵の具にふたをする

45：41 水場のほうに行く
…

絵の具を置き、トイレットペーパーを置く

右手で持って左手ではらう

友だちが来る弩

「（そんなこといってちゃ）」

画面を机の上に置く

45：55 右手の人差し指を絵の具の申に入れる 左手の入差し指を絵の具の中に入れる

ふちを叩くようにする 指を突っ込む

46：01 ついた絵の具で画薗の上に描いていく

cの行為を見て「銚と言う

塗った手を振る

置いてあるトイレットペーパーで絵の具のっ

いた手を拭く

Aのところにある、赤い色の入ったタッパーに

46：18 擢を入れ、色をつけて画面につける

ハサミを両手で持ち、開いたり閉じたりする

友だちが何かが入ったタッパーを振りな

がら来る

FO」

友だち＝「Oj

タッパーをつかんで上下にゆする 「Oちゃ一ん」と書いながら離上に貼られ

てあるものをゆびさす

Bのほうを見る

46：30 ゆすってから持ち上げ、横から見る

友だちに返す

ジ〈え？）」と言ってCのほうに来る 「これ00まと書って、灘上についている

それを見る ものを触る

（はろうと思いついた） 横を向き、トイレットペーパーをつかむ

「0（したいなら）ね一」と言って自分のつく

っているものをめくってその下を見る

醸騒上についているものを押さえる
…

穣の下から糊を持って立ち上がり、Cのほうに行く
両手を拒下に振って自分のところに戻ってく

4648 る

Cの書う懸面上についているものに、軽く叩くよう 裂

にして糊をつけていく
～
気

咲れ。（し・う）拷言いながらタ・パ

一のほ鋒をゆびさす

自分の画面の上に糊をつけていく

46：57
糊を取る

！
．
’

！

／／’

Bが糊をつけてくれていたところに糊をつけてい

く

道具残スを取咄し、持って、いすの上1こ麟 ，，．．…’”

47：07 煽のiまう餉く
「0」cがつけていたところ1噸をづ閉る

．，，・・「－”

「Gj別のところに糊をつけていく

！ 自分のところに瑚を？母で涙
　　、．、・・一’“
D．．．・・’’”

g．

47：14 道具ケもスを関ける　　　　〆 〆 　，@“　“・X．9●．ド

997．…卜’岡’

．．，．…戸’』『’層9－

．，．・・’♂

．．9、．・…」－’’” 糊をもちながら移動し、机の脇に糊を置く

糊を出し、机の上に置く
　．，．．，．『』・…“』『”－’

D．．・・－’“「

、、．r・’9”

切り取られた小片を持ち、見る
小さなケーゑを中にしまう　　　　　…
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A
・

召
．

△ 狽 △
！

！ 両蔀嬬く姻しながら薩の1‡く
」7L「「

画面の上に翻をつけていく
層7’

C，層

47：37
横に引くようにして糊をつけていく ！　　　　　　　　　　　　　　　　　、〆

置いたのもののところに糊をつけていく

下のところにも横に引くように糊をつけていく

〈一
毒1の挫勲と糊をつけていく／！糊を取る　　　　　　　　／

別の角度から糊をつける

ﾐをつけたところを揮さえる

48：02

一旦手を止めるが、下のほうに塗っていく
大き・・スポンジの上醐纏っていく　　　　　　　　’「

糊をつけて押さえる

！
！
／ふたを蹴る／：／一　メ“
@　　　　　・，，

ふたを閉めて置く

ふ して置く
_・・’9”『’『“

Bのところがら／＞9　欝っていく
，／

上にはがしたものがのっているタッパーを取る
　r’．F9

Iス潔ンジを澗手で待ち、醜の上で絞るようにする

48：18
はがしたものを、騰面の上の糊を付けたところに置 醸の上において貸す

いていく 〆

もう王度押す
ぺとを返す

はがして見る

糊をつけた面を叩く

48：28 左浄ら右へと塊にしていくつか置いていく
反婚の面を叩く

〆

交互に持ち換えながら叩く

下φほうにも置く

上浄ら軽く叩く
3

上¢）ほうにつけたものを少し取り下のほうに ，’

v／

；
ぐ’

移す

上¢）ほうにつけたものを少し取り下のほうに

48：37
　ぎ
ﾚす

∫

3庫行なう
3

上φほうについているものを軽く押さえたり～ 友だち炉ぎで下のほうから覗く

曜・たりする
（スポンジを振っている）　　　〆

ヌ

る」

48二56
ノあ一、〈）だてるつもりなのに一」と書レ・な

．／

ｪら爾を擦る 指で絵の具を塗り丸く広げている

49ゆ1
はがしたものを置き換えたりしている

トイレとペーパーを手にし、解く 絵の興のふたを閉める

ちぎって手を拭く トイレットペーパーをちぎる

下のほうに貼ってあるものを置き換えたり し 画面を拭く 看手でものを持って置き、左手でペーパーを道

ながら貼っていく スポンジを退かして拭き、スポンジを置く 具ケースの上に置いて、水場のほうに行く

49：18 手を拭く

上から軽く揮さえるようにして貼っていく

画面を持ち上げ、水場のほうに行く

軽く囎きながら貼っていく 水場から屡ってくる

49：37 雨冠で持ち上げて昆る

上のほうから転がってくるものを見る

机の上において、外れて転がってきたものを上

のほうに戻す

49嬬8 上のほうに糊をつける 画蒔を持って戻ってきて、机の上に置く さっき指で塗ったところにペーパーをあて、上

から翻（27回）紺く（終わりのほケト瞬B

『を見る）　ガ

Cの様子を見る ペー・・一をゆす

49：59 　　　　　♂yーパ「を持って見る

上から押さえていく トイレットペーパーを持ち、解く
r！，

^

Bのほうを見て、糊にふたをする ロールを落とすrわ一」
　r’P

Yさっきのところにペーパーを貼り、数回（12

〆 回）腰く

｝画面の手前のほうを持ち上げて見る ロールを持ち、ちぎって机の上に置く ．メ鰍一をは轡

〆
〆

丸めて祝の真ん申に置く

50：14 下のほうに糊をつける 彪〆
ペーパーを丸めてタンポのようにする 絵の具を置き、ハサミを取る

画醐の上でハサミを前後に勲かしながら「切

繊をっけ押さえる る｝と言う

歯ブラシを絵の具につけ、丸めたペーパーの上 切っていく

50：32 につけていく
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△ 外

… 歯ブラシを磁く

ミ 薄 切り取ったものを脇に置き、切り始める
…

丸めたペーパーで離を擦るようにしていく

∫ワ　ガ 反対醐から切る

友だち聯慮ける・
50鍾。 「ん？蟹〆？」　／

蘭多擦った後、友揮ちのほうを向き籍し始め

う〆　　　ノ

50：54 ’「

｡L’

／丸めたペーノ軒を直接絵の具につける

ノ
それで齢面を擦るようにしていく

糊のふたを閉める　　　▽　　　　　　　　　　　　　　∠ゴ左手で貼ったところを数画叩く　　　　　　　　　　　『 　　　’@　　．，’

普Fブラシで絵の具をつけていく

覇手で点き押さえる　　　△

右手で叩く

51：07 小片を画面の真ん中に集めるi 画面の端のほうを擦るようにしていく

網を手にもつ　　　　　　　　　　　！ ペーパーを澗手で持ち、ばらす

51＝24

壷焼鵬二た手鐵〆 片方落ちるが、もう片方を持つ

yーパーをハサミで切る

｝網の上を擦る

網を振る タッパーのなかの絵の具を歯ブラシですくう

51：36 ぺ～パ～を画面の上に置き、歯ブラシで描く 画面の端をハサミで切り敗る

51：41 絵の具をすくい、塗る

擦っているうちにペーパ～がちぎれ、蒲手で飛

ばす

歯ブラシに絡んで残ったほうを歯ブラシの先

に巻く

「歯ブラシ0なかったつけ？」と言って、A

の側の机の端のほうを見る

51：53 網のうえのものを机の上に置く

（紛（ないよ）」）

Bから歯ブラシを受け取る Aに欝ブラシを渡す

52：00 絵の具をつけ、自分の醐の上で網を擦る

網と歯ブラシを持ち変え、鱈ブラシにBのほう

のタッパーのなかの絵の具をつける

繭の左端を切り取る

絵の具をつけて自分の画面のところに漢り、網

52：19 を擦る ローラーを持って戻ってくる 漸面の左側の上のほうを蜀っていく

画面の上にのっているものを退かず

ローラーを画面につける

粛ブラシの先を見て、目の前のタッパーの申の ローラーを転がし始める

赤色の絵の具をつける

52：31 色をつけた鱈ブラシの先を見て擦る

Aのほうにローラーを向け、「○使う？」と聞

罫いや、いい」と答える く

Aの後ろを通ってローラーを置きに行く

教室の前のほうを見る

旧き薩り、網を擦る

52：50 手を止めて、画面を見て、水場のほうに行く

画面の周りを切っている

しゃがんで皿の土手のところで、衡ブラシで絵

の具を混ぜる

立ち上がる

53⑪6 繭の端を切っていく

53：19 位置を変え、椅子に座って切っていく

53：31 欝ブラシを持ちながら踊を見る

T2がBのつくっているものを摺し

てAに何か蘭く紛1

「0」と答える

53：42 自分のつくっているものを指す

画面の上を指して説明する
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53：54

54：le

54：27

5444

55：e8

55：16

55：37

55：46

56萄◎

56：26

56：48

57：l1

57：18

57：32

菊
租

57

ﾙ

58：24

　T2が画面を指して聞く

玲きと書いながら場所を離れる

水場に並んでいる

友だちと話し、歯ブラシを持ちながら戻って行

く

赤の絵の具を歯ブラシにつけて画面の圭で網

を擦る

網を吹く

一礁をはずして画面を見て、網を戻し吹く

擦る

ビンに歯ブラシを入れて直援絵の具を取る

擦る

網の裏側を擦る

ビンに歯ブラシを入れて直鱗陰の具を取り、擦

る

水場で何かを洗っている

水揚で洗物をしている

洗ったローラーをもって漢ってくるが、すぐ向

きを変えて水場のほうに行く

バケツのふたを左：右に降りながら持ってくる

訊のところに来てタッパーにぶつかり吹っ飛

ばす
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両手で持って向きを変えたりしている

n一ルを手にする

ちぎる

たたんで画面の上に置く

一一一・一uu一ルに手を神ばす

画面の上に置いたペーーパーを曝く

はがして見る

もう一段小さくたたんで画面の上に置き、上か

ら叩く　（十数翻）

はがして見る

更に一段小さくたたんで置き上から曝く

はがして見る

別の場所に置き上から耶く

はがしてみて、別の場所に押し付けるようにす

る

更に小さくたたんで持つ

両手で持って伎置をただす

右手の捲先に絵の具をっけ、画面の上を擦るよ

うにして描く

指先に絵の具をつける

「P」の文字を描いている

絵の具をつけて描く

　　友だちがやってきてその場所を触る

fや一め一一て一よ一」と手を上げながら言う

絵の具にふたをする

ペーーパーの切れ端で手を拭く

ロールを手に取る

　　友だちがきて別のところをゆびさす

fOl

ペーパーを「Pjの文字の上に置く

ちぎる

ロールを叩きながら、持ちながらいろいろ繭

を見渡し、友だちに話す

ロールを置く

「Pjの上に殿つたところを紺く

一一・A uはがそうとして重ね、麟く

はがす

　　別の友だちも来る

ペーパーをたたみ、文字のところを触る

ペーパーで手を拭く

ペーパーを丸めて置く

となりのグループのところに行く

繭の上で手を友右に動かして「0」と言う

小片を下面にあてがい、はずし、糊をつける

糊を置き、貼る

貼ってから更に織をつける



Bのほうを見る （「あ一つ」） Bのほうを見る

しゃがんで拾おうとする

58＝30 網を擦る 糊をつける

水場のほうを見ながら擦る

ハサミを取る

タッパーを拾って机の上にあげる

58：43 ふたでCのほうを溺ぐ

「あたしのぜんぜんかわかないQ」

薪すずしいですか一？」と書って両手で持ち、

Cを扇ぐ 何かを切っている

「あたしのOj

Aを扇ぐ

「こちらのさくひんのうえが（いい）」と言い

ながら擦る

Aのつくっているもののほうを溺ぐ

58：54 自分のつくっているものの上から継ぐ

網を裏返し、振る 自分を扇ぐ

吹く 切ったものに纈をつける

タッパーの上に置く

59：｛羅 吹く

鉄の棒を持ち、絵の具のビンにさす

吹く 糊付けした小片を画面の上に貼る

絵の具をつけ、醸の上を引くようにして描く

絵の異をつけて塗る

59：19 角度を変えて糊をつける

絵の具をつけて描く

絵の具をつけて描く

絵の異をつけて描く

絵の奨をつけて描く

絵の具をつけて描く 糊を置き、両手を擦り合わせる

絵の具を切る

欝ブラシをビンの申に入れて直接絵の具をつ 絵の具をつけて描く

けて擦る 6翻ほど付け替え、齢線を描くようにして、描

いていく（途中、絵の具のついているところは

60：15 削るようにしていく）

リズムを劉むようにして、縦にして、20数圓、

画面の上を叩く

60：29 網を横に立てて、画面の上を瞬く

鉄の棒で削るようにする

網をタッパーの中に入れ、爾ブラシを絵の具の

ビンに直接つけて、入れておく

紛（きたないから）」

Bの手元を見て、少し手を出しながらrO」と

60：41 覇　”

Iつ

画面の上を軽く数麟たたき、Aに渡す

鉄の棒を借りる

先の細くなっているほうを絵の具のビンに入

れる 後ろを向く

友だちがやってきて、互いの爾手を簡手を舎わ

60：55 すくって霞分の画面に描いていく せる

そのまま押していく

61騒6 絵の具をつけて描く 互いに押し合う

6玉：24 絵の具をつけて描いていく（イニシャル？）

Fここに車の絵かいたらどうなるかな？」

はがしたものを賠つたところを鉄の棒でつつ

いていく

（「これOj）

「ここにティッシュペーパーはってあったんO　ト

イレットペーパーだったっけか0それはがして、

ここにはったんだよ」と言って、鉄
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の棒で、はがしたものを鮎つたところをさし、友だ

61：54 ちにはなす

別のところに行く

「○ちゃん0」と雷って、宙で看手で文宇を

「エイチ・ティーだよ」 描くようにする

62：02 「Qj

絵の具をすくって、爾面の上で、点々として描 輸0ティーって撫、てあるOO」と醤い

いていく ながらタオルで手を拭く

盧分のところに戻ってきて椅子に座って自分

のつくったものを見る

「0がっかれた綱

後ろに来た友だちが霞の上に紙のようなもの

を2騒つけようとする

となりに来た友だちのおなかを左季の甲で数

籔軽く韻く

後ろの友だちのほうを見る

62：32 鉄の棒に色をつけて、点々と描いていく

つくったものの角のほうを触る

後ろを晃る

絵の具のビンの中にある歯ブラシを手に取っ

て踊に描きはじめる

鉄の棒に絵の具をつけて、点々と描いていく 擦る

62：48 方向を変えて擦る

鉄の棒に絵の具をつけて、画面の上のほうに

点々と描いていく

絵の具を手に取り、タッパーの上に置いたバケ

63：03 ツのふたの上に、絵の具を出す

ビンから絵の具を取って描く 絵の具にふたをする

手を拭き、濫手でふたを取り、持つ

歯ブラシで捏ねる

「00とってき絢と言ってチューブ入りの

見る 絵の具をAとBに見せる

ふたを置き、歯ブラシで画面を擦りながら描き

63：29 鉄の棒で絵の具を取って、しゃがみながら描く はじめる

絵の具をチューブから竃接右手の人さし指と

63：42 ふたの上にあけた絵の具を歯ブラシで握ねる 中据とにつける

画薗を擦るようにして描いていく

右手をペーパーで拭く

手を止め、Cのほうを見る ロールを引き、ペーパーを出す

rよっちゃん、○」

画仙を擦ろうとする 「いいよ、0いいよ」と置って黄色の絵の具

63：58 絵の具を受け取る を渡す

絵の具のふたをバケツのふたの近くに置く

64：00 バケツのふたに絵の具をあける

場所を変えてBのほうに手を出す

黄魚の絵の具を机の上に置く それを取る

薔ブラシで絵の具を捏ねる 絵の具を持って自分の場所のほうに行く

64：14 絵の具をつけて癒藤の上を擦る

立ち上がり、絵の具のビンの中に鉄の棒を入れ

骼ﾎめ前のグループのところに見に行く

絵の具をつけて擦る 前に塗った緑の円の申心に、右手の人差し指に

黄色の絵の具をつけて、押す

チューブから色を直接絞ってつける

64：33 歯ブラシを持って画面を見た後、擦り始める 絵の具をつけたところを措で狸ねる

緑色をつけて擦る 点々と指で付けていく

緑色の跡の上に青の絵の具を出す

64：55 握ねて、画面上の緑の上に擦って塗る

紛ちゃん」

跨の中心に黄魚の点を塗ったところの上にぺ

65：12 一パーをかぶせる
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かぶせたところを右手で数回叩く

ふたの上に歯ブラシを置く

（下から取って）糊をBに渡す 糊をAから受け取る

床から何か小さいものを拾いふたの上に置く

65：37 Aがふたの上に置いたものを取り、自分の目の 円の付近をペーパーで拭くようにして押す

前の机の上に置く

自分の画面を両手で交互に軽く叩く 小片に糊をつける

ビンに入っていた鉄の棒を取る 下面の角のところに貼る ペーパーで吹きながら、黄色の中心を指先で触

65：45 る

点々と描きはじめる

画面に直接糊をつける ふたをする

手前のほうに点々と描いていく 絵の具を画面の上に置き、ペーパーを手にする

円の中心をペーパーで拭く

指先で触る

66頃）4 鉄の棒を絵の具のビンに入れ、混ぜる 友だちが来る

「Oちゃん、シャリシャリシャリシャリ

っていうやっかして」と手を動かしながら

しゃがんで描きはじめる いう

rO」

「シャリシャリっていうやつ」と手を動か Bのところに行く

しながらいう
L

別の友だちがその友だちのところに来る
㌦

覧　　．　．　　・

両手を捏ね合わせながら戻っていく
’蔑　　1等．　　　　　　　　　　　己

@　　　　　　一
自分のつくっているものを持ち上げ、その下を

66：20
一

見る

バケツのふたをめくってその下を見る

「網？」

「0網どこ一？」

66：28 「網、このなか」と言ってタッパーの中をゆび タッパーの中をゆびさす

さす

「網、このなかだって」と言って網を取り、「は

いOjと言って友だちに渡す

鉄の棒の先に絵の具をつけて描いていく

66：50 画面の上で、糊を網の上で擦る

「0一」

（糊を一瞬友だちに向け、）ふたの上に、軽く

67：01 叩きながらあけようとする

「0はいO」と言ってふたの上に鉄の棒を持 ローラーを手にとって、手で転がす

って何かしている

絵の具を捏ねている 糊を画面に、叩くようにして直接つけている

絵の具をつけて描く 両手を叩いてはらう

糊のふたを開ける

ふたの上に網を置き、その上で糊を擦る

手のひらに糊をつける

67：21 画面の上に糊を直接、トントンと置いていく

ふたをして、両手を擦り合わせる

画面の上で、網の上で糊を擦る

立ち上がり、画面の上のほうに描いていく

一瞬Bのほうを向く

目の前の赤色の入ったタッパーに鉄の棒を入

れる 糊を置き、つけたところを吹く

鉄の棒で混ぜる

左手に網を持ち、見る

67：43 色をつけて描きはじめる

ふたに一瞬糊をつけ、糊で、網を擦る

友だちが何かを持ちながらやってくる

ふたの上で糊をこね、網の上で擦る

友だち：持っているものでBのつくってい

るもののほうをさし「0」と言う

67：57 糊をつけた網を画面に向かって吹く
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友だちに「0」と言う

友だち＝円いローラーで簾のほうを捲

し、戻ろうとする

網と歯ブラシをふたの上に置く

友だちのほうに向かって「（かして一）」と書う

68灘4 友だち二目ってくる 水場のほうから戻ってくる

ローラーを借りる（魚がついている）

しゃがみながら描き、Bのほうを見たりする 画面の上に横に引くようにして描いていく 手を拭いている

「うわ○一いまと書いながら引いていく

（；o」）底遜をペタッとつけながらスタンプす

驍ｻのまま引いたりする

引くようにしたり、軽く叩くようにしたりして タオルを机の端に置く

描いていく

68：22 「Ojと書ってお辞儀しながら友だちに返す

「（これ）O」と言ってBの画面のほうを

立ち上がり、昌の前のタッパーに手をかける ゆびさす

一瞬Bのほうを見る 「萌と書いながら網の上で糊を擦り、網を吹 絵の具を置き、机の反対測に行く

なかの絵の具をつけて描きなじめる く

「（こっちが）Ojと言ってBのつくって

いるものをゆびさす 元のほうに戻ってくる

68：33 点々と描きはじめる 紛」と欝う

68：35 網に糊をつける

立ち上がり、絵の具の入ったタッパーの上で網

タッパーのなかの絵の具をつけ、点々と描く を糊で擦る

糊を置き、歯ブラシで擦り始める

68：51 ＆をつけ描く

網と歳ブラシをふたの上に置き、座ってAのほ

うを見る

69；21 紛」と書って、鉄の棒をビンに入れる 絵の具のビンをAに渡す

（「まだかよ一」、「まだかよ一↓と言って通り

過ぎる）

前に切り取ったものの先をビンの中に入れる

色をつけて描く それで描く

ビンに入れる 両手を擦り合わせながらBのほうに行く

描く 「（せっけん）○」と言いながら両手を擦り合

Cの手を見る わせ、Bに見せる

ビンに入れ、描く 左手で癬面の角のほうを触る

藺手を擦り合わせながら「O」とBに話し撚ナ

「○」と言って立ち上がり、水場のほうに行く る

70：01 水場のほうに行く

ビンに入れる

水揚のほうを見る

描く

戻ってきて手に糊をつける

両手を擦り合わせる

70：a3 絵の具をつけ、描く

ビンに入れる 瑚をつける

描く 糎を置き、擦り合わせる

タッパーのなかの絵の具をすくって孚のひら

70；40 につけ、混ぜて擦り合わせる

ビンに入れる タッパーの中に手を入れる

もう片方の手につけて擦り合わせる

描く

賦ちゃんOみて一」と言って手を見せよう

見る とする

「○（い一や）達と書いながら、立ち上がり、 「せっけんで手一あらってんの」

70＝52 ビンに鉄の棒を入れる

手の匂いをかぐ

鉄の棒を入れてビンを持ちながら「これ手でや
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っても、00かな一」と言う

立ち上がり、後ろのグループのところに行く

71：05 鉄の棒の先に絵の具をつけ、描く

絵の具をつけて、タッパーの中にはらうよう

に、タッパーの角で（リズムを灘むように、数

團）ロ眠

Bのところのバケツのふたの上の絵の具をつ

71：32 けようと混ぜる

描く

水場のほうに行く

繭ま二の位置を変え、描く

立ち上がり、陽の蕩の赤の色の入ったタッパー

71：48 の中に手うの棒を入れ混ぜる

描く

画面上の位：置を変え、描く

ビンの中に鉄の棒を入れる

72：06 斜め前のグループのほうを見る

あたまをかき、その手を一瞬見て、その場一園

則し、画面のほうを見る

72：16 水揚で手を洗っている 水場で手を洗っている

手をはらい、戻っていく

手をはらい、戻っていく

タオルで手を拭く タオルで手を拭く

顔を拭いて、道具ケースの上に置く

タオルを巻物状に丸め、その頂点のところで絵

72：37 の具をつけた醐を拭く

Cのところで画配を見る 画薗を見る

ハサミをもち、開いたり閉じたりしている

ロールを手にする

数ヶ所、ポンポンと拭いていく

斜め前のほうを見る

「0崖と書いながらタオルをひろげる

Cの画面の上で、ハサミを開いたり閉じたりし

ながら何かをつかもうとしている

後ろを見て、通りかかった友だちを呼び止め、 「つかんだ」と言ってハサミでつかみ、元の自

自分のつくったもののほうを捲差し、見せる 分のところに行って、タッパーに入れる ロールをちぎる

「0」

73：07 「（エへヘへへヘへ）」 教室の前のほうに行く

タオルをたたむ 入れてからも、両手でハサミをもち、開いたり

朗じたりしている

その友だちのほうに行く

自分の場所に航り、しゃがむ ハサミの先でタッパーの底をつつく

友だちもしゃがんだところを見ている 醐いてつつく

73＝24 前後に擦る

友だちもしゃがみこむ ハサミを取り、左手を入れる

ハサミをふたの上に置く

右季を入れる

捲についた絵の具をふたにつける

73：34 立ち上がり、水場のほうに行く

左手の指についたものを擦って画藏上に落と

しながら座る

73：42 ふたの上に覆いてあった糊を手に取る

網を左手で持ち、ポンポンと糊をつける

画薗上にポンポンと（数國）、叩くようにして

つける

73：56 網を置いて、少し向きを変え、塗る

（手を洗って）渓ってくる ポンポンとしたりしながら塗っていく

ハンカチで手を拭く 糊を遷く

しゃがみこむ 網を手に取るがすぐ置く

74：13 前に切り取ったものを手に取る
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罠ってきて、（小さいスポンジ毒） 自分の繭
74：14 の上で絞っている

ちぎって懸・ほうを置き、長くて大きいほうを

ビンにつける

スポンジを持ちながら手を叩く

74：26 立ち上がる チョンとしながら描いていく
赤い色の入ったタッパーにつける

画面を見る
3園ほどつけついたところを指先で触り、 横にひ

ろげる

Bのほうを見えから、「題名とかまだ決まんな

いや」と言う

「だから、題名は無題って書う題名なんだって

ば一」と言いながら描いていく 右手で擦る

74遜β 笑いながら移動する タッパーのなかの絵の具につけ

「もっと00達

74：50 繭の上に旧す

ハケを持ってきて振るようにして描く

ハケをつけて描いていく ビンの中に先をつける タッパーの中にスポンジをつける

75謎｝2 色をつけたところを触ってみる

描こうとするが、ふたの上の絵の具にっける

スタンプしょうとするカ・軌 繭を蜘1し、 年

で触る

チョンチョンと挿すように描いていく 描き始める

　　　　　　　…
Xタンプする　　i
@　　　　　　…
スポンジを置く　　i

：

ハケを持って移動する

75：15
瑚を持ってくる

糊を押し付ける

戻ってきてしゃがむ ふたの上の色をつけて描く

画面の手元のところを触る
糊の先を触る

立ち、bがる

タッパーの中に筆を入れる ビンの中に入れて色をつける
糊のふたを閉めながらまわす

タッパーの中で混ぜるようにする 描く
両手を擦る

ビンの中に入れる

描く 描く

「（すぐそこの）OQまと言いながらどンの中

75；5G に入れる

Bのほうを見る 「00（くよ一＞」と言いながら描く …

描く ジG」

描いていたものをふたの上に置く

76：01 Aのほうを見て罫（筆）かして」

紛」と言いながら描いていく

タッパーの中に筆を入れ、混ぜる roま …

「0」と言いながら筆に絵の具をっけ、描く Aのほうを見る

手を叩きながら戻ってくる

糊をあけて、てのひらにつける

76：24 絵の具をっけて描く

画面の端を触ってみている

歯ブラシにふたの上にあけてある絵の具をつ

ける

筆でポンポンと叩くように描いていく 画蘭の上をポンポンと叩くようにしていく

歯ブラシに絵の具をつけて叩くようにしてい

76：39 く

水場のほうを晃る

爾てのひらを見ながら水 のほうに行く

筆の先を見る

歯ブラシを置き、さっき描くときに使ったもの

76：50 タッパーの申に筆を入れる を持ち、はがしていく

描いていく 手を搬り合わせながらAとBのあいだに入って

77：05 いく

両てのひらをゆっく り開いてみせる

．、．．．・・伊”LL”

　　　　　　、．．．・・騨・・”9「
@　層＿、，・…P’’”9”
D．．、…榊’9－－

．，．．．・・”L「’－」’－

“！｛｛i’t“’t’tN．ttt．tt．ptttt”．t．．t．t．t一“
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77：11

77：31

7801

7832

7841

78：56

79：13

79：33

79：46

A
－ ノヲ

描いている

［｝…一よ一一・　o・と言・蝿らBに筆を卸

出す

糊を手に取る

ﾓたを取り、手につけていく

「0」と言いながら手に糊をづ る

犠篇．両手を叩く「これで後で滅皮むけるみたいにべろべろっ

て0」と言いながら両手を擦り合わせる

糊を羽こつける

ｼてのひらを療り合わせる

@くようにしす合わせる

　　秋山：手を騨ばして画面上のはがしたもの

@　を貼ったととろを触り、「O」と言う

閧�Cりながらi「O」と言う

@　「うん、うん」とうなずく

ﾐを手に取り、’ ｷしたところに付けていく

前につけたもの歯し雌すようにし醐を・ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”i’
となりのものに糊をつけていく

裟灘鎌轡
　　　　　　　　　　　　　　　　　i’

…ひ・を見・ @　／4両手を叩くようにあわせ、後ろのグルナプのほうを

見る　　　　　／

両手を擦り合わせながらBに「0」と言う

両手をゆっくり開いて見る

Bの後ろをとおり、逆側に行こうとする

Cの手を触る

「糊貼ったの（ね）」と言う

7
．
．
ノ

7・前脚噛・tl・、｝t一・肱．サ，一

千誌騎一／

「00」と言ってAに筆を差蝉す

農満、齢野よつちゃ

愚i手手1聯
切，取．　／

　　　　　　　　　　ノ
切り取った小片を舜につけようとするがや

論禦塑具につける

ハサミ苧ち・立てて画面上を捏ねるよう1こし

て描

ハ磐の先を触る

？サミを置き・「ti’・　oリー77」5”tcv　h］と言

メ）て手に持ったものをAに見せる
is

手を引く

両手を叩く

ふたの上においてある糊を手に取り、てのひらに

つけていく

デム
i’

i

摩離

手を合わせながらその場を離れていいく

騒羅
滑‘

堕ゴ「．．

　　「．

　　　　　受．・

　　　　　　　　　
　　趣　　　、’．
　　　　　　’．か七‘；　．r蔵．tt

r　　l蓬、賭
．濃

戻ってくる

Bのほうを振り向いて「0（かして）」と言って、

糊を借りる

てのひらに塗る @　　9”””’
ぬりながら（「くすぐったい」）と言ってCのほうを

見る

一瞬糊をふたの上に置こうとしながら、やめ、ての

ひらに糊を塗りながら、「（くすぐったい）よっちゃ

ん、（くすぐ）つた一一一い」とCに言う

Bの糊を差し出す

・・蚊と言・て呵両手を叩く　　ノ

・i
、　　　　　　　　　　～「o（くすぐったい）・と箏言う

・にて・養・を差・十

手をタオルでふいている

Bのてのひらに糊を塗る

∀
L’

糊を塗られ「あ一、くすぐっ0」と言って身を縮

める

Aから糊を取ってAのてのひらに糊を塗る
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《
尽
－

7953

8002

80：37

ev：48

81：11

8143

82：06

8222

82：36

てのひらに糊を塗られて（「あ一つ」）と含いながら

欄りするようにする　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　国

“’t’

ノヲ
i

両手を合わせる

手をgp3なh・6・後ろのかプのと・ろ嚥く

友だちも手を叩く

両手を開いて見せ、叩く

手を叩きながら戻ってくる

てのひらに糊をつける

両手を叩く

BとCの様子を見る

帝を見る

簿を通って反欄に行く

｛のひらを擦っている

と津り鋤トプのほうを見ている

手を叩きながら戻ってくる

両てのひらを見る

吹く

指で手のひらを擦り始める

A．　4・

自分のてのひらに糊を塗っていく

、
．
三
．

二
一
跨

舞ふたの上に置き、手を合越i

．
＝
．
7

》
製

鹸を帆

手を墜・》のひら醐をつける

細置いて手を叩く
．
、

㌧

、

、

貼られたペー・華押さえる

羅1驚l！㌔
il’il－k”一’，，r．’…”一’J”’”H“’”””’”…，，／／／／LH””H“一・…一一……一一一一一一i’一・・V……・一・一…一一一

難器轡騨
糊を手にとって、てのひら虞塗る

灘『二三

「じゃさ一、じゃさ一、ハート型にして、ハート型

にO」

バンバンと上から叩くようにして貼る

ペーパー一一のついた手を軽く振る

　　友だち・逆側にまわって糊msく；

賢

磁謡：し幅騨って自分

友だち：Cが押さえたてのひらの上のペー．．・”’

　　　　　　　　　　　　　　　　“．．“．““一

’

タオルをいすの上に置く

トイレットペーパーを手に取る

ペーパーをひろげて画面の上に置く

ペーパーを置く場所を変える

別の場所にペーパーを置き、上から叩くようにする

ペーパーをはずし、手で画面を触る

ペーパーを戻し両手ではさむようにして回し持つ

ペーパーを置く

タッパーのなかの絵の具をすくう

両手で触る

手のあいだで擦るようにする

警ろのほうにいく

難置いてあるいすにもたれかカ・る

穣 前のグルーープのほうに行く

戻ってきてロールを手にする

ペーパーをBのてのひらにつけようとする

Bのてのひらにペーパーを貼る

上から叩く

ロー一一ルを大きいスポンジの上に置く

Bの手のひらについたペーパーをはがす

’t’＝

’

’

Bのてのひらにペーパーを貼ろうとする

貼る

ペーパーをちぎる

Bの手をペーパーの上から叩く

はがしていく

．
！

手のひらを押さえる
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8249

8307

83：17

gg：45

84mo

85：25

85：42

8602

86：30

86：44

87mo

A 〈 《
・

手のひらを擦っている

3人のいるところに移動し、指で擦る

置
．
層

　　　　　s“
　　　　　t．lt
　i’
ss．@．．“““

’t

戟@li’；

；手のひらについ翻をtl｝・）・していく

元｝の場所に移動liてくる

層
，
’
．
．

層
『
～

総欝三具をすくVX　”cの

糊をてのひらに塗る

糊にふた毒して置く

i灘鋸寸寸

iてのひらにつけたペーパーを軽く叩いている

iちぎれたペーパーをたたんで、その上から叩く

　友だちがきて、タッパーの中の絵の具を指

iで触る

　別の友だちが手に色を塗りながら来て、タ

　ッパーの中の色をすくい、塗る

もう片方もたたみ、上から叩く

てのひらにつけたペーパーをはがし始める

パーをはがす

・・一緒にはがして・

P
く

Bのてのひら姻　’ b擦る
はがしたものを手に持き）て見る

「aこんどIUb、いろvlな。φ

ふたの上の糊を奥にやる

x一．

tea・”・・のて・ひ・¥始痢
鷲篇轡のひら轡

色をつけた上から糊を塗っていく

億∵∵警
空空楓とマ御
ロールをひろげ、Cのてのひらに貼る

ロールを巻く

や期ビン・入・て暁赫・醐具・・

淋てのひらに塗る

絵の具をつけたところを擦る

　（「あ、ぬれてるよ」）

座りながらかがむ

起き上がる

左手に持っていた歯ブラシをふたの上に置き、

ペーパーを丸める、小さいペーパーも一緒にま

とめ、丸めていく

立ち上がり、ペーパーをまとめていく

こぼれたところに行き、倒れている鉄の棒を拾い上

げ、ビンの中に入れる

丸めて持っていたペーパーで拭く

ぺ→パーで拭く

ぺ→パーで拭く

♂
．

ノ

．
ノ

．
’

’

．
♂
■

’

ノ

〆
ノ
ー
．
♂
・

力轡ペーパー・鵬

踏したペー■〈一を肱画面を拭く

擦多ように拠・ていく

Cのもっているロールを手に取る

ひろげて友だちの手のひらにかぶせる

手を柳さえ、はがす

魏沖州
郵擦り始める

Bに手のひらを見せる

ろ．

m
．
・

ロールをもって自分の場所に戻る

絵の具のビンに鉄の棒を入れる

Bのつくっているもののほうに倒れ、中の絵の

具がこぼれる

「あxこめ一ん、O」とBに言う

「ちょうだいね」と言ってAが持っていたロール

をちぎり、ロールのほうをもって戻る

ロールをひろげ、こぼれたところにか拳せる

≠　に折り重ねる

i

ペーパーをちぎる

ロールを解いていく

ペー一一パーをちぎって丸め、叩くようにして拭いてい

く

叩くようにして拭く
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《

；

iてのひらを上から叩くようにして貼っていく
ペーパーを丸め、叩くようにして拭く

87：18
iペーパーをはがす

友だち：はがしたペーパーについた跡を見

て笑う「アハノ〉・ハ」

87：21 T1＝「じゃあ、そろそろ後片付けね一達

「Gjと羨いながら、さっきとった、 ペーパーにつ

いた友だちの手形をCに見せる
それを見て、上から叩こうとする

87：38 てのひらを擦っている 引いて、ひろげて見る

Cの前にひろげて見せる

～　　＼ ひろげたところにチョップする

8？：41 持っていた片方が落ちる
、

チョップする

したところがらちぎれる

ジやた一つ達と書う

手形の残っているほうを見て、 σはい○疑、

言いながら）Cの前に出す

チョップする

（「い一た一い、ほんといたかっ矯 と言っ熾

左手を振りながら引く

Bのほうに行きがける

更にたたんでCの前に出す

チョップする

落とす

拾って持って後ろを向く

87：55 手を擦りながら、Bの向いたほうに行く

T1：罫もうちょっとでおわりに 0」

水場のほうを向いて手のひらを擦っている 水場のほうに行く

友だちが、青に塗ったてのひらを見せに来 「そしたらね一、あの一、おわったらね一、

る 自分のつくったもののところにあっまつ

少し引く てね一｝

88：20 と言って教窯内の転勤を見ている

T1ゴいいですか一？」

と言いながら教窒の前のほうに行く

89：03 　　院生Aゴ（ここ）にさ一、（）

ｩ
みたいなの

いてさ一」

「はい」

「まるに、いろんな（ものまるいの） 0」

罫はい」

T1：「じゃあ、みんな、いいかなあ、そ 「あれってなんかのマ～クなの？」

うそろねえ」 「マークeやないよ3

紛どんなこと0？」

「よくわかんないけど、なんか、てきとうに

O」

0

　　「なんとなく？」

WO」

89：26 ジいいですかあ一？」 罫。」

ぎあの一、なんだっけ、ほそいところにさ

あ、ピンクのあれって0ってなんか、 ふ

にゃふにやした0あったじゃない？あれ、

あれもなんとなく？」

「はい」

89：34 「（あ一）なんとなく、0」

ξいいかなあ一？圭 ξ○』

「じゃ、みんなね一、あの一、自分のつく

つたもののところにね、一厨行ってみよ

う」

椅子に座って道具ケースを開けている
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90：14

90：29

90：55

91：21

91：57

92：20

　　T1：「じゃ、いいかなあ？」

遂具ケースを床に置く

　　「みんなな一一一、今Hはね一、あの一、また、

　　ね、唐分のふしぎな慢界をつくってもらっ

　　てけども、どうかなあ？、気に入ったので

　　きたかなあ？1

rうん」

　　「気に入ったふしぎな世界ができ？」

「はい」

roJ

　　；よかったねえ」

　　「みんね、すて一一きなのができたね鵡

　　「みんあちょっとねえ、あの一、すこし、

　　0ってて、周りのお友だちの○ちょっ

　　とみてごらん？、ね」

　　「は一い、いいかなあ？］

　　「いいかなあ？」

　　「ね、みんなのね、お友だちも、すて一き

　な世：界、つくってたかなあ？」

　　「ね、みんなふしぎな世界をね、いっぱい

　できてね、0うれしいです一ま

　　fね、じゃあねえ、あの一、これで、授業、

　終わるけれども、あの、みんなつくっても

　らったものは、一旦、このまま、ここに、

　置いててください。んで一、それで後でね、

　あの、みんな、自分のつくったものを、あ

　の、ね、もってってもらいたいなあ、と思

　います。いいですかあ？、ね、はい、じゃ

　あ、これで授業は、終わりま一す。どうも

　ありがとう3

噴蜘
「これで0時閻眼の授業を終わりま凱福

「ありがとうございました。」

　　「ありがとうございました。」

　　「んじゃ、後は、自分の心覚を、忘れない

　ようにしてね，終わりSk一一一す。」

fo　o　o］
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⑥いろいろな表し方を楽しむ活動

第4学年　図画工作科学習活動案

4組担任笠井優子
男子17名　　女子20名

1題材名　いろいろな表し方を楽しみながら
　　　　　　　「すてきな木にまほうをかけたら」

2　題材の目標

　・　自分がつくった木から思いを広げ，いろいろな表し方を楽しみながら，自分らしい表現をつく

　　りあげる。

　・　自分や友達の表現に触れながら，その思いや表し方のよさを感じ合う。

3　題材について

（1）子供の成長

　①自分の発想の広がりを楽しみ，友達に語ることができる子供

　　　6月「ゆれるゆれる何がゆれる」では，ピアノ線の先につけた形から思いを広げ，材料の色や

　　形を生かしながら自分らしい表現をつくることを楽しんだ。自分の表現を前にしながらM児は，

　　「ぼくは，最初，もうすぐ夏なのでヒ。アノ線の先にひまわりをつけました。でも寂しかったので，

　　ピアノ線の土台に使ったアルミ缶の回りに海をつくりました。それでも寂しかったので，ピアノ

　　線にひまわりの茎や菜や土をつけるととてもにぎやかになりました。」と自分の表現過程をとても

　　楽しそうに語った。子供たちは，夏からひまわりそして海，海の中に住む生き物だちへと自然に

　　つなげていくM児のイメージの広げ方に共感した。自分らしく表現することを大事にしてきた子

　　供たちは，同じように友達の表現も大事にし，お互いのよさを感じ合うことができるようになつ
　　てきた。

　　　本題材では，いろいろな表現を楽しみながら，お互いの表現の違いを感じ合うことで，より自

　　分らしい表現を意繊できるようにしていきたい。

（2）思いを生き生きと表現する子供

　①　イメージを膨らませ，いろいろな表し方を楽しみながら表現の他界を広げていく子供

　　　子供たちに「こんな木があったらいいな」という思いを込めて自分だけのすてきな木をつくる

　　ことを提案する。木の形から描き始めてもいいし一一，木の色からつくり始めてもいいことにする。

　　「魔法をかけたすてきな木は，好きな所に生やしたり自分の好きな所に行けたりするよ。」と子供

　　たちの心をファンタジーの世界に誘い込む。子供たちは，自分で魔法をかけられるので，空・宇

　　宙・海底・水中・地中など自分の思いのままに楽しみながら動きのある世界をつくりあげていく

　　ことができるであろう。たんぽ・金網とブラシ・泡・吹き流し・にじみやぼかし・こすりだし・

　　ローラー・スタンビングなど今まで自分が使ってきた技法が自分の必要に応じて使えるように道

　　具を準備したり場を設定したりしておきたい。子供たちが，イメージを膨らませた徴界を，いろ

　　いろな表し方を楽しみながら表現していく婆を期待したい。

　②　友達と自分の表現の違いによさを感じながら，自分の表現に自信がもてる子供

　　　お互いの表現を盤質し合える場を設定する。イ・一一・　tiルに立て掛けた表現を，周りに置いた椅子

　　にすわりながらゆっくりと鮭質する。自分が必要とするときにイーゼルに立て掛け，その表現に

　　関心をもつ友達や自分が見てもらいたい友達が集まってきて感じたことを話し合う。子供たちが

　　本当に必要とするときだけに，自然な形でしかしいっでも自分の表現を友達に見てもらえる壕が

　　あるという事を鳶職づけておくためにこの盤賞の場を活動揚所に設定したい。さらに他の組と一

　　緒にミニ美術館を開くことを子供たちにあらかじめ提案しておく。自分のつくりあげた表現を自

　　分の手で展示するという活動を通して，自分の表現を大：事にする気持ちを持たせるとともに，自

　　分の表現をいろいろな人に感じてもらええる喜びを味わわせたい。

4　全体計画　　（6時問）

　第1次　自分だけのすてきな木をつくる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1時間）

　第2次　魔法をかけたすてきな木から広がる毯界を，いろいろな表し方を楽しみながらつくりあげ

　　　　ていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4時間）（本時3／婆時）

　第3次　ミニ美術鮪を開く準備をし，自分や友達の表現のよさを感じ合ったり，多くの入に見ても

らえる喜びを味わったりする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1時間）
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5　本時の学習（4／6時）
（1）眠標　いろいろな表し方を工夫しながら，
（2）展開

自分の想像した他界をつくりあげていくとを楽しむ。

学　習　活　動

1　魔法をかけた木がつくりだしていく世界を
想像することを楽しむ。

　宇宙に飛び出して
いった木はきれいな
空気をいっぱいはき
だしたんだ。そした
ら虹色の星になって
夢列車の線路をつく
り始めたんだ。列車
にはぼくの大好きな
ものがたくさん積ん
であって，友達にな
った宇宙人にプレゼ
ントするよ。
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目教師の支援　　X評価の観点

□　友だちの話をみんなで聞き合う場をもつ。
　そのことで，自分の想像の世界を広げていき
　たいという意欲をもたせる。

E］　子供たちが自分の表現を見ながらっぷやく
　お話の世界に耳を傾け，自分も楽しむつもり
　で声をかける。

魔法をかけた木から生まれた世界をもっと素敵につくっていこう

2　想像した世界がもっと素敵になっていくよう
　に，いろいろな表し方を工夫する。
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　魔法の木をボンド
を混ぜた泡でつくっ
たから，魔女たちの
乗り物も，ブクブク
の泡で表してみょう
がな。一つ一つの泡
の中に魔法の国の生
き物だちを描いてい
くと楽しくなるだろ
うな。

　わたしがつけても
らった光る翼は，モ
ールや銀紙を使って
作ってからはろうか
な。

3　自分の表現が思い通りにいっているかを確か
　め，次の時間に続けたいことを決める。

　星の形の線路の流れるような感じがうまく
いっているな。その線路の上を走っていく夢
列車を別につくってみたけど，画面のどの辺
に置いたらいいかな。この次の時間に，置き
場所をいろいろ変えながらゆっくり考えたい
な。

難　いろいろな表し方で工夫できるように，用
　具を準備しておく。
　・　たんぼやスパッタリングで色を重ねぬり
していく。

・　洗剤の泡に木工用ボンドと色を混ぜ，泡
の質感を変える。

口　表現に使えそうな画材や材料を多種類集め
　させておく。

口　子供たちの活動をそっと見守り，子供たち
　がっくりだしていく世界をどんどん聞き出し
　ていくつもりで声をかけていく。鑑賞コーナ
　一に集まる子供たちの輪の中に入り，子供た
　ちの話に耳を傾ける。

■　自分の思いに合った表現を楽しむ。
　　（表現。活動の様子）

□　黒板や掲示板にはり，自分の表現を離れて
　眺めて見る時間をとり，次の時間へつながる
　意欲をもたせる。
R　次の時間に続けたいことを決める。
　　（発言・つぶやき・態度）

（3）　視点　子供たちがいろいろな表し方を楽しみながら，自分や友達の表現のよさを感じ合っていく
　　　　ための教師の支援は適切であったか。（研究の構え　ウ）
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富山市立豊田小学校4年生（女子Aさん）の事例

T：教師（笠井）

輔

Ol：28

02；06

02：54

03：33

ca54

0503

0541

05’L46

Aさんの活動の展開（他の子どもたち、教師とのかかわり） 他の子どもたちの活動の展開

T：「はい、じゃ、はじめよう、じゃ、まずは、ぼうしとろう」

「じゃあ、日直さ一ん」

日直さんが立ち、まわりのようすをみまわしてから、「きをつ

けえ、これから、4時間目の勉強をはじめましょう。

　「はじめましょう」

すわる

教室の前に、Bさんが、自分のつくったものをイーゼルの上に乗せておき、そのとなりに立っ

ている

TがBのところに近付いていく

　「じつはね一え、あの、ほら、お昼、今日はお弁当食べたでしょう？で、先生、Oさんと2人で

食べてたでしょう？そしたら、えっと一、0さんと、0さんと、　OさんとOさんが、（手

を振りながら）こっちこられ一つとかって言って、よんでくれたんね」

　　笑って頷きながらうつむくB

　「で、よんでくれて、お弁当の中身がどうのこうのって、いろいろ話をしてたんですよ。で、その

うちにね一え、Bさんがねえ、先生、今日しゃべる人、じゃあ、きまつとんがけ？って（3秒）

Bのほうに目をむけ、目を合わせて、「ねっ」

　　Tのほうをむき、目を合わせて、数回頷く

で、なんで一って、聞いたら、ちょっとお話したいんだあ一って、自分から言ってくれたんですね，

　（頷きながら）んん一って、じゃ、（一番に）しゃべる？一って言ったら、ええ一つとかって言っ

て（両手を胸の前で握り合わせながら）、え一つ、あたしが一番にしゃべるが一って、O練習せん

　0一って、練習線でもええよって、（3秒：子どもたちの顔を見ながら）ね、それで、いま、B

さんが自分の絵のことで、思っていることをお話して　もらうからね一え、　うん、お話を聞いて、

なにか、みんなに、伝えたいことが、でてきたら、（左手をあげながら）手を上げてください。ね、

いい？じゃ、Bさん、（はじめて）0」と言いながら、わきのほうに下がっていく

　　友だちのほうを見て、笑いながら諏・ている

　　自分の絵のほうを見ながら、「わたしはあ、　さいしょ、木は、宇宙にある木とかいってたけ

　　ど一、ほとんどの人が一、空、のうえにある、木とか一、いろんなのをつくっていて一、宇宙

　　だったら一、イメージがまとまらないから一、みんなのを一、ちょっと、なんか（髪を左手で

　　触りながら）、ちょっとまねしてみて一、宇宙、をやめて一、そらにして一、

チャイムが鳴る

　　それ、を一、00に一、」

　　Tのほうを見て、笑って、左手で髪の毛を触りながら、首を振ったりしている

　　自分の絵のほうに顔を向け、その後下のほうに顔を向ける

　　足元の後ろのほうを見る

　　髪の毛を触りながら自分の絵を見、次にTのほうを見る

　　頷きながら正面を見、もう1度Tのほうを見て、頷き、自分の絵を見る

　　そら、ってゆ一う、ことで、イメージが（髪の毛を触りながら）、まとまって一、わたしは一、

　　　（1秒）あの一、空に一、浮かぶ一、っていうふうに一、その一、　木い一のなかで題名をっ

　　けて一、それで一、はな一しのなかみは一、この一、まだかいてなんだけど一、この木い一に

　　一、ここがあ一（ゆびさしながら）、なんか、すにして一、その木にすむ一、大きな、わし、

　　をつくって一、そこにすむ一、う一ん、わし、にして一、もっと、なんか、なんか、（あの、）

　　一匹のわしじゃつまらないから一、他のことも、他の動物も拠・てって一、あの一、あ、なん

　　か、自分に一しかできない一、ことを一、考えてみて一、それを一、どんどん一、描いてって

　　一、もっと一、この、絵の中身を、もっと考えてみたい磯これでおわりま洗」と言いな

　　がら軽く頭を前のほうに傾げながらTのほうを見る

Bに拍手する友だち

　　絵をはずそうとして、Tのほうを見ながら、両手を絵のほうに伸ばし、近付いていく

「0、Bさんの一、はなしを、きいてて一、」

　　絵のほうに伸ばしていた手を引き、下げ、Tのほうを見る

「んで、なにか、Bさんの絵のことじゃなくても、いいんだけれど一、なんか自分が伽の前に両

手を持っていき）、（2秒）考えてることあったら、おはなししてくれるかな？」

「Bさんのはなしはこうなんだけど、私はじつはこんなことを考えてるよ」

　　友だち：後ろのようすを振り返って見たりしている

子どもたちのようすを見ている

すこし真ん中のほうにより、見ている

胸の前に置いていた手を後ろに組む

　　Tのほうを見る

　　一瞬前を向いて、またTを見、後ろで組んでいた手を前にもってくる

（24秒）「ウフフッ」、Bのほうに顔を向ける

（5秒）Bのほうを見ながら「OOいったってわかるよね」

　　Tを見て頷く
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05：58

os208

os：20

os47

0709

07：20

07：26

07：48

osq7

09：21

e

」Bゆひ勘

翻8〃，　・：：．

rtl’／

．己』

誹
”
圏
0

塗
一

「00のOね」　／
讐てし骸だちをゆ長してみ一1　V“6

　　　　　　　　　　　／f
［o］

（5秒）

rOさん、どう？」

（9秒）

「QOね、一緒に

「ん一、　（でも）

らいいかわからない、

う？ね。Bさんもそう

　　／

麟臨＿。。ぼ＿＿
毒　　こらへんどうしたらいいかわからないっ
　　つたんだって、最初ね、Qどうしていっ

って、＜1一一一一ψ一一一

　　　友だち＝「00、0分からなかった」＜｛一

「分からなかったO、

それとさ、どうしてさ、（わ）、ここまできたんかね．

嚢
　　う人、いっぱいいたでしょ

　　いいか分からなかったんだ

「わからん」

「な、（な）、0きた

「（はっそうが）］

「なんか、はっそうが、どんどんつながって（くる

　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　と
0くんに近付き、向きを後ろのほう’K：する

　　後ろのほうを向く　＼＼　　＼
　　「え一とお、ぼくのばあい念ρたら鮎、さいしょ、

叢叢総誌
撒熱論
　　自分の絵を手に取って、教室の中　走っていこ　とする

癬驚細撫巡
る

「う一肱・く一h・　（aby・・くんを指・ながら・そ・右手a・にあ・ながら）は・そうが

OOI　K，手を口にあてたまま、「うんう納と言う

　　　立ち上がって、「え一つと曝ぼくの偲うこと）は一くう

・う一ん」　　卜　＼
　　　あの（ちょう）、あめ斗　　tt

みぬと＄一んなじで一、あ。・一．　o、

議＿．

　　　I
　　　I

ね、かbこよくしゃべろうと思ったら

して1・くうちに紅なんカ＼ことば

　　　　見ながiら、黒板に立てるようにして貼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　＼＼

よ糠ξ瓢＿＿…、点点＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く）、この一、みんなと同じで、こういう（緑のところを指差レながら）、こういう、あわ、で、

　　やってって、それで、木にしょうと思ったら、最初、どうややたらいいか、ぜんぜん、分から

　　なくって、それで、こ、この木も「あの一、どういうふう｝4切っていいかとか一、ぜんぜん、

　　わからなくって、それで、なんとなく切ってみたら一、こ、サれ（だったら）、カメレオンに

　　なって一、それでこれは一、なんかド、（友だちのほうを・・て）え一とお、

黒板に、「何となく」と書き、Cのほうを見る

富みたいな一・感じの一・　oになってL’一sそれでこれはt’　cai」のと・ろをmeしなカ§ら）・

なんか普通の一、なんか、どこにでもありそな木になって一

ゆう普通の木じゃなくって一、そいで一、このカメレオンは

なにかを吐いていて一、

「これね一」と指差しながらい一一一
　うん、そいで一、どんどん一、（そのとき一）Oもう一時間

　を、何をかこうって一、迷ってて一、

「何となく」の下に下向きの矢印を書いて「まよって」と書く

　そいで一、0くんとか一、先生と掴こ一、何回も何回も一、

　やっと一、考えがまとまって一、

「んでもさ一、ここで、考えまとまったってさ一、（2秒）誰が

でも一、そゆ、そうゆう、そう

、あの口から、あの、なにか、

のほうにむける

らい迷って一、そいで、この辺

「こうしよう一って」

「え一、え一つと、まずさいしょは、Oくんの発想の、0
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ちょっと一、相談してみたら一、

めたわけ？」と言って右手をC



lon6

1103

11：32

12：17

12：40

13208

1354

「それから始まったよね一@覧x
　　　（頷く）そ0、それで一、

先生も・それ。たよねえで＼
　　　その次に一、あの一、　　　＼

うん

鯉山篇腰麟譲三之麟で罪凝継竺：
　　そいで一、先生に聞いてみたら一、あの一、どんどん、大きくなって一、そいで一、本物らし

　　い一カメレオンにな糾颪いいん鼻ないかって思いましね

「誰でも考えつくのは嫌で』（と板書し燭、迷って「で、自分、自分で決めたんでしょ？ねえ」

と議舞瘡ｩる忌激
　　「そいで一、さいこの上のほうは一、iあの一、雲、普通の雲にしようか一、あの、でっかい、
　　こういうふうな、カメ・オンにしょ引すごく迷って、そんで一澱と一、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1：慧蘇驚灘瓢　　o
「発表は終わったんだけどさ一あ、CさんのおlZしも、Bさんのおはなしも、（でてくるのはね）、

なんとな一く、ここがいいなあ一って思ってはじ　　て、まよって一、（3．5秒）決めて一、

「まよう」（C）

またまようわね、

頷く（（涛一一一一一一一一一
一X〈xT．．x

器摯宇宙から空にしょうとJePUoたのls・　：の（3秒脚

　　首を傾｝て笑いながら横を見、友だちのほうを向V　、

らTのほうを見たりする）、（4秒）

「0さん

　　　たからだっていったっけ？

　　　　　XiSits
「わたしは一（首を傾げなが

　　　　　　　　　A

0くんの一、1

　と言って髪を触り、首を前に傾げ、友だちのほうを見る

「Oさんの、ちょっともってきてくれる？」

「どうもBさんにねえ、こう、そのOOをね、（あら）させたのは、あなたの、」と

Dから絵を受け取り、持って、黒板のところに行こうとする、「これ、これなのねっ

黒板に貼る

「Bさんさあ、Dさんの絵のどこを見て

いながら

あ、（2）（貼り終えて振り返り）見てじゃないね、どこ

からOO？」〈一〉「さいしょ一、0くんが発表しているとき一、みんなが集まっていて一、そのと（き）、

き一、0さんと一緒に一、なんか、考えてて一、（2）すごいねえとかお話してて一、

そんときは一、空にしょうと思ってなくて一、で、また、もどって一、なんか、先生か

ら続けていいって言われたので一、つづけていたら一、（3．5）

で、そして一、なんか一、わたしは一、0くんのもそうなんだけど一、（あ）、0くん

の一、絵の一、うん、絵の一、なんか一、絵が一、なんかr、すごく一、あの、空に一、

あたっている（？）ように一、見えたので一、それを空にしょって思いました。」と言

ってTのほうを見る

笑いながら首を左右に傾げる

「0迷って、決めて、って、Bさんとかさ、　cさんみたいにさ、そういうひと、ほ斜こいない？」

と言って子どもたちを見る

「Ojと言ってゆびさす

Eさんが右手をあげている

惣撫脇1翻馬＿。「や、、きに．一N。、、

「（篇瓢婦
「あ

D灘泌oo」←一〉
・・「000備・てお・う）0ね・…

「こ M購四見える？」と言っ醐の上のほうに貼る

「この上になってる？葱・じょうぶ？」

「じゃ、Bさん、　cくん、ちょっと、0にすっててくれる？」と手を上下させながら言う

　　自分の絵を見ながら、「え一つと一、わた　は最初に一、ん一と、Oさんのを見て一、0さ

　　んは一、0隔てて一、たまたまその近くこったから一、私も見たら一、私も、そのままかい

　　てみょうがな一つ、て一、そのまますぐに、カSU・て一、いったんだけど一、（3．5）木を一、
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14：32

15：52

17：37

17：46

18M

19：12

19・24

20：35

立ち上がり、机の上の絵を持って前のほうに行く

ゆ
「んと、わたしは一、まず、さいしょに一、ここ

の、0を貼って、でも、わたしはハサミで切らず

に、手でちぎって貼って一、で、そのあと気に入

ったところを切っていったら一、ハート型に、な

って、で、このあとどうしょうかなあって思った

ら、動物が好きだから、動物を描いてみょうがな

あと思って、真ん中に動物を拠・てみて、そのあ

と、夜に、（2）夜と朝とか、どうしょうかなあと

思って、考えていたら、わたしは、お祭りにしよ

うと思ったから、夜にしようかなあと思って、月

をつくって、で、そして、そのあと、まわりをぬ

ったんだけど、さみしそうだったから、下に、指

で、森を描いて、

「ゆびで、0描いて1と言って、森をなぞって

る

そのあと一、

「うん」

んで、　のあと一、（2．5）動物とカSU、るところが、

0ているざだったら木にならないし一、どう

しょうかなあっ　，っていたら、いろんな人たち

欝鵬撫贈から一私

頷く

で、そのあと、ただまっすぐ伸ばすのもいやだか

ら、月に向かって伸びる0にして、真ん中に貼

らずに、はしっこのほうに木を貼って、それで、

のばして、って、わたしも、さいしょは0さん

とかと一緒で、どうしょうかまよっていたんだけ

ど、でも、自分のやってみたいとか、描いてみた

いとか好きなものをしてみたら、自分の気に入っ

たものができたから、んと、私もいまこの絵は気

に入っています。これでおわります。

　木を一、0て一、分からなくて一、そのまま

　自分のそのままに絵に撫・て、やってたけど一

　ないし一、えっと、みんな一、OOの、（2）、

　っていって一、わたしは、すっこい一、ショッ

「OOこれでしょ？」

　　頷く

「ショックだったんだって」

　　　［o］

「わるくいったわけじゃないんだよね、そうかなあ

。］

　　「みんな一、枝を描いて一、（へら）して、

つづけて一、木を横から見た感じを一、

つと、こんどは、Oも0なきゃいけ

を一、切ってみたら一、みんな、花火だ

rv．

tっていったら、でも、ちがってたんだって
L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうがいいよって、Oって一、それで、で

　　も、わたしは一、（4）枝（をかくよりも一）、おおまなかOみたいに一、かいたほうが一、

　　もっと一、（4）、（感じ）が＝ひろがると思って一、（8）、そんで一、わたしは「00

　　けど一、今度は一、Oを（貼ら）なきゃいけなくて一、みんなは一、きれいな一、泡の火

　　を一、（貼って）いて「わたしは一、（5）透明の（し）で一、くしゃくしゃにして「貼

　　ってみたくて一、でも一、貼っちゃえば一、（はがしにくい）から一、あ0なくて一、ど

　　うしょうって一、（結局）何も進まず一、終わってったけど一、今度は一、カラフルな色を

　　描いてみようかと思う、

　　Oけど一、やっぱり一、0貼ったんだけど一、わたしは一、（5）あんまりrOのO

　　は一、ちがって一、自分が思ったのは一、00って思ったけど一、O考えてみたら、に

　　かいの0が一、OOだけど一、000
　　まだ、ちょっと、もやもやしてる感じが、あります」一一一一

「0つと、0とさ、0したりさ、するとさ、なに力球た自分帳められる・撚ひとつれ

ね、増えるかもしれないね1と言って、両手でEの肩をさわり、1（ごめん）なさい」

▽一小さく頷くtt一「ね、O」と言って、　Aを手招きして呼ぶ

「ここに、貼ってもいい？」と言ってAから受け取り、黒板に貼る

　　　　　　印■■■■■■ゴl

k擁灘灘1掘

「指で描いたんで（すか）？これね1と言ってゆびさす

下？緑のところ？」と指差しながら聞く

「いろ一んなひとたちも、あなたが（見に行ったの）たの？

「う一ん1
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20：43

21：15

2125

22e7

22q9

2258

23：30

2405

24：48

25：42

260s

26：48

K　　x．×
頷く

一x一一

自分の絵を黒板からはずそうとするく一一
自分の絵を持って、自分の机のところにもどってくる

A
　　i

　
　
i
i
　
　
f

擁
廊下のほうに走っていく

T；・

／
／
／

　　　／

／
　／
／

．訂
．“，Lntg
罪
鵡
｝

」
墨

x

x

霧吹きを持って教室の中　　ってくる

（教室

霧吹き　　下｝

自分のかいた

いすの

上のほ’

に

うへ行く）

振りながら戻っ　くる

上に霧吹きで吹いていく、（「00」）

きを置き、

部分を取り外し

絵の具をチュ等ブから、直接、

「いれ

霧吹き

i
d
立
口

た
の
し
上

霧吹きを上下1

」と、絵の

分を取り付

振りながら「

たをま

置く

霧吹きの

た
「
ふ
・
こ
る

して　　ようとする

に入れる

一旦止　、持

　　　　　　　　　　　　x
しながら・となりにいる織に言う

。］

だし、水彩の上だから、00」と言い、振りつづける

　　　　　1
直し、「（いや）一一一」と言い、また振っていく

「Aさんてさ、自分の好きなもの、から、描いてみるのね」と言い

ながら板書していく

「きのう、なにかいたらいいか分からなかった人いるでしょう？（右

手を1度、2度と、あげたりしながら）このあとどうしょうかなあ

っ、ていう人は一、あの、Aさんのやり方でいくと、自分の好きな

ものを撒、てみるんだって。（2）そしたらまた、次決まるって。（3）」

　きながら、「うん」子どもたちを見る

Oやってこうか？〈弓へ

「で、いつでも、黒板とか、そこの台のところ、使ってください。

あの一、お話したい同士で、あの、お話していいですよ。うん、さ

’自浮ﾆこ犠鍵季］

　　「00　トカゲのしっぽさ」

　　「ミニトカゲ」「トカゲじゃなくてカメレオン」

「0、さ一あ、カメレオンじゃなくてもいいが？」と。に聞く

　　「ん一ん、カメレオン0」（c）

「0にしたいの？」

　　「じゃないと、」（C）

「いや一、いやなんでしょ？j

　　「でもO、ほら、これ、くちが一つj（別の友だち）

「かいていきます？」とCの絵を持ちながら、Cに聞く

　　「かい0、ぼくはかきたい」

rはね？」

　　「うん」

「うん」

　Tと一緒に自分のつくったものをもっている

E：前回までにつくったものと、新しい画面とを横に並べてみ

ている

その2枚を持って、前のほうに行こうとするが、自分の机のと

ころに戻り、上に置く

母親に、つくったものを見せるB

B：母親のほうをじっと見た後、「なにこれっていわれた1とE

に言う

「木」と言って母親のほうを見る

「木じゃないカト1と言って見る

B：机の上に置き。「歯じゃないよ」と磁に手をあてて言う

E：Bのほうへ行く

「は一〇」

B「はっとふりむく」

E「ほっとしたとき」

B・E「00コーヒタイム、ほっ」

E「なんで、ぼ一なんけ」

E：画用紙を持って後ろのほうへ行く

v
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27：04

⑳
雛
調
聡

27

悼
H
鮒

30：46

3101

31：21

32：00

32：35

32：54

ggO6

33：28

4

画面の上に吹いていく

父親のほうを向き、「つか一ん」と言う

やってきたTのほう

吹きを振る

てから、画面のほうを　　「色つか一ん」と諏・ながら霧

／

難畿懇懇。。酬，）
廣働ミで一ん」Z 4
霧吹きを持ったまま、父親のほうを向く

xs　　　　　　L．．s．
Ls．

s

父親の近くに行く

指で拭くようにしてみて「だって、そしたら、霧吹きがOO」と言う　　そ

霧吹きをもって外のほうに向かっていく ／／
戻ってきて、画面の上で霧吹きで吹いている

画面の上で霧を吹いていく

画面の上のほうに霧を吹いていく

画面の上をティッシュで拭いたりしている

トントンとティッシュを軽く叩き、置くようにして拭いていく

紫の部分を拭いていき、一旦拭き終える

角のところを拭いていく

擦りながら拭いていく

叩きながら拭いていく　　　　　　　　　　　　　く

／／／一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
置くようにして拭き、ティッシュを画面の上に置　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ袖をまくって、後ろのBのほうを向く　　／　　／

ハンカチをいすの上に置き、霧吹きを　丁

丁の部分を引き抜く

下のタンクの部分に、歯ブーンを入れる

i
∀

歯ブラシmuをes6L

画面の上で、歯ブラシで網を擦る

画面の上で、位置を変え、歯ブラシで網を擦っていく

いすを引

下に落ち

、霧吹きを下に落とす

　　きを取り、いすの上に置く

「アノvv

いすの上i

後ろのほ

両手を見、

（雑巾を

　　t－
x’
／

　／f

v＞、」と笑い、い

、歯ブラシ

ベ行く

ベランダの

ってきて、

網を置

の上にかがむ

、ハンカチも置いて、

　　　i
　レ　　　　　　

まつへ出て行く
　　　［
しゃがん㎏拭く）

　　　　x・

歯ブラシと網をもってきて、 の上で擦っていく

歯ブラシを網の上にのせて左手で持ちZがら、右手でいすの上の嘱吹きの位置を変える

画面の上で、歯ブラシで網を擦っていく

一旦わきを見てから、位置を変え、歯ブラシで網を擦っていくぐ

Bのほうを見て、「アノv・」と笑う

（網の上にチューブから直接絵の具を出そうとしている）

咄ない」と言ってBに渡す

「なんか、ためしでやってみ（たら）？」

友だち：「何色？それ」

、ん・，搬すぎるかも。、1

「ねえ、　つと絵の具だくさん．たほうがいい、水っぽかったら、0

0、たれと　　jと言っていのところをゆびさす

「水、多いO」＼

指を開いて　　の量を示している？）「OO」

な　、なO」

ともだちがやってきて＝「あ一あ、ど一しょ一一・」

「どう？Aさん、うまくいく？」

「こっちのほうはO」

「さあ、

ビち：Aさんのほうを

れだ一、あの一、

して、「0（こぼしてうまくいったよ）」

“うきんもってくればいいO］

「（きりふきで、）もってきたんだけど、これでやるより、こっちのほうが

0」と言って歯ブラシを網を指す

「0ちゃんのあたま、黄色なるかもしれん、ここ、

　　「ええつ」

ちょっとあぶないかもしれん」

　　立ち上がって前のほうに行く

B＝「なんだこれ1
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（黄儀の）絵の具のチューブをBに渡す
＼、＼

1 Aから受け取り、Aのもつ網の上にチューブを向ける

… チューブを絞っていく
．．，．…．＿、一…一・…… @　　　　”’晶讐－幽…

綱を持ってまっている …
、■

1

33：37 ．一．一闇　．一＿　　　　
@　　　　　　　一　■．．i　．　　．　■．．　．@　　　　　　　　　．一一L．～“一．．、　　　　　　　　　　　　　　一　　　　．　　一　． …

… にチューブを渡す　i
［ i

Bからチューブを受け取り、自分のとこ に漢っていく
1

　　．　一　一　．．

@　．　．～～ ｝
ヨ

（B：「なんてあたしは
．　一　．闇　一

　　　　　　　　　　　＿　一　」@　　　　　　＿　“　一　　．一　一
Qr＿．一一一一

33：48
画荊の上で、 歯ブラシで網を擦っていく やさしいの」）

網を裏返し、 絵の具のついているところを歯ブラシで擦っていく

34：08
「水、足りんかも」と言って、霧吹きの上の部分を取り、タンクのところに塵接、歯ブ

ラシを入れる

歯ブラシを取り出し、網の上に置く 「これって、どういうふうにはった？」と友だちが、 Aのと

ころに闘きに来る

1
1

罫こ趣と書ってAのつくっている画面の上の木のところを左

2 右に振るようにして手で示す

「この、紙のペラペラのほう Oま

「だ、糊づけて、 ○ 0」と、手で示しながら言う

1

晦描た・蝋歯ブ・シで網・擦・鰍
「よし」と言って戻っていく

`の擦っているようすを見ている

34：30
す志し位置を変え擦っていく

1
「青は？」ととなりの友だちに聞く

…
… 「00」

1 清ってね、青ってね、 空っぽなんだよ

看手に持った歯ブラシを、霧歌きのタンクの水につけて、 「そうだよ、あけてもねえ、 窒つぼ 0」

l
F

「赤は？」

網¢）上の黄色の上に 「んで、赤は一、
｝
る あかんが」

34：43 の上で、 前後に綱の位置を変えながら麟ブラシで擦っていく ゼ（あかんが）」
ギ
　
な
の
ね
一
、
1 OGまだいい0」 ととなりの友だちに言う
三

また繭のほうに向かい擦り始める

手を止め、Bのほうを見る ぐ B ：「まざった、まざった、まざったまざったまざった」

「拭けば？ティッシュで、まざってるとこ」 　　　　　　　　　一r＿了．一一‘一一@　　　　　　＿　一　ゴ　」@　　　一　一@　．　一　　r　一　一 金
癬 「まあ、これは、0〈のひとつで〉」と書って、そのまま描きつづける

「アノv・」と笑って、 恵
また、繭上で、

．‘．『闇一一［．＿．．@　　　L’．．’．．．．．．一n．　一’『．一一．．・．＿．、＿＿．＿－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　．　一　一　．

〉 Fおいおいおいおい」

歯ブラシで網を擦り始める

35：02

…

位置を変え、 リズムを変えたりしながら擦っていく 「ももいうって、Gなんだっ1力
i

「なにとなにだったっけ？」

i
…

「○ね一、ももいうって、 なにとなにだったっけ？」

B：罫ん一一？ん一」

、っている手を止め、「あか（あお）、 あかと

うま B＝「しろ」

…
…

罫しろないよ一」

笑いながら、 「どうO、なんて銚 と書いながら、網の上で歯ブラシを擦ろ
ヨ

うとする B：rもう一、はだいうにし、 はだいうもしろのひとつだ」 と言
…
… って筆を水の入ったコップにつける

i 「肌色でできるかな？0」 と醤って行く
i「やれるか一？ま

と笑いながらBのほうを見る 「はだ0、あたしもやったことあるよ」
L

「あたしもやったことあるよ一」

罫うそ」とAに言う

る季を並め、 ゼエへへ、0だって」 と言って、笑いながらBのほうを見る

35：22
1

賠んとだってば一」

rうそ」と書って描いていく

「ほんとだってば～、うそ、」

擦る手を止め、 「どっち？1とBのほうを向いて開く

擦っていく rほんとは一」
…

綿をひつくり返しながら擦っていく 「うそですきと言って描いていく
…

ブラシを霧吹きのタンクにつけ、 笑いながらBを見る 「00やってみる00」
35：38 ブラシを取り出して、網の上に乗せ、 擦っていく

鉱置を変えて擦っていく

適齢髄起し、隔一つ』
＼レ
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〈
｛
1

w　　　　．叢－
@　　　　　．猿

の向かって奥のほうで、 擦っていく

】
「 ・澤

睡
ご　iL　■

@　　】　紳　　幽　　．　　　　　P
篤．8

擦 のをやめ、 網を持っていたほうの手を見て、 「うわ一、 手がまつきつき」 と言って、
ぐ．

幽・ご昌　亭．謎

36：09 網 反対の手でもち、「うわ一」 と言って、 「う

ﾀ⊥ 増黄色く

D舩
‘｝「．

車ヤ

B ほうに近付いていき、 〕

「 が、 手が、 手が」 と言ってBに黄色くなった手を見せる

笑
，圃κ

「ああつ」 と言って肩をすくめる

　　　〆’
36：18

ヨ 「びっくりした」 と諏・ながらパレッ トの上で色を混ぜていく
自分の画面のほうに向かう 一　．　「

三元の手購叛 　　　　一一一@．rr．〆．一ﾏ　一

琳きのタンクの中に歯ブラシを入れる
　

ラシを出して網の上に乗せ、 画面の上で擦っていく

手を止め、 歯ブラシを網を右手で一緒にもち、Bのほうを見ながら、 左手で右

腕の袖をまく る

左腕のそでをまく る

画面の上で擦っていく 「あなたは0 のしっぽよ」とAに言う

36：42 手を止め、 Bのほうを見て、 笑い、 また画面のほうに向きを変え、 擦っていく

手を止め、 画面の反対の端のほうに移動し、 その上で擦っていく

裏返してこすり、 すこし場所を移動して擦る

「ねえねえ、 Aさん、

「（はい）

木って00 っけ？」と言って友だちが来る
右手で示し、 触ってみせる

画面の上で網を擦っていく Aがさわったところを見ようとする

3703 （父兄？）rO OjとAに何かを聞く

擦っていた手を止めて、 「夜の、そらに一、 木が （まほうにかか） って、どん

どん空にのびてって、 んで一、 動物たちが一、そこで一、 おどったり とか一、

0 とか （してる）」と言い、 また擦りはじめる

「う一ん、そうなんだあ一」

「たのしそうだねえ一一」

「ふう一んん」

rOO（って） どんなかんじに（くわわる）のかな？」

手を止め、 「0 星とかが一、 0近付いてくるような O」 と言って、 また擦り

37：30 はじめる 「あ、そうなんだあ一」

「いいねえ、 ふう一んん」

画面の上で擦っていく

「（作品）気に入ってる？」

「うん」

「はい」 と言い、 擦りながら、 声の方 （Bのほう） を向く 「ねえねえ、O さ一、

（できた）」 （B？）

「あなたも気に入ってる？それ」

「はい」

37：52 自分の画面のほうを向いて擦りはじめる 「ふう一んん1

机のわきのほうをとおって、 Bのほうに近付き、 「0さ一ん、 色がほら、」 といって網を
　
B
に
見
せ
る
i

i 絵の具のチューブを手に取る

38：11 チューブのふたを開け
（
、 網の上に開けようとす） る

Bのわきに立っ
i

＼＼
＼

、

チューブをBに向けている （ ）
一

．一　一　．L

@．　一」一r

@　　　～＿ 「（ちょっと） もって、もって、　もって」
L、、、

と言ってAの右手に自分の

左手で網と歯ブラシを持ち 絵の具をBに渡し、 筆を持ってもらい、 Aのもっていた絵の具を受け取る

右手でAの筆を持っ

＼ チューブを持って立ち上がる1

笑いながら筆を持ち、
1

「0」と諏・ながらチューブを押し絵の具を絞り出そうとする

Bのほうを見る ．一．`r@　～＿　　　　　　～へ．．　　　　　　　　　～
「000、はっ、 かっ、くっ、出そうで出ない」と言い、

「ウフフフ」 〈
．一

黶Q．… 『　 `＿．…．　　　　　　　　．．．一．．一＿ 「ぐちや一」 と行って網の上に黄色の絵の具を搾り出す
▽

…

…
左手についたものをAの持っている網の上に置く…

「なんでだよ」 …
！

／
’

1
黄色の絵の具を見せ、下に置く

筆を受け取る

元の場所を向き、 またBのほうに向かって、 黄色の絵の具の中身を網の上に搾り出そう

38石1 とする
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3852

3901

so：40

39：48

η5
⑳
如

40：48

41M

黄色の絵の具を出し、チューブをBのパレットの上に置いたまま戻ろうとする

「ちょっとまってよ」と言って机の向こう側でかがん

「0、こい、で一る一？」と言って絵の具のチューブを

向かってくる

Bにチューブを渡す

，いる

て立ち上がり、Bのほうに

「0（めちゃ）あけにくそう」と詠・ながら、Bから筆を受け取る

「でにくそう一」

「アノv、」

ro］

「O（キ・ヤノv・）、（なんで）］

それを見て、「ああ一」

「あ、なんO」

自分の画面のほうに行く

×x×一 一s一

一旦画面の上で擦ってから、Bのほうを向き、やってくる

s
　　　　x一　　　　　　．．．．．．．

　　一／

「O」と言いながらBの筆をもち、「ふでが、ちょっとなんか、0よくわから

んくなった」

「ウフフっ0黒いし、」

Bの机といすの間をとおって、Bの後を追うようにして、廊下（水場）のほう

に行く

水場に行く

網と歯ブラシを持ちながら、 教室のほうへ戻っていく

Eの画面の上を見て、「こぼれた？」

（「00」と諏・）（急いで）振り返り、（自分の場所のほうへ）行く

いすの上に道具を置き、ティッシュをもって、Eのところに向かう

ティッシュを出そうとする

（「（いいよ）」と言いながら）ティッシュを出し、こぼしたところを拭こうと手を伸ばす

手を引く

Eを見て、「0（だけだから）」と部・ながら、ティッシュを持った手を上下させる

「（おんなじ黄色だから）」と言って画面上に指を置き、

Eのほうを見ている ．＿．一．一一一一N一／．一 @　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

！
／
／

自分の場所に戻り、　　の　ア置いてあったティッシュで、ティッシュ入れ（？）　拭

く

拭きながら、画面のわきのほうに行く　　　　　　　　　　　　　　　’

、
／

「なんで、あたしんとこに置くかなあ一つ」とチューブをゆびさす

パレットの前のほうに絵の具を置き、「なんか手がすんこい汚くなって

る」と言って絵の具のチューブを触った手を見る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

立ち上がり、Aからチューブを受け取りながら、「OOふたあけらん

ないO」

×

　　　　　　　　　　　　　・／

£三論謙繍
チューブのおしりのほうから絞っていき、Aのもっている網の
　　　　　　　　　　tt
上t・kk・）具をuzうとプる・「しぼって00」

「ほんとにでんな一」乏言って、もう1度絞りはじめる「O」

体を多いS2Fせる

ってい

「ち

　　　　　　　！
筆を
　　　　　　ノ

うにし 、両手でチューブを絞ってAのも

鷺騨綱
，灘。，、

の上1出そうとけるが、出ず、「でないなあ一」

とまつ，k」と言っ1（チューブを机の上に置き、　Aから

　　　　　　　　’

「黄色かしてあげるよ」

筆を持ち上げ、先のほうを見る

見ながら、「かしてあげるのはいOだけどねえ、　色が真っ黒

になつちゃった」と言ってコップの中の水を筆でかき混ぜてい

る

Aから取り、「Oっつける」と言ってコップの内側の上部につ

けていく

「う一わっ」と言って水をかき混ぜるようにしていく

「う一つ」

「0、水、かえてこ」と言って筆とコップを持ち、廊下のほう

に行こうとする

水場に行く

教室のほうへ戻っていく

E＝「あ一一一つ」

一瞬Aのほうを見てから、画面上のこぼれたところを右手に持っている

筆（？）で指し、「こぼれてる」

1

　　　　　　　　　し黄色　　具を取り出し、Aのほうに指し出し、「ティッシュ、

・卵と言・1

［t、やめてっ」と言て、Aが伸ばした手を右手でつカ

「もっと0、きたな1く　　から」

「（ううん）」と　を横に　口振

t

首を振りながら「このままで00」と諏・、Aに黄色の絵の具を渡す

廊下のほうに行きながら「そのまましといて」と言って、行く

／
レ
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41：27

41：44

emo

4238

42：54

43：16

43：37

櫛
猟
“
覗

44：21

“ng

4523

〈
－

テイッシ

ろを向

　　　　　　　　　　　　　　　　　’
入れを持　Zがら、いすのところにき　いすを見て、持つ　　ま後

もう1度しすのほうを見て、床の　酷とすようにし

（借りた）黄色の絵　具を、網の上にしぼ

絵の具にふた

一る途中で、

いすの

歯ブラシ

歯ブラ“

ろ1

て、1借りたEの机の上l
i
11

ご　ようすを見る

戻　Bのようす　6

きタン・のな瀕・つけ

　U、もう1　【る
　1

4
－
／

　
㌦
穿

取り出し、網の

「うわ一、ぼ　よ

’い　　　　上で　　りはじ　る

と　ちた」

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

∵…。：ま鞍置離1Σろを総じめる

　　　　　　　　　／

い
を

上に歯ブラシと網を置き、かがんで、床からティッシュをとり、画面上の絵の具

としたところをにギュッとつけ、拭く

取って　けたところを見る、両手で持ち Sら後ろのほうを見る

もうli度ギュッとつけて取り、つけたところを見て、後ろのほうを見る

ま めておしつけ、ノト刻みに軽く叩くようにして拭いていく

手を止　　　　、つけたところを返して見る

纏下魏蹴講…一…一
いすのところにティッシュをまるめて置き、歯ブラシと網を手に取る

画面の　で、網の上の黄色の絵の具のついているところを歯ブラシで擦っていく

手を止枠て見て、見ながら奥のほうに移動していく、奥のほうで擦っていく

醗雛轟轟難一シ…
　　　ヨ
手を止め、もう1度タンクの中に歯ブラシを入れる
　　　　
取り出して網の上の絵の具を擦りはじめる

画面の止で擦っていく

謙騰隷畿後。。ほ，を見る

画面の陣餉き、八手を止め硯ま燃りはじめる
手を止沁、見る

網と十

二のほ

軽く擦

その

うシを右手に持って、右腕の袖をまくる

うに移動して、擦っては止めて見、擦って｝趾めて見、としている

ながらさらに奥のほうへ網を移動する

強く擦りはじめる

手を止め、いすのほうに戻ってきて、いすのうえにごぼれていた絵の具（？）に歯ブラシ

をつける

その歯ブラシを網の上において線を引くように引く

もう1度っけ、網の上を引いていく

もう1度つけ、網の上で擦る

もう1度目け、そのまま画面の奥のほうに移動していく、奥のほうで擦っていく

手を止めて、引き、画面を見る

さらに奥のところで擦っていく

一旦手元に引いて見て、また画面の上で擦っていく

擦りながら振り返り、教室の前のほうを見る

手を止めて見、また擦る

手を止めて、後ろのほうを見ながら、Bのほうを見ながらいすのところにき気／

絵・具…をす…網・上・穀…度・け・㈱・上で・緬・・

度つけては網の上で引き、さらにもう1度つけて、

画面のほうに行く

「あ一ん、またきかれた一」と言って擦りはじめる

（「00」と昂・ながら、）歯ブラシで反対側の（上の）ほうを指す

x（それを見て）擦りながら、2回頷く

擦りながら、頷く

友だち：コップの中の絵の具をストローで拭いて泡を出し、

それで描いていく

　（以前に聞かれたことへ）

一
友だち：「Aさん、すごくなったねえ一」

「（しつもんして）いい？」

「（月って（どっち）O？）」

「これ？」とゆびさす

「これ？」ともう1度指差して聞く
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45：30

ca：54

46；06

os：30

4655

47：14

47：12

49n3

ng：24

49：59

50：10

50：46

51：00

擦っていく

頷く ×
　　　　　　　　　　s

「（もう一）いわれた一、OO」と言いながら擦っていく

擦る手を一旦止め、見る

反対側に移動しながら頷く

反対側に来て、歯ブラシで、「これ00」と言いながら、画面上の友だちのほ

うに近いほうから、自分の側のほうへと歯ブラシを引く、

歯ブラシを持った手を引き、霧吹きのタンクに入れる

首を左右に振り、タンクから歯ブラシを取り出す

歯ブラシを網の上にのせ、軽く擦る

いすの上の絵の具をすくい、網の上に乗せる

もう1度すくって網の上に置く

持ったまま奥のほうへ行こうとするが、一旦もどり、歯ブラシをタンク内の水に

つける

奥のほうへ行こうとする

途中で、床に座っている友だちに避けてもらい、いすの場所とは反対側のところ

に行き、画面の角のところで擦りはじめる

一旦手を止めて向きを変え、擦っていく

手を止めて見ながら擦っていく

手を止め、Bのほうを見、

また画面に向き直り、擦っていく

網を裏返して擦っていく

大雑把に擦っていく

手を引き、画面の様子を見る

ぐるつとまわっていすのところにきて、タンクに歯ブラシを入れる

網を顔の近くに持ってきて、網を手で触りながら見ている

網をはずし、手を見ている

網を持った右腕を上げ、袖を引っ張る

網を左手にもちかえ、左腕の袖を引っ張る

左手に網を持ったまま、右手に、歯ブラシの入ったタンクをもって、廊下（水場）

のほうに行く

右手に網をもち、左手にタンクを持って戻ってきて、タンクをいすの上に置く

反対側に行き、Bのほうを見ながら、腰でいすわきに押して、「00」と言いな

がら首を傾げる

「OOjとBに言う

っくえのわきにしゃがみこむ

しゃがんだまま、顔だけ机の上に出し、画面を見ている

一旦たちあがり、またしゃがむ

机の下から絵の具を取り、ふたを開けて、網の上に出す

ふたをしていすの上に置き、タンクから歯ブラシを抜き出す

画面の上で擦りはじめる

手を止めて画面を見、「OOあ一」と言って、いすの上からティッシュを取り、

つけたところを拭く

トントンと、数回、置くようにして拭いていく

（「え？」と言って）後ろのほうを一瞬見て、また画面の上で擦りはじめる

手を止めて見る

いすの上から緑の絵の具を取り、ふたを取って、網の上に出していく

網に直接擦って絵の具をつけようとする

チューブにふたをする

絵の具をいすの上に置く

画面の上で網を擦りはじめる

手を止め、引いて、擦って絵の具を落としたところを見、いすのほうに移動して、

タンクの水をつけて、網の上に置く

画面の上で擦りはじめる

擦っているところを見る

「あれつき？；と言ってAのとなりでもゆびさす

Aの顔を下から覗き込むようにしてみて「0」と言う

「あたしも、0おなじことでさ、なんかいも0」とAの顔を

見ながら言う

「0じゃ一あ一、つき0つきのことをちょっとさ一あ一、

Oにした？」と、手で押すようにしながら言う

「こっちがわに0、あっちがわにO」と、手で示しながら言

う

笑いながらAのほうを見、「O」と言う

友だち：「0のあたまに00」

チャイムが鳴る

「じゃあ一、O　かたづけ一、の時間0ないんだ一〇」
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51：24

51：36

52：e6

5241

52n9

53as

53：24

53：27

53：43

54：08

54：36

55n5

55：13

57；29

手を止めて、BとEが話しているほうを見、袖をまくって、また擦りはじめる

擦る手を止め、「いいよ一」と言って床の上に置いてあるティッシュ入れに手を

紳ばす

ティッシュを取り、画二上をとおって、Eに渡す

タンクに歯ブラシをつけて網の上に置く

Eからティッシzaを受け取って、床に落とすようにして置く

擦りはじめる

タンクの中に酋ブラシを入れる

取り出して擦りはじめる

擦りながらTのほうを見、うしろにいた友だちのほうを晃る

麟のほうを見、手を止める

画面の手前のほうで、網を軽く擦っている

手をthめて、画面を見、右手にそろえてもって、袖を上げ、いすの土から絵の具

を取って、ふたを開け、網の上につけていく

9ね一一一っ」と言って、絵の具を網の上にあけながらBに言う

「00さあ、あたしさあ、みたところさ、00とか、劔と言って、絵の具

をいすの上においてから、Bの画面をゆびさす

「うっそ一」と言って歯ブラシをタンクにつける

「OJと言いながら、網の上で歯ブラシを（小さく）擦り、それを見ている

裏返して、撫でるようにして擦る

さらに裏返して、撫でるように擦る

もう1度裏返して擦り、そのまま画面上に移動していって、画面上で擦りはじめ

る

手を止めて見ながら、また擦っていく

手を止めて見て、（「Ojと言いながら）また擦っていく

「ふあ一一一1

位置を変えて、網を擦っていく

手を引き、「痛」と書って、歯ブラシを持っていた右手のひとさしゆびを、ゆび

さきを蜘げて、見る

左手で、網を持ちながら、右手のゆびさきを触ってみている

爾癒の上で、擦りはじめる

両手を止め離して見、また擦りはじめる

両季を離し、「0（た）tと言って見る

右手の捲先を見ながら、歯ブラシと網を持って、いすのほうへ、Bのようすを晃

ながら来る

「○（ちゃん）0どういうことするが一？」

roJ

笑う

ro開けた銚と喬いながらBの画面を見ている

後ろのほうをぐるつとみて、Eのほうを見て笑う

友だちのほうをむき、輸O」

網と歯ブラシを持ちながら友だちとはなしをしている

爾爾の上で、ちょっと、軽く擦る

いすの上の霧吹きのタンクを持って廊下（水場）のほうへ行く

霧吹きのタンクを持って戻ってきて、上の部分を入れようとするが、一旦しゃが

んで、タンクをいすの下味）に置く

しゃがんで、いすの上をティッシュで拭いていく

501

E：「Aさん、ティッシュかして一」

ティッシュを一枚とってAに返す（Fはい」）

rごみ一、かたづけるよ一」

Aのうしろをとおって、うしろにいた友だちのほうに行く

b：fOいちばん○○」と書ってAを見る

「Oお水だけね、ながしておいで、けつまずいて、たおれたらね

え、大変だから00」

「この入ね一え、0一回死んだ人、

（きまつとるよ一一・一）　1と言いながら描いていく

「さあ、かたづけるよ一一一判

「00つくえのうえに一〇」

「O　Q　O3と害いながら描いていく

「○穴あいてるOG」と言いながら描いていく

顔をま二げ、Aのほうを見ながら、鳴居、鯛けたらこわいでし

ょ一？匪と書ってまた描いていく

roj

「○たら（ものがくさっとる）0」と言いながら撫、ていく

£が返付いてくる

友だちがきて、Aに話し掛ける

rえ一と、いすをいれて一、0して一一、ランドセルの準備するよ

一1



⑦　いろいろな材料をもとにした活動

第2学年　図画工作科学習指導案

3組　担任　大塚　操

男子17名　女子17名

1題材名　楽しいもの，つめて，つないで

2　題材の目標

　・　袋に詰める活動や詰めた袋の形から発想をふくらませ，自分なりに工夫して造形遊びをする。

　・　友達の作った形を見たり，触った感触を味わったりして，お互いの表現のよさを感じ合う。

3　題材について

（1）　子供の成長

　　　2年生のδ月に学習した「虹をわたって」では，虹という夢のある題材から子供たちは自由に

　　発想を広げながらのびのびと絵を描いていった。「虹を渡って雲の世界へ行きたいよ。」「虹の上

　　をジェットコースターに乗ってお菓子の国へ行きたいな。」などその子なりの楽しい世界が広がっ

　　た。恐電が好きで9頃よく本を読んでいるA児は、恐竜の世界に行って一緒にかけっこする自分

　　を描いた。「この恐竜強そうだ。」という友達の問いかけに「この恐竜は羽を使ったり，淡を吐い

　　たりして速く進むよ。でも僕を乗せてくれたりする優しい恐竜なんだ。」とうれしそうに語った。

　　自分の大好きな世界を伸び伸びと表現し友達に認められたA児は，ますます意欲的に表現を楽し

　　んだ。

　　　9月に学；習した薪聞紙を主材料とした造形遊び「新聞紙で遊ぼう2」では，今までの体験を加

　　えながら材料の特色をとらえ，自分なりに工夫した活動が多く見られた。出面紙を細く丸めると

　　強くなることに注目したS児は，たくさんの筒を作り，高く積み上げる遊びを楽しんだ。筒をた

　　くさん作ったり，どのように組み合わせればより高く積み上げれるかを相談するなど，願いを共

　　にする友達と協力する姿が見られた。また，新聞紙で自分自身をくるんだ経験のあるN児は，今

　　度は何かはかの物を包んでみたいと願い，教室にある鍵盤ハーモニカやランドセルなどを包み始

　　めた。「包むといろいろな形に見えてきておもしろいよ。」と包むことによってものの感じや見え

　　方が変わってくることに感動し，友達に紹介しながら遊びを広げていった。

　　　本題材でも，子供が進んで材料と触れ合い，思いを広げて行くことのできる題材を提示するこ

　　とにより，子供たちが自分なりの願いをはっきりともって，意欲的に楽しんで表現する姿を期待

　　したい。

（2）思いを生き生きと表現する子供

　　　子供たちの身の團りには，様々な大きさや形，色，素材の袋があり子供たち自身も利用する機

　　会が多い。本題材ではこの袋を主材料として，「楽しいものを詰めよう」と呼びかける。子供たち

　　は袋に物を“詰める”活動を通して詰める楽しさを味わうとともに，詰め方や詰めた物によって

　　平面の袋の形が変わっていくことにおもしろさを感じるであろう。中に詰める物は新聞紙古布，

　　綿，砂，そして空気なども認めていきたい。広い活動空問の中で体金壷を使って詰めた袋とふれ

　　合い，袋の感触や形などを十分に感じ取る遊びを大切にしたい。そして詰めた袋の形から想像を

　　広げ，繋いだり縛ったりする活動へと広げたい。色とりどりの袋をたくさん繋いで大きなネック

　　レスにしたり，目や耳をつけて，いくつも繋いで「ウサギの親子」にしたりと，一人一人が自由

　　な発想で立体的な表現を楽しむであろう。教師も子供と一緒に驚きや感動を共感しながら一人一

　　人の表現活動を受け入れ，自信と喜びがもてるように支援したい。

　　　本題材を通して材料との出会いから自分なりに思いをもったり、膨らませたりして意欲をもつ

　　て楽しく対象にかかわっていこうとする子供に育てたいと考える。

4　全体計画（3時間）

　第1次　袋に物を詰めたり，それを繋いだりして思いを広げながら楽しく遊ぶ。（2時問，本時2／2

　　　　　時）

　第2次　活動を振り返り，お互いの活動のよさを認め合う。（1時問）
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5　本時の学習（2／3時）
（1）目標　　袋に物を詰めたり

　　　　　　楽しむ。

（2）展開

その形や色から想像をふくらませ， 自分なりに工夫して造形遊びを

学　習　活　動

1物を詰めた袋で何をしたいか紹介する。

　・　おもしろい形になったから，目やPをっ
　　　けで愉快な顔にしたいよ。

　・　袋をたくさん繋いで長い長い首飾りにし

　　　たいよ。

［1教師の支援　　繊評価の観点

□　何をしたいかを紹介したり，闘いたりするこ

　とによって野崎の活動のめあてがはっきりとも

　てるようにする。子供たちが期待感をもって活

　動に入れるように，楽しい雰囲気の中で提案す
　る。

楽しいもの，つめて，つないであそぼう
2　自分の思いに合わせ，材料を選んだり，繋
　ぎ方を工夫したりして思い思いの活動を楽し
む。

1　ウサギさんにしl

lたいから自や鼻をl

i付けたよ。みみはi

l細長い袋に空気を；

1つめたよ。はねるl

iとふわふわ揺れるi

；よ。　　　　　　；

iいろいろな種類i
lの袋をどんどん繋

1ぐよ。廊下までいl

lくよ。ぐるぐる巻：

1にしたらおもしろ；

iい迷路になるよ。i

iかわいい袋がたi
lくさんできたからl
iぜんぶ繋いで首飾i

：りにするよ。リボl

lンを使って繋ぎたl

iいな。友達の分もi
l作ってあげるよ。　：

i僕の作った袋とi
i友達のとを合体さi．

1せたらUポットがi

lできたよ。アルミ1

ワォイルをつめた1
陽ぴかぴかひかっi
lてかっこいいよ　　1

3　今日の活動を振り返り，楽しかったことを
話し合う。

　・　亀の親子ができたよ。繋がってみんな仲

　　良しなんだよ。

　・　Nさんの迷路はすごく長くておもしろい
　　よ。一緒に遊びたいな。

□　子供の願いに合わせてマーーカー一や色画用紙，

　いろいろの種類のひもなどを用意し，使いやす
　いように整理して，材料置き場に置いておく。

□　広い場所で活動することにより，友達の遊び

　から発想を広げたり，協力して遊ぶよさを味わ
　わせたい。

□　自分の表現を楽しんでいる子供には，見守り

　ながらよさを認める言葉をかけたり，いろいろ

　な試みを進んでしている子供には，一緒に遊ん

　だりして，さらに自信をもって活動できるよう
　にする。

fi　活動が停滞した子供には，どんな願いをもつ

　ているのかを聞き，方法を紹介したり友達の活

　動を紹介したりして，自分なりに遊びを広げら
　れるようにする。

顯　材料に積極的にかかわり，特徴をつかみ，自
　分なりに遊びを工夫する。

　　　（活動の様子）

□　活動についての感想を関き合うことにより，

　互いのよさを感じ取り，成就感を味わえるよう
　にしたい。

■　本方の活動を振り返り，互いの表現のよさに
　気付く。（発言，態度）

（3）視点　詰めた袋の形や色からイメージを膨らませ，工夫して遊びを広げていくための教師の支援

　　　は適切であったか。（研究の構え，イ）
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富山市立豊田小学校2年生（男子Aさん）の事例

T：教師（大塚）

輔
oo：06

oo：13

oo：28

00：30

oo：44

oo47

eo：54

OIO2

Ol：12

Ol：20

Ol：23

Ol：29

01：32

0142

0149

Ol：51

Ol：53

Ol：55

Aさんの活動の展開（他の子どもたち、教師とのかかわり）

男子Bさん（以下B）と袋を投げ合って遊んでいる

「はじめましょ一う」

座ったまま、ゆっくり礼をする

周りを見まわす

袋を触っている

左横を見る

rO］

女子Dさん（以下D）

に何か言う

袋を触っている

袋で振っている

周りを見まわす

袋を触っている

横を見る

．
虚
．

Dに「聞いてる？」と聞かれる

「うん、聞いてる」と応える

空の袋を誰も座っていない方へ投げる

首を掻いている

黄色の紙テープを眼前に持ってきて見ている

黄色の紙テープを床に置いて触っている

手を上げる

あぐらに座りなおす

袋を触る

黄色の紙テープを床に置いて触っている

BがAの方を向く

Bに左手で差し出す

黄色の紙テープを床

に転がしている

右横を見る

左横を見る

1

黄色の紙テープを眼前に持ってきて見ている

黄色の紙テープを床に置いて触っている

後ろに仰け反っている

右横を見る

黄色の紙テープを眼前に持ってきて見ている

「はい」

教師をみている

教師に指名される

その場に立ち上がる

「ぼくは0このふくろをO合体させて、ロボットをつくりたいで先j

あぐらをかいて座る

右を向く

教師の方を向く

手をぶらぶらさ

せながら教師の

話を聞いている

～
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他の子どもたち、教師のAさんとのかかわり、及び活動の展開

女子Eさん（以下E）：「きり一つ、きょうつけ、れい」

子どもたち：教師の方を見る

E：「2時間目のお勉強をはじめましょう。」

教師（以下T）：「楽しいものをっめて、つないで、ということで、

今日、こんなものをつめてみたいよと思って、つめたいよと思って、

お家から新しく持ってきたものあるひと、ちょっと手をあげて、は

い、こんなものもってきました1

子どもたち：手をあげる

T：「はい、え一、はい、そしたら、わたなべくん」

子ども（男子）：「えと一、ぼくは、いえかえら、わたをもってきま

した、えと一、あった、これが」

T：「みんな聞いてますか？聞いてる？」

子ども（男子）：「象の鼻とかをつくりたいからこれをもってきまし

た」

T：「鼻になるようにつめるわけね、はい、さのさん」

子ども（女子）1「はい、わたしはどんぐりを持ってきました。つく

りたいものは、あんまりまだ決めていないけど、楽しいものにした

いです。」

T：「はい、そうですね、はい、くわもとさん」

子ども（女子）：「わたしは、こんなん、ビニールを、わたしはあ、

こんなビニールをもってきました、っくりたいものは、かめの親子

をつくるから、からだに、緑色の布を入れてからだをつくります」

T；「緑色を入れてからだをつくるんね、ふ一ん、はい、まつおか

さん」

子ども（女子）：1透明の、袋を、持ってきてえ、まえ、え一と0」

T：「うん」

子ども（女子）：「うん？う？うん？う？、もってきてえ、まえ、と

一めいなのをまえ使ってしまったから…」

T：「なにをつくろうと思っていますか」

子ども（女子）：「まだ決まっていません、」

T：「なんか、たのしいのっくれればいいね、また今日は、こんな

ことしたいよ遊びたいと思うのをちょっと紹介してもらおうかな、

はい、こんなことしたいよ、はい、もりくん」

子ども（男子）：「はい、ぼくは、くじらのしっぽがないから、しっ

ぽをつけたいですJ

T：「ぼくのくじらって」

子ども（男子）＝「えとお0」

Tl「三っある」

子ども（男子）：「え？」

T：「二匹いるんですか」

子ども（男子）：「親子、親子1

他の子どもたち；「親子、親子」

T：「はい、なもとくん」

子ども（男子）；「ぼくは、Oをしてみたいです』」

T：「中に何をつめますか」

子ども（男子）：「くうき」

T：「くうきをつめたいの、ふ一んたのしいねそれも、はい、じゃ

あ、こばやしさん」

子ども（女子）：「はい、わたしはかめの親子をっくりたいです8ご

み袋にくうきを入れて…」

T：「うん」

子ども（女子）：「もようOからだのもようを0やってみたいで
す」

T：「うんん一なるほどねえ、はい、ふるむらさん」

子ども（女子）：「わたしは、この、まえ、つかったふくろに、しん

ぶんしを入れてうさぎをっくってみたいです」

T：「たのしみだねえ、はい、Aくん」

T：「ほう、がったいさせてロボットをっくるの…」

T＝「はい、あいざわくん」

子ども（男子）：「ぼくは、いっぱいふくろをつなげて、へびをつく

りたいです」



0200

02：19

02：31

oa：35

02：50

0300

03：11

03：22

03：34

0337

03：40

oa：48

ca：06

M：15

04：30

ca51

0504

05：12

05：16

os：40

0551

05：58

0601

06：18

os：28

os34

あぐらに座りなおす

袋を触る

Bを見ている

まきさんを見る

Bに話し掛けられる
［o］

黄色の紙テープを眼前に持ってきて見ている

黄色の紙テープを床に置いて触っている

足を組みなおす

教師をみている

Bに話し掛けられる
［o］

足を開いて座る

Bに話し掛けられる
［ol

足をBの方へ向ける

左横を向く

教師の方を向く

男子Bをみている

教師をみている

足を左に出して座り

体を右に倒す

後ろを振り向く

教師をみている

足を開いて座りなおす。

・x一一　一　一＝｛

、
曳

｝

生
ド

ゆっくり立ちあがって道具置き場へ歩いていく

セロハンテープだけを取る

すぐに足早に戻ってくる

飛び跳ねて最初に居た場所にあぐら　かいて座る

道助鞠をはじめる　　〉
新聞紙をひろげる。

その新聞紙を丸める。両手で強く押す

右横を見る

左横を向く

セロハンテープを手に取る

しかし、すぐに、床に置く

先程の新聞紙をさらに強く握って丸め

黄色の紙テープを手に取る

その紙テープを巻き始める

　　　s　　　　　こオっ　　　　こ

畳んであった白い紙袋をひろげる

手をつつつこ oひろげる A

の中に入れる

織鑑あ轡辮轡り投げる
置

黒板の1のピアノの上に置いてあった傘入れ袋を取る

両手りまわして蟹を燕て遊んで喝 ｬ
　　ビニリ噸り上げるく一■傘入れ袋を5袋まとめて丸める

それを緑色のビニール袋に入れて　ってくる

顔に鮒けている（準星）
q一一」

途中でともだちのところへ行く○

　こ　　一　　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙箱の中からセロハンテープを取り上げる　〉

セロハンテープの赤い枠の部分を取り外す

のナイロン袋の口の部分を持って袋の部分を回

v
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T：「なかなかたのしみだねえ、まきさん」

子ども（女子）：「わたしは、大きなふくろに、しぶんしを入れて、なんか

人形をつくってみたいです」（「しんぶんしをいれて…」小声）

T：「うん、つじさん」

子ども（女子）：「わたしは人形をつくってみたけど、顔がかわいくないの

で、こわいけど、どんなふうにかけばいいのか、わかりません」

T：「どんなふうに撒・ていいかわかんないって、みんなどう思う、なんか

良いアイデアがあればだしてください」

子ども（女子）：「マジックでかいてきだけどっきませんでした」

T：「ふ一んマジック」

子ども（男子）：「ふつうにかけば…」

T：「ふつうにとは？」

T：「じゃあ、わたなべくん1

子ども（男子）：「じゃあ、あそこにあるがようしに、マジックでかいても

らう…」

T：「ほう、いいアイデアだね、ほ羽こもっといいアイデアがあったら、つ

じさんにおしえてくださあい、こんなんしていいがじゃな一いって」

子ども（男子）：「0まずかいてそれを、ハサミできって、はります」

T：「また、考えてみて、はい、えぬまさん、おまたせしました」

子ども（女子）：「はい、わたしは0がすごで0をつくってみたいです」

T：「きょうつくりたいものがどんどん、きまってきました、ひろがってき

ました、それじゃあこれからつくっていきたいとおもいます、が、じかん

は、五分」

子どもたち：「えええ一、ごふ一ん」

T：「時間がなかったら、またあしたね」

子どもたち：「ええ一ええ一つ」

T：「はい、じゃあ五分、はい、はじめましょう」

B：手元で何かをつくりながら、「01と言う

C＝無言で自分の事をしている

B：ナイロン袋を切っている

B＝教師から自分のもののほうへ顔を向ける

B：セロハン・テープを出す

B：ナイロン袋を持ち、それにセロハンテープを貼る

B：黄色の紙テープを巻く

Bl畳んでいた白いナイロン袋を開く

C：ナイロン袋をハサミで切る



0701

07：12

0723

07：31

07：35

07：42

osoo8

艶
銘
菊
研
皿
卿

08

O8

O8

O8

O9

O9

co29

4109

O9

1000

10：13

1e：21

10：40

1051

10：55

1105

11：10

11：21

11－28

11：46

11：53

11’57

12nz

12：15

緑色のナイロン袋と赤・青・黄色の紙袋をセロハン・テープでくっつける

　　　　　　　　　　I

Bの方を一瞥する

セロハン・テープで切る

袋を左横に置く

左手で叩く

v

しかし切った後、セ目ハン・テープの切れ目が分からなくなり、ハサミで

切れ目をつくろうと才る

あきらめて、セ。ハ↓．テ＿プをとりあ＿姻、置く

袋を左手で持ち上げ　kめる

横につくっておいた紙袋を持ち、先程の緑色の袋を持つ

両方の袋の口の部分を合わせてセロハン・テープで留めようとする

セロハン・テープの切れ目が見つからない

袋を置いて、セロハン・テー

後ろを一瞥する

手で持ち、切れ目を探す

　　　”s．．

セロハン・テープを両手で持ち、切れ目を探す

ハサミで切れ目を探そうとする

ノサミをあきら賦繍の爪au目を臓うとするく一A

（約1分）

しばらくして、再びハサミで切れ目を入れようとする

切れ目を見つけ　そこを爪で1っ張る

ハサミanると同じに後ろをふりむく　　　　〉
顔を前に戻し先径のセロハンテープで袋の口を合わせて留めようとする（一回目）

しかし、なかなか留められない

過留・。　　　　　　　　φ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／・

しかU留めたセロハンをひきi；LhSす　　　▽
再び、セロハンで二つの袋の口を合わせ留めようとする（二回目）

しかし、上手く留められなレ㌔留めたセロハンをひきはがすく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

床に袋を置く

三度、セロハンで二つの袋の口を合わせ留めようとする　＝・

しかし、またしても、上手く留めることができない

セロハンテープの切れ目が再び分からなくなる。親指の爪

）

目を探そうとする

口の部分が短いことにきづき、口を伸ばす

三度、セロハンで二つの袋の口を合わせ留め　vとする

今度は伺重にもセロハンを巻きつける。

袋の口を合わせ留めようとする（四回

あへず巻きつけ終えセロハンで二つの

とりあへす巻き終えた袋を一旦床に置

セロハン・テープを両手で持ち、もう一回二つの袋のロを合わせ留めようとする。

三回程巻く

袋を持ち上げて眺める。袋を置く

周りを見まわrlTe右側に置いていた、

る。その三番目の袋の口、を伸ばす

こっくっていたもう一つの袋を取り上げ

先のロをつなげた二つの袋に、三番目の袋の口を合わせる

セロハンで二つの袋の口を合わせ留めようとする。後ろをふりむく。顔を前に戻し、

先ほどのセロハンテープで袋同士のロを合わせて留める

袋をつかむ v
ロハンで、合わせた三つの袋の口を二回巻く

床に置く

三つの袋を軽く叩く
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B＝「O」と言いながらナイロン袋をハサミで切る

B＝Aの方を振り返り何かを言う「O］

B：「ん？なにこれ？」と言ってナイロン袋を持つ

B：二つのナイロン袋を振り、見ている

B＝（笑う）

B：Cのところにあったハサミを取る

C：FO］

B：FO］

c：ro］

c　：　FO］

B：Cのところがらハサミをもっていく

B　：　FOI

C：笑う

B：首を振る

。　：　ro］

B：ro］

B：袋をハサミで切ろうとする

C：（笑い）

B　：　FO］



rz23

rz32

E：44

1249

1255

13C3

13：13

13rz1

13　28

13：40

13：57

1403

14：15

1425

14q1

14：46

14：50

14：52

1503

15：11

1521

1531

15：38

15：42

16M

16：11

16：15

16：20

1632

16：35

16：39

16：56

1707

17：le

17：15

・りを見ま

あぐらをかいていた足を組みなおす

後ろに置いていた紙袋二つを取り上げる

先の三つの袋の横に置く
Xs－s
　　　XS一×

D【から「つなげれる？」と聞かれる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一一”一
Dを見るが応ぜず、セロハンテープの切れ目を探す

後ろに置いていた紙袋二つの口を合わせてセロハンテープで留めようとす

Bが来て「いい一つ」と言われる

Bの顔を一瞥するが、応ぜず、すぐに

右横を見る。

を戻す

先ほどの二つの紙袋の口をセロハンでつなげる

．
ノ
　
！
／一　　　！
〆

翻忌畷叡螺こつ磯をthて立ち構・waのと・ろ噸メり

歩いて行く　　　　　　　　　　　　／

’中、，　’行く

置き場へ行く

／
／
〆

袋を床に置く　　　　　　＼、　　　　　　　　　　　ノ　　／

　　　　　　　　　　　　　’x．　／’　！
灘器二言丁丁言灘けるら・／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／

　　　がってナイロンテープを箱に戻　　　　　／立ち

F

ち げて眺める

ま’xその場に座り込む　／
下五gの袋の口の部分をつなげる　　　／
　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

横に偉いてあったハサミでナイロンテゾプを切る

　　　　　　　　　　　　　　　／／

龍灘野轡
　　　　　　　　　　　／

立ち齢がろうとする猟また座る

　　　　　　　　　／

ち
ぢ
持
立

　　　　　fげて眺めグ

がる　　／

／

最初にいた場所へ戻ってこようとするが、途中で立ち止まると、ともだちにロの部

分をつなげた五つの袋を見せる

　　　　
後ろからCに背中を触られる
　　　　
後ろ振り向く

最初に居た場所へ戻ってく

「できた」というとその場へ座り込む。

らで見ていたBヘセロハンテープを投げる。
；「はい」

i
I

I

後ろにあったマジックを取るとキャップを開け、袋の一つに描き始める
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
目・鼻・口を撒、てている

キャップを絞める。また、キャップを開ける　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’f’
キャップを絞める。ペンを持ち替えてキャップを開ける

細い方で描く。キャップを絞める

　　　　　　　　　　　　　　　／／”
　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　2

「りゅ一じんまるjぐ＿一＿tt　　　．＿、
Bに「りゅう一じんまるじゃないよ。おれ、どらごんしっとるよ」と言

われる

Bが、ちょっかいを出してきて、袋を顔にぶつけられる。

「いたつ」

B：紙袋を開きながら笑う

子Dが「つなげれる？」と聞く

　／

／
f

／
f

メ子・・来・・一・言・

　　　　／
D：「あぶないよお、まつおかさん」
　　／

B／：教室の前のほうに行く
／
f

B：FOI

Cがナイロン袋をもってもどってくる

Brはあ一j

C：立ち上がる

B：笑う

饗

し
　劉

」

B：「でもさ一、0」

C＝ナイロン袋をハサミで切る

B二「それきれんの？1

後ろからCが背中を触る。

男子。；rO」

Bはそれを受け取る。

：「それ、なに。ロボット？びんぽ一ん」

はそのまま、Cの

　　一／

：「おもしれ一1

／

B・Aの前繊切るよう1こしてハサミをとる

　　　　　　　　　　　1

B：「りゅう一じんまるじゃないよ。おれ、どらごんしっとるよ」

Bが、ちょっかいを出して、袋を顔にぶつける。
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17二42

17：55
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19：48

19：51

19：59

2e：le

20：18

2e：23

2e：25

20：33

2e：44

20：51

20：55

21：08

21：2（）

21：34

2147

AI　A
を押賜る

誌。∴。＿。頭＿＿なる

禦謝驚取，上。。丸める

｛再騨ンを持ち、キ。。プを外す

　

ヒつ目の袋に繕かを描く

…

1うつ搬になって鋤輔く
1

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

…三つ農（d袋に侮かを描く。袋を眺める

1　　；

購難。て。。。。、

旨三つ鹸、何かを描く

1

袋を持って立ち上がる

rち砲隊たまま、黒板の方へ合かう

準較r鷹に袋繍る
やつく のところへ向かう

騨灘　も曝る

教師から’b　もらう

轄灘論諜・
締の中をのぞき込む。また、その場に座りこむ

1

立ち上がる

撰に居たFのシャツの裾を引っ張る

寧に座る

旨

繊一一プ・一
ヌ

［

主　イロンテープ袋の口に巻きつける　を見．とげる

士　ち上がって溺の箱からハサミを取り出す
　に座り込み、ハサミでナイロンテープを切ろうとする
　

しかし、なかなか切れない
幽つくり刃を動かしながら切る

］
i
下り織ると箱の物サミを戻す

持ち上げて、日のところが留まっているかを触って確認する
コ

虚手で持ったまま、ゆっくりと最初に居た場所へ戻って来ようとする
i
撫子Cのところへ見せに行こうとするようだが、止めて糎をぐるつと

廟わるようにして最初に居た場所へ戻ってくる

最初に居た場駈へ座りこむ

1
毎親に言嫁し掛けられる

うなつく
1

　　で袋を頭の上に持ち上げる

　　に見せる

　　に詣し掛けられる

　　つく

　　がカメラを構えて座りこむ

うなつく

総隅一・
衰。床。置、

i

v
508

B：「ロケットランチャー、びLっ」

Bは、青いナイロン袋をAの頭に被せようとする

Bはあきらめてどこかへ行く

途中でFの頭上に袋が触れる

F：「ちょっとお］

横に居たFはシャツのAに裾を引っ張られる

B：「あ一」

と書ってAからハサミを取る

B：rol

C：1ねえ」

B　：　rol

C：Fアハツj

C：1ありゃ一」

Aのところがらハサミをもっていく

母親が寄ってくる

母親が話し掛ける

母親に話し掛けられる

母親が「これを持ってて」と書う
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21

Q1

ｿ
盟

⑳
銘
盟
盟

聡
珊
盟
盟

23　OO

23：12

23：18

23：48

2357

2407

24：14

24：21

24：32

2441

2505

25：28

25：45

25：51

26　06

26：17

26　24

26：36

26：49

26：55

〈
－

を
う
袋
「

面に持つ

］

　
く
　

辱
¢

1
1
向
I
I
罫

髄
難
写真を撮られる

　フラッシュが光ったため母親の方を見る

床の上に袋を置く

セロハンテープで袋の口のところ留める（四回目）

り 見まわ

セロハンで二つの袋の口を合わせ留めようとする（三回目）

しかし、またしても、上手く留めることができない

セロ〉｝ンテープの切れ目が再び分からなくなる

　　　　で　れ　を　そ’と　る

Dに覗き込まれる

セロハンテー一一プで袋の口のところ留める（五回目）

ハサミでセロハンを切る

後ろを向く

母親に再度、つくったものを見せようと、持ち上げる

立ち上がる

母親のところへ行く

今度は黒板のところへ持っていく

Bに見せる

床に座る

Cにナイロンを振りかけられる（一回目）

Cにナイロンを振りかけられる（二回目）

Cが立ち上がって手に持っていた大きなナイロン袋を頭の上に乗せられ

る

両手でそれを振り払う

つくったものを確認する

一回、立ちあがる

袋に詰めてあったシュレッダーの紙を取り出す

「わわわわうわ」

シュレッダーの紙をナイロン袋に詰める

その袋をさらに大きな袋に詰める

女子Eが寄ってきて周りに散らかっているシュレッダしの紙を右手でつ

かむとそのまま持っていく

シュレッダしの紙を左手でつかむと、また、Aの頭の上に振りかける

AはCの左足をつかむ

AはCの顔のところに自分のつくったナイロン袋を近づける
「うわ一つ」

Aはそのまま立ち上がって教師のところへ行こうとする

しかし、Cが寝ている場所へ戻ってくると、また、　Cの顔のところに自

分のつくったナイロン袋を近づける　　　　　　　　　　　’
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母親1「いいですかあ」

母親：「そのまま」

「すいません」と母親が小声で言う。

母親が一枚写真を撮る

B＝「せんせ一い」

c：ro］

B：「なんかO」

Dに覗き込む

B：「ちが一う」

B：ro］

C：「は一一・、つかれた一」

B：（笑）

Cがやってくる

CはAに左足をつかまれる

Cは体制を崩して倒れる

床にはシュレッダしの紙や、それを詰めたナイロン袋がたくさんあるため

に、それがクッションの役割をする

Cは仰向けになったまま

そのままシュレッダしの紙が詰まった袋を枕にしている

CはAに自分のつくったナイロン袋を顔のところに近づけられる

Cは、びっくりする

右手にもっていた、棒状の紙筒でそれを防ごうとするが、防げない

Cは置きあがって、右手の棒で棒状の紙筒でそれを防ごうとする
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31：33

31’47

31：58

さらにAはCの顔に袋を近づける

Aは窪分のつくった袋持ち上げて眺めている

rやめろ」

「おれのりゅうじんまる」

rりゅ一じんまる一」

最初に居た場所へ震る

床に座る

Cが来て、A，の顔の前で両手に持っているナイロン袋を振りまわされる

「わっ」

Cはそのまま行ってしまう

大きな紙袋を取り鵬す

Fに立ったまま晃ている

ナイnン袋を持ちながら「りゅうじんまる」と言う

周りの袋を集める

袋をそろえる

Dの方を見る

左手で袋の口の部分をもつ

最初に居た場所へ戻ろうとする

後ろを振り返る

置くと、株にして寝ようとする

すぐに起き上がる

それぞれの袋を触る

床に置いて眺める

セロハンテープを取る

セロハンテープの切れ目を爪で探す

あきらめる

助ゆ一じんまる」

「あれはどうしたj

fりゅうじんまる一、りゅうじんまる一」

FO］

Dを見る

腰に手を当ててまわりを見る

右隣に戻ってきた8の方を一瞥する

rげつ」

鼻を左手でほじる

頭を右手で掻く

さらにCはAに袋を顔に近づけられる

Cは右手の棒状の紙筒でそれを防ごうとする

T：「やめなさい。あぶないよ一ま

Cは棒状の紙裁を箱に放り設げる

Bが大きなナイロン袋を手に近づいてくる

Aのつくったものに被せようとする

T二「そろそろかたづけばじめましょ一うi

T：罫はい、かたづいてますか」

Cが来て、A，の顔の前で両手に持っているナイロン袋を振りまわす

Fがやってくる

立ったままAのもつナイロン袋を見ている

Fは、うなついてそのまま別のところへ行ってしまう

C：ナイロン袋をハサミで切る

B＝「またO」

B：「フツ」

c　：　ro］

B：roj

c　：　FOI

Bが近づく

B＝「りゅ一じんまる」

Cが透つく

C＝「りゅうじんまる一じゃないよ」

C＝「このロボット、ちがう！

T：「はい、じR・あそろそろ止めてくださいj

T＝「はい、かたづいてますか」

T：「そそ、それでは」

T：「はいじゃあ明日やろう一、うそ、つづきj

T：9きょう、みんなもかたづけてください」
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32：36
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3
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6
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36：21

36：37

3701

37：10

37：19

37：24

37：36

37嶺4

3801

38：17

3823

女子Eに「はい」と言われる

「なに？」と言って黒板の方を見る

ナイロン袋をそろえる

セロハン・テープをつける

両手を腰に当てる

横の男の子を見る

向きかえって袋に触る

また、横を向く

鼻をいじる

袋を頭の上に掲げる

教師から指名されて、教師の方を向くと、あぐら座りから正座になる

左手に袋を持って、その場に立つ

「ぼくは、なんか0手が…］

ひとつひとつの袋を説明しようとする

「この手が新しくつくって、そして、この手と足が合体して合体させ

て、それでできました」

言っている間も両手で袋を動かしている。

　「ロボットがで

きました」

皆に拍手される

床に座る

あぐらに座りなおす

袋を触る

ともだちをみている

教師をみている

ともだちをみている

足を伸ばして座る

あぐらに座りなおす

袋を触る。

ともだちをみている

教師をみている

拍手する

床に座る。

あぐらに座りなおす

袋を触る。

ともだちをみている

教師をみている

ともだちをみている

足を伸ばして座る

あぐらに座りなおす

袋を触る。

ともだちをみている

教師をみている

t

無：．　L

r：皇．．

．》ヒ”

女子Eが「はい」と言ってAを見る

T：「はい、ほかの0をしてください」

T：「はい、あっというまに時間がすぎてしまったんだけど1

T：「自分の面白いのになったよ、お友だちのこんなに面白いのになったよ、

というひと、発表してもらいたい、です」

子どもたち：「はい、は一いJ

T＝「はい、じゃあ、こんな、おもしろいものになりました、はい、え一、

はせくん、どうだろう、はい、はぜくん」

T：「はい、はせくんのを見ましょうj

T＝「なにをつくったの？」

T：「はい、ねええ一」

皆が拍手する

T：「はい、しまざきくん」

子ども（男子）：「ぼくはO］

つくったものを伸ばすのを教師が手伝う

ふたりの男子が手伝う

子ども（男子）：男子E：「へびは長くて一番いっ感、ついているへびです」

T＝「うわ一ながいのできたねえ」

子ども（男子）：「これべんりになるかもね一」

子ども（男子）：「0を、これからもっけたいです」

T：「おお一これからもふえるんだって0」

T：「わ一すttu・ね一、じゃあ0くん1

子ども（男子）＝「ぼくは、ぼくは二匹しかいなかったけど、二個つくって

時聞に間に合ってよかったです」

子どもたち：拍手

子ども（男子）：「だれの？」

T：「はい」

子ども（男子）：「ぼくはごみ袋に、Oを入れて、0をしました」

T：「そこの下につながってんのは」

子ども（男子）1「これ？」
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床に座る

あぐらに座りなおす

袋を触る。

摘手する

ともだちをみている

教師をみている

ともだちをみている

足を傭ばして座る

あぐらに座りなおす

袋を触る。

ともだちをみている

教師をみている

袋を触る。

ともだちをみている

教師をみている

あぐらに座りなおす

袋を触る

ともだちをみている

教師をみている

あぐらに座りなおす。

袋を触る。

ともだちをみている

あぐらに座りなおす。

袋を触る。

教師をみている

あぐらに座りなおす

袋を触る。

Bとじゃれ合っている

教師をみている

後ろを振り向く

袋を触る。

ともだちをみている

教師をみている

Bとじゃれ合っている

教師をみている

頭を掻く

後ろを振り向く

袋を触る。

ともだちをみている

教麟をみている

「おわりましょう」

後ろを振り向く

512

T：「すごいね鵡

子どもたち：拍手

T：fくらほりくん、くらほりくん、みせてください、さっきのはどうなっ

た、さっきのは？」

教師はくらほりくんのところへ行くと彼のつくっているものを見る

他の子どもたち：「ああ、みのむしだ、みのむし油

子ども（男子）：「ぼくは○をくろうしましたj

T：；こんなところね」

教師もとの場駈へ褻っていく

子ども（男子）：「ぼくは袋をふくらまして、ぼくは袋をふくらまして、な

まえは、よんだいめのOです、あとはここから、をしたいです」

Tlrはい、そねさん」

子ども（女子）1「はい、わたしはこれをつくりました」

T：「うん］

子ども（女子）＝「これを、こうやってまわすとOから、なまえは、まだ

ちょっとかんがえてないけど、なまえは、きれいってなまえがっくものに

したいです］

T：fそうねえ一、はいよくっくりましたね、はいじゃあ、あいざわくんは

どうなのかな」

子ども電子）＝「ぼくはへびをつくりましたj

T：「うん」

子ども（男子）：fそこにあった袋にOをいっ感・入れてつくりました3

T：「ひろげてみてみたらいいよね、はい」

子どもたち：拍手

T「他にもたくさん紹介したいんだけど、またあした、W表してください、

はい、じゃあ0さん！

子ども（女子）：「わたしはふるむらさんにみたいにOをつくって袋をつ

くりました」

Tl糊こえてますか、うしろ」

子ども（女子）：f紙とかで顔をつくりました」

T：「あしもみせてもらおうか」

子ども（女子・）：ギ雄：いj

T＝fはい、ちょっとみせてみてください、どうやったらいいかってしてつ

けましたj

T＝「はい」

子どもたち：拍手

T：ジはいきょうも0です、また、あした、みんなで、をつくりたいと思

います」

子どもたち：ギにつちk一く」

女子E：「きょうつけ0ごじかんめのOゆぎょうをおわりましょう」

子どもたち：罫おわりましょう」

T：「つくったものは、すみの方になおしましょ勇

チャイムが鳴る

子どもたち：rは一いj

T：昧た、あとは、自分の道具だけ分かるようにまとめて、あとはそこに

また、かけといてください」



⑧　材料からつくりだす活動

図画工作学習活動案

R時：平成ll年11月6N　（土）2・3校時　1学年（9名、男子3名、女子6名）・2学

　　年（4名、男子2名、女子2名）13名
場所：糸魚州市立上早川小学校

授業者：秋山敏行、鶴本千種先生（1学年担任）

1　題材名　ふしぎがいっぱい（ふしぎなもの）　まるめたり、つめたり、…

2　実践研究の日的、及びこの学習活動について

（1）実践研究の昌的について

　これまで、子どもたちの造形的な活動の多様な展開を可能にする美術教育の論理を構築す

るとともに、それを実践化することを潤指してきた。

　それは、子どもたちの造形的な活動の多様性が保証されなければ、子どもたち一人一人の

〈生〉の多様性は画一化され、〈私〉が立ち上がることはないと考えるからである。つまり

子どものく私一生〉の意味が、その外に設定された固定的で画一化された論理や価値基準等

によって画一化されたり、隠蔽されたりしてしまうことになると思われるのである。

　したがって、そのような、子どものく私一生〉の多様性の立ち上がりが保証されていない

ところでは、その子の論理が保証されることはなく、その子のく私〉の存在そのものも保証

されることはないということになるであろう。つまり、表層的な多様性にとどまり、本来の

多様性の意味は隠蔽されてしまうことになるのである。

　そのことから、ここでは、子どもたち一一人一人のく私一生〉の多様性を保証するとともに

その存在そのものを根拠付けるものとして〈身体〉の意味をとらえかえし、そのことにもと

づいて、表層の展開の論理ではなく、深屡的な意味をも立ち上げる展開の論理としての、子

どもの造形的な活動の展開の論理を構想した。つまり、そこで〈身体〉とは、その深みへと

開かれたものとして、その子独自の〈感じ〉やく考え〉、〈行為〉を保証するといえるもの

なのである。

　子どもの造形的な活動の展開の論理とは、そのような子どもたち一人一人の〈私〉の存在

（〈感じ〉やく考え〉、〈行為〉を含む）のかけがえのなさの根拠であるく身体性〉のはた

らきによって展開されるといえるものである。

　それは、〈身体性〉をはたらかせてくもの〉やく状況〉、〈もの〉やく状況〉とかかわり

合うく私〉、そして〈他者〉とかかわり合うことによって、それらとのあいだに、〈私一生

〉の多様性、すなわち〈身体〉の深みを根拠として多様な関係性をつくりだし、〈私一生〉

のく感じ〉やく考え〉、〈行為〉においてたえず組み替えながら、〈思い〉をふくらませ、

新しいく意味〉を、それと新たにかかわり合うく私〉とともにつくりだし、多義・多様につ

くりかえていくという意味での行為の論理であるといえる。

　この実践研究は、以kに述べたような、〈身体性〉のはたらきにおいて実現される、子ど

もの造形的な浩動の展開の論理を、具体的な子どもの行為の在りようからとらえかえすこと

において検証しようとするものである。
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（2）　この学習活動について

　この学習活動は、子どもたち一人一人が〈身体性〉をはたらかせて、いろいろな大きさ・

種類の袋や紙、布切れなどの材料を、まるめたり、ちぎったり、つめたり、つないだり、ね

じったりして、それらとかかわり合いながら、一入一人の〈私〉にとってのく感じ〉やく考

え〉、〈行為〉を立ち上げ、それらをもとに、思いのままに薪しいく意味〉を、薪しいく私

〉とともにつくり、つくりかえ、多様に展開していくことを期待して提案するものである。

　そのため、ここでは、いろいろな大きさ・かたちの袋（ビニール袋、紙袋など）や紙（新

聞紙、包装紙など）、布切れや紐、木の葉や木の実、（石や流木）、絵の具やペン等を用意し、

それらのく材料〉やく状況〉と子どもたちとのかかわり合いや、〈ともだち〉などとのかか

わり合いから、子どもたち一入一人がく私〉において行為をつくり、つくりかえ、多様に展

開していくことを期待することとする。

　たとえば、そこでは、袋にいろいろなもの（紙や布など）をつめたり、いれたり、つない

だりするなどして、また、紙類をまるめたり、ちぎったりするなどして、さらに、葉っぱや、

木の実（流木、石、など）などをつけたり、絵の具やペンで描いたりするなどして、〈私〉

のく感じ〉やく考え〉、〈行為〉を立ち上げながら、〈思い〉をふくらませ、とどまること

なく活動を展開していく在りようも予想されるであろう。

　そのことから、そのようなく身体性〉をはたらかせた子どもたちの行為を保証するために

は、子どもたち一人一人のく身体性〉、すなわちく私〉のく感じ〉やく考え〉、〈行為〉の

在りようを、外的に機舗することのより少ないく状況〉を設定する必要がある。それは、外

的な機制の強いところでは、その子のく身体性〉、すなわちその子独自の〈感じ〉やく考え

〉、〈行為〉は、外的な機甲の要求する方向性に統制されてしまうからである。

　さらに、そのためには、教師が自ら〈身体〉を開き、子どもたちのく身体〉とかかわり合

い、ともに〈意味〉生成の行為の場を形成していく必要があるといえる。つまり、教師は、

自らのく身体性〉をはたらかせることによって、子どもたちのく身体性〉をはたらかせた行

為にかかわり、そこでともに下しい関係をつくりだし、展開しながら、そのつどごとに新し

いく意味〉を、それと新たにかかわり合うく私〉とともにつくりだし、展開していく必要が

あるといえるのである。

（3）学習指導要領との関連

　この学；習活動にかかわる第1学年及び第2学年の目標および内容として次のことがあげら

れている。

○目標

・材料をもとにした造形活動の楽しさを味わい、材料から豊かな発想をして、進んで造形活

　動ができるようにする。

・かいたり、つくったりしたものを見ることに関心をもち、その楽しさを味わうようにする。

○内容（第1学年）

・材料をもとにして、楽しく造形活動ができるようにする。

　ア　砂、土、粘土などの材料に親しみ、それらをもとに体全体を使う造形遊びをするこ

　　　と。

　イ　身近な自然物や人工の材料の形や色などに関心をもち、それらを並べる、積む、版に

　　　して写すなどの思い付いた造形遊びをすること。

　内容（第2学年）
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・材料をもとにして、楽しく造形活動ができるようにする。

　ア　身近な自然物や人工の材料の形や色などから思い付いた体全体を使う造形遊びを工

　　　夫すること。

　イ　身近な自然物や人工の材料の形や色などの特徴に関心をもち、それらを並べる、積む、

　　　組むなどの思い付いた造形遊びを工夫すること。

（4）　学習活動の露標と内容

　（a）　目標

　　ア　進んで活動を楽しむ。

　　イ　材料とかかわり合いながら、自分らしい発想（〈感じ〉やく考え〉、〈行為〉）

　　　　をし、試みる。

　　ウ　いろいろ試みながら、思い付いたことを次々に展開させていく。

　（b）　内容

　　ア　自分で材料を集めたり、選んだりする。

　　イ　紙類や袋類をまるめたり、ねじったり、つめたり、つなげたりしながら、自分ら

　　　　しい発想をし、思い付いたことを次々に試みる。

　　ウ　色をつけたり、他の材料を加えたりして、〈思い〉をふくらませ、遊びを展開さ

　　　　せていく。

（5）評衝

　（a）　評価の要点

　　ア　進んで活動を楽しむ。

　　　　いろいろな材料とかかわり合いながら、自分らしい発想（〈感じ〉やく考え〉、

　　　　〈行為〉）をし、楽しみながら試みる。

　　イ　いろいろ試みながら、思い付いたことを、思いのままに次々に展開させていく。

　（b）評価の場と方法

　　　　子どもたちの活動を、特定の方向に引付けて理解しないようにする必要がある。そ

　　　のためには、子どもたち一一一一一一人一人目く身体性〉、すなわちその子独自のく感じ〉やく

　　　考え〉、〈行為〉の在りようを、教師自身もそのく身体性〉をはたらかせることによ

　　　って共感的に受け止め、保証していくことが不可欠であると考えられる。

（6）準備

　（a）　場所：糸魚川市立上弓州小学校

　（b）　材料や用具：

　　　・袋類（ビニール、紙）

　　　・新聞紙（包装紙）などの紙類

　　　・紐類

　　　。木の葉や木の実など

　　　（・布類）

　　　（・流木、石）

　　　・のり、セurハンテープ、ガムテープなど

　　・ペン類（絵の具類）
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5　学習活動の展開　　．　・予想される教師の提案、および活動と流乳　　　・予想される子どもたちの濤動と流れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みたり、さわったり、たたいたり、
いろんな袋（や紙）

灘瀦ニ　ノひ蜘　
三一／ピ瓢驚’燗’1懲エ渤、・
いろんな形・で・た何?ﾝ鷺著1’＼／な、、．x・、，。、，、

祭・饗認㌦，た，2餐搬，、／ならべ　・　／

灘饗　 弓／遜＿たll＿みた，、／
かな？ @　　　／．一．一一一・一’r　　いろをぬ・でみたり、くみあわせたり、　／

一ンで､＿．編野ン／／／
　　　　　　　　　　　　　　　かぶってみたり、着てみたり、　　　　　　　．！／・／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／一〆　　　　　　　　　　友だちのところに　　　　　　　　　　　　　　　ふたしてみたり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一／　　　　　行。て見盤。たり、交

i＿二階＼．鷲騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友だちと｝緒にいれてみたり一　．．．．．・丁　　　　　　　　　　　　　　　どこかに置いてみたり、

三1欝漏欝21饗細＼／
1∴rlド㌦∴翁鑓∴1ン

墾生芦野塑ン＼／／P鑑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組み合せたもの同士を緯んだり、　　　　　　　　　．　　　　　／／．

　　　　　　　　　　乗ってみたり・　　　　～　　　　〆／’
　　　　　　　　　　巻いてみた珍、引っ張ってみたり、　　　　　　　　　．　　　　．＿一．．”Pt．

　　　　　　　　　　耀し一ヤ　／＿＿＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　またくっつけたり、　　　　　　　　　　　　友だちにあげたり、
　いろんな、ふしぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組み献たり、撫してみたり、～凝ちからもら・たり、
　なものができたね
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新潟県糸魚川市立上早川小学校（1年生＝Aさん）の事例

T：教師（T1：秋山、　T　2：藤本）

醐

oo：55

Ol：26

ce：08

onBl

ce57

03：16

03：27

Aさんの活動の展開（他の子どもたち、教師とのかかわり）

●
昼

鴇兎Pt

r
・
，

：．一”．sa　i11！’iB　i，・一

　　　　　　　ぴ1　　　ギ

　i“s－iziiiiif　m．．
　に．1　　し

馳

畠

荷物をもってシートの

ほうに行き外側に置く

両膝立ちで、膝で歩くようにして行く

並んでしゃがむ

後ろのほうを見たりしている

四つん這いになりながら材料の置いてある前のほうに行く

材料を前に見はじめる

材料の上を飛び跳ねて向こう側に越えていく

しゃがんで振り返り、材料を見て、手に取り、「あ一、くりだ一、くり一、ち

つちゃいくりがあった」

材料を手にとって見ながら「どんぐりだ一」

走ってもとの

場所に戻る
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他者とのかかわり

T2：「今日ねえ、

「あ一」

1年生と2年生のね、図工やるのに、

「うん］

あの一、T1っていう人が来て、

　「あ一き一〇一」

「だれだ？」

学校にないものなんかもね、もってきてくださいました。

「なに一」

0みんなもいろいろ用意したんですけどね一、

rOく一〇」

で、この青いシートの0でやりましょうということなんで、みんな

のね、道具、いっぱい道具ありますよね、それをシートの外に置いて

くれますか一？ね、自分のものどっかいっちゃうと困っちゃうんで、

0でまとめて置いてください。で、できた人から、シートに、入り

ますよ。

「うん」

「じゃあ、入るかな一」

はい、0では、どうぞ」と言って両手を叩く

真ん中の男の子たちが荷物を持ってブルーシートのほうに行く

荷物をシートの外側におき、なかに入る

「もうちょっと前のほうに行こうかな一」と言ってシートの前のほう

をゆびさす

走りながら前のほうに行く

「もうちょっと前のほうに行こうかな］

子ども：「ふくろもつのかな一？」と言って靴を脱ぎ、手足で飛び眺

ねるようにして前のほうに行く

後ろのほうに戻ってきてまた飛び跳ねるようにしていく

もう1度戻ってきて飛び跳ねていく

座る

「マジック何とか0見えない0」

T2：「ちょっとねえ、　T　1からお話あるんだけど一、ゆうたくんと

Bちゃんが、いま教室に行ったので、何があるかちょっと見ててくだ

さい」

ひとり、男の子が行きがける

T1：右手で招きながら、「おいで、見て、見てみよう」

前のほうに行く

友だち：「でかいくりないかな？」

T2：「はい、　Bちゃんと0」

「お一、0いっ融、あ一る」

元の場所に戻っていく

T2：「はい、じゃ、みんなそろったね一」

「Oちゃんたち、T1からおはなしがありますよ一j

T1：「いいかな一？」

みなさん、おはようございます。

「おはようございま一す」

え一つと一、今日はねえ、みんな、今、見てもらったけども、この辺

に、いっぱい、なんかありま曳なんか、なにかあったか見たかな？



03：43

04：17

ca：29

0504

05：32

05：57

0s：（）2

06：25

os：59

07：15

A
　g

立や上がって梯料のほうに走っていく

しゃがんで、細長いビニール袋を手に取り、立ち上がる

左靴袋をも。たまま、ew置き駝見まわる

右手で藻っぱを取り、もつ

色の紙袋を手に取り、なかに葉っぱを入れている

葉っぱを入れた

葉っぱをつかも’

別の場所の葉っ

11の場所の何も

もう一つの別の

茶色の袋をもつ

袋をもってシー

向きを変えてとt

いビニールの

　の袋をもって立ち上が

，という手つきをしてしゃ

を羽ことる

足元を見る

ひごむ

かを手に取り、茶色の袋の中に入れる

ものかを手に取り、袋、に入れる

シートの端のほうに行《

　　　　　　　　　／
微亡子㌘／

を手にし、上下に振る

　・飛んでいく

れ・聯、を飛脚・・／・行・

。　のところに置く　　　　　＼レ

に茶色の袋、右手に青のビニール袋をもって、さっきの場所．行く

「あなあいてる驚．？］と言いながら青のビニー一．，zaを上下に振る　〉

上下に振りなが　　「T2せんせh、あなあいてる」といってT　2のほうに行く

「んとね一」と誹・ながら広げ、しゃがんで見せる

「ほら」といつ ゆびさすく．一 一／
「だけど大丈夫だ、これOつかうよOね」と叡・ながら袋の中に茶色の袋の中に

入っていた葉っ　を、茶色の袋を振りながら入れていく

麟身を）Wh．、

はい，／たときに

袋に

（う

「（う

袋の

「も

ルの

を入れなカ

）とねX
）とね一

を覗き、

ててO」

き場で、

こ入れる

き込んで、中のものを出しながら、「いっ薗・、はい（る）、

、じゃまだけどね一、あんまりね一、

ら体を横に曲げ、

といいながら、中のものを出そうとする

に持って

いってビニールの袋も手に持ち、前のほうに行く

手で両方の袋を持ちながら、右手で何かを剥こ取り、ビニー

しゃがんで羽こ取り、入れる

しゃがんで大きな葉っぱを手に取り、立ち上がり、入れようとする

入らず、茶色の袋を抱え、ビニールの袋の口を広げる

みんな

「なにかもんだ一」

つつへっへへ

で、ここになんかいっ感・、ものが、今日もってきました。で、この

Oもいっ感・ありま丸んで、みんなもなんかもってきてくれたひ

ともいるかとおもいますけど

　「はい」

今日は、みんな、もってきてくれたものも、いっしょに、あと、ここ

にあるものもいっしょに、こういうのをつかって、なんかして遊びた

いなあとおもいます。いいですかあ？

（はい）

どんなことできるかなあ？と思って、先生ちょっと、いろいろあって

よくわからないんだけど一、先生にも教えてほしいなあと思います。

いいですか？

（はい）

よし、じゃ、も”、さっそくやつちゃいましょう。ね。

いいですか

（はい）

いい・な？

“や、さっそく、（と言いながら片膝立とうとする）

T2：「やつちゃおう」

やつちゃおう

「はいつ、ゴ（一ッ）」

立ち上がって材料のほうに走っていく

「どこに一？」といってAの袋を見る

「う一ん」

「あ、ほんとだ一」

ビニールの袋をもち、Aが入れるほうにむけて広げる

　　「せんせ一、これ、リュック、どうやってもっていくの？」

　　T2＝「0」といいながら前のほうをゆびさす

　　「はい」

　　「0ちゃんもっててください」

T2：［O］
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I　　　［

07：23

07：37

or：56

08：10

os　24

08：39

os：45

08：55

oo：22

co37

コ
ゴ
　

に
　

う

煎　
に
や

　
角
し

さ牌袋OP置を変え、またはさむ

ん　　っぱを手に取る

立ち上が　てビニールの袋の中に入れる

とレ

さ
も

き　　向脳・側に、置き場を突っ切って行き、「わあ一、きれいな、Oはっぱ」

って、羽こ取り、袋に入れる

に前　まうに行き、「わあ一、（おもしろい）」といって葉っぱを手にする。

　まま・きを変え、材料置き場の反対側に行く

9かを手に　、袋に入れる

しゃ　　　　かを見ている

立ち　め　、ビニールの袋の内側を触りながら、後ろのほうを見る

一・　　て　のほうを見る

さっきいた　　に走っていく

瓢灘嬬瓢弓
弩裁後。。。う。行，

で響轡轡　T2のほうに行く

前。。う。走4。。く

　　　　　　　t

　　　　　　　1

　　　　　　　ヒ

　　　　　　　11．

　　　　　　　1

　　　　　　　ill

前のほう’（’vジキクを手にしながら璽』：＄墾こ～、

　　　　　　　そ一　　　

　　　　　　　li．

マジックのふたをmlら’（「o」）

　　　　　　　　1

「T2せmuい引。（ぬけない）」と言轡撃マジ・クを持ち上げたりじ

三ち野取ろうgs　　．．

i
1

マジックを受け取、茶色の袋に何ものかを描きはじめる

マジックにふた

uく

「べろべろべろちゃん1と言いながら別のマジックを選び取る

uべろべろちゃん」と言ってマジックを置き、別のマジックを選び取る

ﾓたを開ける

uべろべろちゃん」と郡・ながら描きはじめる

uべ一、（べろお一）、

ｨ一」と昂・ながら描いていく

ペンで茶色の袋を塗っていく

ふたをして置く

袋をたたむようにして両手で持ち、ビニールの細長い袋の口のところに自分の

・をつける　　　　　小
そのまま立ち上がる　　　　　　1

r

D
一

友だちが袋を取りに来る

T陣「00なかったかな一？」

　　　ll

「ちょっと、T1先生に聞いてみょうがなあ」

「ス1トローとかってないですよねえ」

　　T1：「はい？」

「列トロー」

「0はちょっとないかな」

「ス，トローないけど、Aちゃん、なん加思いついた？」といいながら、

轡うに行・たAさんのほうに行く

「ストローはないけど、なんか、こういう」

玲いながら材料置き場に置いてあった細い枝を手に取る

離　　　いような、こういうもの（があるけど）、（こういうのじゃ）だ
　　　あ？」といって見せる

鍵ゲ　磯睡こ
Aのところに行く

　　「T2せんせい一」

マジックのふたを取る

「はい、O

ましたよ一jと

いってマジック

をAに渡す
二嬰．

ﾇ．、身

　　曾

「アノV＞VV・、おもしろい、おばけ、ウフフフフフ」と言いながら

葉っぱに描いてつくったものをもって見せに来る

「おばけ、アノVV＞V・、おばけの葉っぱ、アノV＞V＞・」と訊・な

がらペンを置く

「つぎ、く」と言いながらペンに手を伸ばすが、「また、くろかや、

ほかの0」と言って違うペンのほうに手を伸ばす

ペンを手に取る

ペンを持って戻っていく

v
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A

0941

co：48

1eo3

10：25

10：40

1050

1102

11：19

11：34

11：57

毘：18

12：32

ふ一・一つ、として空気を入れる

口

引

葉
こ

一つ、として空気を入れながら自分の揚所のほう・渉いていく

・らはずしてもち、左側のほうを見る

も
＼レ
T2のほうに行き、見せる

もちながら材料置き場のほうに行く

ぱ

6から

別のとこ
　：

飛

いところに足を置こうとしながら移動して、葉っぱの置いてあると

流木のようなものを手に取るが、戻して置く

・鋤・て・・（（炉なん・・）…，VP・・あ・と言噺・ら胆し

戻る　　　　　　■

こもった、何ものか　いた袋を振ったりしながら、材料置き場を見る

葉やぱ

麟
葉隠
葉‘ぱ

レ1ころに

　　　　ノ

…薬別
に　　　、、

を踏み出し、細長い枝を手に取って見る

　　のかを探している

しながら立ち上がる

　い、蔓の　うな枝を選び、手で引っ張る

手で持って畔下に振る、上のほうで持って見る

「

「う一ん」と

手で持ちなヵ

　　　　　1
におき、右手噛

「T2せんせい　」

・な　　Sら、しゃがんで、それを両手で切ろうとする

ら「P2せ’Vt「v￥一」とngように騨で＼

　　て、引きずるようにして、T2のほうにもつていく、一・．＼

　　賜ぶように呼びながら、行く

ってk」 　　　　一一
一x．一．7，一，s

s．．＿闇

「ぴ一い、わ一い、（やつたっ）」と謝・ながら、切ってもらったところをもちながら、

飛び跳ねるようにする

i「やった一」と言って、しゃがみこみ、はしのほうを手にする
1

左
「
前

，色の紙袋の下のほうをまとめ、その先に切ってもらった枝のようなものを手でつけ、
］

さえながら、戻っていく友だちのほうを見る

にもちなが

あ）、T2せ

ほうに走って

とめた茶色

ま向きを変え（

、足元の細長

かがみ、自分の荷物をわきにずらす

い、テープな一い一（？）」と言ってT2のほうに行く

、く

　下のほうをもち何か（テープ？）をあてがっている、手に持つた

っつけた？）枝を引きずりながら元のほうに向かって行く

・ビニールの袋を手に　り、向かう

…・・ら・と言・てv・・肱・一ん…君・ば・て・しま・た…

睾妹㈱き、紐のような枝の端のほうをもつ

三

下に動かしながら、輪を描くようにまわして

』きを変え、輪を描くようにしてまわしてみてし

たりしている

、る

きを変え、元のほうに向かって歩きながら

わすのをやめ、引きずるようにして戻っていく

ところに戻り、となりの友だちから何かを見せてもらっている

　いビニールの袋を口のところにあてがいながらスキップする

を口からはずし、袋の口の部分を自分の口にあてる

T2：見るが、ビニールの袋をかぶっている別の友だちのところに行

く

それを見て「うわ、長い、長い」

　　　　　　il
「どうするの？」1

「（ここを）（こ　って）きるってこと？」とAに聞く

　　　　　／s
「Oきれるかなあ1と謝・ながら両手で持って切る

・・とに肉吻と、（あ）きれた・

　　　　　　1

一陣欝締島＿＿＿
てゆびさψながら別の友だちが来る
　　　　ぼ「Aちゃん、これ、どうする？0おいてきていいの？」と言って前

α空蝉、。、の逆側＿＿＿、あ

1製隷澄・一
　　　
　　／「こんにちは」

！「こんt・la．・んちは・と言いながら戻・ていく
　
／

／
T2：「0に黄色いテープがあるよ一」と言って前のほうをゆびさす

rあ一つ」

「なんか、

ながいねO

Oだねえ」

，

1；二

520



　　　＿ラ
／xH’

12：40

rz50

13nz

13：17

13：36

14　（｝8

14：33

14：49

1457

15；08

15：37

1601

1641

　　　　　　　　　　　　　　　一一一・
ふ一つと息を入れる　　　そ　〆♂

袋を口につけたままT2のほうに向かっていく

ふ一つと息を入れる

息を吸い、またふ一つとして入れる

’xx

x．

両手で袋の口のところを持ちながら口にあてる

酬い、袋の中にふ一つと入れ、ふくらませる

袋の口を、閉じながら、もつ

左手に持ち変え、右手で口を閉めようとする

き
　

ぼ
　
　
　
　
　
じ

を
の
る
の

口
前
い
前

“ながら、前のほうに行く

こし手前のほうで、右手で閉じた口を持ち、左手で袋のほうをまわして

　　　う（で同じ袋を閉じて閉めようとしている（？）ともだちのほう）を見

てい6
袋のpbのほうを細長く捻るようにして閉じ、体の前にもって、横の方にくる

両手筆下のほうをも・てとePt

おちすくるところを両手ではじくようにして飛ばす

鑑；＝＝1鍬怨：：二＝行く

悪罵茎手。。て。やがむ

くらませたビニールの袋に何ものかを描きはじめる

マジ

ジ・

に　ごをして戻し、別のマジック（赤）を選び、描きはじめる

を　し、袋をもって立ち上がる

左a・iRをもちながら葉っぱのと．うに行って、「あった」と言って綴喋っぱのよう

鱗誰1。槻な。、見。．。＿、9、と＿、す

斜
剛
左
一
、袋章一緒にまとめてもちながら、しゃがんで、別の葉っぱを手に取る

して、1反対側の台のところに行き、袋を床に置く

セロハンテプで、何枚かの葉っぱをまとめた下のところをつけていく

テーsLPま調う断一プanってつけてしツ

後ろ ・る　もだちのほうをふりむいて見る　　／

しゃがんで

たち． k、

てい　ため

逆鱗　台の

に って

しゃがんで

まと　こ葉

の口（頭）

ち
の
ち
2

饗袋指も
テ

置いてあった袋を触り、口（頭）　｝　にあてがってみている

（テープ　　　　ろうとするが男1ゆともだちがっかおうとし
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
1、膿二一プ。切轟

・る、まと　Vc　っぱの下のほう1つける

の位置を

ぱの下

しる

うにテープをつけ声いっている

のほうにあ　がう

げながら、　旦はずし、

にもつて・く、両手で葉

通、1じめに行った

　りと

　　　t’／

謙躍1轡
さっきのところにもどって、まとめた葉っぱの下のほうにテープをつけていく

右手でまとめた葉っぱをもちながら、袋のさっきとは反対側をもちあげ、葉っぱをあて

がう

横にして左手で押さえたりしながら髄する

そのまま押さえ・テープでつける　　　＼＼）
テープでつけたところを下にして、袋の口のはうを上にして、「で一きた」と

言いながら、持ち上げ、自分も立ち上がる

歩いてきて、「ぶうい一んん」と言いながらカメー　1につくったものを出し

て見せる

521

T2：「ひげが生えちゃったAちゃん、ひげのおじいさんだ」と諏・ながら、

両手を交替させながら、細長い袋をAさんのほうから擦るようにして触って

くる

触りながら、「おっひげがふくらんできたぞ一1

Aさんが口にあてているところをつかみ、はなす

はなしてAさんに見せ、「こうやって、は一ってはなしてから、（ふ一って）0

てごらん」と言ってつかんでいるところを見せる

「（き）お、おっ、きた（、）きたきたきたきた」と言って袋の口をもち、閉

じようとする



16：52

1709

17：36

1752

18；08

18：23

18：29

18：40

1902

19：16

19：43

20　08

20：20

20：44

2105

21：17

21：29

「T2せんせい一、ほら、まじょぼうき］と言って、上にあげた右手で吊るすようにし

て持ち、T2に見せる

袋のほうを手に持って、先につけた葉っぱ（すすき）のほうで床を掃く

掃くのをやめ、正面にもって見る

ほうきにまたがる

先のほうを見る

　　　　　　　　　st
＿一一

（roD

一s一一

? 一一一鼈鼈鼈鼈黷

一
Oj袋にまたがって、そのうしろのほうを見る

l難聴羅三饗轡笥
じょぼうきをわきに置き、しゃがみ、青いビニールの袋を手にする

かから葉っぱを取り出　、座って葉っぱの端のほうから折っていこうとする

　1をもつ、もちながら、自分の場所の反対側のほうを見る

っぱを足の上において折ろうとする

91で持ち上げておる

ち葦えて、足の上に置き、向きを変え、別のところを折っていく

k・持って、立ち上がり、飛び跳ねて目の前のほうに行く

　魍を上下させながら、短いほうの辺を手前にして折っていく

き睡変えて、手で横の端を押さえたりしながら見る

で脚さえたまま立ち上がり、前のほうに走っていく

ロi・ンテープを切って、（押さえているところを）貼るく≡一一

｝　たところをはがして）貼りかえる

鷹趨髭瞬断

・…・一一

っこところを押さえながら見る

さえながら振り返り、戻っていく

　　しゃがみ、青にビニールの袋の（中に手を入れながら）、中を見る

はってつくったものを置き）、（袋の中から別のものを取って、）別のもの

　　がら、前のほうに走っていく

lll羅1簸隙む
つぽっくりにペンで描きはじめるぐ．一

　　つくりを置いて、ペンにふたをする

　　のペンを取って、ふたをとり、描きはじめるく一一一一．

DP9つくりを置き、ペンにふたをして置く

dま・くりをもって立ち上がり、反棚桁・うとする

　　上を飛び跳ねるようにして行く

　まつくりを置いて、両手でセロハンテープを引き、切ろうとする《一一

　　テープと、置いたまつぼっくりを持って、元の場所のほうへ走っていく

わって、さっきに置いておいた葉っぱとまつぽっくりとを合わせて、手で持ち、シL一・

に貼っておいたテープをはがし、合わぜたところを貼るく｛＿．＿一＿

っドにテープをつけたまま、まつぼっくりをもって立ち上がり、前のほうに

　ミっていく

2
2

も
せ

何
見

ところへ行く、「0　0な一い（？）」

一緒に前のほうに行く

どの置いてあるところに向かって走っていく

を手にとり、振り向いてT2に見せ、「00」と言う

ものを戻し、振り返って、その場でスキップを踏むようにする

ら話し掛けられるが、

の場所のほうに向かって走っていく

においてあった葉っぱとまつぽっくりを手にして、

こうやって0」と言いながらT2に見せる

はじよほうきなの一」と言ってAのほうを見る

Oほうきなんだ一」と諏・ながら、撒・ている先のほうをゆびさす、「し

ぽかと思ったけど、」「ほうきなんだね一、なるほど一」

御呼！∵　　
そう一」と言ってAのほうを見る

そうか、Aちゃん、まじょだった

か一、そうか一」

＿＿。、か、＿＿、＿。ほう

行く

Oあの、まつぼっくりは、どこにいけば（もらえん？）の」と走

ていくAに聞く

のところに行く

あ、なるほどね一」と言って見る

22



21：36

21：50

21：54

22調）1

22：13

22a5

22）ro

22：51

23：10

23・22

23：53

2403

24：10

24暑5

2431

24：43

24：56

25　02

25：2

／
　　　　　　　　J

勝手を出・・畢吸両開るよ，にして。、の勃、。ろ。持

　　　　　　　　ヨ　　　　
っていく　　■
　　　　　　　　l　i
　　　　　　　　昌

　　　　　　　　■

　　　　　　　　1　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿
「え一、セ・ハ（レ）、kン）テープさあやったけどさあ、（rg’一’S

欝・難壁

』ねてT2のとなりに行く

・・のほうを臆いう畔・ろを見・

llき羅鵜鰯・・……・一
（ニラ．テー錦　1

テープの塘ものを磁詩。てみて旧く

色いテープをハサミで

ハサミを置

振り返り、

首にかけな力

首を横に　・

元の自分のと

シートの　　1

る

りと。たテーレを

らT2のほうに行く

　って「ちが｝うよ」と言う

ころへ走って戻っていく

こしゃがみ’

ふくろと葉っぱを組み合せてつくったもの（まじょぼうき）のはっぱのところに切って

きた黄色いテープ（リボン）を巻こうとしている

一旦ほどく

結びなおしはじめる

結び終え、結んだところを持つようにして、全体を持ち、立ち上がる

前のほうに歩きはじめ、「T2せんせ一い、ほら、リボンつけたrと言ってT2のほう

へ見せに行く

っくったものにまたがりながら後ろのほうに歩いていく

またがるのをやめ、抜き取り、右手で持ってもとの場所のほうへ行く

葉っぱのほうを引きずるようにして持っていく

半円を描くようにして置く、しゃがみこむ

膝をついて、目の前の青いビニールの袋を手に取り、中を見、右手を入れる

葉っぱを取り出す

折ろうとしたりする（？）が、（やめ）もっているほうの手をビニールの袋の

中に入れながら、出し、立ち上がり、目の前のほうに飛び越えるようにして行

き、しゃがみこむ

（ハサミを手にして切ろうとする、切れない？　ハサミを置く）

両手で持って見ている

重ねて折って、合せ、まわしたりして向きを変えながら見ている

端のほうから押さえ、滑らすようにして折っていく

左のとなりのほうを見ながら、折り目に沿って指を滑らすようにして折ってい

く

「0ね一」

「ほんとはボンドが、いいのかなあ」と言って、Aが見せに来たもの

をもち、見る

「ボンド、今、（もってこなかっ（た））」、「ボンドだとね、乾くまで、

ちょっ、つとかかるんだけど」

　　友だち；「T2せんせい、

　　　　　　　T2せんせい、

前のほうを見ながら、「あのね一、Cちゃんね一セロテープでとめて

たけど、どう（する？）、セロテープでもい一い？」

「うん」

「0んか一」

「もっと0べた一ってくっつけてたよ」

A，rT2んせVx］
90ち　　ちょっと（まってて）」
’

「う　　）ん」／
「ならなかった、も一回挑戦してもい一い？」

両手で持つ

前のほうに行く

台のところに行く

T2：貼ろうとしている

「Aちゃん、O

はんぶんに0」と言ってAに渡す

「そのハサミ自分の？」と友だち

「あったんだj

T2：「これ、　Aちゃんかな一？この紙1

「あ、0のかjと言って台の上にハサミを置く

「あら、すてきにOOわ一」
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25・25

25UIO

2547

26：06

26：24

2641

2657

27：13

27rz1

27：35

27：48

28：06

2841

研
聰
％
2
9

29：24

向きを変え、下側のほうから上のほうに折り返していく

すこしまわして、両方の指で、交互に押さえつけるようにして（折っていく）

折ってっくりだされたかたちを両手で持って、目の高さにもち、見る

立ち上がり、向こうのほうに行き力紺、記録者の持つカメラのほうにもどって

きて、「ういん」と言って、つくったものをカメラのレンズの前に差し出し、

見せる

近付いてきて、左右に揺らしたりしてみる

振り返り、元の場所のほうに行く

振り返り、戻ってきてカメラのレンズに手を押し付ける

（笑いながら）、つくったものをもって、元のほうにもどっていく

つくったものをもって、前のほうに走っていく

セロハンテープの置いてある台のところに行く

（テープを貼る？）

つくったものを両手で持ちながら振り返り、後ろのほうへ行く

「T2せんせい、ほら一1と言って見せに行く

「（ふねができあがった）0」

ていく

自分の場所にふねを置いて、前のほうに走っていく

「（ここにね一、）（あめ）o（がふったらね一、）（ここにはいるんだよ一）／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
両手で持ち・「ふ一ねや（ん）さん一」と言いながら・元の蜥の穿うへ走っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

欝言翻黎こして持ち上げる　　〆

そのまま数歩歩き、前のほうに向かい、立ち止まり、ふ一つと息を入れる

わきのほうを向き、ふ一一一つと息を入れる

後ろのほうを向き、ふ一つと息を入れる

もう1度ふ一つと息を入れる、袋がポンッと膨らむ

口からはずし、袋の口のところを両手で押さえるようにして持り

左手で押さえ、右手で口のところを回しながら記録者のほう｝歩いてくる

捻りながら「ねえねえ、みみ（たけ）しってる一？」と言うi

「みみたけしってる一？」

口の上のところを捻っている

捻りながら、「みみのかたちして0てねえ、しろいんだよ

カメラのほうを見ながら捻っている

捻りながらカメラをのぞきこみ、振り返って、（笑いながら）　のほうに行く

ロのところをねじり、結んで、「ほら、T2せんせ一」と言ってT2に見せる

上に浮いた袋を背中の上でとろうとして背中のところで両手　口わせてみる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
眠とn「．目の前に袋薦ちてくる　　　　1

幽幽；細砂畿即下1こ口るよ1にする

記録者の（カメラの）前で、袋を上下に振ったり、円を描くように振ったりす

る

や・煉・ぱ・あ・…行・、見・　　　Ψ

袋をもちながらしゃがみこみ、見る

右手で袋を持ち、左手でつたのようなもののついた葉っぱを手にとって立ち上がる

袋の向きを変えながらもち、左手で葉っぱを持って端の台の｝’に行く

台のほうを見る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．
友だちと何か話（教えてもらっている？）をしている

灘1灘諜潔翻鷺見てV’6←＼

諜欝欝1畿鷺謬る←N
立ち上がってセロハンテープを切り、腰をまげて、袋と枝をくっつける

しゃがんで口のはうをもち、立ち上がり、もったまま、元の場所

ていく

ほうに走っ

T3に向かって袋を振りかざし、斬るようにして「おいりゃ一」と言う

向かってくるT3に対して、後ろに下がりなが、袋で斬ろうとする

！

、
／

／

（袋に息を入れる）

　／

／

「あ（ら）一〇〇、第2号だよね一」

「うん　　うん　　」

「そう一、さっきもささのふねがあったから、ふねの第2号じゃな

い？」「どんどん、できてくねえ、0さんの」

　　友だち：ビニールの袋を頭からかぶる

（記録者：「う一ん」）

（記録者：「ふ一ん、はあ一1）

「ほお一、またAちゃん

（つくった）ねえ一j

　　，

r
，

（友だち（2年生）：何かをゆびさしてAにおしえている？）

524



29：42

eo：Q2

eo　20

30：35

31mo

31：10

3131

3147

31も4

32；03

32・27

32：45

3252

32：58

33　08

向きを変え、「つるもとせんせ一〇」と訊・ながらT2のほうに行く

袋を上下に動かしながら、（「お一りゃ一、おりゃ一」）と言って、動かしている

　　　　
ともだちのつくったものを一緒に見ている

離れ　がりながら、袋を両手で持って上下させる

「0ほんにゃ一、ほにゃ一、にやま、ほにゃほにゃ一、は一、ちょ一」と言いながら、

袋を両手で持って振り回し、記録者を追う

「チッチッ　　ッチ…」と言いながら、袋でつつくようにして記録者を追う

舌を出して「ヘエー・　と言いながら、袋をカメラに押し付け、追ってくる

袋を押し付け、カメラを　’くようにする

離れて向きを変え、袋をもちなが　　「0てた」と言って、T3のほうに行く
　　　　　　　　　　　　　　　　　
ともだちのようすを見る　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
袋を右手に持って後ろのほうへとまわって行ぐ玉

振り返って、前のほうに来て、下に置いてあった白いビニールの袋を、飛び眺

ねるようにして取り　犬元の自分の場所のほう湖向かっていく

途中から走っていく　　　　　　　　　　　　／

細長いほうをわきにおき、もってきた白いビニーノ　　を広げて、床に置く

（「（るるつる、Oるるつる）」とうたいながら、）しがんで、はさみで袋を切っていく

る位置を変えては

（「ふう一う一う一」

で切っていく

うたっている）

／
「

／

〆
r

半円のように切り取り、立ち上がり、反対側4行って切りはむめる
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノ
（「ふう一ん一ん一〇（まっっかっなOO100）」と　たいながら）切っていく

　　　　　　　　　　　　　　　　　／

「はあ一？」と言っ剣手を止め、T3・iのほうを　り返って見る

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

「ん一ん・と言・て芭を横・振・

一徳1〆一一
羅野・・ゆ・一一一一
ビニールを広げ、床の上に置く

持ち上げて、頭からかぶる

手を出す場所を探しながら、左手を出し、次に右手を出す場所を探しながら右手を出す

rOつた」

「せんせ、こんにちは一」と言ってT2のほうに行くく三一一一一

を着たまま、T2とともだちのあいだをとおり、前のほうに行こうとす

　　　　　　　　　　　　／一．
1のほうに走っていく〆一

一／／／

　　　　　　　i
　　　　　　　l

台のところに行K

　　　　　　　　
（セロハンテープを切って、自分の着ているビニ　ルの上に貼っている）

　　　　　　　　
セロハげ一プ脚る

首をとおした切　目のところを押さえてテ　プで貼る

黄色いリボンを引っ張り出す

はさみでリボンを切りとる

はさみを置いて、向きを変え、切ったりボンをもって元の場所に戻っていこうとする

「つるもとせんせ一、わたしの0にリボン（まい）て一」と言って、自分の

525

ともだち：T3に「ちょっと（ししくれて）やっただけ一」と言

　　　　　って、膨らませた細長いビニールの袋を見せている

T2：「00っけ、　Aちゃん、ともみちゃんかなあ」と言いながら、

ポンポンと叩くようにする

「これ、ともみちゃ一ん？」

「ふかふかして、きもちいいんだけどjと言いながら、上から数回、

軽く

軽く口

ねた

（こ

くようにする

きながら、「ともみちゃんのだとおもう」と言い、「こうやって、

、ねたらいいかしらなんて思っちゃったりして、

）」と言って、それを下にしながら横になる

もだち：「せんせい、ねちゃった」

「っ謂れちゃうか」と言って起き上がる

「Oふかふかしてきもちい一よ一」

「あ、O」と諦・ながらビニーソレの表面を撫で、「00できました」と言っ

てAの着ているビニールのかたちを整える

ともだち：「つるもとせんせい、00」

「どれ？これもらっていいの一？どうもありがとね、0さん」と言って頭にかぶる

　　　　　　、せんせ、せんせい」

，そLgsる欝轡それよりおおきくなりません。・

ニールil（って立ち上がろうとする

賜烈：8」・・と言・一・とす・

ともだち：「せんせ一（い）」、

　　　　　「せんせ一」

（リボン）



33：24

33：34

33；43

34：07

34：22

34：44

34：54

35：e1

35：10

35：31

35：〈L3

35：55

35：58

36　06

36：16

t｝6：31

A

首の後ろや霞に巻きつけたりしながら、T2のほうに向かって行く

頭の後ろのほうをとおして、正面のところで結びながらT2のところにいる

藤の正面で交叉させるようにして結び、長い町端をそれぞれの孚でもっている　　寮．

T2と一緒に向きを変え、

リボンの結び目をはずして、

前のほうに行こうとする

．一
一一

一．

リ十二を壷中後ろからもはずして、T2のほうを見る　　　　一一．＿＿＿

T2 Dう槻　《～：＝二k．一．一一．一．一一．，

1∴∵響∵響∵〕㌻髭
甑斯ト轡剃雷いながらT2と一緒に前のほうに行く

リボンを首にかけて頭の正颪で交叉させ、T2のほうを見る

一旦ほどき、また交叉させる

藤の蕉面でリボンを交叉させたまま、T2の後を追うようにして後ろのほうハ行く

V
の正面でリボンを交叉させたまま、T2と友だちと一緒にすわりこ

T2と友だちのようすをそのままの姿勢で見ている

伶
〉

交叉しているところを上のほうに上げたりしながら見ている

そのままの姿勢をとっている（rOj） ぐ一～＿
　　　　　st

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「やだやだやだ001と言って、そのままの姿勢をとってい　’

v
立ちになり、T2のほうにせり出　　・～一一．＿～＿＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一sht

　i
　
I
　
E
立ち上がろうとする

立ち上がる
　
l
　I

x一

「1．一い」と言って二手を横に広げながら、すいどうのほうへ走っていく

を出 道のところに行く

聡っけ一」と大きな声で言う

出てきて、記録者のもつカメラのレンズに爾手で触る；（エ）ヘッ」

山砲館の中へ入り、「T2せんせい一、おつけ一1と言って右手をオッケーのかたちに

して上げる

・　トのなかに入り、両手を袋の内側に一
門脱ぐく一一一一一一一

　、だ袋をわきにもつて前のほうに走っていく
　　

袋をもって自分の元の場所のほうに走っていき、袋を置きながら自分も座る

2：ro　o］

1ちょっとまってて」と言ってAの頭を辮でる

「あら、すてきだわ、星のお姫様みたいになってきたわjと言いながら前の

ほうに行こうとする

　　友だち1ゼOOです一」と言って青いビニ・一ルの袋をT2に

　　　　　　　灘

　紛0です一、ありがとう」と書って受け取る

T2：もらったビニ～ルに左から片方ずつ足を入れる

　「あら、00だ」と書いながら、腰を振りながらはく
／：ヲ

　「（よかった一）OO

かと思った」

と言いながら離のほうに行く

友だち：縫2せんせ一」

9だめだわ、これ、足が開かない制と言いながら後ろのほうへ行く

友だちがT2のところにもつてきたリボンを東を受け取り、友だちと

一緒に後ろのほうへ行き、束をもち、友だちを正面にしてすわりこむ

「これをいっしょにしばりたいの（？）1と友だちに言う

「いいね一、これ（）○」と書いながら（しばる〉

しばったものを二分の騰に当てたりしている

　一旦たちあがり、リボン（しばったもの）をわきに置き、もどっ

　　てきてT2の正面に座る

「は一一一い、まっててね一、今、DちゃんのG（おわってからね一）」

「ちょっとおろしてていいわよ一」と雷ってAの左手を触りおろそうとする

・娠・・凱・・。た・・を・…脳

それを二丈ジふ一ん、O　Oなの一一一j
　　　　F
馬ずか1やんのOOすてきだね一」と言いながら見せに来た友

だち

莱L謡1鷹
　　　vl

「はい、オッケー3と言ってわた

友だちは立ち上がり、後ろのほうへ行く

fここでしばりたいの？1と言って、Aからジボンを受け取り、もって、曝の碑）ところ趣

「は一い、ここでリボン00」と書ってリボンを結んでいく

「よいしょ一匪と書いながらリボンを結んでいく

リボンの結び

ながら、長い端

撫でながら、「おリボン、じゃましてる鶴と書い

ところをわきのところに入れる

反対撮もわきのにうに入れる

画期脚つかi”（blf6io））　O・ね雌購

「すいどうのところでみてきたら？」と言って軽く蕾中を触る

－
－
〉

「O（おつけ一）よかったわね一」

v
526



ss41

37：14

ss；09

3825

38：49

39垣｝7

39・23

39：40

3947

3957

coO6

4021

袋を両手で持って、はらうようにして、置く

両手で持ち上げ、広げ、返し、ゆっくりと床の上に置く

置いた袋の上にペンで何ものかを描きはじめる

　「チョンチョンチョン、チョンチョン、チョンチョンチョーンチョンチョンチョンチョ

　ンチョーン、チョチョチョンチョチョチョン、チョチョチョンチョチョチョン、Oチョ

　ンチョンチョンチョーン、0チョンチョンチョンチョン、000みずた一ま一、チ

　ョチョチョン、00みずたまり、O、み一ず一た一まあ一りい一、　O（で）ポッチョ

　ン、Oポッチョン、ポッチャン、00ポッ00、（およう一ふ一く一）」とうたいな

漕絶解ン磯に撫’く

位置を変え、「プチャプチャプチャポン、0ポッチョン、」と点々を撫・ていく

すこしおくのほうに手を伸ばし、移動して、「000チャ、ペチャチャ、ペチャチャ、

0チャーチャー、Oチャン、」うたいながら描く

「チャンチャンチャンチャンチャチャチャチャーン」と言いながらペンを置き、位置を

変え、「チャンチャンチャンチャンチャチャチャチャーン」と言ってペンを置いていく

「チャンチャンチャンチャンチャチャチャチャチャーン、チャンチャンチャンチャンチ

ャチャチャチャチャン、チャチャチャンチャチャチャンチャチャチャチャチャン、チャ

チャチャンチャチャチャン、0チャチャチャチャン、チャチャチャン、チャチャチャン

チャーンチャ、チャンチャンチャンンチャンチャン」と歌いながら描く

蓼ンを持ちながら「あれ？］と言って（ふたをさがす）

袋を飛び越えて向こう側に行き、ふたをとり、ふたをする

韓をしてペンを前の台に返しに行く

尋の場所に戻りがけるが、反対側の台のほうへ行く

青のりボンを手に取る

リボンを置く

鰐入れのなかからピンク色のリボンを手｝こ取る

捗ンを机（台）の端のほうに乗せる．

鷲誓織雛鋼。二三ゆるんで。」

；、・。、）と言嚇、頑。、。ろt。。

↓
で額のところで交叉したところをさわってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xx N．

．．．．

D．一．

ロのところに来てハサミをもち、ピンクのリボンを切ろうとす

x・

動きを一瞬止め、友達が持っていく枝をハサミで追うようにして、「O（ぞう）ウデデデ

デデ」

ピンクのリボン

切ったりボンを両

る

で持って振り返る

「T2せんせ一、リボンつくっ（て）一」と言ってT2のほうに行き、後をついていく

羅灘欝欝一・

「T2せんせえ一」と言って価足を強く踏みながら）T2の後を追っていく

穴をあけようとするようすを身を曲げて見る

リボンを持ちながらしゃがみ、見ている

。．「亀．．二㍉ X＝

「ゆるんできちゃったあ？」

．押回ζ：

　　囑嫡編義．

A難嚢

Aの髪とリボンを触りながら「そうねえ、髪の毛（の）ピンとめるの

でもあればねえ」、「さがってこないのにねえ」

「ピン、ありますかあ？」と聞く

「ピンもってこなかったなあ1と言ってAの頭のところを触る

「ちょっとあいおちゃんまって、今、Aちゃん0してあげなくっち

ゃ1と言い、頭のところを触る

「0ね一」

髪の毛を引き出し、リボンの部分を上のほうに持っていく

〉　友だち：「それはきらないでえ一」と言って、Aがピンクのリ

　　ボンと一緒に持って枝を持ち、取る

　　Aの頭を見て「（ウワノv・）リボーン」

友だち：わきのほうに行く

「0のところあなあけて一、息ができなくなつちゃうから」

「いい？かぶるんなら穴あけて］

「いい？」

「は一い、まってください」

　　　「せんrlte、　Eくんもやってますよ、たまごO」

「Eくんさあ、息するとこ穴あけて」

「あ、ごめん、

息できる一、息してないと死んじゃうO」、「ほんとに一」と言って

友だちのほうに行く

袋に穴をあけようとする

「そんだけでいい」

v
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op：〈14

4e：56

41：07

41：22

41：4（｝

42g1

42：21

43：02

43：34

44；08

4421

44：29

A
，

FT　せんせ一、リボーン」

「T2せんせい、リボン（つけて）」と言いながらジボンをT2に渡し、正編に座る

両手　　（ひとさしゆび）をそろえてT2の前にだす

　　I

　　r

　　　ll

「（T12せんせい）あのふくO

o柘やったの」

　　1

灘∵凱＿。＿，
ボンのほうを見ている
　　I
　　i

リボ）（1をつけてもらったゆびを見ながら立ち上がり、前のほうに走っていく

（前Aで健かを手にして）元の自分の場所のほうに走って戻っていく

　しゃがみこんでビニールの袋（服）を触っている

　構手でもちあげ、「T2せんせい、ほら、　G（い一〉でしょ一？」と言って、　T　2の琶の

…前にビニールの袋を広げ、見せる

i

ビニ触繍こ敷くようにして置く　　　　　　　L
　「そうだ、こんど、ピンク、ピンク（に0）jと書いながら、前のほうに走っていく

脚台のと・うからピンクのマジ・ク艦隔り・元の踊のほう一走・てい

！、と雄＿、・ろ。一旦もどる猷、，るよ，に・てそ畷。・ほ，

避く
：

lfあれ一つ、ふくろっ」と言いながら向きを変え庚ってくる
1
…「あ一つ」と言って元のところに戻ってくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
yあ一つiと購びながら、（友だちがふんでしまっていた）袋のところにし≠

がみこむ

袋を自分のほうに弛しゃがみ。ん一，5’．ピンクのマジ。クで点。と勘ていくレ

「チョンチョン」

少しのあいだ（3秒）見て、マジックで点をぐりぐりとして描く

点を一瞬打って、うったところにぐりぐりと掛いていく

さっきつけた（らしき）点を、ぐりぐりとしてその上から携いていく

一旦体を趨し、また（さっきつけた点を）ぐりぐりと描いていく

季前のほうにぐりぐりと描いていく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

J
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il
左手で体を支えながら右端のほうにぐりぐりと描いていく　　　　　／

勧ほうにぐりぐり騰脳・く　　　　／
＃S－E・2ミり・前のほう1＝gewlLて・しゃカ”’みながら・ぐりぐりと墜獅てい

くr，　f！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．／t
ウレールー、○　（な一）、OO　（ん一一〉、ノY］VIレルー、ルルノレー一、ルノ砂ソレー、ア覧」

・う・・彌・ら描照・く　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ立ち上がり、場所を移動する　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rfア黙OGトゥー・卜・レルrm・］とうたv’なが猫’ていく／

描きながら盧の奥のほうにいる（？）T2の声のするほうを見、／旙いていく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ欝をつき・左ひざ繊てながら・襯ほうまで瀞’ていくレ

体を起し、「で一きた一1と書ってマジックにふたをする

マジックをもって前のほうに走っていく

マジックを撒き、反対側の台のほうに行く

（ピンクの）リボンを手に取る

それを離し、わきのほうにいって赤と黄色のリボンを手にし、引っ張る

ギちゃんと息してくださいよ」と書いながら袋を触る

継ぎ昌なってるとこ00」

「たまごになつちゃった、あらま一一一」

rど、ゆびのリボン？

（どこのリボン？）」と言いながらピンクのリボンをAのゆびにまい

ていこうとする

Aのゆびにリボンを巻いている

「う一ん」

ro］

「（ぎゅ一つと）」、「よいし謁と言ってジボンを縦、横に引くように

して結び、整えるようにする

「あ、ほらほらほらほら、逃げてった

右季のひとさしゆびに、抜けたりボンをひねりながら入れていくよう

にする

rキュッキュッ、はいオッケー」

立ち上がる

「あら一一、この水玉みたいなのすてきね、青いポチポチー」

「ねえ一」と雷いながらかがむ

　；t

　　　　　　　　　　g
　　　　　　　　　”t
　　f

　’lf　”””

　　　　　　　　！
　戸　　　　　　　　　　〆

／　　／
，／

@　／
　　　　／”i

　　　／

　　　f

（嘩ふんでしまっていた抜だち醍元磯のほう観る
　／／’

　／

／
「

’

チャイムが鳴る
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44：35

44：53

45：01

45：13

45：32

45：46

46：04

46：28

赤と黄色のyボンを持って、ハサミで瀦に切る

；みどり」と誉ってとなりにいた友だちの後ろ側をとおって友だちの反対測に

行く

緑のジボンを切りとる

緑のテープをハサミで切る

友だちのほうを見る

笑いながら見る

笑いながら向きを変え、「T2せんせえ一」と言って、　T　2のほうに向かって

いく

「リボン00」と書ってリボンをもってT2の前に行く

「え、セロハンテープでペタッとやればいい（よ）」と、リボンを持った手で

示しながら書う

ギだったらこうすれば0」と言いながらT2に透付き、ビニールの袋の上の

ふちを持ち上げる

「こうやればいいじゃん」と言ってT2を見る

「はい」、「はい」と言ってT2にリボンを渡そうとする

「〇三鯛つくってね」と言ってリボンを渡す

うしろの友だちのほうを振り返って晃る

「う一ん、かぶ（と）OOlと書ってから、近付いてくる別の友だちのほう

を見る

友だちが見せに来たものを見る

T2が手を離した後を触っている

T2の見ている先を見る

T2のほうを向き、リボンを渡す

リボンを結んでもらっている

T2の見るほうを見る

自分の手元を見る

T2の見ていたほうを晃る

二分の手元のリボンを触っている

529

友だち＝FT　2せんせいがおにぎり食べたいって言ってる

　　　　　0」と言いながら、セロハンテープを切り、おにぎ

　　　　　りをつくっていく

　　　　「あやか、O（だから）」と言ってテープを賠る

　　　テープを蜀って貼ろうとする前に、

　　　　「あOOjと言ってAの目の前につくったおにぎりを

　　　差し出し、

　　　すぐに引っ込め、「あ00」と雷いながら

　　　また出し、すぐに引っ込め、また出しながら、「GO（ち

　　　いさいのふた一っっはいってる）一さい」と誉って馨っ

　　　込め、膓の近くでもつ

T2；（しばらく：3秒して）「は一い」

「よわったなあ、0（ちゃん）さがるんだけどどうしたらいい？3と

書ってスカートのようにはいた袋をゆすりながらAに聞く

ギ（ベターって00）」袋のふちを押さえ、少しずつ持ち上げようと

する

「0ちゃん」

聡一っほ、ほ、ほ、ほ、Oj

「そっか0　0」

　　友だちゴせんせ、いま、いもむ切と言って袋をかぶって弱

　　　　　　つんばいになって燈っている

fいもむしになつちゃったj

　　Fさなぎ」

　　；さなぎ」

紘んど、さなぎになった」

「なんか、なかでおいのりしてますO」と書いながらリボンを結ん

でいる

fEくんは一体、何に生れるのでしょう？1と言いながらリボンを結

んでいる

　　（「ひよこ」）

㊨0から見たせかいはきれいですかあ一？」

rせんせ、ちょうどほら」と言ってつくったものを見せる

一旦結び終える

「あ、ごめんね、あ、そっか、3、4年生に伝えなかったんだ、ごめ

んなさ一い、5、6年生にお鵬、したんだけど」と書いながらAのリ

ボンを手にする

iあの、見ててもらってもいいんだけど、ちょっと、普通には遊べな

い、ごめんね」と言ってAの手にリボンを結ぶ

　　友：だち；1せんせえ、O」

FOj

「見ててもらってもいい」、

fたまげちゃった（？）3、紛くん、一緒にやる？」

　　「OOにきいてみれば？」
「い・一一い？」

「やりだすとおもしろんだけど、みんなも」と書いながらAの手禿か

らリボンを取って、（むすぶ）

fあ、でも、今RllSちょっとあれかな」と言ってリボンを結ぶ



A

46：35

46：5e

4701

4731

4741

48）09

48：23

48：48

49：05

4941

2の置いたところにリボンを置く

羊腸のゆびを出し一（sリボンを結んで楓川

Uやがんで、置いてあったリボンを手に取る

豊　って立ち上がり、向きを変え、元の自分の場所のほうに向かう
　の場所の近くを回って、前の台のあるほうに行く

1セロハンテープを切っている）元の自分の場所のほうに向かう
　’

わきのほうに行って細長いビニールの袋を手に取る

（「に一こ」と言って）細長いビニールの袋をもう一つ取る

っぱの置いてあるところを見て歩く

目やがむ（何かを手に取る？）
』きの台のあるほうに行く

きのほうで、しゃがんで、細長いビニールの袋を手に取る

　　自分の場所のほうに走っていく

ヒニールを床に置きながら、おしりからすわる

　手のゆびにセロハンテープがついており、そこにくっついていたビニールの

　をはがすようにして取り、床に置く

　についたセロハンテープを触り、はがそうとしている（？）

　ロハンテープをはがし、そこに床から取り上げた何ものかをつけて、まるめ

　（？）

　るめていたものを床に置く

　のわき（はし）のほうを見ながら立ち上がる

　　のほうに向かって走っていくi

ハサミをとってもどってくる

ひざからすわり、ビニールの袋を手にとって、広げる

はしのほうを持ち上げ、ハサミで切る。片膝をついてすわりなおし、切りとった短いも

　のほうをさらにハサミで、はしにそって切っていく

Zサミを置き、リボンを手に取る

　もちかえ、おりかえしたりしながらもち、テープ（？）を手に取る

　リボンを置き、テープを広げる

卿Wボンにテープをつけ、袋に貼る

前のほうを見る

つくったものをすこし前のほうに置き、さっききりとられたもとのほうのビニールの袋

を手にし、広げ、ハサミをもって切ろうとする

わきにおいて、新しいビニールの細長い袋を手にし、広げるようにして横に置く

Jiサミで切りはじめる

　り取って、切りとったものを左手でもちながら、袋を前のほうにかえし、切

　とったものを置くり

　　トに貼ってあった（？）テープをはがし、わきに置いてあったリボンを手

　する‘

　りとった袋に貼る

　ヵ所で貼る2

くったものをわきに置き、前から新しいビニールの細長い袋を手に取る

53e

結んだりボンをAの前の床の上に置く

　　友だち：「これ、おにぎり」と言ってもってくる

「はい」

　　　　　　　「後で00」

Aの手のリボンを結んでいく

　　「せんせい、あたま、でるようにやってください」と言って袋を

　　かぶりながらやってくる

「は一い、今度あたまだしちゃっていいんですか…、ちょっとまって

OOlと言いながらAの手にリボンを結んでいく

結び終わる

　　別の友だち：「せんせい、せんせいOいくよ」

「ど、どこから（な）」と言ってビニールをかぶった頭を触って見る

　　「ここ」と言ってゆびさす

「ここ0の？」、「ハサミで切ったほうがいい？手で切っていい？」

　　「0」　　／「（がっ）カーン」と言って膨らませた細長い袋を

　　　　　　　　　AとT2のあいだで下からもちkげるようにす

　　　　　　　　　る

「手で切っていいの？」

　　「手0」と言ってうなつく

「0切るの、Oきるみたいで痛そうだなあjと言いながら切ろうと

する

チャイムが鳴る



A

50U1

50：32

5041

50：55

51壇）3

51：13

5131

51：46

52：02

52：19

52：36

52：53

53M

53：21

羅喩灘謄∴一
　　の友だちとT2のほうを見ながら、シートに貼ってある（テープを）はが

　’としている

床に置いてあったリボンを手にし、まわしたり、ひつくり返したりしながら、テープを

貼る。切りとった袋に押すようにして貼る

・ち上がり、両手を広げるようにして前のほうに走っていく

窃無血写婁難壁嘉勲著レ諭
目・がんでシー・・貼・てあ・たテープ・はがそ・とす・

牟手にもってきたテープを床のシートの上iこ貼る（？）

閤　るが、すぐはがして見る
　きを変え、テープを輪にして、切られた袋の上に置く

罎佐のほう蜆手をやめかける瓜もう・度押すようにする

さっきリボンをつけてつくったものを、そこに貼る

7貼ってあったテープをはがし、左手で、そのまえにつくったものを取り出

姻。たままテープを輪にする

きいビニールの上につけ、そのつくったものを貼る

たところを軽く触る

「で、さいごは」と言いながらシートの上のテープをはがす

「まんなかP一」と諏・ながらテープをまるめ、ビニールの上につける。（「0」）

手で

「ほら、

せんせ一

「ボケ・

て、「よいしょ、と、」と言ってつくったものを貼る

2せんせえ一」と言って立ち上がり、上のほうに移動して、「T2

ほら一」と言って、両手で持ち上げ、T2のほうに向かって行く

三個ある」

床に、口こう側に広げるようにして置く

…
．
〉

ビニーノ 瞼を頭からかぶるようにして着ようとする

着ながら　ち　　　　≡

ｧち上がもて、
閧�ｺろし　　　　i右手をと3す

騙る

ｪについているリボンを両手で触っている

ﾌ中からとおそうとする

右手をと1筑左手をとおして、服を着る

T2のほ　を 、向かっていく

右足を

「T2　んせい、ほら一」と言って、左足をすこし上げながら見せる
@　　｝

@　　げたりしている

「（そうだ）一」と言って、両手を広ば上げるようにしながら、前のほうに歩いていく

しゃがんで細長いビニールの袋を剰こ取る

ｷこし移動してもう一つ手に取る。両手に持って、動かした

閧ｵながら見ている。（そのまま）しゃがみこむ

福ﾌ開いているほうから、右足に履こうとする

ﾎ1膿1轡履こうとする　　　　　　　　　　　　’

立ち上がり、右手で持って上下に振りながら元の場所のほうへ行く

讐潔鐙レ弊をわきに置く

　　　　　　　　　　t

欝驚藩鰐纏る
一く切って、それをもって右足に履こうとする

履こうとするが、途中

脱いだものをわきに置

　め、脱ぐ

、頭のリボンを触る

T2「パンチパンチ、パンチパンチ、　Eくんパンチ」と言いながらつ

くったものの手を、別の、袋をもった友だちに繰り出す

「は一一い」と言ってAのほうを見る

「まあ、すばらしいの0ちゃったわあ一、

（おいしそう）」

「ふ一一ん、リボン（が、も）いっぱいついてO」

　友だち＝「またあれやろ」

「またあれやる？」

「00ひろ0くん」
「ちょっとEくんとこいってくるね一」

それを見て「いいわあ一、Aちゃ一ん、どうしましょう、これからパ

ーティーに行かなきゃいけないよう0一」

「なんのパーティーかしら？」

4
う
．
「

轟
突
　鐘

ト
．
｝

v・

　　　　リロ’．．

≠R＝ミ聾ミ．悪浸

　　　　、　漸

董
1’　’一

P
・
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53：5｛i

54e1

54：31

54UB

55：（｝8

55：31

5547

560s

56：28

56：44

57：04

57：39

57：53

ミ

もう一つのビニールの細長い袋を手に取り、ハサミでもって切る

睡りとったものを右足に履㍗うとする

臨；慧瞭灘犠宥窮灘婁灘罐
うとする。両手で引っ張って、右尾に履く

爾足 季申ばして見る

紳ぱ．たまま、左のわきから細長いビニールの袋を取り嶺す

一瞬広げてみて、わきに置く

二巴引いておいて・袋をわきに麗き泣ちkesる

かがんでふくろをとるが、わきに置き、別の袋を手に取って見る
　　3
ハサミを手に取り、立ち上がって、切ろうとする

図土野るように歩きながら切ろうとする

　　i
鋤恥ハサミを床哩く
切り葦つた短いほうをもち、頭のリボンを触りながら前のほうに行く

「T2せんせい、ほら、くつ一」と言ってT　2のところで、切りとった袋をもった左手

を上げながら、看足を前に侵して、見せる

テープのある台のほうに行く。セロハンテープを切って、劔りとった袋につ1

ている・向きreesえて樹ていく　　　　　／／
となりの友だちを一瞬見て、振り返り、すこし歩いておしりか ずわる

齪にそのふくろを履いていく

足を床について引っ張り上げていく

弼思を（ドンと）床のま＝にそろえてつく（「やっとできた」）

uつるもとせんせ一」と言って立ち上がる
で －－

Aヒ A　　、

@　＼@　　　＼
＼

＼
＼
＼

＼　　＼＼、

_＼　　　　　＼

頭のリボンを押さえながらT2の前に行く

元の場新のほうへ向かっていく

さっきの友だちに何かつくったものを見せてもらう

分かれて霞分の下の場所のほうに走っていく

頭のリボンを触る

しゃがんでビニールの袋を孚に取る

右のわきのほうに投げ出す

看のほうを一瞬晃たりしながら弟のほうに行く

しゃがんで、茶色の紙袋を手に取る

頭のリボンを触る

袋を開き、向きを変える

x
x

×
　　’　　x　　　x

T2：「あら一、00ね、おじょうさま」

㌧一一j友だち：それを見て「かわいい一］と書って、Aの左腕を触り

　　　　　　　ながらっいていく

　rねえ一」

「Aちゃん、リボンの国のお姫様になったみたいだったねえ喉

「Aちゃん、あの、足すべるから気をつけてね一」

　
　
　
＼
＼

斗＼

紛0パラパラバーン」と言って、足を横のほうに上げたりしながら、葉っ

ぱの置いてあるところに走ってくる

飛び跳ねるようにして来て、くるつと向きを変える

（「パラパラパー」と言いながら）見て、葉っぱの置いてあるところを横切っ

て反対側に行く

向きを変えてしゃがむ

紛」と言いながら侮かを手に取ったりしている

（すすきを）取り、袋の中に入れる

別のものを手にとって、右季に持ったまま、立ち．とがり、「00（ラーン）3

と言いながら、前のほうに行く

右手に持っていたものを下に落とすようにして置き、セロハンテープを切る

すすきのはいった茶魚の袋のmのところにっける

さっき落としたものを下り烹げ、

袋と一緒に持ちながら、

（「Ojとうたうように雷いながら）袋を広げようとする

（落としたのか、）下に手を｛申ばそうとしつつも、セロハンテーープのところに

挿ばし、切る

期って、しゃがんで、袋を置き、枝のようなものを手に取り、テープをつけよ

うとする

袋を手に敗り、申に入れようとする

マジックのところにいる友だちを見る

袋につけ、葉っぱ（枝〉のほうを持って、さわっている

葉っぱのほうを持って立ち上がり、テープを切り、鮎っていく

友だち：ビニールを顧からかぶる

　　　　澗手を出して着て、前のほうに歩いていく

友だちがきて、しゃがみ、茶魚の袋を広げる

なかに葉っぱなどを入れ始める

友だち：「Oはちゃいろ」

「ちゃにする一（？）」、縛っばりやめた、茶にする」と言ってマジ

ックを取る

別のマジックを手に取って塗る

　　友だち：rん一一一一一　」

　　てあるところに来て、

　　9ん一一一一」と捻る

　　ジん一一一一」と雷いながら、マジックを見て、選ぶ

　　「ん一一一一一一一一」と言って振り返り、マジックを晃る

　　「ん一一一一一」と雷いながら罠っていく

チャイムが鳴る

と言いながら端のマジックの置い

532



ssus

58：22

58：51

59：21

5941

6ees

6e：33

oo：56

葉っぱのところを持ち、持ち換えながら、禺り下げるようにして持ち、向きを

変え、シートのわきのほうに向かっていく

足って戻ってきておしりからすわり、茶目の紙袋でつくったものをわきにおい

て、前のほうから取ったビニールの袋（前に切ってつくったもの？）を左足に

履こうとする

「ぬげてるからはかなくちゃいけないん（だ）」と雷って履き、袋と葉っぱ（狡）

でつくったものをもって立ち上がり、前のほうを見る

つくったものをもちながら、薦手で頭のリボンを触る

下に落とすようにして、両手で頭のリボンを押し上げるように触る

台φ上のマジックを避け、青のりボンを引っ張って手に取り、ハサミをあて、

蜷ンを引っ張って、別嚇所に・・サミをあて、切る

か渉　で、右足を触る

そのまま渤のほうに出て、袋を取り、振り返りながら、「T2せんせ一、リボンやって

一」と書って、リボンを袋をもってT2のほうに行く

（；OJ）

紛」と書いながら、右足を横に滑らすようにして開き、もどす

友だちのほうを見て、右足を引く　　←

少しずつ後ろのほうに引いていく

弓iいて下がり、（おじぎをして？）向きを変え、反対のほうへ行こうとする

T2のほうを振り向く

「（う一ん）」と書って、向きを冒し、台のほうに向かっていく

セロハンテープを切って結んでもらったリボンにっける

つけて、さっき袋を置いたところに戻り、しゃがんで、袋にリボンをつけ

「ん一ん、ふ一んん、（＞QO－3とうたうようにして懲け立ち上が．右

手と右足を瞬時にあげるようにして、騰るようにして）輸」と言いな．ミら、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
まわったりしている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

1リボン、こんな脳こいつ感・いれちゃおっかな一つ」と醤ってT2に見せ

淘きを変えて元の自分の場訴のほうへ綱かおうとする　　　　　　　　　く

1・一ボ）／x　Yrk’；s・ボ・・や・・）・・・…f…’・・釧・う・行・〉〆

「り一（もっていた袋をかがんで下に置く）

ボン、リボン（やさん）です一！とうたいながらハサミを持ってしゃがみ、リボンを壌

彫ボンやさ一ん、夢ボンやさ一一ん、リボンーやさん一です一1とうたいながら、リボ

ンを切っていく

リボンとハサミをも。て台の上を晃回している

iリボンやさん一です一1とうたいながら、台の端のほうにある（リボンを切る）

下にリボンを落とし、しゃがんでとろうとする

しゃがんだままハサミを台のkに置き、リボンの東と茶＆の袋をもって立ちk

がろうとする

振り返り、ぎT2日目せえ一」と喬って、頭のリボンを押さえながらT2のい

る｝まうに向かう

iOJ

とおりすぎていく友だちのほうに体を向ける

T2：「il］　一一い、今度どこに（やる）かな？」と置って受け取る

fん一一一〇〇（かな）」と言いながら結んでいく

小となりでしゃがんで何かをつくってレ・た友だち粒ち鋪り、

iAとT2のところに見に来る
［eeっていく

「そうねえ、0（おひめさま）00」

　　「おひめさま、どこの？］と言ってT2を見る遙
　　ボンの國の）0」

Aを見る

ψ・、こまつちゃった？」猛ってmoながらA観る

　1＜糠こにももっとリボンかけば？」と書ってきている袋（脚

　iの背申のほうを手を回すようにして捲す

結　　．わる

　　くんじゃなくて、つけたんだってG（の）」

　　　のほうを見る

　　　、Aちゃんじゃな一い？」

濫
「
．
1

　v

弊

友だちがAの向かいで黄色とピンクのリボンをそろえ、ひろげ

ていく

「OOねえ」と言いながら、Aの頭のリボンをさわり、結ぶように

する

「00ねえ・一一」と言いながら、左右に軽くゆするようにして結ぶ

　　「たこできたよ、0と、だけどあしはすくな一い」と言ってと

　　もだちがつくったものをもってわきをとおりすぎていく

Aの頭のリボンを結びなおすようにしていく

「00ねえ噴と言いながら結んでいく

T3が来て、ギ記念撮影」と言ってAにカメラを向ける

533



61：24

61：t14

61：52

62護）5

62：31

63羅）3

63：3〈t

友だちの足に自分の足をかけて退かそうとする

足を下げる

しゃがみこむ

（落ちた？リボンを持って？）立ち上がる

立つ

袋をもっている右手をすこしkげ、首を右にすこし傾げ、（ポーズをとる）

立っている

撮ってもらい、わきにいる：r　2のほうに歩いていく

「T2せんせ一、（リボン）やってえ一」

「リボンつくって一」と言って差し出す

しゃがんでリボンを手にとり、T2に差し出す

（roJ）

「0なんでもいいんだよ」

自分の足元（下のほう）を見る

しゃがんでリボンを手にとり、茶魚の袋をもって、中に入れる

右手に持ったりボンと、目の前のほうから取ったりボンをもって立ち上がり、

T2が結んでいるリボンのほうを見る

そのようすを見ている

下のほうを見て、両足を交互に、床を踏んだりしている

ようすを見ている

ギ（うう一んん）」（と小さく捻って）足を交互に軽く床を踏む

わきの奥のほうを晃ている

そろえて戯してまっていた指にリボンを結んでもらう

rあと00」
「あとは、ね、0

あかもいれるからね、

o　o］

fありがと0　01

紛（とね）、」と書って、摺からリボンをはずし、しゃがみ、茶色の紙袋のな

かに入れる

袋を置いて、立ちkがり、T2の前に爾手のひとさしゆびをそろえて出す

友だちのほうを見る
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　Aとのあいだに友だちが入ってくる

「Fくんがうつってしまう0」

カメラをはずす

　　わきに退く

それに合わせてかがむようにしながら結んでいく

それに合わせて結んでいく

離れる（T2）

ギはいつ、こっち向いて、はいつ、チー（ズ）］と言ってカメラを構

える（T3）

　　友だちが袋をかざしながらあいだに入ってくる

カメラを構えながら旧くんG」

　　離れて直立する

ジはいつ」

　　二手を上げて．あいだに入ってくる

隣くん」

撮る

「ごめんなさい」と書って足元にあった、友だちがつくったものをさ

わっている

手を合せ、擦り合わせるようにする

（roj）

roj

Aの手にリボンを結びながら、iなんでもいいの？」

　　友だちがリボンを手にして、T2のところにくる

それを手にして見る

友だちの手にリボンをむすんでいく

FO　OJ

赤、黄、青の三本のジボンをまとめて友だちがそろえて出した搬にむ

すんでいく

　　「きれ一」

「ねえ、すごいi緻

結びながら、「今度、あれか一、0ちゃんたちが卒業生の、卒業（い）

をお祝いする会あるじゃない（？）

　　ro　oj

そのとき、そのとき、こうや（って〉OOいいかも（しれないね一）

○ね一」

結びながら、「ちょっとまってね」

（「よいしょ、うん」と書って）結び終わる

　　走っていく

Aのゆびにリボンを結びはじめる

「ふう一んん1

「うん」

「よし、はい、オッケーまと言って結び終わる

「こんど、みずいろ？」と書って、しゃがみ、リボンを手に取る

水儀のリボンを結びはじめる

　　友だちがrできた」と言って、つくったものを持ってきてT2

　　に見せる

「あ、たこになつちゃったなあ一」



MO6

M：so

M：56

65：14

os31

os：49

「とれな一い」と言いながら指を動かしている

右手の指をはずす

（FO］）

はずれる

T2からはずしたリボンを受け取る

もう1度結んでもらう

しゃがんで（茶色の髪袋に）入れる

立ち上がり、前のほうに走って行く

途中で止まって下を見て、歩いていく

赤とOのリボンを切って、両手に持って、走って戻っていく

T2のところに戻り、かがんで、左足のビニールの袋を履いたところを触って

いる

右足に履いているビニールを上に上げる

起き上がり、「はい」と言ってT2にリボンを渡す

（「おにぎりや

さ一ん？」と聞く）

「
　
噂

う
も
｝
噸

レ
令
博
寸

附

すこし後ろのほうに下がっていく

右足を左足の前で交叉させる

結んでもらった指を動かしてみている

T2のほうを見ている

しゃがんで、

結んでもらったリボンを茶色の紙袋の中に

入れる

T2の足元からリボン 手に取る

（そろえている）

立ち上がり、束を両手で広げるようにして持ち、T2のほうを見て、足踏みする

リボンをもちながらT2のほうを見、「せ一一・ん（せ）」と言って足踏みする

「ロケットじゃなくて、どんどんどんどん変身してったね、あ、とれ

るかなあ？　ちょっときつかったかなあ」と言いながらリボンを触っ

ている

「ゆび00」と言いながらリボンを触っている

Aの右手の指をはずす

左手のほうを、動かしながらさわってみている

「どうなったあ一？」と（別の友だちに）言いながら取ろうとしてい

る

はずす／「とれちゃった？」

　　「ちいさい（かった）Oj

もう1度結んでAにわたす

「またさっきみたいにするの？」とリボンを持ってきている友だちに

言う

「はい」と言って受け取る

「00ひたすらリボン屋さんだわ」と言いながらリボンを結んでい

く

「0一、はい」と言いながら結んでいく

　　友だちが走って、T2につくったものを見せに来る

「Gちゃんはなにやってんのかな？」

　　　「あはっ、おにぎり」

　　　「あれ、おにぎりは、おにぎりどっかいった」

「0たべたくなったの（に一）一」と言いながら結んでいく

「Gちゃんのおにぎりは何はいってんのかな？」

　　　「どく］

「え一、毒なんか入れないでよ一」

　　　「（いろいろ）とはいって00」

「O食べるとさ、マラソン強くなるとか、そういうの00」と言

いながら結んでいく

　　　「0マラソン強く0」

結び終わり、友だちのほうを向いて両手をひらひらさせながら、「お

空が飛べる00」

　　T2におにぎりを渡す

「あら一、かわいいおにぎりね一」と言って食べる

「おいしい一」／「マラソンはこれ」と言って別のおにぎりを渡す

「これマラソン」と言ってもらい、匂いをかぐようにし、「これ、も

しかして毒？jと言う

　　「ううん、それはO、これ毒0」と言って袋の中から別のおに

　　ぎりを出す

「これ毒なの一？」と言ってゆびさす

「これなんだったっけ？」

　　「これね、はね、でてくるの」

「（はね）OOjと言いながら、両手を肩のほうにすぼめ、交互に体

を振り、見る

　　「できてたあ一」と言ってゆびさして笑う

「0でてきたわ」

「OOあ、全部ね、0なんか、ちつちゃ、あ一、OOつた」と

言いながらおにぎりを友だちの袋の中に入れる

　　ro］

ro］

友だちのほうを見ながらジャンプする「30センチかな？」

　　「（ジャ）一ン（プ）」と言ってジャンプする

「はいは一い」

「00なの？」と言いながらリボンをむすんでいく

　　「じゃもっとおにぎりつくってくるね」と言ってT2とAの立つ

　　ているあいだをとおろうとして、そこにしゃがみ、「エ．vvv・」
d言いながら、・A・）一）くっている袋を手1・とり、その手に持つと

v
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66：le

66：23

66：34

66：50

67：18

67：37

67：56

68；16

68：36

68：52

A
，

両手の櫓をすこし下4）ほうに出す

　　　　　　　　　1

，うん、　　l

　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　Ii

友だちがもってきた勧うれいのほうを（一瞬）見る

　　　　　　　　　1，

　　　　　　　　v

rあ一一一（ん）、はな　Xくなったあ一（ん）」と言いながら、後ろに引いていく

ノ
iあ一、抜けた一　　＿一

v
ss一一

リボンを受け取ってかがみ、茶色の袋を取ってなかに入れる

「あ、やってあげる」と言って、持っていた袋を落とすようにして、友だちのほうにか

らだを海ける
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下
（「o」）と言って、友だちからジボンを受け取る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
リボンをS6・（ほぐしている？）　　　　　　　L一
手元で欄こ罫ボンを結んでいる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

郷靴「わケー］　E・ee・’（．しや鯨自分のつくっ懐を歌取るx〈r一一・，．．．．．．．．

袋舳紙刷る　　＞　　　　　　　　4…t・’t
袋を右手に持ち、左手を横に上げ、帆足を膝で蜘ずながら上げて、T2の友だちのほう

を向く　「（リボーン）」

「リボンやさん、ヲボンやさん」とうたいながら、足を高く上げたりしながら歩いてい

く

立ち止まり、「ペットって一？」と闘く

わきのほうに向かって歩きながら、「あ一、おばけえ？OJ

「うん」と言ってわきのほうにいく

「おばけ0銚と書ってかがみ、おばけを手に取る

野手で持って、長い枝の付け根のあたりをさわっている

おばけをもって前のほうに走っていく

「はい、T2せんせい、おばけ（だよ一）」と寳いながら、おばけを持ってT

2のほうに走ってくる

「00一た一、ほら一、（ば一け、ばけばけばけ0）」と言っておばけをT

2に見せ、渡す

枝のところを触る

左足に履いたビニールを上げる

T2がもっているところに手を傭ばしていく

f（この）0　0　（アハハ）」と言いながら、T2からおばけを受け取る

説録者のカメラの前に来て、1や一」と言っておばけを見せ、光の場所のほう

へ行く

おばけを引きずっていく

おばけを置き、

リボンの入っている茶目の袋を手に取り、輸O（で一す）」と言って右手を

上げ、Tのほうに歩いていく
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　　ころを頭からかけ、わきに置く

　　袋の口をまるめ、わきのほうにいく

一豊はずし、結びなおしていく

（「強力だね一、OO四本（まとめて）Oね」と言いながら巻いて

いく）

　　「Ojと言ってつくったものをもってきて見せる

　　「せんせい、ゆうれい」、「せんせい、ゆうれい」、「せんせい、ゆ

　　うれいGと言ってふくろでつくったものをもってきて毘せる

fbわ一一っ、今度、ゆうれいがでてきちゃった」

ジなんでもいるんだね、みんなの0は一］と言いながらAの指にリ

溝ンを結んでいく

1あ、ちょっとまってね］と雷いながら緩め、はずそうとする

「Oきつくなりすぎちゃった01

「このゆびから抜けろ抜けろ、0抜けろ抜けろ」と書って、

敏く

「0か日一〇〇」と言いながらもう1度結んでいく

（「はい、オッケー3と雪って）リボンをAに

／

　　「T2せんせ一、OOjと書って黄色いリボンを持ってく

：ラ7る

　　「OO」と書って、T2の前に行こうとする

Aにリボンを

　　「T2せんせい、いろぬるのにてまかかったです一1と言い

　ながらAのほうに右手にもった棒を出す

＞FOね1とAに書う。結んでもらったものを持ち、見て、　T2のほう

　に向かって、見せるようにして、「Olと書って、突き上げる

「やった一一」

右足を上げながら棒を突き上げている

「わたしもリボンー、

いっぱいついたしねえ」

「さっきほら、Aちゃん、はじめっくったペットみたいなのいたのど

うなった一一一？」

「なんかなが一くって、ひよろひょうひょうってなってんの、どっか

いった？」

「おばけだったの？」

チャイムが鳴る

受け取り、　fO　O　お・ば・け・だ0

いる友だちに、

おばけを振りながら見せる

　　それを見ながら欺わくないよ」

（T：「AちゃんOOj）

「Aちゃん00」

○」と言いながら、まわりに



69：16

09護1

69：55

7em

7e：30

71：2〈L

71喚6

72；（｝8

72：52

73護｝2

前のほうを向き、走っていく

袋を置いて、黄色いリボンを切る

袋をもって、開けて中を見て、持…ちながら、元の場所のほうへ行く

ジO」

「アン、00（ナ）一」と言いながら後ろのほうに歩いていく

「（黄魯やって一）」と言いながらT2のところへ背く

足踏みをはじめる

「丁2せん（せ一）Jと言いながら足踏みする

fO（→0」と需いながら、齪を上げ、　T2のほうにかたむいてみる

T2と友だちのようすをみている

見ながら、足踏みし、すこし後ろに下がる

足踏みして、すこし後ろに下がり、下を向き、袋を置いて、おしりからすわり、

T2と友だちのようすを見ながら、左足に、脱げたビニールを履こうとする

左足の先のほうを見る

T2と友だちのようすを見ながら、左足に履こうとしている

一璽足を床の上に置く

見ている

潤足を引いて、置き、しゃがんだ姿i勢になる

袋とリボンを持って立ち上がる

T2の莇に立って「0」と書う

結んでもらいながら友だちのほうを見る

笑ってT2のほうを見る

友だちが持ってきたものを見る

手元の結んでもらったリボンを見る

先のほうにいたTのほうを向く

Tのほうへ行く

袋の中からピンクの、結んだりボンをひとつ取り巌し、Tにあげる（「（はい）］）

（rO」と書って）前のほうに向かう

台のほうに行き、次の道具入れの中を見、隣の台のほうに向かう

左の肩から袋を下げ、台に晦かう

（黄魚のリボンを姻って）後ろのほうに行く

「ウワハノv・、なにそれ、けんちゃん］と言って友だちのところでたちどまり、

つくっているものをさしていう

それを見る

友だちのようすを見ながら、わきのほうをぬけて後ろのほうに行く

rT　2せんせ一、またピンクやって一一」と書ってT2のほうに行く

rT2せんせ、OO」と言いながら、T2の前で足踏みする

友だちのほうを晃る

T2にゼOjと言う
一歩下がってリボンを指からとり、左腕に下げていた茶色の袋の中に入れる

ジは一？」と書ってT2のほうを振り返る

fいいよL・・Hp」と言って左に首を傾げる

動かしているところを触る

かがんで左足を触る

537

大きなビ：一ル袋をもっている

rOOだぞ一」と書いながら、茶色の紙袋をまるめてるくったもの

を持って、友だちのほうに繰り出したりしている

袋を持ち上げ、揺らす

茶色の紙袋でつくったもので、「さいしよはぐ一、じゃんけんぐ一、

あいこでぐ・一」

　　「ぽ一」

「00ん一〇」

友だちのつくったものを床に置き、Aに向かう

リボンを結びはじめる

結び終える

友だちがT2のところにつくったものを「ほらっ」と書って持ってく

る

「リボンのAちゃんだね一」、紛ね一」と言う

撮の肩のところを上げたりしている

服を触りながら、「00ついて」

（「○ありがとう一〇」）

もらったリボンを左の駒に舞ける

「○いいことおもいついた、これ」と書って甕気を入れた細長い袋

をもつ

「フィシャ・一一一一ッ」と言って袋を爵の前に置く、fO」

友だちとあそんでいたものを床に置き、Aのジボンを馴こ、雛まじ

める

rO］

　　友だちがきて、結んでいるところを見ている

　　右手でふくろをもち、右足をひざのところでまげ、見ている

結び終える

頷く

友：だちのつくったものを持ち上げる

fAちゃ一ん、

T316号と遊んでよ」と言ってAに向かう

「かっこいいでしょ一、ぼくはクーラーパンチ噂と言って腕のとこ

ろを上下に動かす

　　友だちが、茶色の袋でつくったものをもってくる

友：だちのほうを見る



73：11

73：39

73：51

74：IG

74：46

75過6

75：22

7547

7693

76’L4fi

友だちのほうを見る

起き．とがる

T2のもっているものの右手のほうに近付き、顔をつける

かがんで足元を見て、触る

そのようすを見る

一盤元を見て、体を趨し、振り返って、両手の先をタ襯目に立てるようにして

むけ、議のほうに歩いていこうとする

一旦立ち止まり、驚いたような顔でそれを晃て、離のほうに行く

（「○ランラランラランララン0」とうたいながら）前の台のところに行く

黄色のリボンを左手で引くようにして持ち、切る

となりの、友だちのいるあいだに入っていき、リボンを引っ張るく？）

リボンを切って、後ろのほうに行く

爾手で広げるようにして持ち、後ろのほうへ歩いていく

；T　2せんせい、Oリボンしばって一1と需ってリボンを差し出す

「（きほん）しばり」

かがんで袋を取る

T2のようすを見る

しゃがんで、T2の結んでいるところに向かって「う一んん、OO」と言い

ながら、手を綿ばす

rえ一とね一、ネックレスにするの」

1うん」と書って頷く

左前の友だちのほうを見る

T2の結んでいるようすを晃て、罫い一よ、それ矯

「うん」と頷き、ネックレスを受け見る

ネックレスを両手で、広げるようにして持ちながら、立ち上がり、「せんせい、

こごこO〈）Ojと言って、ネックレスを出して見せる

T2がk手でおさえている先の部分を結びはじめる

友：だちのほうを一瞬測る

rはい」と書って手を離すようにしてみる

「ありが○○」と言って受け取り、さがって、首に、頭の上からゆっくりか

ける

ネックレスと取ろうとして、頭のリボンにひっかかる

頭を触りながらネックレスを落とす

かがみながら敢り、9（ちょうど）ネックレス（力轍んに）（はいつちゃったっ）」

と言って袋のかばんのなかに入れる

T2のうしろから、蝦を整えたりしながら、元の場所のほうに行こうとする

立ち止まり、後ろのほうを見る（tw　12秒間）

向きを変え、麗いてあるものを跨ぎ越えながら、元の自分の場所のほうに行く

袋を置いて、振り返る

走って叢のほうに行く

正薗に向かって右側の台のほうに行き、締ごとかをしている

黄酬いリボンを切る

リボンを持ちながらしゃがんだりしている

538

「Aちゃんに紹介してください、OO」

　　「あのね、まつもとロボット2号、」

「（ぼくは2暑）、ぼくは2号」と霞っ胸を張る

　　「おわり」と言ってロボットを床に置く

£ああああ一」と書いながら振り、引いていく「Eく一ん、Oちゃ

ったよ一」

まわすようにして動かす、「0、顔が赤くなりませんでした？今」

　　動かしているところに来て、触る

　　T2から受け取り、もって下がる

　　持っていって、わきのほうに横にして置く

Aのほうを向き、「姫様は、0静魁こ歩かなきゃいけないわねえ」と

書って足元を指差す

「すみつけtcj、「すみ」と書いながら、友だちが、つくったも

の（たこ）にすみをつけてもってくる

f｝tk一一い、り斌ン00」と言いながら受け取る

「きほんしばり（の）（は）0（こういうふうにしばっていい？〉」

自分の左足のふくらはぎに巻く

結ぶ手を止め、「0（するの）j

リボンをはずし、「（どうすすの？）」と言いながら

Aに渡す、ro（いい？）」

しゃがみながら、「じゃあ、（て一）

「ネックレスにするの」、「あ一、意味が分かった分かった」と言って

Aからリボンを受け取り、「じゃあ、ここでリボン結べばいいの織

と書いながら結びはじめる

友だちのほうを見る

「OO」と言いながら結んでいる

fもうちょっと（ゆるいほうがいいでしよ？）（いいの？これで）」

ネックレスを渡し、立ち上がろうとする

「うん」

fOg「せんせいもさっき○鈎と言いながら受け取り、　Aに向か

って、横に引っ張るようにして広げて持つ

　友だちがせんせいのところにくる（IO」と書いながら）

ギは一い」

「あらあ一、BちゃんのOG」1

fはい」と言って受け取り、結び匿を強く結んでいる

Aに渡す

「あ一一一一m一、なるほど一」と書ってAのようすを見ている

「（大丈夫だよ）0」と書いながらAの頭のリボンを触り、ネックレ

スをはずせるようにし、のこった頭のリボンをととのえるようにする



77206

77：49

78）09

78：38

79：03

79：21

79：43

8007

eo　20

ee44

切ったりボンを左手に持ち、それと合わせるようにして、もう一本リボンを切

る

リボンを伸ばし、もう一本切る

振り返り、元の場所のほうへと歩きながら戻っていく

途中でかがみ、左足に履いたビニールを引っ張り上げる

左手にもったリボンを上にはらうようにしてもち、歩きはじめる

下のところあたりに座り、青いビニールの袋のなかを見る

袋のな胴こ手を入れ、なかで何かを手に取っては置き、別のものをつかんで取

り出す

糊をだして、ふたをあけ、袋のなかから取り出したものに塗りはじめる

糊を置く

赤いリボンを取り上げ、真ん中くらいにそれをつけようとする

顔の正面のほうに持ち上げて、見る

付けたところがら端のほうへとリボンを触っていく

付けたもの（ところ）を押さえるようにしてみる

付けたところにリボンをとおして（？）リボンを引いていく

引いている途中で付けたものがとれ、落ちる

「あっ」と言って落ちたものを取り上げる

右手に持ちながらリボンを触っている

「うん」

［O　OJ

赤いリボンの、さっき付けたものの反対側を結んでいる

友だちのようすを見る

「（ほら）ネックレスのできあがり一」

「0（できた一）」と言ってTに見せる

「ネックレスのできあがり」と言ってまとめ、茶色の袋のな掴こ入れようとす

る

袋に入れてわきに置く

青いビニールの袋のなかを見る

なhSこ手を入れながら、「0かな一？0」

何かを取り出し、茶色の袋のな脳こ入れる

袋を置き、黄色糊ボンを手にし、上に持ち上げる

横に引き、置く

「Oい一〇一、（ぴょんぴょんひよんつた（？））」とうたいながら、（とり

だした）ものに糊をつけていく

糊を置き、ものの向きを返す

リボンにつける

押し付けるようにしてつけていく

うしろのほうのTと友だちのようすを見る

向き直り、つけていく

前のほうを見る

糊を取り、直接塗っていく

うしろでTと友だちがじゃんけんしているようすを見る

むきなおり、糊を置いて、下に置いてあったものをつける

うしろのようすを見る

つけているリボンをわきに動かすようにして触る

両手で付けているところを押さえる

1．lillllllll：i，，・，，，，，，一．，，．，一，．，，．．di．X1，一，．：一・・，・一．m．一．i，，／，・．．．，rt／

T＝「Aちゃんは、もう、今日はずっとリボンにあれだな」、「これも

つくったの一？」と言ってAのとなりにしゃがむ

「これもつくったの一？」と言っておばけを手にする

「Aちゃんつくったの一？」

「すごいね一、これ（なあに）、（なあに）」と言いながら触り、持ち

上げたりしてみている

「う一わ一、きれ一、ふう一んん」と言いながら見ている

「00つくったの一、ふう一んん」

「あ、ともちゃん、かんむりができる」と言ってとなり腹ばいになっ

ている友だちに言う

　　「ん一ん、ちがうの］と言って、それを持って立ち上がる

「かざり」

「かざり？どこに0　0の？」

　　立ち上がって、おなかの前で広げていく

「（うん）、あ一、分かった分かった」と言って見ている

「あらら一、すてきだjと言って、正面にまわり、見る

　　左足を曲げつま先で立ち、うしろであわせようとするが落ちる

「ここの（したで）、

あ、分かった、ここにこうやって一」と言ってすそのほうにあてがう

　　「テープー（でとめたいな）」と言って前のほうに行く

（手を出しかけるがとめて引き、）「あ一一、まつぼっくりネックレス

だね一」と言って見る

「うう一んん」、「すコ・」と言いながら立ち上がろうとし、しゃがむ

「ふう一一んん、（みんなが）できたねえ一」と言って後ろのほうに

行く

「あくしゅしよ、あくしゅ」、「さいしょはぐ一、じゃんけん0」と

言ってじゃんけんをしている

539



81：10

8147

82：18

8241

83：09

83：33

ee49

84me

8454

85）05

25：14

左手で押さえ、右手を流して、指をペタペタと、つけたりとったりしながら、

後ろのようすを見る

つけているところを見る

リボンを持ちながら、両手を左右に広げていく

前のほうを見ながら、リボンで輪をつくる

リボンのほうを見る

結びはじめる

右手で結び目を押さえ、茶色の袋を左手でつかむ

上から吊るすようにして、袋のなかに入れようとする

一気に入れる

袋を置く

ピンクのリボンを触るが、青のりボンに持ち変え、持ち上げる

両手で横に広げる

目の前で輪をつくる

結んでいく

前のほうを見る

手元を見て結んでいく

引っ張って結ぶ

また、まいていく

結び終えたのか（？）、右手で上のほうに持ち上げ、左手で袋を下のほうに持

ち、かまえて入れようとする

一気に入れる、はみでたところを入れていく

左手で袋をわきに置き、右手で前にあるピンクのリボンを取る

両手で持って横に広げ、首を左にかしげたりする

両手でリボンの両端をそれぞれ持ち、そのまま床の上に置く

糊を手に取り、直接リボンにぬっていく

先に置いてあったものを手に取り、持ち上げ、目の前の高さで糊を塗っていく

かがんで糊を置き、右手でリボンをさわる

リボンを持ち変えたりしながら、左手で持っている糊をつけたものをリボンの

上に置く

両手で互いに押すようにしてつけていく

もったまま、からだをおこし、たちあがって、前のほうに歩いていく

台のほうに行き、向かって左の台に行こうとするが、向きを変え、右の台に行

く

リボンを両手で持ちながら、（バレーボール大会のほうを）向き、見る

一回転して、正面を向き、左手で輪になったリボンを持り。「せんぜ一、わりばしは旨？」

と言ってリボンを両手で正面に持ちながらT2の前に立っている

「え一〇」と言ってリボンを両手で正面に持ちながらT2の前に立っている

右（あやかちゃんのいる）のほうを見る

「あやかちゃん」

T2のほうを向き、「いっこ、

いっこ」

わりばしを一本もらう

一一

　の場所のほうに歩いていく2手にわ・ば・擶左手にピン…ボ・を持。て卿、

目分の場所に戻ってきて、ひざからすわり、両手でリボンを持って、両端に広
サてみている

（輪にして結ぶ）

手で持ち上げ、左手で茶色の袋を持って、なかに一気に入れる

くろを左前のほうに置く

手で糊を持ち、わりばしをさがし、右手で右わきにあったわりばしをつかむ

手にわりばしをもちながら、左剰こ袋をかけ、立ち上がり、前のほうを向く

1のほうに向かって歩いていく

　　の崩一勤まってかがみ、促のほう）を見て、さわったりしている

1のほうに行く

i，，．tL’・i．

1き喉、．

騨露馨灘馨叢

T2；「バレーボール大会が始まってます、　Oちゃんがんばれ」

「は一い」

「あ、わりばしね一一一、売り切れになつちゃったみたい」

「Gちゃんにきいてみる一？」

「Gちゃん

このわりばし、あげてもい一い？もうO

　数回頷く

いいですって、はい、

いっこでいい？

はい」と言って
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85：22

羽
把
憩
総
総

87：01

87：18

87；46

88：13

88：28

89M

89：24

↑
前のほうの　のところに行く

二手でピンijiのリボンを持ち、まわし（結び）ながらT2のほうにくる

両手で端の｝kiうに向かって引き、もち、　T　2と友だちのほうを見る

　　　　　［

羅難論遡、＿＿
倉欝諮二三い、、

立ち上がり、振り返って、わりばしの先にリボンをつけたものを右魂こ持って、振る

振りながらT2の前にくる

「（よいこ）にな一あれ』と言ってT2の目の前で、リボンをつけたわりばしを、齪を

競場@上げながら・鳴くよう1こ一纏気上から下に下ろすト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttt
fよいこになあ一あれgと、さっきよりも小さく円を描くように一高漸させ、上がら下

におろす
　　Xx．

マく

T2のほうを見リボンの先を触りながら見たりしながら、「（いじめないように）なる」

と言って、左足を外擬にけりだすようにする

リボンを持ちながら体全体で（軽く）頷ぐ uz一＞Xi

「い一一一よ一」と言いながら首を左に傾げ、左足を膝からすこし折り、上げる

齪を上繰畷ビ　嚇謝る @　　ざ　　　　1

x

足を下ろし、よろける

bNまんを碗に下げて立ち、前のほうを見る

薪のほうi：bl一く

＼
＼

、

リボンをつけたわりばしをもち、つけたところ（？）を、立ったまま触っている。わり

ばしのところ（？）にマジックで締ものかを描いている

　　　　r
色を塗って》トた（水色の）マジックを置き、別の（赤の）マジックを羽こ取る
　　　　　］
　　　　　e

搬翫。ろ。塗。て。、

　　　　　il

∴轡の　　　／
生継とき筋一？」、友だちのほうを見て、左gel：一eel：マ疹クをもち、

かがんで冠1あマジックを取ろうとしながら聞く　　　　　　／

首を左のほうに傾ぎながら、「なにになあれ？」と聞く

「おお一おお、O（先生）よいこになってきた

はい、0さま、こんど0さまの00」

＼
、

x

「湊）、やさしい、0に0ね」とAに言う
　／

　　ま　　　　　　　　　　　　

紙の袋のなかからビニールの袋を幽し、「OBもなかまにいれて」と諏、、

ビニールの袋を手にする

T2：「Bちゃんもへんしんにかかりました」と言いながらBちゃんを見てい

る、見ながら「チッヂッチッチッ、」　　　△

　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二二獄置ざちカ：うと聯

欝欝寡。鰍譜謙

　’
f
f
’

　　　　i
「すっご（一い）Gと購いながらマジックにふたをする

マジックを置く

振り返り、リボンのついたわりばしを振りながら戻っていく

後ろのほうこいた友だちのほうに行き、IOO」と話し掛ける

　　　　　ト
振腿，な！、ら紳、一、と訊前。、，う。向、囎。削ち。。、ま

　　　　　　
って、ね」牛書って止まり、かがんで、左足をすこしま二げ、履いたビニールを

引っ張り上げようとする

星をもどL、i前のほうに行く

鵜蒲ξ禦Q・

　　　　　　　　iしらがの0　　と言いながら、片足を上げ、もつ

「あ、くちつけ…（くちゃ）、

くちつけな（くちゃ）jと書いながら、マジックの置いてある台

のほうへ行く　1

マジックを取り、i星のあいだにはさみ、「00」

　　　　　　　1

半半避くらませてつくったものを繍ら

「しらがの赤ちゃん」

丹州も。なんだ、、と言。て轍、見せ、

　　　　　　　盆」

「100さいま‡答える
　　　　　　　；

・うん・と、マ壷・クでか・うとしながら答える

　　　　　　　ロかがんで描きは榊る

　　　　　　　i

聡やあ、0ま
る

で（とりに）（いこう）1と誉いながら飛ひ験ね

後ろからくる

Aのほうを見な ｪら歩く

Aに、手を横の牡うに伸ばして上げながら、「00」

　　　　　　　1

v
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seK｝5

90：51

91：03

9142

92：04

92：13

92：36

92：416

92：48

A A

体を右僻まうに翻げ、ゆすったりしている
　　　　ミ
リボンを融っている

　　　　「

黄魚のジがンを切り、日本かまとめて結んでいる（？）

セ・ハン骸一プを曜日て、（わりばしに？）旧る（？）

類の前に立てて停る
　　　　［

1器羅欝二二高騰磁．
くったピンクのリボンをわりばしにつけたものに黄色のリボンをっけてっく、

　　　　　をもって振り返る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／つたもの

右、左に振り、左足をかかとから上げ、それに合わせるようにして、上にあげて振る

友だちと、T2のいるところに行き、手に持ったものを上にあげ、後ろから娠り下ろす

ようにして、「OG」と襲い、振り下ろして、齪を上げる

pag上がる

T2の陣を向く

　　　　I

　　　　L

「せんせ、00」

「（ど一したの？って）！と書って、ものをもった右手をあげ、瀦に左足を上げる

　　　　i

　　　　　
聞きながら、足を上げたりしながらがらだを盧右に動かす
　　　　旨
　　　　！

f

xx

T2のうしろを「OOlと書いながらついていく

T2のうしろで「0にも0（がみ）いるよ」と書う

T2の前に出る

腰をすこし落とし、手に持ったものを振り下ろすようにしてT2にむけながら、　Fお一こ

れつ」と雷う

…槌何箇。た・・をぐるぐ・・まわ・ながら・・の殉

ほうに行ζ

　　　　1

　　　／
　　一／／

Fやさしくなあ一あれっ！と言って手に待ったものを振り下ろす

x

「eG］と言いながら、蓼に持ったものをぐるぐるとまわしながら、T2のうしろのほ

うに行って、手に持ったものを上から振り下ろすようにしている　　　　　　　　　『

つ、。。！。を、。た娩。ば。噛輔、灘。噸。立。て。

至螺、弓蹄、、友だ。。。，。近付m、く

手に持っているものを振りながら一盈さがり、「（びんぼうがみ）かく＝“一一、えい」と言

って、ものを上から振り下ろし、友だちの持っているもののリボンのところをたたく

そのよう…

roだ

をみてかがむ

観察者のまうすを顔を近づけるようにしてみながらかがむ

，。鵠テープで、め漁、。。，ぶ。。」

立ち上がって、「びんぼうがみiと言ってものをもった右手を友だちのもののほうに向け、

「かくご一1と言って、郵まそのまま、右足を膝から上げる

　　　L

頭につけたヲボンあたりをさわりながら振り返り、うしろのほうに向かっ

て走っていく

マジックの置いてある台のほうに漢ってくる

Aのいるほうへ行く

．
ノ／
／

〈IO」と勲、ながら）、（Aの後に）年に持った（yボンのついた棒？）ろ

振り下ろす

T2がAに’　いてきて、かがんでいるAの（背中を）触る

胸備礪手1　NXさせるようにして舎枇。にも。と鮒照、

〈　　　〉
もの　　っている

　　　　　　　頭を押さえ即している

まわってきΨ一トの申に入り、床にある道具を片付けようとする

一．一@Aと一緒にものをもった左手を横に撫まして上げる

　　　　　　1．

Aに「00i　O」と言っている

リボンをついた棒をまわしはじめ、ぐるぐるとまわしていく

　　　　　1
きのほう1．Xく

．一一一р`と一緒にT2　うしろをついていく

　　ズ　　　／
　／　民Bね、）（なつ峰すみにね）OOjとT2に言う

／おきのほうに行く　／

　　　　　　　　　，ig”i

　　　　　　　　／

わきのほうにxって、Aと友だちのほうを向いてひざからすわる

　　　　　　〆

　　　　　　ドT2の正面で、手に持ったものをぐるぐるとまわす

両手を動かしたりしながら、Aや友だちに「00」と言っている

薩目立ち　なる

Aと　緒に動かし、ぐるぐるとまわ

すわる

手に持ったものを上下に振りながら、T2のうしろのほうに行く。ものに

ついているリボンを弓睡ずるようにしてT2のまわりを走ってまわる

　　友だち：細長い袋をふくらませたものに赤、黄、青のりボンを

　　つけたものをもって、上下に返したりしながら見ている

観察者が近付いていき、「0」と謡し掛ける

　　袋の上のほうをもちながら、「0てる」

「じゃ、（やってあげる）」と言って友だちのものを持ちしゃがむ

　　しゃがむ

（fOjと言いながら）袋の上のほうをもち、口をつけて、　i磐気を入

れようとする

「じゃあ一、

セPtテープOjと雷いながら友だちのものを触ってみている

「Olと言って前のほうを見る

v
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92：56

93e6

93：21

93：36

93：5e

941」1

94：ユ6

94：28

95：e4

A
友だちの後を追うようにして燈っていく

端のほうに向かって走っていき、「びんぼうがみ一1と諏・ながら、シ．一トの外のほうへ

と走っていく

出て、一回転婦（「O」と旧いながら）なかに入ってくる

すぐわきを友だ男が走っていく

こ醗繕欝謝くませるよう1こしなが一轍「（び

鷲畔編奪かつていく

T2と友だちのし｝うすを晃ている

輸」と言う

翻麟顯詮驚豫鷺鑛
に晦けて振る　1

　　　　　　　1
　　　　　　　｛

・戯言・嚇ら旋を膝か咄ずる胴時鮪手を上に上げ・

髪ll罐；翻一一一　一
友だちのつくっ社ものを見ている

　　　　　　　ミ
T2のほうを向ぎ、詞こ持っているものを振り、　T2のほうに向けて振り下ろ

す　　　　｝
　　　　　　　1

，びんぼ，。み協．。緬藤む漏そ▽属三友だ鷹。て

くるものに合わ給るようにして振る

　　　　　　　　
右足をすこし上噂だから、追ってくる

「びんぼうがみ、かくご一」と惟て、友だちを追いながらもっているものを

ふりおろしていく　ゼた一つj

　　　　　　　　　　侮

腕で足をはらうようにする注一っ」

麗開き、もの罐っ4る右鞍離鞠・ヂて鍼謙るS＿…
　　　　　　　　／／

「うわ一つ」と飾て齪撫瓢右手で1まらおうとする、さがる

隣〆書って手艦ながら下がる「o“つ」

持。ている廟編、落ちる

拾おうとして右手を伸ばす

一瞬おそく、友だちにとられる

ピンクのリボンが取れて落ち、拾い、友だちのほうに向かいなが　　　あ一

一、ねえ、（とれたじゃんか）00」と言い、返してもらう
山山を向き、ピンクのリボンをつけようと餌／ヲ

　　　　　　　　　　　　　　　　／r　　　　　　　一一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　，／　　　＿．一一一

「00」　　　（／4一’〆
聡いじょうぶだもん」と言ってかがみ、茶魚の袋を取ろうとする

　　　　　　　　亦　　　　　　　　　＿
左。。う。行。」認議訳無醸；孫露一

（io」と言いながらしゃがみ）ものにセロハンテープを切って貼ろうとする

立ちkがるが、中腰になって、ものを床の上に置き、またしゃがむ

セUハンテープを切り、はっていく

茶魯の袋をもちながら立ち上がり、かがんでなおしたものを持って振り返り、

後ろのほうに向かっていく

T2に、一旦立ち止まって「こんにちは一」と凹い、近付いていく

ro　o

Gなかった？3

「0、つばつければ一？」

立ち上がり、前のほうに走っていく

友だちの（うでle）リボンを結んでいる

　　（うでを）T2のまえに出している

結びながらf（　？）」とAに開く　（？）

前の下のほうを見て、「あらあら、ハサミ癸兇、Aちゃんハサミ発見｝

と言い、かがんでハサミを手に取る

両手を顔の上のほうで交叉させるようにする

　　観察者に、つくったものに赤いリボンをつけてもらっている

t＞大きく上下に動かしながらAのほうに逓付いていく

　　振るようにしてAに向かっていき、Aの振ってくるものと合わせ

　　るようにして振る

　　下がる

　　大きく左右に振りながらわきのほうに行き、Aが振り下ろした

　　後、もっているものを膚手で圭のほうにあげ、左足でAを蹴るよ

　　うにする「うつほほ一つ」

　　星を引く

　　腰を落とし、持っているものを、床につくように上．Fに強く振る

S＞「うわえ一つ（へヘヘー）jと書って齪を高く上げる

fうえ一つへへiといって、蹴るようにして思を上げながら左手

でAを押すようにする

一〉腕を横に出し、動かしながら、下がって、落ちたものを見る

　　拾おうとして左手を伸ばす

　　一瞬はやく、つかみとり、罫いえ一つ」と言って上げる

　　Aに返す

ラ＞Aのうしろで齪をあげ、舌をだし、持っているものを振り、両

　　手で持って左膚に振ったりしている

観察者F大丈夫？なおる？」

　　両手でものをまわしながらAに、うしろから近付いていき、右毘

　　を上げながら、もののさきをかがんだAのせな桝こつける「え一
〉
　　へへへへ」

　　Aを追いかけていって、Aの口中に晦かってものを大きく図して

　　振り下ろす

　　ものを左右に振りながらうしろのほうに行く

しゃがんで、罫んふふふふ、リボン0にしないでください」

「あ、かわいたらとれないねえ1と言いながら、雑巾でシートのkを

拭く
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95：25

95：37

96蓬｝6

96：17

96：39

97’07

97：14

T2のようすを見ている

ジなあにい？達

右足に履いているどニールの上げようとする

左足のビニールを右手で引き上げようとする

「え一つ」

「（なんで）j

と言って前のほうに行く

「ん、じ絹と言って左羽こ下げた袋を見ながら、友だちと一緒にまえのほう

に向かう

その友だちのほうに行く

っくったもののおいてある前で梼ごとかをしている

振り返り、（笑いながら）環ろうとする

途中で止まり、振り返って、

一緒にいた友だちにyなにしてんの？」と言って、その麟に向かって2＠ほど

もっているものをふる

「（1諭き一ん」と書って、前のほうに行く

マジックををいてある台のところに行き、マジックを手に取る

リボンをつけたわしばしの先の（リボンのついている）ところに色を塗ってい

く

マジックを置き、後ろのほうへ行こうとする

一旦とまり、右手と右足を捧ばし、一緒に動かして、歩いていく

ふつうに歩き、T3のところに行って「やさしくな一あれ」と言って、待って

いるものを振り下ろす

ずっこける

戻ってきて、「ちがう0まつもとせんせいは、　いい子に○銚と書って

後ろのほうへ行く

FOせんせい、こんにちは」と雷っておじぎをし、校長先生のほうへ歩いて

いく

「00リボンがあるんだけど00」と言って、袋の中を見せる

かがんで棒を置き、袋の中に手を入れる

ジピンクようせw・一い￥

rG　ようv一一一V、」

と言ってリボンを出しながら袋を置き、「ちょっとまってね」と言ってかがむ

袋からどンクのリボンを取り出し、ξはい」と言って校畏先生にわたす

下に出したりボンを茶色の袋の中に入れ、起き、前のほうを磯く

前のほうを向いて、fさよ一なら一3と言いながら、左手を振り、前のほうに

歩いていく

544

「っばっければいいん0ね一」と書いながら擦っていく

　　Fねえ、ねえねえ、（おね一）ちゃ一ん、

　　さっき、

　　さっきね、○くんのかってる0がね、あばれてたの一」

「（そう）、そう、そうなのよ一」と書いながら拭いている

fやさしいこころにしてもらえるといけど、

むずかしいかな」

　　「やさしいこころにできなかったの一」

fそうなのよ一」

Aと一緒に前のほうに向かう

fや一め一て一よ一つjと叫ぶ友だち

「へ」と言ってもっているものを捌せる

前のほうに行ったAのうしうから、Aに向かって手に持っている

もの（リボン〉をまわす

後ろのほうに走っていく

友だちの袋のくちのところをむすびながら、その友だちのほうを向い

たまま、ヂやさしくなりましたっ」と書う

聡一、おほっ、やあ一」と言ってAのほうに近付いてくる

「ん一一んん一、んはっ」と言いながら省手を出し、「そうだねえ一」

と言ってその手を口にあてる

　　「Bも、

「じゃあ、ピンク0、

　　　　　　　Bもあるよ一」と雷ってリボンを持った手を上

　　　　　　　げる

ピンク、ピンク0くださ一一一い」と書って右手を出す

　　「Bもあるよ一」といってっくったものを両手で持ち、立ち

　上がる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
嗣に変身したの？ん？0さん、何に変身したの？j

　　　　　　　　　　　　　　　　fBもあるOj

「ん、ん、ピンク0、はあ、ん、匪

　　「Bもあるよ」と言って校長先生のほうを見る

ゼうわ一、すごいなあ一」と言ってのけぞる

　　もっているビニールの袋を広げはじめる

「00だね、ふう一んんO、Bちゃんも？0に変身ですか？」

　　袋を頭からかぶりはじめる

rうわあ一」

「んんん、（はい）OGと言ってもらい、両手で持って額の前に持っ

ていくジありがとう」



97：38

97：55

98頃｝6

98二49

99：23

99：55

IOO：13

IOO35

IOI：IO

友だちのつくったもののまえで、一旦たちどまり、爾手をひろげて見る

また、前のほうに向かって歩きはじめる

端の台のほうに歩いていく

ハサミを手にとり、しゃがんで、リボンを切り、ハサミを置き、立ち上がる

茶色の袋を見ながら一瞬下がり、下のほうを見て、また後ろのほうに向かって

歩きはじめる

歩いてきて、観察者と友だちがっくっているものを見て立ちthまり、「うわ一、

でっかいあめ一Jと言う

（roJ）

向きを変え、後ろのほうに陶かおうとするが、向きを変え、わきのほうに行く

わきのほうにいた友だち（のつくっているもの）を見てからまた向きを変え、

後ろのほうに走って行く

細2せんせい、T2せんせい」と薫るリズムにあわせて誉いながら、リボンを

もってT2のほうに走っていく

ro　oj

fT2せんせい00」と言いながら両足で強く足踏みする

リボンを結んでもらう

結んでもらい、リボンを晃て、触りながら、茶魚の袋に入れる

リボンのついた棒をまわしながらわきを尚く

棒をもちながらT2と友だちのほうを向く

振り返り、捧をまわしながら、前のほうに行く

観察者のカメラの前に来て、リボンのついた棒をまわしながら、「ラララララ

ラララ、ラララララ、ラララ」とうたう

カメラを棒でっつき、わきのほうに行く

（「00劔とうたいながら）まわりを見て、かがむ

左足に履いたビ；一ルの袋を引き上げる

起き上がり、前のほうに歩いていく

台の上から侮かを取り、持って、まわりの足元を見ている

台のほうに向かう

台の上を見ている

しゃがみこむ

立ち上がり、棒の先についているリボンを触りながら元の場所のほうへ殉かう

T2のほうへ行き、「T2せんせ・・一一・、リボンー」と言って、かがむ

「こんど、くっにはめるの一」と書って、左足を上げて見せる

「0003と酬いながら、足元を触り、袋を置いて、ξはいせんせい一、リ

ボン00」と書って、両手でピンクのリボンの端をもち、広げて出す

「あたしとおそろいだね」と首を左のほうに傾げながら、となりでまっている

友だちに養う

一瞬T2のほうを見てから向き藏り、「だけど、00はおなじだ、　いろは

ちがうね」と、首を傾げ、書う

手元を見ている

一瞬友だちのほうを見、手元を見る

左のほうを向き、かがみながら、ジあと、もうひとつ」とT2に書う

（「（いいよ一）」と言って）しゃがみ、足元にあったリボンも手に取って茶色

の袋のわきに置く

爾手で黄色いリボンをさわりながら、T2と友だちのほうを見る

T2にyボンを出し、結んでもらう

fいいよ一」

545

校長先生：輸」

T2：友だちの（ビ：一一iL袋の）服を触りながらfちょっとどうしょ

うかと思ってるんですが一」

「わかった○はいはい」と書ってAのほうに向き、ジボンを結んで

いく

結び終える

「砺と言いながらとなりにいる友だちのビニールの脹をさわる

　　ro　oj

㊨0ちゃった？1と言いながら友：だちの首から下げたりボンを触

る

「はあ一い」と書ってAのほうを見る

罫くっにはめるのお一？」と臨く

　　友だちもピンクのリボンの端を両手でもって、あたまのうえに

　　あげながら、来る

紛0ちょっ、ちょっとまって、AちゃんOQ』と書いながら、

Aのほうから先に結んでいく

　　リボンの端を一手で持ち、首の後ろをとおす

　　首の後ろをとおしていたリボンをはずす

ro　oJ

「あ、あらあら、あら」と言いながら、結んでいるところを左季で押

さえるようにする

「0　0はい」と書って結び終える

「0ちゃんのつぎね一、Olと書って友だちの頭にリボンを結んで

いく

Aのほうを向き、リボンを結んでいく

　　友だちがT2とAのほうに漢ってきて、「かがみ見てきていい

　　てすカ》？」　と言う

fは一い、どうぞ一一、O」



101：27

1el：4e

101：59

1e2：le

102：34

1e2：54

103e5

玉03：23

103：38

104；（X｝

1｛｝4：21

104：50

105：12

指を右季のほうからはずしていく

「00」と言って手についているリボンをT2に目す

はずしてもらい、わきのほうに走っていってセロハンテープを切り、戻ってく

る

FO　Oj

おしりからすわる

友足に履いているくつを引っ張り、上にあげる

テープを手にして、挿ばしている

左足にテープをつけながら、「え一一縛と鴫ぶ

テープを両手で持ち、見る

左足の先にリボンをつける

床に置いてある黄色いリボンを触りながら「だめr

捧をわきに置き、立ち上がる

前のほうに行く

叢り、T2の前にあるセロハンチ・一一一プのところでしゃがむ

しゃがんで、テーープをつけている（？）

右足の先にピンクのリボンをつける

左足の靴を上げる

立ち上がり、一瞬足元を見て、さっきのところに歩いていく

しゃがんで、茶色い袋とリボンを持ち上げようとする

一瓶茶色い袋を落とすが、すぐに拾い、持って、下を見ながら、後ろのほうに

行く

「ほら、T2せんせ一」と言って、リボンをつけた自分の足の先を見る

「T2せんせ喉と言って自分の足元を見る

自分の足元を見ながらfT　2せんせ一一一」と書ってT2の足のほうを晃る

後ろのほうに行く

うしろで、友だちが持っているものをゆびさしたりしている

ビニールの服を脱ぐ

説いで、走るようにして前のほうに行く

葉っぱの置いてあったところで、しゃがんで茶色い袋を2っ手に敢る

袋をひとつ下に落とし、ひとつ持って、折ったりしながらもっている

袋を広げようとして手を入れて、蕗とす

拾う

「T2せんせい、このなかに入れていいO銚と書いながら袋を広げて晃せ

る

「は一い」と言って袋に右手を入れ、後ろに向かおうとするが、途中で洵きを

変え、マジックをとりに台のほうへ行く

しゃがんで、マジックを選ぶ

T2（と友だち）のほうを一瞬見てから、手元を見て、（名前を）かきはじめ

る

マジックにふたをして、茶色の袋をもって立とうとするが、しゃがんだ姿勢に

なり、落ちていたマジックを拾ってふたをして麗く

「T2せんせ一H」と喬って茶色の袋をもって立ち上がり、走っていく

「ほ一ら」

「（いいでしよ？）」

自分の場所のほうへと、スキップのようなことをしながら走っていく

袋を床に置き、かがんで左足を蝕っている

袋を手にして、友だちのようすを見たりしながら、自分の場所に歩いて漢って

いく

546

結び終わる

1はい」と言って結んでいく

Aの搦からリボンをはずす

足元にある茶色い袋のところに置く

まえのほうにいく

「（あのね一一一・、）そろそろお片づけの時間がやってまいりました」

「え一一一　」

罫まだまだ、0けど、お片づけに入ってもいいでしょうか？］

　　「い一で一す」

　　r（え一）」

rD　o　ol

「じゃあねえ、え一とお、2と3のあいだぐらいからはじめていい？

かたづけ」

　　io　o　o］

　　ro　o　oj
roj

「い一い？じゃ、みんな（のつくったの）0シートの外においてく

ださ一い、ね、おかたづけ、0仙

　友だちがつくったものを見せ’に来る

T2：rは一一い。また、こんどのずこうでやろうね一」

ro　ol

「は一い」、「あ、Aちゃんも、その0、外に脱いで置いてください」

と誉って前のほうに行こうとする

　つくったものをAに見せている

fはい、窪分でつくったの、シートの外においてね」

床の上においてある袋を手にしながら、聴を入れるんですかあ？G

と聞く

「あ、OOたの？じゃ、Aって、名前かいてね一」と撰差しながら

言う

「はい、Aちゃんも○○だよ」

一旦しゃがんでものをとり、たちあがりながら見る

「はい0　0」　と言う



105：35

105：55

1os：e

106幽

107護）0

107：19

107：4e

108：14

1｛｝8：so

1coe1

109：11

袋を置く

ビニールの賑を小さくたたんでいく

茶色の紙袋に入れていく

入れながら袋を広げ、床に立てるようにして、手を入れながら、入れていく

別のつくったものを入れようとするがやめ、ピンクと黄色のリボンのついた棒

を袋のかばんの中に入れ、それを茶色の袋のなかに入れる

整えながら入れていく

一瞬、T2のほうを向きかける

さっき入れようとしてやめたものを手にとり、袋のな脳こ入れる

茶色の袋を触り、すこし横に退かす

空気を入れたビニールの細長いものでつくったものを手に取る

それについている葉っぱをとりながら、おばけを手に取り、「T2せんせ“一一・」と

書いながら立ち上がり、引っ張っていこうとする

向きを変え、長い枝のところを振りながら、観察者のほうに行き、「000」

と書う

両足で強く足踏みし、前のほうに行こうとする

リボンをつけた右足の先を出して見せる

左足も小さく出す

おばけの、長い枝のところを持ったまま立ち、観察者のほうを見ている

枝を持ちながら観察者のほうに透付き、カメラを見ようとする（？）

観察者の後ろに園る

おばけを引っ張りながら、元の場所に行く

かがんで、青いビニールの袋の中に右手を入れる

入っているものを触っては置いたりしながら、画き胃の葉っぱを2枚取り出す

葉っぱを一枚置き、もう一枚を持って、前のほうに走っていく

マジックを置いてある台のほうから、反対側の台のほうへと行く

セロハンテーープを切り、葉っぱに貼っている（？）

もう一枚きり右手のひとさしゆびにつけている

はしってもどってくる

茶色の袋のところにしゃがむ

右手につけたテープをシートに貼る

左手に搏つた葉っぱを袋につけようとするが、落とす

葉っぱを拾いながら、「あ、そこふまないで」と書う

袋に葉っぱをつける

シートの上に鮎つたテーープをはがし、葉っぱを手に取って、葉っぱを袋にあて

がって見る

葉っぱにテープをつけようとする

袋に葉っぱをあてがって、そのうえからテープではろうとする

やめて、葉っぱを置き、青いビニールの袋のなかに左手を入れへものを触りな

がら、別の葉っぱを取りだす

それを漢し、はいっているものをさわりながら、劉の葉っぱを取り出す

端にテーープをつけ、さっき置いた葉っぱの端をそこにつけようとする

つけてシートの上に置き、さっきシートの上に貼っておいたi7一一プをはがし、

2枚をくっつけた葉っぱの先につける

それを茶魚の袋に貼ろうとする

場所を変え、幾の部分を跨ぐようにして賠ろうとする

片方を張る

青いビニールの袋の中に手を入れる

ものをさわりながら、大き目の葉っぱを手に取って出す

それをシートにおいて、さっき貼ったもう片方の葉っぱを手に取る

床に置き、シートの上に貼っておいたテープをはがす

落ちていたほうの葉っぱを手に取りあてがうが、手を離し、また落ちる

後で敢つたほうの葉っぱを手にする

その葉っぱにテープをつける

落ちているほうの葉っぱを手に取って、一緒にあてがう

つけていく（？）

；右手をはなすが、鎌・でつけようとしたほうの、後からつけた葉っぱは落ちて

くる

立ち上がって、左足の靴を上げる
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T2　：　ro　o］

駒、あしかわいいねえ」と書ってカメラを向ける

おばけを触ってみている

Aのほうを向き、見る

甥の友だちが来て、つくったものを見せる

シートの上にテープをはったところを、後ろ晦きに下がってきた友だ

ちが踏もうとする



109：46

110　02

110：10

110：43

111：04

111：33

111：58

112：32

113iO4

すこし歩いてみて、（「あ」と言って）足の裏を見てみる

町2せんせ・一、00」と言って、右足を上げ、靴を履いているところをゆび

さす

前のほうを向き、歩いていく

前の台のほうでT2のとなりで、何か話をしている（？）

T2のようすを見ている

（T2からリボンを切ってもらい、）リボンをもちながら、後ろのほうに歩い

ていく

外に置いてある茶色の袋のところに行ってしゃがむ

外れている葉っぱのところを持ち、袋のまわりを一周かせようとする

一周させ、止めようとして、場所を確認し、置いて、立ち上がり、前のほうに

走っていく

セロハンテープを切って走って戻ってくる

途中から歩いて戻ってくる

茶色の袋のところに行って、落ちている葉っぱをつかみ、袋にあてがい、押さ

えて、貼る

左手で上の口のところを押さえながら、右手で擦るようにして貼っていく

袋から手を離し、立ち上がって、わきに置いてあったピンクのリボンを手に取

って、その袋のなかに入れる

足元を見ながら、左足を膝から曲げて上げ、靴を脱ぎ、置く

右足を膝から曲げて上げ、靴を脱ぎ、置く

茶色の袋のなかからピンクのリボンを取り出す

リボンをさわりながら、「うん」

リボンを結んでいく

リボンを触っている

「あ、ねえねえ、ふまない（で）」と言いながら、おばけの長い枝のところを

引っ張る

「おもしろかった」

（「とてもおもしろかつった」）

「つくったものはみんな外においといてね一］と言いながら、T2が

来て、ビニールの袋でつくったものなどをわきに置いていく

「あ、きれたの一」

「0じゃ、後でまたなおそう」

「00じゃ、お片づけできないよ、Aちゃん、　Oでね」

匿
■
膨
望
『

観察者：「OOたのしかった？」

　　「うん」

「すてきな、ようふくが、つくられOOねえ」

「ひとこと、どうぞ」

　　「おもしろかった」

「はい」

「Aちゃんは？」

「Aちゃん、ひとこと」

「は一い、ありがとう」

シートをたたんで、片付け、

他の道具も前のほうにあつめて片付ける

「みんな、じぶんのつくったもののところにすわってくださあい」

自分のつくったもののところに行ってすわるはじめる

T1：「きょうは、みんな、ふしぎなものがい一つぱいできたねたの

しかったかな？

　　「うん」

　　「たのしかった」

せんせいも、すご一く、たのしかったです㌔どうもありがとう。」

おわりのあいさつ

548



第3節　子どもの造形的な活動の展開の実際

　ここでは、本章のはじめにおいて提起した、子どもたちは、そのひとりひとりの、及び

相互問（場や状況も含む）の相互作用、相互行為的な活動の過程において、どのようにし

て自ら新しい〈意味〉を、新しいく私〉とともにつくりだしているのか、子どもたちが、

自ら薪しいく意味〉をつくりだしていくことを保障するためには、どのような活動の〈場

〉を設定していく必要があるのか、そして、教師は、そのような子どもたちの活動にどの

ようにかかわっていくことが必要になるのかということについて考察する。そして、その

ことを通して子どもの造形的な活動の論理に基づく図画工作の実践化への在り方、及び可

能性を検討していくことにする。

　まず、子どもたちは、どのようにして自ら新しいく意味〉をつくりだしているのかとい

うことについて述べる。それは、前節において考察した具体的な実践場面における子ども

たちの活動の在りようからも明らかなように、〈身体性〉の働きに基づくものであり、子

どもたちは、その場や状況における多様なかかわり合いによって新しいく意味〉をつくり

だす〈行為〉を立ち上げていく。それは、クラウスによる多様性の論理がく身体の深み〉

へと開かれ、〈私一生〉の多様性においてとらえ返すされた在りようといえるものでもあ

る。そこでは、規制されることのないあらゆる多様な組み合せが、ギ蕪習」の関係の生成・

展開において実現され、そのたびに薪しいく意殊〉を、それにかかわる新しい〈私〉とと

もにつくりだす〈行為〉が立ち上げられ、展開されていくことになる。

　そこでなされるかかわり合いは、単に共時的なレヴェルに限定されることのない広がり

をもつものであるといえる。つまり、子どもたちは、〈いま・ここ〉のく身体の深み〉に

おいて、自らが以前になしたく行為〉のイメーージや、それによってつくりだされたく意味

〉のイメージ、あるいは、そのときには実現されずに潜在化されたくもの〉のイメージ、

そして、それらにかかわったく私〉などとかかわり合うとともに、〈他者〉としてく友だ

ち〉などが以前になしたく行為〉のイメージや、それによってっくりだされたく意味〉の

イメージ、あるいは、そのときには実現されずにく友だち〉のく身体の深み〉に潜在化さ

せられていったくもの〉との推測などによるイメージ、そして、それらにかかわったく他

者〉としてのく友だち〉のく私〉などと多様にかかわり合うことによって、次の新しい〈

行為〉を立ち上げっっあるものと考えられる。

　したがって、子どもたちの活動において、ある到達的な目標が設定されることになると
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しても、それは、子どもたちひとりひとりが、それぞれのく身体の深み〉においてなされ

る多様なかかわり合いのたびにつくりだしたものであり、それは絶対的なものではなく、

さらなるくもの〉やく状況〉、〈他者〉のく行為〉などとのかかわり合いからより多様に

つくりだされ、展開されるものであると考えられる。

　そして、そのような子どもたちの活動においてみられる命名行為なども、単に対象をそ

れとして嗣序するために行なわれるものではなく、むしろ自らの深みの意味を新しいく意

味〉として立ち上げるためになされるものであると考えられる。

　そのことから、言葉によって示されるものは単にその指向対象としての何らかのもので

あるというよりも、〈私〉のく身体の深み〉における何ごとかであるということができる。

　したがって、そこで示される〈意味〉のリアリティとは、実体的なものではなく、子ど

ものく私一生〉に関与的な〈エロス〉としてのそれ、言い換えれば、子どもたちがっくり

だした文化のリアリティであるといえるだろう。

　以上のような、新しいく意味〉の生成のためのく行為〉の成り立ちを可能とする多様な

かかわり合いにおいては、さらに、活動のく場〉のイメージや、雰：囲気、天気や明るさ、

温度などといった限定することのできないさまざまなことがらが多様にかかわり合ってく

ることになると考えられる。

　子どもたちは、そのようなかかわり合いのなかから、そのつどごとに自らのく私一生〉

にとってのくエロス〉としてのく意味〉を、それにかかわるく私〉とともにつくりだす新

しいく行為〉を立ち上げ、展開することができるといえる。

　次に、子どもたちが、自ら新しいく意味〉をつくりだしていくことを保障するためには、

どのような活動のく場〉を設定していく必要があるのかということについて述べる。

　例えば、〈場〉を設定していくとき、それは「糊度」の制度性による規制のより少ない

ところでなければならない。なぜならば、制度的な規制が強いところにおいては、子ども

たちのく身体の深み〉の意味、すなわちく生〉の多様性が抑圧され、嗣一性の論理におい

て隠蔽されることになるからである。

　したがって、具体的な活動において用いられる材料などにしても、子どもたちのく身体

の深み〉と多様にかかわり合うことができるものを用意することが必要であるとともに、

そのことから、子どもたち自らがそのく身体性〉を働かせてかかわり合い、選ぶことがで

きるようにすることも必要であるといえるだろう。

　また、子どもたちのく身体性〉を働かせることができる場や状況が保障されていれば、
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材料はどのように置いてあっても問題にはならないといえる。場や状況との多様なかかわ

り合いから、あらゆるものが材料となりうるのであり、たとえ材料が隠してあっても見つ

け出し、その活動に取り込んでいく。材料は、子どもたちがく行為〉を起し、展開してい

くきっかけとして用意は行うが、その活動全体を規制するものではないし、また、それら

の材料との出会い方自体は、子どもたちがそれぞれのく身体の深み〉を根拠としたかかわ

り合いにおいて決定するものであるといえよう。

　このようにく身体性〉の働きによって立ち表れてくる、さまざまなくもの〉やく状況〉、

そしてく他者〉のく行為〉などとのあいだのかかわり合いの網の輿は、そのたびに多様に

編みかえられ、展開していくのであり、予定調和的なものではないと考えられるからであ

る。子どもたちが展開する活動は、我々の予想を超え、むしろその枠をはみだしていくも

のであるといえる。

　次に、教師は、そのような子どもたちの活動にどのようにかかわっていくことが必要に

なるのかということについて述べる。

　まず、教師は、自らのく身体性〉を開き、その深みの意味をかかわらせるようにしてい

くことが必要であるといえる。子どもの論理を〈身体性〉の意味から分断された表層の論

理で理解することはできない。なぜならば、それは、必ずしも大人の言う論理性咽果的

な論理）に叶うものではないし、線状的な文法に則っているわけでもないといえるからで

ある。

　〈身体の深み〉においては、表層の論理では考えられないようなところに新しい関係性

がつくりだされたりする。一見、何の関係もないようなところに豊かな〈意味〉の立ち表

れるテクストの織り目が紡ぎだされたりするのである。〈身体の深み〉においては、クリ

ステヴァのいうジェノーテクストのレヴェルにおける文法、すなわち「O・2」の論理が成

立していると考えられる。

　したがって、教師は、自らのく身体性〉を拘束しているといえる「O・ljの論理を、そ

の深みにおける「o・2」の論理へと、すなわち二項対立的な関係を超え、そのような関係

さえも新たにつくり、つくりかえること：ができる論理の世界へと開いていく必要があると

いえる。

　教師にとって必要なことは、子どもたちひとりひとりのく私〉のかけがえのない存在性

の根拠といえるく身体性〉と、自らのく私〉のかけがえのない存在性の根拠といえるく身

体性〉をその深みにおいてかかわらせ、ともに新しいく意味〉と、それを〈感じる〉新し
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いく私〉をつくりだす〈場〉をつくるということであると考えられる。

　そのようにして、子どもたちとの関係、及びそれらをとりまくさまざまなものなどとの

関係においてリアルなく意味〉を、すなわち互いのく生〉に関与的なものとしてのくエロ

ス〉としてのく意味〉をともにする必要があると考えられるのである。

　したがって、授業の最初において教師から提案などがある場合に発せられる言葉は、自

らのく身体の深み〉を根拠として、〈他者〉としての子どものく身体の深み〉へとかかわ

り、そこからともに何ごとかの新しいく意味〉をつくりだし、〈行為〉を立ち上げていく

ことのできるものである必要がある。つまり、それは、子どもたちが活動を展開していく

上でのひとつのきっかけといえるものである。

子どもたちは、そこで発せられた言葉や、題材名などとのかかわり合いから自らのく感

じ〉、〈考え〉、〈行為〉を立ち上げるとともに、〈思い〉をふくらませ、さらに新しい

く意味〉とく私〉をつくりだす〈行為〉を生成・展開していくことになると考えられる。

　そのことは、授業のなかでの教師の発話についてもいえることである。つまり、それは、

子どもが自ら新しいく意味〉をつくりだしていくというく行為〉を立ち上げることにかか

わり、ともにより多様なものへとひろげていくことができるようなものである必要がある

と考えられるのである。

　以上のことから、教師は、子どものく意味〉生成の行為の展開を保障することができる

ようなく場〉を設定するとともに、自らのくfA　一一生〉においてそのく身体性〉を開き、子

どもたちのく私一生〉のく他者〉として、不断につくり、つくりかえられる特有の関係性

において共働的にかかわり合うことが必要である。

　子どもたちは、〈身体性〉を働かせることによって立ち表れる多様なかかわり合いから、

自らのく生〉に関与的なもの、すなわち〈意味〉を生み出すく行為〉を自らっくりだし、

展開していくことができる。

　それと同時に自らのかけがえのない〈私〉も、その存在の根拠としてのく身体の深み〉

からつくりかえられることになる。そのような子どもたちの活動の意味（多樹生）を教師

が理解し、そのうえでかかわることによって、それはとどまることなく展開していく可能

性へと開かれることになると考える。

　そのようにして、子どもたちが展開する造形的な活動の多様性が保障されるということ

は、子どもたちひとりひとりのく私一生〉の多樹生が保障されるということである。した

がって、そこでは子どもたちひとりひとりのく私一生〉の論理が保障され、その存在その
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ものも保障されることになる。つまり、子どもたちひとりひとりが、その〈身体性〉を働

かせて、さまざまなくもの〉やく他者〉のく行為〉などとかかわり合うことによって、新

しいく意味〉とともに新しいく私〉をつくりだしていくことができると考える。
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もちろん、規制されることのない、つくることのすべてがっくる主体（子ども）に委ねられる揚合、次の

ようなことが可能になってくる。一つに、つくる行為のすべてが自分に委ねられることによって、つくる

主体の身体性はひらかれた状態になることである。そのことによって、つくる行為は、身体の深みにある

ものをおのずとかかわらせることができるであろう。さらに、身体性がひらかれた状態であるがゆえに、

自らがっくりっつある（行為しっっある）なにごとか（かたち）によって、自らの身体性が突き動かされ

（いままで存在しなかったような意味を感じる一それまでは、特に〈価値；意味〉を感じなかった「な

にげないもの」に、従来のく価値＝意味〉との関係から、より重要なく価値＝意味〉を感じたり、みつけ

たりする）、それにまた行為を重ね、新たなく価値＝意味〉をく感じ〉、さらに行為を重ねていくのであ

る。そして、次々に新たなく価値＝意味〉をつくりだしていくことになる。」（美育文化＃24「閉じ込め

られたっくること」）「そして、ここでは、つくる行為が新たな行為をつくり、その行為と行為のあわい（あ

いだ）に、〈価値；意味〉をつくりだしていく（立ち表れる）ことになる。このような在り方、すなわち、

自らの身体性をかかわらせて行為（つくる）し、その自らの行為によって立ち表れるなにごとか一くか

たち＝意味〉一とのかかわり（関係）から、新たな行為をつくり、初めの行為による〈かたち＝意味〉

と、それから発想した行為によるくかたち＝意味〉とのあわい（あいだ）に、立ち表れるくかたち＝意味

〉をつくりだすことによって、その身体性は思う存分ひらいた活動が可能になることになる。つまり、意

味生成の行為によって、新しい身体性はっくられ、つくりかえられ、常にひらかれていくことになるので
ある。」（同上）

11

12

AとCによるトイレットペーパーを貼るというく行為〉は、画面のうえにもうひとつの新し

い画面をつくりだすこととも読める。ローラーをころがすということが、新しいく意味〉、す

なわち新しい画面をつくりだすということを、「動感」の関係においてなしていたとすれば、こ

こでは、「薫習」の関係がローラーをころがすということとは別様のかたちにおいて、すなわち

トイレットペーパを貼るというく行為〉において実現されていたと考える。〈身体性〉がく私

〉のかけがえのない存在性を保障するものである以上、そこでなされる「蕪習」による分節化

において立ち表れてくる形態はそれぞれ異なるものとなる。そのことからも、ローラーをころ

がすというく行為〉をとりあえずの発端として展開する「薫習」関係によって実現される分節

形態の在り方は、それぞれにおいて異なる立ち上がり方を示すことになる。そのことは、セク

ション［4－a一②］において、Aがローラーを二本もってやってきて、画面をぬっていこうとする

く行為〉へと「i習」し展開しているようにも考えられる。なお、そのことは（25：46－25：53）

にも読める。一方、そのときCとBは、それぞれ、トイレットペーパーを貼ろうとしながら「だ

めだよ一つ」、スポンジを置いて戻ってきて「いいよいいよ、もうもうもう、On一一リング、

もういいって」と言っている。以上のことから、トイレットペーパーを貼るということから「薫

習」されて立ち上がったく行為〉の分節形態は、少なくともAと、BとCとのあいだではそれ

ぞれ異なっていると考えることができる。言い換えれば、BとCは、トイレットペーパーを貼

るということから、スポンジでスタンプをするという〈行為〉を立ち上げようとしていたので

あり、それ以前にスタンプをしていたBとCにとっては、トイレットペーパーを貼るというこ

とは、スタンプをするという〈行為〉を立ち上げる指標となっていたということでもある。

〈はがす〉というく行為〉は、実体的なマイナスの負荷を負うものとして、消極的に減退して

いくようなものではない。また、〈貼る（もどす）〉というく行為〉も実体的なプラスの負荷

を：負うものとして、加算的に増加していくようなものではない。それらは、そのいずれもが、

そのつどごとに新しくつくりだされるものであり、そのつどごとにつくりかえられるものであ
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るといえる。〈はがす〉というく行為〉は、確かに一見すると、実体的なマイナスの負荷を課

せられたものとして、物理的に減少傾向にあるものとしてとらえられる。しかし、そのときマ

イナスの負荷を課せられ、減少していくというのは、表屡のレヴェルにおいてかかわり合うこ

とによって見いだされる、つくりだされた〈もの〉の意味である（ここでいう減少していくと

いう意味は、実体的な意味において何もないということへと向かうということである）。自らの

く身体の深み〉においてかかわり合うことによって見いだされるつくりだされたくもの〉の意

味、すなわち、つくりだされた〈もの〉の深層レヴェルの在りようとは、何も減っておらず、

むしろそのつどごとに、そこに立ち表れてくるさまざまな閣係の網の隅が組み替えられること

によって豊かになっているとさえいえる。そのときいわれる「豊かな」ということは、実体的

な意味ではない。それは、より柔軟で、より多様な関係性が、とどまることなくかかわり合い、

組み合せられるとともに組み替えられたりして、新しい〈意味〉を、それとかかわる新しい〈

私〉とともにつくり、つくりかえている在りようを意味するといえるものである。以上のこと

は、一方のく貼る（もどす）〉というく行為〉が加算的なものに見えるにせよ、深層的には、

実体的に何ものかが増えているということではなく、表層レヴェルにおいて何ものかが付け加

えられたりするたびに、そこに立ち表れていたさまざまな関係の網の目が組み替えられ、薪た

につくりだされるという在りようを意味しているといえる。
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結

　本論文では、合同の子どもの造形的な活動にかかわる教育の考え方や在り方が、必ずし

も、子どもの論理に基づいたものではなく、子どもの期待に応えるものではないとの認識

に立ち、子どもたちひとりひとりの論理に基づく多様な活動が可能にする造形・美術教育

の論理を構築するとともに、その実践化を図ることを目指してきた。

　今目の子どもの造形的な活動にかかわる教育は、　四度」としての大人の嘆術」の論

理に基づく枠組や基準の影響が強く残っているものであって、そこにおける子どもたちの

造形的な活動は、様々な規制を受けるものとなっているといえるものであった。例えば、

子どもたちの造形的な活動の実際では、表現の形式、方法など、多くのことが「制度」と

しての大人の「美術」の論理に基づいて形式化、画一化されている状況に在って、子ども

たちひとりひとりのく私一生〉に基づいた論理による行為としての、造形的な行為の立ち

上がりは困難な状況にあるといえるものであった。したがって、そこでは、子どもひとり

ひとりが、かけがのない存在として存在することが保障されているとはいえない状況にあ

るといえるものである。したがって、そのような教育の在り方では、今日の子どもと教育

の問題の改善や解決に関与することはできないものであるといえる。

　このことから、まず、そのような状況において、無視され、隠蔽されている子どもたち

ひとりひとりのく私一生〉の論理とともに、そのかけがえのない存在の意味を立ち上げる

ことを保障することのできる美術教育の論理を構築し、その実践化を図ることが必要であ

るとし、子どもたちひとりひとりの論理に基づく多様な活動が可能にする造形・美術教育

の論理を構築し、実践化を図ることを目指すこととした。

　このため、はじめに、子どもたちひとりひとりの論理による行為を縛っている大人の「制

度」としての「美術」の問題性をとらえ返した。　9制度1という固定化した論理に基づく

枠組や基準は、子どもひとりひとりのく私一生〉の意味を画一化し、隠蔽する。そこで、

「制度1としての「美術」のカテゴリーの一つである膨劾を取りあげ、それをロザリ

ンド・クラウスの開かれた場の展開の論理等をもとにとらえ返し、「制度」としてのカテ

ゴリーの問題性を明らかにした。クラウスの開かれた場の展開の論理は、そのような「制

度」の問題性を解体し、より柔軟な行為の展開を保障するといえるものである。
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　その上で、そのクラウスの開かれた場の論理と、子どもの論理の成り立ちを可能にする

ものとして構想された「造形遊びjの論理との共通性を明らかにするとともに、子どもの

実際の授業等における開かれた場における活動を観察・記述し、分析・考察を加え、子ど

もひとりひとりの論理による開かれた場における閉じることのない多様な〈意味生成〉の

行為の意味をとらえ返した。

　さらに、そのような子どもひとりひとりの論理に基づく閉じることのないく意味生成〉

の行為を、身体論や記号論、言語論などの成果を援用し、子どもひとりひとりの存在の根

拠である身体性によるく意味生成〉の行為とともに、子どものく私一生〉、すなわち、〈

身体の深み〉のかけがえのなさを立ち上げ、薪たなく私一生〉をつくり、つくりかえ、つ

くり続ける行為の過程に意味があるものとしてとらえ返した。つまり、従来のあらかじめ

イメージした作晶としての結果よりも、そのく意味生成〉の過程の意味に着目し、常に自

己の行為のつどごとに立ち表れるく何ごとか一意味〉にかかわり、その多様な関係性によ

って、新たな行為とともに意味をつくりだすという、従来の教育にみられる、課題、発想、

計画、スムーズな実行・実現という一方向的な在り方とは異なるく意味生成〉の行為の在

りようこそが、子どもの造形的な活動の論理であると考えるのである。

　なお、研究の過程においては、常に、子どものく意味生成〉の行為が成り立つ場に立ち

合うようにするため、子どもの活動の状況を観察・記述し、分析・考察を加えながら進め

るとともに、造形的な活動にかかわる授業を実践して、そこでの子どもの活動の記録をも

とに、そこでなされるく意味生成〉の行為の成り立ちとその過程の在りようを分析・考察

することによって、子どもの造形的な論理の試論の検証と展開の論理の検証を行なった。

　第1章「造形的な活動の可能性」では、子どもの造形的な活動の可能性を明らかにする

ためには、子どものく私一生〉に基づく行為の成り立ちを規制する「制度」としての「美

術」の問題性に対して自覚的に向き合う必要があるとの認識から、実践の場の開かれた論

理といえる、ロザリンド・クラウスの展開の論理をその手がかりとして提示し考察した。

　ここでは、幣制」というP制度」によって固定化された膨刻」というカテゴリーに

対する考え方を、Uザリンド・クラウスの展開の論理によって解体し、媒体やカテゴリー

の意味に制限されない開かれたものとしてとらえ返し、　「立体造形」というより開かれた

考え方を提示して、子どもの造形的な活動の論理の構築の手がかりとした。

　その際、近代性の構造によってっくられた「制度」の制度性がもつ問題、すなわち、窮

屈に設定された枠組や基準によって排除される状況にあった、子どもひとりひとりのく私
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一生〉に基づく多様な行為の成り立ちを可能にする場として構想された「造形遊び」の論

理との関係についても考察した。すなわち、「造形遊び」の論理は、「彫刻」をクラウス

の展開の論理を基にとらえ返すことによって、開かれた実践の場とされた「立体造形」の

論理以上に子どもの論理に近い位置にある開かれたものであることを明らかにした。

　また、子どもの論理による造形的な活動の論理の多様な可能性を探るために、丸山圭三

郎の「〈生〉の円還運動」の論理を援用して、　「造形遊び」の論理の再検討も併せて行な

った。そして、それは、子どものく私一生〉の多様性によって実現される表層と深層のく

意味生成〉の幾等運動を保障するとともに、そのことが「制度」の制度性に対する自覚化

を可能にするものであるとした。

　「制度」の制度性の問題は、そこにおける行為の意味や価値：を一義化してしまうことに

あるといえるものであるが、〈いま・ここ〉における「制度」の起源を見極めることによ

って、避けることのできない制度化の問題性を自覚するとともに、子どもひとりひとりの

く生〉の多樹生による円還運動によって、不断に意味や価値を解体一構築することが可能

になり、その一義化を回避し、常に、子どもひとりひとりのく私一生〉の立ち上がりとく

私〉の成り立ちの可能性が開かれることになることを明らかにした。

　第2章「造形的な活動のく意味一過程〉」では、子どもの造形的な活動の「過程」の在

りようと、その「過程」のく意味〉を問うことにした。そのことによって、子どもの造形

的な活動は、多様な関係性による多義的で多方向的な行為であって、より開かれたく意味

生成〉の空間へと開かれるとともに、その「過程」においては、その行為のいちいちごと

のく意味〉を立ち表していることが明らかになった。

　また、その「過程」におけるいちいちの多様な〈意味〉を立ち表す多義的な論理的構造

についても独自に「意味論的四角形モデル」及びそれを改善した「円形モデル」によって

によって考察した。しかし、それによっては、表層の立ち表れしかとらえることはできな

かった。

　そこでは、ジュリア・クリステヴァの先述のように、例えば、囲いのうちに「外」を設

定することによって中心をずらし、多義的で多方向的な行為の場へと開かれ、その行為の

いちいちにおいて新しいく何かとしての一意味〉をつくりだしていくことになり、そこに

は「制度」というような固定化されたものは存在しないといえるものであった。

　しかし、このような子どもの行為の多様で多方向的な在りようを教育の実践につなげる

ようにするためには、このような行為のたびに立ち表れる限りないく意味〉の意味と、そ
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の立ち表れの、固定的ではないといえる開かれた構造をとらえるために、クラウスの論理

的構造の考え方に基づいてその開かれた構造の「論理化」を行なった。そのことによって、

子どもの行為のいちいちのく意味〉も明らかになったといえる。

　なお、その際、そこでつくりだされたいちいちのものをテクストとしてとらえ、クリス

テヴァのテクスト論を援用して〈意味生成〉の在りようについて考察した。

　その結果、それは、論理モデルによってとらえた論理的な構造によって立ち表れるく意

味〉は、テクストの表層と深層との動的な関係性からつくりだされる開かれたものである

とともに、そのく意味生成〉の行為の主体も、また、その表層と深層を同時に生きる瞳

程」にある主体であるといえるものであって、「造形遊び」の論理が目指した、かけがえ

のなさとしてのく原一私〉を根拠としたく私〉の成り立ちが可能になるものであることを

明らかにした。

　また、それは、自己の〈身体の深み〉へと降りることによって、納」の他なるものと

出会うことによって、そのあいだにおいて、「外」からの規制を受けることのない多様な

相互作用や相互行為とともに、表層との関係をつくりかえ、薪たなく私〉にとってのく意

味の生成〉の展開に開かれていく実践の場であるととらえることができた。そして、その

〈意味生成〉の在りようを「差異と反復」の論理を援用してとらえ返した。ここでの反復

とは新たに差異化する展開であるとともに、〈意味の生成〉の展開であって、そこにおい

ては、決して同じことが繰り返されることはなく、それは、丸山の「〈生〉の円還運動

の論理に通じるものであるとともに、子どもの開かれた実践の場として構想された「造形

遊び」の論理に通じるものであることを明らかにした。

　その実践の場の論理は、あくまでも一義的な体系化や固定化を拒み続けるものであって、

絶えず自らをつくりかえることによってのみ、新しい自らをつくりだすことができるとい

う、不断にく意味の生成〉を展開するものであるといえるものであるであった。

　以上のような考えをもとに、造形的な活動にかかわる授業を実践し、そこにおける、子

どもひとりひとりが自らのく身体性〉を働かせた、つねに表層と深層における、常に新し

いく意味〉を生成するようにするために必要な、場や状況、　「過程」における教師のかか

わり合いの在りようについても考察した。

　そこにおいては、子どもひとりひとりが、囲いのうちに「外」を設定し、自己のy内」

の他なるものと出会うことが可能になるような場や状況、すなわち、「外」によって規剃

を受けることのない多様なく意味生成〉の行為の論理が成り立つようなく意味生成空間〉
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を設定する必要があるとした。

　第3章呼どもの造形的な活動の論理」では、子どものく私一生〉を根拠とする多様な

く意味生成〉の行為が成り立つ造形的な活動の論理は、子どもひとりひとりのく身体性〉

の働きによるものであるとし、その〈身体性〉の意味と、その働きについて考察した。

　そして、その意味としてのく身体性〉の働きによる造形的な活動において生成される〈

意味〉の意味と、そのく意味の生成〉の「過穐の意味をとらえ返し、それは、子どもの

存在の根拠としてのく深層の意味〉をも立ちkげ、つくりかえるという、子どもの造形的

な活動の論理を明らかにした。

　ここにおける子どもの多様な行為を立ち上げるく身体性〉の意味は、心身の分けられる

ことのない統合体のことであり、子どもひとりひとりのく私一生〉の存在性の根拠であり、

それを保障するものであるとともに、モーリス・メルn＝ポンティによってく肉〉といわ

れるく生〉の多樹生の領域へと開かれ、かかわり、かかわられる存在として、〈世界〉、

すなわち、〈対象や他者〉へと開かれているもののことである。

　このようにとらえ返された意味としてのく身体性〉の働きによって、はじめて、開かれ

たく世界〉との多様なかかわり合いが可能になり、その多様な展開ととともにく多義的な

意味〉の立ち表れが可能になるとした。また、そのことが可能になったとき、子どもひと

りひとりのく身体の深み〉の、〈私一生〉、すなわち、〈エロス〉としてのく意味生成〉

の行為が成り立つものであり、それは、〈身体の深み〉における分節化の働きによるもの

であるとした。この分節化とは、〈身体性〉の働きによる〈世界〉、すなわち、＜対象や

他者〉などとの多様なかかわり合いの行為による存在の分節と、それに伴うく深みの意識

〉の分節という二重の意味の、〈私一生〉によるく意味生成〉の「過程jのことであって、

それは、常に、新たなかかわり合いの行為とともに、薪たな分節化、すなわち、＜意味生

成〉へと開かれ、閉じることなく展開するものである。

　以上の考えをもとに、小学校において造形的な活動にかかわる授業を実践し、それを記

述・分析し、検証したうえで、次のような子どもの造形的な活動の論理の試論を提示した。

　それは、まず子どもひとりひとりのかけがえのなさとしてのく私一生〉の根拠であるく

身体性〉の働きによるものである。そのことによって、その行為は、〈私一生〉の流動性

と多様性の立ち上がりへと開かれ、新しいくエロス〉としてのく意味〉をつくりだす多様

な組み合せを限りなく、生成しながら展開されることになる。そして、それは子どもひと

りひとりのく身体の深み〉へと開かれたく行為〉として、〈対象や他者〉とのかかわり合
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い、例えば、井筒俊彦のいう「薫習」による多様なかかわり合いによって、さらに、＜私

一生〉のく深みの意味〉を立ち上げ、展開していくものであるといえるものであった。

　以上のことから、子どもの造形的な活動の論理とは、子ども自ら〈身体性〉をはたらか

せたく対象や他者〉とのかかわり合い、それとかかわり合うく私〉、そしてく他者〉との

多様なかかわり合いによって、〈深みのエロス性〉に基づいた多様な行為を立ち上げ、薪

しいく私一生〉とともに、多義的な〈意味〉をつくり、つくりかえていくという子どもひ

とりひとりのかけがえのなさとしてのく生〉の論理であって、その論理こそがく意味生成

〉の行為を成り立たせているとした。

　第4章「子どもの造形的な活動の展開では、前章までの考察に基づいて、子どもの造

形的な活動の論理の展開の問題について考察した。すなわち、子どもたちはどのような関

係性によって新しいく意味〉を立ち上げ、つくりだしているのか。それを可能にするため

にどのような活動の場や状況を構想する必要があるのか。さらには、教師はそのような子

どもたちの活動に対してどのようにかかわっていくことが必要になるのかなどについて、

総合的に検討し、授業を構想して実践し、その実践における子どもの活動をビデオ・カメ

ラ等で記録し、それをもとにその行為を成り立たせる関係性をとらえ、記述できるように

工夫した独自のトランスクリプトにして、そこでなされるく意味生成〉の行為の成り立ち

と、その「過程」の在りようを分析・考察することによって、子どもの造形的な活動の論

理と展開の論理の試論を構想し、その試論をさらに実践授業によって検証を行なった。

　その結果、子どもたちは、規制の少ない場や状況においては、〈身体性〉を働かせて、

〈対象や他者〉などとの多様な相互作用、相互行為による関係性をつくりだしながら行為

し、たえず〈身体の深み〉の意味を立ちkげ、〈エロス〉としての新しいく意味〉をも生

成するとともに、場や状況をも更新し、それとの新しい多様な関係性をつくりだし、そこ

からまた新たなく意味生成〉の行為を展開していくことができるという結論を導きだした。

　以kのことから、子どもひとりひとりの論理による多様な活動が可能な論理の実現可能

な試論と、したがって、実践化の具体的な手がかりを得ることができたと考える。
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ました。心からお礼を申し上げます。

　また、上越教育大学大学院、ならびに兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科の皆様、

資料を提供していただいた、薪潟県柏崎市立柏崎小学校、新潟県立新井高等学校、長野県

長野市立豊栄小学校、新潟県新潟市立木戸小学校、富山県富山市立豊困小学校、新潟県糸

魚川市立上早川小学校の校長先生をはじめ教員の皆様、そして子どもたちに心から感謝申

し上げます。ありがとうございました。
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